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凡例　その他属性

〈他〉：他学部公開科目 〈グ〉：グローバル・オープン科目
〈優〉：成績優秀者の他学部科目履修制度対象科目 〈実〉：実務経験のある教員による授業科目
〈Ｓ〉：サーティフィケートプログラム_SDGs 〈ア〉：サーティフィケートプログラム_アーバンデザイン
〈ダ〉：サーティフィケートプログラム_ダイバーシティ 〈未〉：サーティフィケートプログラム_未来教室
〈カ〉：サーティフィケートプログラム_カーボンニュートラル
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LAW300AB（法学 / law 300）

環境法

髙橋　滋

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境法に関する2単位の科目として、環境法の全体像の紹介を試み
る。環境保全の制度の進展は目覚ましく、環境法令についても頻繁
に制定・改廃が行われているが、最新の法令の状況、学説の議論を
踏まえつつも、環境法の基本的な考え方の修得に講義の重点を置く
ことにしたい。
本科目は「行政・公共政策と法コース」、「国際社会と法コース」に
属する。民法・憲法等の基本関連科目のほか、「行政法入門Ⅰ・Ⅱ」、
「行政法作用法Ⅰ・Ⅱ」、「行政救済法Ⅰ・Ⅱ」の知識・理解をもつ受
講者には、より精確な講義の理解が可能となる。

【到達目標】
Ⅰ知識面
①受講者が、環境法分野における法令、理論、判例を学ぶことを通
じ、憲法、民法、行政法等の関連知識を確実なものとすることがで
きる、あるいは、これらの分野を本格的に学習する足がかりとする
ことができる講義を目指す。
②さらに進んで、受講者が、地球温暖化問題、東アジアの環境汚染、
環境問題への参加、司法アクセスの改善等、法政策的な課題につい
ても、最新の知識が収得できる講義を目指す。
Ⅱ能力面
①受講者が、法律文献を正確に読解できる力を身に付けることを目
指す。併せて、受講者が、最高裁判所をはじめとする裁判例の論理
を正確に把握できる能力を身に付けることを目指す。
②受講者が、関連する自然科学上の知識について高校レベルの正確
な知識を踏まえ、環境問題の正しい把握の上に法的な分析を行うこ
とできる能力を身に付けることを目指す。
③受講者が、興味・関心に応じ、自然科学の基礎的な文献にも取り
組む積極的な姿勢を身に付けることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
Ⅰ①原則、対面での講義を行う。ただし、教室の規模に比して受講
者が過多となった場合、新型コロナの蔓延が深刻になった場合には、
2クラスに分けて対面とオンラインとを交互に割当てする、あるい
は、全面的にリアルタイム配信に切り替える可能性がある(2クラス
の分け方は、前半のクラスは、学年にかかわずA～Gクラス・法学
部他学科、後半のクラスは学年にかかわらずH～Nクラス・他学部
とする)。指定とは異なる方式で出席またはzoomにアクセスした場
合、その回の平常点はカウントしない。
　②初回については、感染状況及び教室の大きさを踏まえ、クラス
分けを実施せず、対面で実施する。
　③レポートあるいは試験について、提出物又は解答のレベルに照
らして必要と認めた場合には、出題意図、採点方針及び所感を公表
する。なお、国際環境法を取り扱う回については、教材を提供し、参
考資料を踏まえたレポートとする（30％）。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業概要・成績評価の方法。ク

ラス分けを実施せず、対面で行
う。

第2回 環境法の生成（１） 公害法の生成、公害対策基本法、
公害・環境訴訟の展開

第3回 環境法の生成（２） 地球環境問題の発生、環境基本
法、福島原発事故・環境法への
組込み

第4回 環境法の基礎（１） 環境法の理念、環境法における
主体、環境保全の手法① (規制的
手法、土地利用規制手法、事業
手法、買上げ・管理契約手法、
計画的管理手法)

第5回 環境法の基礎（２） 環境保全の手法② (非権力的手
法)・③(経済的インセンティブ・
ディスインセンティブ)・④ (情
報を媒介としたインセンティ
ブ・ディスインセンティブ)

第6回 環境法の基礎（３） 環境保全の費用負担
第7回 環境法の基礎（４） 国際的な環境保全、東アジアの

環境問題
第8回 環境汚染の規制・環

境保全（１）
環境の保全と計画的手法

第9回 環境汚染の規制・環
境保全（２）

公害規制（大気汚染・土壌汚染
を例として）

第10回 環境汚染の規制・環
境保全（３）

原子力安全規制（１）- 歴史・
概要　　

第11回 環境汚染の規制・環
境保全（４）

原子力安全規制（２）- 福島原発
事故以降の改革、化学物質規制

第12回 環境汚染の規制・環
境保全（５）

廃棄物処理・循環型社会形成

第13回 地球環境問題とその
対策

地球環境問題とその対策

第14回 公害・環境紛争と司
法・行政上の解決 (概
論)

共同不法行為・環境行政訴訟 (公
権力の行使、処分性、原告適格、
仮の救済、住民訴訟)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
〇学際的な科目であり、応用科目であるので、授業中でわからない
用語等が出てきた場合には、自主的に環境省ホームページ等を検索
して調べることが望ましい。
〇また、環境問題の実態は科学技術上の基礎知識がないと理解できな
いことも多いので、興味関心のあるテーマについては環境省のホー
ムページ等の解説を調べることが望まれる。
〇本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は用いない。学習支援システムに事前に資料をアップする。
教室においては配布しない。

【参考書】
（図書館等において、参照し活用すること）
大塚直『環境法BASIC（第3版）』（有斐閣、2021年）　4,730円
大塚直『環境法〔第4版〕』（有斐閣、2020年）　 5,280円　
北村喜宣『環境法〔第5版〕』（弘文堂、2020年）　 3,630円

【成績評価の方法と基準】
Ⅰ　期末の教場試験（100％）。リアクションペーパーの提出（毎回の
講義におけるリアクションペーパーの提出は加点要素とする。40％）
Ⅱ　リアクション用のＰＣ及び無線ルーターの準備については、大
学の方針を参照されたい。

【学生の意見等からの気づき】
特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
授業支援システム等を使用する。参照すべき行政法規がミニ六法に
は掲載されていないこともあるので、対面での参加の場合には、法令
データベースを参照できる情報機器 (無線LANの接続が可能なPC、
スマートフォーン等)を持参することが望ましい。オンラインリアル
タイム配信を利用する場合には、①ＰＣ(所有しない者には大学から
貸与される)、②無線ルーター (所有しない者には貸与または通信費
が補助される)又はデータ回線、③六法 (ＷＥＢ上に政府の法令デー
タベースが公開されている)

【その他の重要事項】
特にありません。

【Outline (in English)】
【Course outline】This lecture is a two-credit course and deals
with an overview of environmental law.
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【Learning Objectives 】The purpose of this lecture is to learn
the basics of environmental law while focusing on domestic
environmental law.
【Learning activities outside of classroom 】Students should
prepare for the lessons, deepen their learning through face-to-
face or high-flex lectures, and consolidate their understanding
through subsequent review.　
【Grading Criteria /Policy 】I. End-of-term classroom exam
(70%), report (30%). Submission of reaction papers (Submis-
sion of reaction papers in each lecture is an additional point.
Total 40%)
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LAW300AB（法学 / law 300）

消費者法Ⅰ

大澤　彩

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの消費生活では、契約トラブル、悪徳商法、食の安全など、
日々様々な法律問題が生じている。このような法律問題を考える上
で必要となってくるのが、消費者法と呼ばれる領域の法知識・考え方
である。本講義は消費者法についての考え方、知識を身につけ、日
常生活における法律問題を考える際に必要なリーガルマインドを有
した「消費者」になることを目的とする。
学習にあたっては、民法はもちろん、消費者契約法・製造物責任法
などの特別法、さらには消費者行政に重要な役割を果たしている行
政機関や行政規制の役割、民事訴訟を中心とした紛争解決制度の現
状など、様々な分野にわたる知識・理解・関心が求められる。
消費者法Ⅰでは、主に契約をめぐる法的問題につき、民法のみなら
ず消費者契約法、特定商取引法、割賦販売法などの特別法の内容と
ともに学ぶ。それにより、消費者契約をめぐるトラブルに対処する
ための法解釈・適用の在り方を理解することができる。
「裁判と法コース」「行政・公共政策と法コース」「企業・経営と法コー
ス（商法中心コース）・（労働法中心コース）」「文化・社会と法コー
ス」に属する。

【到達目標】
民法の契約総論、各論部分のみならず、消費者契約法、特定商取引
法、割賦販売法などの特別法の知識を身につける。
契約トラブルなどの日常的な消費者問題に対して民法・各種特別法
がいかなる役割を果たしているのかについて、法律の規定のみなら
ず判例・学説をもとに理解する。これによって、民法の特に総則・
債権法部分の発展的な学習を行うこともできる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
①授業日2日前までにレジュメを学習支援システムにアップする。
レジュメに「事前課題」をのせることもある。受講生はこの事前課
題やレジュメ、教科書、さらには裁判例集を読んで予習しておくこ
と。②授業日は、受講者がすでに教科書を読んでいることを前提に、
発展的な解説を行う。③質問は随時、学習支援システム内の掲示板
（毎回の講義毎にトピックを設定する）で受け付ける。また、授業開
始前・終了後にも受け付ける。④事前課題に関する意見を学習支援
システム内の掲示板に書き込んでもらい、授業内でその書き込みを
ふまえた補足解説を行うこともある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 消費者法とは何か 消費者・事業者概念、消費者基

本法
第2回 消費者契約の締結過

程の適正化①契約の
成立

消費者契約の成立、契約締結上
の過失

第3回 消費者契約の締結過
程の適正化②民法の
役割

民法の錯誤、詐欺

第4回 消費者契約の締結過
程の適正化③消費者
契約法

消費者契約法4条など

第5回 消費者契約の締結過
程の適正化④交渉力
の不均衡

民法の強迫、消費者契約法4条
など

第6回 消費者契約の内容の
適正化①中心的債務
：公序良俗

公序良俗規定と消費者取引

第7回 消費者契約の内容の
適正化②不当条項規
制その１

民法による不当条項規制、約款
論

第8回 消費者契約の内容の
適正化③不当条項規
制その２

消費者契約法8条～10条

第9回 消費者契約の内容の
適正化④履行段階

信義則の役割、契約の解釈

第10回 消費者契約と特定商
取引法①

特定商取引法の概要

第11回 消費者契約と特定商
取引法②

クーリングオフ、過量販売規制
など

第12回 消費者取引とシステ
ム責任論①割賦販売
法

割賦販売法の概要、抗弁の接続

第13回 消費者取引とシステ
ム責任論②名義貸し、
不正利用、預金トラ
ブル

名義貸し、預金トラブル

第14回 消費者取引と不法行
為法

消費者取引における不法行為法
の役割

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業2日前までにアップするレジュメや教科書を使って予習するこ
と。また、教科書や消費者法判例集の指定箇所等、学習支援システ
ムで指示された文献はきちんと読んでおくこと。学生が予習をして
きていることを前提に授業日に解説を行う。
講義内容によっては、学習支援システムに「事前課題」をアップす
ることがあるので、この課題を解くつもりで教科書の指定箇所や消
費者法判例集の指定箇所を読むと理解が深まる。「事前課題」に対す
る解答や意見を学習支援システムの掲示板に書き込むのも歓迎する。
また、新聞やテレビ、インターネット等で日頃から私たちの日常生
活におけるトラブルについてのニュースを見聞きしておくことも重
要である。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
大澤彩『消費者法』（商事法務、2023年）
このほかに、オリジナル教材『消費者法裁判例集』を作成し、使用
する予定。詳細は初回授業で指示するため、それまでは購入しない
こと。

【参考書】
中田邦博＝鹿野菜穂子編『基本講義消費者法（第5版）』（日本評論
社、2022年）
河上正二＝沖野眞已編『消費者法判例百選（第2版）』（有斐閣、2020年）
松本恒雄＝後藤巻則編『消費者法判例インデックス』（商事法務、
2017年）
大村敦志『消費者法（第4版）』（有斐閣、2011年）

【成績評価の方法と基準】
学期末に定期試験（対面での試験が可能である場合）を行う。この
学期末試験による評価を100％とする。
以上は予定であり、詳しくは開講時に学習支援システムで指示する。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの記述が詳細なので、レジュメの内容や授業ではもう少し
かみ砕いた説明を心がける。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスが容易になるよう、パソコンやタブ
レットを準備して欲しい。

【その他の重要事項】
・レジュメに頼らず、自分でノートをとる習慣を身につけること。大
学の授業を受ける上で本来望まれる姿勢は教員の話を聞き取って自
分でノートをとるという姿勢である。
・学習支援システムの「お知らせ」をこまめにチェックすること。
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・契約法（Ⅰ～Ⅳ）・不法行為法の講義をすでに受講、ないしは同時
に受講していることが望ましい。
・消費者問題に直接取り組む弁護士のみならず、消費者問題に対す
る対処が求められており、そのための部署も設けられている国・地
方公共団体の職員を目指す学生、さらには、近年コンプライアンス
意識が一層顕著になっているすべての企業で働くことになる学生に
とっても重要な科目である。
秋学期に開講される「消費者法Ⅱ」も合わせて受講することが望ま
しい。
SDGｓの観点からも受講することをお勧めする。
学生向けに消費者法を学ぶことの意味について書いた、拙稿「消費
者法－私達＝「消費者」のよりよい消費生活のために」法学教室487
号（2021年）別冊付録掲載を読んで欲しい。

【Outline (in English)】
We learn the consumer law, especially, the consumer contract
law. The goals of this course are to comprehend this law.
Before / after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand tne course content.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination(100%).

— 4 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LAW300AB（法学 / law 300）

消費者法Ⅱ

大澤　彩

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
消費者法Ⅰの理解をもとに、消費者取引における物・サービスの品
質・安全に関する法制度を学ぶ。また、消費者取引のうち、特殊な
法的問題をはらむ数種の取引類型をとりあげ、民法、特別法が果た
す役割を学ぶ。さらに、行政組織、訴訟手続など消費者法を形成し
ている制度についても理解を深める。
「裁判と法コース」「行政・公共政策と法コース」「企業・経営と法コー
ス（商法中心コース）・（労働法中心コース）」「文化・社会と法コー
ス」に属する。

【到達目標】
物・サービスの品質、安全についての民事ルール、業法ルールの知
識を身につける。
消費者取引のうち、特に問題となることが多い取引類型につき、民
法、特別法が果たしている役割を理解する。
消費者問題に関連する行政規制、訴訟法の知識を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
①授業日2日前までにレジュメを学習支援システムにアップする。
レジュメに「事前課題」をのせることもある。受講生はこの事前課
題やレジュメ、教科書、さらには裁判例集を読んで予習しておくこ
と。②授業日は、受講者がすでに教科書を読んでいることを前提に、
発展的な解説を行う。③質問は随時、学習支援システム内の掲示板
（毎回の講義毎にトピックを設定する）で受け付ける。また、授業開
始前・終了後にも受け付ける。④事前課題に関する意見を学習支援
システム内の掲示板に書き込んでもらい、授業内でその書き込みを
ふまえた補足解説を行うこともある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 消費者取引の対象①

物の品質
民法の規定との関係

第2回 消費者取引の対象②
物の安全性（１）

製造物責任①

第3回 消費者取引の対象③
物の安全性（２）

製造物責任

第4回 消費者取引の対象④
品質・安全性に関す
る行政規制

食品衛生法など

第5回 消費者取引の対象⑤
サービス契約論

民法の規定・特定商取引法

第6回 消費者取引・各論①
悪徳商法

悪徳商法の各類型についての説
明

第7回 消費者取引・各論②
金融商品

金融商品トラブルをめぐる民事
判例および特別法

第8回 消費者取引・各論③
建築取引

建築トラブルをめぐる民事判例

第9回 消費者取引・各論④
電子商取引

電子商取引をめぐる民事判例お
よび特別法

第10回 消費者保護制度論①
行政機関の役割

消費者庁、国民生活センターの
役割

第11回 消費者保護制度論②
消費者紛争解決制度
その１

ADR制度、消費者団体訴訟

第12回 消費者保護制度論③
消費者紛争解決制度
その２

集団的消費者被害救済について

第13回 消費者取引と市場の
公正

独禁法と消費者法の関係、景品
表示法について

第14回 消費者・事業者の活
動

消費者団体の役割、公益通報者
保護法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業2日前までにアップするレジュメや教科書を使って予習するこ
と。また、教科書や消費者法判例集の指定箇所等、学習支援システ
ムで指示された文献はきちんと読んでおくこと。学生が予習をして
きていることを前提に授業日に解説を行う。
講義内容によっては、学習支援システムに「事前課題」をアップす
ることがあるので、この課題を解くつもりで教科書の指定箇所や消
費者法判例集の指定箇所を読むと理解が深まる。「事前課題」に対す
る解答や意見を学習支援システムの掲示板に書き込むのも歓迎する。
また、新聞やテレビ、インターネット等で日頃から私たちの日常生
活におけるトラブルについてのニュースを見聞きしておくことも重
要である。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
大澤彩『消費者法』（商事法務、2023年）
このほかに、オリジナル教材『消費者法裁判例集』を作成し、使用
する予定。詳細は初回授業で指示するため、それまでは購入しない
こと。

【参考書】
中田邦博＝鹿野菜穂子編『基本講義消費者法（第5版）』（日本評論
社、2022年）
河上正二＝沖野眞已編『消費者法判例百選（第2版）』（有斐閣、2020年）
松本恒雄＝後藤巻則編『消費者法判例インデックス』（商事法務、
2017年）
大村敦志『消費者法（第4版）』（有斐閣、2011年）

【成績評価の方法と基準】
学期末に定期試験（対面での試験が可能である場合）を行う。この
学期末試験による評価を100％とする。
以上は予定であり、詳しくは開講時に学習支援システムで指示する。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの記述が詳細なので、レジュメの内容や授業ではもう少し
かみ砕いた説明を心がける。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスが容易になるよう、パソコンやタブ
レットを準備して欲しい。

【その他の重要事項】
・レジュメに頼らず、自分でノートをとる習慣を身につけること。大
学の授業を受ける上で本来望まれる姿勢は教員の話を聞き取って自
分でノートをとるという姿勢である。
・学習支援システムの「お知らせ」をこまめにチェックすること。
・消費者問題に直接取り組む弁護士のみならず、消費者問題に対す
る対処が求められており、そのための部署も設けられている国・地
方公共団体の職員を目指す学生、さらには、近年コンプライアンス
意識が一層顕著になっているすべての企業で働くことになる学生に
とっても重要な科目である。
SDGｓの観点からも受講することをお勧めする。
学生向けに消費者法を学ぶことの意味について書いた、拙稿「消費
者法－私達＝「消費者」のよりよい消費生活のために」法学教室487
号（2021年）別冊付録掲載を読んで欲しい。

【Outline (in English)】
We learn consumer law, especially, the safety and the the
quality of the goods and the service. The goals of this course
are to comprehend this law.
Before / after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand tne course content.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination(100%).
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LAW300AB（法学 / law 300）

国際人権法Ⅰ

佐々木　亮

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　国際人権法の歴史や各人権条約の仕組み、それらの国内適用にあ
たっての憲法上の課題を考えることを通して、基本的人権とは何か、
基本的人権を守るためにいかなる制度が用意され、どのように機能
し、国内法の下でどのように適用されているのかを理解する。
　それを基礎として、受講者が関心を持つ様々な人権問題が、国際
人権法上どのように扱われているのかを調査し、どのような権利の
主張・擁護の方法があり得るのかを考え、自分の考えをアウトプッ
トできるようになることを目的とする。

【到達目標】
①国家を越えて、人権を国際社会において保障することの意義及び
そのための仕組みを理解する。
②国際人権法の国内実施制度について理解する。多様な人権の内容
について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」、「DP3」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は大別して、以下の3つの要素からなる：
1）現代世界で生じている人権問題に関心を持つ；
2）国際的人権保障制度の意義と限界を理解する；
3）人権の主張や人権擁護のために、国際的人権保障制度を活用する
方法について、考えを深める。
現代世界が抱える人権問題に目を向けることに加えて、様々な人権
条約と関連付けてその問題を捉え、どのような権利擁護の方法があ
り得るのか、受講者が自身の見解を持てるようになることを目指し
て授業を進める。原則として、担当者が作成した資料に基づいて講
義を行うが、必要に応じて国際機関のwebサイトや映像等も活用す
る。また、国際人権法に関連するデータベースを活用した資料収集
の実習を行う。
　講義資料はHoppiで配布する。質問は授業時間内のほか、Hoppi
掲示板でも受け付ける。掲示版に寄せられた質問・コメントを授業
内で紹介・解説することで、学生へのフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入（授業の内容と

進め方・評価方法に
関する説明を含む）

国際人権法の枠組で扱う問題、
国際人権法を学ぶ意義や方法を
概観する。

2 人権の思想的基礎と
国際人権法の法源

国際人権法の発展と形成の歴史
をたどり、その根底にある哲学
的基礎と国際人権保障を支える
法的枠組について学ぶ。

3 人権基準の発展と人
権の分類（1）：第1・
第2・第3世代の人権

国際人権法によって保障されて
いる「人権」とはどのようなも
のなのか、その歴史的発展を踏
まえながら理解する。

4 人権基準の発展と人
権の分類（2）：非差
別・平等と合理的配
慮

社会的弱者を含む全ての人の基
本的権利を保護するための法と
しての国際人権法の基本原則、
及び、主要な人権条約によって
保障されている権利と、それら
諸権利の法的性格を検討する。

5 国家の人権保護・促
進義務

国際人権法を遵守するために、
国家はどのような義務を履行し
なければならないのかを検討す
る。

6 国連の主要人権条約
を通じた国際人権法
の実施

世界レベルの主要な人権条約の
履行監視制度について検討する。

7 国連人権理事会によ
る国際人権法の実施

国連人権理事会の活動と人権保
障におけるその意義、人権条約
との異同を検討する。

8 地域的人権保障制度 国際人権保障における地域的国
際機構の役割とその意義につい
て検討する。

9 国際人権法の調査と
その情報源

国際人権法の実態についてより
詳しく調べるために有用な情報
源の使い方について学ぶ。

10 公共政策への人権基
準の反映と人権擁護

人権侵害の防止や被害者の救済
のために、国際人権法をどのよ
うに活用し得るのか検討する。

11 地球規模課題と国際
人権法

地球規模課題としての気候変動
に起因する人権侵害の事例を検
討し、持続可能な社会の実現の
ために、国際人権法がいかなる
意義を有するかを考察する。

12 人権の普遍性と文化
多様性

「国際人権基準と両立しない文化
的慣行を維持することも人権な
のか」という問いについて考え
ながら、国際人権法及び人権の
普遍的性格を再問する。

13 国家の保護を受けら
れない人々の人権：
難民・避難民

国家による人権保障の枠組から
排除された存在としての「難民」
に注目し、国際的な難民保護の
仕組みや日本の難民認定制度の
問題点を検討する。

14 武力紛争下での人権
保護と平和に対する
権利

武力紛争の下で生じる人権侵害
を防止するための法的な枠組と、
平和のうちに生きることの人権
としての性格を検討する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に配布レジュメを読んで疑問点を明らかにしておく。各回の講
義の後に、資料に示された参考文献も活用しながら十分に復習するこ
とが期待される。しっかり復習することは、結果として期末レポー
トの準備にもなる。
　本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しない。

【参考書】
講義資料の中で、その回の内容に関連する参考文献を紹介するが、授
業全体に関わる参考文献として、例えば、以下のものがある：
芹田健太郎、薬師寺公夫、坂元茂樹『ブリッジブック国際人権法』第
2版（信山社、2017）
東澤靖『国際人権法講義』（信山社、2022）
横田洋三（編）『新国際人権入門』（法律文化社、2021）
藤田早苗『武器としての国際人権－日本の貧困・報道・差別』（集英
社新書、2022）
日本弁護士連合会：国際人権ライブラリー、
　 https://www.nichibenren.or.jp/activity/international/library.
html
外務省：人権外交、
　https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken.html

【成績評価の方法と基準】
期末レポート（100%）
国際人権機関が公表している文書を検索しその内容を要約する課題、
および、受講者が関心を持つ人権問題について、国際人権法に照ら
して考察する課題を含む期末レポートにより評価する。

【学生の意見等からの気づき】
映像を使用した授業の希望があったので試みたい。
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【学生が準備すべき機器他】
第9週（国際人権法の調査とその情報源）では、PCまたはタブレッ
トを使用します。

【Outline (in English)】
This module aims to provide participants with basic un-
derstanding on international human rights law, including a
concept of human rights, international mechanisms for human
rights protection. It is expected that participants discuss
on contemporary global and international affairs based on a
comprehensive understanding on human rights.
Participants are expected, at the end of this module, to be able
to;
- understand what human rights are, including their historical
and philosophical backgrounds, legal basis and contemporary
debate on them;
- understand how and by what international mechanisms in
both world and regional levels, human rights are protected and
promoted; and
- be involved in a debate on contemporary global and
international affairs from a viewpoint of human rights.
Learning outcome of participants will be assessed on the basis
of the end-of-term essay, in which a survey on international
legal materials provided by the database of the UN human
rights institutions, and discuss a human rights issue from a
legal point of view.
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ECN200AC（経済学 / Economics 200）

経済政策Ⅰ

濱秋　純哉

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政府は，ダムや道路の建設，教育サービスの提供，及び社会保障制度の整備
などの「経済政策（公共政策）」を行っている。民間企業の自由な活動に任せ
る分野がある一方で，このように政府が直接・間接に財・サービスの提供に関
与する分野があるのはなぜだろうか。このような疑問に対して，経済学の余
剰分析の考え方に基づき考察する。
【到達目標】
この講義では，受講者各人が，現実の経済政策を評価する力を身に付けるこ
とを目標とする。具体的には，経済学の余剰分析の考え方に基づき，外部性
の問題や望ましい公共財の供給について主体的に考察できるようになること
を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
直感的な理解が進むように図表を使った説明を交えながら，講義形式で経済
政策に関するトピックを解説する。授業の途中や授業後に復習問題を解く時
間を設け，受講者が自分の頭で考える機会も作る。復習問題については，翌
週の授業までに解説資料をアップロードし，解答の説明と講評（多かった間
違いや興味深い解答の紹介など）を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学でどのように経済政策につい

て考えるか？
2 経済政策を分析するた

めの準備1
完全競争市場とは何か，需要曲線と
供給曲線

3 経済政策を分析するた
めの準備2

消費者余剰の図示

4 経済政策を分析するた
めの準備3

弾力性の概念

5 経済政策を分析するた
めの準備4

様々な費用の概念

6 経済政策を分析するた
めの準備5

企業の利潤最大化行動と供給曲線

7 経済政策を分析するた
めの準備6

生産者余剰の図示

8 経済政策を分析するた
めの準備7

経済政策の余剰分析

9 外部性への対処1 外部性の概念
10 外部性への対処2 外部性の存在と市場の効率性
11 外部性への対処3 指導・監督政策による外部性への対処
12 外部性への対処4 市場重視政策（ピグー税と排出権取

引）による外部性への対処
13 公共財の供給1 公共財の最適供給の条件，公共財の

自発的供給
14 公共財の供給2 国家公共財と地方公共財の供給
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習を行うこと。準備学習・復習時間は、各2時間を標準と
する。
【テキスト（教科書）】
八田達夫，2008，『ミクロ経済学Ｉ』東洋経済新報社
N・グレゴリー・マンキュー，2019，『マンキュー経済学Iミクロ編 [第4版]』
東洋経済新報社
【参考書】
小川光・西森晃，2022，『公共経済学［第2版］』中央経済社
【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題（30%）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で学生が受け身の学習にならないように，授業中に簡単な質問に
答えてもらったり，授業内容に即した復習問題を課したりする。また，経済
学の抽象的な概念の説明の際には，必ず具体例とセットで説明することで理
解を促す。
【Outline (in English)】
Course Outline

Governments conduct a wide range of economic and other public policies
including, for example, the construction of dams and roads, the provision
of education services, and the provision of a social security system.
While of course there are a large number of areas that are left to the
private sector, the question nevertheless is why there are areas in which
governments directly and indirectly contribute to the provision of goods
and services. This course considers this issue from a microeconomic
perspective using welfare analysis.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the ability to
evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend four
hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each class: 30%
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ECN200AC（経済学 / Economics 200）

経済政策Ⅱ

前田　佐恵子

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マクロ経済政策を検討するにあたって、政策当局者は様々な統計や分
析を参照します。本授業では、さまざまなマクロ経済統計のデータ
の動きを確認し、また、IS-LMモデルなどの基本的なフレームワー
クを基に、過去の経済政策や経済状況を考察します。

【到達目標】
現実の経済政策を評価する力を身に着けることを目標にします。具
体的には、マクロ統計データの動きから経済の状態を説明し、財政
政策・金融政策が経済に与える影響を主体的に考察できるようにな
ることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連。

【授業の進め方と方法】
各種統計の概念を図表などを用いて説明し、経済政策に関するトピッ
クを紹介するなど講義形式で進めます。授業の途中、あるいは、授
業後に分析課題等を考える機会を設け、その解答の提出を求めます。
翌授業の際に課題の解説等を行い、関連資料をアップロードします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション マクロ経済と生活の変遷
2 経済政策のためのマ

クロ統計1
GDPの概念

3 経済政策のためのマ
クロ統計2

名目値と実質値、物価

4 経済政策のためのマ
クロ統計3

景気動向

5 経済政策のためのマ
クロ統計4

金利と貨幣

6 経済政策のためのマ
クロ統計5

設備投資と企業行動

7 経済政策のためのマ
クロ統計6

雇用と賃金

8 経済政策のためのマ
クロ統計7

所得と消費

9 マクロ経済政策１ 乗数理論とIS-LMモデル
10 マクロ経済政策２ 景気動向と経済政策
11 マクロ経済政策３ 財政政策の効果
12 マクロ経済政策４ 金融政策の効果
13 マクロ経済政策５ 構造変化と成長
14 期末試験 まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習時間は，各 2時間を標準的な目安とします。
復習問題では統計データをパソコンを用いて分析することが望まれ
ます。

【テキスト（教科書）】
N・グレゴリー・マンキュー，2017，『マクロ経済学 I（第4版）』東
洋経済新報社

【参考書】
福田慎一・照山博司，2016，『マクロ経済学・入門（第5版）』有斐閣
鶴光太郎・前田佐恵子・村田啓子，2019，『日本経済のマクロ分析』
日本経済新聞出版社

【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題の解答の提出（30%）によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で授業中に簡単な質問に答えていただくことがあります。
また、復習問題では、授業内容に即したデータを加工し、データの
動きを確認してもらう内容を含む予定です。

【学生が準備すべき機器他】
授業中は必ずしも必要ありませんが、復習問題について、パソコン
を利用した分析が行われることが望ましい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Policy makers consider economic and financial policies based
on a variety of statistics and analysis. In this class, we will look
back on past policies and macroeconomic conditions through
actual data and basic frameworks such as IS-LM model.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the
ability to evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend
four hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each
class: 30%
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

都市政策

杉崎　和久

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科科目の中で「行政・地方自治科目群」に属し、多様な利害
と価値観が錯綜する都市において、私たちの活動の基盤となる空間
形成を制御するシステムである都市計画法等の諸制度の内容につい
て概観するものである。

【到達目標】
１）都市空間の形成を制御するシステム（制度、プロセス等）を理
解できること
２）都市空間の現代的な課題を認識し、成長を前提とした既存シス
テムの抱える課題について考察できること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に強く関連。「DP3」、「DP4」
に関連。

【授業の進め方と方法】
・2024年度から原則対面方式での授業を再開する（ただし、授業計
画に示した授業回はオンライン方式で行う）。
・授業資料は、授業前日（月曜日中）までに学習支援システムにアッ
プロードする（印刷配布をしない）。
・受講者は、授業終了当日（火曜日）中（締切：23時59分）までに
講義課題を提出する（ただし、第１回のみは翌週締切とする）。
・必要に応じて、授業の中で解説を行うことを通じてフィードバッ
クする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 都市とは何か オリエンテーション・都市の成

り立ちと集積
第2回 近代都市計画の誕生 計画的都市の形成過程と近代都

市計画の誕生
第3回 日本における近代都

市計画の導入
明治以降の近代都市の形成とそ
れを支える制度

第4回 都市計画概要 都市計画の目的、手段、対象、
都市計画法の体系

第5回 都市施設１ 都市施設の概要、道路
第6回 都市施設２ 公園緑地
第7回 都市計画事業 概要、土地区画整理事業、市街

地再開発事業
第8回 土地利用規制 ゾーニング、地域地区・用途地

域、集団規定（建築基準法）
第9回 地域特性に相応しい

 土地利用規制１
地区計画

第10回 地域特性に相応しい
 土地利用規制２

補助的地域地区

第11回 開発許可制度 経済成長期の開発と開発許可制
度の導入

第12回 都市の計画 都市計画マスタープラン（都市
計画区域マスタープランと市町
村マスタープラン）

第13回 都市計画の決め方 都市計画決定のプロセスと市民
参加

第14回 人口減少社会とコン
パクトシティ

立地適正化計画、地域公共交通

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
・「土地利用に関するレポート」は、自らが生活する地域の土地利用
の現状、土地利用規制等を考察するため、資料収集や現地調査が必
要となる。

【テキスト（教科書）】
・教科書は使用しない。授業では、スライド資料を使用する。

【参考書】
澤木昌典・嘉名光市　編著「図説都市計画」（学芸出版社）
https://book.gakugei-pub.co.jp/gakugei-book/9784761528324/

【成績評価の方法と基準】
・評価は、「①授業ごとに出題する課題（14回）」の合計（70％）、「②
レポート課題（２回）」の合計点（30％）の合計点で評価する（期末
試験は実施しない）。
・なお、①の提出回数が9回未満（全14回のうち）、または②（２回
のレポートのいずれか）の未提出がある場合には成績評価をしない
（Ｅ評価とする）。
■「①授業ごとに出題する課題」の評価（５段階）は下記になる。
５：授業内容を踏まえて、独自に事例や制度の調査を行うなど独自
の視点からの意見や考え方が記述されれている。
４：適切な分量を満たし、授業内容を踏まえた内容が記述されている。
３：授業内容を踏まえた内容が記述されていないか、適切な分量を
みなしていない。
０：未提出、締切期限以降の提出（＊提出締切時間は厳守すること
（締切時間を過ぎたものは理由の如何に関係なく、採点評価しない）。
■「②レポート課題」（２回）について
・出題は、説明用動画を用いて行う、出題時には学習支援システムを
通じて連絡をする。
・提出は、学習支援システムを通じて行う。
・評価（５段階）は下記とする。
５：地域特性や回答者の特徴を踏まえるなど、独自の視点からの意
見が記述されているなど優れた内容である。
４：レポートの課題主旨ができ、適切な内容である。
３：レポートの課題主旨が理解できていない内容である。
２：指定されたファイル形式以外で提出などの不備がある。または
評価不能な内容である。
＊締切日時以降の提出は、いかなる理由があっても受理しない。そ
のため余裕をもって提出作業をすることが望ましい。

【学生の意見等からの気づき】
背景となる社会事情、実現する都市空間などについて理解を深める
ため、具体的な都市における事例解説を行い、それらの解説のため
の視覚資料等の改善を行いたい。

【学生が準備すべき機器他】
この講義は、基本的には対面方式で実施するが、資料配布、課題提
出等に学習支援システムを活用する。また、一部回では、オンデマ
ンド教材で実施する。上記に対応するためのインターネット環境が
必要になる。

【その他の重要事項】
受講に関する注意事項については、学習支援システムの冒頭に記載
し、第１回授業動画の中で説明するので必ず視聴すること（動画の
リンク先は、学習支援システムで連絡するので、必ず仮登録をする
こと）。
複数の地方自治体の現場において、行政と地域住民をつなぐまちづく
りコーディネーターとして勤務経験を有する教員が地域での実践事
例を交えながら、都市の空間制御に関する仕組みについて講義する。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
In this lecture, we overview the system to control the space in
the city.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
A.Understanding the system that controls the formation of
urban space
B.Recognizing the contemporary problems of urban space
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your required study time is at least two hours for each
class meeting.
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【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Grading will be decided based on Mid-term report (30%), and
reports at each class(70%).
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

まちづくり論

杉崎　和久

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科科目の中で「行政・地方自治科目群」に属し、地域の課題解
決や資源を活用した価値創造を目的とした地域住民、企業、行政等
による取り組み（まちづくり）を対象とする。特に近講義では、物
的空間を対象とした取り組みを中心に各テーマの背景、関連する制
度、具体的な取り組みなどを概観するものである。

【到達目標】
１）都市において表出している課題の存在とその背景となる構造を
認識できること
２）まちづくりが多様な主体の協働によって行われることを理解し、
各主体の役割について理解できること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に強く関連。「DP3」、「DP4」
に関連。

【授業の進め方と方法】
・2024年度から原則対面方式での授業を再開する（ただし、授業計
画に示した授業回はオンライン方式で行う）。
・授業資料は、授業前日（月曜日中）までに学習支援システムにアッ
プロードする（印刷配布をしない）。
・受講者は、授業終了当日（火曜日）中（締切： 23時 59分）まで
に講義課題を提出する（ただし、第１回のみは翌週締切とする）。
・必要に応じて、授業の中で解説を行うことを通じてフィードバッ
クする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション まちづくりとは
第2回 住宅政策 セーフティネットとしての役割

を果たしてきた住宅政策につい
て理解する。

第3回 防災まちづくり１
（地震）

地震に伴う大規模災害に備えた
対策について理解する。

第4回 防災まちづくり２
（風水害）

近年増加している水害等への対
応について理解する。

第5回 商業・流通とまちづ
くり

購買活動の変化に伴う都市構造、
また高齢社会における課題につ
いて理解する。

第6回 都市のモビリティ 高齢社会における都市空間の移
動の課題とその対応について理
解する

第7回 ユニバーサルデザイ
ン・バリアフリー

多様な主体の社会参加を担保す
る都市空間のあり方を理解する。

第8回 歴史的町並みの保
存・再生

歴史的価値を持つ街並みや集落
を継承し、活用していく取組に
ついて理解する。

第9回 景観形成とまちづく
り

都市の魅力を高める街並みづく
り、景観形成について理解する。

第10回 観光施策と都市 都市における経済効果が期待さ
れる観光の取組とそれによる都
市への影響について理解する。

第11回 都市農地の保全 都市空間における農地の価値の
再評価とその施策について理解
する。

第12回 公共施設マネジメン
ト

社会状況の変化、施設の老朽化
等に伴う、公共施設の在り方の
変化について理解する。

第13回 公共空間の利活用 まちなかの賑わい創出等を目的
とした公共空間利活用のための
再配分について理解する。

第14回 草の根まちづくりの
事例

地域住民を主体としたまちづく
り活動の具体的事例を紹介する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
・「地域課題に関するレポート」は、自らが生活する地域の土地利用
の現状、課題に関する考察をするため、資料収集や現地調査が必要
となる。

【テキスト（教科書）】
・教科書は使用しない。授業では、スライド資料を使用する。

【参考書】
澤木昌典・嘉名光市　編著「図説都市計画」（学芸出版社）
伊藤雅春・小林郁雄・澤田雅浩・野澤千絵・真野洋介・山本俊哉編
著「都市計画とまちづくりがわかる本　第二版」（彰国社）

【成績評価の方法と基準】
「②レポート課題（２回）」の合計点（30％）の合計点で評価する（期
末試験は実施しない）。
・なお、①の提出回数が 9回未満（全 14回のうち）、または②（２
回のレポートのいずれか）の未提出がある場合には成績評価をしな
い（Ｅ評価とする）。
■「①授業ごとに出題する課題」の評価（５段階）は下記になる。
５：授業内容を踏まえて、独自に事例や制度の調査を行うなど独自
の視点からの意見や考え方が記述されれている。
４：適切な分量を満たし、授業内容を踏まえた内容が記述されている。
３：授業内容を踏まえた内容が記述されていないか、適切な分量を
みなしていない。
０：未提出、締切期限以降の提出（＊提出締切時間は厳守すること、
締切時間を過ぎたものは理由の如何に関係なく、採点評価しない）。
■「②レポート課題」（２回）について
・出題は、説明用動画を用いて行う、出題時には学習支援システムを
通じて連絡をする。
・提出は、学習支援システムを通じて行う。
・評価（５段階）は下記とする。
５：地域特性や回答者の特徴を踏まえるなど、独自の視点からの意
見が記述されているなど優れた内容である。
４：レポートの課題主旨ができ、適切な内容である。
３：レポートの課題主旨が理解できていない内容である。
２：指定されたファイル形式以外で提出などの不備がある。または
評価不能な内容である。
＊締切日時以降の提出は、いかなる理由があっても受理しない。そ
のため余裕をもって提出作業をすることが望ましい。

【学生の意見等からの気づき】
背景となる社会事情、実現する都市空間などについて理解を深める
視覚資料
等の改善を行いたい。

【学生が準備すべき機器他】
この講義は、基本的には対面方式で実施するが、資料配布、課題提
出等に学習支援システムを活用する。また、一部回では、オンデマ
ンド教材で実施する。上記に対応するためのインターネット環境が
必要になる。

【その他の重要事項】
・春学期の「都市政策」を受講している前提で講義を進める（ただし
「都市政策」は未受講でも履修は認める）。
・受講に関する注意事項については、学習支援システムの冒頭に記
載し、第１回授業動画の中で説明するので必ず視聴すること。
・授業担当者は、複数の地方自治体の現場において、行政と地域住民
をつなぐまちづくりコーディネーターとして勤務経験を有する教員
が地域での実践事例を交えながら、都市の空間制御に関する仕組み
について講義する。

【Outline (in English)】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
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A.Understanding the existence of challenges in cities and the
structures that contribute to them.
B.Understand that machizukuri is carried out through the
collaboration of a variety of actors, and be able to understand
the role of each actor.
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

コミュニティ政策（日本）

名和田　是彦

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科の科目の中では行政・地方自治科目群に属します。「コミュ
ニティ」及び「コミュニティ政策」とは何であるか、日本のそれはど
ういう特徴を持っているかを理解することが、この「コミュニティ
政策（日本）」のテーマであり、到達目標です。結論から言うと、日
本の「コミュニティ」は、欧米なら地方自治体等として政治制度の
中に位置づけられているはずの身近な地域単位です。それが日本で
は長らく民間サイドに放置されてきました。高度成長期後にこうし
た「コミュニティ」を再び制度化する政策が試みられ、コミュニティ
は政治社会の構成要素となっていきました。そして、バブル経済崩
壊の1990年代以降の厳しい時代においては独特な役割を期待され、
また新たな法制度のもとに展開してきています。自治体内分権とか
都市内分権といわれる仕組みがそれです。本講義は、都市内分権制
度を中心に、日本特有の身近な地域社会の構造を解明することを目
指しています。

【到達目標】
コミュニティ、自治体内分権（都市内分権）、協働といった政策用語
が織りなす今日の日本のコミュニティ政策の概要と、その日本的特
異性を、理解すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
コミュニティ政策はある意味で日本に特有なものです。それを理解
するためには、日本と異なった構造をもつ国や比較的類似した国と
の比較の視点をもつことが不可欠です。外国の状況をそれとして扱
うのは「コミュニティ政策（理論・国際比較）」の課題とし、本講義
では、諸外国との比較を念頭に置きつつ、コミュニティ政策論の基
礎理論を端緒的に提示し、それに基づいて日本のコミュニティとコ
ミュニティ政策について概説します。
各回とも事前に講義資料を配付しますので、受講者は予習をして講
義に臨んでください。また、講義中に受講者に投げかけをしたり議
論をしたりしますので、受講者はそれに呼応して積極的に発言して
ください。数回程度リアクションペーパーまたは課題を提出してい
ただきますが、それに対しては原則として次の回にコメントをいた
します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 序説　コミュニティ

政策というもの、地
域的まとまりという
発想

「地域的まとまり」の「重層構
造」について、受講者の直感的
了解を掘り起こし、講義の理論
的基礎を獲得する。

第2回 自治会・町内会の構
造と特質

自治会・町内会の理解抜きには
日本のコミュニティは語れない。
日本独自の地域組織とされる自
治会・町内会の基本的な性格を、
これまでの社会学等の研究に基
づいて整理する。

第3回 自治会・町内会の構
造と特質　続き

前回に引き続いて、自治会・町
内会について整理する。

第4回 地域的まとまりを
「運営」するための制
度的諸条件

ミルトン・コトラーの考え方に
学びながら、地域的まとまりを
秩序づけるためには、どのよう
な制度的条件が必要かを考える。
そして、日本では、自治会・町
内会が民間組織であるにもかか
わらず、地域的まとまりを運営
できてきたことを解明する。

第5回 コミュニティ政策の
開始

昭和の大合併が終わったあと日
本は経済の高度成長に入り、都
市化の道を歩む。その結果生じ
た諸矛盾の激発がコミュニティ
政策を促した。その最初の時期
から１９７０年代の様子を概観
する。

第6回 １９８０年代のコ
ミュニティ政策とそ
の転換

１９８０年代のコミュニティ政
策はコミュニティ・センター自
主管理が主柱であった。これが
バブル経済の崩壊とともに変
わってくる。この様子を、自治
体内分権的な仕組みが登場して
くることに即して明らかにする
と同時に、地域集会施設の変容
についても触れる。

第7回 日本型自治体内分権
の成立

１９９０年代からいくつかの自
治体で取組まれた新しいコミュ
ニティ政策は、地方自治法に
「地域自治区」制度が規定される
あたりからさらに加速してくる。
この動きを日本型自治体内分権
として捉える。

第8回 日本型自治体内分権
と自治会・町内会

自治会・町内会は２０００年前
後から特有の弱体化過程に入っ
たと私は見る。だからこそ自治
体内分権という新しいコミュニ
ティ政策が採用されるのである
が、にもかかわらずその制度が
主要にあてにしているのは自治
会・町内会である。そのため自
治体内分権の実践には独特な困
難が伴っている。このことをい
くつかの実例に則して考察する。

第9回 日本型自治体内分権
の類型的特徴

日本型自治体内分権は、参加と
協働を基本理念とした、国際比
較的に見ても特異な性格のもの
である。その類型的完成形を高
松市の仕組みを分析することに
よって解明する。

第10回 日本型自治体内分権
制度としての地域自
治区制度の運用

地方自治法上の地域自治区制度
を採用している自治体は多くな
いが、日本型自治体内分権とし
ての特徴をよく観察できる重要
な考察対象である。宮崎市を例
にとって、日本型自治体内分権
の「限界」について考察する。

第11回 日本型自治体内分権
の事例研究

さらに考察材料を増やすために、
どちらかといえば「参加」を重
視して始まった上越市の地域自
治区制度の運用とその変化を扱
う。さらに、地域自治区制度で
はない、独自の仕組みを設計し
て自治体内分権制度を行ってい
る自治体の例も取り上げる。

第12回 日本型自治体内分権
の限界と可能性

各地の事例を通じて読み取れる、
日本型自治体内分権の限界を整
理し、現在諸方面で構想された
り試行されたりしている限界突
破の構想を吟味する。
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第13回 現代日本のコミュニ
ティ政策の総体的動
向

以上を総括しつつ、現代日本の
政策においてコミュニティがど
のように見られ扱われているか
を整理する。

第14回 現代コミュニティの
展望

財政危機と不況の中で格差が拡
大している。この状況のもとで
コミュニティはどのような役割
を果たせるのか、総務省や日本
都市センターなどが行った全国
調査をもとに私見を述べ、受講
者と意見交換したい。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義資料を事前に配布し、これに基づいて講義を行いますので、受講
者はこれを予習・復習することが基本です。さらに、講義中に参考
文献を紹介しますので、これも読んで学習してください。また、課
題を何度か出すことを予定していますので、その際には、単に講義
資料の該当箇所を復習するだけではなく、課題を解答するに必要な
資料を自ら探して調べることも求められます。

【テキスト（教科書）】
教科書は特に使用しません。

【参考書】
講義の各回に扱うテーマについての文献はその都度示しますが、全
体に関わる私の著作として次のものを挙げておきます。特に三つ目
のものは、一般向けのブックレットですから、入門書として薦めら
れます。
名和田是彦『コミュニティの法理論』（創文社、1998年）
名和田是彦編著『コミュニティの自治』（日本評論社、2009年）
名和田是彦『自治会・町内会と都市内分権を考える』（東信堂、2021年）

【成績評価の方法と基準】
成績は、何度か（２回または３回を予定）出題する課題と期末の試
験によって判定します。課題の採点に当たっては、内容の正しさよ
りも、課題を受け止めてよく調べよく考えたかどうかを重視して採
点します。社会科学においては、正解が複数ある、あるいは正解が
はっきりしない、という場合もよくあります。どこかにある「正解」
なるものを探す、という学習態度では身につきません。
成績判定に占める比重は、課題が全体で30％、期末の試験が70％
と想定しています。

【学生の意見等からの気づき】
コロナ禍の間はほとんどオンライン授業であったため、頻繁に課題
を出して、かつこれを採点するのみならず、次回授業で論評すると
いう双方向的なやりとりがあり、私も多くを学ぶことができました。
説明の仕方、提示の仕方によって思わぬ誤解が生じたりすることに
も気づきました。今年度の講義資料は、これを生かしてブラッシュ
アップしたいと思います。課題を見ていると、学期中にグッと力を
つけてくる受講者が何人かいて、励みになります。

【Outline (in English)】
I start in this lecture from the theoretical idea that the
"community" in the context of Japanese policy making means
the neighborhood unit which lost its institutional framework
through the merge. I will analyze the history and the
recent tendency of Japanese community policy, paying special
attention to international comparison with those in European,
American and Asian countries, especially Germany.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 70%、Short reports : 30%.
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

コミュニティ政策（理論・国際比較）

名和田　是彦

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科の科目の中で、行政・地方自治科目群に属する科目です。コ
ミュニティないしコミュニティ政策は、ある意味で日本特有の現象
といえます。諸外国は，日本でコミュニティ政策として処理してい
る課題を、別な形で処理しているからです。この「コミュニティ政
策（理論・国際比較）」では、諸外国（特にドイツ）との比較を正面か
ら行なうことによって、日本でコミュニティ政策が必然化してくる
ことを明らかにできる、普遍的な理論枠組を提示したいと思います。

【到達目標】
日本のコミュニティ政策の概略を理解した上で、こうした政策的営
みが国際的に見てきわめて特異なものであることを理解し、日本社
会の特異な構造の一側面を考えることができるようになること。
具体的には、近代地方自治制度のもとでは、市町村こそがコミュニ
ティを運営する基本的な仕組みであることの理解、市町村合併を経
たのちコミュニティにどのような制度的枠組を付与するかで国際比
較的な偏差が生ずることの理解、その中で日本はきわめて特異な経
過をたどったことの理解、こうした理解を可能にする理論枠組であ
る「地域的まとまり論」の理解、が到達目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式ですが、時折受講者からの発言を求め、受講者の問
題意識を共有したり、理解度や知識水準を確認したりして、授業内
容を受講者の能力とニーズに合ったものにするように努めます。ま
た、配布資料を充実し、事前事後の学習に役立つようにします。数
回程度リアクションペーパーや課題を提出していただきますが、そ
れに対しては原則としてその次の回にコメントをいたします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域的まとまり論の

概略と
国民国家の中央政府の機能だけ
では、民主的な意思決定とはい
えないし、身近な公共サービス
もきちんと行なわれない。身近
な地域社会（本講義ではこれを
「コミュニティ」とよぶ）にも運
営組織が必要である。それが市
町村であった。その制度的特徴
はどこにあるかを考えて導入的
序論とする。春学期の「コミュ
ニティ政策 (日本)」の復習でも
ある。

第2回 日本のコミュニティ
政策

春学期の「コミュニティ政策 (日
本)」では扱うことのできなかっ
たコミュニティ政策の分野、特
に試飲活動支援、コミュニティ
センター自主管理、都市計画分
野のコミュニティ分権などにつ
いて、概説し、日本のコミュニ
ティ政策の特質を確認する。

第3回 ドイツの政治制度と
地域コミュニティ

本講義ではドイツを主要な対象
としているので、ドイツの政治
制度や地域社会について入門的
概説を行う。

第4回 ドイツの都市内分権
制度　その1　ブ
レーメンの戦後史と
都市内分権制度の発
展

しばらくドイツの都市内分権制
度について説明する回が続く。
その初回として、ブレーメン市
の都市内分権の歴史的経緯を扱
う。

第5回 ドイツの都市内分権
制度　その2　ブ
レーメン市の地域評
議会制度の実態と仕
組み

ブレーメン市の都市内分権制度
の実態をまずは入門的に概観し、
ついで法令に基づいて制度的仕
組みの説明を行う。

第6回 ドイツの都市内分権
制度　その3　ブ
レーメン市の地域評
議会制度の仕組み

現行法令に基づき、ブレーメン
市の都市内分権制度を、前回に
引き続き、説明する。

第7回 ドイツの都市内分権
制度　その4　ブ
レーメン市地域評議
会制度の実態分析

制度的な仕組みが理解されたと
ころで、ブレーメン市の都市内
分権の実態を細かく分析してい
く。

第8回 ドイツの都市内分権
制度　その5　ノル
トライン＝ヴェスト
ファーレン州とハン
ブルク市

ブレーメン市以外の事例として、
ドルトムント市ないしノルトラ
イン＝ヴェストファーレン州及
びハンブルク市の仕組みを説明
する。

第9回 ドイツの農村部にお
ける小規模自治体連
携制度　その1　概
説

市町村合併を経ても、きめ細か
な自治の重層構造をつくり、身
近な地域社会を制度化して丁寧
に政治に反映させるドイツのや
り方は、都市部に限らない。今
回は農村部の仕組みを見る。

第10回 ドイツの農村部にお
ける小規模自治体連
携制度　その2　
ニーダーザクセン州
の「連合自治体」制度

前回に引き続き、ドイツの農村
部の仕組みを見るが、今度は
ニーダーザクセン州にしぼり、
その「連合自治体」制度を詳し
く説明する。

第11回 都市内分権制度の法
的性格をめぐる憲法
裁判から

考察の材料が出そろったところ
で、理論的考察に入る。まずは、
都市内分権制度をめぐって行わ
れたドイツの四つの憲法裁判を
手がかりとする。

第12回 ドイツの「協働」政策
とボランティア観念

ドイツの都市内分権は基本的に
「参加」型で、日本の「協働」型
とは好対照であるが、現代ドイ
ツは「協働」的な政策を必要とし
ていないわけではない。ドイツ
の「市民社会」重視政策を見る。

第13回 ギールケとプロイス
の「領域社団」論

本講義が提唱している「地域的
まとまり」論は、ドイツのゲル
マニスト法学派が提唱した「領
域社団」概念を淵源としている。
その源流をたどる。

第14回 マックス・ヴェー
バーの「領域団体」
論と地域的まとまり
論の理論構成

ギールケとプロイスによって完
成された「領域社団」概念を、
社会科学的な分析概念として再
構成したマックス・ヴェーバー
の理論を説明し、これらの理論
史を踏まえ、また自治会・町内
会という独自の「領域団体」が
展開する日本の現実をも踏まえ
て、「地域的まとまり論」の基本
骨格を提示する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回事前に学習支援システムを通じて講義資料を配付します。これ
の予習・復習が基本です。また講義の中で参考文献や参考資料を提
示しますので、それも勉強してください。課題が出された場合には、
講義資料の該当箇所を復習することを基本としながらも、自分で資
料を探して調べることも必要です。
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【テキスト（教科書）】
教科書は特に使用しません。

【参考書】
講義の各回に扱うテーマについての文献はその都度示しますが、全
体に関わる私の著作として次のものを挙げておきます。
名和田是彦『自治会・町内会と都市内分権を考える』（東信堂、2021年）
名和田是彦『コミュニティの法理論』(創文社)
名和田是彦編著『コミュニティの自治』(日本評論社)
特に最後のものは、共同研究者とともに作った本で、欧米やアジア
のコミュニティについても論じています。やや高価ですが図書館で
読むことができます。

【成績評価の方法と基準】
課題(3回を予定)を出し、それを採点すること、及び期末に試験を行
なうことによって、成績評価を行なう予定です。成績評価における
比重は、課題が30%、期末試験が70%と予定しています。
上記のように、課題への解答に当たっては、該当する講義資料の箇
所を十分に復習することはもちろん、参考として提示した資料や文
献、さらには独自に探して調べた資料などをもとに、取り組んでく
ださい。「正解」かどうかよりも、各自が主張する結果にどのように
たどり着いたか、その論証過程が主たる評価の対象となります。社
会科学においては、「正解」が複数あったり、そもそも「正解」が不
分明だったりすることが、よくあります。大切なのは、そうした問
題について、各自が十分に調べて考え抜き、説得力ある論証を提示
することです。
な

【学生の意見等からの気づき】
コロナ禍のあいだはほぼオンライン授業で、講義資料も充実させ、
また頻繁に課題を出して次の回に論評するということをやったので、
受講者の反応も比較的よく分かりました。提示の仕方や話す順序に
よって思わぬ誤解が生ずるなど、気をつけるべき点にも気づきまし
た。今年度も、双方向のコミュニケーションを大切にしたいと思い
ます。また、学期中にグッと力をつけてくるのがわかる受講者も何
人かおり、励みになります。

【Outline (in English)】
I start in this lecture from the theoretical idea that the
"community" in the context of Japanese policy making means
the neighborhood unit which lost its institutional framework
through the merge. In this lecture I focus on an international
comparison of Japanese community policy with that in
European, American and Asian countries, especially Germany
so that students can understand the characteristics of the
Japanese community policy as well as the Japanese society
itself.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 70%、Short reports : 30%.
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ECN100AC（経済学 / Economics 100）

財政と金融Ⅰ

島澤　諭

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は現在、①少子化、高齢化の進展への対応、②財政再建への対
応、③金融システムの安定化、といった多くの課題を抱えている。本
講義では、政府や金融機関の経済活動に関する実態及び基礎的理論
について踏まえた後、現実の日本財政や金融についてデータを参照
しながら学習する。

【到達目標】
市場主義経済における政府の役割について、どのような考え方があ
るのかを理解する。また、日本の財政や金融を取り巻く問題を把握
する。その上で、政府の役割と日本の財政がどうあるべきかまた今
後どうあるべきかについて、自分なりの意見を持てるようになるた
めの論理的思考力、分析能力を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には講義資料に沿って講義を進めることを予
定している。参考文献がある時にはその都度指示する。また、各回
のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を勘案し、必
要に応じて授業スピードの変更を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

財政学の歴史
ガイダンス
財政学の歴史

第2回 外部性（１） 外部性の本質
第3回 外部性（２） ピグー税・補助金
第4回 外部性（３） コースの定理
第5回 公共財（１） 公共財、準公共財
第6回 公共財（２） 公共財の最適供給
第7回 公共選択（１） リンダールメカニズム、ただ乗

り
第8回 公共選択（２） アローの不可能性定理、直接民

主制
第9回 公共選択（３） 間接民主制、ログローリング
第10回 税の帰着（１） 租税原則
第11回 税の帰着（２） 税の帰着
第12回 最適課税（１） 超過負担
第13回 最適課税（２） 最適物品税
第14回 最適課税（３） 最適所得税

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
受講者が授業を補完するために勉強する場合は、以下の文献が参考
となる。
（１）井堀利宏『財政学（第４版）』新世社
（２）畑農鋭矢、林正義、吉田浩『財政学をつかむ』有斐閣
（３）釣雅雄、宮崎智視『グラフィック財政学』新世社
（４）小黒一正等『財政学15講』新世社
（５）林宜嗣等『財政学（第４版）』新世社

（６）Gruber Public Finance and Public Policy Worth Publishers
Inc.

【成績評価の方法と基準】
授業内の課題提出（40％）と期末試験（60％）により評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
官庁エコノミスト（経済企画庁（現内閣府））として様々な政策立案
や執行に携わった経験等も踏まえて講義する。

【Outline (in English)】
Japan is currently facing a number of challenges, including
(1) coping with the declining birthrate and aging population,
(2) dealing with fiscal reconstruction, and (3) stabilizing the
financial system. In this lecture, we will study the actual
situation and basic theories on economic activities of the
government and financial institutions, and then refer to data
on the actual Japanese fiscal and financial situation.
To understand the concept of the role of government in
a market-based economy. Also, understand the issues
surrounding Japan’s public finances and finance. Students will
then acquire the logical thinking and analytical skills to be able
to form their own opinions on the role of the government and
how Japan’s finances should be and will be in the future.
At present, we plan to basically follow the lecture materials. If
there is any reference literature, it will be indicated each time.
In addition, the following topics will be covered in each session,
but the speed of the class will be changed as necessary, taking
into account the level of knowledge and understanding of the
students.
Preparation and review time is estimated to be 4 hours each.
The plan is to evaluate the students on the basis of their in-
class assignments (40%) and a final exam (60%).
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ECN100AC（経済学 / Economics 100）

財政と金融Ⅱ

島澤　諭

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は現在、①少子化、高齢化の進展への対応、②財政再建への対
応、③金融システムの安定化、といった多くの課題を抱えている。本
講義では、政府や金融機関の経済活動に関する実態及び基礎的理論
について踏まえた後、現実の日本財政や金融についてデータを参照
しながら学習する。

【到達目標】
日本財政や金融、社会保障制度・財源の現状と課題を理解し、経済
学の視点から財政・社会保障制度、金融政策の効果について考察す
るための基礎知識の習得を目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に強く関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には講義資料に沿って講義を進めることを予
定している。参考文献がある時にはその都度指示する。また、各回
のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を勘案し、必
要に応じて授業スピードの変更を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

財政学の歴史
ガイダンス
財政学の歴史

第2回 日本の財政の歴史 日本の財政史
第3回 予算制度 財政と法律、予算制度
第4回 政府の大きさ 経済活動と政府、財政の役割、

大きな政府と小さな政府
第5回 財政金融政策の効果

（１）
景気循環、GDPギャップ

第6回 財政金融政策の効果
（２）

国民所得の決定、乗数、ビルト
インスタビライザー

第7回 財政金融政策の効果
（３）

IS-LM分析、財政・金融政策の
効果

第8回 所得再分配 ベンサム、ロールズ、ジニ係数
第9回 国債の負担（１） 国債の種類、新正統派
第10回 国債の負担（２） 新古典派
第11回 国債の負担（３） リカード＝バローの等価定理
第12回 財政の持続可能性

（１）
日本の財政再建の歴史

第13回 財政の持続可能性
（２）

ドーマーの条件、ドーマーの命
題

第14回 財政の持続可能性
（３）

ポンジスキーム、プライマリー
バランス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
受講者が授業を補完するために勉強する場合は、以下の文献が参考
となる。
（１）井堀利宏『財政学（第４版）』新世社
（２）畑農鋭矢、林正義、吉田浩『財政学をつかむ』有斐閣
（３）釣雅雄、宮崎智視『グラフィック財政学』新世社

（４）小黒一正等『財政学15講』新世社
（５）小塩隆士『社会保障の経済学（第 4版）』日本評論
（６）島澤諭『シルバー民主主義の政治経済学』日本経済新聞出版社

【成績評価の方法と基準】
授業内の課題（40％）と期末試験（60％）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
経済企画庁（現内閣府）の官庁エコノミストとして様々な政策立案
や執行に携わった経験等も踏まえて講義する。

【Outline (in English)】
Japan is currently facing a number of challenges, including
(1) coping with the declining birthrate and aging population,
(2) dealing with fiscal reconstruction, and (3) stabilizing the
financial system. In this lecture, we will study the actual
situation and basic theories on economic activities of the
government and financial institutions, and then refer to data
on the actual Japanese fiscal and financial situation.
The goal of this course is to acquire basic knowledge to
understand the current status and issues of Japanese public
finances, finance, and social security systems and financial
resources, and to examine the effects of fiscal and social
security systems and monetary policies from an economics
perspective.
At present, it is planned to basically follow the lecture
materials. If there is any reference literature, it will be
indicated each time. In addition, the following topics will
be covered in each session, but the speed of the class will
be changed as necessary, taking into account the level of
knowledge and understanding of the students.
Preparation and review time is estimated to be 4 hours each.
The plan is to evaluate the students on the basis of their in-
class assignments (40%) and a final exam (60%).
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POL200AD（政治学 / Politics 200）

国際協力講座

本多　美樹

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座は、現実の国際協力実務に携わるプロフェッショナルによる
オムニバス形式の講義をとおして、国際協力のさまざまな取り組み
の現状と課題を学習・理解することを目的とする。これにより、将
来、地球共生社会の実現を目指して国際協力の世界で活躍する人材
の育成も目的とする。

【到達目標】
・国際協力分野に携わる様々なアクターによる政策や活動について、
また、アクター間の連携について知識を深める。
・国際協力分野の実態と課題について知る。
・国際協力分野における課題に気づき、自分なりの意見を持つ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP4」に強く関連。
「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
ゲストスピーカーによる講義と学生からの質疑応答で授業を構成す
る。授業後には講義への理解度を確認するため、支援システムを通
じて毎回課題の提出を求める。
ゲストスピーカーの予定によってシラバスに変更が生じる場合が
ある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 国際協力の形態と種

類
国際協力の意義、形態と種類

第2回 国際協力の世界的潮
流

開発協力専門家による講義と質
疑応答

第3回 持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ
とSustainable
Development Goals
(SDGs)

開発援助専門家による講義と質
疑応答

第4回 日本の国際協力：開
発協力大綱と日本の
政府開発援助
（ODA）

ODAの実務家による講義と質疑
応答

第5回 国際協力機構 (JICA)
の役割、活動と課題

JICA職員による講義と質疑応答

第6回 国際協力機構 (JICA)
の緊急援助活動と課
題

JICA職員による講義と質疑応答

第7回 国際機関の役割、活
動と課題

国際機関職員による講義と質疑
応答

第8回 国際協力における開
発コンサルタントの
役割、活動と課題

開発コンサルタントによる講義
と質疑応答

第9回 国際協力における市
民社会団体・NGOの
役割、活動と課題

NGOの職員による講義と質疑
応答

第10回 国際協力における市
民社会団体・NGOの
役割、活動と課題

NGOの職員による講義と質疑
応答

第11回 国際協力における民
間企業の役割、活動
と課題

民間企業による講義と質疑応答

第12回 国際協力とメディア 報道機関の職員による講義と質
疑応答

第13回 国際協力におけるア
クター間の連携につ
いて

連携推進機関の職員による講義
と質疑応答

第14回 まとめ 復習と総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間程度を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。レジュメ、資料を適宜Hoppii上で配布する。

【参考書】
・山田満ほか編著『新しい国際協力論―グローバル・イシューに立
ち向かう』（第3版）明石書店、2023年
・紀谷昌彦、山形辰史『私たちが国際協力する理由人道と国益の向
こう側』日本評論社、2019年
・南博、稲場雅紀『SDGs危機の時代の羅針盤』岩波新書、2020年
・蟹江憲史『SDGs（持続可能な開発目標）』中公新書、2020年
・勝間靖（編）『持続可能な地球社会をめざしてわたしのSDGsへの
取組み』国際書院、2018年
・下村恭民・辻一人・稲田十一・深川由起子『国際協力その新しい
潮流第３版』有斐閣選書、2016年
・浅沼信爾・小浜裕久『ODAの終焉』勁草書房、2017年
・Yasutami Shimomura, John Page, Hiroshi Kato (eds.), Japan‘s
Development Assistance: Foreign Aid and the Post-2015
Agenda, Palgrave Macmillan, 2016
・Michael P. Todaro and Stephen C. Smith, Economic Develop-
ment Thirteenth Edition, Pearson, 2020.

【成績評価の方法と基準】
質疑応答への積極的な参加などの平常点（30%）、課題の提出状況と
内容（70%）から総合的に判断する。
＊遅刻は20分まで。それ以降の入室は欠席と見なす。
＊4回以上課題未提出の場合は単位の授与はない。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
日々国際社会で起きる出来事に関心を持ち、関連文献を積極的に読
んだり、セミナーや講演会への参加が望ましい。随時、必要に応じ
て紹介する。

【担当教員の専門分野】
＜専門領域＞
国際関係論、国際機構論、安全保障研究、国連研究
＜研究テーマ＞
国際社会による「平和」のための協働と確執、アジア太平洋地域の
伝統的・非伝統的安全保障
＜主要研究業績＞
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主な著書として、『新しい国際協力論―グローバル・イシューに立
ち向かう』（第3版）（明石書店、2023年）；『「非伝統的安全保障」
によるアジアの平和構築：共通の危機・脅威に向けた国際協力は可
能か』（明石書店、2021年）、「国連による『スマート・サンクショ
ン』と金融制裁：効果の追求と副次的影響の回避を模索して」『国
連の金融制裁：法と実務』（東信堂、2018年）、「平和構築の新たな
潮流と『人間の安全保障』：ジェンダー視座の導入に注目して」『東
南アジアの紛争予防と「人間の安全保障」』（明石書店、2016年）、
『国連による経済制裁と人道上の諸問題：「スマート・サンクショ
ン」の模索』（国際書院、2013年）、『北東アジアの「永い平和」：
なぜ戦争は回避されたか』（勁草書房、2012年）、「『グローバル・
イシュー』としての人権とアジア：新たな国際規範をめぐる国際社
会の確執に注目して」『グローバリゼーションとアジア地域統合』
（勁草書房、2012年）、"Japan: COVID-19 and the Vulnerable,"
COVID-19 and Atrocity Prevention in East Asia(Routledge,
2023);“‘Smart Sanctions’ by United Nations and Financial
Sanctions,” United Nations Financial Sanctions (Routledge,
2020),“Coordination challenges for the UN-initiated peace-
building architecture Problems in locating‘universal’norms and
values on the local,”Complex Emergencies and Humanitarian
Response (Union Press, 2018), “The Role of UN Sanctions
against DPRK in the Search of Peace and Security in East Asia:
Focusing on the Implementation of UN Resolution 1874,” East
Asia and the United Nations: Regional Cooperation for Global
Issues (Japan Association for United Nations Studies, 2010)な
どがある。執筆した主な教科書として、『国際機構論　活動編』（国
際書院、2020年）、『国際機構論　総合編』（国際書院、2015年）、『国
際学のすすめ』（東海大学出版会、2013年）などがある。

【Outline (in English)】
This course will examine the various approaches, forms, and
actors of international cooperation in different fields. Different
lecturers who are involved in international cooperation from
the Japanese government, international organizations, NGOs,
and the private sector will give lectures on the activities that
they are undertaking and hold discussions with the students.
Through these lectures and discussions, the students will
deepen their understanding on the broad range of international
cooperation activities and issues involved.
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POL300AD（政治学 / Politics 300）

国際環境法Ⅰ

岡松　暁子

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
備考（履修条件等）：人間環境学部「国際環境法」との合併科目
その他属性：〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際環境法は、国際環境問題の特質ゆえに、形成、発展、形態、内
容、履行確保において様々な特徴がある。本講義では、個別条約や
判例を題材として、国際環境諸条約に見られるそのような特徴を抽
出し、検討していく。

【到達目標】
国際環境問題に関する国際法の枠組みを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
国際環境法の理論、判例についての講義を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 本講義の対象
第2回 国際環境法の対象と

接近方法
アプローチ

第3回 国際環境法の形成
（1）

国際環境法の生成

第4回 国際環境法の形成
（2）

国際環境法の発展

第5回 国際環境法の展開 国際環境法の歴史的展開
第6回 国際環境法の性質

（1）
持続可能な発展

第7回 国際環境法の性質
（2）

世代間衡平、予防的アプローチ、
共通に有しているが差異ある責
任、人類共通の関心事

第8回 国際環境法の定立形
式

枠組条約と議定書

第9回 国際環境法の制度化 締約国会議、事務局、外部機関
第10回 国際環境法の手続的

義務
事前通報・協議制度、報告・審
査制度、情報交換、事前の情報
に基づく同意、環境影響評価、
モニタリング

第11回 国際環境法上の義務
の履行確保

不遵守手続

第12回 人権と環境 人権の国際的保障と環境
第13回 武力紛争と環境 国際人道法における環境保護
第14回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
教科書の該当部分を読んでおくこと。本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
植木俊哉・中谷和弘編集代表『国際条約集』有斐閣、2023年。
その他、授業内に指示する。

【参考書】
繁田泰宏・佐古田彰・岡松暁子・小林友彦編『ケースブック国際環
境法』東信堂、2020年。2,800円。
その他、適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（100%）。
期末試験以外の要素は考慮しない。

【学生の意見等からの気づき】
これまでと同様の方法で進める。

【その他の重要事項】
旧科目名称「国際環境法Ⅰ」を修得済の場合、本科目の履修はでき
ない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「D.6専門科目一覧・コース関連科目表」を参照して
ください。

【実務経験のある教員による授業】
本科目は、「実務経験のある教員による授業」に該当しません。

【Outline (in English)】
This course introduces students to the theory of international
environmental law. Students may learn the specific legal
framework of international environmental issues and gain
better understanding by reading leading cases.
Students are required to study at least 2 hours before or after
the class.
The course grade will be based on final paper (100%).
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POL100AD（政治学 / Politics 100）

グローバル・ガバナンス

本多　美樹

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル・ガバナンスの概念は比較的新しく、その概念をめぐっ
ては議論が続いている。しかし、実際の国際社会では、開発援助の
分野においてだけでなく、さまざまな地球規模の問題領域に応用さ
れている概念である。この講義の目的は、グローバル・ガバナンス
の基本的な知識を理論と実践の両方において身に付けることにある。
まず、グローバル・ガバナンスの概念の登場と発展について整理し
たのち、グローバル・ガバナンスのおもな担い手である国連による
実践例として、人権ガバナンス、地球環境ガバナンス、安全保障に
おけるガバナンス、ガバナンスを支える規範や価値、視座などを取
り上げる。その際、ガバナンスが形成されてきた分野、ガバナンス
に参加する行為主体（アクター）、ガバナンスのしくみと実践の手段
に注目する。そして、グローバル・ガバナンスの有効性と限界、課
題について考える。

【到達目標】
・理論と実践の両方において、「グローバル・ガバナンス」に関する
基本的な知識を身に付ける。
・「グローバル・ガバナンス」の有効性、限界、課題について自分な
りの考えをもつ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に強く関連。「DP1」、「DP3」、
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は講義を中心に進める。毎回の授業後に課題の提出を求める。
毎回授業の初めに、前回の授業後に提出されたリアクションペーパー
からいくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
授業に出席する前にHoppiiにアップされたスライドに目を通し、授
業後には復習をすること。また、関心を持ったトピックについては、
各自で調べ学習をして理解を深めること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

グローバリゼーショ
ンとグローバル・ガ
バナンス

授業の目的と進め方、
グローバリゼーションとは？

2 ガバナンスの概念の
登場と発展

ガバナンス概念の登場と発展

3 ガバナンス形成に有
効な分析概念

国際規範、価値、視座とは？

4 ガバナンスの実践①
国際開発援助分野
（1）

開発ガバナンスI

5 ガバナンスの実践②
国際開発援助分野
（2）

開発ガバナンスII

6 ガバナンスの実践③
人権分野（1）

人権ガバナンスI

7 ガバナンスの実践④
人権分野（2）

人権ガバナンスII

8 ガバナンスの実践⑤
地球環境分野（1）

環境ガバナンスI

9 ガバナンスの実践⑥
地球環境分野（2）

環境ガバナンスII

10 ガバナンスの実践⑦
保健衛生分野

グローバルヘルス/感染症ガバナ
ンス

11 ガバナンスの実践⑧
人の移動をめぐるガ
バナンス

人の移動をめぐるガバナンス

12 ガバナンスの実践⑨
安全保障分野（1）

集団安全保障体制

13 ガバナンスの実践⑩
安全保障分野（2）

軍縮ガバナンスI（大量破壊兵
器）

14 ガバナンスの実践⑪
安全保障分野（3）/
まとめ

軍縮ガバナンスII（通常兵器）/
ガバナンスの有効性、限界、課題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日々のニュースをフォローするなど国際社会での出来事に関心を寄
せること。授業前には配布資料を読み、授業後には復習を行うこと。
関連するセミナーなどへの参加も望ましい。授業の準備・復習を2
時間程度行うことが望ましい。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。PPTおよび関連資料は毎回事前にHoppii上で配
布する。

【参考書】
・山田哲也『国際機構論入門』（第2版）東京大学出版会、2023年。
・山田満ほか編著『新しい国際協力論－グローバル・イシューに立
ち向かう』（第3版）明石書店、2023年。
・内田孟男編著『地球社会の変容とガバナンス』中央大学出版部、
2010年。
・山本吉宣『国際レジームとガバナンス』有斐閣、2008年。
・村田晃嗣・君塚直孝ほか『国際政治学をつかむ　新版』有斐閣、
2015年。
・世界地図。
・Rosenau, James N. and Ernst-Otto Czempiel, eds., Gov-
ernance Without Government: Order and Change in World
Politics, Cambridge University Press, 1992.
・Stiglitz, Josef E. and Mary Kaldor eds., The Quest for
Security: Protection without Protectionism and Challenge of
Global Governance, Columbia University Press, 2013.
その他、各回の関連文献・資料については、授業の際に随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業後の課題提出と課題の内容40％と期末試験60％のウエ
イトで成績評価をする。
＊遅刻は20分まで。それ以降の入室は欠席と見なす。
＊4回以上課題の提出を怠った学生は期末試験を受ける資格を失う。
よって単位の授与はないので気を付けること。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメと配布資料、パワーポイントや資料映像を使用する。

【その他の重要事項】
日々国際社会で起きる出来事に関心を持ち、関連文献を積極的に読
むこと。

【担当教員の専門分野等】
＜専門領域＞
国際関係論、国際機構論、安全保障研究、国連研究
＜研究テーマ＞
国際社会による「平和」のための協働と確執、アジア太平洋地域の
伝統的・非伝統的安全保障
＜主要研究業績＞
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主な著書として、『新しい国際協力論―グローバル・イシューに立ち
向かう』（第3版）（明石書店、2023年）；『新しい国際協力論―グ
ローバル・イシューに立ち向かう』（第3版）（明石書店、2023年）；
『「非伝統的安全保障」によるアジアの平和構築：共通の危機・脅威
に向けた国際協力は可能か』（明石書店、2021年）、「国連による『ス
マート・サンクション』と金融制裁：効果の追求と副次的影響の回避
を模索して」『国連の金融制裁：法と実務』（東信堂、2018年）、「平
和構築の新たな潮流と『人間の安全保障』：ジェンダー視座の導入に
注目して」『東南アジアの紛争予防と「人間の安全保障」』（明石書店、
2016年）、『国連による経済制裁と人道上の諸問題：「スマート・サ
ンクション」の模索』（国際書院、2013年）、『北東アジアの「永い平
和」：なぜ戦争は回避されたか』（勁草書房、2012年）、「『グローバ
ル・イシュー』としての人権とアジア：新たな国際規範をめぐる国際
社会の確執に注目して」『グローバリゼーションとアジア地域統合』
（勁草書房、2012年）、"Japan: COVID-19 and the Vulnerable,"
COVID-19 and Atrocity Prevention in East Asia(Routledge,
2023);“‘Smart Sanctions’ by United Nations and Financial
Sanctions,” United Nations Financial Sanctions (Routledge,
2020),“Coordination challenges for the UN-initiated peace-
building architecture Problems in locating‘universal’norms and
values on the local,”Complex Emergencies and Humanitarian
Response (Union Press, 2018), “The Role of UN Sanctions
against DPRK in the Search of Peace and Security in East Asia:
Focusing on the Implementation of UN Resolution 1874,” East
Asia and the United Nations: Regional Cooperation for Global
Issues (Japan Association for United Nations Studies, 2010)な
どがある。執筆した主な教科書として、『国際機構論　活動編』（国
際書院、2020年）、『国際機構論　総合編』（国際書院、2015年）、『国
際学のすすめ』（東海大学出版会、2013年）などがある。

【Outline (in English)】
The international community faces diversified transnational
issues such as poverty, refugees, human rights abuse,
organized crimes, financial crisis and so on. Who can control
such global issues? These issues cannot be understood within
the nation-centered narratives anymore. This course provides
students with opportunities to become acquainted with “global
issues” and learn that diversified international actors have
made efforts to tackle with these issues. Students are
expected to know that states, businesses, NGOs and other
entities can make contributions to the settlement of these
issues in cooperation with each other, and with regional and
international institutions. These efforts and social movements
by the diversified actors are called "global governance."
Students will understand how the international community
tries to formulate, maintain, and manage "global governance"
today. Students are expected to know realities of global
governance and challenges in the international society.
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POL300AD（政治学 / Politics 300）

地球環境論Ⅱ

藤倉　良

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
備考（履修条件等）：人間環境学部「環境科学Ⅱ」との合併科目
その他属性：〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境問題とは人間活動が自然生態系に及ぼす物理的、化学的、生物
的な作用とその反作用です。「何がおきているのか」を理解し、「どう
すればよいのか」を考えるためには，科学知識が欠かせません。環
境科学Ⅰでは比較的狭い地域に発生する問題について、環境科学Ⅱ
では地球規模や国境を超える問題について、環境科学Ⅲでは資源の
問題について論じ、受講生諸君が環境問題の発生メカニズムと対処
法に関する科学の基礎を習得することを目指します。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの
いずれかだけを履修してもかまいません。

【到達目標】
　以下の環境問題の発生メカニズムと対策技術の基礎を理解するこ
とを目標とします。
　・人口増加のパターンと要因
　・オゾンホールが南極上空にできるメカニズム
　・気候変動のメカニズムと緩和策、適応策
　・気候変動をめぐる社会
　・越境大気汚染の原因と対策
　・プラスチックごみ対策
　・環境国際協力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
　テキスト（下記参照）とパワーポイントを用いて講義を行います。
　講義資料は前日までにアップロードしますので、事前にダウンロー
ドしてください。
　毎回の授業後に簡単な小テストを行い、翌週の授業のはじめにそ
のフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション、

人口
国際環境政策の難しさ、人口増
加のメカニズム、都市人口

第2回 オゾン層・1（第7章）紫外線、フロンガス
第3回 オゾン層・2（第7章）オゾン層破壊のメカニズム、オ

ゾン層保護対策
第4回 気候変動・1（第8章）ＩＰＣＣ、二酸化炭素の温室効

果
第5回 気候変動・2（第8章）二酸化炭素の循環、気候予測、

温暖化の影響
第6回 気候変動・3（第8章）国際交渉の歴史、パリ協定
第7回 気候変動・4（第8章）エネルギー資源
第8回 気候変動・5（第8章）緩和策
第9回 気候変動・6（第8章）適応策
第10回 気候変動・7（第8章）気候安全保障
第11回 越境汚染（第9章） 酸性雨の化学、光化学オキシダ

ント
第12回 プラスチックごみ問

題
プラスチックの性質、日本の政
策

第13回 環境国際協力 開発途上国の現状、環境プロ
ジェクトとセーフガード・ポリ
シー

第14回 まとめ 全体のまとめと復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義で紹介される資料等を使用して復習してください。
　授業計画、テーマにカッコ内でテキストの該当する章を示しまし
た。これをあらかじめ読んでから受講してください。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　藤倉良・藤倉まなみ　『文系のための環境科学入門』　有斐閣コ
ンパクト

【参考書】
　講義中に指定します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は授業後の小テストによる出席(30%)と期末試験（70%)で
行います。

【学生の意見等からの気づき】
　中学卒業程度の理科の知識を前提に講義しますが、高校卒業以上
の物理の知識が必要となる講義もあります。その場合にも、極力、平
易な解説を試みます。

【学生が準備すべき機器他】
　特にありません。

【実務経験のある教員による授業】
　担当教員は環境庁（現環境省）で土壌汚染対策や悪臭対策、国際
環境協力等を担当した他、環境基本法の立法にも関与してきました。
その当時の経験等を踏まえて講義を進めます。

【Outline (in English)】
Environmental problems are physical, chemical, and biological
effects and reactions on natural ecosystems caused by human
activities. To understand "what is happening" and "what
should be done", scientific knowledge is essential. In this
course, students will learn the basic science behind the
mechanisms and countermeasures of environmental problems
such as climate change, ozone depletion, and acid rain. Your
study time will be more than four hours for one class. A simple
quiz will be given each time and attendance will be taken after
the quiz is submitted. Grading will be based on a quiz (30%)
and a final exam (70%).
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

協同組合論

杉崎　和久

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　政治学科科目の中で「政策」の分野に属する科目である。
　一人ひとりが尊重され、生き活きと暮らし続ける社会を実現して
いくため、協同組合やNPO等の非営利市民事業による様々な取り
組みが行なわれています。グローバリズムが加速する中で、貧困根
絶や仕事の創出等に関する協同組合の貢献は国際的に評価されてお
り、国連は2012年を「国際協同組合年」とし、2013年に社会的連
帯経済タスクフォースを立ち上げました。一方、日本では人口が減
少し、超高齢社会に突入し、働く者の数が減少する中、経済ばかり
でなく社会システムの停滞・行き詰まりが表面化していますが、こ
うした問題に市場や行政だけでは十分に対応できない状況下におい
ても、諸外国のように生協等の協同組合による実践の価値や可能性
が広く認識されているとはいえません。このような中で2020年12
月労働者協同組合法が成立しました。協同組合運動は新しい段階を
迎えています。なぜ今、「非営利・協同」の運動と事業に期待がよせ
られているのか。「もう一つの世界は可能か－協同組合と社会的連帯
経済」この点を本講座の中心テーマとし、協同組合あるいは非営利
市民事業の歴史的社会的背景、現状、そして今後の展望や可能性に
ついて、第一線の学者および実践者による講義を行ないます。

【到達目標】
①　世界における協同組合および社会的企業の歴史・沿革を踏まえ、
日本における活動状況や今日的な意義や課題について知ること。
②　非営利市民事業及び協同組合が展開する事業・活動が、市民生
活に及ぼす役割について知ること。
③　協同組合をはじめ非営利市民事業の今後の展望や可能性等につ
いて考えることなどを通じて、生活者・市民が主体者である新しい
公共政策の理論と実践について考える基礎力を身につけること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は原則「対面」で行う予定であるが、講師等の都合によりオン
デマンド教材などを併用することがある。
この講座では、①世界の協同組合をはじめとした非営利・協同セク
ターが切り開いてきた歴史を学ぶとともに、②生協を中心にした日
本の協同組合やNPO等の非営利市民事業の活動を広く検証し、③
協同組合やNPO等を中心とする非営利・協同セクターが今日の日本
の地域の課題解決にどのような可能性を持っているか、④生活者・
市民が主体者である公共政策をどのように実践し、担っていくのか、
など協同組合・非営利市民事業の現代的意義について、テーマ毎に
ゲストスピーカーによる実践報告を交えながら検討する。
授業中に授業内容に関するコメントを提出する。なお、小レポート
等から提出された質問について、講義時間等に回答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 ①ガイダンス

②「もう一つの世界
は可能かー非営利セ
クターと生協

①本講座の主旨、狙い、講座概
要、成績評価方法などを説明し
ます。
②公共政策にとって、政府セク
ター、営利セクターと違った、
非営利セクターの役割を俯瞰し、
現代生協の一つとしての生活ク
ラブ運動の普遍的価値について
触れます。今年、施行となる労
働者協同組合法を含めた状況に
ついても論じます。全14回の講
座の道しるべとします。

第02回 世界の協同組合から
考えるー協同組合法
制の変遷と課題

世界を見渡すと、協同組合を
「憲法」に位置づけている国もあ
ります。社会の変化は急速であ
り現行生協法にも様々な課題が
生じています。生協法や労働者
協同組合法を中心に協同組合運
動と事業における課題認識を現
行法との関連で深めます。

第03回 東京の生協と生活ク
ラブ（消費材と共同
購入）

東京の生協全体の状況を把握し
ます。日本全体の協同組合や生
協の現況に触れつつ、焦点とし
ては、東京の生協の歴史、そし
てその特徴を、街で走る「生協
車両」の姿など、学生にとって
も、身近な事例と結び付けて、
論及します。その上で、生活ク
ラブ生協の事業と運動の取組み
を、具体的な食品問題（添加物、
農薬、放射能、BSE等）を事例
に紹介します。以降の講座で生
活クラブを理解する上で、前提
となる「考え方」を伝える講座
となる予定です。

第04回 若者と協同組合―韓
国の事例から

韓国では、2012年に「協同組合
基本法」を施行し、また2013年
度に「ソウル市特別協同組合活
性化支援条例」
が制定されて以来、3,000に及
ぶ協同組合が設立しています。
特に若者の協同組合への参加に
焦点をあてて、現在の分析につ
なげていきます。韓国において
「制度」が整備されることによっ
て、「運動」が拡大していく条件
を学びます。

第05回 地域づくりを描く協
同組合

地域協議会の活動と働く人たち
がつくる協同組合であるワー
カーズ・コレクティブの理念と
様々な事業分野に展開する実践
および課題について学びます。
ワーカーズ運動は、生活クラブ
運動の中から生まれた経過を踏
まえ、地域において＜労働＞が
位置付けられるべきか議論しま
す。一方、本年、労働者協同組
合法が施行となる状況は、運動
の新しい課題をもたらすものと
考えます。
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第06回 市民によるエネル
ギー自給の可能性を
探る～エネルギーの
共同購入

気候危機が世界的な課題となっ
ています。しかし、日本の施策
は、大幅に遅れているといって
も過言ではありません。相変わ
らず、「電力業界」という古い世
界が、「新電力」の壁となってお
り、問題が山積みです。こうし
た状況の背景を学びながら、地
域と結びつきながら、再生可能
エネルギーの推進をすすめる生
活クラブのエネルギー自給の取
り組みの背景と課題を研究者の
立場から論及します。

第07回 コミュニティの未来
を担うディーセント
な働き方を求めて

人々が大事にされる働き方
（ディーセントワーク）によって
こそ、私たちの生きる基盤を支
え、充実させていくことが可能
となります。しかしながら、現
代社会はディーセントな働き方
が実現しにくい仕組みになって
います。この仕組みに「挑戦」
していくためには、どんな思想、
実践が手掛かりになるのでしょ
うか。それを考え合うことが本
講義の目的です。

第08回 市民参加で都市農業
を守る

生活クラブは、都市農業の育成
と強化を柱としてきました。
2016年度から開始した、生活ク
ラブ農園・あきるの野の実践の
意義と実践および政策的課題を
共有します。

第09回 市民のお金によるコ
ミュ二ティ・エンパ
ワーメント

市民の寄付で都内やアジアの市
民活動を支援する活動を紹介し
ます。お金に意志と意思をもた
せる取組み、公正な暮らしや働
き方、持続可能な社会づくりを
すすめる取組みを紹介します

第10回 地球と身体にやさし
い食～私の食が世
界・地球をつくる～

日本の協同組合が日本の食文化
を守り伝えていくことに果たし
た役割は大きいものがあります。
日本の風土に沿った食のあり方
や添加物などの問題をとおした
生活提案やまちづくりを学びま
す。飲み物などの実験を行い、
学生が体感することで理解を深
めます。

第11回 協同組合と子育て支
援事業

子育て支援事業は、大都市部に
おいて、そのニーズは減ってい
ません。しかし、政府政策は、
その点で十分な措置をとってい
ません。このためこの事業の財
政運営は、厳しいものがありま
す。このような状況の中で、生
協事業の多様な世代への展開と
いう点でも、この事業は不可欠
となっていますが、その生活ク
ラブの「子育て支援」の特徴を、
「制度」や「地域的課題」と結び
つけて、考えていきます。

第12回 生活クラブと居場所
づくり

生活クラブが「個人化」時代の
中で、「地域」にどうアプローチ
していくのか、防災や減災とい
う課題を関係づけながら、課題
を共有します。とりわけて「居
場所づくり」と結びついた、生
活クラブの福祉事業についても
言及します。地域の具体的な問
題解決の活動事例を学びます。

第13回 地域福祉をすすめる
協同組合と非営利セ
クター

協同組合の市民事業として地域
福祉の推進と地域づくりの取組
みを紹介します。
とくに、地域で、障がいがあっ
てもなくてもともに働くワー
カーズ運動に焦点を当てます。

第14回 市民による公共政策
実現のプロセス
～地域政策づくり／
全体のまとめ

講座全体の総括的な視点として、
「政治」を講座の中心に置きま
す。運動グループの政治運動の
全体と、条例提案や地域の実践
という運動とリスク評価という
点でも、視点をひろげながら課
題を共有します。政策的課題の
事例を踏まえつつ、最終的には、
公共性政策という課題を展望し
ます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予定されたテーマについて自分なりに調べてみてください。本授業
の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。配布資料は、授業前日までに学習支援シス
テムにアップロードしますので、各自対応してください。

【参考書】
適宜、案内します。

【成績評価の方法と基準】
各講義時の小レポートによる評価の合計：各回講義の最後に講義内
容に関するコメントをリアクションペーパーに記入し提出する。
・小レポートの評価は下記とする。
Ａ：授業内容を踏まえて、独自の視点からの意見や考え方が記述さ
れれている。
Ｂ：適切な分量（リアクションペーパーの７割以上）を満たし、授
業内容を踏まえた内容が記述されている。
Ｃ：授業内容を踏まえた内容が記述されていないか、適切な分量を
みなしていない。
Ｄ：未記入
なお、授業時間外に提出した場合には理由の如何に関係なく、受理
しない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質問へは、なるべく早く対応したいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
講師によって、パワーポイント、映像を活用します。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This lecture will learn about the history, current situation,
future prospects and possibilities of cooperatives or nonprofit
projects.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
A.Learning about the status of activities in Japan and its
significance and issues today, based on history of cooperatives
and social enterprises around the world.
B.Recognizing the contemporary problems of urban space
C.Acquiring the basic ability to think about the theory and
practice of new public policy in which consumers and citizens
are the main actors.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your required study time is at least two hours for each class
meeting.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Grading will be decided based on reports at each class.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

PHL200HA（哲学 / Philosophy 200）

人間学１（環境倫理学）Ｂ

吉永　明弘

授業コード：A2323 ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
秋学期授業/Fall・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「都市の環境倫理」について学ぶ。その中で、哲学的空間論、身体論、
人間主義地理学、風土論、都市論などを紹介する。さらに、アメニ
ティマップ作り実践を通じて、各人が自分にとって良好な環境とは
いかなるものかについての認識を深めることを目標とする。

【到達目標】
「良い環境とは何か」について自分なりの答えが見つけられるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義、質疑応答、レポートへの応答。課題提出後の授業、または学
習支援システムにおいて、提出された課題からいくつかポイントを
取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。大学の行動方針レ
ベルの変更に応じた授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせ
します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 環境問題と哲学・倫

理学
環境問題に対する哲学・倫理学
のアプローチについて説明する

2 哲学的空間論 ユクスキュルの環境論、市川浩
の身体論、ボルノウの空間論を
紹介する

3 人間主義地理学 トゥアンとレルフの「場所」に
ついての理論を紹介する

4 風土論:和辻哲郎 和辻哲郎の風土論を紹介する
5 風土論：ベルク オギュスタン・ベルクの風土論

を紹介する
6 風土論的環境倫理の

構想
岸由二と桑子敏雄の議論を紹介
する

7 都市論：ジェイコブ
ズ

ジェイコブズの都市論について
紹介する

8 清渓川復元と美の条
例

ソウル市の清渓川復元事業と真
鶴町の美の条例について紹介す
る

9 アメニティマップに
ついて

過去のアメニティマップを紹介
しながら、作り方を説明する

10 環境と観光:白川郷と
妻籠

観光が地域環境にもたらす影響
について論じる

11 環境と観光：湯布院
の地域づくり

湯布院のドキュメンタリーを見
て議論する

12 アメニティマップの
発表（１）

各自が作成したアメニティマッ
プを発表し議論する

13 アメニティマップの
発表（２）

各自が作成したアメニティマッ
プを発表し議論する

14 アメニティマップの
発表（３）全体の講評

アメニティマップについて講評
する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書をよく読んでおくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
吉永明弘・寺本剛編『環境倫理学』昭和堂、2020年（第11章～第
14章）

【参考書】
吉永明弘『ブックガイド環境倫理』勁草書房、2017年
吉永明弘・福永真弓編『未来の環境倫理学』勁草書房、2018年
吉永明弘『都市の環境倫理』勁草書房、2014年
（第3章と第6章の内容を扱います）
吉永明弘『はじめて学ぶ環境倫理』ちくまプリマ―新書、2021年

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（40％）とマップ作成（60％)。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションの時間を設けることにしました。

【Outline (in English)】
This course deals with urban environmental ethics. At the
end of the course, students are expected to understand human
environment. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following, amenity map:50%, term-end examination:50%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

HIS200BE（史学 / History 200）

東洋史特講Ⅳ

大島　誠二

授業コード：A3165 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
秋学期授業/Fall・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この講座では、秦漢帝国の成立を扱う。考古学資料による研究成果に
基づき、中国古代社会の発展の推移を追い、考察する。
　中国の古代帝国がどのように成立されてきたのか、またその領域がど
のように広がってきたのか、時間的・空間的にとらえることで、中華帝
国の成立過程を理解しその特質を理解する。

【到達目標】
①中国文明の成立過程を理解する。
②秦漢帝国の成立過程とその意義を理解する。
③考古学資料を用いた分析手法を学ぶ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　基本的に、パワーポイントを用いながら講義形式で進める。受講生に
は、資料プリントを配布する。
　リアクションペーパー、課題、質問などに対するフィードバックは、授
業中に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 中国的世界の広がり 中国的世界の特徴とその領域を考

える
第2回 漢字文化の発展① 甲骨文字の出現とその特徴
第3回 漢字文化の発展② 金文から字体の統一へ
第4回 漢字文化の発展③ 秦漢帝国時代の文字の役割
第5回 秦帝国による統一事業 帝国の出現による中国世界の変化
第6回 皇帝陵の系譜① 戦国時代の王陵の様相
第7回 皇帝陵の系譜② 始皇帝陵の出現
第8回 皇帝陵の系譜③ 漢代の皇帝陵の様相
第9回 皇帝陵の系譜④ 曹操高陵の発見とその様相
第10回 印綬と冊封体制① 中国古代の印章の役割と使用方法
第11回 印綬と冊封体制② 印綬が東アジアで果たした役割
第12回 東西交渉の広がり① 中国世界と遊牧世界の接触
第13回 東西交渉の広がり② 海のシルクロード
第14回 まとめと試験 秋期の振り返りと試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業で紹介する参考書には、興味のある部分だけでも良いので目を通し
てもらいたい。授業で取り上げるのは、今の中国世界が成立する過程の
最初の部分である。現代の中国に関する情報にも、関心を示してほしい。
　考古学資料を扱うので、履修者には博物館や美術館に足を運び、中国
の文物に親しんでもらいたい。東京では、上野の東京国立博物館東洋館、
鶯谷の台東区立書道博物館、表参道の根津美術館、有楽町の出光美術館
などがおすすめである。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特定の教科書は使用しません。

【参考書】
鶴間和幸『中国の歴史３　ファーストエンペラーの遺産　秦漢帝国』講
談社学術文庫　2020（原本刊行は2004）
金文京『中国の歴史４　三国志の世界　後漢三国時代』講談社学術文庫
2020（原本刊行は2005）
その他、授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内の提出物　30％　期末試験70％。

　

【学生の意見等からの気づき】
映像資料などを用いて、わかりやすい授業を心がけたい。

【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】This course covers the
establishment of the Qin and Han Empires. Based on research
results derived from archaeological data, investigates and reflects
upon the development and evolution of ancient Chinese society.
【Learning Objectives】
By the end of the course,students should be able to do the
followings:
①Understand the process of the formation of Chinese civilization.
②Understand the process and significance of the formation of the
Qin and Han Empires.
③Learn methods of analysis using archaeological data.
【Learning activities outside of classroom】
Before after each class meeting,students will be expected to spend
４ hours to understand the course content
【Grading Criteria/Policies】
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report 30 % , and Exam 70%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

HIS200BE（史学 / History 200）

東洋考古・美術史

大島　誠二

授業コード：A3209 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
春学期授業/Spring・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この講座では、中国文明の成立を扱う。考古学資料による研究成果に
基づき、中国古代社会の発展の推移を追い、考察する。
　中国世界がどのように成立されてきたのか、またその領域がどのよう
に広がってきたのか、時間的・空間的にとらえることで、中国文明の成
立過程を理解しその特質を理解する。

【到達目標】
①古代文明の成立過程を理解する。
②中国世界の成立過程を理解する。
③考古学資料を用いた分析手法を学ぶ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　基本的に、パワーポイントを用いながら講義形式で進める。受講生に
は、資料プリントを配布する。
　リアクションペーパー、課題、質問などに対するフィードバックは、授
業中に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 中国世界とは
第2回 中国考古学の黎明期 北京原人・仰韶文化・竜山文化の

発見
第3回 中国の新石器時代 中国新石器文化の多様性
第4回 文明段階の萌芽 良渚文化・石家河文化・陶寺遺跡
第5回 夏王朝と二里頭文化① 二里頭文化の出現
第6回 夏王朝と二里頭文化② 二里頭文化の意義と影響
第7回 殷王朝の文化 殷墟遺跡と殷文化の広がり
第8回 三星堆文化の発見 三星堆文化の様相とその意味
第9回 周王朝の源流と克殷 殷王朝の滅亡と周王朝の成立
第10回 周王朝の封建支配 封建制の実態を探る
第11回 青銅器鋳造技術と金文 中国古代の青銅器製造技術
第12回 春秋戦国時代の地域性

と文化圏
春秋戦国時代の文化の多様性

第13回 春秋戦国時代の社会変
化

分裂から統一へ向かう中での社会
の変化

第14回 まとめと試験 春期の振り返りと試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業で紹介する参考書には、興味のある部分だけでも良いので目を通し
てもらいたい。授業で取り上げるのは、今の中国世界が成立する過程の
最初の部分である。現代の中国に関する情報にも、関心を示してほしい。
　考古学資料を扱うので、履修者には博物館や美術館に足を運び、中国
の文物に親しんでもらいたい。東京では、上野の東京国立博物館東洋館、
鶯谷の台東区立書道博物館、表参道の根津美術館、有楽町の出光美術館
などがおすすめである。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特定の教科書は使用しません。

【参考書】
宮本一夫『中国の歴史１　神話から歴史へ　神話時代　夏王朝』講談社
学術文庫　2020（原本刊行は2005）
平㔟隆郎『中国の歴史２　都市国家から中華へ　殷周　春秋戦国』講談
社学術文庫2020（原本刊行は2005）
小澤正人・谷豊信・西江清高『中国の考古学』(世界の考古学７)同成社
　1999

その他、授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　授業内の提出物　30％　期末試験70％。
　

【学生の意見等からの気づき】
映像資料などを用いて、わかりやすい授業を心がけたい。

【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】This course covers the
establishment of Chinese civilization. Based on research results
derived from archaeological data, investigates and reflects upon the
development and evolution of ancient Chinese society.
【Learning Objectives】
By the end of the course,students should be able to do the
followings:
① Understand the formation process of ancient civilizations.
② Understand the formation process of ancient Chinese society.
③ Learn how to analyze archaeological data.
【Learning activities outside of classroom】
Before after each class meeting,students will be expected to spend
４ hours to understand the course content
【Grading Criteria/Policies】
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report 30 % , and Exam 70%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

CMF100LE（その他の複合領域 / Complex systems(Others) 100）

社会連携フィールドワーク（ベーシック）

三田地　真実、小秋元　段

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：集中・その他 ｜ キャンパス：市ヶ谷
備考（履修条件等）：

その他属性：〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　カーボンニュートラルを達成するために、地球規模の環境・社会
問題の構造の理解を深める。具体的には、カーボンニュートラルを
推進している企業・自治体・大学等の取組について学ぶために、実
際の企業の施設見学、法政大学市ヶ谷・多摩キャンパスの施設見学
及び森林見学等のフィールドワークを実施する。最終回の授業では、
これらの学びの集大成として法政大学へのカーボンニュートラルに
関する取組の提案発表をチームとして行う。そのために、各授業回
でグループワークの時間を持ち、そこでは様々な問題解決のために
必要な話し合いの技術であるファシリテーションも学ぶことを目的
とする。

【到達目標】
１．コンテンツ（学習内容）のゴール：
　カーボンニュートラルを達成するために、地球規模の環境・社会
問題の構造の理解を深め、身近なところからアクションを起こすこ
とができる。
２．プロセス（学習過程）のゴール：
　環境・社会問題を解決していくための話し合いの技術（ファシリ
テーション）を学び、他の課題解決に対しても応用できる（毎回、
ファシリテーションミニ講座を設定）。
３．最終課題：
　法政大学に対し、チームでカーボンニュートラルに関する取組の
具体的な提案を行う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
毎回の授業の基本的な内容は、下記のとおり。
　①　ゲストスピーカー（企業、自治体及び本学専任教職員）によ
る講義
　②　フィールドワーク（企業及び本学の施設見学、多摩キャンパ
スの森林見学等）
　③　①②を踏まえたグループワーク
最終回の授業では、法政大学に対してカーボンニュートラルに関す
る取組の提案をチームでプレゼンテーションする。本学専任教職員
が審査員としての講評を行う。
なお、毎回の授業終了後には各自で記入するリアクションペーパー
を課し、提出されたリアクションペーパーからいくつか取り上げ、全
体にフィードバックを行うほか、最終プレゼンテーションに対して
講評を行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回～
第3回

ガイダンス
取組紹介（１）
法政大学の取組
取組紹介（２）
那須塩原市の取組

9月28日（土）　市ヶ谷キャン
パス
授業全体のオリエンテーション
目的・進め方・内容等の説明
本学施設保全部による説明
グループワーク
市ヶ谷キャンパス施設見学
那須塩原市による講義
「那須塩原市におけるカーボン
ニュートラルに関する取組につ
いて」
　・青木地区ゼロカーボン街区
構築事業
　・地域企業と連携した脱炭素
化事業
　・EV普及促進事業
グループワーク

第 4 回～
第6回

取組紹介（３）
日産自動車の取組

10月5日（土）　日産自動車本
社（横浜）
日産自動車株式会社による講義
「脱炭素社会実現に向けた日産自
動車　電気自動車（EV）の取組」
　・脱炭素社会実現に向けた国
外、国内の動向
　・EV普及に向けた日産自動車
の取組
　・自治体におけるEV活用事
例紹介
　「脱炭素」「エネマネ」「災害」
「交通」「観光」
試乗、給電体験
グループワーク

第 7 回～
第9回

取組紹介（４）
東京ガスの取組

10月12日（土）　ガスの科学館
（豊洲）
東京ガスエンジニアリングソ
リューションズ株式会社による
講義
「2050年カーボンニュートラル
実現に向けて」
　・国内外エネルギー政策を取
り巻く環境
　・東京ガスグループのカーボ
ンニュートラル実現に向けた取
り組み
　・法政大学で採用されている
カーボンニュートラル都市ガス
（CNL）について
施設見学
グループワーク

— 31 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

第10回～
第12回

取組紹介（５）
法政大学の取組
（多摩キャンパス）

10月26日（土）　多摩キャン
パス
社会学部　澤柿教伸教授　講義
「南極から迫る気候変動」
　・診断医としての南極観測隊
　・人新世におこる南極の異変
　・イノベーションを起こす
とき
池田寛二名誉教授（元社会学部
教授）、社会学部　鞠子茂教授　
講義
「多摩キャンパスの森林からカー
ボン・ニュートラルを考えよう」
　・森林とカーボン・ニュート
ラルの複雑な関係
　・世界の森林の現状と課題
　・国土の7割近い日本の森林
と気候変動
　・多摩キャンパスの森林の過
去・現在・未来
多摩キャンパスの森林を歩いて
学ぶ：
多摩キャンパスの森林生態系
（樹木、雑草、土壌、野生動物、
微生物そして人間）はカーボ
ン・ニュートラルにどのように
寄与しているのか？
森林バイオマスの推定および土
壌有機物分解速度の測定
グループワーク：
多摩キャンパスの森林のカーボ
ン・ニュートラル効果をもっと
高めるために学生はどんなアク
ションを起こすことができるか
討論

第13回～
第14回

最終プレゼンテー
ション
授業全体のまとめ

11月16日（土）　市ヶ谷キャン
パス
法政大学へのカーボンニュート
ラルに関する取り組みの提案
（チームでのプレゼンテーショ
ン）、講評
授業全体の省察

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
最終プレゼンテーションの準備は授業時間以外にも実施予定。本授
業の予習時間・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
テキスト（教科書）は使用しない。

【参考書】
カーボンニュートラル関連の参考図書等は以下の通り。（（※）は全
文ダウンロード可）
野村総合研究所編（2022）カーボンニュートラル、日経文庫
法政大学多摩環境委員会（2014）多摩キャンパス：自然と生物（※）
https://www.hosei.ac.jp/application/files/2615/7137/8082/tama_
houkokusyo_2014.pdf
森林立地学会編（2012）森のバランス―植物と土壌の相互作用、東
海大学出版
資源エネルギー庁スペシャルコンテンツ（キーワード検索すると関
連記事が出てきます）：
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/
ondankashoene/
脱炭素ポータル：
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/
その他、授業中に適宜配付する。
ファシリテーション関連の参考図書等は以下の通り。（（※）は全文
ダウンロード可）
Justice, T. & Jamieson, D. W. (2012) The Facilitator’s
Fieldbook: Step-by-step Guides Checklist and Worksheet (3rd
ed.), Harpercollins Leadership.
川嶋直（2013）KP法シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーション、
みくに出版

三田地真実（2009）環境との相互作用から理解する人間行動―応用
行動分析学（ABA）の視点から、人間環境論集（法政大学人間環境
学会）、10、23-42．（※）
三田地真実（2018）学生の行動を軸に見据えて、「機能するグループ
ワーク」を企画・実施するために―行動分析学とファシリテーショ
ンの視点から、法政大学教育研究、９、27-39. （※）
三田地真実（2022）対面授業のビデオ記録を活用した省察―経済学
大人数授業アクティブ・ラーニング型授業での実践、名古屋高等教
育研究、22、245-260. （※）
中城進（2006）教育心理学、二弊社
中野民夫（2017）学び合う場のつくり方―本当の学びへのファシリ
テーション、岩波書店
中野民夫（監修）三田地真実（2013）ファシリテーター行動指南書
―意味ある場づくりのために、ナカニシヤ出版
中野民夫・三田地真実（編著）(2016)ファシリテーションで大学が
変わる―アクティブ・ラーニングにいのちを吹き込むには、ナカニ
シヤ出版

【成績評価の方法と基準】
・各授業回におけるリアクションペーパー　40％
・最終プレゼンテーション（法政大学へのカーボンニュートラルに
関する取り組みの提案）　30％
・最終レポート　30％

【学生の意見等からの気づき】
今年度から開講のため、該当なし。

【その他の重要事項】
・本科目は、9月28日、10月5日、10月12日、10月26日、11月16
日の計5日間で実施する。
・授業の時間帯（時限）は、2限～4限を基本とする。ただし、フィー
ルドワーク実施日（10月5日、10月12日）においては、時間が変
更になる場合がある。そのため、本科目を履修する場合は、秋学期
土曜日に他の科目を履修することはできない。
・定員（25名程度）を超過した場合は、抽選を行う。
・初回授業までに、オンデマンドシステム（https://hosei-kyoiku.jp/
ondemand/）から『なぜカーボンニュートラルの実現を目指す必要
があるのか』を必ず視聴し、学習支援システムからミニレポートを
提出すること（視聴履歴及び提出状況を確認します。提出方法等の
詳細については、学習支援システムで周知します）。
・授業に関する質問については、授業の前後、学習支援システムで受
け付ける。
・フィールドワーク先への交通費、昼食代等は、自己負担となる。

【Outline (in English)】
【Course Description】
This course offers students an opportunity to understand
environmental and social issues globally in order to achieve
carbon neutrality. Students will participate in several field
works, including commercial companies, local governments,
and universities that have promoted carbon neutrality. At the
end of the course, students are expected to present proposals
to Hosei University as a team to enhance their carbon-neutral
environment. Students will learn facilitation techniques
throughout the course in order to promote group projects.
【Course Objectives】
The course will provide students with the opportunity to learn:
Content (Learning Material) Goals:
・To understand the structure of global environmental and
social issues to achieve carbon neutrality.　
・To take action in daily situations.
Process (Learning Process) Goals:
・How to facilitate group discussions to solve environmental
and social problems.
・To apply facilitation skills to other problem-solving situations.
Final Assignment:
As a team, student must present concrete proposals for carbon-
neutral initiatives to Hosei University
【Learning Activities Outside of Classroom】
Preparation for the final presentation will occur outside of class
hours. The standard time allocated for preview and review for
this course is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policies】
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Reaction papers in each class session: 40%
Final presentation (proposal for carbon-neutral initiatives at
Hosei University): 30%
Final report: 30%
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ART100NA（芸術学 / Art studies 100）

文化と文明

小林　信也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 15%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 5%
（Ｆ）総合デザイン能力 5%
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 5%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得ら

れるのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を
理解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての
基礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変
容についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実

態を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知

る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解す

る。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化

過程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都

市空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての

解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。

【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.
Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得ら

れるのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を
理解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての
基礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変
容についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実

態を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知

る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解す

る。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化

過程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都

市空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての

解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。
【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.

Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得ら

れるのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を
理解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての
基礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変
容についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実

態を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知

る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解す

る。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化

過程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都

市空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての

解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。
【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.
Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES100NA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development 100）

環境とエネルギー

下田　昭郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球が新たな地質学的時代に向かっていることを意味するために「人新世」と
いう言葉が提案されている。人間が「地球規模での変化」のおおきな駆動力の
一つであるとの認識に由来する。産業革命に始まる人間活動 (人口を含む、経
済、資源利用、輸送、情報通信などの活動)は、特に20世紀後半以降、急速に
増加・進展し、この現象は21世紀にはいっても継続している。人間活動を特
徴づけるエネルギー・物質フローはグローバルに増加し続け、その環境への
影響 (大気環境変化、気候変化、生物多様性の変化など)は地球規模で顕現し、
人類の持続可能性に問題を提起しています。
この授業では、エネルギー・環境に関する基礎的知識を学び、資源・エネル
ギー利用を核とする人間活動と環境との関わりの歴史的経緯を展望し、人間
活動の環境インパクトを技術・豊かさ・文化の視点から分析し、エネルギー・
環境問題を考える枠組み習得することを目的とします。
【到達目標】
人間活動とエネルギー・環境とに関わる問題に、自ら気づき、その背景/本質
を理解し、解決策を考えるスキームを学ぶことを目指します。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
〇原則対面授業。ただし、必要に応じてリモート授業も実施。
〇資料の提供は、時間割表に沿った授業予定日（火曜日）の前日までに学習
支援システムの「課題」フォルダにアップロードを予定
〇授業に関する最新の情報は学習支援システムの「お知らせ」フォルダに提示
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事業方法等やスケジュールの説明
2 環境問題の変遷 地域環境問題から地球環境問題へ変

遷の解説
3 地球温暖化の科学 温暖化の仕組み等についての解説
4 地球温暖化への国内外

の対応
気候変動枠組み条約等の説明

5 世界のエネルギー事情 化石燃料への依存状態の説明
6 国内のエネルギー事情 東日本大震災以降の化石燃料への依

存度増加等の説明
7 原子力の科学 原子力の長所、短所、将来的な見通

し等の解説
8 温暖化防止のための技

術開発
二酸化炭素の排出削減を目指す革新
的技術等の紹介

9 温暖化防止のための政策 炭素税などの解説
10 温暖化防止のための企

業の取り組み
SDGsなどの解説

11 エネルギー、環境問題と
社会的受容性

リスクマネジメント等の重要性につ
いて

12 温暖化以外の地球環境
問題

水問題など

13 予備日 進捗状況に対応
14 総合確認、小論文 講義全体を通してこの先我々が目指

すべき方向性等を提案

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内外のエネルギー情勢及び環境変化の事象に興味を持つことを奨めます。例
として、NASA（米国航空宇宙局）、UNFCCC（国連気候変動枠組条約）及
びIEA(国際エネルギー機構)のWEBサイトでは、それぞれ最新の地球環境の
現状に関するビジュアルデータ、重要な地球環境問題の取組み、及び世界エ
ネルギー情勢に関する情報が提供されています。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回分の資料を提供します。
【参考書】
特にありません。授業の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
授業内容全般の総合的確認（８０％）及びテーマ/内容ごとの受講状況（２０％）
により評価します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
授業では毎回、主要点をまとめることで、授業内容を理解しやすくわかりや
すいものとします。
【その他の重要事項】
環境及びエネルギーに関する技術・問題の調査・研究の経験を活かし、環境及
びエネルギーに関わる幅広い講義をする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class, students will learn about global warming and other global
environmental issues from the perspective of human energy use. 　
Specifically, we will discuss the scientific background, countermeasure
technologies, policies, and other aspects of global environmental
problems.
(Learning Objectives)
The objective of this course is for students to become aware of problems
related to human activities, energy, and the environment, to understand
the background of these problems, and to learn schemes to think about
solutions.
(Learning activities outside of classroom)
None.
(Grading Criteria/Policy)
Submission of assignments and attendance in each class.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SEE200NB（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 200）

技術者倫理

南後　由和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、主に建築界を対象として、高度に複雑化した現代社会
および情報社会において技術がもたらす可能性と限界、ポジティヴ
な側面とネガティヴな側面について学ぶ。技術が社会や人間の行為
のなかで、どのような位置を占めているかについての知見を深める。

【到達目標】
・技術が社会や環境に与える正と負の影響についてのリテラシーを
体得する。
・利害関係者の意思が相反する都市および公共空間のあり方を多角
的に理解する。
・建築士／建築家の社会的位置の変遷とその現在地を把握する。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、技術者の

リテラシー
第2回 落書き／グラフィ

ティ（１）
犯罪／芸術、ストリート／ギャ
ラリー、監視、AI解析

第3回 落書き／グラフィ
ティ（２）

表現の自由、匿名性、都市空間
の読み取りと書き替え、環境情
報の圧縮

第4回 公共空間 渋谷スクランブル交差点、ハロ
ウィン、排除アート

第5回 職能 建物と建築、建築士と建築家、
建築界、クリエイティビティ

第6回 有名性 スター建築家、メディアにおけ
る表象、有名性と無名性

第7回 事件・炎上 耐震偽装問題、新国立競技場コ
ンペ、大阪万博、明治神宮外苑

第8回 失敗学 デザインの成功と失敗、近代建
築の幻想、客観性・データの罠

第9回 技術と政治 戦争、航空写真、地図、イン
ターネット

第10回 建築情報学 物理空間と情報空間、ビッグ
データ、VR、メタバース

第11回 参加 住民説明会、ワークショップ、
社会実験、ファシリテーション

第12回 省察的実践 技術的合理性の限界、行為の中
の省察、専門家とクライアント

第13回 社会性 技術と社会、建築と社会
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・ピーター・ブレイク, 1979, 『近代建築の失敗』星野郁美訳, 鹿島
出版会.
・マイク・ライドン,アンソニー・ガルシア, 2023,『タクティカル・
アーバニズム・ガイド――市民が考える都市デザインの戦術』大野
千鶴訳,泉山塁威・ソトノバ監修,晶文社.
・大山エンリコイサム, 2015,『アゲインスト・リテラシー――グラ
フィティ文化論』LIXIL出版.
・ヘンリ・ペトロスキ, 2007,『失敗学――デザイン工学のパラドク
ス』北村美都穂訳,青土社.
・ドナルド・A・ショーン2007,『省察的実践とは何か――プロフェッ
ショナルの行為と思考』柳沢昌一・三輪建二監訳,鳳書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・期末レポート提出などのために、
「学習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
In this course, students explore the potentials and constraints,
as well as the favorable and unfavorable facets of technology
within the context of contemporary intricate societal and
informational realms, primarily focusing on the architectural
world. Students are expected to augment their understanding
of the role of technology in society and human conduct.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

ジオロジカルエンジニアリング

中谷　匡志

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ジオロジカルエンジニアリングは、地質学と工学の境界領域の学問と位置づけ
られる。本講座では、主として土木構造物に分類されるダムやトンネル・橋
梁などの建設といった、とくに社会基盤事業にかかわる技術者に必要な地盤
工学（あるいは地質工学）の基礎と、それを応用する知識を養うことを目的
としている。
【到達目標】
1.土木構造物の基礎となる地盤について、その見方・考え方を習得する。
2.調査・設計・施工の各プロセスにおける地盤評価の重要性とその方法・内容
を理解する。
3.地盤に起因するトラブルについて、評論家の立場ではなく、一技術者とし
て倫理感や問題意識を持てるような思考力を培う。
4.基礎岩盤の支持力や斜面の安定対策の見識を深め、簡易な安定計算ができ
るようにする。
5.講義中に行う演習などによって、技術者としての文章表現力の基礎を習得
する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
地質情報概論（0.5回）は、学問領域における位置づけと、社会基盤事業との
かかわりを考える。
地質の基礎知識（1.5回)は、岩盤の種類と成因、地質年代と特徴、岩種から
の問題点のイメージを通じて、地質に対する理解を深める。
特別講義（2回）では、「地球の動き／地震」「原子力発電所の地震・津波対策」
を通じて、ジオロジカルエンジニアリングの最近の動向・トピックを紹介する。
地質調査・試験（1回）では、ボーリング、弾性波探査、原位置岩盤試験、地
盤の分類（1回）では岩盤の工学的分類法について理解を深める。
ダムと地質情報（2回）、トンネルと地質情報（2回）、構造物基礎と地質情報
（1回)では、重要な社会基盤事業であるダム、トンネル、橋梁の種類や施工方
法、地質情報との関係を講義するとともに、貴重な実際の建設記録をＤＶＤ
などで紹介し、理解を深める。
のり面と地質情報（2回）では、のり面の基本、設計方法、安定対策について
理解を深めるとともに、実際に安定計算を試行する。
地すべりと地質情報（1回）では、近年、ゲリラ豪雨や台風などによる災害が
多発している地すべり地形の特徴と見方について理解を深めるとともに、実
際に安定計算を試行する。
最終の講義では、上記14回の講義内容、演習、小論文に対する講評、解説も
行う。
授業形態は、原則スライドショーで行い、毎回演習を実施する。なお、演習
解答の提出を出欠の確認とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地質情報概論、地質の基

礎知識 (1)
社会基盤事業とジオロジ
カルエンジニアリングと
の関わりの理解と地質
の基礎知識を習得する。

ジオロジカルエンジニアリングの講
義内容、社会基盤事業とジオロジカ
ルエンジニアリングとの関係。岩盤
の種類と成因、年代と特徴、岩種か
らの問題点のイメージ。

2 地質の基礎知識 (2)
地質の基礎知識を習得
する。

岩盤の風化・変質、地質構造。

3 特別講義 (1)
「地球の動き／地震」の
解釈の歴史的変遷、現状
を理解する。

地震・活断層、津波、プレートテク
ニクス、地震予知。

4 地質調査・試験
代表的な地質調査・試験
方法について知識を深
める。

ボーリング、弾性波探査、原位置岩
盤試験。

5 地盤の分類（岩盤分類）
岩盤を定量的に区分する
方法について理解する。

岩盤分類法、海外の岩盤分類。

6 ダムと地質情報 (1)
ダムの設計と施工方法
を理解する。

ダムの種類、ダムの基礎処理。日本
で最も大きい黒部ダム施工事例。

7 ダムと地質情報 (2)
ダムの設計と施工方法
を理解する。

ダムの歴史的発展、ダムの安定計算
方法。

8 特別講義 (2)
「原子力発電所の地震・
津波対策について」最新
の現状を理解する。

原子力発電所の地震対策、津波対策、
再稼働方法。

9 トンネルと地質情報 (1)
トンネル・地下空洞の種
類と施工方法を理解す
る。

トンネル・地下空洞の種類、施工方
法、切羽前方探査。

10 トンネルと地質情報 (2)
トンネル・地下空洞の種
類と施工方法を理解す
る。

日本で最も長い青函トンネルと大規
模地下空洞である小丸川地下発電所
の施工事例。

11 構造物基礎と地質情報
橋梁の歴史的変遷と橋
梁基礎の安定性に関す
る考え方を理解する。

橋梁の種類と発展、橋梁基礎の安定
性に関わる施工事例。

12 のり面と地質情報 (1)
掘削のり面の基本と岩
盤の異方性を通じて安
定性を理解する。

掘削のり面の基本、岩盤の異方性と
のり面の安定性との関係。

13 のり面と地質情報 (2)
のり面の安定対策方法
と設計方法を習得する。

掘削のり面の安定対策、直線すべり
の安定計算。

14 地すべりと地質情報
地すべり地形の見方と安
定計算方法を習得する。
講義全般をまとめる。

地すべり地形の特徴と見方、円弧す
べりの安定計算。講義全般のキー
ワードの確認。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 教科書全体の通読、教科書1章地盤の地質の予習・復習
2. 教科書1章地盤の地質の予習・復習
3. 新聞や関連雑誌・ホームページなどの情報収集
4. 教科書2章地盤の調査と試験・分類の予習・復習
5. 教科書2章地盤の調査と試験・分類の予習・復習
6. 教科書3章ダムと地質調査の予習・復習
7. 教科書3章ダムと地質調査の予習・復習
8. 新聞や関連雑誌・ホームページなどの情報収集
9. 教科書4章トンネル・地下空洞と地盤地質の予習・復習
10.教科書4章トンネル・地下空洞と地盤地質の予習・復習
11.教科書6章基礎と地盤地質の予習・復習
12.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
13.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
14.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
改訂新版「建設工事と地盤地質」著者：古部浩・武藤　光・山本浩之・宇津
木慎司、発行所：古今書院を使用する。
【参考書】
必要に応じて指示する。
【成績評価の方法と基準】
毎回の講義で実施する演習問題(記述・作図・計算など)の提出により習得度を
評価し、その合計から評価点 (100点満点)を算出する。
合否の基準は、100-90点をS、89-87点をA+、86-83点をA、82-80点をA-、
79-77点をB+、76-73点をB、72-70点をB-、69-67点をC+、66-63点をC、
62-60点をC-とし合格とする。59-0点または欠席4回以上をD、未受講、採
点不能をEとし不合格とする。
期末試験は実施しないが、演習の習得度によりレポート提出を求める場合が
ある。
【学生の意見等からの気づき】
演習については、十分な時間を確保する。
【学生が準備すべき機器他】
三角関数付き電卓、目盛り付き三角定規、分度器を必携とする。
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【その他の重要事項】
現役の建設会社に勤務する博士（学術）、技術士（応用理学）の資格を有する
教員が、その経験と知識に則した地形・地質の観点から建設工事の着目点を
講義する。
【Outline (in English)】
Geological engineering is a discipline combining geology and civil
engineering. In this course, we will introduce the basic of geotechnics (or
geotechnical engineering) necessary for engineers involved in projects of
social infrastructure, such as construction of dams, tunnels and bridges,
which are mainly classified as civil engineering structures, and the
knowledge to apply them.
At the end of the course, students are expected that understand the
importance of ground evaluation in each process of survey, design and
construction, and its method and contents.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading will be decided based on evaluating by submitting exercises to
be conducted in each lecture. No final exam will be held.
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SEE100ND（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 100）

技術者倫理

北原　義典

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザイン工学技術者は、個人としての倫理こそ身につけているはず
であるが、専門家としての倫理も身につけることが求められる。本
講義は、科学技術に関わる倫理問題にはどんなものがあるか、また、
技術者がもつべき倫理についてケーススタディを交えながら体系的
に学ぶことを目的とする。特に、自分のデザインや技術が将来、社
会や環境に及ぼす影響を推察することの重要性を認識する。

【到達目標】
（１）デザイン工学の技術者がもつべき倫理の概念と重要事項を体系
的に理解する
（２）過去に起こった実事例から、内在する倫理問題を摘出する能力
を身につける
（３）技術者倫理に基づき情報デザイン、システムデザイン、環境デ
ザイン、安全建築設計等各分野の研究開発を推進できる技術を習得
する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
デザイン工学系技術者がもつべき倫理事項を、文化や歴史、政治や
経済、科学技術、自然環境など多角的な観点から、様々なケースス
タディを織り込みながら、学習していく。倫理に関する意識づけの
みならず、安全に関する具体的なスキルも併せて習得する。教科書
を軸に、質問を投げかけながら答えてもらう問答法的なアプローチ
で講義を進める。また、各回事前課題を課し、授業の初めに、課題
に対する解答例を示しフィードバックを行う。また、良い回答やコ
メントは授業内で紹介する。本年度については、対面講義を基本と
するが、大学の通達に従う。対面講義の場合は感染防止対策を施し
た教室で、オンライン講義の場合はZoomにより行う。詳細は学習
支援システムにアクセスし確認のこと。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究者・技術者の社

会的責任と倫理
研究者・技術者にとっての倫理
とは何かについて、どういう歴
史的経緯があるのか、技術者の
行動規範などについて学ぶ。さ
らに、倫理と法の関係について
も考える。

2 リスクマネジメント リスクとは何か、その大きさは
どうやって測るのか、スクマネ
ジメントはどう進めたらいいの
かなどについて学ぶ。

3 ヒューマンエラー ヒューマンエラーを知覚、認知、
社会行動等、ユーザ側要因の観
点から学び、精神論ではなく、
工学的・科学的観点に基づく
ヒューマンエラーの予防的・対
処的対策について考える。

4 説明責任・製造物責
任

社会に対して技術者の果たすべ
き説明責任について考える。ま
た、製品を開発する側に生じる
製造物責任の特徴や使う側との
関係などについて考える。

5 技術情報と知的財産
の保護

まず、技術情報とは何かを知る。
創出したアイデアや技術、デザ
インを守る知財権保護制度につ
いて学ぶ。さらに、特許の対象
についても学習する。

6 化学倫理 化学物質、化学技術、ナノテク
ノロジーへの期待とリスク、お
よびその倫理について考える。
さらに、放射性物質のリスクと
取り扱いについても学ぶ。

7 生命倫理 ゲノム解析・遺伝子操作、ク
ローン技術等における倫理を通
し、生命や生死に対しどう関わ
るべきかについて考える。

8 ユニバーサルデザイ
ン

バリアフリーからユニバーサル
デザインへの流れについて知る。
さらに、ユーザエクスペリエン
ス設計について学ぶ。

9 情報ネットワーク社
会と倫理

個人情報漏えい、ネットワーク
犯罪、ソーシャルメディアでの
トラブル等、情報化社会におけ
る様々な倫理問題について学ぶ。

10 ロボット・人工知能
等新技術と倫理

ロボット、人工知能、ビッグデー
タ、個人認証、AR等、情報新技
術に関わる倫理について考える。

11 環境保全と倫理 環境・資源問題、エネルギー問
題、さらに、環境保全に対する
技術者取り組みについて考える。

12 デザイン工学におけ
る倫理

デザイン工学専攻学生が就き得
る職業とその倫理について考え
る。

13 多様性社会と技術者
倫理

科学技術の進展によりクローズ
アップされてきた人権問題、社
会のグローバル化、科学的と見
せかけて実は科学論理的根拠が
ないいわゆる疑似科学等につい
て、倫理の側面から考える。

14 技術者倫理の諸課題 ユニバーサルデザインにおいて
生じるコンフリクトなど倫理に
関して残されている諸課題につ
いて考える。また、各人の理解
度測定も行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容を事前に確認し、教科者掲載ケーススタディを読んで
おくこと。毎回の講義についての予習・復習時間は4時間ずつを標
準とする。
Review the syllabus contents and read the case studies
published by the subject in advance. The standard preparation
and review time for each lecture is 4 hours each.

【テキスト（教科書）】
北原義典「はじめての技術者倫理」講談社　を使用。その章立てに
したがって進めるので、毎回持参のこと。その他、学習支援システ
ムにアップされた資料を書き込み用に持参してもらうもしくはpdf
参照してもらう場合もある。
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【参考書】
中村昌允「技術者倫理とリスクマネジメント」　オーム社
林真理、宮澤健二、小野幸子「技術者の倫理」　コロナ社　　など

【成績評価の方法と基準】
技術者倫理の習得度に関する期末試験点数（80点）と平常の講義取
り組み姿勢（20点）の合計をもって評価点とする。授業の取り組み
姿勢とは、主に授業中の発言の活発さを指す。合計評価点60点以上
を合格とする。ただし、出席率が70％以上であることを評価前提条
件とする。
The evaluation points will be the sum of the final exam score
(80 points) on the mastery level of ethics for engineers and the
usual attitude toward the lecture (20 points). Attitude toward
the class mainly refers to the degree to which students are
active in speaking up during class. A total of 60 points or more
is required to pass the course. Attendance rate of 70% or more
is a prerequisite for evaluation.

【学生の意見等からの気づき】
ケーススタディについては、「具体的な事例を知ることができてよ
い」「非常に考えさせられる」など好評であり、今後も、引き続き、
各回ケーススタディを採り上げつつ講義を進める。

【学生が準備すべき機器他】
本年度、基本は対面授業ですが、全学的にオンライン講義実施との
通達があった場合には、Zoomを利用するため、PCもしくはスマー
トフォンを準備し、開講日時にアクセス、入室してください。また、
連絡事項や資料は学習支援システムにアクセスし確認のこと。

【その他の重要事項】
討論を重視するため、必ず出席し、積極的発言をすることが大切。な
お、本講義の担当教員は、33年にわたる企業での実務経験をもち、
その経験からの倫理問題も紹介する。

【Outline (in English)】
Every design engineer must acquire ethics that reflects not
only their position as an individual but also as an expert in
the field. In this course, we study ethical issues concerning
technology with case studies, understanding ethical attitudes
that engineers should come to systematically incorporate in
their workflow.
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CUA100NA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 100）

文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の

方法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時

代ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問
領域との方法論的な特徴の差異を確
認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、そ
れに適応して暮らす人々の生活の多
様性を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知
り、その役割を考える。また、われ
われの身の回りにある儀礼的行為と
のつながりを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、
宗教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医
療との関係を学び、人が癒されると
はどういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にま
つわる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつ
わる現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さ
まざまな社会関係を包括して理解す
る視座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる
今日的な状況における「文化」とは
何かを考える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを
深く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの
説明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

CUA100NA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 100）

文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の

方法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時

代ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問
領域との方法論的な特徴の差異を確
認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、そ
れに適応して暮らす人々の生活の多
様性を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知
り、その役割を考える。また、われ
われの身の回りにある儀礼的行為と
のつながりを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、
宗教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医
療との関係を学び、人が癒されると
はどういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にま
つわる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつ
わる現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さ
まざまな社会関係を包括して理解す
る視座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる
今日的な状況における「文化」とは
何かを考える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを
深く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの
説明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

CUA100NA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 100）

文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の

方法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時

代ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問
領域との方法論的な特徴の差異を確
認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、そ
れに適応して暮らす人々の生活の多
様性を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知
り、その役割を考える。また、われ
われの身の回りにある儀礼的行為と
のつながりを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、
宗教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医
療との関係を学び、人が癒されると
はどういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にま
つわる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつ
わる現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さ
まざまな社会関係を包括して理解す
る視座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる
今日的な状況における「文化」とは
何かを考える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを
深く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの
説明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、
都市デザインの対象領域、分野、内容
をどのように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都
市デザインを進める上での課題につ
いて、対象を類型化しつつ、事例を
交えて紹介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組み
を見ていく。一つ目は国内で進めら
れた創造型ともいうべき類型につい
て、方法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用など
を基軸にした取り組みについて、方
向と成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知っ
ておくべき事柄、事例等を整理分類
して紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味
を持つ事業手法の観点から、手法説
明と都市デザインとの相関について
講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え
方について考え、課題に応じてそれ
を図化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる
計画技法を学ぶとともに、景観誘導
の内容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地にお
ける都市デザインの可能性や役割を
考え、課題に応じてその展開方向を
図化する技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実
の空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められ
る拠点整備における都市デザインに
ついて、課題に応じて図をもって提
案する技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのい
ずれかをPCを用いてデジタル化す
る。イラストレーターの使い方を学
ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチを
デジタル化するとともに、PC上で一
層の書き込みを行いフィニッシュさ
せる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デ
ザインの歴史、課題、状況そして今
後の展望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、
都市デザインの対象領域、分野、内容
をどのように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都
市デザインを進める上での課題につ
いて、対象を類型化しつつ、事例を
交えて紹介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組み
を見ていく。一つ目は国内で進めら
れた創造型ともいうべき類型につい
て、方法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用など
を基軸にした取り組みについて、方
向と成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知っ
ておくべき事柄、事例等を整理分類
して紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味
を持つ事業手法の観点から、手法説
明と都市デザインとの相関について
講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え
方について考え、課題に応じてそれ
を図化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる
計画技法を学ぶとともに、景観誘導
の内容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地にお
ける都市デザインの可能性や役割を
考え、課題に応じてその展開方向を
図化する技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実
の空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められ
る拠点整備における都市デザインに
ついて、課題に応じて図をもって提
案する技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのい
ずれかをPCを用いてデジタル化す
る。イラストレーターの使い方を学
ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチを
デジタル化するとともに、PC上で一
層の書き込みを行いフィニッシュさ
せる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デ
ザインの歴史、課題、状況そして今
後の展望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、
都市デザインの対象領域、分野、内容
をどのように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都
市デザインを進める上での課題につ
いて、対象を類型化しつつ、事例を
交えて紹介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組み
を見ていく。一つ目は国内で進めら
れた創造型ともいうべき類型につい
て、方法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用など
を基軸にした取り組みについて、方
向と成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知っ
ておくべき事柄、事例等を整理分類
して紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味
を持つ事業手法の観点から、手法説
明と都市デザインとの相関について
講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え
方について考え、課題に応じてそれ
を図化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる
計画技法を学ぶとともに、景観誘導
の内容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地にお
ける都市デザインの可能性や役割を
考え、課題に応じてその展開方向を
図化する技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実
の空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められ
る拠点整備における都市デザインに
ついて、課題に応じて図をもって提
案する技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのい
ずれかをPCを用いてデジタル化す
る。イラストレーターの使い方を学
ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチを
デジタル化するとともに、PC上で一
層の書き込みを行いフィニッシュさ
せる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デ
ザインの歴史、課題、状況そして今
後の展望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多

数で選抜が必要な場合小課題を課し、
その結果をもって受講継続の可否を
判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその
内部空間の計画・設計とし、各自で
行う。これに向けた視点等を教員よ
り説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設
計の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階
まで進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につ
いて発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱う
ものとし、地区再編の考え方整理か
ら具体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の
役割などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエス
キスを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指

導を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により

指導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を

受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など

【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多

数で選抜が必要な場合小課題を課し、
その結果をもって受講継続の可否を
判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその
内部空間の計画・設計とし、各自で
行う。これに向けた視点等を教員よ
り説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設
計の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階
まで進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につ
いて発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱う
ものとし、地区再編の考え方整理か
ら具体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の
役割などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエス
キスを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指

導を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により

指導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を

受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多

数で選抜が必要な場合小課題を課し、
その結果をもって受講継続の可否を
判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその
内部空間の計画・設計とし、各自で
行う。これに向けた視点等を教員よ
り説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設
計の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階
まで進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につ
いて発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱う
ものとし、地区再編の考え方整理か
ら具体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の
役割などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエス
キスを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指

導を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により

指導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を

受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築生理心理１

川久保　俊

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築物は我々にとって重要な生活基盤、社会インフラである。特に住宅建築
物は、我々の安全を守り、休息する場を提供し、子孫を育む重要な生活の場
である。建築に関わる全ての関係者は、建築物を利用する側の「人」の立場
から建物との関わりを捉え、建築物に「住まう」ために要求される各種条件
を本質的に理解しておくことが必要である。そこで、本授業では住環境の概
念、住居の備えるべき各種条件、居住者としての身体特性、身体の各部位の
役割などを紹介し、建築生理心理の基礎を学習する。
【到達目標】
・住居が備えるべき諸条件を学ぶ。
・我々の人体反応の基礎を習得する。
・住環境が様々な場面で人体に影響を及ぼすことを学ぶ。
・居住者の健康を維持増進する上で、住環境を適切に整備することが重要であ
ることを理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では建築環境工学のうち、生理心理に係る事項を学習する。講義は
Powerpoint等で作成した資料を利用して進める。講義内容や課題に対する質
問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入 講義の設置目的、到達目標、概要の

紹介
2 環境の分類、住環境の概

念
環境の分類と住環境の概念整理。住
環境の構成要素

3 都市・地域環境とその評
価

住宅を取り巻く周辺環境の整備の意
義。都市・地域環境の評価

4 住居の備えるべき条件
（0）

伝統的住居に施された生活の工夫。
住居が備えるべき各種要件の概要の
理解

5 住居の備えるべき条件
（1）－「安全性」

日常安全（防犯、交通安全、生活安
全など）

6 住居の備えるべき条件
（1）－「安全性（続）」

災害安全（火災、風水害、地震など）
公害防止、伝染病防止、自然環境の
担保（通風、採光など）

7 住居の備えるべき条件
（2）－「健康性」

WHOによる健康の定義、シックハ
ウス問題、アスベスト問題、ヒート
ショック問題

8 住居の備えるべき条件
（2）－「健康性（続）」

自宅の健康性評価。各種疾病の有病
割合。オッズ比

9 住居の備えるべき条件
（3）－「利便性」

日常生活利便性、施設利便性、交通
利便性、社会サービス利便性

10 住居の備えるべき条件
（4）－「快適性」

適切な環境制御。光環境、音環境、
空気環境、温熱環境

11 住居の備えるべき条件
（4）－「快適性（続）」

非定常汚染質濃度、非定常室内温度
の計算

12 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性」

環境／社会／経済のトリプルボトム
ライン、世代間倫理、持続可能性の
評価

13 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性
（続）」

環境配慮技術、サステナブルデザイン

14 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性
（続）」

持続可能な開発目標（SDGs）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義の中で膨大な数のキーワードに触れるため、帰宅後その内容を頭の中
で整理、消化し、次回の講義までに復習をしてくること。また、講義中に重
要な部分については計算問題やレポートを課すので、期末テストに備えて十
分に応用能力を養っておくこと。なお、本授業の準備学習・復習時間は、各2
時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。
参考書を複数例示するので、自身に合う参考書を入手して適宜予習・復習す
ることをお勧めする。
【参考書】
「住環境-評価方法と理論」浅見泰司他（東京大学出版会）。
「建築環境工学」加藤信介、土田義郎、大岡龍三（彰国社）。
「しくみがわかる建築環境工学: 基礎から計画・制御まで」上野佳奈子、鍵直
樹、白石靖幸、高口洋人、中野淳太、望月悦子。
「からだの地図帳」高橋長雄（講談社）。
「形と比例」岩中徳次郎（美術出版）。
「驚異の小宇宙・人体Ⅱ，脳と心」NHK取材班（NHK出版）。
「見えない空間性能」荒木睦彦（彰国社）。
「やさしい美術解剖図」J・シェパード（マール社）。
「心理学雑学事典」渋谷昌三（日本実業出版社）。
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【Outline (in English)】
Course outline: Buildings are important infrastructure for us.
Residential buildings, in particular, are important places of life that
protect our safety, provide places to rest, and nurture our descendants.
It is necessary for all parties involved in the construction to understand
the relationship with the building from the standpoint of the people
who use the building, and to have an essential understanding of the
various conditions required to "live in" the building. Therefore, this class
introduces the concept of the living environment, various conditions
that a house should have, physical characteristics as a resident, roles of
each part of the body, etc., and learns the basis of building physiological
psychology.
Learning Objectives: 1) To study the conditions under which a dwelling
house should be equipped, 2) To learn the basics of how the human
body reacts to the environment, 3) To understand that the living
environment affects the human body in various ways, 4) To understand
the importance of an appropriate living environment in maintaining and
improving the health of the residents.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

設備デザイン基礎

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　適切な建築設備を計画することは，居住者の快適性や健康性を確保する上
でも，省エネルギーを考慮することでも重要なことである。つまり，建築設
備の計画は人間の快適性と地球環境への配慮とも併せて学習することである。
建築設備の内容は，給排水衛生設備・換気設備・空気調和設備・電気設備の多
岐にわたり，与えられた条件に応じて適切な設備システム・機器を選定する
ことができるようになることを目標として授業中に演習を行う。
【到達目標】
１）建築設備が居住者の快適性・健康性に果たす役割を理解する。
２）電気，空気調和，給排水の各設備分野の果たす役割を理解する。
３）建築設備が住宅のエネルギー消費量に大きく関係していることを理解する。
４）住宅の設備図面を一通り読み書きできるようにする。
５）与えられた条件に応じて適切な設備システム・設備機器の選定ができる
ようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
　2階建ての住宅をサンプルとして設備を選定し、設備図を描く演習を行う。
設備図面等の関連資料は授業開始時に配布するので遅刻しないこと。また、講
義中の演習が非常に重要なので体調不良等のやむを得ない場合を除いて欠席
や遅刻をしないよう注意すること。
　毎回の終了時，教員あるいはＴＡに演習の進行状況をチェックしてもらう
こと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス 設備設計に用いる意匠図の書き方と

設備設計図の関係
2回 電気設備 (1) 電気設備の基礎、電気設備の記号
3回 電気設備 (2) 幹線計画、分電盤計画
4回 電気設備 (3) 照明計画、コンセント計画
5回 電気設備 (4) 電気設備図の作成
6回 給排水設備 (1) 排水設備の記号、排水方式、排水計

画、ビルの給排水設備
7回 給排水設備 (2) 給水配管計画、給湯配管計画、ガス

配管計画
8回 給排水設備 (3) 排水配管計画、下水菅、雨水管
9回 空調設備 (1) 冷暖房設備、ビルの空調設備
10回 空調設備 (2) 換気計画、全熱交換器の選定、ダク

ト計画
11回 空調設備 (3) 暖冷房設備の記号、床暖房の方式、

エアコン容量の選定
12回 設計図書作成 全ての設備仕様と設備図面を一式の

設計図書にまとめる
13回 住宅のエネルギー使用

特性
日本の住宅エネルギー事情、地域特
性、トップランナー基準

14回 プレゼンテーションと
講評

これまでの学習事項の総復習を行い，
各自の設備設計についてプレゼン
テーションを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本講義では身近な住宅設備を題材にしているため，予め自宅の設備やなじ
みのある建物の設備を調査するなど，積極的な予習を期待する。
　テキスト以外に必要な使用機器類（例えば電気照明設備計画では使用する
照明機器類）のカタログや仕様などの情報を主体的に入手するなどの準備が
必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
適宜、資料を配布する。
【参考書】
『建築家のための住宅設備設計ノート』知久昭夫（鹿島出版会）

『図解建築設備』武田仁（森北出版）
『建築設備第二版』大塚雅之他（市ヶ谷出版）
「住まいの屋内配線設計入門」遠藤雄次（オーム社）
「考え方・進め方建築設備設計」柿沼整三他（オーム社）
「建築設備設計図の描きかた」出和生他（彰国社）
「設備から考える住宅の設計」真鍋恒博他（彰国社）
「建築設備デザイン設計図の基礎と実際」高槻眞佐子他（技術書院）
「だれにもわかる空調・衛生設備図面の見方・かき方」戸崎重弘他（オーム社）
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、機器選定、図面演習等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30
～50%）とプレゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。時限
中の演習を行い，欠席と遅刻の合計回数が5回になった者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
紙図面製作のみでなく，ＰＣを用いた表現をも取り入れる。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC、タブレットPC等を持参すると設計に用いる機器類の情報を得る
のには便利である。
【Outline (in English)】
Planning appropriate building facilities is essential to ensure occupants’
comfort and health and consider energy conservation. The contents
of building facilities include water supply, drainage, sanitation,
ventilation, air-conditioning, and electrical equipment. Students will
practice selecting appropriate facility systems and equipment in class
according to given conditions.
Through this class, students will be able to:
(1) Understand building facilities’ role in occupant comfort and health.
(2) Understand the roles of electrical, air conditioning, and plumbing
systems.
(3) Understand that building equipment is significantly related to the
energy consumption of a house.
(4) Read and write a series of equipment drawings of a house.
(5) Select appropriate facility systems and equipment according to the
given conditions.
Students are expected to actively prepare for the lecture by investigat-
ing the facilities in their homes and familiar buildings in advance. In
addition to the textbook, you must prepare for the course by obtaining
information such as catalogs and specifications of essential equipment.
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
Drawing exercises will be conducted during the period and submitted
each time. The student will be judged comprehensively based on each
exercise (30-50%) and presentation (50-70%). Since exercises will be
performed during the period and assignments will not be taken home as
a rule, those whose total absences and tardies reach five times will not
be evaluated.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

デザインケーススタディ

土屋　雅人、大西　景太、SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザインケーススタディは、一部演習を交えた講義形式の授業とな
ります。
授業は３部構成となり、３名の教員が交代で行います。
本授業では、複雑化するデザインの開発領域において、実際の製品
やサービスの事例を挙げながら、今日のデザインの社会的意義(デザ
インファンクション)、技術と社会との関係（デザインインターセク
ション）、および市場ニーズの分析手法(デザインマーケティング)を
学びます。
第一部:デザインファンクション
第二部:デザインインターセクション
第二部:デザインマーケティング

【到達目標】
デザインファンクションおよびデザインインターセクション、デザ
インマーケティングの開発手法、開発理念に関する知識と今後のデ
ザインのあり方を考察する能力を習得できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」、「DP2」、「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
本講義は対面を基本に行います。
講義全体は三部構成となり、第一部は１回目より５回目、第二部は
６回目から９回目、第三部は10回目から14回目の講義となります。
1回目はガイダンスが含まれます。
それぞれの講義概要は次の通りです。
第一部:デザインファンクションでは、今日のデザインが社会に与え
る役割、働き、価値などを、様々なデザイン領域の事例を通して解
説し、その意義を学びます。
第二部：デザインインターセクションでは、技術変革と社会変動が
デザインの創作/活用/評価にどのような影響を与え、議論を起こしな
がら相互発展してきたかについて解説し、その意義や使い方につい
て学びます。
第三部:デザインマーケティングでは、デザイン開発に求められる
ユーザーニーズの分析手法として、多変量解析を用いた主観評価手
法を事例を通して学習し、マーケット分析方法とコンセプトプラン
ニングを学びます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

グラフィックデザ
イン１
大西景太

この授業の要点、注意事項の説
明をします。
広告、ブランディングなどのグ
ラフィックデザインの実例を解
説します。

2 グラフィックデザ
イン２
大西景太

新しいグラフィック表現の開発
とその活用例を解説します。

3 タイムベースドデザ
イン１
大西景太

CM、MV、TVコンテンツなど
映像デザインの事例を解説しま
す。

4 タイムベースドデザ
イン２
大西景太

AR、VR、MRに関するデザイ
ン事例を解説します。

5 タイムベースドデザ
イン３
大西景太

webやアプリ、展示空間などノ
ンリニア映像の事例を解説しま
す。

6 デザインとテクノロ
ジー１
ソンヨンア教授

AIが生成する創作物について最
新事例を解説します。

7 デザインとテクノロ
ジー２
ソンヨンア教授

インタフェースや分析ツールの
変革が影響を与えたデザイン史
について解説します。

8 デザインと社会１
ソンヨンア教授

Technocracyの概念を紹介し、
Speculative Designなど技術と
未来社会との関係を問うデザイ
ン分野について解説します。

9 デザインと社会２
ソンヨンア教授

持続可能性、共生社会に向けた
デザインの事例を解説します。

10 感性価値、ニーズ
分析１
土屋雅人教授

価値の多様性とユーザーニーズ
を学習します。

11 ニーズ分析２
土屋雅人教授

身近な商品を題材としたニーズ
分析、商品地図法を学びます。

12 ニーズ分析３
土屋雅人教授

多変量解析（クラスター分析）
を学びます。

13 ニーズ分析４
土屋雅人教授

多変量解析（主成分分析）を学
びます。

14 ニーズ分析５
土屋雅人教授

多変量解析（クラスター分析、
主成分分析）を組み合わせた
ニーズ分析を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
「デザインファンクション」「デザインインターセクション」「デザイ
ンマーケティング」の講義の中核は、デザイン活動が社会に与える
役割や創造活動への貢献であり、デザインシンキングの視点から多
面的な学習を行ってください。
授業内容の理解を促す課題（レポート等）には、指示に従って提出
してください。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示します。

【参考書】
授業内で適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。5回以上欠席お
よび連続3回欠席の受講生は成績評価対象外となります。
遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります（ただし正当な理由がある場
合は欠席・遅刻ともその限りではない）。
成績は平常点３０％、課題４０％、試験３０％です。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容をよく理解するためにも、参考図書、資料等の紹介を行う。

【学生が準備すべき機器他】
「第三部:デザインマーケティング」(担当土屋)ではノートPCを使い
ますので、必ず持参してください。
その他、ノートPC（Windows10）を用いる箇所がありますので、教
員の指示に従ってください。

【Outline (in English)】
In this class, we will study the social significance of design
(Design Function), the relationship between technology and
society (Design Intersection) and the analysis method of
market needs (Design Marketing), while giving examples
of actual products and services in the complicated design
development.

— 54 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

Part 1: Design Function
Part 2: Design Intersection
Part 3: Design Marketing
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to write reports.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:30%, Short report:40%, Term-end exami-
nation:30%.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

プロダクトデザイン理論

安積　伸

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、プロダクトデザイン（以下PD）の創造性にとって重点な要件
の基礎理論を学ぶことが出来る。
人間の創造行為としてのPDの歴史認識、社会的意義、デザインと機能の関係、
PDと人間工学、PDに多く使用される素材と製造技術などを学習し、デザイ
ンと工学の関連性を理解することができる。
【到達目標】
インダストリアルデザインの近代～今日までの文化的文脈を理解する。
プロダクトデザイン開発プロセス概要の理解。PD企画の理解。PDの形状・
造形の理解。PDと素材、素材表面処理の理解。PDの量産、小ロット生産技
術概要の理解を目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連。
【授業の進め方と方法】
AB期１４回（金曜日5限）
講義ノートを必ずとる事。
プロダクトデザインと基礎技術：
PD設計に必要な製品製造工法、素材、素材表面処理技術に関して学ぶ事が出
来ます。
プロダクトデザインの基礎歴史的文脈：
現代のプロダクデザインが成立するまでの近代デザインの歴史の文脈を学ぶ
ことが出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス プロダクトデザインとは何か
2 デザイン・建築・現代美

術史　概論
デザインの黎明から現在までを俯瞰
する

3 家具のデザイン　① 家具デザインの歴史
4 家具のデザイン　② 家具デザインを支える技術
5 生活機器のデザイン　① 生活のためのデザイン
6 生活機器のデザイン　② 地場産業・伝統技術とデザイン
7 工業製品のデザイン　① 工業デザインの歴史
8 工業製品のデザイン　② 工業生産の素材と技術
9 歴史文化の文脈とデザ

イン　①
地域のためのデザイン

10 歴史文化の文脈とデザ
イン　②

日本人のためのデザイン

11 人間とデザイン　① 人間のためのデザイン
12 人間とデザイン　② デザインの価値・デザインの意味
13 プロダクトデザインの

隣接領域　①
工芸とデザイン

14 プロダクトデザインの
隣接領域　②

現代美術とデザイン

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義ノートを取り、内容について復習する
2週に1回、課題レポートの提出を求める
課題に要する時間は2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義進捗に合わせ適宜授業参考資料を配布する。
【参考書】
「もの」はどのようにつくられているのか？、Chris Lefteri著、オライリー
ジャパン
心を動かすデザインの秘密、荷方邦夫著、実務教育出版
プロダクトデザイン101のアイデア、スン・ジャン　マシュー・フレデリッ
ク著、フィルムアート社
世界デザイン史、安倍公正監修、美術出版社
他
【成績評価の方法と基準】
講義全体で4回以上の欠席および連続3回欠席の受講生は成績評価対象外とな
ります。
遅刻は 2回で 1回の欠席扱いとなります。欠席一回につきー 4点、遅刻-2点
（ただし正当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。）
評価；　出席（40%）レポート課題（60%)  
【学生の意見等からの気づき】
説明をよりゆっくりと進める

【その他の重要事項】
英国、日本でプロダクトデザイン実務経験のある教員が、その経験を生かし
てプロダクトデザイン全般の文化的文脈基礎知識及び製造の基本技術を講義
する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, students will learn the basic theory behind fundamental
requirements in Product Design and creativity.
【Learning Objectives】
The aims of this course are the following:
- Understanding the cultural context of industrial design from modern
times to today.
- Understanding the overview of the product design development
process.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be required to submit an assignment report every two
weeks. The standard time required for the homework is approximately
two hours.
【Grading Criteria /Policy】
Grading Evaluation: Attendance (40%), Report assignment (60%)
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MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカニカルデザイン

山田　泰之

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物体と物体の動きの関係性を定める機構（メカニズム）に焦点をあて、それ
らのメカニズムを利用したメカニカルシステムを、材料特性、加工、生産性
などの多角的視点により具体化させるための基礎的，応用的知識と実践方法
を学ぶ。
【到達目標】
1)基本的な機械の機構（メカニズム）が理解できる．
2)メカニカルデザインを具体化するために必要は材料，加工法等の実設計に
ついて理解できる．
3)1)と2)の学修を通じて、機械の機構を企画・設計（デザイン）する手法の
基礎を理解し、応用できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
動きをともなうあらゆる製品には「機構（メカニズム）」が存在する．機構は
製品を企画・設計（デザイン）するにあたり，エンジニアはもちろん、デザイ
ナも理解しておかなければならない重要な要素である．本講義では，リンク
機構，カム機構，伝動装置，歯車，流体駆動，ロボットなど，主なメカニズム
の基礎と，その具体化にかかわる材料や加工法の選定などを含めたメカニカ
ルデザイン全般について学ぶ．講義は対面を主体に実施するが，状況をみて
オンラインやコンテンツ配信なども併用する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに ・機械設計とは何か，身近な機械機

構，材料と加工法の事例紹介
第2回 設計基礎 図面とCADを用いた機械設計と設計

プロセス
第3回 機械要素 機械要素や規格品の活用（締結要素

や材料規格）
第4回 機械要素 構造と材料の選定について

機械要素：ギヤ
第5回 伝達機構 様々な伝達機構や，柔軟伝達機構に

ついて説明する．
第6回 カム機構

リンク機構
・カム機構
・リンク機構、緩衝装置

第7回 液体伝達機構 液体伝達要素を利用したメカニカル
デザイン

第8回 アクチュエータ
中間課題

アクチュエータのメカニカルデザイ
ンについて紹介する．
中間課題

第9回 材料 様々な材料を利用したメカニカルデ
ザイン

第10回 構造 機械の様々な構造
第11回 機械加工・工具 様々な部品の機械加工方法や道具の

紹介
第12回 移動機構 移動機構のメカニカルデザインにつ

いて紹介する．
第13回 応用的なメカニカルデ

ザイン
応用的なメカニカルデザインについ
て紹介する．

第14回 期末課題 期末課題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1)シラバスの内容を事前に確認する
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
必要な教材，資料は随時で紹介する．
参考図書の機構学（ISBN-13: 978-4627668911）は，
学内あるいはVPN接続により，電子書籍で閲覧可能です．
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/hosei_u/bookdetail/p/KP00031635/
参考図書の基礎機械材料は図書館にあります．
【参考書】
1)機構学　 ISBN-13: 978-4627668911
2）基礎機械材料　 ISBN-13: 978-4563069216

【成績評価の方法と基準】
平常点・確認小テスト（30％）
課題提出と期末テストにより（70％）

により総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
学習内容が，「実際にどのような商品や製品に応用され活用されているのかが，
イメージできない」との指摘があった．事例紹介を増やし，学習内容と実社
会で利用されている技術の関連付けを明確にしながら説明するよう心がける．
【Outline (in English)】
The theme of this course is to apply basic principles of geometry
and general mechanics to various mechanical problems. Students
will solve problems by modeling motion phenomena using simulation
software and visualization techniques. Through the above process, they
will understand the basics of methods for designing highly functional
mechanisms through lectures and practical training. Before/after
each class meeting, students will be expected to spend two hours to
understand the course content
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

デザイン・バックキャスティング

松山　祥樹

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
問題解決や価値創造といった社会に対するデザインの役割は近年さ
らなる拡大を見せ、取り扱われるテーマや求められるアプローチも、
その複雑性を増しています。
本授業では、日常生活での課題や環境問題などに加え、ジェンダー
や人種に関する人権問題や、貧困や教育における社会格差など様々
な事例を取り扱いながら、より良い未来に向けた問題解決のための
デザインの在り方を学びます。
一律に何が正しいと定義できない複雑なテーマに対し、あらゆる人々
や物事に与える影響を考慮・検討しながら価値創出を模索する過程
を通し、多角的な視点から物事の本質を見極め、解決に導く力を養
います。

【到達目標】
本授業では、グループワークを通し、リサーチ、問題定義、解決提
案とその具体化までを行う。
それぞれの提案は、プロセスからアプトプットまでを１冊の本の形
式に美しくまとめることで、自身の考えや提案を正しく魅力的に伝
え、共感を導くツールにまで仕上げることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
第一課題では、共通のテーマに対しグループワークでの提案を行い
ます。第二課題ではそれぞれのグループごとに課題選定を行い、そ
の解決提案を行います。
各課題のプレゼンテーションの後、講義時間内にて講評によるフィー
ドバックを行います。またディスカッションの時間を設けることで、
設定したテーマや提案に対しての考察を深めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体ガイダンス

講義
グループ分け
第１課題説明　 (グ
ループワーク)

全体概要の説明
講義 (SDGsとは、関連するデザ
イン事例)
アイスブレイク
第1課題　概要説明
提案検討

2 第１課題
プレゼンテーション
ディスカッション
講義
第2課題　概要説明
(グループワーク)

第1課題　チームごとによる提
案発表
第1課題に関するディスカッ
ション
講義 (ジェンダー、人権に関連す
るデザイン事例)
第２課題　概要説明
テーマ決定
リサーチ計画検討

3 第２課題中間共有
リサーチまとめ、提
案内容検討
講義

テーマ及びリサーチ状況の共有
講義 (貧困、衛生に関連するデザ
イン事例)
第２課題　
リサーチ内容まとめ

4 第２課題　リサーチ
内容の中間プレゼン
テーション
ディスカッション
講義

第２課題　チームごとによる中
間発表
ディスカッション
講義 (環境、資源に関連するデザ
イン事例)

5 第２課題　
進捗共有とディス
カッション
試作やプロトの確認
講義

進捗共有とディスカッション
調査計画の立案（視察、インタ
ビュー、デスクリサーチ）
試作及び実験計画の確認
講義 (メッセージの訴求や発信に
関連するデザイン事例)

6 第２課題　
進捗共有とディス
カッション
試作やプロトの確認
講義

進捗共有（調査及び試作、実験
状況）
提案ブラッシュアップ作業
アウトプット計画の立案

7 第２課題
最終プレゼンテー
ション
総評

第２課題　
最終提案発表
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内にまとまりきらない作業は、時間外で自主的に行っても
らいます。
日常生活を注意深く観察し、暮らしの不便や困りごとを見出すこと
に加え、自身とは違う環境や価値観の人々、世界で起きている出来
事やニュースについても積極的に情報収集し、見識や考察を深めて
下さい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「Design as an Attitude -姿勢としてのデザイン-」　アリス・ロー
ソーン (著),石原薫 (翻訳)フィルムアート社

【参考書】
授業内で必要に応じ適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
授業参加度の平常点評価を30点、課題プレゼンテーション内容を40
点、最終成果物を30点とした計100点満点で評価する。
総合点が９０点以上をA+、９０点未満８０点以上をA、８０点未満
７０点以上をB、７０点未満６０点以上をC、６０点未満をDとする。
ただし、１点でも提出レポートが欠けている者はDとする。
１コマ欠席- 10点、遅刻- 5点。ただし、５コマ以上欠席した者は
Dとする。
（なお、病欠、忌引き、SSI大会、公式練習等は欠席対象から除外、
ただし当該証明書を提出する事。）

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
提案作成及びプレゼンテーションに必要なソフトウエアを各自のPC
に入れておく。

【その他の重要事項】
プロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な
知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】
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The role of design in society has been expanding further
in recent years, and the problems and approaches which
designers deal with have become complex.This course teaches
how design can be used to solve problems for a better future.
Various themes are used in this course that cannot be defined
as being right : daily-life problems, discrimination and human
rights related to gender and race, and social disparities in
poverty and education.
In Design Backcasting, you develop your ability of identifying
complex problems by design considering the impact on people
and societies from multiple perspectives.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be asked to work independently outside of class
time on tasks that cannot be completed within the class time.
The standard preparation time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
The evaluation is based on a total of 100 points, consisting of
30 points for the normal assessment of class participation, 40
points for the content of the assignment presentation and 30
points for the final product.
A+ for a total score of 90 or more points, A for 80 or more points
below 90, B for 70 or more points below 80, C for 60 or more
points below 70 and D for 60 or more points below 60.
Absence from one class - 10 points, tardiness - 5 points.
However, a D is given to students who are absent for more than
five sessions.
(Sickness, bereavement, SSI competitions, official practices,
etc. are excluded from absences, but the relevant certificate
must be submitted.)
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

サービスＵＸデザイン

平田　昌大

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人々の価値観の多様化、技術の発展などを背景に、製品・サービスに
求められる価値はより複雑多様化している。｢サービスデザイン｣と
は、そういった製品・サービス (または取り組み)を開発するために、
テクノロジー・クリエイティブ・ビジネスを包含した総合的な視点
でアプローチするデザイン領域である。本授業では、顧客体験(UX)
を重点とした新規サービスの企画を行い、調査からアイデア発想、プ
ロトタイプ、プレゼンテーションまでの一連の過程のなかで、サー
ビスデザインの基本的な視座を獲得する。
今年度は「Intrinsic Motivation(内発的動機)」をテーマに、自身の
興味関心のある領域を基軸としたサービスを企画し、投資家へのプ
レゼンテーションを想定した演習課題を行う。

【到達目標】
- テーマ課題を通して、基本的なサービスデザインプロセスを学び、
考案したサービスを第三者へ魅力的に伝えることを目標とする。
- 成果物として、考案したサービスのプレゼンテーション及びプロ
トタイプの制作を行う。なお、UI(アプリケーションやウェブサイ
トなど)は必須ではないが、授業内でUIデザインの基礎について触
れる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
原則としてチーム制作（受講人数により1チーム3～5名程度）とす
る。課題制作とその指導を行う演習を中心とし、必要に応じて関連
する知識や方法を伝えるための講義を行う。課題制作の進捗に合わ
せて、プレゼンテーションや内容に対するフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体説明 ・全体概要の説明 (本授業の目

的・意義・スコープ)
・講義 (｢サービスデザイン・UX
デザイン｣とは)
・アイスブレイク (既存サービス
のリバースエンジニアリング)
・好き語りによるチームビル
ディング

2 テーマ探索
リサーチ計画・実施

・講義 (リサーチの目的・手法・
プロセスについて)
・個人/グループワーク(テーマの
探索・仮説立案)
・グループワーク (リサーチ計
画・リサーチ)

3 リサーチ結果の共
有・分析

・講義 (リサーチ分析・インサイ
ト発掘・アイディエーション)
・個人/グループワーク(リサーチ
結果共有・分析・インサイト発
掘)

4 アイディエーション）・個人/グループワーク(アイディ
エーション)
解説：ペルソナ、ジャーニー
マップづくりの紹介と実践

5 アイデア中間発表 ・アイデア全体発表 (リサーチ結
果にもとづくアイデアの発表)
・講義 (UX検討・ビジネスモデ
リング・フィジビリティ検証)

6 UX検討
ビジネスモデリング
フィジビリティ検証

・個人/グループワーク(アイデア
ブラッシュアップ・コンセプト
アップ)

7 プロトタイピング
ユーザーテスト (UX
課題点の抽出)

・講義 (プロトタイピング・ユー
ザーテスト)
・個人/グループワーク(プロトタ
イピング・ユーザーテスト)

8 サービスアイデアの
ブラッシュアップ

・グループワーク (アイデアブ
ラッシュアップ・ユーザーテス
ト)

9 UIデザイン
ユーザーテスト (UI
課題点の抽出)

・講義(UIデザイン・ユーザーテ
スト)
・個人/グループワーク (UIデザ
イン・ユーザーテスト)

10 サービス詳細化 ・グループワーク (UIデザイン・
サービス詳細化)

11 プレゼンテーション
作成

・講義 (サービス提案のプレゼン
テーション)
・個人/グループワーク(最終提案
骨子制作)

12 提案のブラッシュ
アップ

・グループワーク (最終提案資料
作成)

13 最終プレゼンテー
ション

・最終プレゼンテーション

14 最終プレゼンテー
ション
総評

・最終プレゼンテーション
・総評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、1回につき各2時間を標準とする。
日常生活で感じる課題や不満を内省的に観察すると共に、身辺の製
品・サービスの意図や構造を考察すること。

【テキスト（教科書）】
特になし。適宜、授業内で参考資料、文献、サイト等を紹介する。

【参考書】
1.「This is Service Design Thinking日本語版」マーク・スティッ
クドーンほか編著/ビー・エヌ・エヌ新社
2.「This is Service Design Doing サービスデザインの実践」マー
ク・スティックドーンほか編,ビー・エヌ・エヌ新社
3.「デザインリサーチの教科書」木浦幹雄著,ビー・エヌ・エヌ新社
4.「リーン・スタートアップ」伊藤穣一ほか著,日経BP
5.「起業の科学スタートアップサイエンス」田所雅之著,日経BP
6.「ビジネスモデル図鑑2.0」近藤哲郎著, KADOKAWA

【成績評価の方法と基準】
出席・授業態度（40点）
提出物（20点）
プレゼンテーション内容（40点）
総合点が90点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
5コマ欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外とする。な
お15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなる。(ただし正当な理
由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません
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【学生が準備すべき機器他】
PC（プレゼン資料作成）、必要に応じてプロトタイピングツール
（AdobeXDなど）や、オンラインホワイトボードツール（Miroな
ど）、授業内で紹介する無料のアプリなど。必要に応じてプロトタイ
プ制作用の素材（紙や画材など）や加工道具が必要となる。

【その他の重要事項】
サービスデザイナー/UIUXデザイナーとしての経験を有する教員が、
実務で必要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Service design is a design field that approaches the devel-
opment of complex products and services from a holistic
perspective that encompasses technology, creativity, and
business. In this class, we will plan a new service with an
emphasis on user experience , and acquire a basic perspective
on service design through a series of processes from research to
idea generation, prototyping, and presentation.
This year’s theme is "Intrinsic motivation," and the students
will plan a service based on their own area of interest,
and conduct an exercise in preparation for a presentation to
investors.
【Learning Objectives】
The goal is to learn the basic service design process through
thematic assignments and to communicate the devised service
in an attractive manner.
Students will be required to make a presentation and a
prototype of their service. In addition, UI (applications,
websites, etc.) is not required, but the basics of UI design will
be covered in class.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparation and review time for this class is two
hours each.
Students should observe the frustrations they feel in their daily
lives and consider the intentions and structures of the products
and services around them.
【Grading Criteria /Policy）】
Attendance and class attitude (40 points)
Submission of work (20 points)
Presentation content (40 points)
A total score of 90 or higher is considered an S.
A+ for 89-87, A for 86-83, A- for 82-80
A+ for 89-87, A for 86-83, A- for 82-80, B+ for 79-77, B for 76-73,
B- for 72-70, C+ for 69-67, and C- for 69-67.
A score of 69 to 67 is C+, 66 to 63 is C, 62 to 60 is C-.
A score of less than 60 is considered a D.
Students who are absent for 5 classes or 3 consecutive days
will not be graded. Students who are tardy for more than 15
minutes will be counted as one absence. (However, if there is a
valid reason, both absences and tardies will not be counted as
one absence.)
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MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカニカルデザイン演習

山田　泰之

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
動きをともなうあらゆる製品には「機構（メカニズム）」が存在する．機構は
メカニカルな製品を企画・設計（デザイン）するにあたり，デザイナ，エンジ
ニアが理解しておかなければならない重要な要素である．本演習では，自動
車，家電，文房具，玩具など普段から身近にあるプロダクトのメカニカルデ
ザインを題材として、リンク機構やカム機構，伝動装置，歯車など主な機械
要素を用いた設計の基礎について学修する．実際に機構の分解組立てや，簡
単な設計課題の演習を通じて，メカニズムデザインしながら理解を深める.

【到達目標】
・基本的な機械の機構（メカニズム）やその運動を理解できる．
・小規模な機構（メカニズム）を含むシステムを企画・設計（デザイン）できる．
・小規模な機械設計の問題解決のプロセスが実践できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
演習課授業のため，基本的に対面で実施する．ものづくり実践を行うため，安
全のため参加する際の服装についても指示を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 メカニカルデザイン入門 メカニカルデザイン（B期）の要点

を復習しつつ，本講義で特に重要な
減速機やリンク機構について詳細を
説明する．

第2回 機械の分解と図面 デザインから実物、実物からリバー
スエンジニアリングする際に重要は
計測技術として家電製品の分解と，
ノギス等を利用した計測演習を行う。

第3回 機械設計と動力学 機械設計における動力学の関係の説
明と，それを実践的に学ぶラピットプ
ロトタイピング演習課題を実施する．

第4回 機械設計と動力学 機械設計における動力学の関係の説
明と，それを実践的に学ぶラピットプ
ロトタイピング演習課題を実施する．

第5回 機械設計と運動の生成 機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．

第6回 機械設計と運動の生成 機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．

第7回 デジタルファブリケー
ション演習

3Dプリンタをはじめとしたデジタル
ファブリケーションについて実践的
に学ぶ

第8回 デジタルファブリケー
ション演習

3Dプリンタをはじめとしたデジタル
ファブリケーションについて実践的
に学ぶ

第9回 機械設計と運動の生成2
機構の制作

機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．機構を
身近な材料で試作する演習を行う．

第10回 機械設計と運動の生成2
機構の制作

機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．機構を
身近な材料で試作する演習を行う．

第11回 極限環境でのメカニカ
ルデザイン

宇宙，南極，火山，深海，レースな
ど様々な極限環境では特殊なメカニ
カルデザインがなされている．それ
らの第一線で活躍する研究者，エン
ジニア，デザイナによる講演

第12回 極限環境でのメカニカ
ルデザイン

宇宙，南極，火山，深海，レースな
ど様々な極限環境では特殊なメカニ
カルデザインがなされている．それ
らの第一線で活躍する研究者，エン
ジニア，デザイナによる講演

第13回 機構の創作 演習課題に対して各個人が制作した
成果物のメカニズムについてスライ
ドと動画を用いて発表審査を行う．

第14回 機構の創作 演習課題に対して各個人が制作した
成果物のメカニズムについてスライ
ドと動画を用いて発表審査を行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1)シラバスの内容を事前に確認する。
2)メカニカルデザインの基礎知識として，テクノロジ基礎論やメカニカルデ
ザインの内容を復習して活用する．
3）ソリッドワークスで簡単なモデリングが可能なように復習しておく．
本授業はCADオペレーティングを習う授業ではないので，基本的にCADソ
フトの使い方を指導しない．
3)要求仕様に沿った課題を設計する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な教材，資料は適宜紹介する．あるいは電子媒体で配信する．
【参考書】
1)機構学　　 ISBN-13: 978-4627668911

【成績評価の方法と基準】
平常時の課題への取り組み（30％）
課題の提出（70％）
により総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
演習では適宜必要な道具や工具，材料の指示があるため持参する．
【Outline (in English)】
In this program, students acquire the fundamentals of designing high-
performance mechanisms using three-dimensional CAD/CAM software
with practical training. Before/after each class meeting, students will
be expected to spend two hours to understand the course content
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学
習目標についての説明をすると共
に、ランドスケープデザインの授
業と演習の進め方や方法の説明を
行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とラン
ドスケープについて学ぶ。都市と
自然の関係や緑の歴史性とまちづ
くり、都市化の中での緑の保全や
公園・緑地計画や計画実現の制度
について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造
園の様式について概説し、ランド
スケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の
中のガーデン設計に関する概要と
その利用・美学・種類について説
明をして知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する分析として，敷地・環境・地
割りについて説明をして，知見を
高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する重要な要素の植栽・施設に関
して説明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の中
の主に平面図の全体的な設計手法
を説明て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の事
例から学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン
設計の中のパースの技法を説明を
行うと共に，造園材料の説明を行
い，知見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、
樹木を分類し、具体の樹木を通じ
特性を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面
構造、計画・設計・施工について
学ぶ。屋上緑化は近年、都市緑地
を創出する重要なアイテムであり、
そのランドスケープ技術は建築物
との関係や高所施工での特殊性も
あり、様々な技術の検討が必要で
あり、日本と海外（シンガポール
等）事例からも学ぶ。壁面・室内
緑化の緑化技術を事例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であ
り、樹木を理解するとともに樹種
の基礎知識、樹木医の仕事やラン
ドスケープデザインの中での樹木
の位置づけを学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住
宅（世界遺産）のランドスケープ
はブルーノタウトの作品であるが、
この設計思想と日本の事例との比
較を論文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン
設計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し

【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。

【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。
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【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学
習目標についての説明をすると共
に、ランドスケープデザインの授
業と演習の進め方や方法の説明を
行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とラン
ドスケープについて学ぶ。都市と
自然の関係や緑の歴史性とまちづ
くり、都市化の中での緑の保全や
公園・緑地計画や計画実現の制度
について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造
園の様式について概説し、ランド
スケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の
中のガーデン設計に関する概要と
その利用・美学・種類について説
明をして知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する分析として，敷地・環境・地
割りについて説明をして，知見を
高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する重要な要素の植栽・施設に関
して説明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の中
の主に平面図の全体的な設計手法
を説明て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の事
例から学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン
設計の中のパースの技法を説明を
行うと共に，造園材料の説明を行
い，知見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、
樹木を分類し、具体の樹木を通じ
特性を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面
構造、計画・設計・施工について
学ぶ。屋上緑化は近年、都市緑地
を創出する重要なアイテムであり、
そのランドスケープ技術は建築物
との関係や高所施工での特殊性も
あり、様々な技術の検討が必要で
あり、日本と海外（シンガポール
等）事例からも学ぶ。壁面・室内
緑化の緑化技術を事例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であ
り、樹木を理解するとともに樹種
の基礎知識、樹木医の仕事やラン
ドスケープデザインの中での樹木
の位置づけを学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住
宅（世界遺産）のランドスケープ
はブルーノタウトの作品であるが、
この設計思想と日本の事例との比
較を論文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン
設計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し

【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。
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【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学
習目標についての説明をすると共
に、ランドスケープデザインの授
業と演習の進め方や方法の説明を
行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とラン
ドスケープについて学ぶ。都市と
自然の関係や緑の歴史性とまちづ
くり、都市化の中での緑の保全や
公園・緑地計画や計画実現の制度
について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造
園の様式について概説し、ランド
スケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の
中のガーデン設計に関する概要と
その利用・美学・種類について説
明をして知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する分析として，敷地・環境・地
割りについて説明をして，知見を
高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する重要な要素の植栽・施設に関
して説明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の中
の主に平面図の全体的な設計手法
を説明て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の事
例から学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン
設計の中のパースの技法を説明を
行うと共に，造園材料の説明を行
い，知見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、
樹木を分類し、具体の樹木を通じ
特性を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面
構造、計画・設計・施工について
学ぶ。屋上緑化は近年、都市緑地
を創出する重要なアイテムであり、
そのランドスケープ技術は建築物
との関係や高所施工での特殊性も
あり、様々な技術の検討が必要で
あり、日本と海外（シンガポール
等）事例からも学ぶ。壁面・室内
緑化の緑化技術を事例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であ
り、樹木を理解するとともに樹種
の基礎知識、樹木医の仕事やラン
ドスケープデザインの中での樹木
の位置づけを学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住
宅（世界遺産）のランドスケープ
はブルーノタウトの作品であるが、
この設計思想と日本の事例との比
較を論文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン
設計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し
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【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。

【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の
気候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つ
の伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の
求め方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱
環境6要素を理解し、体感指標
PMV、SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理
解し、真太陽時と平均太陽時、太陽
位置の求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地
表面放射、実効放射を理解し、熱量
の求めら方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束
法による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解
し、必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理
解し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と
外断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求
め方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、
表面結露防止のための壁体熱性能の
求め方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、
吸音力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音
響の理論を理解し，その応用手法を
学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について
学ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の
省エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。
【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の
気候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つ
の伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の
求め方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱
環境6要素を理解し、体感指標
PMV、SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理
解し、真太陽時と平均太陽時、太陽
位置の求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地
表面放射、実効放射を理解し、熱量
の求めら方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束
法による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解
し、必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理
解し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と
外断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求
め方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、
表面結露防止のための壁体熱性能の
求め方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、
吸音力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音
響の理論を理解し，その応用手法を
学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について
学ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の
省エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院

【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。
【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の
気候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つ
の伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の
求め方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱
環境6要素を理解し、体感指標
PMV、SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理
解し、真太陽時と平均太陽時、太陽
位置の求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地
表面放射、実効放射を理解し、熱量
の求めら方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束
法による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解
し、必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理
解し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と
外断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求
め方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、
表面結露防止のための壁体熱性能の
求め方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、
吸音力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音
響の理論を理解し，その応用手法を
学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について
学ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の
省エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。
【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築計画１

岩佐　明彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　建築計画学とは建築設計おいて規範となる理論であり，人体寸法，動作特
性，知覚，心理，文化的文脈，コミュニケーション，作業効率，社会制度など
様々な決定根拠がその背景にある．
　本講は建築設計初学者を対象とし、身近な事例を手がかりに建築空間とそ
の決定原理の関係を理解するとともに、建築設計において適切に決定原理を
適用するための基礎を学ぶ。
【到達目標】
・設計事例からその空間の意図を読み取るとともに、そこで行われる活動を想
定する技術を身につける。
・建築空間を規定する原理や根拠を理解する。
・建築設計において適切に決定原理を適用するための基礎を身につける。
・設計根拠の導出を通して社会・文化と建築設計を接続して思考する視点を身
につける。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
・各回のテーマに従って解説と演習を行う。
・デザインスタジオと連携し、デザインスタジオで必要とされる知識や情報を
適宜提供する。
・講義内で演習を行う。
・講義の内容（順序）は変更になる可能性がある。
・「建築計画２」と併せて履修することが望ましい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／建築設計

と決定根拠
身近な場所に学ぶ空間の決定原理
DS3課題の補足解説

第2回 住む１／住戸・住宅 環境の中の距離・寸法
用途や動作で規定される空間

第3回 住む２／住宅＋α 図式化による空間の理解
第4回 働く１／オフィス・コ

ワーキングスペース
用途や動作で規定される空間
室と場面

第5回 働く２／オフィス・コ
ワーキングスペース

知的生産性と環境
ワーケーション

第6回 育てる１／幼稚園・保育
園・こども園

目的・制度・ユーザー・行為から考
える幼稚園
DS3課題の補足解説

第7回 育てる２／幼稚園・保育
園・こども園

子供環境を考える
DS3課題の事例解説

第8回 知る１／図書館 プログラムと建築
情報媒体の進化と建築の変化

第9回 知る２／図書館 蔵書の拡大と建築の変化
第10回 知る３／図書館 機能分化と平面計画
第11回 知る４／図書館 知の広場としての図書館

「本」の役割の変化
第12回 教える・学ぶ１／学校・

ラーニングセンター
学びと環境

第13回 教える・学ぶ２／学校・
ラーニングセンター

教育システムと建築

第14回 災害と建築／避難所 セーフティネットと建築
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介したキーワードおよび建物事例についての理解を深めるために、授
業後に各自で調べ、知識を整理・把握することが必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
「建築計画のリベラルアーツ―社会を読み解く12章」朝倉書店
【参考書】
建築計画教科書（彰国社）
コンパクト建築設計資料集成（丸善）
住宅特集、新建築、GA HOUSEなどの各建築雑誌

【成績評価の方法と基準】
・講義内の演習課題（５０％）
・レポート課題（５０％）
・レポートに関しては、インターネットの記事や他に提出されたレポートに甚
だしく類似した内容のものは評価外とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
オンライン形式のため、PCの使用は必須である。
資料配布はpdfで行うが、一部資料はプリントアウトが必要である。
講義内の演習で色鉛筆（１２色程度）と細ペン（0.3～0.5mm）を使用するの
で準備すること。
【その他の重要事項】
・DS3に関連した項目を取り扱うため、DS3と併せて履修することが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・レポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違える学
生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
　Architectural planning is a normative theory of architectural design,
which is based on various decision-making principles such as human
dimensions, motion characteristics, perception, psychology, cultural
context, communication, work efficiency, and social systems.
　 This course is intended for beginning architectural designers to
understand the relationship between architectural space and its
decision-making principles using familiar examples, and to learn
the basics of applying decision-making principles appropriately in
architectural design.
[Learning Objectives]
To understand the intention of the space from design examples and to
acquire the skills to envision the activities that will take place in the
space.
To understand the principles and rationale that define architectural
space.
To acquire the basis for applying the principles of decision making
appropriately in architectural design.
To acquire the viewpoint to think about the connection between society
and culture and architectural design through the derivation of design
rationale.
[Learning activities outside of classroom]
In order to deepen your understanding of the keywords and building
examples introduced in class, it is necessary to organize and grasp your
knowledge by doing your own research after class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Exercises in the lecture (50%)
Report assignment (50%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築計画２

岩佐　明彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　建築計画学とは建築設計おいて規範となる理論であり、人体寸法、動作特
性、知覚、心理、文化的文脈、コミュニケーション、作業効率、社会制度など
様々な決定根拠がその背景にある。
　本講は「建築計画学１」で学んだ知識を更に発展させ、より広範な社会の
仕組みや制度と建築空間の関係を理解するとともに、建築設計を通して社会
に貢献していくための手法を学ぶ。
【到達目標】
・建築空間を規定する原理や根拠の理解を通して、建築と社会・文化とのつな
がりを学ぶ。
・空間の意図やそこで行われる活動を建築設計にフィードバックする技術を身
につける。
・社会の課題解決の手法としての建築設計の役割を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
・「建築計画１」が履修済みであることが望ましい。
・各回のテーマに従って解説と演習を行う。
・デザインスタジオと連携し、デザインスタジオで必要とされる知識や情報を
適宜提供する。
・講義内で演習を行う。
・講義の内容（順序）は変更になる可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 社会と建築は合せ鏡である

DS4課題解説
2 集う１／集合住宅・住宅

地
住宅供給と社会

3 集う２／集合住宅・住宅
地

住戸配置の計画
住戸のアクセス形式

4 集う３／集合住宅・住宅
地

住戸の平面計画
都市と集合住宅

5 鑑る１／美術館・博物館 美術館の歴史
DS4課題解説

6 鑑る２／美術館・博物館 美術館の計画（展示室）
7 鑑る３／美術館・博物館 第４世代の美術館
8 住の多様性１ コーポラティブ住宅

シェアハウス
9 住の多様性２ 暮らし方と住宅計画
10 住の多様性３ ポストコロナの建築計画
11 セーフティネット１／

応急仮設
応急仮設住宅
危機的環境移行を支える建築

12 セーフティネット２／
災害復興

復興公営住宅

13 セーフティネット３／
高齢社会

グループホーム
コレクティブハウス

14 演じる／劇場 演劇空間の計画
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介したキーワードおよび建物事例についての理解を深めるために、授
業後に各自で調べ、知識を整理・把握することが必要。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「建築計画のリベラルアーツ―社会を読み解く12章」朝倉書店
【参考書】
建築計画教科書（彰国社）
コンパクト建築設計資料集成（丸善）
住宅特集、新建築、GA HOUSEなどの各建築雑誌
建築と都市のパブリックスペース（鹿島出版会）
アクティビティを設計せよ（彰国社）

【成績評価の方法と基準】
・講義内の演習課題（５０％）
・レポート課題（５０％）
・レポートに関しては、インターネットの記事や他に提出されたレポートに甚
だしく類似した内容のものは評価外とする。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
オンライン形式のため、PCの使用は必須である。
資料配布はpdfで行うが、一部資料はプリントアウトが必要である。
講義内の演習で色鉛筆（１２色程度）と細ペン（0.3～0.5mm）を使用するの
で準備すること。
【その他の重要事項】
・DS4に関連した項目を取り扱うため、DS4と併せて履修することが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・レポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違える学
生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
　Architectural planning is a normative theory of architectural design,
which is based on various determinants such as human dimensions,
behavioral characteristics, perception, psychology, cultural context,
communication, work efficiency, and social systems.
　 This course is designed to further develop the knowledge acquired
in "Architectural Planning 1" to understand the relationship between
architectural space and broader social systems and institutions, and to
learn methods to contribute to society through architectural design.
[Learning Objectives]
To understand the connection between architecture and society and
culture through an understanding of the principles and rationale that
define architectural space.
To acquire the skills to feed back the intention of space and the activities
that take place in it to architectural design.
To understand the role of architectural design as a method of solving
social problems.
[Learning activities outside of classroom]
In order to deepen your understanding of the keywords and building
examples introduced in class, it is necessary to organize and grasp the
knowledge by doing your own research after class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Exercises in the lecture (50%)
Report assignment (50%)

— 73 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築材料

網野　禎昭

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基本的な建築材料の工学的特質はもとより、様々な建築材料が開発されるに
至った歴史・社会的な背景、とくに各時代の資源事情などもあわせて解説する。
また、この授業では、構法スタジオ１の演習課題を進める上で理解すべきコ
ンクリート基礎や木造軸組構造、仕上工法についても講義する。
　
【到達目標】
建築材料に技術者として接するだけではなく、これまで諸文明が限りある資
源をもとに建設され、数多の問題を乗り越えた結果として現代があるという
事実を、現代文明の住人として捉える。実際の建物において建築材料がどの
ように使われているのか具体的に理解する。
Understanding the application of materials to buildings. Discussing the
historical natural resource depletions to understand the importance of
symbiosis between our civilization and natural resource application.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
主要建築材料の開発背景、加工製造方法、特性、そして、各材が応用された代
表的な建築物を紹介する。また、現代で多用される材料については、建築物
への応用上の留意点について重点的に解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリート１ 水硬性セメント・鉄筋コンクリート

の発明、コンクリートの種類と基本
特性

2 コンクリート２ 鉄筋コンクリートの施工と管理、基
礎工法

3 木材１ 森林と林産業、木材の基本特性
4 木材２ 木造軸組、木質材料、接合具
5 鋼・非鉄金属 製鉄のしくみ、鋼の基本特性、鋼の

加工、鋼の腐食、鋼の生産、非鉄金属
6 断熱 断熱の原理、気体・固体・液体の熱

伝導、各種断熱材、ガラスの断熱性
7 防水 防水材料、防水・防湿工法
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で説明のあった建築材料の使われ方を、実際の建築物の観察により確認
しておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Observe real buildings to review the application of building materials
presented in the lecture. Preparation for the lecture and the review
requires two hours respectively.

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）
【成績評価の方法と基準】
期末試験の結果（100%）
Evaluate the final exam result.

【学生の意見等からの気づき】
実際の材料サンプルの活用。
【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない。
【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた授業を行う
【Outline (in English)】
Starting with studies of fundamental engineering characteristics of
architectural materials, students will understand the history/social
background of various developed materials, particularly looking at
information on resources in each period.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

木造建築の構法

網野　禎昭

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、多数の伝統建築や現代の先端事例を多角的に分析し、木造建
築の設計や開発に必要な知識を得ることを目的とする。
【到達目標】
日本、欧州の伝統構法のしくみを理解する。さらに、これら伝統構法の発展
形としての現代の諸構法や、さまざまな工業化木質材料を活用した構法につ
いても理解する。
Understanding traditional wooden building constructions in Japan
and in Europe. Understanding the evolution of constructions and
contemporary varieties including industrialized building systems.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
各回、実際の木造建築事例をとりあげ、これらを建築設計、構造設計、物理
設計、生産施工計画等の諸側面から総合的に分析する。標準的な構法よりも、
よりイノベイティヴな実例の解説に重きをおき、学生諸氏の創造力を刺激す
る考えである。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 民家１ 地域性と木造民家の形- 日本
2 民家２ 地域性と木造民家の形- 欧州
3 民家３ 地域性と木造民家の形- 欧州
4 歴史的木橋１ グルーベンマン、パラーディオの橋

他、産業革命以前の木橋
5 歴史的木橋２ グルーベンマン、パラーディオの橋

他、産業革命以前の木橋
6 現代の木橋１ 木造エンジニアによる木橋
7 現代の木橋２ 木造エンジニアによる木橋
8 現代の木橋３ 木造エンジニアによる木橋
9 塔 Gliwice, Pyramidenkogel,

Sauvabelin, Korkeasaariの各塔他
10 大型スパン建築１ 梁架構、方杖架構、アーチ、トラス、

張弦梁等、様々なフレーム・システ
ム　　

11 大型スパン建築２ 折板、吊屋根、シェル等、様々な面
構造システム

12 非戸建木造１ 木造集合住宅
13 非戸建木造２ 木造によるオフィス、学校建築など

の最新実例
14 木造研究 低質木材の活用

木質コンポジット材
非木材林産資源による建築

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
木造建築の挙動を実感するために、「壁－1グランプリ」の見学あるいは参加
を勧める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Observing “Kabe-1 grand prix” is recommended to understand the
behavior of wooden structures. Preparation for the lecture and the
review requires two hours respectively.

【テキスト（教科書）】
特に使用しない
【参考書】
Timber Construction Manual

【成績評価の方法と基準】
期末試験結果（100％）による
Evaluate the final exam result.

【学生の意見等からの気づき】
写真や図版などの映像資料の質の充実
教員による実作の詳細解説

【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない
【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた授業を行う
【Outline (in English)】
This course aims to provide the knowledge required for the designing of
wooden structures, analyzing a range of diverse traditional and cutting-
edge modern construction examples.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

空間の構造デザイン

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造は建築に力学的安全性を与えると同時に、建築の造形とも大きく関わって
いる。また、建築構造を理解するには、解析・計算によるアプローチの他に、
構造を概念として把握する必要がある。この授業では、様々な構造システム
の発想と歴史的変遷、力学的メカニズム、造形上の問題、具体的実現例など
を解説し、建築空間における構造デザインの意味についての理解を促す。
【到達目標】
建築物の基本骨格となる様々な構造要素および構造システムの概念をスケッ
チや図式等を用いて具体的に記述・表現できる程度の、建築家としての基礎
的な素養を身につけることを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
テキスト「建築構造のしくみ」に従い、基本的には数式を一切使用すること
なく、さまざまな建築構造要素・システムについての基本概念を段階的に述
べ、それらを応用した構造デザイン例を紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 梁と柱（1） 梁の発生、梁のメカニズム、梁の種

類と諸形式
2 梁と柱（2） 梁と柱の構造、マグサ構造、ラーメ

ン構造
3 トラス（1）概説 トラスの原始的発想と現代的発想、

迫り持ちトラスと梁トラス
4 トラス（2）メカニズム 迫り持ちトラスのメカニズム、梁ト

ラスのメカニズム、ヒンジ、2次応
力、不静定トラス

5 トラス（3）諸形式 平行弦トラスと小屋組トラス、ハウ、
プラット、ワーレン、タウン、キン
グポスト、橋梁トラス

6 アーチ（1）概説 アーチの出現、組積アーチ、ヴォー
ルト、スラスト

7 アーチ（2）メカニズム、
諸形式

荷重支持のメカニズム、アーチの形
状と荷重、静定・不静定アーチ、
アーチの安定

8 ドーム（1）概説 アーチとドーム、パンテオン、組積
ドームの発展

9 ドーム（２）メカニズム 球殼、経線応力、緯線応力、古代ドー
ムと近代ドーム、テンションリング

10 シェル構造 曲面の分類、EPシェル、HPシェル、
シェルのメカニズム、膜応力、応力
撹乱

11 スペースフレーム スペースフレームの定義、大量生産、
骨組パターンの構成、ジオデシック
ドーム、B.フラー、均質立体骨組、
ジョイント

12 ケーブル構造 ケーブル構造の原理、1方向、2方
向、放射方向、吊りケーブル、押え
ケーブル、コンプレッションリング

13 膜構造 膜構造、空気膜構造の原理、エア
ドームとエアアーチ、サスペンショ
ン膜、骨組膜

14 タワーと超高層建築
耐震・免震・制振

タワーの変遷と構造システム，超高
層建築の変遷と構造システム、耐震、
免震、制振

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介された模範的構造デザイン例の見学あるいは建築雑誌等からの資
料収集を行う。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
川口衞他：建築構造のしくみ　力の流れとかたち　第2版（建築の絵本），彰
国社
【参考書】
授業内で適宜指示をする。
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：40％（A～Dの4段階評価で,未提出はD評価）
定期試験：60％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
なお，５回以上欠席したものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
模型を使用した説明の割合を増やす。
【その他の重要事項】
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
At the same time as lending mechanical stability, structure is strongly
related to a building’s form. In order to understand building
structure, in addition to approaches through analysis and calculation,
comprehending structure as a concept is important. This course
will develop understanding of the meaning of structural design in
construction space through elucidating the concepts and historical
transitions of various structural systems, mechanisms, problems related
to form and solutions of real world problems.
Learning Objectives:
The goal of this course is to provide students with the basic architectural
knowledge to the extent that they can describe and express the various
structural elements and structural system concepts that form the basic
framework of buildings using sketches, diagrams, etc.
Learning activities outside of classroom:
Students will observe exemplary structural design examples introduced
in class or collect materials from architectural journals.
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

鉄筋コンクリートのデザイン

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鉄筋コンクリート構造に関して，その特性および基本理論，構造設計手法，最
新の技術動向について学ぶ。
【到達目標】
基本的な専門用語，コンクリートおよび鉄筋の性質を整理した上で，鉄筋コ
ンクリート構造を含む各種コンクリート系構造の原理を理解すること，鉄筋
コンクリート部材の曲げおよびせん断挙動を把握すること，鉄筋コンクリー
ト部材の構造設計の基本的な考え方を修得すること，この3点を目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
鉄筋コンクリートは，現在極めて広範囲に使用されている建築主要材料であ
り，圧縮には強いが引張に弱いコンクリートを，引張に強い鉄筋で補強した
複合材料である。
この授業では，まず，鉄筋コンクリートの主要材料たりうる長所と注意すべ
き短所について整理する。その後，複合材料としての基本的な力学理論およ
び設計手法について解説していく。
理解の定着を図るために，演習課題や演習・復習授業を適宜実施する。
また，鉄筋コンクリート構造以外の各種コンクリート系構造についても解説
し，最新の技術動向について触れる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鉄筋コンクリート概論 授業ガイダンス

鉄筋コンクリートの原理と特徴
コンクリート系構造の基礎知識

2 コンクリートの性質 コンクリートの種類，
応力－ひずみ曲線，
強度，その他の性質

3 鉄筋の性質
鉄筋とコンクリートの
付着

鉄筋の種類，強度，
応力－ひずみ曲線
鉄筋とコンクリートの付着のしくみ

4 鉄筋コンクリートの力
学の基本概念

曲率と平面保持仮定
中心軸圧縮柱の応力計算
付着・定着と配筋の原則

5 梁部材の曲げ設計1
（ひび割れモーメント，
許容曲げモーメント）

無筋梁の曲げ挙動
単筋梁の曲げ挙動
複筋梁の曲げ挙動
釣合鉄筋比

6 梁部材の曲げ設計2
（終局曲げモーメント，
曲げ変形能力）

単筋梁，複筋梁の終局曲げモーメント
モーメント－曲率曲線

7 柱部材の曲げ設計1
（ひび割れモーメント，
許容曲げモーメント）

無筋柱の曲げ挙動
鉄筋コンクリート柱の設計基本式
N-M相関曲線

8 柱部材の曲げ設計2
（終局曲げモーメント，
曲げ変形能力）

終局曲げモーメント
Nu-Mu相関曲線
柱の変形能力に関わる要因

9 演習および復習 梁・柱部材の曲げ設計演習
専門用語の整理
ひび割れと配筋方法

10 鉄筋コンクリート部材
のせん断挙動

せん断破壊形式
せん断力の伝達メカニズム
せん断補強筋の役割

11 梁・柱部材のせん断設計 せん断補強設計の要点
梁・柱の許容せん断耐力
設計用せん断力

12 柱梁接合部のせん断設計 柱梁接合部の種類
接合部まわりの応力状態
柱梁仕口部の設計

13 スラブの設計
壁部材の設計

スラブの種類と力学
スラブの応力計算
たわみと振動障害
耐震壁の役割と力学
許容応力度設計
終局強度

14 各種コンクリート系構
造と最新の技術動向

コンクリート系構造の種類
プレストレストコンクリートの特徴
と原理
最新の技術動向

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書等による予習と授業後の復習，宿題の演習課題，これらに積極的に取
り組むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で印刷物を適宜配布するが，下記参考書のうち，自分に合ったものを
一冊購入することを勧める。
【参考書】
谷川恭雄他：鉄筋コンクリート構造　理論と設計，森北出版
市之瀬敏勝：鉄筋コンクリート構造，共立出版
福島正人他：鉄筋コンクリート構造，森北出版
西谷章：鉄筋コンクリート構造入門，鹿島出版会
日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説2010，丸善
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：40%（A～Dの4段階評価で，未提出はD評価）
定期試験：60%（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
なお，5回以上欠席したものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
板書を消すまでの時間をもう少し長くするとともに，学生が説明を十分聞け
るように時間配分を調節する。
【その他の重要事項】
この授業とともに「材料のデザイン」「構造計算プログラミング」「エンジニ
アリングスタジオ」を履修することでさらに理解が深まるので，その履修を
強く勧める。
また，建築士資格の取得を目指す学生は受講することを勧める。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will learn about reinforced concrete structure,
including their characteristics and fundamental theory, structural
planning process and recent technological developments.
Learning Objectives:
The objectives of this course are threefold: to understand the principles
of various concrete structures including reinforced concrete structures,
to grasp the flexural and shear behavior of reinforced concrete members,
and to master the basic concepts of structural design of reinforced
concrete members, after organizing basic terminology and the properties
of concrete and steel bars.
Learning activities outside of classroom:
Students are expected to prepare for the class by using reference
books, review after class, and actively work on homework exercises and
assignments.The standard preparation and review time for this class is
2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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建築生理心理２

川久保　俊

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物理事象と身体の係わり、身体と建築物、建築空間、建築環境との係わりを
深く理解する。特に、温熱環境、空気環境、音環境、光環境などの住環境が人
体生理心理に及ぼう影響について学習する。
【到達目標】
・環境物理要素（建築物、建築空間、建築環境）とそれらに対する人体反応を
明確に理解する
・建築士試験問題に関わる内容も多分に含まれることから、実務に役立つ知
識・情報を習得する
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では建築環境工学のうち、生理心理に係る事項を学習する。講義は
Powerpoint等で作成した資料を利用して進める。講義内容や課題に対する質
問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 導入 講義の設置目的、到達目標、概要の

紹介
2 データの取得、取扱い方

法
実測、実験、シミュレーション、質
問紙調査、サンプル数、バイアス、
欠損値の取扱い

3 データの分析方法の基礎 欠損値処理、単純集計、クロス集計、
各種回帰分析、主成分分析、因子分
析、検定

4 健康維持増進に資する
住環境（1）

健康維持増進の意義、ゼロ次予防、
一次予防、住環境要素との係り

5 健康維持増進に資する
住環境（2）

エビデンスに基づく健康阻害要因の
把握

6 健康維持増進住宅の設
計方法

住まいの健康診断、健康維持増進住
宅設計ガイドライン

7 人体寸法とモジュール 各種人体寸法、モジュール、モジュ
ラー・コーディネーション

8 生体電気とその計測・応
用

生体電気、EEG、ECG、EMG、セ
ンサーによる信号測定と建築環境へ
の応用

9 温熱・空気環境の基礎 環境側四要素と人体側二要素、各種
温熱快適性指標（SET*、PMVなど）
の原理

10 音・振動環境の基礎 人の聴覚の機構、音の原理、音の三
要素、音の生理的・心理的作用、騒
音・振動防止計画、快適音響空間

11 光・視環境の基礎 人の視覚の機構、色の原理、色の三
要素、色の生理的・心理的作用、効果
色、安全色、建築における色彩計画

12 対象と空間の知覚、印象
評価

心理学に基づく対象知覚と空間知覚、
奥行知覚、錯視現象、建築物におけ
る錯視利用の実例

13 快適空間設計 間取りの設計、廊下、寝室、ダイニ
ングキッチン、水廻りの

14 サステナブルデザイン 環境品質、環境負荷、環境効率、
CASBEE、持続可能な開発目標
（SDGs）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に配布した資料にしっかりとノートをとっておき、帰宅後にその内容
を毎回復習してからその次の講義に臨むこと。講義の内容で特に重要な部分
については理解を深めるために適宜講義中に演習を課すので、当該部分につ
いては期末試験までにしっかりと理解し、前提条件等が変わっても対応でき
るような応用力を身につけておくこと。なお、本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。
【参考書】
「住環境-評価方法と理論」浅見泰司他（東京大学出版会）
「建築環境工学」加藤信介、土田義郎、大岡龍三（彰国社）
「生活環境学」岩田利枝他（井上書院）
「しくみがわかる建築環境工学: 基礎から計画・制御まで」上野佳奈
子、鍵直樹、白石靖幸、高口洋人、中野淳太、望月悦子。
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【学生が準備すべき機器他】
講義はプロジェクターにより関連情報を映写しながら進める予定。講義前半
では貸与パソコンを用いた演習も予定している。
【Outline (in English)】
Course outline: To deeply understand the relationship between physical
phenomena and the body, and between the body and buildings,
building spaces, and building environments. In particular, the effects
of living environments such as the thermal environment, the air
environment, the sound environment, and the light environment on
human physiological psychology are studied.
Learning Objectives: 1) To understand clearly the physical elements
of the environment (buildings, built spaces and the built environment)
and how the human body reacts to them, 2) To acquire knowledge and
information that is useful in practice, as it is often relevant to issues in
the architectural examinations.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.
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建築気候

中野　淳太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は建築計画・設計において、直感やひらめきなどの感性で生み出され
るデザインとは異なり、理論的に説明でき、定量的に取り扱われる工学的な
知識を習得することを目的とします。すなわち、冬の目射、夏の通風の利用、
また各のすきま風、夏の日射をいかに防いでより快適な室内環境を創るかな
ど、積極的に自然エネルギを利用、制御して省エネルギも考慮に入れた優れ
た建築計画をするための基礎知識を修得するための学問です。従って、本科
目で学ぶ分野は主として人聞と建築を取り巻く自然環境との聞係であり、具
体的な項目としては快適条件、日射、室内換気、建築伝熱、湿気・結露です。
これらの項目について、現実に則した具体的な数値を使って演習問題を解き
ながら捜業を進めます。
【到達目標】
１）環境工学で用いる用語とその単位を理解，習得する。
２）熱環境の基礎理論を理解し，実在建築や実際の現象への応用手法を習得
する。
３）必要換気量，自然換気（風力換気・温度差換気）の理論を理解し，実在建
築への応用手法を習得する。
４）湿り空気の性質を把握し，壁体の透湿理論・結露の原理を理解し，実在建
築への結露防止手法を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
１回の授業はテーマを明確にし，基礎理論の解説（講義）と演習により構成
している。予め，キストの該当部分を予習し，主体的に講義を受けて理解し，
限られた時間内で演習を行い，そのテーマを習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と建築 環境のスケール、気候、クリモグラ

フ、建築物省エネ法
2回 伝熱理論の基礎 熱とエネルギー、単位、3つの伝熱形

態、顕熱と潜熱
3回 人の熱的快適条件 自立性体温調節のメカニズム、人体

の熱収支、温熱環境指標（PMV、
SET*）

4回 太陽エネルギーと太陽
位置

太陽エネルギーの特性、地球の自転
と公転、真太陽時と平均太陽時、太
陽位置

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、全天日射、大
気放射、地表面放射、実効放射

6回 建築伝熱と熱貫流 熱伝導率、熱コンダクタンス、総合
熱伝達、熱抵抗、熱貫流率

7回 相当外気温 日射吸収率、放射率、反射率、透過
率、相当外気温

8回 住宅の熱性能 外断熱と内断熱、熱損失係数、外皮
平均熱貫流率、自然室温

9回 湿り空気と結露 湿り空気、状態値、湿り空気線図、
表面結露、内部結露

10回 換気の原理と必要換気量 機械換気、汚染物質、振戦外気、第1
種～第3種換気、必要換気量

11回 自然換気の圧力差 静圧と動圧、外部風、風圧係数、煙
突効果

12回 圧力差と換気量 ベルヌーイの定理、総合実効面積、
換気量

13回 総合環境性能評価 地球環境問題、環境負荷、LEED、
CASBEE

14回 建築の省エネと省CO2
の動向

建築物省エネ法、改正省エネ基準、
一次エネルギー使用量、二酸化炭素
排出量

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予めキストの該当部分を予習すること。ならびに時間内のテキストを復習し，
テキスト内の類似演習を行うこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習を２０％，試験を８０％とし総合して評価する
【学生の意見等からの気づき】
・遅刻をしないこと。
・１回の授業で扱う内容は豊富であるので，情報を「写す」のではなく，自分
で主体的にノートをとる態度にすること。主体的な態度で臨むこと。
・授業内に行う演習は限られた時間内に集中して行い，指定された時間に提出
すること，遅れて提出は認められない。　
・演習やテキストの練習問題を自宅で解くなど，自宅学習（復習）を行うこと。
・毎回の演習，期末試験で正解が得られなかった箇所を十分復習し，不明な点
は積極的に質問すること。
【学生が準備すべき機器他】
関数機能の付いた計算機を持参すること。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge in
architectural planning and design that can be explained theoretically
and quantitatively. The main topics are the relationship between
climate and buildings, including comfort conditions, solar radiation,
ventilation, building heat transfer, and humidity. Students will work
on these topics by solving exercises.
Learning Objectives:(1) Understand and master the terms and units
used in environmental engineering. (2) Understand the basic theory
of required ventilation rate and natural ventilation. (3) To understand
the basic theory of thermal environment and its application to actual
phenomena. (4）To understand the properties of moist air and
condensation mechanisms and to master the methods of preventing
condensation.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 20%
of the exercises and 80% of the examinations.
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光・視環境

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築における光環境として日照・日射，採光・色彩を対象とし，光や色に対す
る理論を学習し，人間の視覚特性を理解しながら，建築デザインに生かす手
法を習得する。
【到達目標】
到達目標は下記の通り。
１）太陽位置を把握して，日影や日照時間，日射熱量，建築の日射受熱量など
の算定方法を習得する。
２）測光量と単位，採光・照明の基礎理論を理解し，照明計画などの応用手法
を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
１回の授業はテーマを明確にし，基礎理論の解説（講義）と演習により構成
している。予め，テキストの該当部分を予習し，主体的に講義を受けて理解
し，限られた時間内で演習を行い，そのテーマを習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、太陽位置算

定に必要な時刻表現
地方真太陽時，地方平均太陽時，中
央標準時均時差

2回 太陽位置の算定方法 太陽方位角，太陽高度，太陽赤緯　
3回 日影図 日影図，日影曲線，日影時間曲線
4回 日差し曲線 日差し曲線，日照図表　
5回 各平面への日影 水平面・鉛直面への影
6回 日射量 直達日射，天空日射，全天日射，日

射受熱量
7回 日除けの設計 庇、袖壁、ルーバー、ブリーズソレ

イユ
8回 光の物理表記と単位 光束，照度，光束発散度，光度，輝度
9回 点光源による照度・均等

拡散面の性質
入射の余弦定理，完全拡散面，反射，
吸収，透過，拡散　

10回 光束法 光束法を用いた照明計画
11回 マンセル表色系 色彩の基礎，マンセル表色系，オス

トワルト表色系，ＮＣＳ表色系　
12回 ＸＹＺ表色系 ＲＧＢ表色系，　ＸＹＺ表色系，xy

色度図　
13回 色彩調和理論 視覚心理，視認性・誘目性，色調，

色彩調和理論，色彩計画
14回 総復習 光環境・視環境の総復習
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内での演習問題の復習を十分行っておくこと。さらに，身近な例を学習
関連する新聞記事を読むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六他著『最新建築環境工学』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善　
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習点：２０％，期末試験点：８０％の割合で評価　
【学生の意見等からの気づき】
・太陽光は地球環境と密接に関係しているので，そのつもりで履修すること。
・光環境は，熱環境とも関連しているので，建築気候の熱環境の分野も復習す
ること。
・授業は遅刻をしないこと。学生証カードによる出欠は参照していない。
・日影図は，単純な幾何なのに従来から理解していない学生が多いので，注意
すること。
【学生が準備すべき機器他】
関数の付いた電卓は必ず持参すること。

【Outline (in English)】
This course focuses on sunlight, solar radiation, lighting, and color
as light environments in architecture. Students will learn theories of
light and color, understand human visual characteristics, and acquire
methods to apply them to architectural design.
Through this class, students will be able to:
(1) Understand the position of the sun and learn how to calculate
shading, hours of sunlight, solar heat capacity, and the amount of heat
received by buildings by solar radiation.
(2) To understand the basic theory of photometric quantities and units,
lighting, and illumination, and to master applied methods such as color
planning based on color psychology by understanding the color system.
The course comprises a lecture on fundamental theory and exercises
with a clear theme. Students are expected to prepare the relevant
part of the textbook in advance, attend and understand the lecture
independently, and master the theme by doing exercises within a limited
time. Students are expected to review the exercises in the class
sufficiently. The standard preparation and review time for this class
is 2 hours each.
Evaluation will be based on the following ratios: 20% for the exercises
in each class and 80% for the final examination.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

材料のデザイン

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市構造物の構造デザインにおいて，構造耐力，耐久性，耐火
性能，環境性能，コストど，多様な要求性能を検証したうえで，最適
な材料を選択することが重要です。そのためには，それぞれの材料
毎に特性を理解し，それを活かして構造物を構築する工学的手法を
学ぶ必要があります。この授業では，「構造材料」に焦点を当てその
製造方法から加工方法，力学特性，その他各種性能について実例を
交えて解説します。現代の構造工学において特に重要な「鋼構造」，
「鉄筋コンクリート構造」，「木構造」のデザインを理解するための基
礎知識を修得することを目的とします。

【到達目標】
・構造材料の製造方法，加工方法を理解する。
・構造材料の応力度－ひずみ度関係など力学特性を理解する。
・構造材料の耐久性，耐火性能を理解する。
・構造材料それぞれの特徴を活かした工法の概要を理解する。
・構造材料ぞれぞれの塑性特性および破壊までのエネルギー吸収性
能を理解する。
・構造材料の特性を活かした構造デザインの実践例を知る。
・異なる構造材料のそれぞれの長所を組み合わせる設計法の概要を
学ぶ。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
・教材資料を授業支援システムにアップロードします。
・授業内で教材資料を解説します。
・授業内で紹介する参考書など自習して理解を深めること。
・中間テストを３回実施して，理解度を確認します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業ガイダンス

構造材料の種類
2 鋼材 1 金属材料の種類，鋼の製造法・

加工法
3 鋼材 2 鋼材の性質
4 鋼材 3 鋼材と構造物のデザイン
5 中間テスト① 鋼材に関するテスト

テストの解説
6 コンクリート材料1 セメントの種類，セメントの製

造法
7 コンクリート材料2 骨材の種類，コンクリートの種

類と性質
応力- ひずみ曲線

8 コンクリート材料3 コンクリートと構造物のデザイ
ン

9 中間テスト② コンクリートに関するテスト
テストの解説

10 木質材料1 木質材料の種類と性質

11 木質材料2 木質材料と製造法・加工法
12 木質材料3 木質材料と建物のデザイン
13 材料の選択と構造物

のデザイン
構造材料の特性比較と構造デザ
イン実例

14 中間テスト③ 木質材料に関するテスト
テストの解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業テキストの復習，および参考書等による自習に取り組むこと。
本授業の自習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業支援システムにテキストをアップロードします。

【参考書】
授業システムで適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
講義内で中間テストを3回実施し，１回目 30%，２回目 30%，３回
目 40%の配分で成績評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
この授業の後に「鉄筋コンクリートのデザイン」，「鋼のデザイン」，
「木造建築の構法」を履修することでさらに理解が深まるので，その
履修を強く勧める。
また，建築士資格の取得を目指す学生は受講することを勧める。

【Outline (in English)】
【Course outline】
In the structural design of architectural and urban structures,
it is important to select the most appropriate materials
after examining various performance requirements such as
structural strength, durability, fire resistance, environmental
performance, and cost. To achieve this, it is necessary
to understand the characteristics of each material and to
learn engineering methods to construct structures that take
advantage of these characteristics. In this course, we will focus
on "structural materials" and explain their manufacturing
methods, processing methods, mechanical properties, and
various other performances with actual examples. The
objective of this course is to acquire basic knowledge to
understand the design of steel, reinforced concrete, and
wood structures, which are particularly important in modern
structural engineering.
【Learning Objectives】
To understand the manufacturing and processing methods of
structural materials.
To understand the mechanical properties of structural materi-
als, such as stress-strain relationships.
To understand the durability and fire resistance of structural
materials.
To understand the outline of construction methods utilizing the
characteristics of each structural material.
To understand the plastic properties of structural materials
and their energy absorption performance up to fracture.
To understand the practical examples of structural design
utilizing the characteristics of structural materials.
To understand the design methods that combine the advan-
tages of different structural materials.
【Learning activities outside of classroom】
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Students are required to review the class textbook and to
engage in self-study using reference books, etc.
The standard self-study and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be
30% for the first test, 30% for the second test, and 40% for the
third test.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

設備入門

石川　裕司

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築設備は、生活に不可欠な「水・空気・電気」を自然環境と人工環境を加
減・融合し、適切な室内環境を創ることである。それと同時に居住性の良し
悪しから建物の評価を大きく左右する要素でもある。太古の昔から人は水辺
に居を構え集落を造り、時の経過、更に時代の変遷と共に、利便性・快適性を
追求し、人為的に室内環境の創造と調整を行ってきた。将来も技術の進歩に
つれてこれが継承されて行かなくてはならない。これらのことを、建築設備
の学習テーマとし授業を進める。
【到達目標】
＜授業の到達目標＞
建築設備の学習項目である、「①空気調和・換気設備、②給排水・衛生設備、
③電力・通信情報設備」のうち、適切な室内環境を創る「①空調・換気」と生
命の根源である「②の水（給排水）」と利便性の代表である「③の電気（あか
りと動力及び通信情報）」について学習する。将来を担う建築技術者としての
基礎知識を身につける。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
「本授業は、対面授業を基本として、実施を予定しています。」
変更等があった場合には、履修本登録期間までにデザイン工学部事務より、
Web掲示板でお知らせいたします。Web掲示板を随時ご確認ください」
＜授業の概要＞
授業は、前述の「授業の到達目標及びテーマ」と後述の「授業計画」の表に
沿って実施するものとする。但し授業の内容は、時代のニーズ並びに、技術
の進歩により変更する場合もある。
＜授業の方法＞
授業でデータ等を確認する必要上、テキストを使用するが、進め方として画
像や映像（PPT又はDVD等）を主に使用し、目からの情報を重視した方法を
とる。一方、授業の要所要所で、学生のレベル向上と、学生・教員相互による
授業内容理解度効果確認のための、時間内演習テストを実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 建築設備ガイダンス （建物に絶対必要）

・身近な物から考える建築設備
・水・排水
・電気
・空調・換気

2 建築設備 （設備て何）
・設備の歴史（必要から生まれた人工
的環境の創造。現在に受け継がれる
古人知恵）

3 給水設備・給湯設備 （安全な水・湯）
・水・湯の基礎的知識
・生活と水・湯
・給水・給湯計画法
・給水方式と系統
・水系汚染防止等

4 排水設備・
衛生器具設備

（どこに流れる）
・排水、通気方式と系統
・排水トラップ
・雨水
（きれいな排水）
・汚水処理

5 電気設備 （ビルの電気）
・電気の基礎知識

6 照明設備 （いろんな灯り）
・照明の基礎
・照明計画法
・ＬＥＤ、Ｈｆ蛍光灯
・明視照明と雰囲気照明
・システム天井照明
・照度計算

7 防災設備・消火設備 （火事だ）
・自動火災報知と避難（火の消し方）
・消火の原理
・消火方式

8 監視・制御 （室温一定）
・制御機器の種類
・中央監視設備の概要
・ＢＥＭＳについて

9 空気調和設備 （快適・不快）
・室内環境維持
・空気の性質
・空気の状態変化

10 熱負荷の種類 （室温と外気温）
・室内外条件
・負荷の種類
・熱負荷計算

11 空調方式・熱源方式 （室を冷やす、暖める）
・空調機器
（冷水・温水を作る）
・ビル用一般冷温熱源

12 空気搬送設備・水搬送設
備

（空気で快適）
・ダクト設備
（冷水・温水で快適）
・配管設備

13 換気・機械排煙と防煙 （空気は汚れる）
・空気清浄度保持のための換気計算法
（火災と避難）
・排煙方式と目的

14 エネルギー消費 （省エネ）
・省エネルギーと設備
・ビル消費エネルギーと地球温暖化
・省エネルギー計算法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習
１．既存の建物の環境・設備をよく観察することから始まる。
２．家族を含めた学生諸氏の生活状態を自己観察する。
例えば、水の使用状況や使用する時間帯、照明の点灯・冷暖房の使用状態の
把握…。
３．学内や、常に利用したり、又は利用した学外諸施設（駅・ホテル・劇場・
店舗・病院…）の環境・設備関連項目の観察と、利用しているヒトの行動や
観察。
４．上記の気付き項目を、ランダムでも良いから、図や寸法を交え忘れずに
メモにしておく。
【テキスト（教科書）】
最新　建築設備工学　改訂２版（井上書院）　監修：田中俊六・著者：宇田
川光弘他4名。3520円
必要に応じプリントを配布。
【参考書】
『図説　やさしい建築設備』著者：伏見建、朴賛弼、2800円
『最新　建築環境工学』（井上書院）　監修：田中俊六・著者：田尻他 5名。
3000円
【成績評価の方法と基準】
成績評価に関して、
定期試験成績を最重点基準事項とする。
評価基準は、小テスト・レポートの出題回数により変動するが、、以下の各項
についてポイントの加減を行う。
①期末試験（60％）小テスト・レポート（30％）平常点（10％）により評価
する。
②平常点評価（授業態度・遅刻・早退）特別の事情がない限り、これは大きな
減点対象となる。
③時間内テストなどで不正行為があると認めた場合には、当然単位は与えな
い。定期試験同等と心得られたい。
④学生諸氏が、TAを含む教員との間に万一不信行為があった場合は、各種不
正行為を含め単位は与えない。
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【学生の意見等からの気づき】
授業中の、小テストやレポート課題を取り入れて、計算関係の理解度を深め
る。その他は、前年同様の授業の進め方、評価等の方法を踏襲する。但し、授
業内容は、システムでは省エネの重要性、機器類では、CGS(Co-Generation
System)、Hf蛍光灯、LED燈等、時代の流れ並びに、技術の進歩に沿って前
年とは大きく異なることもある。
【学生が準備すべき機器他】
テキスト（教科書）は、授業中は持参すること。又、必要に応じて計算問題を
行うに当たって電卓等を持参すること。
【その他の重要事項】
建築技術者としての基礎知識を身につけるため履修の推奨する。又、建築設備
の科目の対象とするものは、建築設計・工事監理等の業務に関する知識、能
力の養成に資するものである。
現役の建築設備設計者としての経験を持つ教員が、その経験を活かして講義
する。
【Outline (in English)】
Course outline
In this course, students will be introduced to "water, air, and electricity,"
which are essential to life.
The goal of this course is to acquire the basic knowledge as a building
facility engineer.
It begins with a careful observation of the environment and facilities of
the existing building.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports : 30%、in class contribution:
10%
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ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資

源管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源につ
いて

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開
発がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。
【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。

【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.

— 85 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 50%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資

源管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源につ
いて

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開
発がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。
【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。
【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資

源管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源につ
いて

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開
発がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。

【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。
【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

構法スタジオ１

永野　尚吾、溝部　公寛、飯塚　豊、鍋野　友哉、鈴木　理考、河野　泰治

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構法スタジオ１、構法スタジオ２では、設計演習を通して架構や各
部位の仕組みを実践的に理解し、詳細に図面化する能力を身につけ
ることを目標とする。

【到達目標】
木造軸組構造による小型の建築物を設計課題として、構法スタジオ
１では、空間計画と架構計画について習得する。エスキスでは描画
力を養うために図面は手描きとし、図面の内容を立体的に理解する
ために軸組模型の作成も行う。
By designing a small sized wooden building, the students
learn the living space planning and the structural planning in
parallel. To acquire the drawing skills, all plans and sketches
must be drawn by hand. Model construction is also required
for the three-dimensional understanding of construction.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各週ごとにテーマとして設定された設計上の問題に取り組み、これを
図化あるいは模型化し、そのチェックを受けることで設計を進める。
最終的に、基本図・骨組模型・構造図・詳細図などの提出を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題説明

基本構想１
設計課題の解説
基本的な空間構想に着手する

2 基本構想２ 基本的な空間構想を固める
3 架構設計１ 柱位置・主梁方向の検討
4 架構設計２ 屋根・床など平面架構の検討
5 架構設計３ 耐震壁・ブレースの検討
6 図面のまとめ 図面の最終チェックを受ける
7 最終講評 課題を提し講評を受ける

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各週チェック時の指摘事項に対しては、参考文献調査や自主的な実地
見学などを通し、これを十分理解し、課題の最終提出に備えること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Reference research and site visits are helpful to find the
solution for matters in question and complete the plans.
Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
必要に応じ資料を配布。

【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）

【成績評価の方法と基準】
最終提出物の評価（100％）による。正当な理由なく授業を4回以上
欠席すると単位認定の対象外となるので注意。

Evaluate the final submission. Unjustifiable absence more
than four times results in evaluation "E (failure)".

【学生の意見等からの気づき】
木材や接合部の実物サンプルを提示する。

【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた
授業を行う

【Outline (in English)】
This studio program on construction methods aims to provide
students with a practical understanding of types of methods
through planning exercises and the ability to create detailed
blueprints.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

構法スタジオ２

永野　尚吾、溝部　公寛、飯塚　豊、鍋野　友哉、鈴木　理考、河野　泰治

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構法スタジオ１、構法スタジオ２では、設計演習を通して架構や各
部位の仕組みを実践的に理解し、詳細に図面化する能力を身につけ
ることを目標とする。

【到達目標】
構法スタジオ１で設計した軸組構造に対して、構法スタジオ２では、
断熱や防水、通気、仕上げを設計し、建築物として完成させる。構
法スタジオ１と同様に、描画力を養うために手描き図面によりエス
キスを進めるが、提出図面に関してはＣＡＤソフトを利用し、実務
に即した作図方法を習得する。
Following Building Construction Studio 1, Building Construc-
tion Studio 2 requires the students to design the heat isolation,
water proof, ventilation and finishing to complete the building
design. As with BCS1, hand drawings are recommended.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各週ごとにテーマとして設定された設計上の問題に取り組み、これ
を図化し、そのチェックを受けることで設計を進める。最終的に、各
種詳細図の提出を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 屋根・壁・床の断面

設計１
屋根・壁の一般断面の検討／
内・外装の検討

2 屋根・壁・床の断面
設計２

床の一般断面の検討／床・天井
仕上の検討

3 開口部の断面設計 開口部と外壁の取り合い
4 屋根・壁・床の取り

合い設計１
基礎・床・外壁の取り合い

5 屋根・壁・床の取り
合い設計２

屋根・外壁・庇の取り合い

6 図面のまとめ 図面の最終チェックを受ける
7 最終講評 課題を提し講評を受ける

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各週チェック時の指摘事項に対しては、参考文献調査や実地見学な
どを通し、これを十分理解し、課題の最終提出に備えること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Reference research and site visits are helpful to find the
solution for matters in question and complete the plans.
Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
必要に応じ資料を配布。

【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）

【成績評価の方法と基準】
最終提出物の評価（100％）による。正当な理由なく授業を4回以上
欠席すると単位認定の対象外となるので注意。
Evaluate the final submission. Unjustifiable absence more
than four times results in evaluation "E (failure)".

【学生の意見等からの気づき】
可能な限り、実際の施工現場の見学や、縮尺の大きな部分模型製作
を取り入れる。

【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた
授業を行う

【Outline (in English)】
This studio program on construction methods aims to provide
students with a practical understanding of types of methods
through planning exercises and the ability to create detailed
blueprints.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）SD

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その

組みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、

特徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、
太陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域によ
る太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の
到達経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量
の求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射
熱取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計す
る。

9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理
解する。

10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設
計する。

11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるの
に必要となる熱負荷の原理を理解す
る。

12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、
外皮熱性能の改善を図る。

13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。

【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。
【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）建築

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その

組みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、

特徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、
太陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域によ
る太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の
到達経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量
の求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射
熱取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計す
る。

9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理
解する。

10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設
計する。

11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるの
に必要となる熱負荷の原理を理解す
る。

12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、
外皮熱性能の改善を図る。

13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。

【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。
【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）都市

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その

組みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、

特徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、
太陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域によ
る太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の
到達経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量
の求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射
熱取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計す
る。

9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理
解する。

10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設
計する。

11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるの
に必要となる熱負荷の原理を理解す
る。

12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、
外皮熱性能の改善を図る。

13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など

【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。
【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）都市

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン

×工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザ

インとトランスディシプリナリ
ティ、人文社会科学のアプロー
チ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間の
なかのメディア、メディアのな
かの空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピク

トグラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケー

ル、地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャ

ル・メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・

身体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イ

ンテリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、ス

ペキュラティヴ・デザイン
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）SD

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン

×工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザ

インとトランスディシプリナリ
ティ、人文社会科学のアプロー
チ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間の
なかのメディア、メディアのな
かの空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピク

トグラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケー

ル、地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャ

ル・メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・

身体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イ

ンテリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、ス

ペキュラティヴ・デザイン
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）建築

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン

×工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザ

インとトランスディシプリナリ
ティ、人文社会科学のアプロー
チ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間の
なかのメディア、メディアのな
かの空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピク

トグラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケー

ル、地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャ

ル・メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・

身体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イ

ンテリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、ス

ペキュラティヴ・デザイン

第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ジオテクニカルデザイン

酒井　久和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地盤調査，地盤災害，基礎，地盤改良，地盤掘削について学習するとともに，
様々な構造物の設計演習を通じて総合的デザイン能力を高め，設計の考え方
を習得する．
【到達目標】
①インフラ建設時の調査法，設計法，地盤災害について理解する．
②建設工事に必要な地盤調査法や建設時の地盤災害を理解し，ボーリング柱
状図から事前に問題点を抽出する力を養成する．
③浅い基礎，深い基礎の設計方法と構造物の支持力機構を理解する．
④地盤改良や掘削の方法について理解する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
「地盤環境工学」の発展として，インフラ建設時の調査法，設計法，地盤災害
について講義を行う．前半では，建設時の地盤災害，浅い基礎の設計方法，液
状化のメカニズムについて学び，後半は，深い基礎の設計方法，地盤改良や
掘削の方法について学習する．構造物設計上の要点を把握した状態でボーリ
ング柱状図を読むことで事前に問題点を抽出する力を養成する．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，地盤調査法 サウンディング，サンプリングによ

る地盤構造の把握
2 建設時の地盤災害 ボイリングの現象，検討方法，対策法
3 建設時の地盤災害 ヒービング，盤膨れの現象，検討方

法，対策法
4 浅い基礎の概説 浅い基礎の種類と施工法
5 浅い基礎の設計法 浅い基礎の支持力の考え方
6 浅い基礎の設計演習 浅い基礎の設計演習と解説
7 液状化現象 メカニズム，液状化対策と液状化判定
8 深い基礎の概説 支持力機構，基礎に要求される性能，

杭の工法，材質，形状による分類
9 深い基礎の概説 工法の特徴と施工法の概要
10 深い基礎の検討 検討方法，鉛直支持力の計算法の概説
11 深い基礎の設計法 鉛直支持力，負の摩擦力の計算演習
12 地盤改良・掘削方法 地盤改良工法の概説，適用例．各種

掘削工法の概説，特徴．
13 地盤特性値の解釈調査

と留意点
設計地盤定数の求め方と留意点，
ボーリング柱状図の読み方

14 期末まとめ 第1回～13回の理解の確認と質疑応
答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 今回授業内容の復習
2. 同　上
3. 同　上
4. 同　上
5. 同　上
6. 同　上
7. 同　上
8. 同　上
9. 同　上
10. 同　上
11. 同　上
12. 同　上
13. 同　上
14. 同　上

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし．
プリントを適宜配布する
【参考書】
地盤工学会：地盤調査法
日本道路協会：杭基礎設計便覧（平成18年度）
吉見吉昭，福武毅芳：地盤液状化の物理と評価・対策技術，技報堂出版
日本道路協会：道路土工構造物技術基準・同解説
【成績評価の方法と基準】
定期試験70％，レポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
初回講義の際にこれまでの成績評価状況を説明し，受講意欲のない学生に対
しては，早めに履修を諦めさることができたところ，学生の授業評価が低い
ものがなくなり，興味のある学生の受講環境を高めることができた．
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓,PC

【その他の重要事項】
建設会社の設計部で実務を担当した教員が設計経験を活かして講義を行う．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geological Environmental Engineering 2
Program are the following:
1) Graduates will acquire fundamental knowledge on geotechnology:
ground survey, ground disaster, foundation, ground improvement and
excavation methods.
2) Graduates will enhance their ability of general design by design
practices of several types of infrastructure.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方

を紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について

述べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述
べる。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実
験の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすく
する損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用
方法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比
で評価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、
コストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に
代表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考
え方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方

を紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について

述べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述
べる。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実
験の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすく
する損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用
方法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比
で評価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、
コストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に
代表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考
え方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方

を紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について

述べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述
べる。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実
験の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすく
する損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用
方法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比
で評価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、
コストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に
代表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考
え方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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マテリアルサイエンス

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）都市

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力 30%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 25%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法

13 グループワーク発表会
（前半）

1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）SD

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト

J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト

J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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マテリアルサイエンス

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト

J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）建築

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　

— 105 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）建築

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）SD

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）都市

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ART200GA（芸術学 / Art studies 200）

社会と美術

稲垣　立男

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：受講希望者が1000人を超えた場合、抽選
を行います。抽選方法については学習支援システムを通じて連絡
しますので、よく確認をしておいてください。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　国際文化学部基幹科目「社会と美術」は、普段接する機会の少ない、先
進的な表現領域に対する理解を深めるための入門的な授業です。この講
義では、特に21世紀以降に関心を集めている社会と芸術との関係に焦点
を当て、パフォーミング・アーツ、音楽、建築などの表象の世界の様々
な事例を参照し、社会と芸術の接点や関係性について探求します。
　本授業は、「近現代美術の歴史と理論」と「現代社会の課題と美術」と
いう2つのテーマで構成されており、各領域のキーワードからそれぞれ
の課題や問題を検討、議論します。
第一部　「近現代の芸術史と理論」では、18世紀以降から21世紀までの
美術史と理論を包括的に学び、芸術表現の変遷とその背後にある思想や
理論を探求します。
第二部　「現代社会の課題と美術」では、社会や時代を映す鏡としての
芸術表現と現代社会との関係について具体例を交えながら学びます。21
世紀以降に注目されている社会と芸術との関係を扱ったアートの世界に
焦点を当てていきます。

【到達目標】
近現代の美術史と現代社会と美術に関する課題の事例を紹介していきま
す。近現代美術史の基本を理解すること、各時代の社会的課題と芸術と
の関連を見いだすことがこの講義の目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」
に関連。

【授業の進め方と方法】
オンデマンド方式により授業を行います。
授業当日の流れ（重要）
1.　指定された公開日に、Google Classroomにその日の学習内容を掲
載した資料（Google sites）のリンクを掲載する。
2.　資料を見ながら学習を進める。（当日であれば、授業時間外に学習し
ても構いません。）
3.　サイト内に小テストや授業内レポートのリンク（Google Forms）が
掲載されているので、回答して提出する。
4.　授業内容に関する質問については、Google Formsに書き込んでお
くと回答します。
授業の方法
　授業時間になるとGoogle Classroomを通じて受講に必要なリンク先
や課題の提出について公開します。公開したウェブサイトに授業に関連
したテキストや授業概要の映像（YouTube、40- 60分程度）、必要な画
像やウェブサイトのリンク先などが掲載されていますので、そのサイト
を見て学習を進めてください。ウェブサイトは年度末まで公開しておき
ます。
課題
　受講後、Google Formsで課題（小テストと簡単なレポート）を提出し
てもらいます。提出期間は授業終了後数日程度です。
質問・相談
　一般的な質問や相談についてはGoogle Classroomのチャット機能を
使ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容について、進め方と方法、

評価方法と基準
第2回 近代美術の誕生

古典主義、ロマン派、
写実主義、印象派

近代の始まりと芸術運動に関する
講義を行います。近代は、市民革
命と産業革命によってその幕が開
けられました。この時期の重要な
出来事や社会の変遷が、芸術にも
深い影響を与えました。市民革命
によって生まれた新しい社会秩序
や価値観、そして産業革命による
技術の進化が、芸術家たちに新た
な表現の手段を提供しました。古
典主義、ロマン主義、写実主義、印
象派などの芸術運動は、単なる美
的表現にとどまらず、社会の変動
や文化の転換を反映し、近代とい
うコンセプトを徐々に体現してい
きます。授業では、これらの芸術
運動を通して、近代社会の多様性
や複雑性に迫り、芸術が社会と相
互の作用について学んでいきます。

第3回 アバンギャルドの時代
Ⅰ
フォービズム、表現主
義、キュビズム

印象派以降のフォービズム、表現
主義、キュビズムを中心に、第一
次世界大戦前の芸術運動の流れに
ついて学びます。画家たちはより
自由な表現を求めて様々な実験を
始めます。フォービズムは色彩や
筆触を強調し、視覚的な効果を追
求しました。表現主義は主観的な
感情の表現に力点を置きました。
また、キュビズムは立体的視点か
ら物体を捉える手法についての実
験をしました。ポスト印象派と呼
ばれた画家のゴーギャン、ゴッホ、
セザンヌは、印象派以降のこれら
の20世紀の前衛芸術運動に大きな
影響を与え、新しい視点やアプ
ローチを提示しました。授業では
これらの芸術運動に関する理解を
深め、背後に潜むアイディアや文
化的な文脈にも焦点を当てて学ん
でいきます。

第4回 アバンギャルドの時代
Ⅱ
未来派、ダダイズム　
シュルレアリズム、ロ
シア構成主義、バウハ
ウス

第一次世界大戦前後のアバンギャ
ルド芸術運動（前衛芸術）である
未来派、ダダイズム、シュルレア
リズムについて、またロシア革命
前後のロシア構成主義とシュプレ
マティズムについて学びます。こ
の時代登場した芸術運動は、現代
アートの基となるコンセプチュア
ルな発想や、パフォーマンスやイ
ンスタレーションの原型となるよ
うな新しいアイディアが登場しま
す。

第5回 ワークショップ1
単元の復習とワーク
ショップ

近代美術の誕生、アバンギャルド
の時代Ⅰ、アバンギャルドの時代
Ⅱの復習及びワークショップを行
います。
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第6回 第二次世界大戦と戦後
アメリカ美術
抽象表現主義、ネオダ
ダ、ポップアート

第二次世界大戦により、ヨーロッ
パ各地は大きなダメージを受け、
芸術の中心地としての地位をアメ
リカに譲ることとなりました。ア
メリカではその経済力を背景に、
現代芸術の躍動的な拠点となり、
さまざまな芸術運動が登場します。
抽象表現主義、ネオダダ、ポップ
アート、ミニマル、コンセプチュ
アルアートなど、アメリカを中心
として登場した芸術運動に加え、
アンフォルメル、ヌーボー・レア
リズム、アルテ・ポーヴェラなど
ヨーロッパの動向についても学び
ます。

第7回 1960年代の市民運動
と新しい動向
フルクサス、パプニン
グ、ビデオアートミニ
マリズム、コンセプ
チュアルアート、ラン
ド・アート、アルテ・
ポーヴェラ

1960年代になるとアフリカ系アメ
リカ人公民権運動、ベトナム反戦
運動、女性解放運動、LSDを使っ
た平和を訴えるフラワーパワー
ジェネレーションなどの市民運動
が盛んになります。1960年代の芸
術シーンでは、伝統的な絵画や彫
刻に留まらず、さまざまな新しい
表現手法が登場しました。物質生
よりも思想や概念に焦点を当てた
ミニマルアートやコンセプチュア
ルアート、ハプニングやパフォー
マンスアートは身体や行為を介し
て会への関与をするなど、新しい
芸術の動向が登場します。

第8回 多文化の時代
ポストミニマリズム、
新表現主義、関係性の
美術、ソーシャリー・
エンゲージドアート

1989年にベルリンの壁が崩壊して
東西ドイツの境界線がなくなり、
さらに東ヨーロッパ全体が消滅、
冷戦構造が終焉を迎えます。東西
対立の時代からアフリカやアジア、
南米などを含んだ多文化の時代に
移行します。アートの世界でも、
1980年代以降アメリカやヨーロッ
パ中心からグローバルな考え方が
一般的になります。アメリカのコ
マーシャリズムにより生まれた新
表現主義の時代を経て、ミレニア
ム前夜にイギリスとヨーロッパで
発生した二つのムーブメント、ヤ
ング・ブリティッシュ・アーティ
スト」（YBA）とリレーショナル
アートについての理解を深めます。
21世紀に入り、芸術はますます社
会に関与する方向へと進化してい
ます。ソーシャリー・エンゲージ
ド・アートやソーシャル・プラク
ティスといった社会に関与する芸
術運動が盛んになっています。

第9回 ワークショップ2
・単元の復習とワーク
ショップ

戦後アメリカ美術、1960年代／市
民運動と新しい動向、多文化の時
代の講義内容に関する確認をしま
す。

第10回 政治とアート
退廃芸術展と大ドイツ
展、戦争画、東日本大
震災とアート、表現の
不自由展

第二次世界大戦前には社会主義国
のソビエト連邦が国家となり、ド
イツにはナチス党が台頭しました。
戦争に至る思想統制の中、これら
の国々の自由な芸術の精神は、弾
圧を受けることになります。ベル
リンの壁崩壊以降のアートの動き
や近年の表現の自由をめぐる論争、
文化政策の変化など、政治とアー
トについてプロパガンダ、社会主
義リアリズム、ヨーゼフ・ボイス
の社会彫刻、表現の不自由展など
の具体的な事例を通じて、アート
が政治的な状況にどのように対応
し、影響を与えてきたのかについ
て理解します。

第11回 ジェンダーとアート 社会的・文化的な性区別を指す
「ジェンダー」、性的マイノリティ
（性的少数者）を表す総称である
「LGBTQ」についての言及は一般
的になってきていますが、現在で
もジェンダーフリーや性的マイノ
リティの自由は十分に実現されて
いません。こうした課題に芸術が
関与し、社会的な枠組みを拡大し、
偏見や差別に対抗するための意識
を喚起する役割を担い、社会が自
由を獲得するためのプロセスにつ
いて考えます。

第12回 環境とアート 私たちは古くから自然を観察し、
芸術作品の主題としてきました。
自然が提供する様々な風景や生態
系は、画家や彫刻家などのアー
ティストにとって永遠のインスピ
レーション源となっています。ま
た、19世紀の自然主義の考え方や、
近年のランドアートの試みなど、
自然は芸術において重要な役割を
果たしてきました。しかし、近年
では地球規模での環境問題が深刻
化し、私たちは自然との関係性を
再評価せざるを得なくなっていま
す。地球の温暖化、生態系の破壊、
資源の枯渇など、環境問題は私た
ちの生活に直接関わるものとして
認識されるようになりました。地
球温暖と関連するエネルギー問題
は、世界の大きな課題となってお
り、日本においては東日本大震災
をきっかけとした自然災害と原発
問題が今でも続いています。
アートの世界では環境問題への関
心を高め、作品を通じて社会に対
話を呼びかけます。アートを通じ
た環境問題へのアプローチは、単
なる美的な観点だけでなく、社会
的な意識を喚起し、持続可能な社
会を喚起します。

第13回 感染症パンデミックの
時代

2020年以降、私たちは新型コロナ
ウィルス感染症の拡大という未曾
有の状況に直面しました。現在で
は、私たちにとってパンデミック
はすでに少し以前にあった出来事
のように感じています。過去にも
天然痘、ペスト、スペイン風邪、
エイズなどが世界中に大きな打撃
を与えました。感染症が引き起こ
す社会的課題は、その時代背景や
科学技術の進歩によって異なる側
面を持ちます。アートはその時代
の複雑な感情や社会的な変化を反
映してきました。感染症の起こす
社会的課題と各時代のアートが感
染症をどのように表してきたのか
を関連づけて学びます。

第14回 ワークショップ3
単元の復習、ワーク
ショップ

14回の講義について振り返り、芸
術と社会の問題についてディス
カッションをします。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google sitesで配信する授業コンテンツには、学習を深めるためのウェ
ブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるものについ
ては閲覧することをおすすめします。。また、大学の近くには美術館や
ギャラリーが多くあります。可能であれば企画展、常設展などの展覧会
などを多く鑑賞してください。
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
Google sitesを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参考書
を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読すること
を勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料についてはその
都度紹介します。
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【参考書】
山本浩貴『現代美術史-欧米、日本、トランスナショナル』中央公論新社、
2019年
デイヴィッド・コッティントン（著者）、松井裕美（翻訳）『現代アート
入門』名古屋大学出版会、2020年
『改訂版西洋・日本美術史の基本美術検定1・2・3級公式テキスト』美
術出版社、2014年
『続西洋・日本美術史の基本』美術出版社、2016年
『新・アートの裏側を知るキーワード』美術出版社、2022年

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポートの合
計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点比率は以
下の通りです。
1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した
者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
ワークショップではスケッチによるプランや写真作品など簡単な実践に
取り組みますが、受講される皆さんは例年課題について積極的に取り組
まれているようです。楽しく解りやすい授業を心がけたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履修に
関する情報については学習支援システムを併用しますので、よく確認し
ておいてください。

【その他の重要事項】
受講希望者が1000人を超えた場合、抽選を行います。抽選方法について
は学習支援システムを通じて連絡しますので、よく確認をしておいてく
ださい。
実務経験のある教員による授業
稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによる作
品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、これら
の現場での経験を毎回の講義に反映させています。

【Outline (in English)】
Course outline
"Society and Art" is an introductory lecture that will allow you to
see and think about the new world of expression that you rarely
come into contact with. In particular, we will focus on the world
of art, which deals with the relationship between society and art,
which has been attracting attention since the 21st century. You will
also learn about the points of contact between society and art and
their relationships by referring to various examples of performing
arts such as theatre, music, and the world of representations such
as architecture. Focusing on the two themes of "art history and
theory" (first half) and "society and art" (second half), we will
examine and discuss each issue and problem from the keywords
of each area.
1. Art history and theory Learn about the history and theory
of modern and contemporary art from the 18th to 21st centuries,
which is the basis for learning about society and art.
2. Society and art Learn about the relationship between media as
a mirror that reflects society and the times and artistic expression,
with concrete examples.
Learning Objectives
Introducing familiar examples of art history, contemporary society
and art from the past to the present. This lecture aims to
understand the workings of art history and to find universal and
social issues from familiar problems.
Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing the ones
that interest you. There are also many museums and galleries near
the university. If possible, depending on the infection status of the
new coronavirus, please watch exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on the total of class activities,
assignments and reports. We emphasize the experimentality and
positiveness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)

See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have achieved
60% or more of the achievement target of this class will be accepted.
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GDR200GA（ジェンダー / Gender 200）

ジェンダー論

佐々木　一惠

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多様性に富むグローバルな文化・社会を理解する上で、ジェンダーは
重要な視点の一つです。この授業では、文化的・社会的な性の有り
様としてのジェンダーが、歴史的にどのように構築されまた変化し
てきたかを、言説という概念を軸に考えていきます。そこから、自
文化ならびに異文化について、ジェンダーの視点を通じて、より多
角的な分析と理解ができるようになることを目指します。

【到達目標】
１．ジェンダー研究における基礎的概念を理解できるようになる。
２．言説分析の基本的な方法論を習得し、ジェンダーに関連する諸
問題について、基礎的な言説分析ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
【重要なお知らせ】初回の授業はオンデマンドで実施し、２週目以降
は対面で授業を行います。受講を希望する人は4月10日（水）まで
にHOPPIIに登録してください。受講希望者が100名を超える場合
は抽選を行います。受講を希望される方は、4月10日（水）にアッ
プロードされる希望登録Google Formを記入してください。締切
は4月11日（木）の午前10時です。4月13日（土）に抽選結果を
HOPPIIでお知らせします。第2回目からの授業は抽選に合格した
人のみ受講できます。
●ジェンダー研究において重要な諸概念（母性・身体・家族・セク
シュアリティ・恋愛・マスキュリニティなど）を、歴史的な視点と
現代日本の日常生活における視点の双方から検討していきます。
●一次資料の簡単な分析を行ってもらいます。そこから、概念・方
法論の理解と実践方法を学んでいきます。
●毎回の授業の最後に出される問いに対する分析を、リアクション
ペーパーの形で提出してもらいます。
●提出されたリアクション・ペーパーについては、翌週の授業で複
数紹介しながら講評します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の概要について
2 「男らしさ」と男性学

の視点
①役割理論から、「男らしさ」を
一つの「役割モデル（role
model）」として考察する。
②1980年代以降の男性学の系譜
について理解する。

3 「男らしさ」と相互行
為論

①＜男らしさ＞を相互行為論
（アーヴィング・ゴフマンのドラ
マトゥルギーならびにイブ・セ
ジウィックのホモソーシャリ
ティ）の概念から考察する。
②ホモソーシャリティ（男同士
の絆）と国民国家・近代スポー
ツ・軍隊について検討する。

4 「母性」イデオロギー ①日本における国民国家形成と
「母親」への役割期待の関係性、
並びにその変遷について検討
する。
②高度成長期における母性イデ
オロギーの形成について議論
する。
③今日の日本社会における母
親・母性に関する問題と、その
背景について検討する。

5 性役割と「母性」 母親や母性に関する言説が、法
律や政策にどのような形で影響
を与えているのかを、親権並び
に代理出産を事例として検討す
る。

6 異性愛規範とゲイ・
スタディーズの視点

①近現代日本における同性愛の
系譜を辿りながら、異性愛規範
について考察する。
②セクシュアリティをアイデン
ティティ概念から捉え、クイ
ア・スタディーズの新たな視点
について検討する。

7 性の商品化と消費 ①フェミニズムにおける重要な
テーマである、「性と生殖に関す
る自己決定権」の背景としての、
近代における性規範について考
察する。
②ポルノグラフィと買売春を事
例に、セクシュアリティの問題
を検討する。

8 ジェンダーと身体規
範

①美容整形の系譜をたどり、近
現代におけるジェンダー化され
た身体規範と整形美容の関係に
ついて検討する。
②「改造」できる身体という概念
にもとづく美容整形をめぐる議
論とその論点について検討する。

9 身体と自己アイデン
ティティー

「消費」という視点から、身体と
アイデンティティの問題につい
て検討する。

10 「ロマンティック・ラ
ブ」イデオロギーと
恋愛の物語性

①「恋愛」という概念がどのよ
うに日本に定着していったのか
を議論する。
②ロマンティック・ラブ・イデ
オロギーについて検討する。
③「恋愛」の物語性について、
ドラマなどの事例から検討する。

11 近代家族と「家庭」
イデオロギー

①「近代家族」と国民国家形成
との関係性について検討する。
②「近代家族」の規範となった
３つのイデオロギー（ロマン
ティック・ラブ、母性、家庭）
について検討する。
③「近代家族」の変容とその背
景について議論する。

12 フェミニズムとジェ
ンダー論

フェミニズムの思想的背景や展
開の概略を理解し、今日におけ
るジェンダー論の視座を議論す
る。

13 今学期の授業に関す
る質疑応答

質問やコメントに答える。

14 試験・まとめと解説 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
次週の授業に関連する基礎概念について調べておくこと。授業内容
の復習を行い、課題を作成すること。なお、本授業の準備・復習時
間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
伊藤公雄『男性学入門』（作品社、1996年）。
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伊藤公雄、牟田和恵編『ジェンダーで学ぶ社会学』（世界思想社、
2006年）。
千田有紀、中西祐子、青山薫『ジェンダー論をつかむ』（有斐閣、
2013年）。
江原由美子、山崎敬一編『ジェンダーと社会理論』（有斐閣、2006年）。
木村涼子、伊田久美子、熊安貴美江『よくわかるジェンダー・スタ
ディーズ』（ミネルヴァ書房、2013年）。
伊藤 公雄、樹村 みのり、國信 潤子『女性学・男性学 - ジェンダー
論入門』（有斐閣、2019年）。

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー　40　％
期末試験　　60　％
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォンやパソコン等情報機器が必要です。

【その他の重要事項】
●初回の授業はオンデマンドで実施し、２週目以降は対面で授業を
行います。
●受講を希望する人は4月10日（水）までにHOPPIIに登録して
ください。受講希望者が100名を超える場合は抽選を行います。受
講を希望する方は、4月10日（水）にアップロードされる希望登録
Google Formを記入してください。締切は4月11日（木）の午前10
時です。抽選結果は4月13日（土）にHOPPIIでお知らせします。
●第2回目からの授業は抽選に合格した人のみ受講できます。

【Outline (in English)】
The course is designed to facilitate an understanding of culture
and society from the perspective of gender and sexuality. It
introduces various issues related to gender and sexuality so
that students become better able to analyze their own culture
as well as other cultures in a multifaceted way from the
standpoint of gender.
By the end of the course, students are expected to be able
to: 1) understand the basic concepts in gender studies, and 2)
acquire basic methods of discourse analysis and conduct basic
discourse analysis on various gender-related issues.
Students will be expected to 1）check the basic concepts related
to the next class lecture, and 2) review the content of the class
and work on the assignments.
The final grade will be decided by reaction paper (40%) and the
final assignment (60%).
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HUM200GA（その他の人文学 / humanities 200）

国際文化協力

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：100名前後が望ましい
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では国際文化論の観点から国際協力の基礎を学ぶものである。具体
的には国際協力の歴史や仕組み、国際協力が文化に及ぼす影響、文化面の国
際協力のあり方について知識を習得するとともに、それらを用いて論理的に
考える力を養うことを目的とする。基幹科目なので、１、２年生には、専攻
科目や演習で更に深めたい学問領域やテーマを見つける機会にして欲しい。
【到達目標】
（１）国際文化論および国際協力についての基礎的な知識を身につける。
（２）国際協力と文化を結びつけて論理的に事象を分析できる。
（３）「技術と文化」「開発コミュニケーション」「文化遺産保護」「難民」「パブ
リックディプロマシー」などに授業で扱うテーマついて説明できる。
（４）基幹科目としてアカデミックスキルを身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■フィードバック：講義への質問は、学習支援システムの掲示板に質疑応答
コーナーを設けて、そこでやり取りする。
■授業後課題：2回に1回程度課す。思考を促す課題で、200字～800字程度
で書いてもらう。基幹科目なのでアカデミックスキルを高めることも目的と
している。提出期限は授業日から3日以内。授業冒頭で課題への全体コメント
を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション―

国際文化協力とは―
この授業の狙い、進め方、国際文化
協力の概論。リアルタイムオンライ
ン授業で行い、履修希望者数を確認
する。

2 技術と文化 川の水を煮沸せずに飲む行為を通し
て技術と文化について考える

3 普及とコミュニケー
ション

受け入れ「させる」ことをどう考え
るか

4 協力される側だった日本 明治時代のお雇い外国人と「抵抗」
を考える

5 日本への技術移転 贈与・交換・支配・互酬と国際協力
6 文化の受容と抵抗 文化接触（アカルチュレーション）

から文化の受容を考える
7 文化財を守るとは 明治時代の日本で文化財をなぜ守る

ようになったのかを考える
8 国際的な文化財保護ま

での道のり
戦利品としての略奪と返還運動から
文化財の国際的な捉え方の変化を考
える

9 人類の遺産 世界遺産という発想はどこからきた
のかを考える

10 政府開発援助（ODA）
と文化協力

パブリックディプロマシーやソフト
パワーについて考える

11 国際協力と想像力―期
末レポートに向けて

期末レポートの課題文献とこの授業
の繋がりを講義する

12 国際人権 文化要素としての人権について難民
を例に「民権」との違いから考える

13 市民としての国際文化
協力

日本の地域での難民受け入れを通し
て同化と社会的統合について考える

14 私と国際文化協力 担当教員の実務経験を踏まえて国際
文化協力の授業での学びを再構成す
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・最初の授業で具体的に指示する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
以下の本は、複数回の授業の参考文献であるとともに、期末レポートの課題
文献となる。到達目標４に関係している。各自入手すること。
松本悟・佐藤仁編著（2021）『国際協力と想像力―イメージと「現場」のせめ
ぎ合い』日本評論社。
【参考書】
毎回の講義に関連する参考文献はその都度紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・授業後課題への回答などの平常点50%、期末レポート50%
・授業後課題は設問に200字～800字程度で答えるもので、カッコ内の場合は
減点となる（例：設問や指示に的確に答えていない、極端に短い、文章とし
て辻褄が合わない）
・期末レポートは、授業で学んだ内容を踏まえて、課題文献を分析するもので、
知識を問うものではない
・この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする
【学生の意見等からの気づき】
・短い文章や期末レポートの書き方の説明が役に立ったという声が多いので継
続する。
・毎回グループ討議と発表を取り入れる。
【学生が準備すべき機器他】
・教科書は春学期の前半（5月末頃）までには入手しておくこと
【その他の重要事項】
NHK記者や、開発協力分野のNGOとして実務に関わってきた教員が、その
経験を事例として取り上げながら講義やコメントをする。
【Outline (in English)】
【Course outline】
What is international cooperation from the perspectives of intercultural
studies? It should covers impacts of inter-national cooperation on
cultures, inter-cultural cooperation or inter-national cooperation in
cultural fields. By the end of this course, students will understand those
aspects of cooperation beyond the national borders and will be able to
analyze them logically.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students are expected to;
1) acquire the basic knowledge on intercultural studies and interna-
tional cooperation.
2) be able to analyze the issues in associating international cooperation
and culture.
3) understand the key concepts of "technology and culture", "develop-
ment communication", "protection of cultural heritage", "refugees" or
"public diplomacy".
4) acquire and be able to apply the academic skills to write a short or
term paper.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content or to write a short essay on a
given topic.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on a short essay at each class meeting
(50%) and a term-end report (50%).
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FRI200GA（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

社会とデータサイエンス

和泉　順子

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：
備考（履修条件等）：情報関連科目を履修済みであることが望ましい
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
情報化社会が発展・普及していく中で、様々なものがデジタル化されインター
ネットに接続されつつある。この授業では IoT（Internet of Things）やビッ
グデータ等に関連するデータサイエンスというキーワードから、パソコンで作
成するデータだけでなくセンサや人の行動、公的機関からの公開情報等から得
られるデータがどこでどのように利活用されているのかを学ぶ。また、デー
タサイエンティストとはどんな人材なのかを議論しながら、様々なデータの
性質や扱い方、可視化等を統計学等の観点から学び、実践する。
【到達目標】
ビッグデータ、IoT、オープンデータ、といった言葉で表現される膨大なデー
タの利活用としてデータサイエンスのいくつかの事例と、そこから作られる
情報や価値について学ぶ。個々のデータの具体的な内容ではなく、異なる内
容や形式を持ったデータに共通する性質や、データを正しく扱うために情報
科学だけでなく社会科学分野にも重要な統計学などを学ぶ。また、同じデー
タでも可視化の方法によって伝わり方が違う事を学び、実践する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義はPCを使用した実習形式で行い、授業内のプレゼンテーション、課題・
小テストおよびレポートにより学習結果を確認する。
情報実習室での対面授業を基本とするが、状況に応じてオンライン授業に切
り替える場合もある。学期途中での授業形態の変更やそれにともなう各回の
授業計画の修正については、学習支援システム（Hoppii）でその都度提示す
る。履修予定者は、必ず初回授業日の前日までに学習支援システムで本科目
を仮登録し、初回授業に参加すること。
課題等の提出・フィードバックは、授業内および学習支援システムを通じて
行う。
授業に関する質疑応答については学習支援システムの掲示板機能を活用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の説明、社会におけるデータサ

イエンスの重要性について
2 IoTとビッグデータ IoT（Internet of Things）とは何か、

ビッグデータの利活用事例を学ぶ
3 オープンデータの活用 公開されているオープンデータがど

のように活用されているかを学び、
自ら調べる

4 仮想空間のプライバシー デジタルな空間、あるいはインター
ネット上におけるプライバシー確保
に必要な技法の一部を学ぶ

5 統計処理の意味 データを抽出して価値を創出するた
めに、どのような統計手法があるの
かを学ぶ

6 統計分析の意味 統計処理したデータの分析から何が
分かるのか、それが何に役立つのか
を学ぶ

7 データの種類と尺度 ４つの尺度と利用可能な測定値、お
よび相関について学ぶ

8 統計の基本と実践（１） 平均値と中央値、正規分布、分散、
標準偏差の意味について学ぶ

9 統計の基本と実践（２） 正規分布と確率について学ぶ
10 統計の基本と実践（３） 標本調査における無作為抽出と標本

誤差について学ぶ
11 データの可視化 同じデータでも可視化の違いによっ

て印象や伝わり方が異なることを学
ぶ。また、データを説明するために
適切なグラフは何かを学ぶ

12 データサイエンスの実践 自分の興味のあるオープンデータか
ら適切な統計手法を用いてデータを
読み取り表現する

13 プレゼンテーション 自分が調べ、読み取り、表現したこ
とを授業内で発表する

14 議論と考察、授業のまと
め

授業内で扱ったデータについて質問
を通して改善の余地を議論・考察
する。
また授業のまとめを行い、授業内に
簡単なレポートを作成、提出する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
統計学をはじめ数学の知識を多少使うため、各自の理解度に応じて適宜予習
復習をすること。本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指定する。
【参考書】
授業内で適宜指定する。
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、平常点20%、小テスト20%、プレゼンテーション30%、レポー
ト30%で総合的に行う。
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
情報実習室のパソコンを使用した実習型の授業である。情報実習室で対面授
業を行う場合は、教卓機パソコン画面上のテキストや資料を使用して進める。
オンライン併用の場合は、各自で学習環境を整える必要がある。基本的には
WindowsでもmacOSでも構わないが、 Excelでデータ分析ができる環境を
前提としている。
最終課題となるプレゼンテーションは対面授業であってもZoomを用いること
を想定している。また、毎回の授業資料と課題は学習支援システムを利用し
て配布・提示する。
授業時間内にこれらに接続可能なネットワーク環境も必要である。
【その他の重要事項】
受講者数が定員を超過する場合は抽選を行う。
初回授業はZoomを用いたオンライン授業となるが、受講者数把握のため、受
講希望者は初回授業日の前日までに学習支援システムに仮登録した上で初回
授業に出席すること。
詳細は学習支援システムを参照し、授業資料や「お知らせ」を必ず確認する
こと。
授業内容は、「情報リテラシーⅠ」、「情報リテラシーⅡ」の内容を概ね理解し
ていることを前提に進みます。
【Outline (in English)】
（Course outline）
In this class, you will learn how data, which may be obtained not only
from data created by computers, but also from various sensors, human
behavior, and information released by public institutions as "open data",
is used in social activities. The keywords are "data science", "Internet
of Things (IoT)", "open data" and "big data". Students will learn and
practice the handling and visualisation of various types of data.
（Learning Objectives）
- Learn about some examples of data science as a way to make use of
the vast amounts of data described by terms such as Big Data, IoT and
Open Data.
- We will learn about the common properties of data with different
contents and formats, and statistics.
- Learn and practice how the same data can be communicated in
different ways depending on how it is visualised.
（Learning activities outside of classroom）
You will need to do some independent study (revision) to make up for
any difficulties you have in understanding the lecture content.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on the mid-term exam (20%), in-class
contribution(20%), and the term-end preseentaion (30%) and report
(30%).
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HUI200GA（人間情報学 / Human informatics 200）

道具による感覚・体験のデザイン

甲　洋介

サブタイトル：カラダの『体験』から空間をデザインする
配当年次／単位：１～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：教室の収容人数を超えた場合は選抜を行う。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「体験」という個人的な出来事を、受講生がアタマとカラダを使って「体験し
直す」ことを目指す科目である。
●　日常の体験こそ奥が深い
体験という言葉からあなたが思い浮かべるのは、忘れられない出来事、驚い
たこと、可笑しな体験、つらかったことなど、ほとんどが『非日常的な』体験
ではないだろうか。しかし体験の本質に迫りたいなら、むしろ、日常の体験
の豊かさにこそ目を向けるべきである。本講義によって受講生は、一見些細
に思える日常の体験においてでさえ、身体のさまざまな感覚は研ぎ澄まされ、
わずかな世界の変化を感じ取り、豊かに感情が湧き起こり、体験が生み出さ
れていくさまを理解できるようになる。
●　『体験』から、空間をデザインする
今年度は、「空間の体験」を取り上げる。本講義を通じて受講生は、人間は他
人との間にある距離・空間を絶妙にコントロールしながら、互いに巧みな空
間行動をしていることを理解できるようになる。たとえばキャンパス、マー
ケット、カフェ、広場、駅ナカなど、多くの人々が行き交う場は、人間の空間
行動の特性を観察し、解析するには格好の空間である。
　身体は空間を感じ、体験を生み出す。空間のデザインによって、そこでの
体験はどのように変化するのか。この理解をベースにし、日常の空間をデザ
インし直すことに取り組む。たとえばもっと快適に安らげるように、あるい
はもっと自然な集中ができるように。
●　体験をデザインする、ということ
　「経験」「体験」(experience)が今ほど注目される時代はない。一方で「経
験の危機」も指摘される。仮想世界の浸透も手伝って、私たちの「体験」はか
つてない速度で変化が進み、どこまでが体験なのか、その境界はますます曖
昧になりつつある。例えば、自分の身体と感覚を使って実際に体験していな
い出来事であっても、”あたかも体験したかのように”受け入れていることに
気づく。本講義を通じて、この現象を、デザインの視点から批判的に問い直
すことになる。
【到達目標】
受講生はつぎの３つについて、基本用語を使って簡潔な説明ができるように
なる。
　1)体験するとはどのようなことか
　2)人間は、どのように空間を身体で感じ、感情を働かせながら、人との距
離や空間を互いに調節し、巧みな空間行動をしているか
　3)空間の体験は、その空間のデザインによってどのように変化するのか。
そして、これらの知識を用いて具体的対象に対して基本を実践できるように
なる。
これらを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
講義と、実際に手を動かすデザイン・ワークショップを組み合わせて展開さ
せる。講義で取り上げる３つのテーマ、およびワークショップの概要は次の
通りである。各回において受講生のコメントシートを踏まえながら前回内容
のおさらいと解説をし、理解の深化を促す。
●【講義の３つのテーマ】
　 (a)身体と感覚、体験するということ
　 (b)空間を体験する。道具によって空間の体験を作る
　 (c)身体の観点から、感覚・体験装置を再考する
●【デザインワークショップ】
さらに上記テーマのうち (b)空間体験に焦点を絞って、街角のカフェ、店、学
校、オフィス空間、住宅内のリビングルームなど具体的な空間を例にとり、デ
ザインワークショップによる実践を通じて理解する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義の狙い、構成、進め方のガイダ

ンス
第2回 [A]身体、感覚、体験 体験と身体。自然との境界としての

身体・感覚

第3回 感覚と体験 感覚を体験する。直接体験と間接体
験

第4回 感情の科学：感情をと
もなう体験

感情を体験する。感情を伴う体験の
メカニズム

第5回 [B]人間の空間行動と空
間体験のデザイン

カラダで空間を感じる（視・聴・多
感覚）

第6回 人間の空間行動 観察しよう。人間が見せる面白い空
間行動

第7回 人間の空間行動～パー
ソナルスペース

空間行動は、文化の中に組み込まれ
ている

第8回 デザインワークショッ
プ１

からだが『空間を体験する』

第9回 [C]身体から、感覚・体
験装置を問い直す

体験experienceから、空間をデザイ
ンする

第10回 空間の体験　～道具に
よって空間の体験を作る

学校という空間、カフェという場所。
空間体験から考え直す

第11回 身体からみた『日本庭
園』　～日本庭園のふし
ぎ

身体を覚醒させる装置としての日本
庭園。時間的な連続性

第12回 デザインワークショッ
プ２

カフェ、オフィス、学校、『場所』の
デザイン、発表と討議

第13回 空間体験の仮想化 現実と仮想体験の融合。スヌーズレ
ン。仮想現実VR、拡張現実AR、
ミックスドリアリティMR、代替現
実SR

第14回 まとめ：身体、感覚、体
験 -revisit -

生きられた空間。経験としての芸術。
経験の危機

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・デザイン課題、発表のための資料づくりがあります。本授業の準備学習・復
習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
初回時に指示をする。
【参考書】
・「経験としての芸術」(J.デューイ)講談社学術文庫, 2004
・「かくれた次元」(E.T.ホール)みすず書房, 1970
・「空間の経験―身体から都市へ」(Y.F.トゥアン)ちくま学芸文庫, 1993

【成績評価の方法と基準】
・レポート、作品制作 (50％)
・コメントシート、発表、討議への積極的な参画、平常点（50％）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
履修者からの要望が多い、建築空間での事例研究を増やそうと思う。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布、コメントシート・課題提出等に学習支援システムを利用する。授
業前後にアクセスし確認すること。
【その他の重要事項】
　講義を言葉で理解するだけではなく、日常のあらゆる機会をとらえて、身体
と感性を駆使して理解しよう。面白い建築を訪ねたり、街の人々の空間行動を
新しい視点からウォッチングしたり、日本庭園に仕掛けられた身体体験を批
評的に味わったり、闇の中で海辺の波音にじっと耳をすます体験が役に立つ。
　教室の収容人数を超えた場合は選抜を行う。
【重要な関連科目】
「道具のデザイン学」「こころの科学」「仮想世界研究」と組合せ受講すること
が望ましい。それらで学んだ知識を用いて、この講義および実習をより深い
理解に基づいて進めることができるようになる。
【情報機器・視聴覚設備の活用】
ＰＣおよび、ＤＶＤデッキ、プロジェクター等の視聴覚設備を活用し、講義
形式とワークショップを組み合わせた授業を展開する。
【Outline (in English)】
This class allows you to learn (a) the basic concepts of experience,
emotion, feeling and embodiment, and (b) the “design of experience”.
This year, we will focus on human spatial experience and the design of
spatial experience.
By the end of the course, students should be able to (a) explain the
relationship between experience, emotion, feeling and embodiment, and
(b) practice basic principles of "experience-based design” based on the
understanding of the above basic concepts.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Final grade will be decided based on (1) final report/work product
(50%) and (2) short reports and the quality of the student’s in-class
contribution (50%).
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HUI200GA（人間情報学 / Human informatics 200）

文化情報のデザインワークショップ

甲　洋介

サブタイトル：ユーザの体験を考え、デザインする実践ワークショッ
プ
配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：情報コミュニケーション I
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：受講状況により選抜することがあります
備考（履修条件等）：情報関連科目を履修済みであることが望ましい
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ユーザーの体験をデザインする『面白さ』と『奥深さ』を、実践的に学ぶ科目
私たちの日常生活はたくさんの道具であふれている。日常生活で出会う道具
には文房具のような小さなモノからアミューズメントパークのような大きな
モノまである。それらの道具が魅力的で使いやすいと日常生活も豊かで楽し
くなる。
　このワークショップでは、「道具を使いやすくデザインする方法論」と「新
しい近未来の道具のデザイン」という２つのテーマに取り組む。　道具をデ
ザインするという一見難しく思える課題を、手法の習得と実践の両方をバラ
ンスよく配置して、実践的に学べる科目である。
●　ユーザー調査を行い、特性を理解し、道具を使いやすくデザインする
講義の前半では、「道具の使いやすさ」に着目する。
　私たちの日常を様々な側面で支えてくれる道具たちを、使いやすく魅力あ
るのにするにはどうすればよいか？ 　その鍵は、ユーザの特性と、ユーザに
起こっている出来事の的確な理解にある。　道具のデザインを改良する具体
的な方法論を、実習を通じて学ぶ。
●　新しい、近未来の道具をデザインする
講義の後半では、「新しい近未来の道具のデザイン」に着目する。
　まだ存在しない未来の道具をデザインするにはどのようにすればよいのか？
　その手掛かりはユーザーの潜在的なニーズの把握にある。　利用者の生活
が豊かになるような近未来の道具を考案し、コンセプトをデザインするため
の方法論を、実習を通じて学ぶ。
【到達目標】
「道具をもっと使いやすくデザインすること」と「新しい近未来の道具をデザ
インすること」、この２つをテーマとして、デザイン手法を実践的に学ぶ。
●　２つのテーマは学習内容が異なる。各テーマの基礎となる基本的な考え
方、理論、調査計画の立て方、評価方法、データ収集方法、分析方法を学び、
実践できるようになる。
●　グループワークの進め方、結果のまとめ方、成果発表の工夫を学び、実
践できるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
「道具を使いやすくデザインする方法論」と「新しい近未来の道具のデザイン」、
この２つのテーマについて、具体的なデザイン手法の基礎を学び、実践する。
授業は、講義とワークショップを組み合わせる。また受講者の学習状況や実
践力をコメントシート等によって把握し、進め方に反映する。
●　前半では、身近で気になる道具を１つ取り上げ、利用者にとってより使い
やすい道具に改良するための方法論を、実験実習によって実践的に学ぶ。道具
の使いにくさの問題現象を分析・整理し、システム改良を行うための認知工学
的方法論とその考え方を、グループワークによる実験実習を通じて習得する。
●　後半では、具体的な利用者の日常生活のある場面に着目し、利用者の生活
をさまざまな角度から分析することにより、利用者の生活を豊かにする具体
的な道具を１つ考案し、コンセプトを明確化させていく作業をグループワー
クを通じて行う。
●　各テーマごとに、受講生またはグループによる成果発表の機会を設ける。
グループワークや成果発表では、受講生どうしの討議を促すとともに解説を
行い、さらに改良アイディアを深められるように工夫する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 「道具の使いやすさ」とユーザー中心

のデザイン
2 道具の使いやすさ

（理論編）
道具の使いやすさ評価の基本を学ぶ

3 道具の使いやすさ評価
（実験計画編）

使いやすさ評価実験の計画を立てる

4 道具の使いやすさ評価
（準備編）

「道具の使いやすさ評価」に用いる実
験手法の実習と、実験準備

5 道具の使いやすさ評価
（実験編）

「道具の使いやすさ評価」を実験実習
する

6 道具の使いやすさ改良
（分析・考察編）

実験データを分析し、それに基づいて
道具の具体的な設計改良を考案する

7 道具の使いやすさ改良
（提言編）

道具を改良する具体的な提案と資料
を準備する

8 成果発表とクラス討議 発表と討議を通じて、道具を使いや
すくする改良事例を互いに学ぶ

9 デモンストレーション ヒューマンインタフェースの新しい
潮流

10 新しい近未来の道具（ブ
レインストーミング）

ある具体的な人物の、具体的な生活
場面を切り出す

11 新しい道具のデザイン
（分析編）

利用者特性と具体的なニーズを分析
する

12 新しい道具のデザイン
（アイディア編）

要求分析から、道具を発想する

13 新しい道具のデザイン
（提言編）

要求分析から、新しい道具の提言を
練る

14 成果発表とクラス討議 発表と討議を通じて、近未来の道具
の発想例を互いに学ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。授業時間外に観察や
調査の実施、レポート作成などの活動が含まれる。
【テキスト（教科書）】
・「人間計測ハンドブック」第3章（認知心理過程の計測）（朝倉書店、産業技
術総合研究所編）2013.
・ユーザインタフェースと認知モデル（甲洋介、人工知能学会論文誌）
【参考書】
・International Encyclopedia of Human Factors and Ergonomics. W.
Karwowski (Ed.) 2nd Edition,(Taylor & Francis) 2006.
・「ユーザーインタビューをはじめよう」（ポーチガル著、ビー・エヌ・エヌ新
社）2017
・「デザイン思考が世界を変える〔アップデート版〕」(ティム・ブラウン著、早
川書房) 2019
・「プロダクトデザインの基礎スマートな生活を実現する」（JIDA編、ワーク
スコーポレーション）2014.
他については講義開始時に指示する。
【成績評価の方法と基準】
・レスポンスシート、討議、発表、グループワークにおける貢献度合い (50％)
・課題レポート、プロトタイプなど制作物 (50％)
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。課題レポートの未提出者は単位認定できない。
【学生の意見等からの気づき】
グループディスカッションが有益とのコメントを踏まえ、講義と実習を効果
的に組み合わせ、理解がより深まるように工夫する。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布、レスポンスシート・課題提出等に学習支援システム等を利用する。
授業前後にはアクセスし確認すること。
【その他の重要事項】
本科目では、グループワーク中心の発見型学習を通じて学生の就業力育成を
支援する。
「文化情報学の実践」科目群〔共通のテーマ〕
　「文化情報学の実践」科目群では、文化情報学における重要な主題を選び、
その基本となる考え方、課題解決の手法、実践に必要な知識を実習を通して学
ぶ。情報実習室の機材・設備を活用した実験・実習を通じ、ICT活用スキルに
加えて、実験の計画、分析、専門文献調査、考察、報告などを実践的に学ぶ。
【前提科目と関連科目】
・「道具のデザイン学」「道具による感覚・体験のデザイン」「こころの科学」を
合わせて履修することで、知識と実践の相乗効果が得られる。
・「文化情報学の実践」科目群の姉妹科目と合わせて履修する事で多面的な学
習効果が得られるよう工夫されている。
【情報機器・視聴覚設備の活用】
情報実習室で開講する場合は、ＰＣおよび、ＤＶＤデッキ、プロジェクター
等の視聴覚設備を使用する。
【Outline (in English)】
This class provides you with an unique "Design Workshop". This class
allows you to actively learn: (1) how to re-design everyday artifacts by
the "User Experience (UX) Design" methodology, and (2) how to create
ideas of conceptual designs of a near-future artifact.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Final grade will be decided based on (1) final report/exam (50%) and
(2) short reports and the quality of the student’s in-class contribution
(50%).
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HUI200GA（人間情報学 / Human informatics 200）

道具のデザイン学

甲　洋介

サブタイトル：魅力的な体験をデザインする、という考え方
配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：ヒューマンインターフェイス論
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：初回の授業に出席すること
備考（履修条件等）：情報関連科目を履修済みであることが望まし
い< br /> 旧：ヒューマンイタンーフェイス論の修得者は履修不可
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
●　デザイナーだけではない。利用者の視点がデザインに役立つ！ 　
日常生活はたくさんの道具やサービスであふれている。日常生活で出会う道
具にはコンタクトレンズのような小さなモノから建築物やアミューズメント
パークのような大きなモノまである。それらの道具が魅力的で使いやすいと
日常生活も豊かで楽しくなる。
　利用者としてのあなたの体験に目を向けよう。お気に入りの道具を楽しむ
こともあれば、面倒な操作で不快になった体験もあるだろう。
●　デザインすると、暮らしはもっと快適になる
暮らしの道具やサービスを使いやすく魅力的にデザインすることは、その道
具の利用者の生活をもっと豊かで快適なものにすることに直結している。道
具のデザインは重要である。そのデザインに、ユーザからの視点が非常に役
立つことが分かってきた。
●　ユーザの体験（エクスペリエンス）をデザインする、という考え方
ではどうデザインするか。本講義では、利用者にとって使いやすく、魅力的
なものをデザインすることを目指す方法論「ユーザーエクスペリエンス・デ
ザイン」の基本から、デザイン手順までを実践的に学べる。それは、デザイ
ンする際の主役である「ユーザ」について深く理解し、特性を分析する作業
から始まる。
「モノづくり」、特に道具・家具・文具のデザインに興味のある皆さんの参画
を期待する。
　文化や特性が異なるために摩擦が生じるのは人種や民族間だけではない。ロ
ボットを始め、人が造った人工物と人間も、材質や見かけだけでなく、知的
能力、言語コミュニケーション能力、感覚、情動などさまざまな側面におい
て異なっている。このため、人工物と人間の間でも様々な摩擦が生じる。こ
のことを学ぶことは、これからの社会に重要な、人と人工物が共生する社会
について考える際の基礎となる。
【到達目標】
UXデザインの基礎が身につく
・使いやすく魅力的な道具やサービスをデザインするための方法論、「ユーザー
エクスペリエンス・デザイン」の基本的な考え方を説明できるようになる。
・デザインの基本原則から、ユーザ特性の分析方法、デザイン手順まで、実践
的に説明できるようになる。
・最終課題に取り組むことで、道具・商品・サービスのデザイン案を、利用者
のエクスペリエンス (experience=体験)の観点からデザインし、企画を提案で
きるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
日常生活を豊かで暮らしやすくする「ユーザーエクスペリエンス・デザイン」
を、基本から実践までを体系的に学ぶことができる。
●各回において受講生のコメントシートを踏まえながら前回のおさらいと解
説をし、理解の深化を促す。受講生どうしの討議・意見交換の機会を適宜促
すとともに解説を行う。改良アイディアがさらに得られるように工夫する。
●「ユーザーエクスペリエンス・デザイン」の手法を学び、実践する
特に後半では、具体的なデザイン方法論の基本から実践手順までを学ぶ。講
義での説明に基づいて、各自が練習課題に取り組む。その成果を蓄積してい
くとレポートが仕上がるように工夫されている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 『暮らし』をシナリオに

書いてみよう
日常生活の道具に着目し、「暮らしの
シナリオ」を描く

2 なぜ使いにくいモノが
暮らしにあふれるのか

デザイナーだって、利用者に喜んで
ほしい

3 使いやすい道具は生活
を快適にする

決め手は、ヒトと道具のコミュニ
ケーションのデザインだ

4 ユーザの心理学 ユーザの認知過程: 道具の「使いにく
さ」を科学的に解析する

5 ヒューマンエラー ヒトは間違えやすく、思い込みが強
く、新しい事をなかなか覚えない動
物である

6 道具の使いやすさ 「使いやすさ」を定義する。ユーザビ
リティの国際規格

7 「ユーザーエクスペリエ
ンス・デザイン」①
User Experience (UX)
Design

ユーザの特性を理解し、体験
(experience)をデザインする、という
考え方

8 「ユーザーエクスペリエ
ンス・デザイン」②理論

UX Designの考え方の基礎と基本原
則を学ぶ

9 「ユーザーエクスペリエ
ンス・デザイン」③手順

デザインの流れと、具体的な手順

10 道具のデザイン実習①
商品の企画

魅力ある商品の企画書を作るために

11 道具のデザイン実習②
ユーザー分析

ユーザ・ニーズとシナリオに基づく
デザイン

12 道具のデザイン実習③
デザインプロセス

ユーザの快適な体験 (experience)を
デザインする

13 道具のデザイン実習④
評価技法の例

道具の使いやすさの評価技法

14 デザイン案の発表会 受講生によるデザイン案の発表、
ディスカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を兼ねて、課題練習を少しづつ積み重ねる。本授業の準備学習・復
習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・「誰のためのデザイン」（D.A.ノーマン、新曜社）2015
・「人間計測ハンドブック」（甲ほか、朝川書店）2013
他については適宜指示する。
【参考書】
・「ユーザーインタビューをはじめよう」（ポーチガル著、ビー・エヌ・エヌ新
社）2017
・「ユーザビリティエンジニアリング」（樽本徹也、オーム社)2014
・「UXデザインの教科書」（安藤昌也著、丸善出版）2016
・NPO人間中心設計推進機構：　http://www.hcdnet.org/

【成績評価の方法と基準】
・レスポンスシート、授業・討議における積極性な貢献度合い (50％)
・発表とレポート (50％)
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
受講生による互いのデザイン企画案の発表会が、大いに刺激になる、との感
想が寄せられる。私もそれを楽しみにしている。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布、レスポンスシート・課題提出等に学習支援システム等を利用する。
授業前後にアクセスし確認すること。
【その他の重要事項】
いわゆるコンピュータの授業ではないので、注意のこと。
【履修条件】
・国際文化学部生は「情報リテラシーⅠ・Ⅱ」を単位取得済みであること。
・他学部生（国際文化学部生以外）は初回の授業に出席し必ず先生に履修の許
可について相談すること。　
【関連科目】
・姉妹科目の「文化情報のデザインワークショップ」は、ユーザーエクスペリ
エンス・デザイン手法の実践ワークショップになっている。これと併行履修
することで知識と実践の相乗効果が得られる。
・「こころの科学」「道具による感覚・体験のデザイン」「システム論」と組み
合わせて受講すると、知識が関連し合って面白くなる仕組みになっている。
・本科目の主題は、「文化情報空間論」においてさらに発展される。
【情報機器・視聴覚設備の活用】
ＰＣ、プロジェクター等の視聴覚設備を活用する。
【Outline (in English)】
This class allows you to learn the "User Experience (UX) Design". By
the end of the course, student understands the basic principles of the
"UX Design" and should be able to understand how to apply some basic
methods.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Final grade will be decided based on (1) final report/exam (50%) and
(2) short reports and the quality of the student’s in-class contribution
(50%).
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BIO200GA（その他の総合生物・生物学 / Biology 200）

文化と生物

島野　智之、川上　裕司、黒沼　真由美、松崎　素道、鈴
木　忠、富川　光
サブタイトル：生活にいかす生物との関わり
配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：バイオインフォマティクス
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：
備考（履修条件等）：旧：バイオインフォマティクスの修得者は履
修不可
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
文化という視点からみた生命の実像を学ぶ.
内容は大きく2つに分けて，(I-II)「ヒトを取り巻く文化と生物」と，(III-V)
「生物それ自体とその進化」について講義を行う．分野は衛生学，美術，生物
学，農業にわたり，生物情報をどのようにヒトが利用しているのかを学ぶ．
【到達目標】
ヒトの生活と生物にまつわる歴史，文化そして，現代的な問題を解決する方法
について，考え理解する．生物の多様性や進化について，考え理解する．現
代の生物学は情報科学的側面を強く持っている.ここでは，生命活動における
情報（主に遺伝情報）の特徴とその役割について，現代生物学の手法を体験
し，現状を理解する.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
大学の行動方針レベルが２となった場合、この授業は原則としてオンライン
で行う。詳細は学習支援システムで伝達する。
講義はやわらかく，文系学生にも分かりやすい内容や説明を行う．
講義はオムニバス形式で，それぞれの分野の専門家に最新の知識を示しても
らいます．11回までは，講義が中心ですが，特に，5-8回は，討議などもいれ
たアクティブラーニングの手法ももちいます．随時，ビデオやスライドを用
いてわかりやすく紹介します.最後の実習（12回以降）は，実際にパソコンの
ソフトを用いて，外部の生物学専門機関が公開している種々のサービスを利
用して行います.
メールの添付などの方法で課題等に対するフィードバックをおこないます．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス

(I)ヒトの生活環境と
生物
(1)食文化と微生物
担当教員：川上

講義内容のあらすじ
①善玉菌と悪玉菌とは何か（細菌・
真菌・ウイルスの違い）,②食中毒と
は何か,③発酵食品に利用される微生
物と食文化の発展について

2 (I)ヒトの生活環境と
生物
(2)健康的な食生活と微
生物
担当教員：川上

①プロバイオティクスとは何か,②医
食同源は健康的な食生活の基本,③人
類の食糧難を引き起こす昆虫と救う
昆虫（農業・食品害虫と昆虫食）に
ついて

3 (I)ヒトの生活環境と
生物
(3)住まいと害虫
担当教員：川上

①主な衛生害虫・衣類害虫・家屋害
虫とその生態,②ダニ・昆虫アレル
ギーについて,③殺虫剤と害虫対策法

4 (I)ヒトの生活環境と
生物
(4)住まいと微生物
担当教員：川上

①病原体としての細菌・真菌（カ
ビ）、②真菌アレルギーについて、③
殺菌剤とIPM（総合的有害生物管理）
による対策法

5 (I)ヒトの生活環境と
生物
(5)文化財を害虫やカビ
から守るためには
担当教員：川上

①文化財の保存科学現状と問題点、
②カビ被害の実際と対策、③害虫被
害の実際と対策

6 (I)ヒトの生活環境と
生物
(6)地球環境と微生物～
歴史を作る影の立役者～
担当教員：川上

①感染症と人類の歴史、②ハンセン
病と日本の歴史、③地球環境と農業
分野への活用

7 (II)生物と生態系
(1)生物と生態系
担当教員：松崎

生態系とは、共生による生物進化、
地球環境の改変、ヒトと生態系

8 (II)生物と生態系
(2)生態系における寄生
と共生
担当教員：松崎

寄生生物が生態系で占める位置，生
態系改変，宿主操作，食文化との関
わり

9 (III)動物とは？
(1)生き物のなかでの動
物の位置
担当教員：鈴木

生き物の体系と，私達人間が含まれ
る「動物」とは何か？ を考える．①
生き物とは何か,②動物とは,③生態
系の中の動物の食物連鎖における位
置，④新たな動物学の研究．

10 (III)動物とは？
(2)新種の発見
担当教員：富川

①生き物に名前をつけるということ,
②生き物を名前をつけて認識する,③
分類学とは何か．

11 (III)動物とは？
(3)新種に名前をつける
と言うこと
担当教員：富川

①名前とはなにか,②学名とは何か,
③新種はいつみつかるか,④どの様に
して新種に名前をつけるか

12 (III)動物とは？
(4)未発見の生物を発見
するために，冒険に出
よう．
担当教員：鈴木

①船で海で未知な生物を捕獲する,②
.深海で未知な生物を捕獲する,

13 (IV)生物の進化を推定
する
（1）塩基配列情報に
よって進化を推定する．
担当教員：島野

生物の塩基配列情報から，実際に系
統樹を作成する（生物進化の推定を
行う）DNA情報をテキスト配列とし
て，操作して，様々な生物の塩基配
列情報を扱う

14 (V)無脊椎動物解剖学
(1)無脊椎動物の体の仕
組み
担当教員：黒沼

地球上で繁栄している無脊椎動物で
ある節足動物の定義をおさらいし,
様々な形態や筋肉のつき方,動きを比
較する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は，生物学だけでなく，情報科学，人文・社会科学などとの関連も含め
て学ぶので，学生自身も普段から情報という視点で，様々な知識を相互に連
関させて理解し,柔軟な思考ができるように努めてもらいたい.本授業の準備学
習・復習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義テーマに合致する市販のテキストはない.個人的に作成した講義資料を使
用する.

【参考書】
講義資料の最後に参考書のリストが掲げてある.教材をよく読んでレポートの
作成に取り組んでください。
【成績評価の方法と基準】
基本は講義・実習の最後に提出してもらうレポート (60%)だが,この他に講義
内で提出してもらう様々な文書 (ビデオ等の感想,小テストなど)(40%)も加え,
総合的に評価する.
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする.

【学生の意見等からの気づき】
今年度，カリキュラムを大幅に改訂し，国際文化学部の学生にも興味と応用
的知識を提供するようにつとめている．引き続き，改善につとめている途中
である.
受講生の数にもよるが，少数の場合は，個別に希望・要望等を聞いて講義内
容・方法の改善に努めたい.

【学生が準備すべき機器他】
情報機器を使用します.パソコンにインストールされているソフトを元に，実
習します.遺伝子データベース　http://www.ddbj.nig.ac.jp/searches-j.html
を使います.

【その他の重要事項】
情報実習室で行うことに注意してください.

【Outline (in English)】
In this course, students will be introduced to how humans use biological
information for culture through hygiene, art, biology, agriculture, etc.,
and the real image of life from the perspective of culture.
The content is divided into two major sections: (I-II) "Culture and
organisms surrounding humans" and (III-V) "Organisms themselves
and their evolution. The fields of study include hygiene, art, biology, and
agriculture, and we will learn how humans use biological information.
Students are expected to complete the required assignments (class tests,
assignment reports) at the end of each class.Your study time will be
more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents to be
submitted in the lecture (impressions of videos, etc., quizzes, etc.) (40%)
will also be added, and students will be evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of the class
will be graded on the basis of this grading system.
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BIO200GA（その他の総合生物・生物学 / Biology 200）

文化と環境情報

島野　智之、佐々木　美貴、中西　由季子、忽那　賢志、
塚田　訓久、島田　瑞穂
サブタイトル：人間社会や文化が，生態系とどのように関わって
いるのか
配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生物は、それぞれの生活環境に適した結果、多様性に富んだ進化の道を進んで
きている。多様な環境条件下で生活しているヒトは、環境に適応するために
さまざまの技術や思考を創造してきた。人間の活動と環境の相互作用によっ
て構築される文化に着目し、自然科学及び人文社会科学の多面的な視点から、
ヒトを取り巻く環境から得られる情報と文化の成り立ちや持続可能な社会に
ついて学ぶ。
【到達目標】
人間社会や文化が，生態系とどのように関わっているのかについて考え理解
する．現代の生物学は情報科学的側面を強く持っている.ここでは，生態系，
地球環境と，人間生活，食文化，病気などについて，現代生物学，栄養学，医
学，保全生態学の観点から現状を理解する.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
大学の行動方針レベルが２となった場合、この授業は原則としてオンライン
で行う。詳細は学習支援システムで伝達する。
講義はやわらかく，文系学生にも分かりやすい内容や説明を行う．講義はオム
ニバス形式で，それぞれの分野の専門家に最新の知識を示してもらう．講義
が中心だが，討議などもいれたアクティブラーニングの手法ももちいる．随
時，ビデオやスライドを用いてわかりやすく紹介する．メールの添付などの
方法をもちいて課題等に対するフィードバックをおこなう．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス

(I)持続可能な社会づく
りと食文化
(1) 2020 SDGs
担当教員：中西

講義内容のあらすじ
「2030 SDGs（ニイゼロサンゼロエ
スディージーズ）」を通じて，17の大
きな目標を我々の世界が達成してい
く，現在から2030年までの道のりを
体験し，SDGsの本質を体感する．
①2030SDGsカードゲーム，②17の
目標，③196のターゲット，④232
のインジケーター，⑤SDGsの本質

2 (I)持続可能な社会づく
りと食文化
(2)ワークショップ
担当教員：中西

なぜ，私たちの世界にとってSDGs
が必要であるのか，SDGsがあるこ
とでどのような可能性が広がるのか
について，ダイアローグを活用した
ワークショップを通して理解を深
める
①2030SDGs，②SDGsの必要性，
③SDGsの可能性、④見える化、⑤
SDGsの本質

3 (I)持続可能な社会づく
りと食文化
(3) SDGs de地方創生
担当教員：中西

「SDGs de地方創生」を通じて、
SDGsを「まちづくり」や「地方創
生」の身近な”プロジェクト”に引き
寄せながら “自分事として体感”する．
地域で暮らす市民，事業者，ＮＰＯ，
自治体など地域の様々なステークス
ホルダーが、持続可能なまちづくり
【地方創生×SDGs】の目標実現に向
けたプロセスを疑似体験する．
①「SDGs de地方創生」，②まちづ
くり，③地方創生，④人口減少

4 (I)持続可能な社会づく
りと食文化
(4) SDGsを題材にした
イノベーション
担当教員：中西

金沢工業大学が開発したTHE SDGs
Action card-game「X（クロス）」を
通して，SDGsを題材にイノベーショ
ンを体験する．トレードオフカード
はSDGsの17個の各ゴールにおける
トレードオフの問題が描かれており，
トレードオフを手持ちのリソース
カードカードを使って解決していく．
①X(クロス)，②トレードオフ，③社
会問題解決，④イノベーション

5 (II)生態系と持続可能な
人間活動
(1)土壌汚染
担当教員：長谷川

人間活動の影響によりおこる、化学
物質や薬品、畜産などによる土壌汚
染問題について学ぶ。また、汚染土
壌中に棲む土壌動物の特徴について
理解する。
①人間活動の問題点②土壌汚染の具
体例③汚染物質の土壌動物への影響

6 (II)生態系と持続可能な
人間活動
(2)近代以前の日本と現
代の日本
担当教員：長谷川

江戸時代の暮らしや環境について学
び、現代日本の社会生活の特徴につ
いて理解する。
①江戸時代の暮らし②循環型社会③
江戸時代の農業

7 (III)感染症と日本社会
(1)エイズと社会
担当教員：塚田

①「エイズ」ってなんだろう②「エ
イズ」と向き合うことでみえてくる
もの

8 (III)感染症と日本社会
(2)新興感染症
担当教員：忽那

①新型コロナウイルス感染症とは？
②新型コロナウイルス感染症とリス
クコミュニケーション③新型コロナ
ウイルス感染症が社会に与えた影響

9 (III)感染症と日本社会
(3)野生動物とヒトの間
の感染症
担当教員：島田

日本の原風景である里山では、人々
の生活様式の変化に伴う荒廃が進み、
野生動物が増加している。イノシシ
やシカを用いたジビエ料理の文化も
交え、野生動物とヒトの間を行き来
する人獣共通感染症について考える。

10 (IV)生物多様性と持続
可能性
(1)生物多様性はなぜ必
要なのか．
担当教員：島野

①生物多様性条約　②食文化（乳製
品）と生物多様性　③分類学と生物
多様性

11 (IV)生物多様性と持続
可能性
(2)霊長類の生物多様性
担当教員：吉川

霊長類の社会：ヒトは霊長類の1種
であるという視点から、ヒトを含め
た霊長類の社会や行動の違い、共通
点を学ぶ。また、環境への適応につ
いて、ヒトの進化の隣人といわれる
アフリカのチンパンジー等の行動生
態の研究事例を学び、理解を深める。
①ヒトと、ヒト以外の霊長類につい
て②霊長類の行動と生態

12 (V)自然環境と文化
(1)保全・再生
担当教員：佐々木

水辺の環境である湿地とその保全や
利活用を推進するラムサール条約に
ついて学ぶ．
さらに，新潟市佐潟の｢潟普請｣，習
志野市谷津干潟の「アオサ対策」な
どの事例に即して，湿地の保全や再
生にかかわる文化について考える．

13 (V)自然環境と文化
(2) wise use（ワイズ
ユース）
担当教員：佐々木

ラムサール条約が推進するワイズ
ユース（賢明な利用）について学ぶ．
さらに，大崎市の｢ふゆみずたんぼ米
｣，檜枝岐村の尾瀬や温泉による観
光，豊岡市の「環境経済戦略」など
の事例に即して，ワイズユースにか
かわる文化を考える．

14 (V)自然環境と文化
(3) CEPA
担当教員：佐々木

ラムサール条約が進めるCEPA（コ
ミュニケーション、力量形成，学習・
教育，普及活動）について学ぶ．
さらに，高島市の「ふるさと絵屏
風」，ラムサール条約登録湿地関係市
町村会議の「学習・交流会」，日本湿
地学会の活動などの事例に即して，
CEPAにかかわる文化を考える． 

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は，生物学だけでなく，情報科学，人文・社会科学などとの関連も含め
て学ぶので，学生自身も普段から情報という視点で，様々な知識を相互に連
関させて理解し,柔軟な思考ができるように努めてもらいたい.本授業の準備学
習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
講義テーマに合致する市販のテキストはない.作成した講義資料を使用する.

【参考書】
講義資料の最後に参考書のリストが掲げてある.

【成績評価の方法と基準】
基本は講義・実習の最後に提出してもらうレポート (60%)だが,この他に講義
内で提出してもらう様々な文書 (ビデオ等の感想,小テストなど)(40%)も加え,
総合的に評価する.この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以
上を達成した者を合格とする。
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【学生の意見等からの気づき】
国際文化学部の学生にも興味と応用的知識を提供するようにつとめている．引
き続き，改善に努めている.
受講生の数にもよるが，少数の場合は，個別に希望・要望等を聞いて講義内
容・方法の改善に努めたい.

【学生が準備すべき機器他】
Hoppii学習支援システムを利用するので，情報機器（パソコンやタブレット）
などを準備して下さい．
【Outline (in English)】
In this course, students will be introduced that living organisms
have evolved in biological diversity as a result of their suitability to
their respective living environments. Humans, living under diverse
environmental conditions, have created a variety of technologies and
thoughts to adapt to their environment.
The goal of this course is to understand the origins of culture and
sustainable society with information obtained from the environment
surrounding humans from multiple perspectives in the natural sciences
and humanities and social sciences, with a particular focus on culture
constructed through the interaction between human activities and the
environment.
Students are expected to complete the required assignments (class tests,
assignment reports) at the end of each class.Your study time will be
more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents to be
submitted in the lecture (impressions of videos, etc., quizzes, etc.) (40%)
will also be added, and students will be evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of the class
will be graded on the basis of this grading system.
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ART300GA（芸術学 / Art studies 300）

現代美術論

稲垣　立男

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：受講希望者が1000人を超えた場合、抽選
を行います。抽選方法については学習支援システムを通じて連絡
しますので、よく確認をしておいてください。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　今日の現代美術の世界は、様々な分野の最先端の芸術の分野（美
術、建築、音楽、パフォーミングアーツ、映像、詩など）が複雑に交
差しながら形成されています。この講義では、現代美術の多様性に
焦点を当て、理論と実践の両面から探求します。現代美術のコンテ
クストを社会学、人類学や科学など他の領域かと対比しながら分析
し、その中で多文化主義・関係性・コミュニケーションなどのテー
マを読み解いていきます。こうしたアプローチを通じて、現代美術
がどのように社会的、文化的な変化と相互作用しているかを深く理
解するための基盤について学びます。学と比較参照し、多文化・関
係性・コミュニケーションなどをキーワードに読み解いていきます。

【到達目標】
　講義では、現代美術と関連のある芸術分野についても扱い、様々
な芸術の分野における実験的なアプローチを検証し俯瞰することで、
それらの考え方、アイディアについての理解を深めます。
みなさんには馴染みの薄い分野であると思いますので、最初に美術
史や美術理論の基本的な知識を確認します。また、講義の間にワー
クショップ（感覚的、体験的に学ぶこと）を行い、より理解を深め
ていきます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
講義映像や資料などの授業コンテンツをGoogle sites全て掲載して
一定期間公開し、それをみながら授業を受講してもらうオンデマン
ド方式にします。
授業当日の流れ（重要）
1.指定された公開日に、Google Classroomにその日の学習内容を
掲載した資料（Google sites）のリンクを掲載する。
2.資料を見ながら学習を進める。（当日であれば、授業時間外に学習
しても構いません。）
3.Google Classroomに授業に関連した小テストや授業内レポートの
リンク（Google Forms）が掲載されているので、回答して提出する。
4.授業内容に関する質問については、Google Formsに書き込んで
おくと回答します。
授業の方法
授業時間になるとGoogle Classroomを通じて必要なリンク先や課
題の提出について公開します。公開したウェブサイトに授業に関連
したテキストや授業概要の映像（YouTube、40- 60分程度）、必要
な画像やウェブサイトのリンク先などが掲載されていますので、そ
のサイトを見て学習を進めてください。ウェブサイトは年度末まで
公開しておきます。
課題
受講後、Google Formで小テスト、もしくは簡単なレポートを提出
してもらいます。提出期間は授業終了後数日程度です。
評価
実習課題とレポートの提出をもって出席とし、採点を行います。
質問・相談
一般的な質問や相談についてはGoogle Classroomを使ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

授業計画について
講義内容について
授業の進め方と方法について
評価方法と基準

第2回 メディアとアート
絵画・彫刻・ドロー
イング、写真・映像・
インスタレーション

美術における様々な技法やメ
ディアの探究について、その発
展と変遷を詳細に考察します。
この授業ではメディアの歴史的
変遷と共に、アバンギャルドの
時代から現代までの現代美術に
ついて学んでいきます。美術の
歴史的なコンテクストの中で、
異なる技法やメディアがどのよ
うに位置付けられ、進化してき
たのかについて、探究していき
ます。

第3回 20世紀の美術
未来派・ダダ、シュ
ルレアリスム、アク
ション、ハプニング、
ポップアート、コン
セプチュアル・ミニ
マルアート

第一次世界大戦前後のアバン
ギャルド芸術運動（前衛芸術）
である未来派、ダダイズム、
シュルレアリズムについて学び
ます。第二次世界大戦で壊滅的
なダメージを受けたヨーロッパ
に代わり、経済力を背景にアメ
リカが現代芸術の中心地となり
ました。60年代以降には、概念
的なアートや、ハプニング、ラ
ンドアートのような従来の絵画
や彫刻にとらわれない表現様式
が多く登場します。これらの表
現は、芸術の領域に現代的な多
様性をもたらしました。

第4回 21世紀の美術
新表現主義、YBA、
関係性の美術、ソー
シャリー・エンゲー
ジドアート

1980年代に、アメリカのコマー
シャル・ギャラリーから生まれ
たムーブメント、「新表現主義」
について学びます。新表現主義
は、表現主義的なスタイルを追
求し、絵画における感情的な表
現と物質的な豊かさを再評価し
ました。また、ミレニアム前夜
には、イギリスやフランスを中
心に、二つの重要な芸術運動が
登場しました。「ヤング・ブリ
ティッシュ・アーティスト
（YBA）」と呼ばれる運動で、若
手アーティストの作品が国際的
な注目を集めました。「リレー
ショナル・アート」は観客との
関係性や環境との対話を重視す
ることで、芸術の社会的な役割
を再考しました。2010年代には
「ソーシャリー・エンゲージド・
アート」と「ソーシャル・プラ
クティス」という、社会的な関
与をテーマにした芸術運動が注
目を集めています。これらは芸
術を社会問題に関与させ、社会
的な変化を促すことに焦点を当
てています。

第5回 ワークショップ1
単元のまとめ・ワー
クショップ

メディアとアート、20世紀の美
術、21世紀の美術の講義内容の
確認をします。
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第6回 現代美術とパフォー
マンス1
パフォーマンス・
アートの始まり／ア
クション、ハプニン
グ、インスターショ
ン

パフォーマンス・アートは身体
を用いて時間的な経過と共に行
われる表現行為です。1960年代
にアラン・カプローが「ハプニ
ング」、また前衛音楽家のジョ
ン・ケージは「イベント」とい
う言葉を使って芸術の常識を破
ろうとしました。70年代からは
主にパフォーマンスアートと呼
ばれるようになります。

第7回 現代美術とパフォー
マンス2
社会と関わるアート
／ビデオパフォーマ
ンス、エンデュラン
スアート、テクノロ
ジーとパフォーマン
ス、芸術と社会、委
託されたパフォーマ
ンス

ソーシャリー・エンゲージド・
アートのような社会に対する直
接的なアプローチのみならず、
どのような時代の芸術作品もそ
の作品が作られた社会と深く結
びついています。各時代の社会
と関わるアートに関する事例に
ついて学んでいきます。

第8回 身体とパフォーマ
ンス
パフォーミング・
アーツ、バレエ、モ
ダンバレエ、モダン
ダンス、コンテンポ
ラリーダンス、舞踏

パフォーミング・アーツは視覚
芸術であるファインアーツに対
して演劇やダンスなどの舞台芸
術、行為・アクションによって
成立する芸術という意味で使わ
れています。バレエに始まる近
代ダンスの変遷、また現代演劇
についても触れます。

第9回 音とパフォーマンス
現代音楽ミュージッ
ク・コンクレート、
フルクサス、ミニマ
ル・ミュージック

シェーンベルクに始まり、
ミュージック・コンクレート、
ジョン・ケージの偶然性の音楽、
ミニマルミュージックを経て現
代に至る現代音楽の流れを美術
の世界と比較しながら学んで行
きます。

第10回 言葉とパフォーマ
ンス
ビート・ゼネレー
ション、スポーク
ン・ワード、ラップ・
ミュージック

シュルレアリスムやコンセプ
チュアルアートなどのテキスト
による美術表現や言葉を使った
パフォーマンスアートと、ポエ
トリーリーディング/スポークン
ワードなどの現代詩の世界を比
較します。

第11回 ワークショップ2
単元のまとめ・ワー
クショップ

現代美術とパフォーマンス1、
現代美術とパフォーマンス2、
身体とパフォーマンス、音とパ
フォーマンス、言葉とパフォー
マンスの講義内容の確認をし
ます。
ワークショップ・パフォーマン
ス

第12回 美術のある場所
美術館、国際展、
アーティスト・イ
ン・レジデンス、
アーティスト・コレ
クティヴ、オルタナ
ティブスペース

アートの生まれる場所について、
美術館・国際展のような公的な
場所、そしてアーティスト・イ
ン・レジデンス、アーティス
ト・コレクティヴやオルタナ
ティブスペースなど。それぞれ
の場所とそれに関わる人々につ
いて学びます。

第13回 批評/キュレーション
批評、モダンアート
とコンテンポラリー
アート、キュレー
ション

キュレーターは学術的な専門知
識によって美術資料の収集や保
管、展覧会の企画や構成、運営
などを担当します。また、作品
の理解や価値判断に関する美術
批評のあり方について学びます。

第14回 ワークショップ3
単元のまとめ・ワー
クショップ

美術のある場所、批評/キュレー
ションの授業内容の確認をし
ます。
ワークショップ・スライス・オ
ブ・ライフ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google sitesで配信する授業コンテンツには、学習を深めるための
ウェブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるも
のについては閲覧することをおすすめします。また、大学の近くに
は美術館やギャラリーが多くあります。新型コロナウィルスの感染
状況にもよりますが、可能であれば企画展、常設展などの展覧会な
どを多く鑑賞してください。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
Google sitesを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参
考書を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読
することを勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料に
ついてはその都度紹介します。

【参考書】
山本浩貴『現代美術史-欧米、日本、トランスナショナル』中央公論
新社、2019年
デイヴィッド・コッティントン（著者）、松井裕美（翻訳）『現代アー
ト入門』名古屋大学出版会、2020
小崎哲哉『現代アートとは何か』河出書房新社、2018年
『改訂版西洋・日本美術史の基本美術検定1・2・3級公式テキスト』
美術出版社、2014年
『続西洋・日本美術史の基本』美術出版社、2016年
『新・アートの裏側を知るキーワード』美術出版社、2022年

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポート
の合計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点
比率は以下の通りです。
1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
普段触れることの少ない現代芸術に関する専門的な内容の講義やワー
クショップになりますので、とてもやりがいがあると思います。ワー
クショップではスケッチによるプランや写真作品など簡単な実践に
取り組みますが、受講される皆さんは例年課題について積極的に取
り組まれているようです。楽しく解りやすい授業を心がけたいと思
います。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履
修に関する情報については学習支援システムを併用しますので、よ
く確認しておいてください。

【その他の重要事項】
受講希望者が1000人を超えた場合、抽選を行います。抽選方法につ
いては学習支援システムを通じて連絡しますので、よく確認をして
おいてください。
実務経験のある教員による授業
稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによ
る作品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、
これらの現場での経験を毎回の講義に反映させています。

【Outline (in English)】
Course outline
This course is about contemporary art theory and practice.
Today’s contemporary art world is formed by the complex
intersection of state-of-the-art (e.g. art, architecture, music,
performing arts, images, poetry, ) in various fields.
The context of contemporary art will be interpreted using
keywords such as multiculturalism, relationships and commu-
nication as keywords.
Learning Objectives
The lecture will also deal with art fields related to contem-
porary art, and by examining and taking a bird’s-eye view of
experimental approaches in various art fields, we will deepen
our understanding of those ideas.
It seems unfamiliar to everyone, so check the introductory art
history and art theory knowledge. In addition, we will hold
workshops (learning sensuously and experientially) between
lectures to deepen understanding.
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Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing
the ones that interest you. There are also many museums
and galleries near the university. If possible, depending on
the infection status of the new coronavirus, please watch
exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on the total of class activities,
assignments and reports. We emphasize the experimentality
and positiveness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)
See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have
achieved 60% or more of the achievement target of this class
will be accepted.
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ARSx200GA（地域研究（その他） / Area studies(Others) 200）

世界とつながる地域の歴史と文化

髙栁　俊男

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：選抜
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業は、2012年度から夏休みに長野県南部の飯田・下伊那地域で実施
している「ＳＪ国内研修」（ＳＪ＝Study Japan）に参加する留学生・ボラン
ティア補助員および希望する一般学生を主対象に、その事前学習用として開
講されるものである（留学生必修）。
　「ＳＪ国内研修」とは、一般学生のＳＡに相当するもので、地方の中山間地
域で見聞・交流・発表等の諸活動を経験することで、留学生にとってのＳＡと
も言えるこの日本を、東京からの発想とは別に、地方の視点でも考えうる目
を養うことを趣旨としている。
　したがって、この授業の目標も、飯田・下伊那地域の歴史・社会・文化・民
俗・自然などについて、一通りの前提知識を身につけることで、8泊9日程度
の「ＳＪ国内研修」を有意義に送れるようにすることにある。国際文化学部
の研修であることに鑑み、とりわけこの地域における国際化や異民族との関
係、および文化に重点を置きながらみていく。
【到達目標】
　授業の進展につれ、南信州の中山間地域である飯田・下伊那にも、東京と
はまた異なる歴史・文化・自然があり、固有の国際関係があることが理解で
きるであろう。最終的には、「ＳＪ国内研修」に際して探求すべき自分なりの
テーマをみつけ、夏休み中の自己学習を経て、研修本番につなげられるよう
にすることが目標である。
　「ＳＪ国内研修」に参加せず、単なる一授業として受講することも可能だ
が、そうした受講者にとっては、飯田・下伊那を例に、日本のなかに存在する
多様性や多文化を考える視点を得ることが到達目標となる。そこで得られた
視点やアプローチは、日本の他地域を考える際にも有効に機能するであろう。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　教員による講義が中心だが、受講生に随時発問しながら進める。関連する
映像の上映も、適宜織り交ぜる。
　特定の地域の細かな事実にとことんこだわるが、それは「個別を極めること
を通して普遍に至る」こと、すなわちこの授業のタイトルのように、「飯田・
下伊那から日本がみえる、世界とつながる」ことを具体的に知るためである。
そのためには最低限、理解すべき事項は理解し、覚えるべき固有名詞（地名、
人名など）は覚えていただく。
　毎回、授業の最後に、感想や疑問・質問などをリアクションペーパーに書
いてもらい、それを次回の授業冒頭で活用するなど、双方向的な授業になる
よう心がけたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 本授業と「ＳＪ国内研修」の概要を

説明する。受講希望者数によっては、
選抜を実施することもあるので、初
回の授業に必ず出席すること。

第2回 飯田・下伊那の概況① 飯田・下伊那地域にある1市3町10
村について、行政区分、地形、気候、
交通、物産などの概況をみていく。
天竜川の果たした役割や、愛知県東
部・静岡県西部との県境を越えた
ネットワーク（三遠南信）について
も考える。

第3回 飯田・下伊那の概況② 前回に続いて、飯田市の成り立ちを
考える。1937年に成立した当初の市
域に、1950年代以降、周辺の15の
自治体が合併していまの飯田市が形
成されていることの意味、言い換え
れば飯田市の統一性と多様性を具体
的に考察する。

第4回 飯田・下伊那の歴史 飯田・下伊那地域が経てきた歴史の
概要を、古代から現代まで通史的に
学ぶ。中心的に扱う戦後史部分では、
飯田市のアイデンティティの根幹に
も関わる飯田大火、りんご並木、三
六災害について知る。

第5回 飯田線建設史① 現在のＪＲ飯田線、とくに旧三信鉄
道の建設史を、アイヌの測量士カネ
トや朝鮮人労働者に焦点を当ててみ
ていく。飯田駅前に記念碑が建つ伊
原五郎兵衛についても知る。

第6回 飯田線建設史② 前回学んだカネトについて、近年、
住民自身により飯田線沿線各地で上
演されている合唱劇『カネト』の映
像を鑑賞しながら、再度考える。

第7回 満州移民の歴史① 1930年代以降、この地域から多数
渡って行った満蒙開拓団や満蒙開拓
青少年義勇軍について、その史実と
背景を学ぶ。

第8回 満州移民の歴史② 前回学んだ満蒙開拓青少年義勇軍に
ついて、そのテーマでつくられたア
ニメ『蒼い記憶』を鑑賞しながら、
再度考える。

第9回 満州移民の歴史③ 現在、この地域の人々が、満州移民
の歴史やその結果として生まれたい
わゆる中国残留孤児／残留婦人・中
国帰国者のことを、どう後世に伝え
ようとしているかを、阿智村に開館
した満蒙開拓平和記念館などを例に
探る。また、「残留孤児の父」と称さ
れる阿智村の長岳寺住職、山本慈昭
についても知る。

第10回 飯田・下伊那の多民族共
生の現在

外国人が増え、市として外国人集住
都市会議に参加している飯田市にお
ける外国人の実態や、国際化・多文
化共生の取り組みについて考察する。
平岡ダム建設における外国人強制労
働の歴史を、後世に正しく伝えよう
と努める天龍村の姿勢についても、
あわせて考察する。

第11回 飯田・下伊那の文化① 人形浄瑠璃や歌舞伎など、この地域
に残る各種の伝統民俗芸能や、それ
をもとにした現在の文化イベントに
ついて知る。とりわけ、飯田市内で
活動する黒田人形・今田人形につい
て、映像で確認する。

第12回 飯田・下伊那の文化② この地域の特色ある文化活動として、
通巻1000号超の歴史を誇る郷土雑誌
『伊那』の刊行や、活発な公民館活動
について知る。あわせて、写真や童
画で庶民の生活を記録してきた阿智
村の熊谷元一についてもみていく。

第13回 飯田・下伊那の文化③ この地域ゆかりの文化人のうち、法
政大学で学んだり教えたりした経験
をもつ椋鳩十・西尾実・森田草平の
３人について、自校教育の観点も含
めて取り上げる。

第14回 まちづくりや自然との
共生

早くからグリーンツーリズム、エコ
ツーリズム、都市農村交流などを唱
え、実践してきた飯田市の取り組み
について知る。山村留学がこの地域
に果たしている役割や、1970年に廃
村となった大平宿の保存活用運動に
ついても探る。地域おこし協力隊な
ど、若者による地域活性化の活動に
も触れる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回配付するプリントに、「自習課題」を載せる。同じ内容は、ネット上の
学習支援システムにも掲載する。これは自習であって、必ずしも提出義務は
ないが、提出すれば、就職活動などによる欠席を補う参考資料として加味す
る。可能な限りチャレンジして、学んだことをより深く考察し、定着させる
ことを推奨する（提出期限：ネットへのアップから２週間後）。
　従来は授業期間中に、この授業と関連した学部イベントを実施してきたが、
コロナの状況を見ながら実施可否を判断したい。
　本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
　特定のテキストは使用せず、学習内容に即したプリントを毎回、Ａ３で表裏
１枚程度配付する。各回のプリントはファイルないし合冊にしておいて、実
際の研修の場にも持参して活用すること。
　かつては留学生の自習用として、しんきん南信州地域研究所『いいだ・南
信州大好き』（2010年）を当方で用意して差し上げていたが、絶版で入手が
難しくなっている。資料室に複数冊あるので、そちらで適宜利用してほしい。

— 125 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

【参考書】
　授業の中で適宜指示する。それらの大半は、ＢＴ20階の国際文化学部資料
室および書庫に配架された「飯田・下伊那文庫」（書籍2,000冊以上、映像Ｄ
ＶＤ約350点所蔵）に収められている。飯田以外ではこれだけ揃った場所は
無いともいわれるこれら関連資料を、ぜひ大いに活用してほしい。
【成績評価の方法と基準】
　毎回提出するリアクションペーパーに反映された授業に取り組む姿勢40％、
途中での中間課題20％、学期末のレポート40％を目安とする。この成績評価
の方法をもとに、本授業の到達目標の 60%以上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
　とくにＳＪ国内研修に参加せず、１つの授業として受ける人には、「一地域
のことをなんでこんなに細かく学ぶのか？」という疑問があるかもしれない。
ただし、特定の一地域へのアプローチの仕方や、「個別を極めることを通して
普遍に至る」という学び方は、他の分野にも応用が利くと思われる。
　また、自国のことを知り、外国人にも伝えられることは、真の国際人にとっ
て重要な要素であろう。
【学生が準備すべき機器他】
　上述のように、学習支援システムをもう一つの教室として活用する。コロ
ナ感染の状況により、対面授業が難しい場合はzoomを使用する。
【その他の重要事項】
　「ＳＪ国内研修」に参加する人は、どのような形であれ、この事前学習授業
の履修が前提条件になる。研修の参加経費や単位の有無は、参加資格によっ
て異なるので、詳細は「履修の手引き」の該当頁を参照のこと。
　ＳＪの実施時期は9月の上～中旬で、例年7月初旬にボランティア補助員や
一般参加者も含めた募集を開始する。
　
【選抜の有無】
　留学生、およびＳＪ参加への強い意欲を有する一般学生を優先し、教室の
収容人員を超えた場合は初回授業で選抜を行なうことがある。
【Outline (in English)】
This course is primarily designed for students who participate in the
SJ(Study Japan) program in summer session. Therefore this class aims
to gain a basic understanding of history, culture, and ethnic issues of
South Nagano, where the SJ program is implemented.
Students who will not participate in the SJ program are also able to take
this class. For those students, the goal is to develop an eye for perceiving
Japan from multiple perspectives.
Self-study assignments will be given in the handouts distributed in each
class. Please try each time if possible to deepen what you have learned.
Final grade will be calculated according to the following process.
Reaction papers for each class 40%, mid-semester report 20%, and
term-end report 40%.
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HUMc200GA

北米文化論（ケベック講座）

廣松　勲

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈ア〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業は、ケベック州政府の寄付講座である。
　本授業は、北米のフランス語圏の一つである「カナダのケベック州」をフィー
ルドとして、オムニバス形式で、各分野の専門家や招聘作家・研究者が担当
する授業である。言語・文化・歴史・社会・政治といった包括的な側面から、
現代のケベック社会を学ぶことによって、一つの地域において複数の価値観
（言語、文化、歴史、政治、経済、社会など）が共生する方法を解説・検討す
ることを主たる目的とする。
　なお、具体的な授業内容や講演者については、初回授業において改めて通
知するため、以下の「授業計画」は予定であることをご理解いただきたい。
【到達目標】
　本授業の到達目標は、以下の通りである。
①フランス語圏の一例として、ケベック州の社会文化的状況を概説できる。
②多文化・多言語共生の一例として、ケベック州の社会文化的状況を概説で
きる。
③一つのフィールドを複数の観点から理解するという方法を理解できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　オムニバス形式の授業によって、できるだけ包括的に「現代のケベック社
会」に関する紹介・説明・分析を行う。
　具体的な授業の進め方は、以下の通りである。最初と最後の数回の授業（3
回程度）では、一人の教科担当者が「導入」や「総括」などを行う。それ以外
の授業（11回程度）については、各分野の専門家の先生方などが授業を行う
ことになる。その内、少なくとも一度は、ケベック州からの招聘研究者によ
る授業内の講演会を実施する（通訳付き）。
　なお、毎回授業ではコメントシートを作成・提出してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ・イントロダクション：

フランコフォニーとは
何か？

・授業の進め方や最終課題について
説明
・フランス語圏（フランコフォニー）
の歴史・社会・言語状況などについ
て概説

第2回 ケベック州の歴史①
・北米大陸のフランス語
圏（フランコフォニー）
の広がり
・ケベック州とはどのよ
うな地域なのか？

・ケベック州の歴史に注目しつつ、社
会状況を概説する

第3回 ケベック州の歴史② ・ケベック州の歴史をより詳しく学ぶ
第4回 ケベック州の地理 ・ケベック州の地理を学ぶ
第5回 授業内の講演会 ・ケベック州の政治・歴状況を当事者

から学ぶ
第6回 ケベック州の言語 ・ケベック州の言語状況を包括的に

学ぶ
第7回 ケベック州の政治① ・ケベック州の政治状況を具体例に

基づいて学ぶ。
第8回 ケベック州の政治② ・ケベック州の政治状況を理論的に

学ぶ。
第9回 ケベック州の社会問題① ・ケベック州の社会問題を具体例に

基づいて学ぶ（主権獲得を巡る問題
など）。

第10回 ケベック州の社会問題② ・ケベック州の社会問題を具体例に
基づいて学ぶ（移民や宗教に関わる
問題など）。

第11回 ケベック州の文化① ・ケベック州の文化を具体例に基づ
いて学ぶ（舞台芸術など）。

第12回 ケベック州の文化② ・ケベック州の文化を具体例に基づ
いて学ぶ（文学・映画など）。

第13回 ケベック州の文化③ ・ケベック州の文化を具体例に基づ
いて学ぶ（音楽・ダンスなど）。

第14回 総括 ・本授業の全体のまとめ
・映像資料などを用いて、現代ケベッ
ク州の社会を知る。
・期末レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・毎回の授業をより深く理解するために、日頃からできるだけ広く・複合的な
視点からケベック州（やカナダ）に関する情報を集めてほしい。
・期末レポート執筆のために、配布資料についても熟読してほしい。本授業の
準備学習・復習時間は合計4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・テキストは指定しない。各授業において資料などを配布する。
【参考書】
・各分野の参考書は、各授業において提示する。
・全体的な導入となる書籍としては、以下がある。
　小畑精和・竹中豊編著『ケベックを知るための54章』エリアスタディーズ・
72巻，明石書店，2009年．
【成績評価の方法と基準】
・平常点と期末レポートに基づき、総合的に評価する。
　①平常点（コメントシートなど）：40％
　②期末レポート：60％
・期末レポートでは、本授業で扱われたいずれかの専門分野・側面を参照しつ
つ、自ら選択したテーマについて論じてもらう。この成績評価の方法をもと
に、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
・14回という少ない回数だが、授業内容について、可能な限り多様になるよ
う心がける。
・質疑応答の時間を、可能な限り長く設けるようにする。
【その他の重要事項】
・第一回授業において、各授業の担当者・内容などを記載した資料を配布する
ため、必ず出席してほしいです。
・毎年度秋学期に開講予定の授業ですが、ケベック州政府寄付講座であるため、
事情によって「閉講」となる年度もありえます。
【Outline (in English)】
This course introduces the key themes for a deeper understanding of
the socio-cultural situation of the province of Québec (Canada). In
14 courses, we will deal with a variety of themes or problematics of
the contemporary Québec (politics, social problems, economics, music,
cinema, literature, etc). Each course will be given by the specialists of
each research domain.
The goals of this course are to understanding and explaining the socio-
cultural situation of Quebec.
Before and after each class meeting,students will be expected to spend
four hours to read the relevant documents.
Your overall grade in the class will be decided based on the followings:
in class contributions (discussion, reaction paper, etc): 40%, term-end
report: 60%.
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ARSa200GA（地域研究（ヨーロッパ） / Area studies(Europe) 200）

フランス語圏の文化Ⅳ（複言語・複文化社会）

廣松　勲

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：隔年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　世界5大陸に広がるフランス語圏（フランコフォニー）社会を「複言語・複
文化社会」と捉えた上で、それぞれの社会において複数の言語文化が、どの
ように共存しているのか、またはどのように軋轢が解消されているのかを論
じる。
　具体的には、カリブ海域諸島、カナダのケベック州、北アフリカ・マグレ
ブ、サハラ以南アフリカ、フランス語圏ヨーロッパなどにおける言語・社会
状況を解説することで、フランス語圏社会の普遍性と差異を提示する。
【到達目標】
（1）フランス語圏社会が複言語・複文化が共存する社会であることを具体的
に知ること。
（2）言及する各社会において、言語・文化の多様性がどのようにして維持さ
れているのかを知ること。
（3）言及する各社会において、「現地言語・文化」と「フランス語・文化」と
が、どのような関係にあるのかを述べられるようになること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　日本語で行われる講義形式の授業である。フランス語の予備知識は特に必
要としない。
　2～3コマごとに言及する地域を変更しながら、それぞれの地域特性（歴史・
政治・社会・言語状況など）を解説する。紙媒体の配布資料の他に、映画や音
楽も参照しながら、具体的に各地域のフランス系文化について説明を行う。
　毎回の授業においてコメントシートを執筆・提出してもらい、できるだけ
次回以降の授業に反映させる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション ・授業の概要や評価の説明

・「フランス語圏（フランコフォ
ニー）」とは、いかなる概念なのか？
・具体的なフランス語圏地域の解説

2 Ⅰ．カリブ海域諸島① ・カリブ海域諸島の歴史、社会および
言語状況の説明
【マルチニック島】
・フランス語とクレオール語の関係

3 Ⅰ．カリブ海域諸島② 【グアドループ島】
・クレオール語の地位復権運動

4 Ⅰ．カリブ海域諸島③ 【クレオール文学運動】
・クレオール語表現文学の可能性
・その他の島々とのつながり

5 Ⅱ．カナダ・ケベック州
①

・北米大陸の歴史、社会および言語状
況の説明
【ケベック】フランス系カナダ人から
ケベック人へ
・フランスのフランス語とケベック
のフランス語の関係

6 Ⅱ．カナダ・ケベック州
②

【ケベック】：インターカルチャーと
トランスカルチャー
・母語とフランス語の関係

7 Ⅱ．カナダ・ケベック州
③

【移動するエクリチュール】
・その他の北米フランス語圏とのつ
ながり

8 Ⅲ．マグレブ（北アフリ
カ諸国）①

・マグレブの歴史、社会および言語状
況の説明
【アルジェリア】
・アラビア語、ベルベル語、フランス
語の関係

9 Ⅲ．マグレブ（北アフリ
カ諸国）②

【モロッコ】
・アラビア語、ベルベル語、フランス
語の関係

10 Ⅲ．マグレブ（北アフリ
カ諸国）③

【チュニジア】
・アラビア語、ベルベル語、フランス
語の関係

11 Ⅳ．サハラ以南のアフ
リカ①

・サハラ以南のアフリカの歴史、社会
および言語状況の説明
【セネガル】
・アフリカ諸語とフランス語との関係

12 Ⅳ．サハラ以南のアフ
リカ②

【ルワンダ、コンゴ民主共和国】
・アフリカ諸語とフランス語との関係

13 Ⅴ．ヨーロッパのフラ
ンス語圏①

・ヨーロッパのフランス語圏の歴史、
社会および言語状況の説明
【ベルギー】
・フランス語、フラマン語、ドイツ語
の関係

14 Ⅴ．ヨーロッパのフラ
ンス語圏②
総括

【スイス】
・フランス語、ドイツ語、イタリア
語、ロマンシュ語の関係
【総括】
全体のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　期末レポート作成のためでもあるが、日頃から文学・映画・音楽・言語政策
など、できるだけ多くフランス語圏の情報を収集すること。
　授業で言及・提示する資料の邦訳（可能であれば原典）などにも当たり、で
きるだけ理解を深めること。
　本授業の準備学習・復習時間は合計4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・特になし。
・毎回、関連資料を配布する。
【参考書】
　授業内容の理解やレポート作成の際に参考となる書籍や図書館の蔵書を、以
下に挙げる。希望者には、さらに詳しく参考書などを提示する。
・鳥羽美鈴著，『多様性の中のフランス語：フランコフォニーについて考える』
関西学院大学出版会，2012年．
・平野千香子著，『フランス植民地主義の歴史』人文書院，2002年．
・中村隆之著，『カリブ－世界論』人文書院，2013年．
・小畑精和著，『ケベック文学研究』御茶の水書房，2003年．
・明治大学中央図書館所蔵の「ケベック文庫」
・鵜戸聡著，「アラブ・フランコフォニーと越境の文学」『反響する文学』（土
屋勝彦編，名古屋市立大学『人間文化研究叢書』創刊号），風媒社，2011年．
・梶茂樹・砂野幸稔編著，『アフリカのことばと社会：多言語状況を生きると
いうこと』三元社，2009年．
・岩本和子著，『周縁の文学：ベルギーのフランス語文学にみるナショナリズ
ムの変遷』松籟社，2007年．
・法政大学多摩図書館所蔵の「スイスロマンド文学コレクション」
【成績評価の方法と基準】
・評価配分は、以下の通り
　①平常点（コメントシートなど）：30％
　②期末レポート：70％
・評価は、主に平常点と期末レポートによって行う。レポート作成について
は、各自がいずれかの地域（または国）における資料や作品を一つ選んだ上
で、複数の言語や文化がどのような方策によって共存しているのかを論じて
もらう。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
　配布資料に基づいた説明が緩慢にならないように、できる限り映像・音声
資料なども盛り込むことでメリハリをつけるようにする。
【その他の重要事項】
フランス語の知識は前提としません。
【Outline (in English)】
This course aims to enhance understanding of the situation of the
French-speaking world (la francophonie) in focusing on the social
problems concerned with French language. For this purpose, we will
learn from a global perspective about the history and social situation of
each countries or regions around the world.
The goals of this course are to understanding and explaining the socio-
cultural situation of each French speaking regions.
Before and after each class meeting,students will be expected to spend
four hours to read the relevant documents.
Your overall grade in the class will be decided based on th folloing:
in class contributions: 30%, term-end reports: 70%.
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POL200GA（政治学 / Politics 200）

国際関係研究Ⅰ

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：国際関係研究Ⅰ（アクターに着目した理論の捉え方）
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業ではアクター（行為の主体）に着目して「国際関係」を学ぶ。「国際関
係」を国家の関係のみで語ることは困難であり、特にＮＧＯや企業などの民
間アクターの存在は重要である。本授業ではそのために必要な理論を習得す
るとともに、それを通して国際社会の諸問題を多角的に分析する力を養う。
【到達目標】
（１）授業で扱う非国家アクターが「国際関係」にどのような影響を及ぼして
いるかを説明できる。
（２）「国際関係」に関わる事件や問題が生じたとき、理論的に現象を説明す
ることができる。
（３）関連する文献の趣旨を正しく読み取ることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■フィードバック：講義への質問は、学習支援システムの掲示板に質疑応答
コーナーを設けて、そこでやり取りする。
■授業内討論：毎回グループ討議・発表を行い、教員がフィードバックする。
また、数回は演習型の授業を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 国際関係研究の概要及び本授業の狙

いと全体像を講義する。
2 理論とは何か 国際問題を考える際に無意識に使っ

ている「理論」を自覚する。
3 リアリズム 具体例を通して国際関係の基本的パ

ラダイムであるリアリズムを理解す
る。

4 リベラリズム 具体例を通して国際関係の基本的パ
ラダイムであるリベラリズムを理解
する。

5 コンストラクティヴィ
ズムとマルキシズム

具体例を通して国際関係の基本的パ
ラダイム（アプローチ）であるコン
ストラクティヴィズムとマルキシズ
ムを理解する。

6 演習 ここまで学んだ4つのパラダイムを
使って、国際社会の具体的な問題を
複数の角度から分析する演習を行う。

7 ＮＧＯとは何か ＮＧＯの定義、歴史、特徴などにつ
いて学ぶ。

8 規範起業家としてのＮ
ＧＯ

国際社会におけるＮＧＯの役割とし
て重視されている規範起業家につい
て具体的な事例に基づいて考える。

9 国家補完と脱国家 ＮＧＯは国家を補完しているのか、
国家を「脱している」（trans）のか、
国際人道支援を通して考える。

10 ガバメンタリティ 国家に操られずにＮＧＯが国家に影
響を与えることは可能なのか、具体
例を通して考える。

11 民間助成団体 世界中のＮＧＯ活動に資金を提供す
る民間の助成団体の機能を国際関係
学の枠組みで考えてみる。

12 民間企業と国際関係 民間企業が国際社会に及ぼしている
影響について具体例を通じて考える。

13 ビジネスと人権 私的企業は何をしてもいいのか、「国
連ビジネスと人権に関する指導原則」
を例に考える。

14 まとめ（プライベートレ
ジーム）

「非国家アクターが作る国際関係と責
任の所在」という視点から授業全体
を振り返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
【期末レポートの課題として使う】松本悟・大芝亮編（2013）『NGOから見た
世界銀行―市民社会と国際機構のはざま―』ミネルヴァ書房。
【参考書】
毛利聡子（2011）『NGOから見る国際関係：グローバル市民社会への視座』
法律文化社。
【成績評価の方法と基準】
平常点（授業内討論への参加度、授業後課題）50%、期末レポート50%。こ
の成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を合
格とする。
【学生の意見等からの気づき】
・学部長職にあった過去2年間は代講を立てていたため特になし。
【その他の重要事項】
・長年ＮＧＯとして国際開発の分野に携わってきた教員が、経験に基づくＮＧ
Ｏの現状を交えて講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course focuses on "actors" in global society, which are not only
nation-states but also NGOs and private companies. It enables
students to analyze the global issues from various perspectives and to
recognize the significance of "actor-oriented" and theoretical approach
in international studies.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1) explaining the influences exerted by non-state actors in "international
relations".
2) explaining the incidents or problems relevant to "international
relations" from theoretical viewpoints.
3) being able to read the relevant literatures critically and analytically.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content or to write a short essay on a
given topic.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on a short essay at each class meeting
(50%) and a term-end report (50%).
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ARSf200GA（地域研究（東南アジア） / Area studies(Southeast Asia) 200）

国際関係研究Ⅱ

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：国際関係研究Ⅱ（メコン流域国の開発と環境（社会と
自然））
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では東南アジア半島部のメコン地域／メコン河流域国／大メコン圏と
いう「地域」に着目して「国際関係」を学ぶ。「開発」をテーマにし、特にそ
の社会的・環境的側面を多角的に見る視点を養う。
【到達目標】
（１）「地域研究」の視点からメコン河流域の自然環境やそれに依拠する社会
について学び、日本とは異なる生活様式や社会への理解を深める。
（２）メコン河流域の環境・社会問題と日本との関係について学ぶ。
（３）反転学習を通して、「地域」を分析するための多角的な視点を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■発表とグループ討議：演習スタイルで授業を運営する。履修者は必ず1回発
表を担当する。第3回授業以降は、課題文献を読んできていることを前提にし
た発表とグループ討議及び教員の補足授業という構成で行う。分析的な文献
講読、討議、発表といったアカデミックスキルを高めることを目的としてい
る。詳細は第1回授業で説明する。
■発表担当者：履修人数にもよるが1人もしくは複数の履修者で毎回担当す
る。事前にレジュメを準備し共同で発表する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 本授業の狙い、進め方を説明する。

グループと発表者を決める。
2 「地域」とは何か（メコ

ン全体）
メコン地域、メコン河流域国、大メ
コン圏などの用語をもとに、国際文
化学部で学ぶ「地域」の射程につい
て考える。

3 越境環境問題（中国、ラ
オス、タイ）

国を越える環境問題をどう考えるの
か、因果関係やレジューム論などを
参照軸に議論する。

4 小さな村から見えるも
の（ラオス、タイ）

ラオスの小さな村の30年間の歩みか
ら「開発と環境」を捉えるマクロな視
点とミクロな視点について議論する。

5 森林「減少」と森林「破
壊」（メコン全体）

環境問題が抱える広義の政治性につ
いて、ポリティカルエコロジーの視
点を参照軸に議論する。

6 影響予測の人文学（タ
イ、ラオス）

開発の社会・環境影響を調査すれば
いいという問題解決策について、国際
文化や地域研究の視点から議論する。

7 資金から見た人権・環境
問題（ミャンマー）

環境破壊や人権侵害につながりやす
い開発を進める資金源について議論
する。

8 財と資源（カンボジア） カンボジアのトンレサップ湖の漁業
を事例に、財として見た魚について
議論する。

9 洪水と水害（カンボジ
ア、ベトナム）

メコンデルタの洪水を事例に、「水が
溢れる」という現象について、国際
文化の視点から議論する。

10 人身取引（タイ、ミャン
マー）

不法滞在者への人権侵害を通じて、
法律では解決できない問題を国際文
化の視点から議論する。

11 境界（メコン全体） メコン地域の呼び方は、政治的な背
景によって異なる。何かに境界線を
引くことの意味と危うさを議論する。

12 重複の機能（メコン全
体）

メコン地域を含む国際協力の枠組み
は複数存在し、一見すると重複してい
る。そこから重複することの働きに
ついて国際文化の視点から議論する。

13 歴史から考えるメコン
開発（メコン全体）

ここまで取り上げた事例を解釈学、
系譜学、考古学の視点から振り返り、
歴史「から」ではなく歴史「を」学
ぶ意義について議論する。

14 開発と責任（メコン全
体）

開発が環境破壊や人権侵害に繋がる
時、その「責任」を問いたくなるが、
責任とは何だろうか。この授業全体
を「責任」から問い直し議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
発表担当にあたっていない場合でも、必ず事前課題を行ってくること。反転
学習なのでそうでないと授業についていけない。本授業の準備学習・復習時
間は各1-2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業の中で紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点20%、発表20%、グループ討議への貢献度20%、期末レポート40%。
期末レポートでは、授業で取り上げた概念、理論、事象を繋げて論理的な文
章を書くことを求める。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の
60%以上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
学部長職にあった過去2年間は代講を立てていたため特になし。
【学生が準備すべき機器他】
課題文献や授業後課題があるので、授業コードを使って必ず学習支援システ
ム（Hoppii）に自己登録すること。
【その他の重要事項】
■第1回授業授業後に発表担当者とグループを決めるので、履修を検討して
いる学生は必ず第1回授業に出席すること。どうしても出席できない場合は、
事前に履修の意思を担当教員にメールで連絡すること（smatsumoto[アット
マーク]hosei.ac.jp）。
■学部や学年を超えて演習スタイルの授業を行うので、通常の演習（ゼミ）と
は異なる学びがある。
■メコン河流域国で30年以上にわたってNGO活動に従事してきた教員が、そ
の活動経験を事例に組み込みながら授業を運営する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course focuses on "Mekong region" or "Mekong basin countries"
or "Greater Mekong Subregion" of the mainland Southeast Asia and
covers "development," in particular its social and environmental aspects
in order to learn the multidisciplinary approach.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1) taking reflective views of area studies, in particular implications of
society-natural environment nexus in the Mekong region.
2) explaining the relations between the social environmental issues in
the Mekong region and Japan.
3) understanding multi-disciplinary approach for analyzing "area"
through flipped classroom method.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content or to write a short essay on a
given topic.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
presentation: 10%, group discussion: 20%, in-class contribution: 30%,
term-end report : 40%.
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SOS200GA（その他の社会科学 / Social science 200）

実践国際協力

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育で「実践」から学ぶことには2つの意義があると考える。1つは体系
立った学習の応用として、もう1つは新たに学習すべき領域を見つけるためで
ある。この授業では後者を主たる目的とする。テーマは「国際開発協力」を
中心的に取り上げる。国際開発協力の実践例を通して、国際社会の理解につ
ながる思いもよらぬ学問分野の大切さを発見し、更なる学習と探究の端緒と
なるようにする。
【到達目標】
（１）国際開発協力の理解に必要な概念や用語を理解し説明できるようになる。
（２）国際開発協力の実践課題を抽象化し他に応用できるようになる。
（３）実践的な学習におけるグループ討議の意義を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■フィードバック：毎回の発表に対しては授業内にコメントする。また授業
への質問は、学習支援システムの掲示板に質疑応答コーナーを設けて、そこ
でやり取りする。
■授業の方法：具体的な国際開発協力のケース（事例）をもとにグループ討
議を行う「ケースメソッド」を準用する。ケース文書は毎回事前課題の宿題
として課す。①受講者をグループに分けての討議、②グループ発表を含む全
クラス討議、③担当教員によるコメント・補足講義、の3つの要素を組み入れ
る。なお、本授業のケースメソッドはビジネススクールなどで使われる問題
解決の手法としてではなく、視点の抽出方法として活用する。
■授業後課題：毎回の課題文献と授業をもとに書く。授業後3日以内に学習支
援システムに投稿。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらい、ケースメソッド、各

ケースの特徴、グループ分け。履修
者人数の確認。

2 国際開発協力概論 国際開発協力がどのような組織に
よって、いかなる分野で行われてい
るかを概観する。

3 ケース１　保健衛生プ
ロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがって
グループ討議。ケースの理解を深め
る。

4 ケース１を受けたグ
ループ発表・討議

ケース１に関するグループ発表、そ
の後全体討議。

5 ケース２　少数民族プ
ロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがって
グループ討議。ケースの理解を深め
る。

6 ケース２を受けたグ
ループ発表・討議

ケース２に関するグループ発表、そ
の後全体討議。

7 ケース３　参加型開発
プロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがって
グループ討議。ケースの理解を深め
る。

8 ケース３を受けたグ
ループ発表・討議

ケース３に関するグループ討議、そ
の後全体討議。

9 ケース４　緊急援助プ
ロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがって
グループ討議。ケースの理解を深め
る。

10 ケース４を受けたグ
ループ発表・討議

ケース４に関するグループ発表、そ
の後全体討議。

11 事前事業評価表を読み
解く

開発援助事業の事前事業評価をその
場で読んで疑問点をあげ、その妥当
性をグループで討議する。

12 事前調査報告書を読み
解く

開発援助事業の事前調査報告書を事
前に読み、そこから導かれる実務的
に重要な点をグループで討議する。

13 実際のケースから 担当教員もしくは外部のゲストの実
体験をもとに、実践上の課題を議論
する。

14 授業内試験 13回の授業をもとにした授業内試験
を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
全員、授業前にケース（事例）文章を必ず「精読」して来なければならない。
「精読」とは、わからない用語を自分で調べ、事実関係を理解できるように読む
ことを指す。通学電車の中でざっと目を通すような読み方では授業に参加でき
ないと考えて欲しい。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
山口しのぶ・毛利勝彦編（2011）『ケースで学ぶ国際開発』東信堂。
【参考書】
W.エレット（2010）『入門ケース・メソッド学習法』ダイヤモンド社。
その他、授業の中で示す。必要に応じてコピーを配布する。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業後課題20%、事前課題文献に基づいたグループ討議への参加度40%、
授業内試験40%。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以
上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
■100分では討議と発表が終わらないという声が多いので、1つのケースに授
業2回分を充てることを検討する。
【学生が準備すべき機器他】
授業コードを使って必ず授業支援システムに自己登録すること。課題文献の
提示や課題の提出に学習支援システム（Hoppii）を使う。
【その他の重要事項】
■国際開発協力NGOでの実務経験を有する教員が、自らが関わった具体的な
開発事例を議論のためのケースとして取り上げる。
■グループ討議を軸とする授業であり、遅刻や欠席はグループ討議を困難に
するため、必ず出席すること。
■グループは第3回授業から事前に固定して作る。グループ替えは3回行う。
第1回授業に出席できないものの履修を希望する学生は、必ず第2回授業日前
日までに履修の意思を担当教員までメールで連絡すること（smatsumoto[アッ
トマーク]hosei.ac.jp）。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to motivate students to find out specific topics or
fields which they want to study more to understand international
development cooperation. The Case Method is applied for this course.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1) Understanding the key concepts and the technical terms relevant to
international development cooperation.
2) Turning abstract the lessons learned from the case method discussion
and applying it for other cases.
3) Understanding benefits and usefulness of the group discussion in
practical learning.
【Learning activities outside of classroom】
-Students will be expected to have read and analyze the assigned case
documents based on the instruction before each class meeting.
-Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting.
-Totally, your study time will be at least four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 40%, assignments after a class meeting: 20%,
in-class contribution: 40%.
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INF300GA（その他の情報学 / Information science 300）

言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論す
る。

2 世界遺産の基礎
（日本）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげ
る世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題につい
て理解を深めるためのグループ
ワークを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレ
ゼンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　前
半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　　
後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪
講準備、学会発表についての方
針と内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員
で共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
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13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論

会を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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INF300GA（その他の情報学 / Information science 300）

言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論す
る。

2 世界遺産の基礎
（日本）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげ
る世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題につい
て理解を深めるためのグループ
ワークを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレ
ゼンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　前
半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　　
後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪
講準備、学会発表についての方
針と内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員
で共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
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13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論

会を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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INF300GA（その他の情報学 / Information science 300）

言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論す
る。

2 世界遺産の基礎
（日本）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげ
る世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題につい
て理解を深めるためのグループ
ワークを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレ
ゼンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　前
半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　　
後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪
講準備、学会発表についての方
針と内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員
で共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
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13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論

会を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論す
る。

2 世界遺産の基礎
（日本）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげ
る世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題につい
て理解を深めるためのグループ
ワークを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレ
ゼンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　前
半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆
医師の証言』の輪講と討論　　
後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに
沿って、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪
講準備、学会発表についての方
針と内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員
で共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
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13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論

会を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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OTR300GA（その他 / Others 300）

海外フィールドスクール

稲垣　立男

サブタイトル：表象文化コース
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：オータムセッショ
ン/Autumn Session
人数制限・選抜・抽選：5～10名程度 10名を大きく超える場合に
は選抜を行う。※4名以下の場合には実施されないこともある。
備考（履修条件等）：・年度によって開講コースは異なる。
・2024年度の申請手続き等の詳細は、2024年3月中旬以降、学部
ホームページ（在学生の方へー【国際文化学部】2024年度在学生向
け情報まとめ）に掲載予定。
・コロナ禍において留学困難な状況であったことを考慮し、2024年
度もSA・SJへの参加（国際文化学部生）、法政大学が実施する異文
化交流プログラムへの参加（国際文化学部生以外）の参加を条件と
しない。
・内容の詳細については、以下をご確認ください。
https://sites.google.com/view/2024fieldschool/2024海外フィールド
スクール表象文化コース
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2024年度春学期・夏季集中特別授業期間に国際文化学部・他学部公
開科目「海外フィールドスクール・表象文化コース」が実施されま
す。この授業は例年東南アジア各国で実施されていますが、緊急事
態宣言下の2021年度、2022年度には、オンラインで開講しました。
今年度の授業構成は、日本で受講するオンライン（オンデマンド）授
業とフィリピン・マニラに渡航してのフィールドワークを組み合わ
せたものになります。
この授業では、フィリピンの文化と芸術をテーマとして生活や文化
背景の違う人々との共同作業を通じて、多角的な見方、考え方によ
る双方向の文化理解やコミュニケーションについて体験的に学びま
す。今年度のテーマは「インターベンション・アート」です。マニ
ラの街や文化施設を巡りながら、都市に介入するアートワークの方
法を探ります。
東南アジア、フィリピンの環境問題や社会問題と美術や演劇、映画な
どの文化活動を関連させるワークショップを中心とする講座となっ
ています。東南アジアの文化に関心のある皆様はぜひご参加くださ
い。担当教員は稲垣立男です。
オンデマンド授業
・7月以降に順次公開
マニラへの渡航日程
・8月4日（日）- 8月8日（木）
・8月4日（日）東京―マニラ
・8月8日（木）マニラー東京

【到達目標】
フィリピン在住の研究者、ジャーナリスト、NPO運営者、アート
キュレーター、アーティストらによる講義やワークショップ、フィ
リピンをテーマとしたマニラでのフィールドワークを通じてフィリ
ピンの文化や人々の暮らし、演劇や現代アートなどの芸術表現や文
化政策への理解を深めることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
地域に特有の環境問題や社会的問題をテーマによるオンデマンド授
業、マニラではグループワークでの調査や仮想のアート・プロジェ
クトを実施、ディスカッションを経て、様々な発表形式による作品
発表を行います。
1.　フィリピンの社会的課題と、美術史や美術理論の基本的な知識
を確認します。

2.　受講者同士のディスカッションやフィールドワークを通じて問
題を探ります。
3.　マニラ滞在中に、作品制作（プレゼンテーション）に取り組み
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
事前学習 事前学習

稲垣立男
授業の概要
各講義やワークショップの詳細、
注意事項
フィリピンの文化や芸術に関連
した内容の講義や事前調査につ
いて

講義1 フィリピンの文化と
社会1
澤田公伸（まにら新
聞記者）

フィリピンの社会と政治の現在
について

講義2 フィリピンの文化と
社会2
鈴木勉（国際交流基
金マニラ日本文化セ
ンター所長）

フィリピンのインディペンデン
ト映画に観るコスモロジー

講義3 フィリピンの文化と
社会3
山形敦子（アーティ
スト）

アーティストとしてフィリピン
で活動すること

講義4 フィリピンの文化と
社会4
平野真弓（フィリピ
ン大学講師）

都市に介入するアート

8/4 フィールドワーク1
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学1
フィリピン文化センター

8/4 フィールドワーク2
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学2
オルタナティブ・スペース

8/5 フィールドワーク3
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学3
国際交流基金・文化交流に関す
るインタビュー

8/5 フィールドワーク4
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学4
コマーシャル・ギャラリー

8/6 インターベンショ
ン・アート1
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

イントラムロス地区での作品制
作1

8/6 インターベンショ
ン・アート2
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

イントラムロス地区での作品制
作2

8/7 インターベンショ
ン・アート3
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

フィリピン大学ディリマン校
キャンパスでの作品制作1

8/7 インターベンショ
ン・アート4
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

フィリピン大学ディリマン校
キャンパスでの作品制作2

事後学習 成果の報告
稲垣立男

作品・レポート課題について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google siteで配信する授業コンテンツには、学習を深めるための
ウェブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるも
のについては閲覧することをおすすめします。。本授業の準備学修・
復習時間は各2時間を標準とします。
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【テキスト（教科書）】
Google siteを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参考
書を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読す
ることを勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料につ
いてはその都度紹介します。

【参考書】
大野拓司「フィリピンを知るための64章」明石書店
鈴木勉「フィリピンのアートと国際文化交流」水曜社
鈴木勉「インディペンデント映画の逆襲―フィリピン映画と自画像
の構築」風響社

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポート
の合計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点
比率は以下の通りです。
1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
2021年度、2022年度に緊急事態宣言下でやむなくオンラインで実
施した海外フィールドスクールでは、海外渡航ができませんでした
が、学生たちは積極的な態度で受講した結果、充実した異文化体験
の場、新しい芸術文化に関する出会いの場となったようです。
2024年はコロナ禍での経験を踏まえて、オンラインとマニラ現地で
の授業を組み合わせ、より効果的な授業となるようにしたいと思い
ます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履
修に関する情報については学習支援システムを併用しますので、よ
く確認しておいてください。

【その他の重要事項】
実務経験のある教員による授業
稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによ
る作品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、
これらの現場での経験を毎回の講義に反映させています。
各講師と関連するリンク
国際交流基金マニラ支局：https://jfmo.org.ph
まにら新聞：https://www.manila-shimbun.com
LOAD NA DITO:https://loadnaditoprojects.cargo.site
山形敦子：https://atsukoyamagata.com
フィリピン文化センター:https://culturalcenter.gov.ph/#home
イントラムロス:https://intramuros.gov.ph
フィリピン大学ディリマン校:https://upd.edu.ph

【選抜について】
・ 2022年度、2023年度に続き、2024年度についてもSA・SJ（国
際文化学部生）、法政大学が実施する異文化交流プログラムへ（国際
文化学部生以外）の参加を条件としない。（SA/SJが2020・2021年
度は全面中止、2022・2023年度は中止もしくは選択制での実施と
なるなど、異文化交流プログラムへの参加が困難であった在学生が
一定数いるため。）
・ 5～10名程度 10名を大きく超える場合には選別を行う。
※4名以下の場合には実施されないこともある。

【参考・海外フィールドスクールについて】
※以下は例年実施されている海外フィールドスクール（3コース）の
授業概要と目的です。各コースでは、東南アジア各国に渡航し、現
地でフィールドワークを行います。
海外フィールドスクール・プログラム（ Field School Program：
略称FS）とは、2年次に実施される長期・夏期スタディ・アブロー
ド・プログラム（SA）とスタディ・ジャパン・プログラム（SJ）で
培われた異文化間のコミュニケーション力のみならず、それまでの
本学・本学部における基礎的・専門的な学びを十分に活用し、海外の
フィールドでより専門性の高い知識、研究手法、表現方法を習得す
るものです。東・東南アジアをフィールドに開発と文化コース、表
象文化コース、環境と文化コースの3つのコースで実施します。当
該年度の開催コースは、国際文化学部 Web サイトにてご案内いた
します。（3コースのうち、2コースが例年実施されます。）

【Outline (in English)】
Course outline

Field School and Representational Culture Course will be
held in 2024. This course has been held in Southeast Asian
countries in previous years.
The structure of this year’s class will be a combination of online
(on-demand) classes taken in Japan and fieldwork conducted
by traveling to Manila, Philippines.
In this class, students will learn through experience about
interactive cultural understanding and communication based
on multiple perspectives and ways of thinking through
working with people from different lifestyles and cultural
backgrounds on Philippine culture and art. This year’s theme
is ’Intervention Art’. While touring the streets and cultural
institutions of Manila, the course will explore methods of
artwork that intervene in the city.
The course focuses on workshops that relate cultural activities
such as art, theatre, and film to environmental and social
issues in Southeast Asia and the Philippines. Everyone
interested in Southeast Asian culture is welcome to attend.
The teacher in charge is Tatsuo Inagaki.
Hosei University’s Representation Culture Course focuses on
performing arts such as art and music, theatre and dance,
video works such as movies, and literature such as textual
novels and poetry. It will be carried out under the same theme.
For each instructor related to each cultural activity living in
the Philippines, the course focuses on workshops that relate
the environmental and social issues of the Philippines to
cultural activities such as art, theater, and movies.
Learning Objectives
Through lectures and workshops by researchers, journalists,
NPO operators, art curators, artists living in the Philippines,
and fieldwork in Tokyo with the theme of the Philippines,
Filipino culture and people’s lives, art such as theatre and
contemporary art, The goal is to deepen the understanding of
expression and cultural policy.
Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing the
ones that interest you. There are also many museums and
galleries near the university. Depending on the infection status
of the new coronavirus, please watch exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on class activities, assignments,
and reports. We emphasize the experimentality and positive-
ness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)
See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have
achieved 60% or more of the achievement target of this class
will be accepted.
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LAW200HA（法学 / law 200）

国際法Ⅰ

岡松　暁子

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　国際法は、主として国家間関係を規律する法である。平等な主権
国家で成り立っている国際社会は、国家と国家が合意を結ぶことで
国際秩序が維持されている。本講義では、この国家間の合意の総論
部分（国際法の基礎理論）を扱う。適宜事例を分析することにより、
国際紛争においていかなる国際法の解釈問題が争点となっているか
を検討し、国際秩序の形成および紛争解決における国際法の役割と
意義を考察する。

【到達目標】
国際法の基礎理論を学び、国際秩序の基本的な法的枠組みを把握する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
国際法の総論（理論）部分についての講義を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに

国際法の構造
本講義の対象範囲
国際法の概念、近代国際法の特
色

第2回 法源 条約、国際慣習法、法の一般原
則、補助法源としての判例、学説

第3回 条約法 締結手続、留保、効力、無効、
改正と終了

第4回 国際法と国内法の関
係

論理的関係、国際法における国
内法、国内法における国際法

第5回 国家・国家機関（１）国家承認、政府承認
第6回 国家・国家機関（２）国家承継、国家機関
第7回 国家管轄権 国家管轄権の意義、国家管轄権

の適用基準、国家管轄権の競合、
国家免除

第8回 国際組織法（1） 国際組織の要件・類型・分類、
国際組織の歴史的発展

第9回 国際組織法（2） 国際組織の構造、国際組織の意
思決定、国際組織の機能、国際
組織の法主体性

第10回 国家領域（1） 領域主権、領土保全原則、領域
使用の管理責任

第11回 国家領域（2） 領域権原の取得原因、日本の領
域紛争

第12回 国家責任法（1） 国家責任の観念、国際違法行為
責任の基本構造

第13回 国家責任法（2） 国家責任の発生要件、国家責任
の解除、外交保護制度

第14回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
教科書の該当部分を読んでおくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
岩沢雄司『国際法［第2版］』東京大学出版会、2023年。4,840円。

植木俊哉・中谷和弘編集代表『国際条約集』有斐閣、2024年。（旧
版でも可）

【参考書】
森川幸一他編『国際法判例百選［第3版］』有斐閣、2021年。
繁田泰宏・佐古田彰編集代表、岡松暁子・小林友彦共同編集、鳥谷部
壌・平野実晴編集協力『ケースブック国際環境法』東信堂、2020年。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（100％）
期末試験以外の要素は考慮しない。

【学生の意見等からの気づき】
特にコメントはありません。

【関連の深いコース】
履修の手引き「D.6専門科目一覧・コース関連科目表」を参照して
ください。

【実務経験のある教員による授業】
本科目は、「実務経験のある教員による授業」に該当しません。

【Outline (in English)】
This course introduces students to the legal order and rules
that govern the international society.
By the end of this course, students may learn the basic
international theory and gain better understanding by reading
leading cases.
Students are required to study at least 2 hours before or after
the class.
The course grade will be based on final paper(100%).
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LAW200HA（法学 / law 200）

国際法Ⅱ

岡松　暁子

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際法は、主として国家間関係を規律する法である。平等な主権国
家で成り立っている国際社会は、国家と国家が合意を結ぶことで国
際秩序が維持されている。本講義では、主としてその各論部分を扱
う。第一に、国際関係の基本単位としての国家管轄権の発現態様で
ある実体法に焦点を当て、個別分野における国際的な規制枠組を検
討する。
第二に、国際法秩序の維持と国際法の履行確保のための方式や制度
について考察する。

【到達目標】
国際社会における具体的な事象を法的に分析する素地を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
国際法の各論部分についての講義を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 本講義の対象
第2回 海洋法（1） 海洋法の歴史的発展、内水、領海
第3回 海洋法（2） 排他的経済水域、公海、大陸棚、

深海底
第4回 南極、空域、宇宙 国際化地域、国際航空法、宇宙

空間
第5回 個人 国籍、外国人の地位、難民
第6回 国際人権法（１） 人権保障の歴史、条約による人

権保障
第7回 国際人権法（２） 国際組織による人権保障、履行

確保、人道的介入
第8回 国際刑事法 国際犯罪、国際刑事裁判所
第9回 紛争の平和的解決

（1）
国際社会における紛争解決手続
きの特徴、平和的解決と強制的
解決

第10回 紛争の平和的解決
（2）

非裁判的手続、裁判的手続

第11回 国際安全保障、軍
縮・軍備管理

武力不行使原則、集団安全保障、
自衛権、平和維持活動、核の国
際管理、軍縮

第12回 国際人道法（1） 武力紛争法規の適用対象、敵対
行為の規制、軍事目標主義

第13回 国際人道法（2） 戦争犠牲者の保護、武力紛争法
規の履行確保、軍縮・軍備管理

第14回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
教科書の該当部分を読んでおくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
岩沢雄司『国際法［第2版］東京大学出版会、2022年。
植木俊哉・中谷和弘編集代表『国際条約集』有斐閣、2024年。

【参考書】
森川幸一他編『国際法判例百選［第3版］』有斐閣、2021年。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100%。
期末試験以外の要素は考慮しない。

【学生の意見等からの気づき】
特にありません。

【その他の重要事項】
履修者は国際法Ⅰを履修済みであることが望ましいが、それを履修
の条件とはしない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「D.6専門科目一覧・コース関連科目表」を参照して
ください。

【実務経験のある教員による授業】
本科目は、「実務経験のある教員による授業」に該当しません。

【Outline (in English)】
This course introduces students to the specific international
legal framework in various fields. Students may learn the
legal process of peace making and gain better understanding
by reading leading cases.
Students are required to study at least 2 hours before or after
the class.
The course grade will be based on final paper (100%).
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LAW200HA（法学 / law 200）

国際環境法

岡松　暁子

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際環境法は、国際環境問題の特質ゆえに、形成、発展、形態、内
容、履行確保において様々な特徴がある。本講義では、個別条約や
判例を題材として、国際環境諸条約に見られるそのような特徴を抽
出し、検討していく。

【到達目標】
国際環境問題に関する国際法の枠組みを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
国際環境法の理論、判例についての講義を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 本講義の対象
第2回 国際環境法の対象と

接近方法
アプローチ

第3回 国際環境法の形成
（1）

国際環境法の生成

第4回 国際環境法の形成
（2）

国際環境法の発展

第5回 国際環境法の展開 国際環境法の歴史的展開
第6回 国際環境法の性質

（1）
持続可能な発展

第7回 国際環境法の性質
（2）

世代間衡平、予防的アプローチ、
共通に有しているが差異ある責
任、人類共通の関心事

第8回 国際環境法の定立形
式

枠組条約と議定書

第9回 国際環境法の制度化 締約国会議、事務局、外部機関
第10回 国際環境法の手続的

義務
事前通報・協議制度、報告・審
査制度、情報交換、事前の情報
に基づく同意、環境影響評価、
モニタリング

第11回 国際環境法上の義務
の履行確保

不遵守手続

第12回 人権と環境 人権の国際的保障と環境
第13回 武力紛争と環境 国際人道法における環境保護
第14回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
教科書の該当部分を読んでおくこと。本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
植木俊哉・中谷和弘編集代表『国際条約集』有斐閣、2023年。
その他、授業内に指示する。

【参考書】
繁田泰宏・佐古田彰・岡松暁子・小林友彦編『ケースブック国際環
境法』東信堂、2020年。2,800円。
その他、適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（100%）。
期末試験以外の要素は考慮しない。

【学生の意見等からの気づき】
これまでと同様の方法で進める。

【その他の重要事項】
旧科目名称「国際環境法Ⅰ」を修得済の場合、本科目の履修はでき
ない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「D.6専門科目一覧・コース関連科目表」を参照して
ください。

【実務経験のある教員による授業】
本科目は、「実務経験のある教員による授業」に該当しません。

【Outline (in English)】
This course introduces students to the theory of international
environmental law. Students may learn the specific legal
framework of international environmental issues and gain
better understanding by reading leading cases.
Students are required to study at least 2 hours before or after
the class.
The course grade will be based on final paper (100%).
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POL300HA（政治学 / Politics 300）

自治体環境政策論Ⅱ

小島　聡

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：ロ
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「持続可能な地域社会」に向けた自治体政策について総合的に検討す
る。特にグローカルな政策や再生可能エネルギー政策、環境政策統
合、SDGs、交通政策、都市の持続可能性リスク、縮小都市やコンパ
クトシティ、都市と過疎地域の政策連携など、近年の重要なテーマ
に焦点を合わせる。この授業の目的は、学生が、「持続可能な地域社
会」の創造への自治体の役割や政策型思考などについて学ぶことで
ある。

【到達目標】
学生の到達目標は以下のとおりである。
・持続可能な自治体政策に関する知識を習得する。
・持続可能な地域社会の創造に向けた政策価値、政策規範、政策論
理、地域課題に関する政策型思考を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
授業形態は、配布資料、パワーポイントに基づく講義を中心として、
適宜、授業内において、学生とのコミュニケーションを図る。リア
クションペーパーや中間レポートの提出と応答・講評については、
学習支援システムの機能（「お知らせ」「課題」「掲示版」）を活用し、
授業でもフィードバックする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

～「持続可能な地域
社会」とは？

イントロダクションとして「持
続可能性・持続可能な発展」と
いう概念を確認しながら、「持続
可能な地域社会」という政策理
念について検討する。

第2回 「持続可能な地域社
会」の多様性～都市
の「変容」と過疎地
域の「存続」

「持続可能な地域社会」の社会像
の多様性を確認しながら、「変
容」と「存続」という２つの方
向性を提示する。

第3回 「グローカル」言説を
再考する

「グローバルに考え、ローカルに
行動する」という政策言説を再
考しながら、政策規範として再
構成する。

第4回 第3世代の自治体環
境政策～地球温暖化
の「緩和策」

グローカルな時代における第3
世代の自治体環境政策として、
地球温暖化の「緩和策」につい
て検討する。

第5回 第3世代の自治体環
境政策～地球温暖化
への「適応策」

グローカルな時代における第3
世代の自治体環境政策として、
地球温暖化への「適応策」につ
いて検討する。

第6回 再生可能エルギー革
命と自治体政策

自治体の再生可能エネルギー政
策の動向と課題・展望について
検討する。

第7回 責任共有の政策論理
とローカル・ガバナ
ンス

「環境ガバナンス」にかかわる多
元的な主体（自治体、市民、企
業、ＮＰＯなど）による責任共
有とマルチステークホルダー・
プロセス、地域間の責任共有と
自治体間の政策協調・政策連携
について検討する。

第8回 持続可能性の多面的
構成・包括性・統合
性と自治体政策のイ
メージ

持続可能性の環境的側面、経済
的側面、社会的側面などの多面
的構成やそれらの包括性・統合
性を確認しながら、自治体政策
のイメージを描く。

第9回 「環境政策統合」と自
治体政策のイノベー
ション

「持続可能な地域社会」に向けて
多様な政策領域を視野に入れる
「環境政策統合」の考え方と、具
体的な政策実践について検討す
る。

第10回 ローカルSDGsと自
治体政策

SDGsの自治体政策における意
義・動向・課題について検討し、
地域循環共生圏についても言及
する。

第11回 「持続可能な地域社
会」への統合的アプ
ローチ～地域交通政
策の動向

SDGsが掲げる統合的アプロー
チについて、地域交通政策の動
向を中心に検討する。

第12回 21世紀における都市
の持続可能性リスク

災害や感染症などの発作的危機、
人口減少社会や地球温暖化など
の長期的なリスクを、21世紀の
都市が直面する脆弱性＝都市の
持続可能性リスクととらえ、そ
の回避やレジリエンスについて
検討する。

第13回 縮小都市時代の自治
体政策

人口減少社会における「縮小都
市」問題を確認し、空き家・空
き地対策やコンパクトシティ政
策などについて検討する。

第14回 都市と農山漁村の地
域間連帯への政策的
展望

過疎地域の持続可能性問題を再
確認し、都市－農山漁村の地域
間連帯の動向とともに、生態系
サービスや地域間の相互依存関
係をふまえて、今後の政策のあ
りかたについて展望する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は、配布資料及びその他の参照資料に基づき、授業時間外の学習
を行い、中間レポートなどの課題に取り組むことが必要である（こ
の授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする）。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。

【参考書】
この科目において取り上げる政策価値、政策規範、政策論理などの
理論的なアプローチについては、以下の文献でおおよそ説明してい
るので、受講とあわせて一読し理解を深めてほしい。
小島聡「グローカルな時代における持続可能な地域社会の創造と政
策構想」（小島・西城戸・辻編著『フィールドから考える地域環境　
持続可能な地域社会をめざして　第2版』ミネルヴァ書房、2021年。
その他の参考文献は授業中に紹介する。

【成績評価の方法と基準】
成績は、論述試験（70％）＋積極的な参加姿勢（10％）＋中間レポー
ト（20％）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
・各地の事例について、地方紙の記事をまとめて配布し紹介してい
ますが、最新動向を理解するためにも可能なかぎり政策情報を提供
します。
・日々の情勢を知るだけではなく、現在を読み解き未来を展望する
ために、政策価値や政策規範、政策論理など、理論的思考を身につ
けることも重視します。
・授業全体の構成、内容と分量、進行スピード、配布資料、パワーポ
イントの活用については、再考しながら継続的に改善を図っていき
たいと思います。
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・学習支援システムを活用し、学生の思考を促す工夫をしていきた
いと思います。

【その他の重要事項】
・基幹科目の「地方自治論」はこの講義の導入的な位置にありますの
で、合わせて履修することを推奨します。
・ローカル・サステイナビリティコースの他のコースコア科目を合
わせて履修することを推奨します。
・ローカル・サステイナビリティコースで履修する学生はもちろん
ですが、他のコースで学ぶ学生にとっても、地域社会に関するテー
マや「持続可能な地域社会」について理解するためには、自治体政
策に関する知識は必須です。
・「自治体環境政策論Ⅰ」と「自治体環境政策論Ⅱ」は連続しており、
両方を受講することを強く推奨します。

【関連の深いコース】
上記の【その他の重要事項】の説明、および履修の手引きを参照し
てください。

【Outline (in English)】
In this class, we will examine public policy of local government
comprehensively towards “Sustainable community”. Espe-
cially, we will focus on some important themes in recent years,
such as “Glocal policy”, renewable energy policy, environmental
policy integration, ”SDGs”, traffic policy, urban sustainability
risk, shrinking city and compact city, cooperation policy
between urban and rural areas, etc. The purpose of this class
is for students to learn about the role of local government for
creating “Sustainable community, and the method of policy
thinking.
The goals of this course are to acquire knowledge about
sustainable policy of local government, and to gain the ability
to think about policy value, policy norms,policy logic, regional
policy issues for creating “Sustainablie community”.
Students need to prepare and review each session by using
distributed materials and other references, and to work on
short writing assignments. Preparatory and review time for
this class are 2 hours each.
Your overall grade in this class will be decided based
on the following: Term-end examination:70%, Active class
participation:10%, Mid-term reports:20%
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POL300HA（政治学 / Politics 300）

地球環境政治論

横田　匡紀

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ,サ
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業の概要
　パリ協定、気候変動問題の事例にも示されるように、なぜ地球環
境問題をめぐるグローバルな合意形成は困難に直面するのでしょう
か？ 地球環境問題への解決やSDGsに向けて国際社会が合意し、持
続可能な世界を構築するためには、合意形成のメカニズムを理解す
ることが必要となります。
　この講義は地球環境問題をめぐるグローバルな合意形成のメカニ
ズムを対象とし、パリ協定、気候変動問題、SDGs、バイデン政権
などの事例をとりあげるとともに、国際関係論、グローバル・ガバ
ナンス論の理論枠組みを理解していくことを目的とする。学生には、
地球環境政治をめぐる様々な問題を考え、グローバル市民社会の一
員としてSDGｓや持続可能な世界のあり方を考える視座を獲得して
もらうことをめざす。

【到達目標】
・パリ協定、気候変動問題、SDGsなどを事例に、地球環境問題をめ
ぐる合意形成のメカニズムを国際関係論の視点から理解できるよう
になる。
・地球環境問題をめぐる国際機構や環境NGO、企業といった様々な
アクターの活動が理解できるようになる。
・SDGsやプラスチック汚染など近年の地球環境ガバナンスの課題
を理解できるようになる。
・日本やアメリカの地球環境外交を理解できるようになる。
・ヨーロッパやアジアなど地域レベルごとの多様な環境ガバナンス
の現状を理解できるようになる。
・グローバル・ガバナンス、地球環境ガバナンスといった国際関係
論の視点を理解できるようになる。
・トランプ政権やバイデン政権による地球環境政策への影響を理解
できるようになる。
・貿易と環境、環境と安全保障、コロナ禍やウクライナ情勢の影響と
いった複合的な問題をめぐる合意形成のメカニズムを理解できるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　この講義では、国際関係論やグローバル・ガバナンスの視点から
この問題にアプローチし、どのようなアクター（国際機構、ＮＧＯ、
企業など）がどのような手段（国際レジームなど）で、どのような問
題（気候変動問題やSDGsなど）に取り組み、どのような成果と課
題があるのかを確認していく。また講義の各論点とSDGsとの関連
についても言及し、SDGsに対する理解を深めることができるよう
に配慮する。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細
は学習支援システムでお知らせします。小課題などに対するフィー
ドバックは授業支援システムを通じて行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション なぜ地球環境政治論を学ぶのか

：人類世、地球の限界
第2回 地球環境ガバナンス

の展開
地球環境政治の歴史的展開：国
連人間環境会議からSDGsまで

第3回 気候変動ガバナンス
（1）

パリ協定などの気候変動ガバナ
ンスの概要

第4回 気候変動ガバナンス
（2）

気候変動ガバナンスの新たな展
開：気候正義、気候安全保障、
ダイベストメント

第5回 地球環境ガバナンス
の課題（1）：生物多
様性と化学物質管理
の問題をめぐるグ
ローバル・ガバナン
ス

名古屋議定書などの生物多様性
や水俣条約などの化学物質管理
をめぐるグローバル・ガバナン
スの概要

第6回 地球環境ガバナンス
の課題（２）：
SDGs、プラスチック

SDGsやプラスチック汚染など
近年の地球環境ガバナンスの課
題を学ぶ

第7回 欧州の環境ガバナン
ス

先進的な環境政策をとる欧州で
の環境ガバナンスの展開：規範
パワー、排出量取引、再生可能
エネルギー、REACH

第8回 アジアの環境ガバナ
ンス

アジア地域の環境ガバナンスの
動向：黄砂、酸性雨、PM2.5、
煙霧 (Haze)

第9回 地球環境ガバナンス
におけるアメリカ

アメリカの地球環境外交：オバ
マ政権、トランプ政権、バイデ
ン政権、エネルギー政策、環境
正義

第10回 トランスナショナル
な地球環境ガバナン
ス（1）

NGOや企業などの非国家アク
ターの役割：地球環境条約に関
わる活動

第11回 トランスナショナル
な地球環境ガバナン
ス（2）

NGOや企業などの非国家アク
ターの活動の新たな展開：
CSR、FSC、MSC、ESG投資
など

第12回 地球環境ガバナンス
における日本の役割

日本の地球環境外交：持続可能
な発展、地球サミット、京都議
定書、名古屋議定書、水俣条約

第13回 地球環境政治の見方
（1）

リアリズムとリベラリズム

第14回 地球環境政治の見方
（2）

コンストラクティヴィズム、グ
ローバル・ガバナンス論、パ
ワートランジション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
講義の各項目について理解できるようしておく。本授業の準備学習・
復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
佐渡友哲・信夫隆司・柑本英雄編『国際関係論（第3版）』弘文堂、
2018年

【参考書】
環境社会学会編『環境社会学事典』丸善出版、2023年
竹本和彦編『環境政策論講義』東京大学出版会2020年
高橋洋『エネルギー転換の国際政治経済学』日本評論社、2021年
亀山康子『新・地球環境政策』昭和堂、2010年
宮永健太郎『持続可能な発展の話』岩波書店、2023年
小西雅子『気候変動政策をメディア議題に』ミネルヴァ書房、2022年
太田宏『主要国の環境とエネルギーをめぐる比較政治』東信堂、2016年
宇治梓紗『環境条約交渉の政治学』有斐閣、2019年
黒崎岳大『スタディガイドSDGs（第2版）』学文社、2023年
蟹江憲史『SDGs(持続可能な開発目標)』中公新書、2020年
村田晃嗣ほか『国際政治学をつかむ 3版』有斐閣、2023年
前田幸男『「人新世」の惑星政治学』青土社、2023年
大矢根聡編『コンストラクティヴィズムの国際関係論』有斐閣、2013年
大芝亮『国際政治理論』ミネルヴァ書房、2016年
西谷真規子・山田高敬編『新時代のグローバル・ガバナンス論』ミ
ネルヴァ書房、2021年。
山本吉宣『国際レジームとガバナンス』有斐閣、2008年
草野大希ほか編『国際関係論入門』ミネルヴァ書房、2023年
関山健『気候安全保障の論理』日経BP、2023年
小田桐確編『安全保障化の国際政治』有信堂、2023年
藤原帰一編『気候変動は社会を不安定化させるか』日本評論社、2022年
西村智朗『気候変動問題と国際法』信山社、2024年
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多湖淳『国際関係論』勁草書房、2024年

【成績評価の方法と基準】
課題類の提出を前提として、期末試験90％、平常点10％で評価す
る。期末試験についてはレポートテストになる。平常点については、
毎回の小課題の提出とその内容について判断する。小課題のフィー
ドバックについては、学生からのリクエストに応じて授業サイト上
で行う。
毎回の小課題の提出が不十分だと成績評価の対象となりませんので
注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
学生のペースに配慮すること。

【その他の重要事項】
講義内容に関わるドキュメンタリービデオを随時用いていきます。
進度により講義内容を変更することがあります。
課題提出と資料配布は学習支援システムを通じて行う。
感染症対策には十分な配慮をします。
半数以上の授業回を対面で実施します。前半を対面、後半以降はオン
ラインとする予定です。授業回の半数以上での対面受講を求めます。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】 
For better understandings of sustainable world society, this
course aim to provide a wide range of knowledge about global
environmental politics from viewpoints of discipline of the
International Relations
Course topics.
・History of global environmental governance.
・Global climate governance( The Kyoto Protocol, The Paris
Agreements).
・Global biodiversity governance.
・Global chemical governance.
・Global environmental governance of SDGs and Plastic issue
・Environmental governance of the European Union.
・Environmental governance in Asia
・Environmental policy in the U.S.
・Transnational environmental governance (Non-state actors,
NGOs, Business and local actors).
・Japan’s global environmental diplomacy.
・Theories of global governance (Realism, Liberalism, Construc-
tivism and Global governance)
 【到達目標（Learning Objectives）】
・Students will be able to understand the mechanisms of
consensus building on global environmental issues from
the perspective of international relations, using the Paris
Agreement, climate change issues, and SDGs as examples.
・To be able to understand the activities of various actors
such as international organizations, environmental NGOs, and
corporations in relation to global environmental issues.
・To be able to understand recent global environmental
governance issues such as SDGs and plastic pollution.
・Understand the global environmental diplomacy of Japan and
the United States
・To be able to understand the current status of various
environmental governance systems at the regional level in
Europe and Asia.
・To be able to understand the perspectives of international
relations theory, such as global governance and global
environmental governance.
・Students will be able to understand the impact of the Trump
and Biden administrations on global environmental policy.
・To be able to understand the mechanism of consensus building
on complex issues such as trade and environment, environment
and security.
 【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be sure to prepare and review the materials introduced in each
lecture.
Students should be able to understand each item in the lecture.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
 【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】

Assessments will be made on the basis of a final exam (90%)
and a normal score (10%). The final exam will be a report
test. Ordinary points will be based on the submission of
small assignments and their contents. Feedback on small
assignments will be provided on the class website upon request
from students.
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ECN300HA（経済学 / Economics 300）

環境経済論Ⅰ

杉野　誠

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済論を理解するのに必要なミクロ経済学などの事項を学び、
具体的な環境政策、特に環境税や排出量取引などの経済的手段の仕
組みや課題を志向できる力を涵養することを目標とする。

【到達目標】
経済発展に伴い、環境問題が多様化・深刻化している。この授業で
は、経済学の枠組みを用いて環境問題を捉え、どの様な政策が必要
であるかを理論的に考える。具体的には、「市場の失敗」が発生する
メカニズムおよびどの様な対策があるのかを考える。またこの授業
では、以下の２つを最終目的とする。①環境問題の「本質」を理解
し、様々な環境問題に応用できるようになる。②排出量取引制度を
疑似体験し、制度設計に必要な思考力を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は
学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境経済とは何か 環境経済学の位置づけ
第2回 消費者と生産者の理

論
ミクロ経済学の基礎的な概念の
紹介

第3回 市場均衡と市場の万
能性

市場の役割と市場の効率性の理
解

第4回 公共財と外部性 市場の失敗と政府の介入根拠の
理解

第5回 環境政策の種類 外部不経済への対処方法の理解
第6回 コースの定理 当事者間の直接交渉による解決

方法の理解
第7回 排出量取引　 排出量取引制度の制度設計とそ

の効果の紹介
第8回 政策手段の比較 環境税と排出量取引を比較検討
第9回 不確実性下の政策選

択
不確実性が存在する際の環境政
策の効率性

第10回 排出量取引制度の制
度設計

世界の排出量制度の比較および
国内の議論を紹介

第11回 ゲームで学ぶ環境政
策①

コースの定理および排出量取引
の制度設計を理解

第12回 ゲームで学ぶ環境政
策②

時間的要素（世代間）を入れた
場合の排出量取引の制度設計を
理解

第13回 地球温暖化問題① 地球温暖化問題に対する各国の
取り組みの理解

第14回 地球温暖化問題② ポスト京都議定書の各国の取り
組みの理解

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。事前に、
配布資料および関連する文献に目を通しておくこと。また、時間外
の課題を提出期限内に行うこと。

【テキスト（教科書）】
特になし。担当教員が作成したレジュメや資料を適宜配布する。

【参考書】
日引聡・有村俊秀（2002）『入門環境経済学』中公新書
一方井誠治（2018）『コア・テキスト　環境経済学』新世社

【成績評価の方法と基準】
期末試験（60%）に加え、授業後に課す練習問題（30%）を行うほ
か、授業中の参加の程度・貢献度（10%）を考慮し、総合的に判断
する。

【学生の意見等からの気づき】
小テスト以外の練習問題を増やし、考え方を確認できるようにします。

【その他の重要事項】
対面形式の授業を予定しているため、オンライン授業での対応は原
則行いません。

【Outline (in English)】
【Course Outline】This course introduces key concepts in
environmental economic theory and policies to tackle environ-
mental issues to students taking this course.
【Learning Objectives】At the end of the course, students
are expected to 1) understand the key theoretical aspect of
environmental issues and 2) propose economically efficient
environmental policies.
【Learning activities outside of classroom】Students will be
expected to have completed the required assignments after
each class meeting. Your study time will be more than four
hours for each class.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will
be decided based on the following
Term-end examination: 60%, homework: 30%, in-class
contribution: 10%.

— 149 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN300HA（経済学 / Economics 300）

環境経済論Ⅱ

杉野　誠

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
経済発展に伴い、環境問題が多様化・深刻化している。本授業では、
様々な環境問題に焦点をあて、どの様な政策が必要であるか、経済学
の視点から考える。また、実際の環境政策を概観・比較を行う。そ
の際、経済学がどのように役立っているのかを明確にしながら、授
業を進める。
この授業では、以下の２つを最終目的とする。
①環境問題の「本質」を理解し、様々な環境問題に応用できるよう
になる。
②環境政策を立案するために必要な思考力を身に付ける。

【到達目標】
経済学の基礎的な知識と環境問題に対する理解を深めることがで
きる。
また、環境問題を解決するために必要な政策の思考力を得ることが
できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は
学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、イント

ロ
授業の全体像および環境経済論
IIの内容と環境経済論Iの復習

第2回 気候変動問題① 地球温暖化の基礎知識
第3回 気候変動問題② 京都議定書とは何だったのか。
第4回 気候変動問題③ ポスト京都における各国の対策

と日本：中期目標を中心に
第5回 気候変動問題④ パリ協定と今後の気候変動対策
第6回 廃棄物の経済学① ゴミの有料化とは、

どの程度の料金に設定するべき
か

第7回 廃棄物の経済学② 有料化の方法とそれらの経済的
インセンティブ

第8回 廃棄物の経済学③ 自治体のゴミの有料化とレジ袋
有料化

第9回 廃棄物の経済学④ 放射性廃棄物をどのように処理
するのか

第10回 都市の環境問題① コースの定理と日本の公害病
第11回 都市の環境問題② 固定排出源における環境対策
第12回 都市の環境問題③ 交通部門に対する環境規制
第13回 都市の環境問題④ 道路混雑とロードプライシング
第14回 自主的な取り組み 日本経団連の自主行動計画と自

主的取り組みの有効性
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。配布資
料および関連する文献を読むこと。また、グループディスカッショ
ンの内容を事前にリサーチし、準備すること。

【テキスト（教科書）】
日引・有村（2002）『入門　環境経済学』、中公新書．

【参考書】
有村・片山・松本（2017）『環境経済学のフロンティア』、日本評論社．
細田・横山（2007）『環境経済学』、有斐閣アルマ．
一方井（2018）『環境経済学』、新世社．

【成績評価の方法と基準】
期末試験（50%）に加え、グループディスカッション（40%）を行
うほか、授業中の参加の程度・貢献度（10%）を考慮し、総合的に
判断する。

【学生の意見等からの気づき】
受講者同士のディスカッションを増やす要望があり、毎回実施でき
るように努めます。

【その他の重要事項】
対面形式での授業を予定しています。そのため、オンライン授業で
の対応を原則いたしません。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Environmental issues are becoming severe as well as diverse
as economies grow. This course introduces three major
environmental issues (climate change, waste and air pollution)
and policies implemented to tackle these issues to students
taking this course.
【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to 1)
understand the nature of environmental issues and, 2) propose
environmental policies need to tackle these issues.
【Learning activities outside of classroom】
Before each class meeting, students will be expected to have
read the handouts and relevant chapter from the references.
Your required study time is at least two hours for each class
meeting.
【Grading Criteria/Policies】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%, assignment/homework 20%, in
class contribution: 10%
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

環境経営論Ⅰ

金藤　正直

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
企業や自治体などの組織は、地球環境の保全、地域の経済環境の変
革、組織内の労働環境改善のための戦略あるいは政策を策定し、ま
た、それを実現するための組織を編成し、管理していく経営を行っ
ている。このような経営を「環境経営」と定義づけ、本講義では、企
業の環境経営を経営学的視点と会計学的視点から学習していくとと
もに、これらの視点の相互関係にも注目しながら、環境経営の全体
像も理解していくことを目的とする。

【到達目標】
本講義では、企業の環境経営における理論的な内容だけではなく、実
践的取り組みにも触れながら、企業が環境問題や社会課題の解決を
通じて持続的に経済的価値を維持・向上させていく方針（戦略）をど
のように立て、それを実現するためにどのような仕組み（組織）を
作り、その仕組みの中でどのように運営（管理）しているのか、と
いう一連の経営活動の基礎基本（本質）を理解することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
・本講義は対面で実施する。
・本講義では、企業で実践されている環境経営のための戦略、組織、
管理の特徴について、著書や論文、また企業の環境報告書やサステナ
ビリティ報告書を活用しながら理解することを目指す。さらに、講
義内容に関連する内容について取り上げた新聞・雑誌記事や映像資
料なども多用しながら、両経営の実践的取り組みへの理解をさらに
深める。
・課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は、
学習支援システムの「お知らせ」を通じて連絡する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

環境経営とは何か
講義の内容・進め方と、企業に
おける環境経営の目的や意義を
説明する。

第2回 環境経営の現状 海外や国内の企業で行われてい
る環境経営の現状を説明する。

第3回 環境経営の全体像 海外や国内の企業の実践例をも
とに、環境経営の全体像を説明
する。

第4回 経営戦略① 企業の経営戦略やその実践例を
もとに、環境経営のための戦略
の理論的特徴を説明する。

第5回 経営戦略② CSRやSDGsなどへの関心の高
まりにより、企業が今後策定す
べき環境経営戦略を説明する。

第6回 経営組織① 企業の経営組織やその実践例を
もとに、第4回で触れた経営戦
略を実現していく経営組織の理
論的特徴を説明する。

第7回 経営組織② 第5回で触れた経営戦略を実現
していくために編成すべき経営
組織（企業間関係や組織間関係）
を説明する。

第8回 経営管理① 企業の経営管理の基礎構造を説
明し、その後環境に関する国際
規格（ISO14001）などを用い
たマネジメントシステムを取り
上げる。

第9回 経営管理② 社会的責任に関する国際規格
（ISO26000）や国連グローバル
コンパクトなどを用いたマネジ
メントシステム（サプライ
チェーン・マネジメント
（SCM））を説明する。

第10回 経営管理③ 産業クラスター・マネジメント
（ICM）の研究や企業の実践例を
もとに、環境保全のためのICM
の概念と仕組みを説明する。

第11回 環境経営と会計 環境経営を支援する会計システ
ムを説明する。

第12回 ケーススタディ 企業の実践的取組みを取り上げ、
これまでの講義内容をもとに検
討する。またこの検討内容をも
とに全員で検討し、新たなビジ
ネスモデルを提案する。

第13回 新たな環境経営 現在注目されている新たな環境
経営（再生可能エネルギー、フー
ドロス、サステナブルファッ
ション、健康経営、地域循環共
生圏、地域再生、ソーシャル・
ビジネスなど）を説明する。

第14回 講義のまとめ 講義のポイントを整理する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は、印刷物（配布資料）を用いて、企業経営や環境経営の内容
を論理的に説明し、解説するだけではなく、参加型（双方向型）形式
も取り入れて進めていきます。そのために、毎回の講義で紹介され
る資料（配布資料だけではなく、その内容に関連する他の著書や新
聞・雑誌記事など）を使用して予習・復習してください。なお、本講
義の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。こうした講
義を通じて、企業経営や環境経営の知識や考え方だけではなく、今
後の活動（ゼミナール活動や企業分析など）で必要とされる基礎的
な能力が身に付きます。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した印刷物を配布します。

【参考書】
講義中に紹介します。

【成績評価の方法と基準】
本講義の成績は以下の２点に基づいて評価します。
①理解度テスト、事例分析・検討ペーパーの提出（50％）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
毎年、受講生からの意見や要望などを考慮に入れ、講義内容の改善
に努めています。

【学生が準備すべき機器他】
学生の皆さんに準備してもらう機器は特にありませんが、授業に関
する内容や質問について口頭またはグーグルフォームで説明（回答）
してもらう場合があります。

【その他の重要事項】
・配布資料や映像資料を用いて授業を進めていきます。
・必要に応じて新聞・雑誌記事なども配布します。
・質問等は電子メールで連絡ください。なお、電子メールのアドレ
スは講義の最初にアナウンスします。

【Outline (in English)】
①Course Outline
The purpose of this lecture is to systematically learn the
management method for solving environmental and social
issues in companies.
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②Learning Objectives
Thought this lecture, students are able to logically understand
the basis of environmental and social management system in
companies.
③Learning Activities outside of Classroom
Students are required to study before and after the lecture,
using the materials introduced in lecture. Preparatory study
and review time for this class are 2 hours each.
④Grading Criteria /Policy
The grade for this lecture will be decided on the basis of the
following.
1) Submission of comprehension test, case analysis, and
discussion paper: 50%
2) Final report: 50%
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

環境経営論Ⅱ

金藤　正直

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、環境経営論Ⅰの内容を踏まえて、国内の企業や地域で
注目されている新たな環境経営の取組事例（地域循環共生圏、地方
創生、地域経営、再生可能エネルギー、フードロス、サステナブル
ファッション、健康経営、人的資本経営、ソーシャル・ビジネスな
ど）を取り上げ、その考察をもとに新たなビジネスモデルを検討し
ていくことを目的とする。

【到達目標】
本講義では、企業や地域で実践されている、あるいは求められてい
る新たな環境経営における方針（政策、施策、事業計画または戦略）、
仕組み（組織）、運営（管理）という一連の流れとその取組内容を理
論的また実践的に明らかにし、習得することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
・本講義は対面で実施する。
・本講義では、講義内容に関連する著書や論文、報告書、新聞・雑誌
記事、映像資料などを多用しながら、企業や地域で実践されている、
あるいは求められている新たな環境経営のための政策・施策・事業
計画または戦略、組織体制、マネジメントの特徴を理解することを
目指す。
・課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は、
学習支援システムの「お知らせ」を通じて連絡する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

新たな環境経営の視
点

講義の内容・進め方と、海外や国
内の企業や地域で実践されてい
る新たな環境経営の取組事例を
分析するための視点を説明する。

第2回 新たな環境経営と意
義と方法①

企業の社会的責任（CSR）、共有
価値（CSV）、包括的成長（IG）、
持続可能な開発目標（SDGs）の
概念を整理するとともに、これ
らの概念に基づいて、新たな環
境経営の意味と意義を説明する。

第3回 新たな環境経営と意
義と方法②

第2回で説明した各種概念に基
づいて、企業間の環境経営の実
現方法（アライアンス、サプラ
イチェーン・マネジメント
（SCM））を説明する。

第4回 新たな環境経営と意
義と方法③

第3回で説明した各種概念に基
づいて、組織間の環境経営の実
現方法（産業クラスター・マネ
ジメント（ICM）、エコシステ
ム）を説明する。

第5回 地域循環共生圏-地方
創生も考慮に入れて-

内閣府・内閣官房の地方創生の
取り組みを紹介しつつ、地域循
環共生圏との関係も説明する。

第6回 地域経営 第5回の講義内容を加味しなが
ら、地方で特徴的な事業（例え
ば、北海道池田町や青森県板柳
町）を説明する。

第7回 再生可能エネルギー
事業

経済産業省または資源エネル
ギー庁によるカーボンニュート
ラルなどの関連政策や事業計画
をもとに、再生可能エネルギー
の現状と事業化の意義を説明す
る。また、第5回や第6回の講義
内容も加味しながら、海外や国
内の企業や地域で実施されてい
る先進事例とその特徴を説明す
る。

第8回 フードロス・マネジ
メント

農林水産省、消費者庁、環境省
で公表されているフードロス対
策の現状を紹介しつつ、国内の
フードロス削減への実践例
（フードドライブ、バイオマス利
用、サルベージ・パーティ、
3010運動など）とその特徴を説
明する。

第9回 サステナブルファッ
ション

環境省の政策的特徴とともに、
企業の調査結果や実践例をもと
に、サステナブルファッション
の実態を説明する。

第10回 健康経営 経済産業省や厚生労働省の政策
的取り組みや現状調査の結果、
また、企業の調査結果をもとに、
健康経営の取組状況や意義を説
明する。

第11回 人的資本経営 健康経営とともに、日本企業
（大企業、中小企業）の動向や、
先進事例とその特徴も説明する。

第12回 ソーシャル・ビジネ
ス

途上国で展開されているソー
シャル・ビジネス（例えば、
ボーダレスジャパンの取り組み）
やBOP（Base of the Pyramid）
の実践例やその課題を説明する。

第13回 新たなビジネスモデ
ルの構想

第12回までの講義をもとに、国
内で新たな事業内容を検討しつ
つ、ビジネスモデルも提案する。

第14回 講義のまとめ 講義のポイントを整理する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は、印刷物（配布資料）を用いて、企業経営や環境経営の内容
を論理的に説明し、解説するだけではなく、参加型（双方向型）形式
も取り入れて進めていきます。そのために、毎回の講義で紹介され
る資料（配布資料だけではなく、その内容に関連する他の著書や新
聞・雑誌記事など）を使用して予習・復習してください。なお、本講
義の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。こうした講
義を通じて、企業経営や環境経営の知識や考え方だけではなく、今
後の活動（ゼミナール活動や企業分析など）で必要とされる基礎的
な能力が身に付きます。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した印刷物を配布します。

【参考書】
講義中に紹介します。

【成績評価の方法と基準】
本講義の成績は以下の２点に基づいて評価します。
①理解度テスト、事例分析・検討ペーパーの提出（50％）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
毎年、受講生からの意見や要望などを考慮に入れ、講義内容の改善
に努めています。

【学生が準備すべき機器他】
学生の皆さんに準備してもらう機器は特にありませんが、授業に関
する内容や質問について口頭またはグーグルフォームで説明（回答）
してもらう場合があります。。
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【その他の重要事項】
・配布資料や映像資料を用いて授業を進めていきます。
・必要に応じて新聞・雑誌記事なども配布します。
・質問等は電子メールで連絡ください。なお、電子メールのアドレ
スは講義の最初にアナウンスします。

【Outline (in English)】
①Course Outline
The purpose of this lecture is to learn new methods for
improving environmental and social values in companies and
regions.
②Learning Objectives
Thought this lecture, students are able to logically understand
a new environmental and social management system in
companies and regions.
③Learning Activities outside of Classroom
Students are required to study before and after the lecture,
using the materials introduced in lecture. Preparatory study
and review time for this class are 2 hours each.
④Grading Criteria /Policy
The grade for this lecture will be decided on the basis of the
following.
1) Submission of comprehension test, case analysis, and
discussion paper: 50%
2) Final report: 50%
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

CSR論Ⅰ

長谷川　直哉

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,グ,サ
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は現代社会において企業が直面する社会課題を取り上げます。
企業の社会的責任（CSR）やサステナビリティ（SDGs）を巡る国
際的な動向を整理し、企業と社会の関係性が時代とともにどのよう
に変遷してきたのかを説明します。授業を通じて学生がサステナビ
リティ社会における企業の社会的責任を正しく理解する能力を涵養
し、将来の職業選択にも役立つ知識を提供します。

【到達目標】
SDGs（持続可能な開発目標）、CSR（企業の社会的責任）、パリ協定
（脱炭素）、責任投資原則、ESG投資など、気候変動を巡る世界的な
政策動向と日本企業の対応について理解を深めることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
SDGsの登場によってサステナビリティがグローバル社会のキーワー
ドとなった今、社会課題の解決に向けて、企業には幅広い責任を果た
していくことが求められています。本講義では、SDGsやCSRに関
する理論やケースを取り上げ、企業経営におけるサステナビリティ
の意義やビジネスがどのように変わっていくのかを解説します。課
題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された課
題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバック
を行います。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細
は学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

企業の本質とは何か
講義の全体像と進め方
企業と社会の関係

第2回 グローバル経済の進
展とその影響

SDGsとパリ協定の登場によっ
て社会経済システムはどのよう
に変化するか

第3回 SDGs（持続可能な開
発目標性）と企業経
営

SDGsが求める企業像とは何か
企業と社会の関係はどのように
変化していくのか

第4回 脱炭素革命（パリ協
定）の意義

パリ協定の本質とは何か
脱炭素革命は経営構造をどのよ
うに変えていくのか

第5回 欧州のサステナビリ
ティ戦略①

欧州におけるサステナビリティ
戦略の変遷とケーススタディ

第6回 欧州のサステナビリ
ティ戦略②

EUグリーンディールの内容と
日本企業への影響

第7回 外部講師による特別
講義①

企業のサステナビリティ担当者
による講義（詳細が確定次第、
学習支援システムに掲示します）

第8回 責任投資原則とESG
投資

責任投資原則が機関投資家の投
資行動と企業経営に及ぼす影響

第9回 サステナブルマネー
の動向①

サステナビリティを推進する諸
原則（責任投資原則、責任銀行
原則、持続可能な保険原則）に
ついて

第10回 サステナブルマネー
の動向②

経営構造の変革を迫るアクティ
ビストの狙い

第11回 外部講師による特別
講義②

企業のサステナビリティ担当者
による講義（詳細が確定次第、
学習支援システムに掲示します）

第12回 サステナビリティを
巡る政策動向

コーポレートガバナンスコード
の改訂と東証市場再編の意義

第13回 企業経営とサステナ
ビリティの相克

企業不祥事に関するケーススタ
ディ

第14回 サステナブルストー
リーの構築

ビリーブドリブン消費者の台頭
によってブランド戦略はどう変
わるか

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内では1,000社程度の企業がサステナビリティ報告書を発行して
います。この授業で習得した知識を活かして、興味のある企業のサ
ステナビリティ報告書を読んでみましょう。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回、レジュメを配布します。

【参考書】
長谷川直哉編著『サステナビリティ・トランスフォーメーションと
経営構造改革』文眞堂，2023年
長谷川直哉編著『サステナビリティ白書』日本経営協会，2023年
Naoya.HASEGAWA （2020）“Sustainable Management
of Japanese Entrepreneurs in Pre-War Period from the
Perspective of SDGs and ESG”(English Edition),Palgrave
Macmillan
長谷川直哉著『SDGsとパーパスで読み解く責任経営の系譜－時代
を超えた企業家の使命』文眞堂，2021年
長谷川直哉編著『企業家活動に学ぶESG経営』文眞堂，2019年
長谷川直哉編著『統合思考とESG投資』文眞堂，2018年
長谷川直哉編著『価値共創時代の戦略的パートナーシップ』文眞堂，
2017年

【成績評価の方法と基準】
特別講義レポート：　30％（2社分）
期末試験　　　　：　70％
講義で取り上げた内容に関する基礎的事項を理解し、課題に対して
自己の見解を論理的に展開しているか等を評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ケーススタディを織り交ぜて、分かりやすい講義を行います。

【学生が準備すべき機器他】
特にありません。

【実務経験】
損害保険会社の資産運用部門において、約15年間投資業務を担当し
ました。1999年、ESG投資の先駆的な取り組みであるSRI（社会
的責任投資）ファンドを組成し、ファンドマネジャーとして企業の
ESG（非財務）側面を評価する手法を開発しました。現在は東証1
部上場企業の社外取締役として企業経営に参画しています。
【関連資格】
日本証券アナリスト協会認定アナリスト（CMA）

【最近の主要業績】
＜研究テーマ＞
企業と社会のサステナビリティ
＜主要研究業績＞
「サステナビリティ経営の現在」『日本経済新聞「経済教室」（2021
年9月28日）』2021年
「SDGsと企業責任①～⑩」『日本経済新聞「やさしい経済学（2020
年3月2日～12日）』2020年
「社会課題と企業経営－企業に求められる構想力と伝える力」『日経
広告研究所報319号』2021年

【Outline (in English)】
In this lecture, we will learn about the social issues that
companies face in today’s society. the growing interest in SDGs
(Sustainable Development Goals) and CSR (Corporate Social
Responsibility) is due to the fact that people feel that society is
not moving in the right direction.
This class aims to deepen students’ understanding of the
relationship between society and corporations from the
perspective of sustainability. Students will also gain knowledge
that will be useful in their future corporate choices.
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The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on the reports of the two special lectures
(30%) and the final report (70%).
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

CSR論Ⅱ

長谷川　直哉

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,グ,サ
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CSR論Ⅰで習得した知識を基に、SDGs（持続可能な開発目標）や
Business Ethics（企業倫理）が時代と共にどのように変遷してき
たのかを辿ります。持続可能な社会において求められる企業の役割、
企業のパーパス（存在意義）や経営思想について理解を深めること
めざします。

【到達目標】
SDGsが求める課題は、企業だけでは解決できません。多様な主体
とのパートナーシップを通じた課題解決が求められる現代社会では、
多面的な物の見方や解決策の策定が欠かせません。企業と社会の関
係を巡る国内外の経済思想や企業倫理の変遷を学ぶことで、現代社
会が直面している課題の解決に必要な基礎知識の習得を目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
本講義では、経営学・経済学・法政策等の視点から欧米諸国と日本の
SDGs/CSRおよびBusiness Ethicsに関する基本理論や背景となる
思想を解説します。また、具体的事例や実践的課題を取り上げ、現
代社会において進行している現象を通じて、企業と社会の相互関係
や経営者に求められる倫理観の形成について検討します。課題提出
後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された課題から
いくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバックを行い
ます。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は学習
支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

社会構造の変化と企
業が直面する課題

講義の進め方
現代企業が直面する事業環境の
変化について

第2回 近代産業の勃興と経
済倫理〔1〕「経済活
動の自由と自律」

アダム・スミス『道徳感情論』
にみる経済と倫理の関係性につ
いて

第3回 近代産業の勃興と経
済倫理〔2〕「最大多
数の最大幸福をどう
生み出すか」

J.ベンサム・J.ミル「功利主義
思想」とM.ウェーバー「資本主
義の精神と倫理」について

第4回 企業社会の変容と
CSR・SDGsの登場

ポスト資本主義社会における企
業の役割とは何か

第5回 日本社会における企
業倫理の形成〔1〕

報徳思想を背景とする企業倫理
の醸成

第6回 日本社会における企
業倫理の形成〔2〕

戦後日本における企業責任の生
成と展開

第7回 外部講師による特別
講義〔1〕

企業のサステナビリティ担当者
による講義（詳細が確定次第、
学習支援システムに掲示します）

第8回 新自由主義から第三
の道へ

新自由主義への反動と第三の道
（新しい公共）の生成

第9回 ESG経営の最新動向
「ガバナンス編」　

コーポレートガバナンスコード
＆東証市場再編とガバナンス構
造の変革

第10回 ESG経営の最新動向
「環境編」　

脱炭素時代の企業評価のあり方
（炭素利益率）

第11回 ESG経営の最新動向
「社会編」　

ダイバーシティ、人権、働き方
改革の実態

第12回 外部講師による特別
講義〔2〕

企業のサステナビリティ担当者
による講義（詳細が確定次第、
学習支援システムに掲示します）

第13回 シェアリング・エコ
ノミーの台頭と企業
経営

大量消費時代の終焉とサブスク
リプションビジネスの台頭

第14回 SDGs時代に求めら
れるパーパス経営

パーパス（存在意義）を起点に
した経営構造改革の方向性

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
関心のある企業のホームページや文献で創業の理念や創業から現代
に至るビジネスモデルの変遷を調べてください。企業がどのような
価値観を背景にSDGsに取り組んでいるか考えてみましょう。本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回、レジュメを配布します。

【参考書】
長谷川直哉編著『サステナビリティ・トランスフォーメーションと
経営構造改革』文眞堂，2023年
長谷川直哉編著『サステナビリティ白書』日本経営協会，2023年
Naoya.HASEGAWA （2020）“Sustainable Management
of Japanese Entrepreneurs in Pre-War Period from the
Perspective of SDGs and ESG”(English Edition),Palgrave
Macmillan
長谷川直哉著『SDGsとパーパスで読み解く責任経営の系譜－時代
を超えた企業家の使命』文眞堂，2021年
長谷川直哉編著『企業家活動に学ぶESG経営』文眞堂，2019年
長谷川直哉編著『統合思考とESG投資』文眞堂，2018年
長谷川直哉編著『価値共創時代の戦略的パートナーシップ』文眞堂，
2017年
長谷川直哉編著『企業家活動でたどるサステイナブル経営史』文眞
堂，2016年

【成績評価の方法と基準】
特別講義レポート：30%（2社分）
期末試験：70％
講義で取り上げた内容に関する基礎的事項を理解し、課題に対して
自己の見解を論理的に展開しているか等を評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ケーススタディを織り交ぜて、分かりやすい講義を行います。

【学生が準備すべき機器他】
特にありません。

【実務経験】
損害保険会社の資産運用部門において、約15年間投資業務を担当し
ました。1999年、ESG投資の先駆的な取り組みであるSRI（社会
的責任投資）ファンドを組成し、ファンドマネジャーとして企業の
ESG（非財務）側面を評価する手法を開発しました。現在は東証
1部上場企業の社外取締役として企業経営に参画しています。
【関連資格】
日本証券アナリスト協会認定アナリスト（CMA）

【最近の主要業績】
＜研究テーマ＞
企業と社会のサステナビリティ
＜主要研究業績＞
「サステナビリティ経営の現在」『日本経済新聞「経済教室」（2021
年9月28日）』2021年
「SDGsと企業責任①～⑩」『日本経済新聞「やさしい経済学（2020
年3月2日～12日）』2020年
「社会課題と企業経営－企業に求められる構想力と伝える力」『日経
広告研究所報319号』2021年

【Outline (in English)】
In this lecture, we will examine the aims of sustainability
policy and changes in business strategy. We will consider
what the role of corporations in a sustainable society is and
what elements are necessary to sustainably increase corporate
value.
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This class aims to deepen students’ understanding of SDGs
and carbon neutrality in corporate management. Students will
be able to gain a deeper knowledge of the future of Japanese
companies.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on the reports of the two special lectures
(30%) and the final report (70%).
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SOC300HA（社会学 / Sociology 300）

環境社会論Ⅰ

藤田　研二郎

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：環コア：ロ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、日本の環境問題・環境政策の歴史を概観しながら、環
境社会学の理論を紹介する。環境社会学では、「地域住民や市民がど
う環境問題の解決にかかわるか」ということが、重要な論点の一つ
となってきた。この論点に着目しつつ、本授業では、環境社会学の
理論からみた環境問題の特徴と、解決のために必要な行動について
学ぶ。

【到達目標】
日本の環境問題・環境政策の歴史を説明できるようになる。環境社
会学の理論にもとづき、環境問題の特徴を指摘できるようになる。
解決のために必要な行動を提案できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各回の授業は、日本の環境問題・環境政策の歴史を、産業公害期（～
1970年代）、都市・生活型公害期（1970年代～1980年代）、地球環
境問題期（1990年代～）に区分したうえで、関連する環境社会学の
理論を事例とともに紹介していく。授業の終わりには、課題を含む
リアクションペーパーを提出してもらう。
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 本授業の概要を示し、環境問題

の定義とタイプ、環境社会学の
アプローチ、住民・市民のかか
わりについて学ぶ。

第2回 産業公害期① 戦後から1970年代までの産業公
害について、問題の特徴と対策
の展開を学ぶ。

第3回 産業公害期② 水俣病問題を事例に、被害・加
害構造論について学ぶ。

第4回 産業公害期③ 新幹線公害問題を事例に、受益
圏・受苦圏論について学ぶ。

第5回 都市・生活型公害期
①

1970年代から80年代までの都
市・生活型公害について、問題
の特徴と対策の展開を学ぶ。

第6回 都市・生活型公害期
②

自動車排気ガス規制と技術革新
を事例に、生産の踏み車論とエ
コロジー的近代化論について学
ぶ。

第7回 都市・生活型公害期
③

自然資源管理を事例に、コモン
ズの悲劇、社会的ジレンマにつ
いて学ぶ。

第8回 都市・生活型公害期
④

森は海の恋人運動を事例に、集
合行為、環境運動について学ぶ。

第9回 地球環境問題期① 1990年代以降の地球環境問題に
ついて、問題の特徴と対策の展
開を学ぶ。

第10回 地球環境問題期② 市民風車の取組みを事例に、環
境NGO・NPOの役割と課題を
学ぶ。

第11回 地球環境問題期③ ブラックバス問題を事例に、環
境問題の構築主義について学ぶ。

第12回 地球環境問題期④ 長良川河口堰問題を事例に、河
川政策の展開について学ぶ。

第13回 地球環境問題期⑤ 河川法改正を事例に、住民参加
の意義、ローカルな知の役割に
ついて学ぶ。

第14回 地球環境問題期⑥／
まとめ

自然再生事業を事例に、順応的
ガバナンスについて学ぶ。
環境問題解決への住民・市民の
かかわりという観点から、本授
業をまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習としては、環境問題・環境政策のニュースに関心をもって、
日常的に情報収集を行うこと。また復習としては、配布されたレジュ
メにもとづき前回の内容を整理し、各自の関心に応じて参考文献を
読むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定せず、毎回PowerPointと配布するレジュメにもとづ
き授業する。

【参考書】
各回の参考文献は、授業のなかで紹介する。なお、環境社会学の入
門的なテキストとしては、例えば次のものがある。
鳥越皓之・帯谷博明編，2017，『よくわかる環境社会学　第2版』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
平常点（30%）＋定期試験（70%）、を想定。
平常点はリアクションペーパー、課題の提出によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーの質問・コメントや提出した課題について、
フィードバックを求める声が多かったので、積極的にフィードバッ
クしていきます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために、学習支援システムを利用。

【その他の重要事項】
春学期「環境社会論Ⅰ」「環境社会論Ⅲ」、秋学期「環境社会論Ⅱ」の
授業内容は相互に関連しており、それぞれ歴史・理論編、現代編、活
動編という位置づけである。合わせて履修することでより理解が深
まるよう計画しているが、個別に履修しても問題はない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「専門科目一覧・コース関連科目表」を参照してくだ
さい。

【Outline (in English)】
(Course Outline)
This class will introduce the theories of environmental
sociology, reviewing the history of environmental problems and
policies in Japan. This class will focus on how residents and
citizens are engaged in the process of environmental problems,
which is one of the most important topics in environmental
sociology. Students will learn the characteristics of envi-
ronmental problems and actions to solve them based on the
theories of environmental sociology.
(Learning Objectives)
Students should be able to do the followings:
- To explain the history of environmental problems and policies
in Japan.
- To point out the characteristics of environmental problems
based on the theories of environmental sociology.
- To propose actions for solving environmental problems.
(Learning Activities Outside of Classroom)
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Students should pay attention to daily news about environmen-
tal problems and policies and collect information. Students
should review the previous class based on the resumes and
read references. The standard preparation and review time for
this class is 2 hours each.
(Grading Criteria/Policy)
Regular Work (30%) + Final Examination (70%).
Regular work will be submitting reaction papers or assign-
ments.
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SOC300HA（社会学 / Sociology 300）

環境社会論Ⅱ

藤田　研二郎

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：ロ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会の環境問題解決では、政府や企業ばかりでない第3の領域
「サードセクター」として、環境NGO・NPOやボランティアの役割
が注目されている。本授業では、このサードセクターに着目し、社
会運動、協同組合、NPOに関する理論や環境問題解決における役割
を説明する。それらを通じて、私たち地域住民・市民の立場から環
境問題解決にかかわる方法を学ぶ。

【到達目標】
現代社会の環境問題解決におけるサードセクター、環境運動、協同
組合、NGO・NPO、ボランティアの役割を説明できるようになる。
地域住民・市民の立場から、環境問題解決にかかわる方法を提案で
きるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各回の授業は、サードセクターの議論を環境運動、協同組合、NGO・
NPOに大別したうえで、関連する環境問題の事例とともに紹介して
いく。授業の終わりには、課題を含むリアクションペーパーを提出
してもらう。
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 本授業の概要を示し、サードセ

クターの主体と環境問題とのか
かわりについて学ぶ。

第2回 環境問題の歴史 サードセクターの主体のかかわ
りという観点から、戦後から現
代までの環境問題・環境政策の
歴史を学ぶ。

第3回 環境運動① 社会運動論の前提となる古典的
理論、集合行為論、フリーライ
ダー問題について学ぶ。

第4回 環境運動② 住民投票運動を事例に、資源動
員論、フレーム分析について学
ぶ。

第5回 環境運動③ 政治的機会構造論と、小樽運河
保存運動を事例に歴史的環境保
全について学ぶ。

第6回 協同組合① 協同組合の概要と、生活協同組
合（生協）の歴史について学ぶ。

第7回 協同組合② 農業協同組合（農協）の概要と
歴史、産直交流について学ぶ。

第8回 NGO・NPO① NGO・NPOの概要と、市場の
失敗、政府の失敗について学ぶ。

第9回 NGO・NPO② NGO・NPOの法人格と、新自
由主義の流れについて学ぶ。

第10回 NGO・NPO③ ボアンティア、寄付の理論と実
態、フーコーの権力論について
学ぶ。

第11回 NGO・NPO④ 行政の下請け化と、環境NGO・
NPOの制度化、日本の環境
NGO・NPOの課題を学ぶ。

第12回 NGO・NPO⑤ NGO・NPOのアドボカシーに
ついて、政府への財政的依存と
の関係と国際会議における活動
を学ぶ。

第13回 NGO・NPO⑥ 生物多様性条約COP10を事例
に、環境NGO・NPOのアドボ
カシーの課題について学ぶ。

第14回 NGO・NPO⑦／ま
とめ

環境NPOへの参加を事例に、
ソーシャル・キャピタル概念と
効果について学ぶ。
環境問題解決におけるサードセ
クターの役割と課題という観点
から、本授業をまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習としては、環境問題・環境政策のニュースに関心をもって、
日常的に情報収集を行うこと。また復習としては、配布されたレジュ
メにもとづき前回の内容を整理し、各自の関心に応じて参考文献を
読むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定せず、毎回PowerPointと配布するレジュメにもとづ
き授業する。

【参考書】
各回の参考文献は、授業のなかで紹介する。なお、環境社会学、NPO
論の入門的なテキストとしては、例えば次のものがある。
鳥越皓之・帯谷博明編，2017，『よくわかる環境社会学　第2版』ミ
ネルヴァ書房．
坂本治也編，2017，『市民社会論』法律文化社．

【成績評価の方法と基準】
平常点（30%）＋定期試験（70%）、を想定。
平常点はリアクションペーパー、課題の提出によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーの質問・コメントや提出した課題について、
フィードバックを求める声が多かったので、積極的にフィードバッ
クしていきます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために、学習支援システムを利用。

【その他の重要事項】
春学期「環境社会論Ⅰ」「環境社会論Ⅲ」、秋学期「環境社会論Ⅱ」の
授業内容は相互に関連しており、それぞれ歴史・理論編、現代編、活
動編という位置づけである。合わせて履修することでより理解が深
まるよう計画しているが、個別に履修しても問題はない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「専門科目一覧・コース関連科目表」を参照してくだ
さい。

【Outline (in English)】
(Course Outline)
The third sector, including environmental NGOs and volun-
teers, which is not the government or business sector is essen-
tial to solve environmental problems in contemporary society.
This class will focus on the third sector and explain the theories
of social movements, cooperatives, and non-profit organizations
and their role in solving environmental problems. Students
will learn how to be engaged in the process of environmental
problems from the standpoint of residents and citizens.
(Learning Objectives)
Students should be able to do the followings:
- To explain the role of the third sector, including environmen-
tal NGOs and volunteers in solving environmental problems in
contemporary society.
- To propose how to be engaged in the process of environmental
problems from the standpoint of residents and citizens.
(Learning Activities Outside of Classroom)
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Students should pay attention to daily news about environmen-
tal problems and policies and collect information. Students
should review the previous class based on the resumes and
read references. The standard preparation and review time for
this class is 2 hours each.
(Grading Criteria/Policy)
Regular Work (30%) + Final Examination (70%).
Regular work will be submitting reaction papers or assign-
ments.
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SSS300HA（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 300）

災害政策論

中川　和之

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木5/Thu.5
備考（履修条件等）：環ｺｱ：ロ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史時代から現代まで繰り返されてきた災害から多くの経験を学び、
人々の悔しさに共感したうえで、法制度以前の自然環境を利用する
ための約束事や、災害経験に基づいて作られて来た災害政策を学び、
その狙いと達成度を理解する。
そして、多くの学生たちが直面することになる南海トラフや首都直
下の地震、スーパー台風の被災を最小限に留め、この日本で幸せに
暮らすために必要な災害政策のあり方を共に考え、これから行政職
員や教育者、企業人、社会人となるものとして、なすべきことを深
く考える。

【到達目標】
①災害とは何かを、実例から学んで理解する。②現状の政策の背景
と発展の経緯、残る課題を理解する。③非日常を前提には生きてい
ない人々の暮らしと、今後の国・自治体の災害政策のあるべき姿を
考える。④災害大国日本における当事者として、自らの専門性にど
う生かすかを見出し、今後の社会での実践につなげる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は豊富な映像記録などを使って、過去から現代までの災害の実
像を紹介。災害対応と経験を踏まえて作られて来た災害政策・制度
を、講師の実体験やインタビュー結果から深く学び、これまで得て
きた常識を疑うことができる知識を身につけられるように進める。
これらの学びを、毎回リアクションペーパーとして学習支援システ
ムに記入する。次の授業の冒頭に、前回のリアクションペーパーを
振り返り、問題意識を共有して進める。1回目の授業では、災害対
策の悩ましさを理解するためのゲームを行い、その後も自ら考える
ワークシートやグループディスカッションなども行って学びを深め
る。教室の対面でも密を避けるためにZoomも利用する。課題提出
後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された課題から
いくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション。

講師の自己紹介、こ
の講義の狙い・概要
の説明

災害とは何か？ 　災害から守る
べきこととは何か、なぜ災害政
策が求められるのか、歴史も踏
まえて概説。なぜ失敗が繰り返
され、「想定外」という言葉で語
られてしまうのか。講師からの
問題意識を投げかけるとともに、
最後に災害時に向き合うジレン
マを実感する行政職員の実体験
を元にしたゲーム「クロスロー
ド」も体験し、社会での役割り
に応じて災害に備えておくこと
の意義を考える。

第2回 自然現象と災害＝社
会的な制度を考える
前提としての理科１

地球の46億年の歴史の中では新
参者である日本列島。肥沃な大
地と風光明媚な景観は、すべて
過去の自然現象＝人がいたら災
害と言われる現象によって形づ
くられている。私たちが、なぜ
災害で被災をしてしまうのかを
考える上で、災害をもたらす大
地の働きのメカニズムが、どこ
まで分かって、何が分かってい
ないのかのベースを押さえる。
学生諸君の出身地や身近な場所
についての簡単なワークシート
作成を課題とする。

第3回 身近な景観と災害＝
理科２

事前課題で取り組んできたワー
クシートを元に、それぞれ近い
地域の学生同士で相互にプレゼ
ンを行い、グループで語りあう。
その場で、スマホやpad、PCな
どで調べながら、それぞれが身
近な景観がどのような自然現象
によって作られてきたかを考察。
紹介したさまざまな地図からど
のようなことが読み解けるかを
知る。ＧＷ期間中に取り組む、
地元の土地の成り立ちを知るレ
ポートの課題を出す。この課題
は、最後のレポートにも必須と
なる。

第4回 ３つの大震災と伊勢
湾台風＝阪神大震災
前まで

日本の災害対策を大きく変えて
きた関東大震災、伊勢湾台風、
阪神大震災、東日本大震災とは、
どのような災害だったのか、当
時の映像などを豊富に紹介し、
具体的なイメージを持つ。そし
て、その時にはどのような政策
が実行され、何が課題とされた
か。その後、教訓で作られた災
害の政策が、どのぐらい浸透し
ているのかを確認し、なぜ、教
訓が活かされていないかを考え
る。まず、関東大震災、伊勢湾
台風と1995年の阪神大震災の直
前までを取り上げる。

第5回 ３つの大震災と伊勢
湾台風＝阪神大震災
とその後

日本の災害対策を大きく変えた
阪神大震災とはどんな災害だっ
たのか。改めて当時の映像など
を紹介し、起きたことを振り返
る。その時にはどのような政策
が実行され、何が課題とされた
か。を考える。その後、東日本
大震災直前まで積み重ねられて
きた災害対策について確認する。

第6回 ３つの大震災と伊勢
湾台風＝東日本大震
災

東北地方太平洋沖地震は、どう
して東日本大震災という大災害
になってしまったのか。すべて
が「想定外」だったのか、どう
いう備えが足りずに被害が拡大
したのかなどを振り返る。また、
当時の自らの体験・行動を振り
返り、共有をする時間も持つ。
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第7回 東日本大震災後の災
害政策の今＝これか
らの備え＝「己」が
どこまで分かった政
策なのかを考える

南海トラフの地震や想定首都直
下地震、巨大化する台風など、
今後経験させられる可能性があ
る自然災害が、政府や専門家が
どう想定しているかを知る。東
日本大震災後になって、基本法
に不可欠な理念が加わった災害
対策基本法の大改正など、災害
の政策が、どのぐらい浸透して
いるのかを確認し、まだ整理さ
れていない課題は何か、災害を
想定した私権制限はどこまで許
容されるのかなどを考える。

第8回 近年の火山噴火災害
から、課題を考える

登山シーズンの日中という最悪
のタイミングで極小規模な水蒸
気噴火をした御嶽山、警戒して
いた地点と異なる場所から噴火
して犠牲者を出した草津・本白
根の噴火、観測史上初めての小
規模な噴火が起きた箱根山、危
険な火砕流が発生しながら避難
しきった口之永良部島、噴火現
象は起きなかったが大量のマグ
マが地表付近まで貫入した桜島。
ここ数年の噴火災害に立ち向
かった首長たちから直接聞き
取った経験談を共有し、政策課
題について具体的に考える。

第9回 近年の地震災害から、
課題を考える

2024年能登半島地震、令和4年
福島県沖の地震、2019年山形県
沖地震、2018年北海道胆振東部
地震、大阪北部地震、2016年熊
本地震など、近年の地震災害に
ついて、映像などで被害状況な
どを振り返りながら、2度の震
度7に立ち向かった首長たちか
ら直接聞き取った経験談を共有
し、政策課題について具体的に
具体的に考える。

第10回 近年の風水害から、
課題を考える

令和4年台風第8号、令和2年7
月豪雨、2020年7月豪雨や台風
10号、2019年台風15号や19号
(東日本台風)、2018年西日本豪
雨や台風21号、2017年九州北
部豪雨や2016年台風10号、
2015年9月関東・東北豪雨など
の豪雨災害・台風災害について、
映像などで被害状況などを振り
返りながら、洪水に立ち向かっ
た首長たちから直接聞き取った
経験談を共有し、政策課題につ
いて具体的に考える。

第11回 災害報道・災害情報 かつて、災害情報と言えば、行
政や専門機関が警報や避難情報
を出し、それが人々に届きさえ
すれば良いと考えられていた。
しかし、人々が適切な行動を取
るためには、日ごろから情報の
意味の理解が必要である。災害
報道が、大ネタとしてのニュー
スを伝えるだけの役割からどう
脱却するのか。SNSなどの身近
なメディアをどう活かすか自分
事として考える。政府の災害被
害を軽減する国民運動の一環と
して取り組まれている「TEAM
防災ジャパン」のサイトや、中
央省庁や自治体がいざというと
きに情報を共有する新しいシス
テムの現状などについても学ぶ。

第12回 市民防災・ボラン
ティア

この国で避けられない自然災害
を前に、市民やボランティアの
役割とは何か。地域のコーディ
ネーターであるべき自治体の役
割とは何か。自主防災組織の過
去の経緯や現状を知り、ご近所
の自治会町内会、マンション管
理組合などの地縁組織の役割と
は何をすべきか。自らの弱点を
知り、助けを受け入れる受援力
を鍵に、ボランティアについて
の歴史的経緯と現代、これから
の役割もともに考える。

第13回 災害と恵み・防災教
育・ジオパーク

自然には恩恵と災害の二面性が
ある。恐怖の訴求だけでは、継
続して災害への備えを続ける意
欲を持ち続けるのは難しい。大
地の変動を地域の人たちが語り
継ぐ「ジオパーク」の活動が日
本でも始まった。自分の地域が
嫌いになったり考えたくなくな
る脅しの防災の限界を見据え、
防災教育やジオパークなどの活
動の現状を知ることで、危険性
だけを強調するのではなく、こ
の国の災害文化を背景にした、
防災文化・減災文化の展望を考
える。

第14回 試験レポート 「地域防災計画の課題発見」のレ
ポートを元に、授業時間中に試
験（レポート）を書いてもらう。
これまでの授業資料やワーク
シートの持ち込みや、その場で
スマホやPC、何でも持ち込んで
もＯＫ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して復習をし、次週のテーマ
を元に、関連する情報をインターネットや関連資料などを基に予習
をすること。この授業を受ける以上、日ごろから災害に関連する情
報やニュースに関心を持っておいて欲しい。期間中にあった災害に
ついても授業内で取り上げていく。授業時間以外で、自らの出身地
などの災害に関連したワークシートやレポートを、学習支援システ
ムも活用して提出が求められる。本授業の準備学習・復習時間は、
各2時間を標準とします。課題レポートでは学生自身でのフィール
ドワークも推奨される。

【テキスト（教科書）】
授業で使うプレゼン資料は、毎回の授業前、学習支援システムに掲
載する。

【参考書】
授業の中でも課題とするが、自らが住んでいる自治体や出身地の自
治体の地域防災計画（その地域で地区防災計画があればそれも）は
必須。内閣府の防災情報のページや被災自治体のホームページから
学ぶものは多い。

【成績評価の方法と基準】
平常評価（学習支援システムでのテスト・アンケートを使ったリア
ペで授業内容の理解を評価）40％、授業中の課題ワークシート・レ
ポート評価20％、期末試験（試験レポート）評価40％。

【学生の意見等からの気づき】
災害時のジレンマを実感するゲーム「クロスロード」を実施するほ
か、学生同士でのディスカッションの時間を持ちたい。また毎回の
リアクションペーパーを活用し、問題意識が共有できないまま進ま
ないようにしたい。できるだけ、映像資料を豊富に使い、具体的に
災害をイメージしてもらうことを意識する。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムの利用は必須。講義室でPCやスマホを使って、そ
の場でリアクションペーパーの提出を求める。試験課題なども学習
支援システムを利用する。
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【その他の重要事項】
試験レポートの作成時には、時間内であればどういう資料を参考に
書いても良い。

【実務経験のある教員による授業】
通信社記者として、1984年の長野県西部地震や1995年の阪神大震災
などを取材。2005年から2011年まで主に自治体の防災施策を支援
するメディアの「防災リスクマネジメントWeb」編集長。取材して
いた災害救助法の制度見直しに、厚生省の関係委員会の委員として
関与した以降、政府や自治体で災害法制度を見直すための委員会委
員などを務め、災害対応に当たった市町村長らの悩みを聞き取って
共有するお手伝いをするなど、災害政策の現場における課題解決に
取り組む。現在は内閣府の「TEAM防災ジャパン」のアドバイザー。
子どもたちと地震や火山を学ぶワークキャンプを、地震学会として
20世紀から実践。災害をもたらす大地の営みの恩恵も理解するプロ
グラムのジオパークの審査員を10年以上担当。これらの経験を踏ま
え、現実としての災害政策のあるべき姿を、受講者の学生と共に考
えていきたい。

【Outline (in English)】
【Course outline】
1.To learn about the major disaster of Japan,and sympathize
with a victim of disaster.
2.To learn the disaster prevention and mitigation policy that
was made based on past disaster experience from the past to
the present,and understand its aim and achievement degree.
3.Many students will face the Nankai Trough Earthquake,and
inland earthquakes such as the Tokyo metropolitan earth-
quake, and the super typhoons. College students, who
will be government officials, teachers, business people, and
households, will consider what disaster policies are needed to
minimize the damage of future disasters.
【Learning Objectives】
1. Understand what a disaster is by learning from actual
examples.
2. Understand the background and development of current
policies and the remaining issues.
To think about the ideal form of national and local disaster
policies in the future.
4. To discover how to apply their own expertise as a party
in Japan, a disaster-prone country, and put it into practice in
society in the future.
【Learning activities outside of classroom】
Students are expected to review the materials introduced
in each lecture and prepare for the next week’s topic using
the Internet and related materials. As you take this class,
I would like you to be interested in information and news
related to disasters on a daily basis. Disasters that occurred
during this period will also be discussed in class. Outside of
class time, students will be asked to submit worksheets and
reports related to disasters in their respective regions using the
learning support system. The estimated time for preparation
and review for this class is 2 hours each. In addition, it is
recommended that students conduct their own fieldwork for
the assigned reports.
【Grading Criteria /Policy】
Normal evaluation (evaluation of understanding of class
content through tests and reaction papers on the learning
support system): 40%, worksheets and reports for in-class
assignments: 20%, final exam (exam report): 40%.
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PHL300HA（哲学 / Philosophy 300）

環境倫理学Ⅱ

吉永　明弘

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：文
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「都市の環境倫理」について学ぶ。その中で、哲学的空間論、身体論、
人間主義地理学、風土論、都市論などを紹介する。さらに、アメニ
ティマップ作り実践を通じて、各人が自分にとって良好な環境とは
いかなるものかについての認識を深めることを目標とする。

【到達目標】
「良い環境とは何か」について自分なりの答えが見つけられるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義、質疑応答、レポートへの応答。課題提出後の授業、または学
習支援システムにおいて、提出された課題からいくつかポイントを
取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。大学の行動方針レ
ベルの変更に応じた授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせ
します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 環境問題と哲学・倫

理学
環境問題に対する哲学・倫理学
のアプローチについて説明する

2 哲学的空間論 ユクスキュルの環境論、市川浩
の身体論、ボルノウの空間論を
紹介する

3 人間主義地理学 トゥアンとレルフの「場所」に
ついての理論を紹介する

4 風土論:和辻哲郎 和辻哲郎の風土論を紹介する
5 風土論：ベルク オギュスタン・ベルクの風土論

を紹介する
6 風土論的環境倫理の

構想
岸由二と桑子敏雄の議論を紹介
する

7 都市論：ジェイコブ
ズ

ジェイコブズの都市論について
紹介する

8 清渓川復元と美の条
例

ソウル市の清渓川復元事業と真
鶴町の美の条例について紹介す
る

9 アメニティマップに
ついて

過去のアメニティマップを紹介
しながら、作り方を説明する

10 環境と観光:白川郷と
妻籠

観光が地域環境にもたらす影響
について論じる

11 環境と観光：湯布院
の地域づくり

湯布院のドキュメンタリーを見
て議論する

12 アメニティマップの
発表（１）

各自が作成したアメニティマッ
プを発表し議論する

13 アメニティマップの
発表（２）

各自が作成したアメニティマッ
プを発表し議論する

14 アメニティマップの
発表（３）全体の講評

アメニティマップについて講評
する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書をよく読んでおくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
吉永明弘・寺本剛編『環境倫理学』昭和堂、2020年（第11章～第
14章）

【参考書】
吉永明弘『ブックガイド環境倫理』勁草書房、2017年
吉永明弘・福永真弓編『未来の環境倫理学』勁草書房、2018年
吉永明弘『都市の環境倫理』勁草書房、2014年
（第3章と第6章の内容を扱います）
吉永明弘『はじめて学ぶ環境倫理』ちくまプリマ―新書、2021年

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（40％）とマップ作成（60％)。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションの時間を設けることにしました。

【Outline (in English)】
This course deals with urban environmental ethics. At the
end of the course, students are expected to understand human
environment. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following, amenity map:50%, term-end examination:50%.
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ENV300HA（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境科学Ⅰ

藤倉　良

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木5/Thu.5
備考（履修条件等）：環ｺｱ：サ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境問題とは人間活動が自然生態系に及ぼす物理的、化学的、生物
的な作用とその反作用です。「何がおきているのか」を理解し、「どう
すればよいのか」を考えるためには，科学知識が欠かせません。環
境科学Ⅰでは比較的狭い地域に発生する問題について、環境科学Ⅱ
では地球規模や国境を超える問題について、環境科学Ⅲでは資源の
問題について論じ、受講生諸君が環境問題の発生メカニズムと対処
法に関する科学の基礎を習得することを目指します。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの
いずれかだけを履修してもかまいません。

【到達目標】
　以下に示した環境問題の発生メカニズムと対策技術の基礎を理解
することを目標とします。
　・大気汚染（ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物、アスベスト）
　・上下水道の構造と処理のプロセス
　・水質汚濁（富栄養化のメカニズム、工場排水の処理）
　・土壌汚染（原因、対策技術）
　・廃棄物（法律上の定義と現状）
　・リサイクル（意義と現状）
　・基準の決め方（リスク論と基準の決定方法）
　・環境アセスメント（法制度、具体例）

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　テキスト（下記参照）とパワーポイントを用いて講義を行います。
　講義資料は前日までにアップロードしますので、事前にダウンロー
ドしてください。
　毎回の授業後に簡単な小テストを行い、翌週の授業のはじめにそ
のフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

（序章）
環境問題とはどのようなものか、
どうすればよいか、環境科学の
役割

第2回 大気汚染・その１
（第1章）

大気汚染の歴史、ばいじん、硫
黄酸化物

第3回 大気汚染・その２
（第1章）

窒素酸化物、自動車排ガス、ア
スベスト

第4回 上水道（第2章） 浄水場のしくみ、水質の維持と
費用

第5回 下水道と浄化槽（第
2章）

下水道の構造、下水処理場のし
くみ、浄化槽

第6回 水質汚濁（第3章） 水質の指標、有機汚濁、富栄養化
第7回 工場排水と土壌汚染

（第3章）
工場排水の処理、土壌汚染の特
徴と対策、地下水汚染

第8回 悪臭（第4章） 感覚公害、悪臭の測定法、悪臭
対策技術

第9回 騒音（第4章） 音とは、騒音の測定法、騒音対策
第10回 廃棄物・その１（第5

章）
廃棄物の定義、一般廃棄物

第11回 廃棄物・その２（第5
章）

産業廃棄物

第12回 リサイクル・（第5章）リサイクルの種類、リサイクル
関連法

第13回 有害物質とリスク、
基準の決め方（第6
章）

有害の意味、リスクの意味と大
小、基準値の決め方

第14回 環境アセスメント
（第12章）

法制度、手続き、事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義で紹介される資料等を使用して復習してください。
　授業計画のテーマ欄にカッコ内でテキストの該当する章を示しま
した。この部分をあらかじめ読んでから受講してください。本授業
の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤倉良・藤倉まなみ　『文系のための環境科学入門』　有斐閣コン
パクト　

【参考書】
藤倉良（2015）環境学は総合格闘技？ 　人間環境論集，第１６巻，
第１号，pp.71-85

【成績評価の方法と基準】
　毎回の小テストの提出をもって出席とします。評価は小テスト
30％、期末試験70％です。

【学生の意見等からの気づき】
　中学卒業程度の理科の知識を前提として講義しますが、高校程度
の化学の知識が必要な場合もあります。

【学生が準備すべき機器他】
　とくにありません。

【実務経験のある教員による授業】
　担当教員は環境庁（現環境省）で土壌汚染対策や悪臭対策、国際
環境協力等を担当した他、環境基本法の立法にも関与してきました。
その当時の経験等を踏まえて講義を進めます。

【Outline (in English)】
Environmental problems are physical, chemical, and biological
effects and reactions on natural ecosystems caused by human
activities. To understand "what is happening" and "what
should be done", scientific knowledge is essential. In this
lecture, students will acquire the basic engineering knowledge
of mechanisms and countermeasures of local environmental
problems such as air pollution, water pollution, waste,
soil contamination, noise, odor, harmful substances (this is
learning objectives). Your study time will be more than four
hours for one class. A simple quiz will be given each time, and
attendance will be taken upon submission of the quiz. Grading
will be based on a quiz (30%) and a final exam (70%).
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環境科学Ⅱ

藤倉　良

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：土1/Sat.1
備考（履修条件等）：環ｺｱ：サ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境問題とは人間活動が自然生態系に及ぼす物理的、化学的、生物
的な作用とその反作用です。「何がおきているのか」を理解し、「どう
すればよいのか」を考えるためには，科学知識が欠かせません。環
境科学Ⅰでは比較的狭い地域に発生する問題について、環境科学Ⅱ
では地球規模や国境を超える問題について、環境科学Ⅲでは資源の
問題について論じ、受講生諸君が環境問題の発生メカニズムと対処
法に関する科学の基礎を習得することを目指します。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの
いずれかだけを履修してもかまいません。

【到達目標】
　以下の環境問題の発生メカニズムと対策技術の基礎を理解するこ
とを目標とします。
　・人口増加のパターンと要因
　・オゾンホールが南極上空にできるメカニズム
　・気候変動のメカニズムと緩和策、適応策
　・気候変動をめぐる社会
　・越境大気汚染の原因と対策
　・プラスチックごみ対策
　・環境国際協力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　テキスト（下記参照）とパワーポイントを用いて講義を行います。
　講義資料は前日までにアップロードしますので、事前にダウンロー
ドしてください。
　毎回の授業後に簡単な小テストを行い、翌週の授業のはじめにそ
のフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション、

人口
国際環境政策の難しさ、人口増
加のメカニズム、都市人口

第2回 オゾン層・1（第7章）紫外線、フロンガス
第3回 オゾン層・2（第7章）オゾン層破壊のメカニズム、オ

ゾン層保護対策
第4回 気候変動・1（第8章）ＩＰＣＣ、二酸化炭素の温室効

果
第5回 気候変動・2（第8章）二酸化炭素の循環、気候予測、

温暖化の影響
第6回 気候変動・3（第8章）国際交渉の歴史、パリ協定
第7回 気候変動・4（第8章）エネルギー資源
第8回 気候変動・5（第8章）緩和策
第9回 気候変動・6（第8章）適応策
第10回 気候変動・7（第8章）気候安全保障
第11回 越境汚染（第9章） 酸性雨の化学、光化学オキシダ

ント
第12回 プラスチックごみ問

題
プラスチックの性質、日本の政
策

第13回 環境国際協力 開発途上国の現状、環境プロ
ジェクトとセーフガード・ポリ
シー

第14回 まとめ 全体のまとめと復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義で紹介される資料等を使用して復習してください。
　授業計画、テーマにカッコ内でテキストの該当する章を示しまし
た。これをあらかじめ読んでから受講してください。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　藤倉良・藤倉まなみ　『文系のための環境科学入門』　有斐閣コ
ンパクト

【参考書】
　講義中に指定します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は授業後の小テストによる出席(30%)と期末試験（70%)で
行います。

【学生の意見等からの気づき】
　中学卒業程度の理科の知識を前提に講義しますが、高校卒業以上
の物理の知識が必要となる講義もあります。その場合にも、極力、平
易な解説を試みます。

【学生が準備すべき機器他】
　特にありません。

【実務経験のある教員による授業】
　担当教員は環境庁（現環境省）で土壌汚染対策や悪臭対策、国際
環境協力等を担当した他、環境基本法の立法にも関与してきました。
その当時の経験等を踏まえて講義を進めます。

【Outline (in English)】
Environmental problems are physical, chemical, and biological
effects and reactions on natural ecosystems caused by human
activities. To understand "what is happening" and "what
should be done", scientific knowledge is essential. In this
course, students will learn the basic science behind the
mechanisms and countermeasures of environmental problems
such as climate change, ozone depletion, and acid rain. Your
study time will be more than four hours for one class. A simple
quiz will be given each time and attendance will be taken after
the quiz is submitted. Grading will be based on a quiz (30%)
and a final exam (70%).
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環境科学Ⅲ

藤倉　良

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：土1/Sat.1
備考（履修条件等）：環ｺｱ：サ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境問題とは人間活動が自然生態系に及ぼす物理的、化学的、生物
的な作用とその反作用です。「何がおきているのか」を理解し、「どう
すればよいのか」を考えるためには，科学知識が欠かせません。環
境科学Ⅰでは比較的狭い地域に発生する問題について、環境科学Ⅱ
では地球規模や国境を超える問題について、環境科学Ⅲでは資源の
問題について論じ、受講生諸君が環境問題の発生メカニズムと対処
法に関する科学の基礎を習得することを目指します。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの
いずれかだけを履修してもかまいません。

【到達目標】
　資源の歴史的意味に始まり、以下に示すさまざまな資源の性質や
利用などについて学習することで、資源の科学的性質や利用の見通
しについての基礎知識を習得します。
　・資源の意味
　・淡水
　・エネルギー
　・土壌とリン、窒素
　・遺伝資源
　・ベースメタルとレアアース

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　テキスト（下記参照）とパワーポイントを用いて講義を行います。
　講義資料は前日までにアップロードしますので、事前にダウンロー
ドしてください。
　毎回の授業後に簡単な小テストを行い、翌週の授業のはじめにそ
のフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 資源論の社会科学 資源とは何か、「資源」の概念の

歴史、資源の呪い
第2回 淡水（１） 水の循環、淡水資源
第3回 淡水（２） ダム開発、国際河川
第4回 エネルギー（１） エネルギーとは何か、様々なエ

ネルギー
第5回 エネルギー（２） 埋蔵量、石油と天然ガス
第6回 エネルギー（３） 石炭、水力
第7回 エネルギー（４） 原子力、新エネルギー
第8回 土壌（１） 土壌の構造、土壌の機能
第9回 土壌（２） 世界銀行の対日援助：日本の農

業開発事例
第10回 リンと窒素 循環、機能、存在
第11回 生物多様性 生物多様性保全の意義、名古屋

議定書
第12回 遺伝資源 食料、医薬品
第13回 金属資源 銅、鉄、アルミニウム、鉛、レ

アメタル
第14回 まとめ 全体のまとめと復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回Hoppiiで配布するレジュメを使って復習してください。本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特にありません。

【参考書】
藤倉良 (2015)増大するアジア地域の電力、水の需要と大型ダムプロ
ジェクト、人間環境論集、第15巻第2号、pp.157-170

【成績評価の方法と基準】
　毎回の小テストの提出をもって出席とします。評価は小テスト
30％、期末試験70％です。

【学生の意見等からの気づき】
　図を多く使用して、わかりやすい講義を行うこととします。

【学生が準備すべき機器他】
　特にありません。

【実務経験のある教員による授業】
　担当教員は環境庁（現環境省）在職時に生物多様性条約の策定過
程に関わりました。その経験等を踏まえて講義を進めます。

【Outline (in English)】
This course includes an explanation of the importance of
resources, freshwater, energy, soil, phosphorus, nitrogen,
genetic resources, base metals and rare earths. Students will
acquire basic knowledge about the importance of resources,
the scientific nature of resources, and the prospects for their
use. Major topics include freshwater, energy, soil, phosphorus,
nitrogen, genetic resources, and minerals. Your study time will
be more than four hours for a class. A simple quiz will be
given each time, and attendance will be taken when the quiz
is submitted. Grading will be based on a quiz (30%) and a final
exam (70%).

— 169 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ENV300HA（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境管理論Ⅱ

大野　香代

配当年次／単位：1～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,サ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境管理論Ⅱでは、企業の生産活動により排出される大気汚染物質
を抑制、
管理するための関連法令や技術について学びます。国際的に脱炭素
社会への変換が進む中、企業のESG（環境、社会、ガバナンス）へ
の取組が益々重要視されてきています。企業は大気、水質、土壌の
汚染防止、騒音振動防止、廃棄物管理等の公害防止に加え、二酸化
炭素等の温暖化物質の排出削減に向け、様々な取組を行う必要に迫
られています。
　本講義では、大気汚染問題の原因や課題について、地球温暖化問
題からPM2.5汚染まで幅広い内容を学びます。大気関連の法律体系
や行政施策及び、硫黄酸化物やばいじん等の発生源やその処理技術、
測定方法についての科学的な事柄等、企業における環境管理の基礎
的知識を学びます。
公害防止管理者国家資格（大気）の取得を目指す学生にとっても基
礎となる知識を取得することができます。

【到達目標】
近年の国内外の大気汚染問題について、その原因、対策、課題につ
いて理解する。環境基本法、大気汚染防止法等の大気関連の規制及
び国の政策について知る。大気汚染物を発生する各種生産活動、大
気汚染物物質の処理方法及び測定方法につて理解する。企業におけ
る環境管理の活動について自ら調べ、各産業における課題と対策に
ついて考える。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
毎週、シラバスに記載されているテーマに関する資料を配布し、講
義を行う。2回程度課題を出すので、数名のグループでディスカッ
ションを行い、レポートにまとめ、授業内で発表する。大学の行動
方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は学習支援システムで知
らせる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 大気汚染の歴史と公

害防止対策
日本の公害問題の歴史ついて学
ぶ。企業の公害防止組織につい
て学ぶ。

第2回 近年の大気環境問題
（その１）

気候変動への国際的な取組やそ
の他の大気環境問題について学
ぶ。

第3回 近年の大気環境問題
（その２）

国内の大気の状況について、環
境基準の達成率やPM2.5及び光
化学オキシダント生成、水銀排
出等の問題について学ぶ。

第4回 大気保全のための各
種法律

大気に関する各種法律の概要
（環境基準、排出基準等）を学
ぶ。また、近年の日本の大気環
境状況について学ぶ。

第5回 大気汚染の発生源及
び発生メカニズム

大気汚染物質を発生する産業活
動、大気汚染物質の種類と発生
メカニズム。

第6回 アクティブラーニ
ング
課題１

各業種における大気環境保全の
ための活動を調査し、その特徴
をまとめる。SDGｓの17の
ゴールとの関連についても考察
する。

第7回 燃焼管理技術 燃料の種類や燃焼計算について
学ぶ。効率的な燃焼管理及び熱
回収等の省エネ技術について学
ぶ。

第8回 硫黄酸化物の処理技
術

排ガス中の硫黄酸化物の排出低
減及び処理技術について学ぶ。

第9回 窒素酸化物の処理技
術

排ガス中の窒素酸化物及びその
他の有害物質の排出低減及び処
理技術について学ぶ。

第10回 集じん技術 排ガス中のばいじんや粉じんの
除去技術について学ぶ。

第11回 アクティブラーニ
ング
課題２

企業の環境管理に関連する課題
を出すので、それについて調査
し、考察する。

第12回 大気のモニタリング
技術と排ガス測定技
術

大気の常時監視モニタリングの
方法及び排ガスの測定方法につ
いて学ぶ。

第13回 排ガスの大気拡散 大気汚染物質の大気拡散につい
て学ぶ。工場近隣への大気汚染
物質の影響を知るための拡散モ
デルについて学ぶ。

第14回 期末テスト 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習は事前に配布された資料を読み、分からない用語
等は事前に調べ勉強する。復習は講義で勉強した内容を講義資料を
中心に復習し、分からなかった部分については、インターネットや関
連文献を調査し、理解するようにする。さらに、興味のもったテー
マについて、自分なりに調べ、より深く理解するように努める。本
授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
新・公害防止の技術と法規　（大気編）の講義に関連するところを
読んで学習する。授業の準備学習・復習時間は各2時間とする。

【参考書】
新・公害防止の技術と法規　（大気編）　発行所　（一社）産業環
境管理協会

【成績評価の方法と基準】
レポート2回の評価　各２０ (%)×２　期末テスト６０（％）

【学生の意見等からの気づき】
化学式や数式が出てくると、難しく感じるとの意見が多いので、排
ガス処理技術等の説明では、なるべく数式を使用せず、図を多用し
て視覚的、直観的に原理が理解できるよう、工夫することとする。

【学生が準備すべき機器他】
授業内で配布した資料　

【その他の重要事項】
担当教員はアジア諸国への公害防止管理のための技術及び法制度支
援を10年以上行っている。また、水質や大気質の計測、環境マネジ
メント、環境ファイナンス、気候変動緩和・適応に関する国際標準規
格（ISO）の国際エキスパートとして、規格策定を行っている。こ
れらの実務経験を活かし、本講義では大気汚染に係る国内外の環境
問題の最新動向を講義に織り交ぜることで、将来、企業において自
ら考え、環境に配慮した経済活動が行えるような人材を育成する。

【関連の深いコース】
サステイナブル経済・経営コース、環境サイエンスコース

【Outline (in English)】
Course outline：
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Environmental Management II, students learn about the
relevant laws and regulations and technologies to manage the
air pollutants emitted by corporate production activities.The
transformation to a decarbonized society is accelerating. In
this situation, ESG (Environmental, Social and Governance)
initiatives of corporation are becoming more and more
important. In addition to conventional pollution prevention
measures such as air, water, and soil pollution control, noise
and vibration control, and waste management, companies
are now faced with the need to take various measures to
reduce emissions of carbon dioxide and other global warming
substances.
　 In this lecture, we will learn about the causes and issues
of air pollution problems, ranging from global warming to
PM2.5 pollution. In addition, students learn about the legal
system and administrative measures related to air quality, as
well as the sources of sulfur oxides and soot and dust, and
scientific matters related to their treatment technologies and
measurement methods.
Students aiming to obtain the national qualification for
pollution Control manager (Air) can acquire basic knowledge.
Learning Objectives：
-To understand the causes, countermeasures, and issues
regarding recent air pollution problems in Japan and abroad.
-To understand the Basic Environment Law, Air Pollution
Control Law, and other air-related regulations and national
policies.
-To understand the various production activities that generate
air pollutants, and the treatment and measurement methods
of air pollutants.
-To investigate the environmental management activities of
companies and to think about the issues and measures in each
industry.
Learning activities outside of classroom：
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy：
Each Report：　20(%) × 2 times
Term-end examination: 60 (%)　
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SEE300HA（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology
300）

環境教育論

野田　恵

配当年次／単位：1～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：土2/Sat.2

その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このコースでは、環境教育とESD(持続可能な開発のための教育）に
ついて学び、持続可能な社会の実現において教育が果たす役割を理
解することを目的とします。また、環境教育の具体的実践例や歴史
について学びながら、持続可能な社会のために何が必要なのか、自
分自身の考えを深めていきましょう。

【到達目標】
環境教育の目的やねらい、歴史的経緯、環境教育で扱われるテーマ
や主要な概念、教育方法について理解し、説明ができる。環境教育
の現状や課題、可能性などについて複合的な視点をもち、自分なり
の考えを持てるようになる。
また、環境教育実践へつながる関心や意欲をはぐくみ、自分なりに
プログラムや教材を考える視点や基礎を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
環境教育の理論的基礎やさまざまな環境教育実践について学ぶ。授
業では、講義および対話型・参加型の手法を用いる。毎回のテーマ
に即した資料を読み自主学習を行う。リアクションペーパーや提出
された課題に対しては、代表的なものをいくつか授業内で取り上げ
コメントすることでフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 本講義のねらい・進め方、成績

評価方法などについての説明お
よび授業の導入を行う。

第2回 環境教育の基礎 環境教育の目的や範囲、世界の
環境教育の歴史など基本的な内
容について講義を行います。

第3回 環境教育と持続可能
な開発

持続可能な開発のための教育・
ＥＳＤについて扱います。

第4回 地域に根差した環境
教育・ＥＳＤの事例

優れた環境教育ＥＳＤの実践事
例を紹介します。ゲストスピー
クの可能性あり（調整中）。

第5回 （ゲストスピーク）地
域に根差した環境活
動与論島の事例から

地域に根差した環境活動をして
いる事例について、ゲストの方
からお話を聞きます。

第6回 中間まとめ 講義とグループディスカッショ
ン

第7回 学校における環境教
育・ＥＳＤ

日本の学校における環境教育に
ついて皆さんの経験を踏まえな
がら意義と課題を考えましょう。

第8回 ワークショップ―公
害と教育

ワークショップ形式で公害と教
育について学びます。

第9回 公害と教育（解説）　 公害問題について講義を行い、
公害教育と教育の果たす役割な
どさらに考察します。

第10回 気候変動と子どもの
権利

2023年8月に国連子どもの権利
委員会より出された「子どもの
権利と環境」について、紹介し
ます。

第11回 自然とかかわる環境
教育の意義

自然とかかわる環境教育の意義
を多面的に検討します。ワーク
ショップの可能性あり。

第12回 施設見学 ＪＩＣＡ地球広場の見学を予定
しています。

第13回 これからの環境教育
を考えよう

環境教育の可能性と課題につい
てディスカッション。これから
の環境教育プログラムを作成す
る

第14回 まとめ 各自が取り組んだ採取課題を発
表。授業の内容や学びを振り返
り、まとめにかえます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
参考文献や配布する資料などを読み課題に取り組む。
環境教育施設を訪問したり、環境教育プログラムに実際に参加して、
授業時間外にも積極的に学びを深めることが望ましい。本授業の準
備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義ごとに紹介する。参考資料を授業支援システムを通じて配布
する。

【参考書】
『環境教育』日本環境教育学会編、教育出版
『環境教育学－社会的公正と存在の豊かさを求めて－』井上有一・今
村光彦編
『持続可能性の教育－新たなビジョンへ－』佐藤学ほか編著、教育
出版
『奇跡のむらの物語』、辻英之著、農文協
『知る・わかる・伝えるSDGs I』、阿部治・野田恵編著、学文社
『知る・わかる・伝えるSDGsⅡ』阿部治、二ノ宮リムさち編著、学
文社
『知る・わかる・伝えるSDGsⅢ』阿部治、岩本泰編著、学文社

【成績評価の方法と基準】
Ⅰ．平常点（学習状況（コメントペーパーおよび小テスト）、グループ
ワークやワークショップの参加、授業態度を総合的に評価）　50％
Ⅱ．中間レポートとディスカッション　第5回までの内容を踏まえ
て1000文字程度の中間レポート内容と第6回のグループディスカッ
ションの参加で評価　25％
Ⅲ．最終課題　「これからの環境教育を考える」25％
・授業内容を踏まえて環境教育とは何か、課題と意義・可能性につ
いて論じる
・それを踏まえて、理想的な環境教育の在り方・プログラムなどを
考案する
・授業内で発表（人数に応じてグループで発表）
・提出課題の内容と第14回の授業内発表で総合的に評価。　
詳細はガイダンスおよび授業内で指示します。

【学生の意見等からの気づき】
対面形式の授業では、参加型・グループワークの機会を増やす予定
です。積極的に参加してください。講義型の授業はオンライン形式
で行います。

【学生が準備すべき機器他】
初回から授業支援システムにアクセスできるように準備しておいて
ください。
資料は、hoppi経由で配布します。

【その他の重要事項】
受講生の要望や理解度をふまえて、授業計画や内容は変更すること
がありますので予めご了承ください。成績評価や課題について説明
しますので、受講を希望する方は、第1回目の授業（ガイダンス）に
必ず出席してください。
成績に関係する課題を発表する時間を授業内で取りますが、発表の
形式は受講人数などを鑑みて決定します。

【Outline (in English)】
【Course outline】 This course deals with the Environmental
Education, and Education for Sustainable Development(ESD).
you will learn about environmental education and ESD,
understand the role of education for a sustainable society, and
further deepen our own thoughts.
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【Learning Objectives】　At the end of the course, students are
expected to explain the role and examples of Environmental
Education and ESD.
【Learning activities outside of classroom Before/after】each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content.
【Policies】 Final grade will be calculated according to the
following Mid-term report (25%), term-end report (25%), and
in-class contribution and quiz(50%).
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

メディアリテラシー実習Ⅰ 展開科目

坂本　旬

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
メディアリテラシーのコア・コンセプトと映像言語の基本を学ぶ。
受講生はメディアリテラシーの基本原理を理解し、それを用いて短
い映像作品を制作することによって、メディアリテラシーの基礎を
実践的に身につける。

【到達目標】
・受講生はメディアリテラシーの概念を理解し、メディアリテラシー
の概念を説明できる。
・メディアリテラシーにおける映像言語の基礎知識を理解する。
・基本的な映像制作能力を身につけ、メディアリテラシーの概念を
意識した短い映像を制作することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
メディアリテラシーの歴史を学び、基礎概念（コア・コンセプト）を
学びながら映像制作の基本的な技法を習得する。前半はテレビ番組
や映画などの映像を用いて、映像言語とメディアリテラシーの基本
的知識を習得する。後半はデジタル・ストーリーテリングや公共広
告などの短い映像制作実習を行う。
・授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーバーか
らいくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
・良いリアクションペーバーは授業内で紹介し、さらなる議論に活
かす。
・課題等の提出・フィードバックはHoppiiを通じて行う予定。
・オフィス・アワーで、課題（試験やレポート等）に対して講評する。
・最終授業で、13回までの講義内容のまとめや復習だけでなく、授
業内で行った試験や小レポート等、課題に対する講評や解説も行う。
この授業は、基本は対面とし、必要に応じて、オンラインで実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の概要および必要機器の説

明（Zoomによるオンライン授
業）

2 メディアリテラシー
の基本

メディアリテラシーの基礎概念
を学ぶ

3 メディアリテラシー
の原理

メディアリテラシーの基本原理
を学ぶ

4 メディアリテラシー
の歴史

メディアリテラシーの歴史を学
ぶ

5 メディアの読み解き
を学ぶ

メディアのジャンルと分析の方
法を学ぶ

6 デジタル・ストー
リーテリングの基礎

デジタル・ストーリーテリング
の理論と技法を学ぶ

7 デジタル・ストー
リーテリングの作り
方

デジタル・ストーリーテリング
の制作方法を学ぶ

8 デジタル・ストー
リーテリング作品の
発表

課題のデジタル・ストーリーテ
リング作品の発表を行う

9 現代社会のメディア 広告やPV、ニュースなど身の回
りにあるさまざまなメディア・
メッセージを学ぶ

10 広告メディアとメ
ディアメッセージ

広告映像の中にあるメディア・
メッセージの読み解き方を学ぶ

11 広告メディアと表現
技法

広告映像の表現技法を学ぶ

12 公共広告の制作方法 公共広告の作り方を学ぶ
13 映像編集の方法 映像編集の基本的な方法を学ぶ
14 公共広告の構想 公共広告の絵コンテの発表会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外では、授業期間中提示された課題の制作を行う。なお、本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
坂本旬『メディアリテラシーを学ぶ』大月書店、2022年

【参考書】
坂本旬『メディア情報教育学』法政出版局、2014年
坂本・山脇編著『メディアリテラシー　吟味思考を育む』時事通信
社、2021年
寺崎里水・坂本旬『地域と世界をつなぐSDGsの教育学』法政大学
出版局、2021年

【成績評価の方法と基準】
小テスト30％、提出物50％、平常点20％
授業評価基準（ルーブリック）
・基本
積極的に授業に参加し、発言する
静止画・動画による映像作品を制作する
締め切りに間に合うように作品を提出する
振り返りレポートを書いて提出する
・発展
メディアリテラシーの5つのキークエスチョンを理解している
映像の表現技法を説明することができる
絵コンテを作ることができる
映像編集の方法を理解し、パソコンで編集ができる
・応用
映像の企画・取材・制作が一人でできる
他者に適切なアドバイスや支援ができる
授業以外のさまざまな社会活動に学んだことを活用できる

【学生の意見等からの気づき】
メディアリテラシーの基本を理解することが良い作品制作につなが
ることが理解できた。

【学生が準備すべき機器他】
映像編集可能なWindowsまたはMacノートブックPCを用意する
こと。
編集ソフトとして無料版ダビンチ・リゾルブ (DavinciResolve)
を推奨する。https://www.blackmagicdesign.com/jp/products/
davinciresolve/
カメラとして使用できるスマートフォンやデジタルカメラを用意す
ること。

【その他の重要事項】
本授業では動画アップロード用の専用サーバー (OATube)もしくは
YouTubeを利用する。

【他の授業との関連】
「メディアリテラシー実習Ⅰ」は映像制作の基本を学び、「メディア
リテラシー実習Ⅱ」はドキュメンタリー映像制作を行う。ⅠとⅡは
連続して履修すること。また、３年次以上では「キャリアデザイン
学総合演習」を履修することが望ましい。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、選抜に合格する必要があります。必ず掲示で詳細を確認し
てください。

【Outline (in English)】
To study the core concepts of media literacy
To explore how the media construct their messages
To learn how to make a Public Service Announcement
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The goal of the course is for students to understand the concept
of media literacy and the language of video, to acquire video
production skills, and to be able to produce short videos.
Students will produce videos outside of class time. Evaluation
will be based on 30% quizzes, 50% submissions, and 20% study
attitude.
Students need to work outside of the classroom to create their
work. The amount of time varies depending on the student,but
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

メディアリテラシー実習Ⅱ 展開科目

坂本　旬

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
受講生は、メディアリテラシーの基礎概念に関する学習を土台に、
ドキュメンタリーの技法と分析手法を学び、キャリアヒストリーを
テーマにしたショート・ドキュメンタリーを制作する。

【到達目標】
・メディアリテラシーの観点からドキュメンタリーの歴史と理論を
学ぶ
・メディアリテラシーの概念を用いてドキュメンタリーを分析する
・取材による実践的なドキュメンタリー映像の制作および評価を行う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
本授業は、「メディアリテラシー実習Ⅰ」の学習を土台に、短いドキュ
メンタリー映像制作を行い、基本的な映像制作の方法を学ぶ。なお、
本授業は春学期に「メディアリテラシー実習Ⅰ」を履修し、メディ
アリテラシーの基本概念を学習した学生のみが履修できる。「メディ
アリテラシー実習Ⅱ」のみの受講は認めないので、注意すること。
・授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーバーか
らいくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
・良いリアクションペーバーは授業内で紹介し、さらなる議論に活
かす。
・課題等の提出・フィードバックはHoppiiを通じて行う予定。
・オフィス・アワーで、課題（試験やレポート等）に対して講評する。
・最終授業で、13回までの講義内容のまとめや復習だけでなく、授
業内で行った試験や小レポート等、課題に対する講評や解説も行う。
この授業は、基本は対面とし、必要に応じてオンラインとする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・公共広

告作品上映会
メディアリテラシー実習１の受
講生が作った公共広告映像作品
の上映を行う

2 メディアリテラシー
とドキュメンタリー
の基礎

ドキュメンタリー映像の基礎理
論を学ぶ

3 メディアリテラシー
とドキュメンタリー
の歴史

ドキュメンタリー映像の歴史を
学ぶ

4 メディアリテラシー
とドキュメンタリー
の構造

ドキュメンタリーのシーンや
カットの構造を学ぶ

5 カメラ・マイクの使
い方

施設の使い方とカメラとマイク
の基本的な使い方を学ぶ。

6 ビデオ撮影実践法 ビデオ撮影の実際のノウハウを
実践的に学ぶ。

7 構成・絵コンテの作
成

実際に企画書や絵コンテを制作
し、映像の構成を組み立てる。

8 企画の発表 受講生ひとりずつによる企画の
発表。

9 編集の仕方 (1)キャプ
チャーの仕方

パソコンに撮影した動画を取り
込む方法を学ぶ。

10 編集の仕方 (2)編集の
基本

動画編集の基本を学ぶ。

11 編集の仕方 (3)音響と
テロップ

動画に音声・音楽やテロップを
入れる方法を学ぶ。

12 編集の仕方 (4)仕上げ 編集の仕上げの方法を学ぶ。
13 編集作業の点検 それぞれの編集作業の点検を行

う。
14 発表会 制作映像のオンライン発表会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ロケハンや取材、撮影、編集はすべて各人が課外時間に行う。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
坂本旬『メディアリテラシーを学ぶ』大月書店、2022年

【参考書】
坂本旬『メディア情報教育学』法政出版局、2014年
坂本・山脇編著『メディアリテラシー　吟味思考を育む』時事通信
社、2021年
寺崎里水・坂本旬『地域と世界をつなぐSDGsの教育学』法政大学
出版局、2021年

【成績評価の方法と基準】
小テスト30％、提出物50％、平常点20％
授業評価基準（ルーブリック）
・基本
積極的に授業に参加し、発言する
静止画・動画による映像作品を制作する
締め切りに間に合うように作品を提出する
振り返りレポートを書いて提出する
・発展
メディア・リテラシーの5つのキークエスチョンを理解している
映像の表現技法を説明することができる
絵コンテを作ることができる
映像編集の方法を理解し、パソコンで編集ができる
・応用
映像の企画・取材・制作が一人でできる
他者に適切なアドバイスや支援ができる
授業以外のさまざまな社会活動に学んだことを活用できる

【学生の意見等からの気づき】
昨年度はセルフドキュメンタリーが多かった。今後はより多様な作
品が作られることを期待している。

【学生が準備すべき機器他】
映像編集可能なWindowsまたはMacノートブックPCを用意する
こと。
編集ソフトとして無料版ダビンチ・リゾルブ (DavinciResolve)
を推奨する。https://www.blackmagicdesign.com/jp/products/
davinciresolve/
カメラとして使用できるスマートフォンやデジタルカメラを用意す
ること。

【その他の重要事項】
「メディアリテラシー実習Ⅰ」で身につけたスキルをもとに、ひとり
一つの作品の制作を行う。共同制作は認めないので注意。実践的な
学習のため、無断欠席は禁止する。授業時間外の学習活動が多いた
め、アルバイトやサークル活動が忙しい学生は注意すること。また、
春学期の「メディアリテラシー実習Ⅰ」を履修していない学生は原
則として履修できない。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、抽選に合格する必要があります。必ず掲示で詳細を確認し
てください。

【履修条件】
本科目は「メディアリテラシー実習Ⅰ」を習得（S～C-）した場合の
み履修可能です。

【Outline (in English)】
To explore how the core concepts of media literacy are adapted
to the documentary
To study how to make and evaluate the documentary
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The goal of the course is for students to understand the
history and concepts of documentary video and to be able
to produce short documentary videos. Students will produce
videos outside of class time. Evaluation will be based on 30%
quizzes, 50% submissions, and 20% study attitude.
Students need to work outside of the classroom to create their
work. The amount of time varies depending on the student,
but Before/after each class meeting, students will be expected
to spend four hours to understand the course content.
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

生涯学習論Ⅰ（生涯学習支援論
Ⅰ） 展開科目

朝岡　幸彦

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：月5/Mon.5 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会教育・生涯学習における学習支援は、公的社会教育に代表され
る専門職資格制度と社会教育施設の枠組みに依拠するとともに、社
会に広く存在する学習機会においても重要な役割を果たしている。
この授業では、社会教育関連法等に規定された代表的な社会教育専
門職制度と社会教育施設の役割を学ぶとともに、地域づくりや社会
問題解決の枠組みの中で実践されている学習支援のあり方について
検討する。
主に生涯学習論の展開を通じて生涯学習・社会教育の本質と意義に
ついて学び、生涯学習に関する制度的な発展と家庭教育・学校教育・
社会教育についての基礎的な理解を深める。

【到達目標】
社会教育・生涯学習における学習支援の本質と意義を理解し、社会
教育・生涯学習に関する制度・行政・施策、家庭教育・学校教育・社
会教育等との関連、専門職員の役割、学習活動への支援等について
の理解に関する基礎的能力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業支援システムを使用し、原則として毎時間何らかの課題提出を
求める。また、毎時間グループワークもしくは質疑応答を求めるた
め、2/3以上の出席を前提とする。期末テスト及び期末レポートは課
さない。毎時間の提出課題はフィードバックとして原則的に次の時
間に共有し、優れたものを授業内で紹介して公表や解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 学習支援とは何か 社会教育・生涯学習における学

習支援は、学校等の定型教育と
どのような違いがあるのかにつ
いて考える。

第2回 社会教育・生涯学習
の関連法令における
学習支援の仕組み

社会教育・生涯学習に関する基
本法令及び重要関連法令におけ
る専門職制度や社会教育施設の
役割について理解する。

第3回 社会教育主事制度 社会教育法に規定された社会教
育主事資格について学ぶ。

第4回 公民館と主事 公民館の特徴と公民館主事等の
専門職の役割について学ぶ。

第5回 図書館と司書 図書館の特徴と専門職としての
司書の役割について学ぶ。

第6回 博物館と学芸員 博物館の定義と役割の変化につ
いて学ぶ。

第7回 学校一斉休校は正し
かったのか？

新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）での教育政策のあ
り方を通して学習支援について
考える。

第8回 学校と教育委員会 COVID-19での学校と教育委員
会の対応を通して学習支援につ
いて考える。

第9回 公民館・社会教育施
設

COVID-19での公民館・社会教
育施設の対応を通して学習支援
について考える。

第10回 図書館 COVID-19での図書館の対応を
通して学習支援について考える。

第11回 博物館・美術館・動
物園・水族館

COVID-19での博物館・美術
館・動物園・水族館の対応を通
して学習支援について考える。

第12回 屋外教育施設・自然
学校

COVID-19での屋外教育施設・
自然学校の対応を通して学習支
援について考える。

第13回 生涯学習社会を生み
だす力

新型コロナウイルス感染症
(COVID-19)に職員はどう向き
合ったのか、どのように対応す
べきなのかについて考える。

第14回 ふりかえり この授業で学んだことを振り返
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時ごとの簡単なレポート（ワークシートを含む）を作成する。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
水谷哲也・朝岡幸彦編著『学校一斉休校は正しかったのか？』筑波
書房　2021年

【参考書】
二ノ宮リムさち・朝岡幸彦編著『社会教育・生涯学習入門』人言洞、
2023年（ISBN978-4-910917-03-0）
社会教育推進全国協議会『社会教育・生涯学習ハンドブック第9版』
エイデル研究所　2017年

【成績評価の方法と基準】
テキストを中心に課題レポート（ワークシートを含む）80％
平常点20％

【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業の資料をWeb上に添付します。

【学生が準備すべき機器他】
基本的な情報等は「学習支援システム」で確認しなさい。

【その他の重要事項】
社会教育主事養成課程等法定科目。

【その他】
授業時ごとの課題作成に取り組むこと。

【Outline (in English)】
Learning support in social education/lifelong education plays
significant role in the context of providing various learning
opportunities. It relies on the system of professional
qualification ran by the public social education and relies on
the framework of social education institution.
In this class, participants will learn the representative system
of professional qualification prescribed to social education-
related laws and will learn the role of social education
institution. Participants will also discuss the way of learning
support in the context of community development and solving
social problems.
By the end of the course, students should be able to do the
followings: the way of learning support in the context of
community development and solving social problems.
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter from the text. Your required study
time is at least two hours for each class meeting.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Short reports : 80%、in class contribution: 20%.
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

生涯学習論Ⅱ（生涯学習支援論
Ⅱ） 展開科目

久井　英輔

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：木1/Thu.1 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会教育における実践的な学習支援技法、学習プログラムの作成手
法について解説し、学んだ知識を活用した学習プログラム案作成の
グループワークを行う。
（授業の目的・意義）
グループワークによる学習プログラム案の作成というプロセスを通
じて、社会教育職員あるいは支援者にもとめられる実践知（理論知
を現実の状況に応じて適切に活用する能力）を体得する。

【到達目標】
社会教育における様々な学習支援技法（ワークショップ、ファシリ
テーションの技法など）や、それらの技法を利用した学習プログラ
ムの作成手法を理解する。また、これらの知識を生かして学習プロ
グラム案を作成する基本的な実践力を獲得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
最初の数回は、学習プログラム作成の基本的手法に関する講義を行
う。その上で、具体的な自治体／地域を想定して、グループワーク
によって学習プログラム案（対象地域の特性の把握、実際の自治体
社会教育計画の把握、学習プログラムの目的・概要と展開案、参加
者対象アンケート案、広報案）を作成していく。作成した学習プロ
グラム案については、教員からだけでなく、学生相互にコメントし、
個々人でより改善を進めたものを最終レポートとして提出する。グ
ループワークでの成果に対する教員からのフィードバックは、授業
内でのディスカッションを通して行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス：社会教

育における学習プロ
グラムとは

社会教育における学習プログラ
ムの特色について概観する

第2回 学習プログラム作成
の現場から（ゲスト
スピーカー講義）

ゲストスピーカー（社会教育施
設職員）から学習プログラム作
成、実施、評価の実際について、
情報提供していただく。

第3回 学習プログラム作成
の基本的な手法①

社会教育の学習プログラム案作
成の基本的な視点、および標準
的な手順について解説する。

第4回 学習プログラム作成
の基本的な手法②

学習プログラム案作成にあたっ
て必要な、地域社会の特性・課
題把握の方法について解説する。

第5回 学習プログラム作成
の基本的な手法③

学習プログラムの広報、および、
受講者アンケート実施に必要な
基本的事項について解説する。

第6回 学習プログラムの実
例検討①

社会教育施設等における既存の
学習プログラムを各受講者が選
定しその詳細を調査する。

第7回 学習プログラムの実
例検討②

社会教育施設等における既存の
学習プログラムについて、各受
講者が選定したプログラムの意
義について発表し、質疑応答を
行う。

第8回 学習プログラムの実
例検討③

社会教育施設等における既存の
学習プログラムについて、各受
講者が選定したプログラムの改
善すべき点について発表し、質
疑応答を行う。

第9回 地域課題の把握 任意の地域（市町村など）を各
受講者が選定し、その地域の課
題、教育・学習・文化環境や、
社会教育に関わる政策環境につ
いて個人レポートの発表を通じ
て把握する。

第10回 学習プログラム案の
作成①

任意の地域を対象とした個人レ
ポートの成果を基に、グループ
に分かれて一つの地域を選定し、
地域社会の課題について、また
その課題を背景とした学習プロ
グラムの目的・概要を作成する。

第11回 学習プログラム案の
作成②

グループ毎に、学習プログラム
各回実施内容の詳細、受講者ア
ンケート案、広報案を作成する。

第12回 学習プログラム案の
発表①

グループ毎に完成した学習プロ
グラム案を発表する。

第13回 学習プログラム案の
発表②

グループ毎の学習プログラム案
について、学生間の質疑応答を
通じてその意義と課題を論じる。

第14回 学習プログラム案の
振り返り

グループ毎に学習プログラム案
の作成プロセスを振り返り、改
善すべきポイントを明確化する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・個人ワーク、グループワークともに、授業時間外での準備時間が十
分に必要となるので、留意すること。
・各回の授業後、参考書や授業内で提示した参考文献の関連箇所を
読むこと。
・本授業の準備学習・復習時間は合わせて各回4時間以上を標準と
する。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。

【参考書】
髙井正・中村香編『生涯学習支援のデザイン』玉川大学出版部、2019年
国立教育政策研究所社会教育実践研究センター（清國祐二編集代表）
『生涯学習支援論』ぎょうせい、2020年

【成績評価の方法と基準】
地域課題把握に関する個人レポート　25％
学習プログラム案の発表　25％
グループワーク、ディスカッションへの貢献度　25％
学習プログラムの改善案（最終の個人レポート）　25％

【学生の意見等からの気づき】
学生の人数によってグループワーク、発表、質疑応答にかける時間
が大きく変化する授業であるため、特に学習プログラムの実例検討
ではディスカッションに十分な時間を割けなかった。今年度はスケ
ジュール、タイムテーブルについて、学生数に応じてある程度柔軟
に対応できるよう心がけたい。

【学生が準備すべき機器他】
ノートPC（グループワーク等で使用）

【その他の重要事項】
本科目は、社会教育主事講習等規程第11条に規定された「生涯学習
支援論」に該当する。社会教育主事基礎資格取得、社会教育士（養
成課程）の称号取得のための必修科目である。

【Outline (in English)】
(Course Outline)
The aims of this course are to provide students with knowledge
on practical methods for supporting learners and for planning
learning programs in social education, and to supports group
work of students for planning learning programs by utilizing
basic knowledge.
(Learning Objectives)
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The goals of this course are to help students to acquire
“practical knowledge” (the ability of utilizing theoretical
knowledge according to situation) for staffs or learning
supporters of social education, by experiencing the process of
planning learning programs.
(Learning Activities Outside of Classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
(Grading Criteria /Policy)
Final grade will be calculated according to the following
process: Mid-term
report (25%), Presentation (25%), Contribution to discussion
and groupwork (25%), term-end report (25%).
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

現代生活・文化と社会教育Ⅰ

鈴木　悌遍

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：水3/Wed.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域と企業 と「職場における学び」の関係性について本授業では
学ぶ。
授業ではまず、地域と地域の資源、企業の活動との関係について解
説する。その上で企業の持続的活動のために、「職場における学び」
が果たす役割について学ぶ。
その後、日本各地の地域企業の具体的な事例を毎回の授業にて紹介
し、学ぶ。授業では学生同士の討論の時間を設ける。
福島県会津若松市に工場を構える株式会社羅羅屋とランドセル業界
の変遷については特に詳しく紹介し、学ぶ。会津若松市における事
例は講師が所属する組織の実践である。
学期には学生各位が興味を持った地域企業の事例についてそれぞれ
調べ、発表を行ってもらう。
希望者にはランドセル工場見学等のフィールドワーク実習を行う。

【到達目標】
・社会教育士・社会教育主事、また広く地域における学習コーディ
ネーターを志す学生が、地域企業と社会教育との関わりについて理
解を深める機会を提供する。
・例えばほとんどの学生が使った経験を持つランドセル業界に焦点
を当てて、設計・製造・販売・経営と雇用創出をふくめた地域貢献
に実際について理解を深める。
・特に、そこで働いている人々の人生や職業、自己研鑽、人材育成
について、詳述し、希望者について別の日程で現場見学の機会を設
け、生涯学習・社会教育との関係を考える。
・学期後半ではそれぞれの学生が興味のある「地域企業と社会教育」
の事例を調べ、発表をし、議論を行い、社会教育士・社会教育主事
として実践的に活躍できる能力を身につけることを目指す。
・実際に地域企業の経営に携わる者としての経験を活かした授業を
行うことを心掛ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義と演習（事例研究と発表、議論）を中心に授業を進める。フィー
ルドワーク実習は別途、希望者を募りおこなう（参加の有無によっ
て評価は変わらない）。
毎週提出してもらうリアクションペーパーに対して毎回フィードバッ
クし、また授業内でも積極的に取り上げる。
学期末の発表については授業内で議論し、また個々へもフィードバッ
クもする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域企業と社会教育 地域と企業の持続的関係性のた

めには「職場における学び」が
重要であることを授業スケ
ジュールとともに紹介する。

第2回 地域の資源と企業と
社会教育

業と企業活動に必要な資源（資
本、労働力、原材料等資源、資
金・信用、指導・規制・社会資
本、理解・支持）と地域の関係
について学ぶ。

第3回 地域と企業と社会教
育1

地域企業の事例研究1（地域企業
の事例について学び、議論する）

第4回 地域と企業と社会教
育2

地域企業の事例研究2（地域企業
の事例について学び、議論する）

第5回 地域と企業と社会教
育3

地域企業の事例研究3（地域企業
の事例について学び、議論する）

第6回 期末発表・レポート
に向けての指導1

期末発表・レポート対象の見つ
け方とまとめかたについて学ぶ。
個別相談の時間も設ける。

第7回 地域と企業と社会教
育4

地域企業の事例研究4（地域企業
の事例について学び、議論する）

第8回 地域と企業と社会教
育5

地域企業の事例研究5（地域企業
の事例について学び、議論する）

第9回 地域と企業と社会教
育6

地域企業の事例研究6（地域企業
の事例について学び、議論する）

第10回 期末発表・レポート
に向けての指導2

期末発表・レポート対象の見つ
け方とまとめかたについて学ぶ。
個別相談の時間も設ける。

第11回 地域と企業と社会教
育7

地域企業の事例研究7（地域企業
の事例について学び、議論する）

第12回 地域と企業と社会教
育8

地域企業の事例研究8（地域企業
の事例について学び、議論する）

第13回 地域と企業と社会教
育9

地域企業の事例研究9（福島県
会津若松市にある地域企業であ
るランドセル製造・販売会社で
ある羅羅屋について学び、議論
する）

第14回 期末発表会 学生の調べた地域企業の事例に
ついて発表してもらい、議論す
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の標準的な予習・復習時間は各2時間である。予習とは、学期
末のプレゼンテーションの準備のための時間である。復習とは、リ
アクションペーパーの作成のための時間である。
評価は、授業中のプレゼンテーション、コメントペーパー等（70％）、
発表用レポート（30％）で行う。
フィールドワーク実習は別途、希望者を募りおこなう（参加の有無
によって評価は変わらない）。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
なし

【成績評価の方法と基準】
授業内の発表やリアクションペーパー等（70%）、発表用レポート
（30%）によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
毎授業座学をおこない、そのあとにグループワークをおこう。講師
の一方的な授業進行は行わない。
授業内で学部、学年の境を超えた交流の機会を多く設ける。
リアクションペーパーには毎回講師から各自へ何らかの返信をおこ
なう。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用する。そ
のために必要な機器は各自用意すること。

【その他の重要事項】
講師は外資系コンサルティング会社勤務を経て、WEBコンサルティ
ング会社、WEB開発会社、EC会社、ランドセル会社を現在経営。
上記の経験から実務者の目線、生活者の目線から、企業と地域と社
会教育について授業を進める。
授業を通して、受講者の調査、発表、議論能力の向上に努る。
授業で使用したスライドに関しては授業後共有する。メール等にて
質問、相談等を常時受け付ける。
提出してもらったリアクションペーパーには毎授業講師から返信
する。

【Outline (in English)】
This class will study the relationship between regions,
companies, and "learning at work".
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The class will first explain the relationship between the
community, local resources, and corporate activities. Then, the
role of "learning in the workplace" for the sustainable activities
of companies will be studied.
Specific examples of regional companies from around Japan
will then be introduced and studied in each class. Time for
discussion among students will be provided in class.
Raraya Corporation, which has a factory in Aizuwakamatsu
City, Fukushima Prefecture, and the evolution of the school
bag industry will be introduced and studied in particular
detail. The case study in Aizuwakamatsu is the practice of the
organization to which the lecturer belongs.
In the second semester, each student will be asked to research
and present a case study of a local company of interest to them.
Those who wish to do so will be given fieldwork, such as a visit
to a school bag factory. Last year, fieldwork was conducted
at the Daishi Line and Kawasaki Daishi in Kawasaki City,
Kanagawa Prefecture. The fieldwork was free, and students
chose their own fieldwork subjects.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each. Preparation time is for the presentation at the end
of the semester. Review time is for the preparation of a reaction
paper.
Evaluation will be based on class presentations, comment
papers, etc. (70%) and presentation reports (30%).
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

現代生活・文化と社会教育Ⅱ

佐々木　美貴

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水3/Wed.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
講義とビデオを中心としながら､身近にある自然を活かした地域づくり
を調べ報告することや、社会教育プログラムを作る作業も行う｡また、
私たちの暮らしと身近な自然に関係が深い生物多様性条約やラムサー
ル条約の精神と社会教育との関係､日本各地で実践されている自然の
恵みを活用した暮らしや地域づくりと、それを支える知恵や技の具体
例､交流・力量形成・教育・参加・気づき(Communication, Capacity
building, Education, Participation and Awareness: CEPA)の実
践例等を取り上げる｡

【到達目標】
①人々の暮らしは自然の恵みに依存して成り立っていること､②日本
各地には身近な自然を保全しながら暮らしや地域づくりに役立てる
ための知恵や技(文化と技術)が数多く蓄積され､現在も発展されてい
ること､③それらをふまえて行われている社会教育実践の実際の姿､
④社会教育主事・社会教育士と学習支援の能力、以上4点を理解す
ることが､この授業の到達目標である｡

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義とビデオを中心としながら､身近にある自然を活かした地域づく
りについて調べ報告することや、社会教育プログラムを作り、発表・
ディスカッションする作業も行う｡また、毎回の授業の最後に、授業
の感想・質問などを記入して提出する。この内容については、次回
の授業の最初に取り上げる。
大学行動方針レベルが２となった場合、この授業は原則としてオン
ラインで行う。詳細は学習支援システムで伝達する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業ガイダンス、身

近な自然を活かした
暮らし

授業の内容､進め方､成績評価基
準など､この授業について説明す
る｡身近な自然を活かした暮らし
について考える。

第2回 私たちの暮らしと自
然の恵み

飲み水や海産物・農作物などの
食料等､自然の恵みによって､私
たちの暮らしが支えられている
ことを考える｡

第3回 私たちの暮らしと自
然を活かした地域づ
くり・まちづくり

身近な自然を活かした地域づく
り・まちづくりについて、具体
例を調べ・報告し、クラス内で
ディスカッションする。

第4回 私たちの暮らしと生
物多様性条約・ラム
サール条約

暮らしを支える､水田や干潟､湖
沼などの｢湿地｣､多様な生物の保
全や活用を支える二つの国際条
約とその構造について考える｡

第5回 二つの条約と｢交流・
力量形成・教育・参
加・気づき｣=CEPA

ラムサール条約を中心に､保全や
活用を支えるCEPAの役割や実
際の活動を考える｡

第6回 CEPAと｢社会教育｣ 二つの条約のCEPAと｢環境教
育｣｢持続可能な開発のための教
育 (ESD)｣との関係､｢社会教育｣
｢生涯教育｣との関係を考える｡

第7回 社会教育主事・社会
教育士と学習支援の
能力

社会教育主事や社会教育士に求
められる、課題を解決するため
の学習支援の能力について考え、
クラス内でディスカッションす
る。

第8回 自然の恵みの文化①
(保全・再生)

新潟の｢潟普請｣などに即して､保
全や再生にかかわる活動を考え
る｡

第9回 自然の恵みの文化②
(ワイズユース)　

｢ふゆみずたんぼ米｣などの事例
に即して､ワイズユースにかかわ
る活動を考える｡

第10回 自然の恵みの文化③
(CEPA)

ふるさと絵屏風やワークショッ
プ等の事例に即して､CEPAに
かかわる活動を考える｡

第11回 これからの社会教育
と身近な自然を活か
した｢地域の活性化｣

自然を身近に感じ､地域の活性化
につなげるための社会教育につ
いて考える｡

第12回 身近な自然を軸とし
た社会教育プログラ
ムを作る①

｢生きもの調査｣や世代間を結ぶ
ワークショップ等の身近な自然
を軸とした社会教育プログラム
を作るための手順を考える｡

第13回 身近な自然を軸とし
た社会教育プログラ
ムを作る②

①で考えた手順に即して､自分が
行いたい社会教育プログラムを
実際に作る。また、互いのプロ
グラムに評価する手法を考える。

第14回 社会教育プログラム
の発表会・まとめ

実際に作った社会教育プログラ
ムを発表し、互いに評価し合う。
また、授業全体を振り返り､この
授業への理解を深める｡

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自然の恵みと自分との関わりを観察しておくこと。自分にとっての
身近な自然を１つ探し、そこを活かした地域づくりやまちづくりの
事例がないか、調べること。自然にかかわる大人を対象とした社会
教育プログラムを作成するため、関心のある事例を調べること。本
授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『湿地の文化と技術33選～地域・人々とのかかわり』日本国際湿地
保全連合　2012年　授業で必要な部分を印刷し配布

【参考書】
生物多様性条約とラムサール条約の本文及び決議､『干潟生物調査ガ
イドブック～東日本編』､環境省『日本のラムサール条約湿地』『ラ
ムサール条約湿地とワイズユース』パンフレット等　必要に応じて
授業内で配布

【成績評価の方法と基準】
授業への積極的参加（50%）と作成した社会教育プログラムの発表
（50%）によって、総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業の感想と質問は、翌週の授業のはじめに伝えるようにしている。
湿地や生物多様性について身近に感じられるよう、ビデオ等の映像
を使った授業を行っている。

【Outline (in English)】
Focusing on lectures and videos, we will also investigate
and report on community development that makes the
most of the nature around us, and create social education
programs. Also, biodiversity that is closely related to our
lives and the nature around us. The relationship between
the spirit of the treaty and the Ramsar treaty and social
education, living and community development utilizing the
blessings of nature practiced in various parts of Japan,
specific examples of wisdom and techniques that support them,
and practical examples of CEPA (Communication, Capacity
building, Education, Participation and Awareness) will be
taken up.
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Observe the benefits of nature and how you relate to yourself.
Find one of the nature that is familiar to you, and find out
if there are any examples of community development or town
development that make use of it. Investigate cases of interest
to create a social education program for adults involved in
nature. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following　
Active participation in class: 50%、Announcement of the
created social education program: 50%
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BIO200LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 200）

Natural Science A 2017年度以降入学者

サブタイトル：

宇野　真介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈グ〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The UN 2030 Agenda for Sustainable Development (Sustain-
able Development Goals: SDGs has come to be recognized
as a common challenge for the human society, which is a
manifestation of the severity of various problems we as a
species are faced with. In light of this current situation, this
course focuses on the concept of "sustainability" so as to provide
students with an opportunity to learn about basic scientific
aspects of environmental problems and also to learn about
relevant social issues in an attempt to provide a holistic view
of human impact on the global environment.

【到達目標】
This course is designed to teach about ecological and social
issues. Therefore, the course objectives are: 1) to understand
basic scientific concepts required to comprehend various
environmental problems; 2) to understand social problems
related to the environmental problems addressed in this
course; and 3) to form personal perspective and opinion about
the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。経営
学部：DP3、人間環境学部：DP2

【授業の進め方と方法】
The course will be taught mainly in a face-to-face lecture
format, however, there will also be opportunities for students
to actively participate in class through, for example, group
activities and discussions. In addition to in-class interactions,
students will submit their opinions about/reactions to the
materials presented in each class, and the instructor will give
feedback/answer questions, as needed.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Understanding

sustainability and
basic features of
ecosystem

As an introduction to the
course, the concept of
sustainability and the basic
features of ecosystem will be
discussed.

Week 2 Atmospheric
changes and their
consequences

In light of the ongoing
"climate crisis", the
composition of the Earth’s
atmosphere and
consequences of atmospheric
changes will be discussed.

Week 3 Water cycle and the
use of water
resource

As an essential matter for
sustaining life and ecosystem,
the water cycle and use of
water resource will be
discussed.

Week 4 Energy supply Energy supply in ecosystem
and energy issue in the
human society will be
discussed.

Week 5 What is "soil"? The importance of soil in an
ecosystem will be discussed in
relation to ongoing
environmental problems.

Week 6 What is
biodiversity and
why is it
important?

Basic features and current
state of biodiversity will be
discussed in relation to its
importance for the human
society.

Week 7 Applied ecology for
sustainable
resource
management

Group activity is used to
integrate the concepts
learned in the previous
lectures and apply them to
ecological problem solving.

Week 8 Ecological issues of
modern agriculture

Positive and negative impacts
of agricultural modernization
will be discussed.

Week 9 Food production
and environmental
conservation

Approaches to achieving food
security without degrading
environment will be discussed
with concrete examples.

Week 10 Is development
sustainable?

Focusing on mineral
resources, issues related to
demand and supply of natural
resources will be discussed.

Week 11 Consequences of
"unwanted"
development

Environmental and social
problems caused by
"development" in the
developing world will be
discussed.

Week 12 Understanding
multi-stakeholder
problem solving

Group work will be used to
integrate the concepts
learned in the previous
lectures and apply them to
socio-ecological problem
solving.

Week 13 Toward a
sustainable society

Alternative models that may
help build a sustainable
society will be discussed.

Week 14 What is happening
in the global
environment and
where do we go
from here?

The course contents will be
reviewed to grasp the current
state of the global
environment, and future
prospects will be discussed.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review contents of individual lectures,
thoroughly read distributed materials, and utilize the online
learning support system, as needed. Standard amounts of time
to be spent for this purpose are two hours each for preparation
and review.

【テキスト（教科書）】
None. Reading materials will be distributed as needed.

【参考書】
To be announced as needed.
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【成績評価の方法と基準】
Student performance will be graded based on quizzes (40 %), a
final assignment (40 %), and participation/in-class contribution
(20%). Quizzes will be used to evaluate understanding of
course materials (Course objectives 1 and 2). The final
assignment will be an opportunity for students to demonstrate
their understanding of the course material by presenting
their personal analysis/opinion about the current state of
human society (Course objective 3). Participation will be used
to evaluate student performance in each class and in-class
activities.

【学生の意見等からの気づき】
Providing opportunities for students to interact with other
students and exchange their opinions proved to be effective in
enhancing their learning.

【学生が準備すべき機器他】
Students will need to have access to Hoppii. Online format
may be used, as needed, and students are expected to prepare
necessary devices in such a case.

【その他の重要事項】
There is an enrollment limit of 30 students. There will be
selection, if the limit is exceeded. Details will be announced
on Hoppii prior to the first class.

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] The course objectives are: 1) to
understand basic scientific concepts required to comprehend
various environmental problems; 2) to understand social
problems related to the environmental problems addressed in
this course; and 3) to form personal perspective and opinion
about the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly read distributed reading
materials, and utilize the online learning support system, as
needed. Standard amounts of time to be spent for this purpose
are two hours each for preparation and review.
[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

環境と資源

中嶋　吉弘

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球で大繁栄している人類が今後も生存するには資源、エネルギー、
環境保全などに対するルールが必要になって来ている。なぜ循環型
社会の構築が必要なのか地球の成り立ち、太陽光を唯一のエネルギー
源とした自然環境を説明しながら理解を深めたい。

【到達目標】
地球環境は閉鎖系で原則として元素の増減は無く、物質も出入りし
ない事の理解を得る。限り有る資源の活用にはルールが必要でフェ
アーでなければならない。太陽光を原点とした自然エネルギーの有
効利用は環境保全や永続性の観点からも必須である事を確認します。
研究開発がどのように我々の生活に結びつくのか？ 環境化学（科
学）に興味を持てる様にしたい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
環境問題や資源枯渇の問題が注目されているが、これらの問題が必
ずしも一般の人々に正しく理解されているとは言えないのが現実で
ある。この講義では環境問題やエネルギー、資源等の問題について、
理科系の学部学生として最低限知っておく事が望ましい知識を伝え
るとともに、これらの社会的な問題に対して問題意識を持つきっか
けとなる様な機会を作る事をねらいとします。課題などに対しては
学習支援システムなどを用いてフィードバックする。春学期の授業
は，原則として対面での講義を行う。詳細は学習支援システムで伝
達する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 担当講師の自己紹介と本講義の

概要、これまでの研究内容と成
果の紹介などを話ながら、今後
の授業方針を告知します。

第2回 地球科学の基礎 我々人類は地球上で誕生し、進
化を経て地球環境の恩恵と受け
る一方で、様々な問題を引き起
こしています。第２回では原始
地球の誕生から生物の進化、人
類の誕生に至る現在の地球を取
り巻く環境を、『大気』・『水域』・
『土壌』の観点から講義します。

第3回 生態系と物質循環 第２回に引き続き、第３回では
地球環境の現状について、『生態
系』と『物質循環』の観点を加
えて、生物と物質の交換を講義
します。

第4回 環境保護と環境基準 科学技術の発展は人類の生活を
豊かにする一方で、多くの環境
および資源に関する問題を生み
出しています。第４回では環境
問題の歴史を振り返りながら、
人類と環境汚染・環境保護・健
康影響について講義します。

第5回 温室効果気体と気候
変動

現在最も解決すべき環境問題と
して、温室効果気体の増加とそ
れに伴う気候変動が挙げられま
す。第５回では温室効果気体に
関します基本的な科学的知見と
気候変動に関します状況につい
て講義します。

第6回 オゾン層破壊とオゾ
ンホール

オゾン層破壊は国際的な枠組み
が定められた大気環境学のモデ
ルケースです。第６回ではオゾ
ン層破壊のメカニズムとオゾン
ホールの発生過程、国際的な枠
組みである『モントリオール議
定書』とオゾン層の現状につい
て講義します。

第7回 大気汚染と生態系へ
の影響

『光化学オキシダント』や
『PM2.5問題』、『酸性雨』などの
大気汚染は我々が最も身近に接
してきた環境問題です。第７回
ではこれら大気汚染問題の基礎
と現状、生態系への影響（第３－
４回と一部重複）を講義します。

第8回 マイクロプラスチッ
ク汚染とPOP

最近マイクロプラスチック汚染
が最近の環境問題として警鐘を
鳴らし、これを受けてプラス
チックの削減運動が進められて
います。第８回では『マイクロ
プラスチック』とは何か、なぜ
発生しますのか、何が問題なの
か、そしてマイクロプラスチッ
ク削減運動の現状を講義します。

第9回 資源の有効利用 人類は地球上の様々な資源を活
用することで発展を遂げ、一方
で環境問題を引き起こしていま
す。第９回では人類の歴史を振
り返りながら、人類が活用して
いる、または今後活用が期待さ
れている様々な資源について講
義します。

第10回 化石燃料の今昔と新
規燃料

２１世紀においても人類は多く
の石油や石炭を使用し、さらに
『シェールガス』や『メタンハイ
ドレート』などの新規の化石燃
料の利用を模索しています。第
１０回では従来の石油石炭に加
え、シェールガスやメタンハイ
ドレートなどの化石燃料の基礎
と問題点、そして近年盛んに利
用されているバイオ燃料、木質
バイオマス発電や水素の利用に
ついて講義します。

第11回 非化石燃料によるエ
ネルギー獲得の現状

オイルショック以来、わが国で
はエネルギー資源に関する議論
が現在も続けられています。ま
た世界に目を向けると、温室効
果気体の増加に伴う脱炭素社会
の行動が要求されています。第
１１回では太陽光や風力、地熱
などの発電および、燃料電池、
原子力発電の仕組みと問題点を
考えていきます。
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第12回 ゴミ問題とリサイク
ル

『ゴミ問題』は特に大都市におけ
る最も身近な環境問題であり、
その解決としてのゴミの『リサ
イクル』が大きな課題になって
います。第１２回ではゴミ処理
とリサイクルに関する基礎と現
状について講義します。

第13回 バイオマスの有用性 マイクロプラスチック問題の解
決策の一つとして、『紙製品』の
有効利用が模索されています。
また化石燃料使用による温室効
果気体の増加に対する解決策の
一つとして、木質資源によるバ
イオ燃料獲得が議論されていま
す。本講義では環境と資源の問
題の解決策として有望視されて
いる紙や木材などの『バイオマ
ス』や、微生物の有効利用につ
いて講義する。

第14回 『環境と資源』まとめ 第２～１３回にかけて、環境と
資源に関する現状と問題点およ
び解決策について講義してきた。
第１４回では総仕上げとして、
人類をとりまく環境および資源
に関する諸問題について振り返
り、現状で議論されている解決
策についてその有用性と今後起
きる可能性がある問題点などを
議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
特に興味あるテーマに関しては授業の参考になるレベルまで学習し、
授業時間内または終了後に質問する事。さらに、授業終了後自由に
担当教員に議論を持ちかけるようにして下さい。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
『環境化学（科学）』や『地球科学（化学）』に関する教科書であれば
参考になります。

【成績評価の方法と基準】
3回のレポート課題（75%）に平常点（25%）を考慮して評価します。
なお3回のレポートは全て提出が必須であり、１回でも未提出の場
合は不可となりますのでご注意ください。

【学生の意見等からの気づき】
多くの学部／学科の学生が参加する講義です。多人数の時は教員の
声が聞きにくい、黒板の字が見えにくい等有りますが積極的に前方
で講義を受ける事をお勧めします。最新のニュースや物理および化
学に関する基礎知識などで（一見すると）本題から外れる事が有り
ますが、可能な限り簡潔にまとめるようにします。

【Outline (in English)】
[Outline]
This course will introduce basic knowledge of the changes
in the natural environment. It will also introduce natural
resources that are on the earth which humans use.
[Course outline]
In order for human beings, who are prosperous on the earth,
to continue to survive, rules regarding resources, energy,
environmental conservation, etc. are becoming necessary. I
would like to deepen my understanding while explaining the
origin of the earth and the natural environment where sunlight
is the only energy source, why it is necessary to build a sound
material-cycle society.
[Learning Objectives]

It is understood that the global environment is a closed system,
and in principle, there is no increase or decrease in elements,
and substances do not enter or leave. Utilization of limited
resources requires rules and must be fair. We confirm that
effective use of natural energy with sunlight as the origin is
essential from the viewpoint of environmental conservation
and permanence. How does R & D lead to our lives? I want
to be interested in environmental chemistry (science).
[Learning activities outside of classroom]
4 hours is the standard for studying outside class hours such
as preparation and review of this class. For topics of particular
interest, study to a level that will be helpful for the class, and
ask questions during or after class hours. In addition, feel free
to approach the instructor in charge after the class.
[Grading Criteria /Policy]
Evaluate 3 report assignments (75%) with normal points (25%)
in mind.
Please note that all three reports must be submitted, and if
even one report has not been submitted, it will not be possible.
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BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

環境と資源

中嶋　吉弘

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球で大繁栄している人類が今後も生存するには資源、エネルギー、
環境保全などに対するルールが必要になって来ている。なぜ循環型
社会の構築が必要なのか地球の成り立ち、太陽光を唯一のエネルギー
源とした自然環境を説明しながら理解を深めたい。

【到達目標】
地球環境は閉鎖系で原則として元素の増減は無く、物質も出入りし
ない事の理解を得る。限り有る資源の活用にはルールが必要でフェ
アーでなければならない。太陽光を原点とした自然エネルギーの有
効利用は環境保全や永続性の観点からも必須である事を確認します。
研究開発がどのように我々の生活に結びつくのか？ 環境化学（科
学）に興味を持てる様にしたい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
環境問題や資源枯渇の問題が注目されているが、これらの問題が必
ずしも一般の人々に正しく理解されているとは言えないのが現実で
ある。この講義では環境問題やエネルギー、資源等の問題について、
理科系の学部学生として最低限知っておく事が望ましい知識を伝え
るとともに、これらの社会的な問題に対して問題意識を持つきっか
けとなる様な機会を作る事をねらいとします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 担当講師の自己紹介と本講義の

概要、これまでの研究内容と成
果の紹介などを話ながら、今後
の授業方針を告知します。

第2回 地球科学の基礎 我々人類は地球上で誕生し、進
化を経て地球環境の恩恵と受け
る一方で、様々な問題を引き起
こしています。第２回では原始
地球の誕生から生物の進化、人
類の誕生に至る現在の地球を取
り巻く環境を、『大気』・『水域』・
『土壌』の観点から講義します。

第3回 生態系と物質循環 第２回に引き続き、第３回では
地球環境の現状について、『生態
系』と『物質循環』の観点を加
えて、生物と物質の交換を講義
します。

第4回 環境保護と環境基準 科学技術の発展は人類の生活を
豊かにする一方で、多くの環境
および資源に関する問題を生み
出しています。第４回では環境
問題の歴史を振り返りながら、
人類と環境汚染・環境保護・健
康影響について講義します。

第5回 温室効果気体と気候
変動

現在最も解決すべき環境問題と
して、温室効果気体の増加とそ
れに伴う気候変動が挙げられま
す。第５回では温室効果気体に
関します基本的な科学的知見と
気候変動に関します状況につい
て講義します。

第6回 オゾン層破壊とオゾ
ンホール

オゾン層破壊は国際的な枠組み
が定められた大気環境学のモデ
ルケースです。第６回ではオゾ
ン層破壊のメカニズムとオゾン
ホールの発生過程、国際的な枠
組みである『モントリオール議
定書』とオゾン層の現状につい
て講義します。

第7回 大気汚染と生態系へ
の影響

『光化学オキシダント』や
『PM2.5問題』、『酸性雨』などの
大気汚染は我々が最も身近に接
してきた環境問題です。第７回
ではこれら大気汚染問題の基礎
と現状、生態系への影響（第３－
４回と一部重複）を講義します。

第8回 マイクロプラスチッ
ク汚染とPOP

最近マイクロプラスチック汚染
が最近の環境問題として警鐘を
鳴らし、これを受けてプラス
チックの削減運動が進められて
います。第８回では『マイクロ
プラスチック』とは何か、なぜ
発生しますのか、何が問題なの
か、そしてマイクロプラスチッ
ク削減運動の現状を講義します。

第9回 資源の有効利用 人類は地球上の様々な資源を活
用することで発展を遂げ、一方
で環境問題を引き起こしていま
す。第９回では人類の歴史を振
り返りながら、人類が活用して
いる、または今後活用が期待さ
れている様々な資源について講
義します。

第10回 化石燃料の今昔と新
規燃料

２１世紀においても人類は多く
の石油や石炭を使用し、さらに
『シェールガス』や『メタンハイ
ドレート』などの新規の化石燃
料の利用を模索しています。第
１０回では従来の石油石炭に加
え、シェールガスやメタンハイ
ドレートなどの化石燃料の基礎
と問題点、そして近年盛んに利
用されているバイオ燃料、木質
バイオマス発電や水素の利用に
ついて講義します。

第11回 非化石燃料によるエ
ネルギー獲得の現状

オイルショック以来、わが国で
はエネルギー資源に関する議論
が現在も続けられています。ま
た世界に目を向けると、温室効
果気体の増加に伴う脱炭素社会
の行動が要求されています。第
１１回では太陽光や風力、地熱
などの発電および、燃料電池、
原子力発電の仕組みと問題点を
考えていきます。
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第12回 ゴミ問題とリサイク
ル

『ゴミ問題』は特に大都市におけ
る最も身近な環境問題であり、
その解決としてのゴミの『リサ
イクル』が大きな課題になって
います。第１２回ではゴミ処理
とリサイクルに関する基礎と現
状について講義します。

第13回 バイオマスの有用性 マイクロプラスチック問題の解
決策の一つとして、『紙製品』の
有効利用が模索されています。
また化石燃料使用による温室効
果気体の増加に対する解決策の
一つとして、木質資源によるバ
イオ燃料獲得が議論されていま
す。本講義では環境と資源の問
題の解決策として有望視されて
いる紙や木材などの『バイオマ
ス』や、微生物の有効利用につ
いて講義する。

第14回 『環境と資源』まとめ 第２～１３回にかけて、環境と
資源に関する現状と問題点およ
び解決策について講義してきた。
第１４回では総仕上げとして、
人類をとりまく環境および資源
に関する諸問題について振り返
り、現状で議論されている解決
策についてその有用性と今後起
きる可能性がある問題点などを
議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
特に興味あるテーマに関しては授業の参考になるレベルまで学習し、
授業時間内または終了後に質問する事。さらに、授業終了後自由に
担当教員に議論を持ちかけるようにして下さい。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
『環境化学（科学）』や『地球科学（化学）』に関する教科書であれば
参考になります。

【成績評価の方法と基準】
3回のレポート課題（75%）に平常点（25%）を考慮して評価します。
なお3回のレポートは全て提出が必須であり、１回でも未提出の場
合は不可となりますのでご注意ください。

【学生の意見等からの気づき】
多くの学部／学科の学生が参加する講義です。多人数の時は教員の
声が聞きにくい、黒板の字が見えにくい等有りますが積極的に前方
で講義を受ける事をお勧めします。最新のニュースや物理および化
学に関する基礎知識などで（一見すると）本題から外れる事が有り
ますが、可能な限り簡潔にまとめるようにします。

【Outline (in English)】
[Outline]
This course will introduce basic knowledge of the changes
in the natural environment. It will also introduce natural
resources that are on the earth which humans use.
[Course outline]
In order for human beings, who are prosperous on the earth,
to continue to survive, rules regarding resources, energy,
environmental conservation, etc. are becoming necessary. I
would like to deepen my understanding while explaining the
origin of the earth and the natural environment where sunlight
is the only energy source, why it is necessary to build a sound
material-cycle society.
[Learning Objectives]

It is understood that the global environment is a closed system,
and in principle, there is no increase or decrease in elements,
and substances do not enter or leave. Utilization of limited
resources requires rules and must be fair. We confirm that
effective use of natural energy with sunlight as the origin is
essential from the viewpoint of environmental conservation
and permanence. How does R & D lead to our lives? I want
to be interested in environmental chemistry (science).
[Learning activities outside of classroom]
4 hours is the standard for studying outside class hours such
as preparation and review of this class. For topics of particular
interest, study to a level that will be helpful for the class, and
ask questions during or after class hours. In addition, feel free
to approach the instructor in charge after the class.
[Grading Criteria /Policy]
Evaluate 3 report assignments (75%) with normal points (25%)
in mind.
Please note that all three reports must be submitted, and if
even one report has not been submitted, it will not be possible.
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BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

環境と資源

片谷　教孝

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境問題や資源枯渇の問題が注目されるようになって久しい。1980年代以降
はかつての四大公害事件のような激甚な公害の新たな発生はないが、地球環
境問題や有害化学物質の問題など、多くの問題が現在も存在している。また
2011年3月の東日本大震災に伴う原発事故以降、放射性物質や放射線の問題
が注目を集めるようになった。しかし、これらの問題が必ずしも市民に正し
く理解されているとはいえないのが現実である。一方で、近年はSDGs(持続
可能な開発目標)が国際社会に共通の理念とされ、すべての国民が必要な知識
を持って取り組むことが求められるようになってきた。この授業では、SDGs
の概念とともに、放射性物質を含む環境問題や、資源・エネルギー問題の全
般を広く扱い、環境問題を直接の専門分野としない学生でも最低限知ってお
くべき知識を身につけることを目的とする。
【到達目標】
この授業では、環境問題（放射線を含む）や資源・エネルギーの問題、さらに
は国際的な共通目標であるSDGsの概念について、理工系学部の学生として最
低限知っておくことが望ましい知識を身につける。また、これらの社会的な
問題に対して、十分な問題意識を持てるような動機づけを行うことも目標の
１つとする。特に、環境問題が学際的な領域であることから、理系に限定せ
ず、文系の視点からも問題をとらえることができるようになることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
まず環境問題とは何かを理解するため、環境問題の歴史的経緯やその本質的な
部分について解説する。その中で、近年なぜSDGsという考え方が出てきた
のか、その目標は何であるのかを学ぶ。次いで環境問題を自然科学のみならず
人文社会科学的な観点から理解し、さらに環境問題にどう取り組んでいく必要
があるのかを各自で考えてもらう。また資源、エネルギーの問題は、環境問
題と不可分な関係にあることから、世界や日本の地下資源やエネルギー資源
の現状を解説し、資源の有効利用と保全をいかにして両立させるかを考える。
また、通常の授業形式に戻った後については、比較的多人数が履修する科目で
あることから、双方向的な方法はとりにくいため、基本は講義形式で進める。
ただし毎回最後に短い練習問題（ミニテスト）を課し、翌週それに対するコ
メントを返すことによって、最低限の双方向性を確保する。このミニテスト
解答の提出は、平常点に反映される。春学期の授業は，原則として対面で行
う。授業方式やミニテスト解答方法の詳細は、学習支援システムで伝達する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション・環

境問題とは何か
講義の目的、講義の進め方、成績評
価方法を説明する。後半では、環境
とは何か、環境問題とは何か、とい
う基本的な点を解説する。

第2回 環境問題の歴史的経緯
とSDGs

人類が地球上に誕生してから現在に
至るまでの、環境問題（公害問題）
の歴史的な流れを解説する。また近
年なぜSDGsの考え方が出てきたの
かを解説する。

第3回 SDGsが目指すもの 現在提示されているSDGsの17の目
標について解説し、我々がそれにど
う貢献できるかについて考える。

第4回 環境問題を自然科学の
立場から理解する

地球の自然科学的なしくみを理解し、
そこから環境問題が発生する根源的
なしくみを理解する。

第5回 環境と生物 地球上に生命が誕生してから現在に
いたる生物学的な歴史と、環境問題
の関連性について考える。

第6回 近年の環境問題のトピッ
クス（1）地球環境問題

地球環境問題の全容を解説する。ま
た国際的な取り組みの状況や見通し
についても概説する。

第7回 近年の環境問題のトピッ
クス（2）化学物質問題

ダイオキシンや環境ホルモンに代表
される、化学物質由来の環境問題の
全容を解説する。

第8回 近年の環境問題のトピッ
クス（3）放射線問題

放射線、放射能、放射性物質とは何
かを解説し、原子力発電のしくみを
学ぶ。次いで福島第一原発事故の影
響の現状や、将来見通しについても
解説する。

第9回 世界と日本の資源・エネ
ルギーの現状と将来

世界全体や日本国内での資源採掘お
よび利用の現状と、今後の需給見通
しについて学ぶ。

第10回 日本の省エネルギーの現
状と再生可能エネルギー

エネルギー消費を削減するための省
エネの取り組みと、再生可能エネル
ギーの技術開発および導入状況につ
いて、日本の現状を中心に解説する。

第11回 環境問題と社会科学 環境問題を経済学、法学、社会学の
切り口からとらえる考え方を学ぶ。

第12回 環境問題に取り組むた
めに（1）（技術的取り組
み）

環境問題を抑制するために、さまざ
まな技術的手法が適用されている。
ここでは、環境問題に対する技術的
な取り組みを歴史的にみて、その主
要な手法を解説する。

第13回 環境問題に取り組むた
めに（2）（社会的取り組
み）

環境問題を抑制するための、経済学
的、法学的、社会学的な取り組みに
ついて解説する。

第14回 環境問題に取り組むた
めに (3)　（環境リスク
論）、全体の総括

環境問題によって人体にもたらされ
る負の影響は、環境リスクとしてとら
えることができる。この環境リスク
定量化の考え方と、そのリスクを提
言するためのリスク管理の考え方を
学ぶ。最後に学期全体の総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】環境問題に
関連する情報源は、マスコミ報道を中心に、我々の周囲に多数存在する。こ
の科目では、そういう一般向けの情報源からいかに自主的に情報収集を行っ
ているかが問われる。
【テキスト（教科書）】
片谷教孝・鈴木嘉彦「循環型社会入門」オーム社（2001年刊、1900円＋税、
2020年度より電子出版に移行）を必須のテキストとする。毎週使用するとは
限らないが、随時参照できるように、毎回携行することが望ましい。このテ
キストは初版から20年以上経過しているが、主要なデータは2012年の増刷
時に改訂されている。このほかの最新データについては、プリントによって
補う。なおこの教科書は、早い時期に通読（斜め読みでよい）しておくこと
が必須と理解されたい。担当教員は、履修者が教科書に目を通してあるとい
う前提で授業を進める。また、授業の要点を記載したプリントは、毎回配布
する。ただしこのプリントは、教科書を補足するためのものであり、教科書
の代用となるものではない。
【参考書】
授業中に随時紹介する。環境問題に関する出版物は、非常に多く出版されて
いる。それらの中には、科学的に正しくないものや、一部の情報を極端に強
調したものなど、誤った理解を増幅するようなものも含まれている。正しい
知識を得るために有益な参考書を授業内で紹介する。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業の終了前10分程度の時間で、個々の学生の見解を問うための簡単な
練習問題（ミニテスト）を課し、その解答提出をもって平常点とする。チェッ
クの基準は解答内容の正誤ではなく、授業内容に基づいて自ら考えた解答で
あるかによって判定される。「特になし」などの解答や、白紙解答の場合は、
平常点を与えられない。この平常点を50％、期末試験の得点を50％の割合で
合算し、評価を行う。なお、ミニテストの解答を提出しても、講義開始から
30分以上経過して入室した場合には平常点を与えられない。ただしこの30分
の余裕は、交通機関の乱れ等による影響を吸収するためのものであり、30分
遅刻してよいという意味ではないので、注意されたい。あくまでも始業時刻
に着席していることが大原則である。
【学生の意見等からの気づき】
画像・映像情報の使用を増やす要望が毎年出ているので、今年度もなるべく
多くのPowerpointスライドや映像情報を使用するように配慮する。
【学生が準備すべき機器他】
授業では映像情報やPowerpointのようなプレゼンテーションソフト上の情
報を時折使用する。ただし学生に情報機器の使用を義務づけることはしない。
ただしやむを得ずオンライン受講する場合には、言うまでもなくネットワー
ク接続された機器が必要になる。
【その他の重要事項】
担当教員は非常勤であるので、質問がある場合には毎回のミニテストの解答
の中に記載するか、メールで質問を送信することを推奨する。質問に対して
は原則として次週の授業時に全員あてに回答する。質問用のメールアドレス
は、katatani＠obirin.ac.jp（＠を半角文字にして送信のこと）。
【Outline (in English)】
[Course Outline]
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Environmental issues are very important social problems. It is
necessary for every people to understand the mechanism of these issues,
but at present, the necessity has not been performed yet. In addition,
the concept of SDGs(Sustainable Development Goals) has become a
internationally common sense. This lecture aims to study fundamental
understandings of SDGs concept and environmental issues including
global environmental issues, local issues, radioactive species, and so on.
[Learning Objectives]
The main objective of this class is to get enough knowledge on the
environmental problems, resources and energy problems, and the
concept of SDGs as a internationally common goals. Another objective is
to have a mind to have a interest on these social problems. Particularly,
as the environmental problems are interdisciplinary issues, it is
important for the students to be able to understand a problem from the
viewpoint of not only natural sciences but also social sciences.
[Learning activities outside of classroom]
"The standard study time outside of classroom is not less than 4 hours."
The information related to the environmental issues can be obtained
from the mass-media news, internet websites, newspapers, and so on .
It is important for students to gather those information by themselves.
[Grading Criteria/Policy]
An short exercise (mini-test) is conducted to ask the opinion of
individual student in the last 10 minutes of the class every week. The
answer of the mini-test is reflected to the regular point. In the case that
the answer is "nothing" or a blank paper answer, no regular point is
assigned. The total of the regular point is counted as 50% of the total
score. another 50% is evaluated by the term-end examination in July.
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SES100XB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development 100）

環境・エネルギー入門

山脇　栄道

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球環境問題への関心が高まる中、今後の大学生活や卒業後の社会生活の中
で環境・エネルギーの問題を避けて通ることはできない。様々な課題や考え
方の違いがある中で、それらの問題の本質を正しく理解し、より良い判断が
自らできるような視点を身につけていく。
【到達目標】
１．環境・エネルギーが私たちの生活や社会活動と密接に関わるものだとい
う認識を得る。
２．環境・エネルギーの問題に関して世の中で使われるキーワードを正しく
理解する。
３．大学で習得する理工学の知識は、これらの問題の正しい理解と解決に繋
がり、今後社会に出て、どんな仕事についても役立つのだという認識を得る。
４．広い視野で環境・エネルギーの課題解決の得失を理解し、バランスの取
れた考え方を身に着ける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業は、事前に学習支援システムを通じて配布する資料を使った講義形式で
実施する。環境・エネルギーに関する状況は、時代とともに少しずつ変わって
くるので、WEBからも入手可能で信頼できる最新の情報を整理して提示する。
　環境・エネルギーの問題には、いろいろな考え方や両立の難しい課題もあ
るので、一方的な講義だけでなく、質疑や議論をする場を設けて、各自の考
え方や視点などの違いに気づき、理解を深める。
　各授業後には簡単な小レポートを提出し、講義の理解度や進め方の良否を
確認して、改善してゆく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論オリエンテーション 授業の進め方、内容等を紹介。環境・

エネルギーに対する現在の理解度の
一端を自覚する。

2 カーボンニュートラル カーボンニュートラルというキー
ワードを理解しながら、環境とエネ
ルギー入門の全体像を概観する。

3 地球環境問題 地球環境問題の全体像を概観する。
今後の授業で個別に取り上げない問
題については、ここで少し詳しく紹
介する。

4 地球温暖化とは 地球温暖化はどのように起こり、どう
進んでいこうとしているのかをIPCC
の報告書に基づき正しく理解する。

5 地球温暖化最新状況 地球温暖化の最新の状況を確認する。
6 地球温暖化対策 CO2削減に向けて、どのような取り

組みが行われているか理解する。
7 エネエネルギーの需要

と供給
エネルギー白書などをベースに、エ
ネルギーの需要と供給の状況と今後
の見通しを理解する。

8 再生可能エネルギー CO2削減のカギとなる再生可能エネ
ルギーについて理解する。

9 グリーンイノベーション 水素エネルギーや電動化などCO2削
減に向けたイノベーションの取り組
みについて理解する。

10 原子力発電 様々な考え方のある原子力発電につ
いて正しい理解を深める。

11 公害問題 日本の公害の歴史と世界の状況を理
解する。

12 化学物質 新たに生み出される化学物質のリス
クを理解する。

13 廃棄物とリサイクル 廃棄物の処理の状況やリサイクルの
取り組みを理解する。

14 資源問題とまとめ 世界の資源の動向として、特に希少
金属資源の状況とその対応について
理解する。本授業全体を振り返り、
補足説明など行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業で興味
をもったことや、不明確な点について、引用文献などを通じて理解を深める。
環境関係のニュースに耳を傾け、自らも身近な環境に役立つ行為を実践する。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、授業前に学習支援システムに講義資料をアップロードす
る。紙での配布はしない。
【参考書】
環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書（環境省）
http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/
エネルギー白書（経済産業省）
https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/

【成績評価の方法と基準】
評価方法：　毎回小レポート提出（２０％）と全体のまとめレポート（７０％）
および授業参画度（１０％）により評価する。　
評価基準：　本科目において設定した達成目標を６０％以上達成している学
生を合格とする。　
　
【学生の意見等からの気づき】
資料の情報量が多すぎるとの指摘もあり、授業での説明は大事なポイントに
絞ってわかりやすく説明する。
【学生が準備すべき機器他】
資料の配布やレポート提出は全て学習支援システムを通じて行う。資料を手
元で見るためにパソコン持参のこと。
【その他の重要事項】
講師の都合により、オンラインで授業を行う可能性がある。その際は事前に
連絡する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this lecture is to obtain the standpoint
to consider and discuss the issues of the environment, energy, and
resources to create the sustainable society.
【Learning Objectives】The goals of this course are recognition of the
environment and energy issues in our lives and social activities, correct
understanding related keywords, motivation of acquiring knowledge of
science and engineering at the university and obtain a well-balanced
way of thinking.
【Learning activities outside of classroom】 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend 4 hours to understand the
course content.　
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following
Term-end-report: 70%, Short reports : 20%, in class contribution: 10%
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MEC300XB（機械工学 / Mechanical engineering 300）

製品開発工学

吉田　一朗

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　製品開発は，多様な組織が密接に協調しながら，製品を企画し指定された
期間内に要求される品質の製品を生産するまでの複雑で組織的な活動でです。
機械工学科の各科目の知識を基礎に，製品開発プロセスの全体を理解します。
　また，社会での実践経験（実戦経験）の豊富な方々を招き，開発事例や経験
を講義して頂きます。これらを通し，製品企画や仕様決定，製品アーキテク
チャ，製品プロトタイピング，製品開発管理などの基礎手法を学んでくださ
い。また，産業界の事例により製品開発や研究活動の流れを具体的に把握し
ていきます。
　以上の内容を通し，自発的に学ぶ意識や問題を発見できる意識を自ら養い，
製品開発，研究活動や問題設定を具体的に進められる基本的な能力をつけて
下さい。（この能力や意識は， 3年後期の PBLや 4年の卒業研究，博士前期
課程（修士）での研究活動に役立ちます）
　上記のような素養が身につけられれば，機械工学の王道系企業に限らず，電
機メーカや食品メーカ，医薬品メーカ，建設業界などの企業への就職を目指
しても魅力的な人材として高い評価を受けることに繋がります。
　授業担当者は，本講義を通して企業人の視点を学び・感じ取ってもらい，履修
学生のみんなが今後の進路や就職活動に役立ててもらいたいと思っています。
　
【到達目標】
　履修学生は，複雑な実務活動である製品開発の基本的考え方を学び，事例
を通じて現代の製品開発の様相を理解する。機械工学の他の関連科目の役割
りや重要性を理解し，製品開発や研究の流れを理解することが到達目標です。
　以上の理解によって，自ら進んで自発的に学ぶ意識や自ら問題を発見でき
る意識を養い，製品開発や研究活動，課題設定を具体的に進められる基本的
な能力を養うことも履修学生の到達目標になります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　製品開発工学に関連する機械工学の科目は多い。また，必要な基礎知識を復
習しながら，製品開発工学に必要となる手法を学んでもらいたい。授業計画
では大きく分けて，製品開発工学の概要，企業の製品開発で必ず必要となる
特許，最新の製品開発事例，研究や製品開発での実験，検証おいて重要な計
測学の基礎，研究，製品開発において多用される手法などについて学ぶ。理
解度を上げるため，理解の状況や進捗に合わせて授業計画の順序などを柔軟
に変更する。また，ほぼ毎回レポート課題を課す。適時，課題の解説などや
質疑応答などを通じてフィードバックを行なう。
　本授業では，海老裕介氏（伊藤・海老国際特許事務所，代表弁理士），梶原
優介氏（東京大学，教授），後藤智徳氏（㈱ミツトヨ，執行役員，Ph.D.），田
中秀岳氏（上智大学，准教授），圓谷寛夫氏（現精密工学会・事務局長，元㈱
ニコン・ゼネラルマネージャ），中谷尊一氏（シチズンマシナリー㈱，現 シ
ニアアドバイザー/元開発企画部部長），西村公男氏（日産自動車㈱パワート
レイン生産技術本部パワートレイン技術企画部，エキスパートリーダー），橋
本信幸氏（元シチズン時計㈱・研究開発センター・上席研究員，Ph.D.），藤
井章弘氏（現㈱エビデント（旧オリンパス㈱・イノベーション推進部・フェ
ロー），Ph.D.），藤嶋誠氏（DMG森精機株式会社・取締役副社長，博士（工
学）），宗像令夫氏（㈱ＰＱＭ総合研究所，代表取締役社長，元リコー），山本
和久氏（マツダ株式会社，元人事室，現商品戦略本部），湯島彰（株式会社
東芝，元東芝デザインセンター長）（五十音順）ら，研究・開発経験の豊かな
方々をお招きし，企業・大学での開発現場における実践的な事例を学ぶ。
　以上の方々と授業担当者の講義を通し，研究開発に加え人々の役に立つこ
とや社会貢献の精神・考えを学び，将来の就職活動や自己実現にも役立てて
もらいたいと考える。
　
　新型コロナウイルス等の感染症の状況や政府からの非常事態宣言および東
京都からの緊急事態措置等が発出される状況となった場合は，春学期中，必
要に応じてオンラインでの開講となる。それにともなう各回の授業内容や計
画の変更，成績評価の方法などの変更等については，学習支援システムでそ
の都度提示する。また，本授業の開始日も必要に応じて学習支援システム：
Hoppii等から通知する。本シラバスに記載の全事項は新型コロナ禍前や非常
事態宣言時以外を想定して作成されているため，オンライン式，対面式を含
め具体的な授業の進め方などは，学習支援システム：Hoppii等で提示する。
　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 製品開発プロセス，研

究，開発について
　製品開発とそのプロセスの全貌，
研究・開発について講義する。

2 特許入門（１） 　弁理士の方を招いて特許の基礎か
ら出願の仕方，特許につながるアイ
ディアの出し方まで講義いただく。

3 特許入門（２） 　担当教員の 2016年 3月迄の企業
経験や企業での特許実績を踏まえた
特許の基礎や事例，コツについて講
義する。

4 企業における製品開発
事例（１）

　大手自動車メーカの方を招いて，
企業における製品開発の事例や製品
開発における大事なポイントや求め
られる人材について講義いただく。
　
　大学における学び方や姿勢は，高
校までとは全く異なること，また，
就職活動を有利にするためにも，学
生時代に意識改革をしておくことが
良いことなどを講義いただく。
　また，所属される企業の求める人
材などについても紹介いただく。

5 企業における製品開発
事例（２）

　大手光学機器メーカの方を招いて，
企業における製品開発の事例や製品
開発における姿勢について講義いた
だく。
　また，所属される企業の求める人
材などについても紹介いただく。

6 企業における製品開発
事例（３）

　大手光学機器メーカの方を招いて，
企業における製品開発の事例につい
て講義いただく。また，企業におけ
る製品開発や設計業務において，大
学の講義内容がいかに重要であるか
を講義いただく。
　また，所属される企業の求める人
材などについても紹介いただく。

7 企業における製品開発
事例（４）

　大手計測機器メーカの方を招いて，
企業における製品開発の事例や製品
開発における姿勢について講義いた
だく。
　また，所属される企業の求める人
材などについても紹介いただく。

8 企業における製品開発
事例（５）

　担当教員の 2016年 3月迄の約8年
間の企業における研究・製品開発経
験を交えた製品開発の考え方や製品
開発事例，大学との共同研究などに
ついて講義する。

9 大学における研究・開発
の事例（１）

　東京大学生産技術研究所の教員の
方を招いて，大学における研究・開
発の事例や企業との共同研究などに
ついて講義いただく。

10 大学における研究・開発
の事例（２）

　他大学の教員の方を招いて，大学に
おける研究・開発の事例や企業との
共同研究などについて講義いただく。

11 計測学の基礎 　製品開発には計測が必要不可欠で
ある。その絶対不可欠な計測につい
て講義する。
　計測における考え方や必要性，事
例，測定機の種類などを講義する。
　計測分野は，機械工学系出身の者
にとって，もっともノーベル賞に近
い分野の一つであるほど重要である。

12 統計学の基礎（１） 　製品開発には計測が必要不可欠で
あるが，測定データは必ず統計処理
を行う。統計処理を誤れば，間違っ
た分析をしてしまい，製品開発も研
究も暗礁に乗り上げる。それほど統
計処理は重要である。
　統計学の基礎中の基礎から，表，
グラフによるデータ処理，度数分布
表やヒストグラムの作成方法，企業
の現場で使用する統計学などについ
て講義する。
　３回の講義で統計学の概要がつか
めるように，毎回のレポート課題と
その答え合わせを実施する。
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13 統計学の基礎（２） 　製品開発には計測が必要不可欠で
あるが，測定データは必ず統計処理
を行う。統計処理を誤れば，間違っ
た分析をしてしまい，製品開発も研
究も暗礁に乗り上げる。それほど統
計処理は重要である。
　統計学の基礎として，ヒストグラ
ムの分析の仕方，累積度数分布の作
成方法，数値による統計処理の種類・
計算方法などについて講義する。
　３回の講義で統計学の概要がつか
めるように，毎回のレポート課題と
その答え合わせを実施する。

14 統計学の基礎（３） 　製品開発には計測が必要不可欠で
あるが，測定データは必ず統計処理
を行う。統計処理を誤れば，間違っ
た分析をしてしまい，製品開発も研
究も暗礁に乗り上げる。それほど統
計処理は重要である。
　統計学の基礎として，数値による
統計処理の種類・計算方法などにつ
いて講義する。
　３回の講義で統計学の概要がつか
めるように，毎回のレポート課題と
その答え合わせを実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、3時間を標準とする】
　１．身近にある機械を観察し，その本質的機能は何か，なぜそのような構
造になっているのか，もっと良い構造は考えられないか，などを考え，問題
意識を持って授業に臨むことが期待されます。
　
　２．大学は，社会に出て就職する前の最後の準備期間（学習期間）です。社
会に飛び立つと，学生時代のような手厚い教育を受ける機会は激減します。そ
のため，ぜひ社会に出るまでに，自力で学習できる技術と能力，精神，考えを
身に付けられると良いと考えます。この能力は一生ものであり，社会に出た
後，どの分野に進んだとしても必ず役に立ちます。
　
　３．機械工学に関する基礎的な科目および設計工学について，よく復習し
身につけておくことが重要です。製品開発のための実用的な設計手法は多い
が，授業で学んだだけでは真の理解には至りません。自ら課題を設定し，自
発的に学ぶ学習態度が望まれます。
【テキスト（教科書）】
　教科書については，初回のガイダンスで説明します。
　１．必要に応じて授業資料を配布する。
　
　２．トリーズ (TRIZ)の発明原理 40あらゆる問題解決に使える [科学的]思
考支援ツール，高木芳徳，ディスカヴァー・トゥエンティワン社（2014年），
2,640円（税込）．
　
【参考書】
　１．『101デザインメソッド―革新的な製品・サービスを生む「アイデアの
道具箱」』，ヴィジェイ・クーマー，Vijay Kumar，渡部典子（翻訳），英治出
版（2015年），2,750円（税込）．
【成績評価の方法と基準】
　成績評価は，授業中の課題：80％，期末試験：20%の配分とします（ただ
し，期末試験を実施しない場合は，課題・レポート：100％となる。期末試
験を実施しない場合は，実施の２週間前までにアナウンスする）。
　
　講義中に設定される課題についてのレポート提出状況，レポートの内容お
よび期末試験の結果を総合して成績評価します。
　評価基準は，６０％以上が合格になります。
【学生の意見等からの気づき】
　①授業を聞くだけでなく，自ら具体的な製品開発課題を想定し，授業で学
ぶ考え方や手法を積極的に実践し深く理解していくことが望まれます。
　
　②大学の授業は高校までの授業と異なり，授業の内容を勉強するだけでな
く，教師がいなくても自分で学ぶことのできる能力：勉強の仕方を身につけ
る場です。この能力を身に付けて，養えている学生は，卒業研究を含む３・４
年生科目で能力を発揮し，更に，企業に勤めてからも活躍しています。
　
　③授業の理解を支援する資料を授業支援システムにアップロードすることで
学びの自由度を向上させ，授業内容の理解を深めることを可能としています。
【学生が準備すべき機器他】
　１．必要に応じて貸与ノートPCや関数電卓が必要。
　２．レポート・課題の提出用紙は，Ａ４もしくはＡ３のみを受け付ける。提
出用紙サイズは，授業中に指示するので厳守。
【その他の重要事項】
　本授業は，「実務経験のある教員による授業」である。授業担当者の吉田は，
精密機器メーカで約８年間，実際に販売する製品の開発および最先端の超精
密機器の研究開発の実務経験がある。また，特許・知財管理業務の実務経験，
および，研究開発者として特許出願経験や登録特許も保有する。
　
　加えて，企業人として大学・研究機関への共同研究の依頼・契約締結の経
験，および，逆に大学人として企業・研究機関への共同研究の依頼・受託・契
約締結の業務経験を有する。

　
　フィールドワークについては，課題を課す。具体的には，学生本人が興味
のある製品や商品，サービスについて市場で流通しているものと比較して考
察・発案する課題を課す。
　
【Outline (in English)】
【Course outline】
　 The product development is a complex and organizational activity,
and various organizations should cooperate closely to plan products
and produce products of required quality within a specified period.
In order to understand such product development, in this lecture,
students understand the whole product development process based on
the knowledges of each lecture of Mechanical Engineering Department.
【Learning Objectives】
　 At the end of the course, students are expected to understand the
processes and concepts of product development.
【Learning activities outside of classroom】
　 Before/after each class meeting, students will be expected to spend 4
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
　 The total score score of 60 or more out of 100 is considered acceptable.
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MEC400XB（機械工学 / Mechanical engineering 400）

エネルギー変換工学

飯島　晃良

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
種々のエネルギー形態とエネルギー形態間のエネルギー変換の基礎
技術を講義する。
更に変換の高効率化、多様性、有効利用、環境調和に関して、現在
および将来のエネルギー変換技術を概説する。

【到達目標】
種々のエネルギー形態とエネルギー形態間のエネルギー変換の基礎
を学習し、エネルギー変換技術を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義中心の授業を実施する。必要に応じて例題、演習問題を解き、理
解を深める。適宜トピックスを取り上げて紹介する。
課題についてのフィードバックは、主に学習支援システムを用いて
行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義概要 講義の概要、目標、講義日程など
2 エネルギー問題とエ

ネルギー変換
エネルギー事情、エネルギー問
題、エネルギーの種類と変換

3 熱力学の基本則 熱力学第一法則、第二法則など
4 熱機関１ 熱機関の概要、種類・型式など
5 熱機関２ ガソリンエンジン、ディーゼル

エンジンなど
6 熱機関３ ガスタービンなど
7 熱機関４ ジェットエンジンなど
8 熱機関５ 蒸気タービン、複合機関など
9 冷凍空調 ヒートポンプと冷凍サイクル
10 再生可能エネルギー 太陽光・風・地熱エネルギー・

水力など
11 直接変換１ 熱電変換など
12 直接変換２ 水素エネルギー・燃料電池など
13 エネルギー有効利用 高密度エネルギ輸送・貯蔵技術、

省エネルギ・排熱回収技術など
14 全体まとめ 授業全体の総活・レポート課題

など
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
熱力学と伝熱工学を必要に応じて復習する

【テキスト（教科書）】
無し

【参考書】
新版　エネルギー変換　斉藤他　東京大学出版会　2006年3月
必要に応じて、講義中に紹介する。

【成績評価の方法と基準】
出席率70%以上の受講者に対して、期末レポート評価(70%)を主に、
課題 (30%)を勘案の上、評価する。
評価基準：　本科目において設定した到達目標を60%以上達成して
いる学生を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
無し

【Outline (in English)】
(Course outline)
This course provides an introduction to basic concepts of
various energies and the energy conversion technologies from
one of energy to other energy. additionally, this course provides
energy conversion technologies relate to the realization of high
conversion efficiency, effective utilization, and environmental
harmony.
(Learning objectives)
The aim of this course is to achieve a comprehensive
understanding of the fundamental concepts of energy and
energy conversion technology.
(Learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class. Your study time will be more
than four hours for a class.
(Grading criteria/Policies)
Your final grade will be decided according to the following
process:
・The ratio of class attendance over 70％（over 10/14) will be
decided the final grade.
・Exercises in lecture 30%, and term-end report 70%.
To pass, students must earn at least 60 points out of 100.
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MEC400XB（機械工学 / Mechanical engineering 400）

環境工学

西井　啓典

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機械工学科の学生の多くは、メーカに就職し、設計業務に携わる。製品設計
には環境配慮が欠かせない時代になっている。技術者あるいは社会人として
必要な環境関連の知識を得るとともに、その重要性を認識する。また、環境、
エネルギー、福祉等は将来的にも重要分野で、社会人として環境に係る基礎
知識を身につけることは、今後の人生にとって有意義である。
【到達目標】
1. 典型7公害についての基本事項、防止装置の機械的要素等について理解する。
2. 環境管理、環境影響評価、リサイクル・リユース、ゼロエミッションなど
の循環型社会に於ける役割について理解する。
3. 地球温暖化、再生可能エネルギー等について学び、日本のエネルギー基本
計画との係りを理解する。
4. 環境問題全般について広く学び、地球環境を維持するため、社会貢献の心
を養う。
5.企業における環境関連製品の研究開発、プロジェクトの受注から納入まで
の流れの事例により実業務の一端を知る。
6.最先端の水質汚濁防止技術の動向に触れる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
資料を配布し、パワーポイントを用いて、環境装置の写真なども見ながら、講
義を行い、環境全般について理解してもらう。並行して、技術開発、先端技術
など社会の実情をトピックスとして紹介する。提出された課題レポートから
幾つか取り上げ講評や解説を行う。適時、質疑によって受講生の疑問にフィー
ドバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 環境概論 環境工学の講義内容、進め方、トピッ

クスについて説明する。環境基本法、
気候変動枠組条約締約国会議の状況、
SDGs等の概要について解説する。

2回 環境問題の歴史と発展 環境問題の変遷について学習し、過
去の環境関連事故の事例に学ぶ。な
お、トピックスは基本的に毎回、紹
介する。

3回 大気汚染 大気汚染の原因、評価、低減装置
（脱硫、脱硝、集じん装置）等につい
て学ぶ。

4回 水質汚濁 (1) 水質汚濁の変遷、防止対策及び技術
の概要について学ぶ。

5回 水質汚濁 (2) 水質汚濁の原因、評価、活性汚泥法
など水処理技術等について学ぶ。

6回 土壌汚染、地盤沈下 土壌汚染、地盤沈下の原因、評価、
防止技術等について学ぶ。

7回 悪臭 悪臭物質の基礎、発生原因と防止技
術等について学ぶ。

8回 騒音 騒音の基礎、騒音苦情の実態、評価、
防止技術（消音器、防音壁）等につ
いて最新技術を交えて学ぶ。

9回 振動 振動苦情の実態、振動の基礎、評価、
防止技術（防振、制振、免震、動吸
振器）等について学ぶ。

10回 廃棄物 焼却設備など廃棄物処理方法、処分
場等について学ぶ。

11回 リサイクル、リユース 循環型社会の形成に必要な、家電・
建築・自動車・容器包装などリサイ
クルの方法・実態、各種リユースに
ついて学ぶ。

12回 地球温暖化、新エネル
ギー

地球温暖化の原因と防止策、新 (再生
可能)エネルギー等について学ぶ。

13回 放射能、ゼロエミッショ
ン

放射能の基礎、影響、復旧策、ゼロ
エミッションによる循環型社会の構
築等について学ぶ。

14回 環境管理と環境監査、環
境影響評価 (環境アセス
メント)

環境 ISO（ISO14001）の考え方と
仕組み、環境影響評価 (アセスメン
ト)等について学ぶ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】環境問題
は日々、新たな問題が発生している。最新情報を得るためには、新聞やイン
ターネットなど、情報に敏感になることが大切である。
また、身の周りで起こる事象、製品・装置のﾒｶﾆｽﾞﾑ等に疑問を持ち、考える習
慣をつけることで、技術的センスが養われ、このことが将来、技術者として
の成長につながる。
【テキスト（教科書）】
講義毎に自作の資料を配布、または学習支援システムに資料を添付する。
【参考書】
新公害防止の技術と法規　産業環境管理協会
（大気編、水質編、騒音・振動編など）
環境省、国交省、総務省などの各省、機械学会など各種学会のWeb.
松信八十男　著　地球環境論入門　　　サイエンス社
福田基一　他著　環境工学概論　　　　培風館
久保田宏　他著　廃棄物工学　　　　　培風館
【成績評価の方法と基準】
課題レポート（５０％）と春学期試験（５０％）を合わせて評価する。100点
満点とし、60点以上を合格とする。
課題レポートは環境に関する話題について、現状、問題点、解決方法、自分の
考えなどをまとめ（１５００字以上）、６月末頃 (別途指示)に提出する。
春学期試験は、テーマ毎に出題した中から、春学期試験時に受講者が選択 (別
途指示)して回答する。
90～100点を S
87～89点を A+
83～86点を A
80～82点を A-
77～79点を B+
73～76点を B
70～72点を B-
67～69点を C+
63～66点を C
60～62点を C-
0～59点を D(不合格)
未受験,採点不能をE(不合格)

【学生の意見等からの気づき】
企業の新製品開発の実情、大型案件の受注活動から設計、製作、建設、納品に
至る一連のプロジェクト業務の流れ、海外視察・学会などの体験談等々、ト
ピックスとして紹介した事項が興味深かく、有益だったとの意見が散見され
た。今年度も継続させることを考えている。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
大部分の学生は、卒業すると就職し、夫々の所属先で活躍することになる。人
間として、技術者として成長するための心掛けなど、社会人として役立つ情
報を紹介したいと考えている。
企業で長年、実業務（技術開発、ライン業務、プロジェクト業務）に携わり、ま
た、豊富な学会活動などに基づいた経験談（事例）、最新技術などを紹介する。
【Outline (in English)】
Outline
Many students of the machinist subject find a job in the maker and
are engaged in design duties. It is the times when environmental
consideration is indispensable to a product design. I get necessary
environment-related knowledge as an engineer or a member of society
and recognize the importance. In addition, it is significant for the future
life that environment, energy, the welfare acquire basic knowledge to
affect environment as a member of society in the future in an important
field.
Learning Objective
1.I understand a basic matter about the model 7 pollution, the
mechanical element of the prevention device.
2.I understand a role in recycling society such as environmental
management, an environmental assessment, recycling reuse, the
zero-emission.
3. I learn about global warming, renewable energy and understand the
Japanese basic engery plan.
4. I develop a heart of the contribution to society to learn about overall
environmental problem widely, and to maintain a global environment.
5.I know one end of true duties by the example of flows from the
research and development of the environmental product in the company
concerned, the order of the large-scale project to the delivery.
6.I know the trend of the advanced technique of the field of sound.
Learning activities outside of classroom
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A new problem produces the environmental problem every day. It is
important to become sensitive to a newspaper and information including
the Internet to get the latest information.
In addition, I have a question toward a phenomenon to be caused around
the body, the mechanism of a product, the device, and a technical sense
is fed, and this is connected for the growth as the engineer in the future
by touching a custom to think about.
Grading Criteria/Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination : 50%, Short reports : 50%
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ELC200XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 200）

基礎アナログ電子回路

安田　彰

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
電子回路に用いられる能動素子の機能，動作，特性およびその解析法を理解
する．また，基本的な電子回路の構成方法およびその解析方法，設計法，実
験法，シミュレーション法を習得する．
【到達目標】
トランジスタを１つ用いたアナログ電子（増幅器）の設計が行えるようになる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
トランジスタの動作原理から1つのトランジスタを用いた基本回路を講義する．
次に，2つのトランジスタを用いた各種回路を解説する．授業では，spieceな
どの回路シミュレータを用いた回路設計や実際のトランジスタを用いた実験
を通して理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 受動素子 抵抗，キャパシタ，インダクタ，電

源，制御電源
第2回 電子管および半導体 電子管，共有結合と半導体，不純物

半導体，ｐｎ接合とダイオード，ダ
イオード特性と等価回路

第3回 トランジスタの基本特
性１

ｎｐｎ接合とｐｎｐ接合，トランジ
スタの動作と静特性，電流増幅率
（α，β）

第4回 トランジスタの基本特
性２

FET,　MOS　FETno動作と静特性

第5回 トランジスタの小信号
等価回路

トランジスタの小信号等価回路の導
出

第6回 トランジスタを用いた
基本回路1

回路の諸特性，バイアス回路，エ
ミッタ接地回路

第7回 トランジスタを用いた
基本回路2

ベース接地回路，コレクタ接地回路

第8回 トランジスタを用いた
基本回路の実験

エミッタ接地回路の動作実験

第9回 トランジスタを用いた
基本回路３

２つのトランジスタを使った基本回
路と特性

第10回 Spiceによるシミュレー
ション

基本回路のSpiceによるシミュレー
ション

第11回 差動増幅回路1 トランジスタ差動増幅回路の構成，
大信号特性，小信号等価回路

第12回 差動増幅回路2 差動利得，同相利得および同相成分
抑圧比とその改善法

第13回 カレントミラー回路 カレントミラー回路の構成と特性
第14回 能動負荷を用いた増幅器 能動負荷を用いた増幅器の構成と特

性
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義で行
う予定の内容について教科書をあらかじめ読んで講義に臨むこと．授業では，
ブレッドボードを用いた実験や，spiceを用いたシミュレーションを行う．講
義後は，これらブレッドボードやspiceを用いて電子回路の理解を深める．
【テキスト（教科書）】
藤井信生「アナログ電子回路」オーム社
【参考書】
　原田耕介，二宮　保，中野忠夫　共著「基礎電子回路」コロナ社
【成績評価の方法と基準】
小テスト (20%)，レポート（40％）試験 (40%)

【学生の意見等からの気づき】
電子回路の動作のイメージが持てるような説明を行います．
【その他の重要事項】
「電気回路」の知識を前提に行う
【Outline (in English)】
Understand the function, operation, characteristics and analysis
methods of active devices used in electronic circuits. In addition, This
course introduces a basic electronic circuit and its analysis method,
experiment method, simulation method.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ELC200XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 200）

応用アナログ電子回路

安田　彰

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
電子回路の周波数特性の解析方法を理解する．またフィードバック回路の機
能，動作，特性およびその解析法を習得する．また，演算増幅器，発振回路等
の応用回路を理解する．
【到達目標】
周波数特性を含めた，トランジスタ回路の解析方法を身につける．また，カ
レントミラー，差動増幅器といった基本回路の設計が出来るようになる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
トランジスタなどの能動素子を用いた電子回路の周波数特性の解析法につい
て学ぶ．次にフィードバック回路の原理を学ぶ．また，応用回路として，発
振回路，変復調回路，フィルタ等について学ぶ．また，spieceなどの回路シ
ミュレータを用いた回路設計や実際のトランジスタを用いた実験を通して理
解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 増幅器の周波数特性１ 周波数特性の表現法，低域および高

域遮断周波数，トランジスタ増幅器
の周波数特性

第2回 増幅器の周波数特性２ ミラー効果，利得帯域幅
第3回 増幅器の周波数特性３ トランジスタ増幅器の周波数特性改

善法
第4回 フィードバック回路１ フィードバック回路の構成法と特徴
第5回 フィードバック回路２ フィードバック回路の周波数特性お

よび位相補償回路
第6回 出力回路 出力回路の構成（Ａ級，Ｂ級，ＡＢ

級）と特性
第7回 演算増幅回路１ 演算増幅回路の基本構成，帰還増幅

器の入出力抵抗，無帰還利得，帰還
利得

第8回 演算増幅回路２ 演算増幅器を用いた反転増幅器，非
反転増幅器，加算器，差動増幅器，
積分器，微分器

第9回 雑音１ 雑音とその性質，熱雑音，トランジ
スタの雑音

第10回 雑音２ 雑音指数，増幅器の雑音特性
第11回 発振回路 発振回路の分類と発振条件（振幅条

件，周波数条件），ＬＣ発振器の構
成，ＲＣ発振器の構成

第12回 変復調回路１ 振幅変調回路（ベース，コレクタ変
調回路，平衡変調回路）

第13回 変復調回路２ 振幅復調回路（２乗検波，包絡線検
波）

第14回 フィルタ回路 フィルタ基本回路
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義で行
う予定の内容について教科書をあらかじめ読んで講義に臨むこと．授業では，
ブレッドボードを用いた実験や，spiceを用いたシミュレーションを行う．講
義後は，ブレッドボードやspiceを用いて電子回路の理解を深める．
【テキスト（教科書）】
藤井信生「アナログ電子回路」オーム社
【参考書】
原田耕介，二宮　保，中野忠夫　共著「基礎電子回路」コロナ社
【成績評価の方法と基準】
小テスト (20%)・レポート（40%)・試験（40%）
【学生の意見等からの気づき】
授業には，PCにスライドをダウンロードするか，スライドを印刷することを
薦めます．必要なメモは，スライドの上に書き込んで下さい．
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC
LTspice

【Outline (in English)】
This course deals with how to analyze the frequency characteristics
of electronic circuits. This course introduces the function, operation,
characteristics and analysis method of the feedback circuit. This course
also introduces application circuits such as operational amplifiers and
oscillation circuits.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ELC300XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 300）

アナログ回路デザイン

安田　彰

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CMOSを用いたアナログ集積回路の設計の基礎を身につけ，機能回路ブロッ
クの設計を行う．
【到達目標】
CMOSアナログ回路の基本的な設計を行えるようになる．また，解析的およ
びシミュレータを用いたその特性の評価能力を身につける．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
CMOSアナログ基本回路から機能回路ブロックまで，動作原理等について講
義を行う．また，各回路ごとに，LTspiceなどの回路シミュレータを用いて授
業中に回路設計を実際に各自行い理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 アナログ集積回路の予

備知識
アナログ回路設計者の心構え，シリ
コン基板，MOS素子の構造，MOS
型集積回路の製造工程

第2回 MOSFETの動作 MOSFETの動作原理，MOS素子の
小信号等価回路

第3回 MOS増幅回路の基礎 基本増幅回路（ソース接地回路，
ゲート接地回路，ドレイン接地回
路），カスコード増幅回路

第4回 増幅回路の周波数特性 フィルタ特性，周波数特性を決める
要素，増幅器の周波数特性

第5回 アナログ回路のノイズ ノイズを伝える3要素，ノイズに強
いアナログ回路設計

第6回 差動増幅回路 差動増幅回路，差動電圧利得，同相
電圧利得，バイアス回路

第7回 コンパレータ回路 サンプル＆ホールド回路，増幅器と
ラッチ回路の過渡応答特性，高速コ
ンパレータ回路，オフセットキャン
セル法，出力バッファ

第8回 素子マッチングとレイ
アウト

MOSFET特性のばらつき，ばらつき
の影響を低減する方法

第9回 フィードバック回路 帰還回路の概念，機関回路の効用，
帰還増幅器

第10回 OPアンプ1 OPアンプとは，OPアンプの要素回
路，差動入力段，2段構成のOPアン
プ設計法

第11回 OPアンプ2 入力段の許容入力電圧範囲の拡大法，
出力バッファ回路

第12回 フィルタ フィルタの歴史，フィルタの伝達関
数，フィルタの周波数特性，フィル
タの実現法，連続時間フィルタ，ス
イッチトキャパシタフィルタ

第13回 アナログ－デジタル変
換器

A-D変換器の原理，並列型ADC，パ
イプラインADC，ΔΣADC

第14回 アナログ回路デザイン
演習

OPアンプ回路の設計実習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】各回で解
説した基本回路の動作をspiceシミュレータにより確認し，実際に設計を行う
こと．
【テキスト（教科書）】
谷口研二「CMOSアナログ回路入門」CQ出版社
【参考書】
Dehzad Razavi, “Design of Analog CMOS Integrated Circuits,”
McGRAW-Hill

【成績評価の方法と基準】
授業内演習（６０％）および設計レポート（４０％）
【学生の意見等からの気づき】
授業では，講義と演習を行います．演習では，実際に設計を行いますので，そ
の際に疑問点などにお答えします．質問を歓迎します．
【学生が準備すべき機器他】
演習ではPCを使用します．

【その他の重要事項】
「電気回路,　電子回路」の知識を前提に行う．
【Outline (in English)】
This course introduces the basics of a CMOS analog integrated circuit
design. The students who take this course design and verify functional
circuit blocks with a simulator.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ELC300XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 300）

パワーエレクトロニクス

早乙女　英夫

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
直流電力の電圧変換、直流電力から交流電力への変換および交流電力から直
流電力への変換を行うパワーエレクトロニクス技術の概要を理解する。
【到達目標】
DC-DCコンバータ，インバータおよび整流器の基本動作が理解できることを
本授業の到達目標としている。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
パワーエレクトロニクス技術の実用例を紹介し，その基礎となる電力用半導
体デバイス，電力回路，電子回路，電力変換および制御などの要素技術につ
いて，例題や演習を交えて解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義概要 パワエレ製品の紹介，本講義で解説

する内容の概要説明
2 電力の復習 (1) 単相回路における瞬時電力や複素電

力についての復習
3 電力の復習 (2) 三相回路における電力，３相２相変換
4 DC/DCコンバータ (1) チョッパー回路の基本動作
5 DC/DCコンバータ (2) バイポーラトランジスタやFETのス

イッチング特性
6 DC/DCコンバータ (3) 接合型ダイオードの逆回復特性，

バックコンバータ
7 DC/DCコンバータ (4) フォワードコンバータ，ブーストコ

ンバータ
8 DC/DCコンバータ (5) バックブーストコンバータ，フライ

バックコンバータ
9 インバータ (1) ３相インバータの動作原理
10 インバータ (2) 出力電圧のフーリエ解析
11 インバータ (3) PWMインバータ
12 整流器 (1) ダイオード整流器
13 整流器 (2) サイリスタ整流器
14 整流器 (3) 直流送電，PWMコンバータ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】復習を行
い，疑問があれば，次の授業で必ず質問すること。
【テキスト（教科書）】
講義に出席し，講義ノートを取ることでテキストとしている。講義中の質問
は常時受け付けている。
【参考書】
電気回路，電磁気などの教科書。電機メーカーの技術報告資料など。
【成績評価の方法と基準】
期末試験 (100点満点)にて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
教員の熱意があり，工夫された授業であるとのコメントが毎年あり，現状を
続けていきたい。
【学生が準備すべき機器他】
講義は全てプロジェクターを用いたパワーポイントで行う。
【その他の重要事項】
教員が解説中の私語は厳格に禁止している。ただし，自由な雰囲気のディス
カッションの時間を設けている。
【Outline (in English)】
Basic technologies of power electronics, such as DC-DC, DC-AC and AC-
DC power conversions are delivered in this lecture. The students will
understand these technologies and their related circuit theories through
the lecture. The grade is decided by only the term-end examination.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ELC300XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 300）

ディジタル回路デザイン

安田　彰

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ハードウェア記述言語 (verilog)を用いた論理回路設計を身につける．
【到達目標】
授業終了時には，ディジタル機能ブロックの設計が出来るようになる．また
基本的なCPUの設計が出来ることを目指す．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
デジタル基本回路について復習し，これらのハードウェア記述言語による記述
方法を講義する．また，これらについて授業時間内にPCを用いてシミュレー
タにより，その記述方法，特性について検証する．また，より高度な回路の
設計方法について学ぶ．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ディジタル集積回路設

計とは
ディジタル回路集積回路設計の概要

第2回 論理検証とシミュレー
ション

ディジタル回路の検証，ディジタル
シミュレータ，Spiceシミュレータ

第3回 論理合成 論理合成とツール
第4回 HDL記述の基礎（1） 代入文，代入文，演算子，条件式
第5回 HDL記述の基礎（2） always文，case文，ループ文，フ

リップフロップ
第6回 HDL記述の基礎（3） ブロッキング代入文，ノンブロッキ

ング代入文，関数，タスク
第7回 HDL記述の基礎（4） ゲートレベル・モデリング，パラ

メータ化された設計
第8回 モデリング例（1） 順序回路（同期・非同期フリップフ

ロップ）
第9回 モデリング例（2） カウンタ，シフトレジスタ
第10回 モデリング例（3） メモリ，レジスタ
第11回 モデリング例（4） 有限ステートマシン
第12回 モデリング例（5） ALU，カウンタ，デコーダ，マルチ

プレクサ
第13回 設計演習（1） 信号処理回路の設計演習
第14回 設計演習（2） FPGAによる実装
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】Verilogシ
ミュレータを用いて，解説された論理回路の設計を行うこと．
【テキスト（教科書）】
ディビッド・マネー・ハリス，サラ・L・ハリス著，天野英晴他訳
「ディジタル回路設計とコンピュータアーキテクチャ」翔泳社
【参考書】
小林優著「入門VerilogHDL記述」CQ出版
【成績評価の方法と基準】
授業内演習レポート（６０％）およびレポート（４０％）
【学生の意見等からの気づき】
授業では，Verilog言語を用いた設計実習を行う．その際，CADソフトの使用
方法の練習も行う．
皆さんのオリジナリティを出せるような演習を行います．
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC

【その他の重要事項】
本講義では，PCを用いた演習を行う。
【Outline (in English)】
This course introduces a logic circuit design using a hardware
description language (Verilog).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SSS300XF（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 300）

保全性工学

田村　信幸

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
保全に関連した話題は非常に多岐に渡る．本講義では特に保全活動
を行う場面で必要な保全性設計と評価のための考え方と方法論，及
び保全計画構築のための数理的手法を学ぶ．

【到達目標】
保全方式を分類し，与えられた状況の下で適切な方式を選択できる．
保全性の設計や評価を行うための基本的な考え方や方法論を理解し
ている．さらに，保全計画構築のための数理的手法の基礎理論を理
解し，簡単な問題へ適用することができる．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う．また，学生を指名してこちらで提示した質問に回
答して貰う等，可能な限り講義時間内に発言する機会を設ける．ま
た，講義内容の理解を深めるため，適宜演習を行う．演習や課題の
提出とそれに対するフィードバックは学習支援システムを使用する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 保全性設計の基礎 保全の重要性，LCCの定義，保

全方式の分類について学ぶ．
第2回 保全性設計支援手法 RCMの考え方とLCCの計算に

ついて学ぶ．
第3回 保全性評価手法 ファジィ理論の基礎，信頼性ブ

ロック図，FMEAとFTA，デザ
インレビューの基礎を学ぶ．

第4回 確率統計の復習 確率分布，最尤法，及び仮説検
定について復習する．

第5回 信頼性試験 1回抜取検査と逐次抜取検査を
学ぶ．

第6回 故障物理 故障モデルと加速試験を学ぶ．
第7回 構造信頼性 機械・構造物の破損の確率論的

評価について学ぶ．
第8回 確率過程の基礎1 ポアソン過程と非斉次ポアソン

過程の基礎と重要な性質を学ぶ．
第9回 確率過程の基礎2 再生過程の原理，再生関数の意

味，及び再生方程式の基本的な
解法を学ぶ．

第10回 時間計画保全1 年齢取り替えとブロック取り替
えの考え方と定式化を学ぶ．

第11回 時間計画保全2 小修理を考慮したブロック取り
替えについて学ぶ．

第12回 保証を伴う保全1 FRWモデルの基礎を学ぶ
第13回 保証を伴う保全2 2次元保証モデルの基礎を学ぶ．
第14回 まとめ これまでの内容のまとめを行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
毎週講義内容を復習する．また，必要に応じて1年次の確率統計と
2年次の数理統計学の内容を勉強した方が良い．

【テキスト（教科書）】
特に使用しない．学習支援システムを利用して資料を配布する．

【参考書】
必要に応じて講義時間中に指示する．

【成績評価の方法と基準】
レポート (60%)，講義への積極的な参加 (40%)で評価する．

【学生の意見等からの気づき】
特になし．

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコン

【その他の重要事項】
取り上げる内容や順番は多少変更することがある．
併せて信頼性工学と応用確率論を受講することが望ましい．また，3
年次に進級後はデータ分析も受講することを勧める．

【Outline (in English)】
In this course, students learn several ideas and methodologies
for assessment and design of maintainability, and mathemati-
cal methods for maintenance planning based on statistics and
probability theory.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1) to assess maintenance problems based on necessary
information
2) to select an appropriate method for analysis of maintenance
problems
3) to derive maintenance plan by using mathematical models
After each class, students will be expected to spend four hours
to understand the course content. And if necessary, review on
probability and statistics learned at 1st and 2nd grade are also
needed.
Grading will be decided based on short reports (60%) and in-
class contribution (40%).
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APC100YC（複合化学 / Applied chemistry 100）

グリーンケミストリ

渡邊　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グリーンケミストリとは“環境にやさしいものづくりを目指す化学“である。現
在の経済発展による豊かさを追求する社会経済システムには限界があり、今後
は持続可能な循環型社会経済システムへ変革していく必要がある。資源・エ
ネルギーは可能な限り循環させ、環境負荷をできる限り小さくすることが望
まれている。ものづくりにおいては、優れた材料特性を持つとともに、低環
境負荷な設計や合成プロセス、廃棄物の再資源化などが求められている。本
授業ではグリーンケミストリの12箇条の概念を具体的な例を挙げて解説する
とともに、過去と現在の環境問題、省エネを含めた定量的な取り扱い、廃水
の再生法、廃棄物の再資源化方法、個々の環境物質の測定法、及びエコマテ
リアルについて解説する。
【到達目標】
この授業では、グリーンケミストリの概念を理解するとともに、これまでの
環境汚染や公害問題の歴史、汚染化学物質の性質について学ぶ。さらに省エ
ネルギー、省資源を含め再生可能なシステム、メカニズムを理解することで、
身近な具体的な環境問題について化学的知見に基づき応用可能な能力を身に
付けることを目標としている。
以下に達成目標を記す。
１．グリーンケミストリの概念について例を挙げて説明できる。
２．これまでの環境汚染および公害の歴史を説明できる。
３．環境の現状と対策について説明できる。
４．環境汚染物質の種類やそれらの特性および省エネを含めた定量的な取り
扱いができる。
５．廃水の再生法、廃棄物の再資源化方法について説明できる。
６．個々の環境物質の測定法を説明できる。
７．エコマテリアルについて例を挙げて説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
主にパワーポイント資料を用いた講義を行い、5回以上のアクティブラーニン
グ（演習または発表）を実施する。アクティブラーニングで実施した演習問
題を含む聴講ノートを提出してもらう。小テストは2回実施し、レポートも2
回課す。定期試験を行う。なお、予習・復習の内容については、配布資料や授
業で指示する。予習・復習を行うことを前提に授業を進めるので、予習・復習
に十分な時間を費やすこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の全体的な説明、

グリーンケミストリとは
本講義の全体的な説明とグリーンケ
ミストリの概念（12箇条）について
説明する。

2 環境問題の歴史 これまでの環境問題および公害の歴
史について４大公害病を中心に説明
する。

3 環境保全に関する法律 環境基準について説明する（アク
ティブラーニング（演習））。

4 環境における化学物質
の挙動（１）

大気圏における化学物質の挙動につ
いて説明する。

5 環境における化学物質
の挙動（２）

土壌圏、水圏における化学物質の挙
動について説明する。（アクティブ
ラーニング（演習））

6 環境の現状と対策につ
いて（１）

大気環境の現状と対策について説明
する。

7 環境の現状と対策につ
いて（２）

水環境と土壌環境の現状と対策につ
いて説明する。（アクティブラーニン
グ（演習））

8 廃棄物の再資源化 都市資源としての廃乾電池などやバ
イオマスについて、それらの再資源
化について説明する。

9 環境汚染物質の測定
法－大気、水質、土壌中
の汚染物質の測定法

主な環境測定法について説明する
（アクティブラーニング（演習））。

10 グリーンケミストリの
12箇条について例を挙
げて解説（１）－1～6条

グリーンケミストリの12箇条の中の
1～6条に関係するものについて例を
挙げて解説する。（アクティブラーニ
ング (発表））

11 グリーンケミストリの
12箇条について例を挙
げて解説（２）－7～12
条

グリーンケミストリの12箇条の中の
7～12条に関係するものについて例
を挙げて解説する。（アクティブラー
ニング（発表））

12 環境とエネルギー－省
エネも含めた定量的な
取り扱い

原子力エネルギー、新エネルギー
（太陽光、太陽熱、風力、バイオマス、
地熱）、燃料電池について説明する。

13 エコマテリアル－環境
負荷の少ない機能性材
料について

エコマテリアルについて、光分解性、
生分解性プラスチック、多孔質材料
について説明する。（アクティブラー
ニング（演習））。

14 まとめ 本講義全体のまとめを行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】環境を化学
の視点から捉えることから、化学の基礎を十分理解しておく必要がある。そ
のためには、基礎となる高校の化学の習得および大学１年での化学を並行し
て学習しておく必要がある。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
J. E. Andrews et al.“An Introduction to Environmental Chem-
istry”Blackwell Pub., “環境化学概論”田中稔ら、丸善, “環境と化学グリーン
ケミストリー入門 “荻野和子ら、東京化学同人, “陸水環境化学”藤永薫ら、共
立出版, “環境白書 “環境省編.

【成績評価の方法と基準】
演習問題を含む聴講ノートの提出（１０％）、小テスト（２０％）、レポート
（２０％）、期末テスト（５０％）で評価
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
Green chemistry is the study of chemical products and processes
that reduce or eliminate the generation of substances hazardous to
humans, animals, plants, and the environment. This course covers basic
fundamentals of green chemistry, through the 12 design principles of
green chemistry, and explores relevant examples of their practical use
in commercial applications.
The goals of this course are to
(1) be able to explain the 12 design principles of green chemistry,
(2) be able to explain relevant examples of their practical use in
commercial applications.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 50%, Quiz: 20%, Short reports : 20%, in class
contribution: 10%.
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BOA100YD（境界農学 / Boundary agriculture 100）

環境と人間

街　勝憲

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会で問題となっている環境がもたらすヒト生体への影響について学ぶ。
現在、人類をとりまく生活環境、社会環境の変化が著しい。そこで、様々な
環境の変化のうち特に運動・身体活動の観点から考察し、生体への影響をマ
クロ・ミクロ的視点から学習する。
【到達目標】
様々な環境やその変化がヒト生体に及ぼす影響について理解することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
本講義では、生体に関する基礎的な内容を解説する一方で、環境と人間との
関係の具体例を概説する。最新時事の話題を取り上げる場合があるため、講
義内容の一部変更があり得る。但し、新型コロナウィルスの感染状況によっ
てオンライン・オンデマンド型授業となる場合は、詳細について「学習支援
システム」にて周知する。また、授業中に出された質問等に対するフィード
バックは、次回授業の冒頭に解説することで行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめに、講義の概要 環境と人間との関連性を概観する
2 環境が人間に及ぼす影

響1
休養・睡眠

3 環境が人間に及ぼす影
響2

食生活と運動習慣による肥満と痩せ
への影響

4 環境が人間に及ぼす影
響3

現代の生活環境と身体活動の変化

5 運動・身体活動と環境1 筋の構造と機能
6 運動・身体活動と環境2 運動と骨格筋の適応
7 運動・身体活動と環境3 運動時におけるエネルギー供給機構
8 運動・身体活動と環境4 運動と呼吸調節
9 運動・身体活動と環境5 運動と循環調節
10 環境が人間に及ぼす影

響4
生活環境と骨粗鬆症・サルコペニア

11 環境が人間に及ぼす影
響5

運動がもたらす疾患への効果1

12 環境が人間に及ぼす影
響6

運動がもたらす疾患への効果2

13 環境が人間に及ぼす影
響7

低酸素環境と運動

14 環境が人間に及ぼす影
響8

暑熱環境と運動

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義内容に
関連する参考書などを読み、関連事項の概要の把握に努める。また、講義中
に紹介される参考図書は、関心の深い図書を選択して、内容の理解に努める。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。必要に応じて学習支援システム、または授業中に資料を配
付する。
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
1)平常点および授業後に実施されるクイズなど: 60%
2)学期末レポート: 40%
オンライン・オンデマンド授業に変更になった場合は、成績評価の方法と基準
も変更します。具体的には、授業開始日に学習支援システム上に提示します。
【学生の意見等からの気づき】
資料調査やプレゼンなど自主的な学習を重視する。
【学生が準備すべき機器他】
プレゼン授業時には貸与パソコンを持参すること。
【Outline (in English)】
Course outline: This course introduce the relationship between human
body and environmental condition to students taking this course.

Learning Objectives: The end of the course, students should be able to
explain physical response to different environmental situations.
Learning activities outside of classroom:Before each class meeting,
students will be expected to spend 2 hours to understand the course
content.
Grading Criteria /Policies: Grading will be decided based in class
contribution (50%), and the quality of the students’ term end
examination (50%).
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AGC300YA（農芸化学 / Agricultural chemistry 300）

食品科学

三浦　豊

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
我々が生きていくうえで不可欠である食品について、化学的・生物学的側面か
ら学習することで、生命にとって食品とは如何なるものであるかを理解する。
また講義で得られた知識をもとに学生諸君の食生活を見直し、健康な生活を
送るための指針とすることを目標とする。さらに食品を取り巻く法的、社会
的、産業的な動向についても理解を深めることを目標とする。
【到達目標】
日常摂取している食品がどのような成分から構成されており、我々の健康維
持とどのように関わっているか、という点に関して理解し、考える機会を持
てるようになることが目標である。具体的には、我々は何のために食品を摂
取するのか、食品はどのような成分から構成されているのか、食品成分はど
のような化学的性質を有しているのか、食品成分が生体にどのような影響を
及ぼすのか、を理解し、食品と生体とのかかわりを総合的に理解することも
目標とする。また最終的には講義で学習した内容を日々の食生活に生かして
いけるようになってもらいたい。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義の前半では食品に含まれる成分について、その分類、化学構造、生物機
能を順次学習する。食品中には栄養素と非栄養素が含まれているため、5大栄
養素と非栄養素について順次解説を行う。中間テストを挟み、講義後半では、
食品と健康との関わりについて学習する。具体的には食品と病気（メタボリッ
クシンドローム、糖尿病、癌）との関連を学習する。講義は配布するプリン
トに基づき実施する。
課題等の提出やそのフィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。さ
らに最終授業で、13回までの講義内容のまとめや復習だけでなく、授業内で
行った試験や小レポート等、課題に対する講評や解説を行い、最終試験に向
けた学習の指針も解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要を解説し、食品と生命の関

わりについてオーバービューすると
同時に最新のトピックスを紹介する。

第2回 食品成分の化学１ 食品成分中の糖質について化学的な
側面と生物機能を講義する。

第3回 食品成分の化学２ 食品成分中のアミノ酸、ペプチド、
タンパク質について化学的な側面と
生物機能を講義する。

第4回 食品成分の化学３ 食品成分中の脂質について化学的な
側面と生物機能を講義する。

第5回 食品成分の化学４ 食品成分中のミネラルと水溶性ビタ
ミンについて化学的な側面と生物機
能を講義する。

第6回 食品成分の化学５ 食品成分中の脂溶性ビタミンと非栄
養素について化学的な側面と生物機
能を講義する。

第7回 食品成分の生物学１ 食品成分の消化・吸収について講義
する。

第8回 食品成分の生物学２ 食品成分の代謝とその調節機構につ
いて講義する。

第9回 中間テスト 前半の講義内容に関して中間テスト
を行う。

第10回 食情報について 食品と健康の関係を食品が含有する
食情報という観点から講義する。

第11回 食品とメタボリックシ
ンドローム

メタボリックシンドロームと食品の
関わりについて講義する。

第12回 食品と糖尿病 糖尿病と食品の関わりについて講義
する。

第13回 食品と癌 癌と食品の関わりを講義する。
第14回 これからの食品科学 個人の体質に合った食習慣や食品を

利用した先制医療など食品科学の将
来を論じる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】特に予習を
行う必要はないが、講義で学習したことの復習を行い、質問等があれば、翌
週の講義時に聞くこと。また食品という日常生活に関連するものを対象とす
る講義であるため、毎日の食生活に学習した内容をフィードバックすること
を常に意識してもらいたい。
【テキスト（教科書）】
講義はパワーポイントを用いて行うが、スライドを印刷したプリントを毎回
配布する。
【参考書】
「食品の科学」上野川修一、田之倉優編、東京化学同人
「健康栄養学」－健康科学としての栄養生理化学ー　小田裕昭、加藤久典、関
泰一郎編、共立出版
【成績評価の方法と基準】
平常点（１０％）、中間テスト（３０％）、期末テスト（６０％）とする。中間
テスト、期末テストともに講義内容の理解度を判定する。
【学生の意見等からの気づき】
講義内容が多岐にわたり、情報量が多くなる傾向があるため、大事な個所に
は時間を十分に掛けるなど、講義のメリハリをよりはっきりとつけるように
努めたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
目標にも記載しましたが、食品は毎日摂取する身近なものであると同時に皆の
生命を支える根幹です。講義内容をよく理解し、自らの食生活を見直すきっ
かけとなることを期待します。
【Outline (in English)】
Food is well known to be important for our life. In this lecture, the
chemical and biological properties of foods are lectured. From this
lecture, students will be able to get some knowledge for living better and
healthy. The legal, social and industrial aspects of food development and
food industry will be also lectured.
For this lecture, a work outside of class is not needed particularly, but
the content of the lecture may be familiar for you and your daily life. So,
the knowledge you will get in the lecture may be anticipated to
be applicable for your healthy life.
For grading, your attitude in the class (10%), midterm test (30%), and
final test (60%) will be evaluated. Both the midterm test and the final
test will assess the level of understanding of the lecture content.
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物病学概論

濱本　宏

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では主として微生物による植物病について、病原性のメカニズムや伝
染様式、さらに、それら病原に対して植物の持つ病害抵抗性の機構等を学ぶ。
【到達目標】
ウイルス、細菌、菌類など植物病原微生物の分類とその特徴、それらが引き
起こす病徴について基礎的な知識を得る。また、それら微生物がどのように
植物に病気を起こすのか、それに対して植物はどのように抵抗性を示すのか
を理解する。さらに、これらの知見を病害の診断や防除にどのように活かす
のか考える能力を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
＜＜授業実施方法の詳細等は学習支援システムを通じてお知らせします＞＞
パワーポイントを用いて解説することを基本とする。トピック的に原著論文
を紹介したりTEDなどのビデオをみることで、理解を深めたり最新の知見を
得たりする。授業中にオンラインのアンケート機能等を用いて、理解度の把握
に努め、授業進行に役立てる。授業内の最後に行う「テスト/アンケート」あ
るいは「課題提出」のフィードバックは翌週授業の冒頭で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物病と微生物 植物病を引き起こす微生物と、基本

的な用語について
第2回 ウイルス・ウイロイド病

（1）
ウイルス・ウイロイドの分類と進化

第3回 ウイルス・ウイロイド病
（2）

ウイルス・ウイロイド病の性状・病
徴と伝染様式

第4回 細菌・ファイトプラズマ
病（1）

植物病原細菌・ファイトプラズマの
分類とその性状

第5回 細菌・ファイトプラズマ
病（2）

植物細菌病・ファイトプラズマ病の
病徴と伝染様式

第6回 菌類病（1） 植物病原菌類の分類・命名とその性状
第7回 菌類病（2） 植物菌類病の病徴と伝染様式
第8回 線虫病と生理病 植物寄生線虫の分類、性状と病徴、

植物生理病の種類と病徴
第9回 中間まとめ 植物病を引き起こす病因について振

り返り、質疑応答
第10回 植物感染生理（1）：病

原性
病原微生物の植物侵入の機構と病原
性発現の機構

第11回 植物感染生理（2）：抵
抗性

病原微生物に対する宿主の抵抗性の
種類とそれらの機構

第12回 植物感染生理（3）：バ
イオテクノロジー

従来の育種後術とAI育種、遺伝子組
み換え技術

第13回 植物病の診断と防除 植物病の診断、防除の技術、総合的
病害虫管理（IPM）

第14回 植物病学の最新トピッ
クと総合まとめ

植物病学に関する最新のトピックの
紹介・授業をふりかえり総合まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業で強
調する専門用語や病名について、他の授業・実習内容の復習や自習によって
知識を深めてほしい。
【テキスト（教科書）】
植物医科学（難波成任監修），養賢堂，2022

【参考書】
植物病理学（眞山滋志、難波成任編）,文永堂出版, 2010．
Plant Pathology, 5th edition (G.N. Agrios), Elsevier, 2005.
Essential Plant Pathology (G.L. Schumann, C.J. D’Arcy), APS Press,
2010

【成績評価の方法と基準】
期末試験：80%、平常点20%を目安として総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
特に、配布プリントを見やすくすることと、学習支援システムへのタイミン
グ良いアップを心がける。クイズ形式のアンケートなどをできるだけ取り入
れ、授業の進行に役立てる。

【その他の重要事項】
化学業界に勤務経験のある教員が、特に農薬の開発や使用に関して具体的な
説明を加える。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, we mainly learn the mechanisms of pathogenicity, the
mode of transmission, and the mechanisms of disease resistance of
plants against pathogenic diseases of microorganisms.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to obtain basic knowledge of the plant
pathogens, how they cause plant disease and how the plants resist to
the attack of the pathogens.
【Learning activities outside of classroom】
In this course, to know the scientific terms are important and review the
meanings of the terms that you didn’t know.
【Grading Criteria /Policy】
Final evaluation will be decided according to; term-end examination
(80%) and in-class contribution (20%).
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植物分子細胞生物学

鍵和田　聡

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物は光合成を行って二酸化炭素を固定するなど、動物など他の生物とは異
なった生理機能をもって生活している。こうした植物の持つ様々な生理機能
について、細胞レベル・分子レベルでのメカニズムを理解することによって、
植物の健全な育成を行うための基礎的な考え方を習得する。現在、植物の生理
的変化や、形態形成のメカニズム、さらには植物の環境応答のしくみを明らか
にするための研究が進んでおり、本講義でもこれらの最先端の知見を紹介す
る。これらの内容は植物の生理的障害の分子機構、あるいは病原体に対する
植物の防御応答のメカニズムなど、幅広い分野を理解するための基礎となる。
【到達目標】
植物を構成する細胞の役割や機能、また植物の代謝や環境応答などの生理に
ついて、基本的な分子レベル・細胞レベルから理解できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
授業計画に従い講義を行う。適宜ノートをとり、毎回振り返って復習し、深く
理解したい点は適宜参考書を調べること。また内容について理解が進んでい
るか、数回行う確認テストで検討すること。レポート課題、および講義を理
解する上で前提となる内容の補習問題を行う。課題等の提出・フィードバッ
クは「学習支援システム」を通じて、あるいは講義内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物の構造（1） 植物組織の特徴
第2回 植物の構造（2） 植物の細胞
第3回 植物の代謝経路（1） 光合成と物質移行
第4回 植物の代謝経路（2） 糖、脂質
第5回 植物の代謝経路（3） 窒素、リン酸の代謝と共生微生物
第6回 二次代謝産物 代謝経路と機能
第7回 遺伝子発現 核酸、タンパク質と遺伝子発現調節

機構
第8回 シグナル伝達の分子機構 植物のシグナル伝達系、およびその

制御の分子機構
第9回 植物の遺伝子組換え 植物の全能性、および遺伝子組換え

植物の作成法
第10回 受精と初期発生 植物の受精と初期発生のメカニズム
第11回 形態形成の遺伝子 花器等の形態形成に関わる遺伝子と

発現制御
第12回 植物ホルモン 植物ホルモンの作用
第13回 非生物ストレス 環境ストレスに対する応答機構
第14回 生物ストレス 抵抗性、過敏感反応
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
毎回ノートを復習し、深く理解したい点は適宜参考書を調べる。内容について
理解が進んでいるか数回行う確認テストで振り返ること。レポート課題（１
題）、および講義を理解する上で前提となる内容の補習問題（１題）を行う。
【テキスト（教科書）】
学習支援システムにて参考資料を配布する。
【参考書】
「植物生理学ー分子から個体へー」幸田ら、三共出版
「植物生理学概論」桜井ら、培風館
その他、適宜内容に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
確認テストを含む平常点（約15%）、レポート課題と補習問題（約15%）、期
末試験（約70%）の結果を総合して評価する。
【学生の意見等からの気づき】
基礎的な点から丁寧に説明する。
【その他の重要事項】
オフィスアワーは履修の手引きを参照。

【Outline (in English)】
Plants have physiological functions different from animals, such as
carbon dioxide assimilation by photosynthesis. By understanding
the mechanisms at the cellular level and molecular level of various
physiological functions of plants, students learn the fundamental idea
for growing healthy plants. The contents of this class form the
basis for understanding physiological phenomenon of plants such as
the molecular mechanism of physiological disorders of plants and the
defense response of plants against pathogens. The standard study time
for this class is four hours to understand the course content. Your overall
grade in the class will be decided based on Term-end examination (70%),
reports (15%) and in-class contribution (15%).
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栽培植物学

佐野　俊夫

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
われわれの食料となる作物（穀物、野菜類、果実類）にはどのような種類があ
るのか、そしてそれぞれの作物の成育特性を学ぶ。また、これらの作物が世
界と日本国内とでどのように栽培されているのかを知り、栽培上の問題点を
学ぶ。
【到達目標】
食料・資源として利用されている栽培植物の栽培特性および食料・資源とし
ての価値を理解する。そしてそれらの作物栽培にはどのような配慮が必要で
あり、どのような問題があり、今後どのような変化が予想されるかについて
理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義形式の授業形態ですが、穴埋め式テキストを配布し、ヒントを出しなが
らみなさんに穴埋め部分を回答してもらっています。
また、毎授業で課題を出します。その授業のポイントの復習に充てているの
で、課題解答を学習支援システム課題欄に提出してください。翌週の授業時
に課題の解説をします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 栽培植物学とは 栽培植物学とはどのような学問か、

主要栽培植物を紹介する
第2回 イネの来た道 日本で栽培されるイネの起源、世界

のイネ、コメの性質、これからの稲
作について説明する

第3回 コムギ、オオムギの栽培
と利用

コムギ、オオムギの日本、世界での
栽培、利用、性質を説明する

第4回 マメ科植物の栽培と利用 日本と世界のマメ科植物栽培、および
その加工利用方法について説明する

第5回 トウモロコシの栽培と
利用

世界のトウモロコシ栽培、日本での
利用、これからの栽培について説明
する

第6回 いも類の栽培と利用 主にジャガイモ、サツマイモの栽培
と利用について説明する

第7回 油料作物、嗜好料作物の
栽培と利用

植物油に加工される油料作物、およ
び、嗜好料作物として主にチャ、
コーヒーについて説明する

第8回 世界で栽培されている
野菜類

世界で栽培されている野菜類ついて
説明する

第9回 アブラナ科野菜の栽培
と利用

主要なアブラナ科野菜であるダイコ
ン、キャベツ、カラシナの栽培と利
用について説明する

第10回 ナス科野菜の栽培と利用 主要なナス科野菜である、トマト、
ナス、ピーマンの栽培と利用につい
て説明する

第11回 果実栽培と利用（１） 主要な果実である、リンゴ、かんき
つ類、ブドウの栽培と利用について
説明する

第12回 果実栽培と利用（２） 果樹の生育、果実の成熟と老化、そ
の保存方法について説明する

第13回 花きの栽培と利用（１） 花きの園芸的分類、および主要な花
きである、キク、カーネーションに
ついて説明する

第14回 花きの栽培と利用（２） 球根類、花木類、ランの栽培と利用
について説明する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業毎に
行われる課題内容はその回の重要事項であり、課題を中心に授業内容を復習
することが望ましい。また、家の周りや通学途中で見かける畑地、果樹園等
には本講義で紹介する作物が栽培されていると思われ、休日や大学への行き
帰り等に観察するとよい。
【テキスト（教科書）】
講義時に資料を配布する。定められた教科書は使用しない。

【参考書】
・「作物学概論」第2版　朝倉書店
・「図説園芸学」第2版　朝倉書店
【成績評価の方法と基準】
期末試験72%、毎回の講義時に課す課題28%、で評価する
【学生の意見等からの気づき】
穴埋め式のテキストを用いて授業中に学生に回答させること、毎回の課題解答
を翌週に解説することは授業内容の理解が深まる、と好評であったため、今
年度も継続する予定である。
【学生が準備すべき機器他】
講義資料をPDFで配布するので、パソコンやスマホを持参して講義中に資料
を参照してください。また、穴埋め部分の解答を記載するために、配布資料
のコピーやノート等があると便利です。
【Outline (in English)】
In this lecture, we learn the types of food crops (grains, vegetables,
fruits) and the growth characteristics of each crop. Also, we learn about
the cultivation styles and problems of these crops both in the world and
in Japan.
Your study time will be more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 72%、Assignments given during each lecture:
28%
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

診断技術論

大井田　寛、濱本　宏、平田　賢司、中山　喜一

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物病（微生物病、害虫による被害、生理障害等）が発生したとき、あるいは
発生前に予防手段を取る際に欠かせないのが植物病の正確な診断である。診
断法には症状の目視のみならず、様々な方法が開発されてきており、実際の診
断は迅速性、確実性などの必要に応じていくつかの方法を組み合わせて診断
することになる。それら様々な診断法と診断の流れを理解するとともに、植
物病の診断法の今後について考察する。
【到達目標】
植物医科学の基礎としての植物病の病原（菌類、細菌、ウイルス、昆虫、ダ
ニ、線虫など）の観察・同定法を修得する。あわせて、樹木医補、自然再生士
補等の資格取得の基礎となる能力を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
圃場診断、問診のあらましを学び、次いで、症状により原因の目安を付け、微
生物病、害虫や線虫およびその被害の診断ポイントなど基本的な方法や手順を
修得する。さらに、電子顕微鏡観察、化学的診断、血清学的診断や遺伝子診
断など、より詳細な診断技術を学習する。また、伝統的診断技術と先端的診
断技術の融合や今後の診断連携等を論議する。課題等の提出・フィードバッ
クは「学習支援システム」や授業内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 序論　 植物医科学における診断の重要性と

診断の流れ
第2回 診断の手順 問診、病原微生物の検査法
第3回 微生物病の診断 病気ごとの診断・コッホの原則
第4回 害虫の診断 (1) 診断と同定、害虫診断法
第5回 害虫の診断 (2) 画像による害虫診断法、診断・同定

依頼法
第6回 主要害虫の診断 主要害虫の形態、分類、生態、植物

被害等の特徴
第7回 線虫概論 分類・形態・生態等、検診技術（土

壌・植物体の調査法）
第8回 主要な植物寄生性線虫

(1)
主要線虫の形態、生態、作物被害等
の特徴

第9回 主要な植物寄生性線虫
(2)

主要線虫の形態、生態、作物被害等
の特徴

第10回 顕微鏡の仕組みと観察 光学顕微鏡と電子顕微鏡による観
察・診断

第11回 血清学的診断法 ELISA法など
第12回 遺伝子診断法 PCR法など
第13回 診断システムの概要 診断のシステム化、ネットワーク化、

遠隔診断システム
第14回 まとめ、期末試験 全体のまとめ、期末試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義のポ
イントをまとめておくこと。課題に関して自己学習を行うこと。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する。
【参考書】
植物医科学 (第2版)（養賢堂）、植物医科学実験マニュアル（大誠社)等、必要
に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (約20%)、課題や試験 (約80%)により総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
植物医科学の基礎となる診断技術に特化した科目であり、詳細な技術を把握
できるとの回答が多くある。今後は具体例などをさらに充実させたい。
【学生が準備すべき機器他】
主にパワーポイント画面を用いて講義を進める。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire knowledge for the
diagnostic methods of the plant diseases. The goals are to receive the
knowledge of the various diagnoses. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand the course
content. Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
Term-end examination and short reports: 80%, in class contribution:
20%
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

雑草学

佐野　俊夫、村岡　哲郎

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
雑草は作物生育を阻害したり、景観を損ねる植物の総称である。本講義では
まず、どのような植物が雑草と呼ばれ、どのような成育特性により、作物の
成育に打ち勝ち、作物生育を阻害するかを学ぶ。そして、これらの雑草を防
除するためにはどのような方法があるのか、機械的方法、化学的方法、生態
学的方法について学ぶ。
【到達目標】
雑草学では雑草の生育特性を植物生態学的に理解し、そしてその特性を理解
したうえで、雑草防除方法を生化学、分子生物学的に理解する。また、除草
剤を使う際の安全性への配慮、環境への影響に対して配慮すべきことを学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
雑草生育と除草剤作用機作の生理生態学的部分を佐野が、雑草防除の現状、具
体的な防除例を村岡が説明します。
講義形式の授業形態ですが、穴埋め式テキストを配布し、ヒントを出しなが
らみなさんに穴埋め部分を回答してもらっています。
また、毎授業で課題を設定し、その授業のポイントの復習に充てているので、
課題回答を学習支援システム課題欄に提出してください。翌週の授業時に課
題の解説をします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 雑草とはなんだろう 雑草とはどのような植物なのか、ま

た、雑草学とはどのような学問であ
るかを概説する

第2回 身近な雑草の生き方 身近に存在する雑草がどのような生
存戦略をとっているのかを説明する

第3回 水田雑草の生理生態学 水田に生える雑草の特徴を植物生理
生態学面から説明する

第4回 畑地雑草の生理生態学 畑地に生える雑草の特徴を植物生理
生態学面から説明する

第5回 除草剤作用の生理学 一般的に用いられる除草剤の作用機
作を説明する

第6回 形質転換と除草剤耐性
作物

除草剤耐性作物の作出方法とその原
理について説明する

第7回 雑草防除と有機農業 一般的な雑草防除法と除草剤を使わ
ない有機農業法の違いを説明する

第8回 雑草防除の歴史 かつては人力で行われていた雑草防
除の変遷を説明する

第9回 雑草になる植物（１）畑
地・果樹園

農地により雑草の種類は異なり、畑
地、果樹園での例を紹介する

第10回 雑草になる植物（２）水
田

水田の雑草は他とは異なる特徴を有
するのでその概要を説明する

第11回 雑草の防除手法 現在行われている雑草の除去の具体
的方法を説明する

第12回 雑草の化学的防除法
（１）

農薬として最初に使われた2,4-Dと、
除草剤の変遷を説明する

第13回 雑草の化学的防除法
（２）

前回の続きであるが、特に環境への
配慮について触れる。

第14回 雑草の総合的防除法 環境に配慮した、生態的防除法とそ
の工夫を説明する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業毎に
行われる小テストの内容はその回の重要事項であり、小テスト問題を中心に
授業内容を復習することが望ましい。また、家の周りや通学途中には本講義
で紹介する雑草と呼ばれる植物が多く生育していると思われ、休日や大学へ
の行き帰り等に観察するとよい。
【テキスト（教科書）】
特に用いない。毎回講義資料を配布する。
【参考書】
松中昭一、きらわれものの草の話、岩波ジュニア新書
山口裕文、雑草学入門、講談社
浅井元朗、植調　雑草図鑑、全国農村教育協会

【成績評価の方法と基準】
期末試験72%、毎回の講義時に課す課題28%、で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
穴埋め式のテキストを用いて授業中に学生に回答させること、毎回の小テス
ト結果を翌週に講評することは授業内容の理解が深まる、と好評であったた
め、今年度も継続する予定である。
【学生が準備すべき機器他】
講義資料をPDFで配布するので、パソコンやスマホを持参して講義中に資料
を参照してください。また、穴埋め部分の解答を記載するために、配布資料
のコピーやノート等があると便利です。
【Outline (in English)】
Weeds are a generic term for plants that hamper crop growth and
damage the landscape. In this lecture, we first learn what kind of plants
is called weeds and what kind of its growth characteristics inhibit crop
growth. Then, we will learn about methods to manage these weeds
chemically and ecologically.
Your study time will be more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 72 %、Assignments given during each lecture:
28%
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植物医科ビジネス論

宮内　陽介、川名　祥史、小倉　里江子

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、植物医科学に関連するビジネス概況の理解を目標とする。講義
テーマは、主に農業、園芸、食品、環境に関するものとし、実際のビジネスの
現場で活躍する人材を講師として呼び、今後の発展を議論する。
【到達目標】
植物医科学に関連するビジネス分野を知り、それぞれの事業分野の要諦を知
る。講義終了時にはレポートをまとめ、学生ひとりひとりが将来の自分のキャ
リアについて考える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
植物は食料生産のみならず、公園など屋外公共空間の景観形成や事業所ビル
内外の装飾、あるいは家庭における園芸など現代社会のあらゆる場面で利用
されている。その際、植物が健康に生育していることが必要であり、植物が
利用されるあらゆるビジネスで植物医科学が必要とされる。植物医学が活用
できる業界の具体的な動向や今後の戦略などを民間からの講師を交えて論じ
る。また、新たなビジネスの創造についても論議する。なお、課題等の提出・
フィードバックは学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 植物医科学に関連するビジネス全般

を解説し、講師が行っている事業に
ついても紹介する。

第2回 種苗ビジネス 種苗系ビジネスの概要を紹介し、
キーとなる技術を解説する。

第3回 農業ビジネス 近年増加する農業法人による生産活
動の概略を解説し、その中で植物医
科学が果たす役割について学ぶ。

第4回 肥料ビジネス 健全な土壌を維持するために必要な
技術を学び、実際のビジネス現場に
ついても解説する。

第5回 農薬ビジネス 農薬ビジネスの実際を解説し、農薬
に関連する法規についても理解する。

第6回 アグリベンチャービジ
ネス

アグリ系のベンチャーの取り組みに
ついて学ぶ。

第7回 まとめ これまでの学んだ内容を踏まえて10
年後の農業についてグループディス
カッションと発表を行う。

第8回 食品ビジネス 食品産業において原料としての植物
の重要性を学び、ビジネスとして成
立させるために重要なポイントを解
説する。

第9回 農業機器ビジネス 農業における IoT、ICTを活用につ
いて解説する。

第10回 機能性食品ビジネス 植物由来の機能性食品ビジネスにつ
いて解説する。

第11回 植物工場ビジネス 植物工場の仕組みおよび活用につい
て解説する。

第12回 バイテクビジネス 農業における遺伝子組み換え技術と
その活用について解説する。

第13回 農業計測ビジネス 農業現場へのドローンやセンシング
を活用した取り組みについて学ぶ。

第14回 まとめ これまでの講義を通じて学んだ内容
を踏まえて未来の農業についてグ
ループディスカッションと発表を行
う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】特に予習
は必要としないが、日頃から新聞やインターネット等で植物に関連するビジ
ネスについての情報に触れておくことを推奨する。
【テキスト（教科書）】
なし。適宜、資料を配布する。
【参考書】
適宜、紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点、質疑およびレポートにより総合的に評価する（100%）。
【学生の意見等からの気づき】
講義内での質問の時間を設ける。
【学生が準備すべき機器他】
全ての回でPCが必要である。また，カメラをオンにできる通信環境を整えて
参加すること。
【その他の重要事項】
本講義の教員は全員植物医科ビジネスの実務経験を有する。実際のビジネス
の現場について紹介するとともに、将来について受講者とディスカッション
する。
【Outline (in English)】
In this lecture, we aim to understand business overview related to
plant medicine science. Lecture themes mainly relate to agriculture,
horticulture, food and environment, and we will talk about the company
who conducts plant related business. Grading will be comprehensively
decided based on the reports and in-class contribution (100%).
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物医科学応用実験　Ｉ

津田　新哉、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太郎、鶴岡　康
夫、中山　喜一、鈴木　聡
開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物医師としての臨床的な病気の予防・治療に関する知識と技術を修得する
ことを目的とする。
【到達目標】
植物の医師としての臨床的な病気の予防・治療に関する知識と技術を修得し、
技術士補、樹木医補、自然再生士補等の資格取得に対応する技術を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
対面実験を取り入れて実施する予定である。ただし、新型コロナウイルスに
対するステージによっては、Zoomとなる場合がある。その後は、状況を判
断し、シラバス、Hoppiiのお知らせにて指示する。以下、進め方を述べる。
病原体を自然界での伝染様式を念頭において植物に接種する。接種した植物
は、環境制御による発病抑制、農薬の使用の利用などの予防・治療技術を施
す。病徴の発生を詳細に観察することで、これら予防・治療技術の効果と特
徴を学ぶ。また、残留農薬の簡易検定技術を修得する。課題のフィードバッ
クは、Hoppiiまたは次の講義にて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

土壌伝染性病害の発症
と防除 (1)

土壌伝染する病原菌の接種方法を修
得し、発症状況を経過観察する

第2回 空気伝染性病害の発症
と防除 (1)

空気伝染する病原菌の接種方法を修
得し、発症状況を経過観察する

第3回 土壌伝染性病害の発症
と防除 (2)

土壌伝染する病原菌の接種方法を修
得し、発症状況を経過観察する

第4回 空気伝染性病害の発症
と防除 (2)

空気伝染する病原菌の接種方法を修
得し、発症状況を経過観察する

第5回 微生物資材による病害
防除

病原菌に対する微生物農薬の効果を
検証する

第6回 病原菌類の薬剤耐性検定 薬剤耐性の検定法を修得する
第7回 細菌性病害の発症と防

除 (1)
植物病原細菌について接種方法を修
得し、防除法について学ぶ

第8回 細菌性病害の発症と防
除 (2)

土壌伝染する植物病原細菌の、熱処
理等による防除の効果を観察する

第9回 害虫の薬剤感受性検定 薬剤感受性の検定法を修得する
第10回 天敵・微生物資材による

害虫防除
害虫に対する生物農薬の効果を検証
する

第11回 ウイルス病の再現と観
察 (1)

媒介昆虫を用いたウイルスの接種方
法を修得し、発現する症状の違いを
観察する

第12回 ウイルス病の再現と観
察 (2)　

ウイルス感染阻害剤を使用し、その
効果とメカニズムを観察する

第13回 イムノアッセイ法によ
る残留分析 (1)

イムノアッセイによる残留分析法を
修得し、農薬の適正使用を学ぶ

第14回 イムノアッセイ法によ
る残留分析 (2)

同上

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】継続的な
実験や経過観察、実験用植物の育成や管理、器具の洗いや片付けなどは実験
時間以外にも自主的に実施する。課題に関してレポートにまとめる。
【テキスト（教科書）】
植物医科学実験マニュアル（大誠社）、実験マニュアル等の資料を配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
各回に課題を示し、レポート提出する。レポートにより実験課題の目的や内
容を理解しているかを判断（80％）し、実験態度（対面実験時）などの平常
点（20％）を含めて総合して評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本科目は学生の満足度が極めて高い。今後とも、技術士補、樹木医補、自然
再生士補等の資格取得も考慮して、植物医科学の基礎技術の修得をめざす。

【Outline (in English)】
In this experiment, we will acquire knowledge and practical techniques
on plant diseases(fungal disease, bacterial disease and residual
pesticide).The standard study time for this class is 4 hours,including
preparation and review.Study the relevant sections of the textbook
"Manual of Experiments in Clinical Plant Science". Sterilize, clean, and
put away all equipment. Students are expected to make observations
outside of class time as necessary to complete the assignments, and to
write up their experimental notes and reports. Students are required to
submit a report on their work. The report will be used to judge whether
the student understands the purpose and content of the experiment
(80%), and the evaluation will be made comprehensively including
normal points such as experimental attitude (20%).
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物医科学応用実験　ＩＩ

津田　新哉、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太郎、齋藤　範
彦、中山　喜一
開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物病原体の同定に必要な遺伝子診断技術、電子顕微鏡観察技術、血
清学的診断技術およびその関連技術を習得する。

【到達目標】
遺伝子診断、電子顕微鏡観察、血清学的診断の各同定・診断技術に
ついて、その原理を理解しつつ一連の作業内容を修得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
分離菌類からのゲノム抽出、PCRによる遺伝子増幅、塩基配列の決
定等を通じた病原の遺伝子診断法を実際に行って学ぶ。電子顕微鏡
の試料作成法、TEMによるウイルス観察法、SEMによる菌類、昆
虫の観察法を習得する。また、罹病植物について、病原体の特異的
抗体を用いたELISA等の血清学的検出・診断法を習得する。課題等
の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 遺伝子診断技術（１）培養菌類からのDNA抽出
第2回 遺伝子診断技術（２） PCRによる遺伝子増幅
第3回 遺伝子診断技術（３）電気泳動
第4回 遺伝子診断技術（４）シーケンス反応
第5回 遺伝子診断技術（５）核酸の精製、塩基配列の決定
第6回 遺伝子診断技術（６）データベースを用いた相同性検

索
第7回 電子顕微鏡（１） TEM, SEMの原理と基本操作
第8回 電子顕微鏡（２） DN法によるウイルス粒子の観

察
第9回 電子顕微鏡（３） SEMによる菌類の観察
第10回 電子顕微鏡（４） SEMによる昆虫の観察
第11回 血清診断技術（１） スライド凝集反応、RIPA法 (イ

ムノクロマト法)
第12回 血清診断技術（２） ゲル内拡散法
第13回 血清診断技術（３） ELISA法、DIBA法
第14回 まとめ 課題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、2時間を標準とする】教
科書「植物医科学実験マニュアル」の当該部分を学習しておく。器
具の滅菌、洗浄や片付けを行う。課題に関して必要に応じて授業時
間以外にも観察等を行い、実験ノート、レポートにまとめる。

【テキスト（教科書）】
植物医科学実験マニュアル (大誠社)
また、研究に必要な文献、実験マニュアル等の資料は教員の指導を
得ながらも自主的に収集・整理して活用する。

【参考書】
適宜、参考図書を紹介する。

【成績評価の方法と基準】
各回に課題を示し、レポート提出する。レポートにより実験課題の
目的や内容を理解しているかを判断（80％）し、実験態度などの平
常点（20％）を含めて総合して評価する。

【学生の意見等からの気づき】
課題を通じて原理などを理解させるようにする。
TAが丁寧に指導できる体制とする。

【学生が準備すべき機器他】
遺伝子診断実習では、実験ノートを使用し、これを提出、評価対象
とする。第１回の実習時に必ずB5の綴じたノート（ルーズリーフ不
可）を持参すること。遺伝子診断技術（６）ではデータベースを用
いた相同性検索を行うので、ノートPCを持参すること。一部の実
験では、実験結果を授業支援システムを通じて配布するので利用で
きるようにしておくこと。

【その他の重要事項】
樹木医補資格関係専門科目

【Outline (in English)】
Participants learn genetic diagnostic techniques, electron
microscopic observation techniques, serological diagnostic
techniques and related technologies necessary for identifica-
tion/diagnosis of plant pathogens, and acquire their practical
procedures.The standard study time for this class is 2
hours,including preparation and review.Study the relevant
sections of the textbook "Manual of Experiments in Clinical
Plant Science". Sterilize, clean, and put away all equipment.
Students are expected to make observations outside of class
time as necessary to complete the assignments, and to write up
their experimental notes and reports. Students are required to
submit a report on their work. The report will be used to judge
whether the student understands the purpose and content
of the experiment (80%), and the evaluation will be made
comprehensively including normal points such as experimental
attitude (20%).
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植物細菌学

大島　研郎

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物を病気から守るためには、病原体が植物に感染するメカニズム
を分子レベルで明らかにすることが重要である。本講義では、微生
物の中でも特に細菌に焦点を当て、細菌が植物に感染するために進
化させてきた巧みな寄生戦略を理解することを目的とする。

【到達目標】
植物に病気を引き起こす細菌や、植物と共生する細菌について、形
態、分類、病徴、宿主範囲、検出診断法、防除法など、基本的な知
識を身につける。また、細菌が植物に感染するために用いる分子装
置や、植物が細菌から身を守るために進化させてきた免疫システム
を学習することで、細菌と植物が繰りひろげる攻防を分子レベルで
理解することを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
・対面授業とZoomを併用したハイフレックス形式で講義を行う（URL
など詳細については学習支援システム・植物細菌学のページを確認
してください）。
・各回の終わりに穴埋め問題などの課題を提示し、学習支援システ
ムを通して回答してもらう。
・授業の初めに前回の課題の答えを解説する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 講義全体のガイダンス、細菌と

はどのような生物か？
第2回 細菌の培養と代謝 細菌の培養法と、おもな代謝経

路
第3回 細菌の分子生物学 細菌のDNA複製、転写・翻訳な

ど遺伝子発現の特徴
第4回 細菌の分類、系統 細菌の分類法、細菌の分子進化

学
第5回 植物細菌１ 野菜を溶かす微生物：ペクトバ

クテリウム属細菌
第6回 植物細菌２ タンパク質を注射して植物に感

染する微生物：シュードモナス
属細菌

第7回 植物細菌３ 道管を詰まらせて植物を病気に
する微生物：ラルストニア属細
菌

第8回 共生細菌 植物と共生して生きる微生物：
リゾビウム属細菌

第9回 難培養性の植物細菌
１

花を葉に変える微生物：ファイ
トプラズマ属細菌

第10回 難培養性の植物細菌
２

昆虫によって媒介される微生物
：グリーニング病細菌

第11回 植物細菌の同定・診
断

植物細菌の同定法、免疫学的診
断法、遺伝子診断法

第12回 植物細菌病の予防技
術

植物を病気から守るためのさま
ざまな予防技術

第13回 植物の防御システム 植物免疫：植物はどうやって病
気から自らの身を守るのか？

第14回 細菌と植物の分子攻
防

植物と病原細菌のはてしなき軍
拡競争

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする。
・課題を解くことで授業内容を復習する。

【テキスト（教科書）】
毎回、資料を配布する。

【参考書】
植物医科学第2版（養賢堂）
植物医科学の世界（大誠社）
植物医科学実験マニュアル（大誠社）
植物病理学　第２版（文永堂出版）
植物たちの戦争病原体との5億年サバイバルレース（講談社ブルー
バックス）

【成績評価の方法と基準】
期末試験(50%)、課題(36%)、平常点(14%)により総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
講義資料を穴埋め式にするなど、効率的に学習できるように工夫し
ている。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an under-
standing of the bacteriology associated to plant pathogenic
bacteria. This course deals with the principles of culture
method, classification, pathogenicity, diagnosis, and pest
control. This course also enhances an understanding of the
plant-microbe interaction at molecular level. Before/after each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content. Final grade will be decided
based on short examinations after each class meeting (36%),
term-end examination (50%), and in-class contribution (14%).
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環境昆虫学

安田　耕司

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
昆虫は、原生自然から農地、都市環境などさまざまな環境に生息している。こ
のように多様な環境で進化した昆虫がどのような形態的・生態的特徴をもち、
どのような生活を送っているかその概要を学ぶ。多様な環境で進化した昆虫
の形態や生態を知ることで、私たち人間の生活にとっても健全な環境や生態
系が不可欠であること、そして、昆虫もそのような環境を構成する重要な要
素であることを理解する。
【到達目標】
さまざまな環境に生息する昆虫の種類や目（もく）レベルのおおまかな分類
群を識別できるようになり、身近な昆虫にも親しみを持つようになる。また
昆虫の特徴的な行動や生活史を知ることで生態系の中の昆虫の位置づけを理
解し、人間にとって最も重要な環境について考える切っ掛けを得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
授業は要点をまとめた資料を配布した上でパワーポイントを使って進めます。
また数回の授業ごとに小テストを実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 自己紹介、授業計画、学生の昆虫に

対するイメージの確認
第2回 昆虫の系統分類 昆虫の系統進化と各分類群の特徴に

ついて
第3回 身近な環境に生息する

昆虫
庭や街路樹、家屋内など身近な環境
にみられる昆虫や人間の生活に深く
関わる昆虫について

第4回 農作物や果樹等の害虫 作物や野菜、果樹等の主要害虫の種
類と生態について

第5回 外来昆虫 海外から日本に侵入した昆虫や侵入
が警戒される昆虫の種類と生態につ
いて

第6回 昆虫の発育・生理 発育速度や休眠など、昆虫の基本的
な発育生理について

第7回 環境が昆虫の生態に及
ぼす影響

特に昆虫の多型現象や相変異につい
て

第8回 昆虫にみられる擬態 昆虫にみられる様々な擬態とその進
化について

第9回 昆虫における遺伝と進化 昆虫にみられる進化や適応の遺伝的
基礎について

第10回 地球温暖化と昆虫 地球温暖化が昆虫の分布や生態に及
ぼす影響について

第11回 昆虫による生態系サー
ビス

近年劣化が懸念されている生態系
サービス（花粉媒介）について

第12回 外来生物が生態系に及
ぼす影響

侵入昆虫をはじめとする外来生物が
生態系に及ぼす影響について

第13回 農業生態系に生息する
昆虫について

農業生態系の特徴とそこに適応した
昆虫の生態について

第14回 講義内容の補足と期末
試験

講義内容についての補足説明、およ
び講義内容の理解度を確認するため
の試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】庭や街路
樹、屋内など身近にいる昆虫に興味を持ち、それらの名前を図鑑やインター
ネット等を用いて調べる経験をもつ。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
１．応用昆虫学の基礎、後藤哲雄・上遠野冨士夫、農山漁村文化協会、2019
２．外来種ハンドブック、日本生態学会編、地人書館、2002
３．地球温暖化と昆虫、桐谷圭治・湯川淳一編、全国農村教育協会、2010
４．「ただの虫」を無視しない農業、桐谷圭治、築地書館、2004

【成績評価の方法と基準】
期末試験（60％）、小テスト（20％）、平常点（20％）

ただし今後、状況が変わった場合は変更の可能性があります。
【学生の意見等からの気づき】
講義内容を基本的なところで誤解している例も見受けられたことから、簡単
そうな内容でも丁寧に説明するよう心がける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
Insects inhabit a variety of environments, from native nature to
agricultural land and urban environments. Students learn what
kind of morphological and ecological traits insects have evolved in
diverse environments and how they live their lives there. By learning
about the characteristics of insects, students understand that healthy
environments and ecosystems are essential for insects and our human
lives, and also that insects are an important component of such an
environment.
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term examination(20%), term-end examination(60%), in class
contribution(20%).
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

植物感染生理学

鍵和田　聡

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物と病原体は様々な相互作用を行っており、病原体の感染戦略と植物の抵
抗性の攻防の結果として植物病害が引き起こされる。その発生メカニズムを
分子レベルで理解するとともに、植物の防御機構を利用した防除法について
も学ぶ。
【到達目標】
植物の抵抗性と植物を加害する病原体の感染生理を分子レベルから理解する。
これを通じて植物と病原体の攻防についての理解を深め、防除のための基礎
的な知識とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
授業計画に従って講義を行う。まず植物と微生物の関係について概説し、植物
の抵抗性について述べる。次いで種々の病原体の感染戦略とそれに対する植
物の防御応答について解説する。また、これを踏まえた上で防除戦略につい
てもいくつかの事例を紹介して考察する。内容について理解が進んでいるか
数回行う確認テストで振り返ること。課題等の提出・フィードバックは「学
習支援システム」を通じて、あるいは授業内にて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 序論 植物感染生理学とは
第2回 植物と病原体 抵抗性と罹病性
第3回 植物の静的抵抗性 物理的、化学的抵抗性
第4回 植物の動的抵抗性（1） 抵抗性遺伝子、過敏感細胞死
第5回 植物の動的抵抗性（2） 抗菌性物質
第6回 菌類病の感染生理（1） 細胞壁分解酵素
第7回 菌類病の感染生理（2） 宿主特異的毒素
第8回 細菌病の感染生理（1） 侵入、認識、増殖
第9回 細菌病の感染生理（2） 発病因子、病原性遺伝子
第10回 ウイルス病の感染生理

（1）
侵入、複製

第11回 ウイルス病の感染生理
（2）

移行、ジーンサイレンシング

第12回 線虫病と害虫 適応、三者系、抵抗性
第13回 防除戦略（1） プラントアクチベーター、生物防除
第14回 防除戦略（2） 分子育種
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
毎回資料・ノートを復習し、深く理解したい点は適宜参考書を調べる。内容
について理解が進んでいるか数回行う確認テストを活用して振り返ること。
【テキスト（教科書）】
授業支援システムにて参考資料を配布する。
【参考書】
「分子レベルからみた植物の耐病性」島本ら、秀潤社
その他、適宜内容に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
確認テストを含む平常点（約20%）、期末試験（約80%）により総合的に評価。
【学生の意見等からの気づき】
基礎的な点から丁寧に説明する。
【その他の重要事項】
オフィスアワーは履修の手引きを参照。
【Outline (in English)】
Plants and their pathogens are interacting in various ways, causing
plant diseases as a result of battle between infection strategies of
pathogens and plant resistance. Students understand their mechanisms
at the molecular level and learn about the disease control method using
the defense mechanism of plants. By understanding the resistance of
plants and the infection physiology of pathogens at the molecular level,
students deepen the basic knowledge to prevent the plant diseases.
The standard study time for this class is four hours to understand the
course content. Your overall grade in the class will be decided based on
Term-end examination (80%) and in-class contribution (20%).
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

植物生理病学

佐野　俊夫、亀和田　國彦

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物生理病（生理障害）の具体例とそれを引き起こす環境要因を学ぶ。そし
て、植物生理病の診断方法およびその対処方法に関する知識を習得する。
植物病には菌類などの伝染性病原体による病気のほかに、不適切な生育環境
（土壌、大気、水分、農薬など）を原因とする生理障害（生理病）がある。本講
義では、植物栄養学、肥料学の内容をベースに、過不足により生理障害の原
因となる土壌無機栄養素の性質と植物体内での利用について主に佐野が、こ
れらの障害を引き起こす環境要因（土壌汚染、水質汚染、大気汚染）について
主に亀和田が解説する。
【到達目標】
各肥料要素の過不足による植物生理障害症状およびそれらの生理障害症状を
引き起こす環境要因を理解する。また、各肥料要素が植物にどのように取り
込まれ、利用されるかを学ぶことで、肥料バランス感覚を養う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義形式の授業形態ですが、穴埋め式テキストを配布し、ヒントを出しなが
らみなさんに穴埋め部分を回答してもらっています。
また、授業終わりに課題を課し、その授業のポイントの復習に充てているの
で、課題回答を学習支援システム課題欄に提出してください。翌週の授業時
に課題の解説をします。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」や授業内でおこない
ます．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 生体を構成する元素 必須元素と必須微量元素
第2回 生体膜の性質 膜輸送タンパク質の構造と機能
第3回 土壌無機栄養素（１） 窒素の吸収と代謝
第4回 土壌無機栄養素（２） リンの吸収と代謝
第5回 土壌無機栄養素（３） カリウムの吸収と利用
第6回 土壌無機栄養素（４） カルシウムの吸収と利用
第7回 土壌無機栄養素（５） マグネシウムの吸収と利用
第8回 植物生理障害を引き起

こす環境要因（１）
土壌汚染と生理障害

第9回 植物生理障害を引き起
こす環境要因（２）

水質汚染と生理障害

第10回 植物生理障害を引き起
こす環境要因（３）

大気汚染と生理障害

第11回 土壌無機栄養素（６） イオウ、鉄の吸収と利用
第12回 土壌無機栄養素（７） 微量元素の欠乏・過剰と生理障害
第13回 土壌無機栄養素（８） ホウ素、ケイ素の利用とアクアポリン
第14回 土壌無機栄養素（９） アルミニウムと塩ストレス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
授業毎に行われる小テストの内容はその回の重要事項であり、小テスト問題
を中心に授業内容を復習することが望ましい。また、家の周りや通学途中で
見かける畑等の作物には本講義で紹介する生理障害が生じている可能性があ
り、休日や大学への行き帰り等に観察するとよい。
【テキスト（教科書）】
講義時に資料を配布する。定められた教科書は使用しない。
【参考書】
原色　野菜の要素欠乏・過剰症　渡邉和彦　農文協
植物生理学　第2版　三村徹郎　化学同人
【成績評価の方法と基準】
期末試験72%、毎回の講義時に課す課題28%、で評価する
【学生の意見等からの気づき】
穴埋め式のテキストを用いて授業中に学生に回答させること、毎回の課題解答
を翌週に講評することは授業内容の理解が深まる、と好評であったため、今
年度も継続する予定である。
【学生が準備すべき機器他】
講義資料をPDFで配布するので、パソコンやスマホを持参して講義中に資料
を参照してください。また、穴埋め部分の解答を記載するために、配布資料
のコピーやノート等があると便利です。

【Outline (in English)】
In this lecture, we first learn environmental factors causing plant
physiological diseases (physiological disorders), and then, diagnostic
methods for these disorders.
Your study time will be more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 72 %、Assignments given during each class:
28%.
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

植物医科学専門実験　Ｉ

津田　新哉、中山　喜一、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太
郎、齋藤　範彦
開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2年次までの実験・講義によって習得した技術や知識を総合利用し
て植物病虫害の実践的診断、治療技術を鍛錬し養成する。また、植
物ウイルスを含む植物病原微生物や植物に害を与える微小昆虫を材
料に、遺伝子組換え実験を含めたDNA操作技術の基礎を修得する。

【到達目標】
分子生物学的手法を含む植物病診断技術を理解するとともに、実際
の診断に応用する能力を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
「植物病虫害の診断」では、実際に発生している農作物・樹木類の病
虫害についてその被害症状を自ら観察し、病原微生物の分離・同定、
微小昆虫の同定・分類を行う。さらに、分離した微生物について接
種実験による病徴再現を行い、微小昆虫の同定には分子生物学的な
手法も用いる。「DNA基礎実験」では、植物病原微生物・微小昆虫
を実験材料に分子生物学の基礎的な実験技術について学習する。こ
れらの実験は平行して進行する。また、授業内に前回の課題演習に
ついて解説する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物病虫害の診断

（1）
ガイダンス

第2回 植物病虫害の診断
（2）

農作物・樹木類の病虫害を観
察・診断する

第3回 植物病虫害の診断
（3）

農作物の病虫害を診断し、病原
微生物、微小昆虫を分離し同定
する

第4回 植物病虫害の診断
（4）

樹木類の病虫害を診断し、病原
微生物、微小昆虫を分離し同定
する

第5回 植物病虫害の診断
（5）

分離・同定した病原微生物の接
種試験を行う

第6回 植物病虫害の診断
（6）

接種試験の結果を評価する

第7回 植物病虫害の診断
（7）

実験結果のまとめと考察を行う

第8回 DNA基礎実験法（1）罹病植物・植物病害微生物・微
小昆虫からの核酸抽出

第9回 DNA基礎実験法（2） PCR法・PCR産物の精製
第10回 DNA基礎実験法（3）制限酵素処理・ベクターへのク

ローニング
第11回 DNA基礎実験法（4）形質転換
第12回 DNA基礎実験法（5）プラスミド抽出
第13回 DNA基礎実験法（6）塩基配列の決定・系統樹の作成
第14回 DNA基礎実験法（7）実験まとめと考察

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、2時間を標準とする】
事前に植物医科学実験マニュアルの該当章を読み、実習作業イメー
ジを把握しておく。また、配布したテキストを学習しておく。継続
的な実験や経過観察、実験用植物の育成や管理、器具の洗いや片付
けなどは実験時間以外にも自主的に実施する。課題に関してレポー
トにまとめる。また、前年までに行った実験・実習の内容（特に植
物病の診断に関係する内容）を復習すること。

【テキスト（教科書）】
・植物医科学実験マニュアル（大誠社）
・実習の内容に応じて、適宜、参考資料を配布する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
診断実験・DNA基礎実験ともに実験ノートに目的・手法・結果・考
察を記録し、提出してもらう。ただし、微小昆虫に関する実験につ
いてはレポート提出とする。また、DNA基礎実験では課題演習を適
宜行い、実験課題の目的や内容を理解しているかをチェックする。
実験ノート・課題演習・レポートの提出物（88%）に加えて、平常
点や実験態度（12%）を含めて総合評価する。

【学生の意見等からの気づき】
手順の説明にビデオを活用する。実験手順への理解を深めるため、
操作の待ち時間の有効活用を図る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding and skills of the DNA cloning techniques
associated to plant pathogens. This course also deals with
the diagnosis of mite by both morphological analysis and
sequencing analysis. In addition, it also enhances the
development of diagnosis skill in plant diseases. Before/after
each experiment, students will be expected to spend two hours
to understand the course content. Students are required to
submit a notebook and a report on their work, which will be
used to judge whether the student understands the purpose
and content of the experiment (88%). Normal points such as
experimental attitude (12%) will be also considered for final
grade.
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

植物医科学専門実験　ＩＩ

津田　新哉、中山　喜一、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太
郎、齋藤　範彦
開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
前半は「タンパク質基礎実験法」として、分子生物学の基礎的な実験技術の
うち、タンパク質を取り扱う基礎技術について習得する。後半は「植物医科
学演習」として、卒業研究に向け高度な解析機器の操作を含む実験技術を習
得することと、研究テーマに関係して調査、考察し、文章および口頭での発
表技術を訓練することを目的とする。
【到達目標】
植物病の研究に用いられるタンパク質解析法を理解し、その他機器解析法を
含めて、植物医科学にかかわる広範な技術を理解し身につけることを目標と
する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
前半の「タンパク質基礎実験法」ではタンパク質の抽出、電気泳動、ウエスタ
ンブロット法による目的タンパク質の検出などを行う。また、後半の「植物医
科学演習」では、植物医科学に利用される分子生物学的手法や画像取得・解析
技術などに関する最新機器の使用法について実践的演習を行う「機器実技演
習」と、研究室に分かれ研究テーマに関連する論文、資料について調べ、まと
めて発表し、総合的に討議する「ゼミ演習」を行う。フィードバックについて
は、前半では毎回提出させる課題を翌週解説を行うことで、後半では機器実
技担当教員やゼミ担当教員が授業内での質疑応答によって、行うこととする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 タンパク質基礎実験法

（1）
ガイダンス

第2回 タンパク質基礎実験法
（2）

サンプル調製・試薬作成

第3回 タンパク質基礎実験法
（3）

電気泳動・CBB染色

第4回 タンパク質基礎実験法
（4）

電気泳動・ウエスタンブロッティン
グ（転写）

第5回 タンパク質基礎実験法
（5）

ウエスタンブロッティング（検出）

第6回 タンパク質基礎実験法
（6）

タンパク質基礎実験法のまとめ

第7回 植物医科学演習（1） DNAシーケンサー、透過型電子顕微
鏡の運転操作

第8回 植物医科学演習（2） DNAシーケンサー、透過型電子顕微
鏡の結果解析

第9回 植物医科学演習（3） 遺伝子導入装置、共焦点レーザー顕
微鏡、リアルタイムPCRの運転操作

第10回 植物医科学演習（4） 遺伝子導入装置、共焦点レーザー顕
微鏡、リアルタイムPCRの結果解析

第11回 植物医科学演習（5） 植物医科学に関連する論文、資料に
ついて調べる（１）

第12回 植物医科学演習（6） 調べた論文、資料について報告・発
表する（１）

第13回 植物医科学演習（7） 植物医科学に関連する論文、資料に
ついて調べる（２）

第14回 植物医科学演習（8）・総
合まとめ

調べた論文、資料について報告・発
表する（２）・総合まとめを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、2時間を標準とする】配布した
テキストを学習しておく。継続的な実験や経過観察、実験用植物の育成や管
理、器具の洗いや片付けなどは実験時間以外にも自主的に実施する。課題に
関してレポートにまとめる。
【テキスト（教科書）】
実験テーマごとに資料を配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
実験レポート評価および演習評価：70%、平常点：30%、を基本とし、総合
的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
手順の説明にビデオを活用する。操作の待ち時間に実験の理解を深めるため
の課題を与えるなど、実験の本質への理解を深めるために時間の有効活用を
図る。
【学生が準備すべき機器他】
機器実習の回は機器使用の待ち時間が生じるため、待ち時間中にレポート作
成ができるよう、各自、パソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
国や地方の試験場等で植物保護の実務に取り組んだ教員、あるいは民間企業
で研究開発の実務を経験する教員が、実験の具体的な操作のサポートや実験
事故防止に努める。
【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】
Students will obtain the basic skills of the protein handling, such as pro-
tein quantification, SDS-PAGE and Western blotting/Immunodetection.
In the latter half, students are also to be trained to use the department
instruments relating to clinical plant science.
【Learning activities outside of classroom】
Read the text of the course / experiment before and after the each
experiment.
【Grading Criteria /Policy】
Final evaluation will be decided basically according to the reports (70%)
and in-class contribution (30%).
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PPE100YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 100）

植物管理技術論

安達　俊輔、桂　圭佑

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人類の長い歴史の中で選び抜かれてきた作物は、我々が生きていくために必
要な食料や工業原料を提供しています。本授業では、そのような各種作物の
基本的な特徴や栽培手法を平易に解説します。学生のみなさんには、普段何
気なく利用している作物を正しく理解し、農業という基幹産業に対する想像
力を関心を持っていただくことを期待します。
【到達目標】
食用、飼料、工業目的で栽培される各種作物の起源、特徴、栽培技術、利用や
関連する課題について学び、自ら説明できるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義形式により授業を進める。質問があれば毎回の授業後に所定のりリアク
ションペーパーに書き込む。成績評価は、すべて学期末テストにより行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンスおよび総論 授業構成の説明および作物の種類、

作物の栽培化
2 イネ (1) イネの起源、世界の生産状況、栽培

方法
3 イネ (2) イネの発達段階と形態
4 イネ (3) イネ栽培をめぐる日本における課題
5 コムギ コムギの種類、生理、形態と栽培
6 オオムギ、その他ムギ オオムギやその他ムギの種類、生理、

形態と栽培
7 トウモロコシ　その他

雑穀
トウモロコシやその他雑穀の種類、
生理、形態と栽培

8 豆類 ダイズ、ラッカセイ、その他マメの
生理、形態と栽培

9 イモ類 ジャガイモ、サツマイモ、サトイモ
の生理、形態と栽培

10 工芸作物 (1) 油料作物、糖料作物の種類、生理、
形態と栽培

11 工芸作物 (2) 嗜好料作物、繊維料作物の種類、生
理、形態と栽培

12 飼料作物 青刈飼料作物と牧草の種類、調製の
方法

13 世界の作物 世界の過酷な環境で栽培される作物
を紹介

14 授業のまとめならびに
試験

筆記試験を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業と関
連する知識の習得に努めること。
【テキスト（教科書）】
講義ごとに資料を配布する。
【参考書】
農学基礎シリーズ　作物学の基礎 I食用作物,農文協
農学基礎シリーズ　作物学の基礎 II資源作物、飼料作物,農文協
【成績評価の方法と基準】
学期末テスト100％として評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業ごとにコメント・質問をオンラインで受け付ける。
【Outline (in English)】
Crops, which have been selected over the long history of mankind,
provide food and industrial raw materials to us. In this lecture, the
basic characteristics and cultivation methods of various such crops will
be explained. We hope that students will gain a deeper understanding
of the crops, and develop an imaginative interest in agriculture.
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AGC100YD（農芸化学 / Agricultural chemistry 100）

植物栄養学

亀和田　國彦

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人類を含めて動物は，エネルギーの獲得およびその他の栄養素の多くを食料
として植物に依存しています．植物が必要とする栄養素｢植物栄養｣は，植物
の健全な生育を確保するため，最も基本的な環境要因です．
植物の必須元素として17元素が知られ，炭素，水素および酸素以外の14元素
は根を介して土壌から吸収されます．本科目では，それら元素の植物体内で
の機能や根による吸収過程について学びます．その上で，植物栄養面から植
物生育を評価し，またはコントロールするため，植物生育と植物栄養との関
わりと管理手法を学びます．
【到達目標】
植物が生育するために必要な17種の必須元素の機能を光合成や体内代謝の植
物生理的現象と関連づけて学び，理解します．また，植物根による養水分吸
収機作と各種養分の土壌中での動態を学び，植物生育のコントロールのため
の，養水分管理の考え方や方法を理解します．
栄養成分の欠乏や過剰による植物生育の障害は植物病と同程度に重要です．そ
れら障害の発生を土壌中での各養分の挙動に関連づけて理解し，植物医科学
分野に必要な知識を習得します．
さらに，植物を中心とした地域生態系での物質循環を学び，植物の生育と環
境保全の両面を維持するための地力保全のあり方を考えます．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
パワーポイントと板書による基本的な講義．
対面授業とオンデマンド授業を組み合わせる．
学習支援システムにより，資料を提供する．
対面授業ではリアクションペーパー，オンデマンドでは授業レポートの提出
を求める．
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物と植物栄養 植物栄養学の発展

植物の構造の概観
無機栄養概観

第2回 植物による水の吸収 植物根の構造
根による水分吸収と体内での輸送
水と植物細胞
植物の水収支
土壌-植物-大気連続体

第3回 植物による養分吸収と
物質輸送

根と土壌
根圏
受動的および能動的輸送
養分の膜を介したイオン輸送
篩部転流
ソースからシンクへの輸送様式
光合成産物の分配

第4回 窒素とイオウ 土壌および環境中の窒素
窒素の生理機能
硝酸とアンモニウムイオンの同化
タンパク質の分解と合成
共生窒素固定
硫酸イオンの吸収と同化
イオウの生理機能
窒素の過剰と欠乏
イオウの過剰と欠乏

第5回 リン 土壌中のリン
リンの吸収と輸送
リンの同化と生理機能
体内代謝と移行
ミコリザ
リンの過剰と欠乏

第6回 カリウムとナトリウム カリウムの吸収と生理機能
カリウムの過剰と欠乏
ナトリウムの吸収と生理機能

第7回 カルシウムとマグネシ
ウム

カルシウムの吸収と生理機能
カルシウムの過剰と欠乏
マグネシウムの吸収と生理機能
マグネシウムの過剰と欠乏

第8回 微量元素1 鉄の吸収と移行
鉄の生理機能
ホウ素の吸収と移行
ホウ素の生理機能
マンガン
モリブデン

第9回 微量元素2 ニッケル
亜鉛
銅および塩素の吸収と生理的機能
微量元素の過剰と欠乏

第10回 有用元素 ケイ素の吸収と移行
ケイ素の生理機能
ケイ素集積
酸性土壌とアルミニウム毒性
植物のアルミニウム耐性

第11回 土壌溶液と養液栽培 土壌溶液イオン組成
溶液栽培のイオン組成
栄養診断
土壌診断

第12回 肥料 化学肥料の種類と性質
有機質肥料
肥料取締法

第13回 施肥 植物による養分吸収速度
施肥法

第14回 物質循環と環境 地域環境
農業環境
地球環境における植物栄養を中心と
した物質循環 (炭素，窒素，リン，カ
リウム)
塩類集積や重金属汚染に対する植物
の反応

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義ノー
トや参考書をもとに，講義内容を復習.

【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
植物栄養学　第2版　間藤・馬・藤原編，文永堂出版，2011
新植物栄養・肥料学　米山・長谷川・関本・牧野・間藤・河合著，朝倉書店，
2012
植物生理学・発生学　リンカーン・テイツ，エドゥアルド・ザイガー,イアン.M・
モーラー,ガス・マーフィー編集，講談社，2017

【成績評価の方法と基準】
期末試験50%，リアクションペーパーおよび授業レポートによる平常点50％
による総合評価とする．
【学生の意見等からの気づき】
毎回提出の小レポートで質問や提案を受け，できる限り次回の授業までに回
答し，次の授業に反映する．
【その他の重要事項】
秋学期開講の土壌科学を併せて受講するとより，理解が深まる
【Outline (in English)】
[Course outline]
Animals and humans depend on plants for energy and many other
nutrients. The "plant food" required by plants is the most basic
environmental factor for healthy plant growth.
There are 17 known essential elements of plant nutrition, and 14
elements other than carbon, hydrogen and oxygen are taken up from
the soil by the roots.
through the roots.
You will understand the functions of the 17 essential elements required
for plant growth in relation to plant physiological phenomena such
as photosynthesis and metabolism in the body. You will learn the
mechanism of nutrient uptake by plant roots and the dynamics of
nutrients in the soil, and understand the concept and method of nutrient
water management to control plant growth.
[Learning objectives]
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Plant growth disorders due to nutrient deficiencies or excesses are
as important as plant diseases. Understand the occurrence of these
disorders in relation to the behaviour of each nutrient in the soil and
acquire the knowledge necessary for the field of botanical science.
You will also study the nutrient cycle in the regional ecosystem with
plants at its centre, and consider the ideal way to manage the soil to
maintain both plant growth and the environment.
[Out of class learning activities]
Review the lecture content using the lecture notes and reference books.
4 hours is the standard for out-of-class learning such as preparation and
review of this course.
[Grading criteria/policy]
Grading will be by a comprehensive method based on 60% of the final
examination and 40% of the normal score including the reaction paper
submitted each time..
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PRI100YD（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

生物学実験統計分析演習

松下　秀介

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
実証研究を遂行する上で最低限必要となる統計学的な考え方、デー
タの集め方、処理方法等について，理論と実証の両面から講述する．

【到達目標】
統計学の基礎知識（研究を遂行する上での統計学的な考え方，デー
タの集め方，処理方法等）を習得し，その知識をデータ解析環境Ｒ
を用いた実証分析に応用できるようにする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義と貸与ノートPCを用いた演習を組み合わせた授業形式とする．
毎回の授業の最後に当日の授業についての小テストを実施し，毎回
の理解度を確認する．つまり，理解度を勘案しながら授業を進める
予定のため，必ずしもシラバス通りに進まないことがあることに留
意してほしい．
講義は，基本的にリアルタイムでのオンライン開講とする．一部，対
面でも講義も予定している．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

：統計学とは
授業内容を紹介し，成績評価の
方法等を説明する

2 度数分布 データの分類と標本の抽出につ
いて

3 分布の特性を表す代
表値

異常値の存在とその取り扱いに
ついて

4 確率の考え方 理論的確率と統計的確率
5 確率分布と期待値 確率密度関数の定義
6 主要な確率分布 (1) 重要概念の紹介：二項分布とポ

アソン分布他
7 主要な確率分布 (2) 重要概念の紹介：正規分布の考

え方と標準化の概念
8 確率分布に関する諸

概念の復習
前半の講義を振り返り，重要ポ
イントを再論する

9 標本分布 (1) 標本平均と大数の法則
10 標本分布 (2) 正規分布とｔ分布
11 統計的推定 標本標準偏差の理解とその応用
12 統計的検定 (1) 仮説検定の基本的な考え方
13 統計的検定 (2) ２種類の過誤
14 回帰分析の基礎 最小二乗法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
授業の内容については，学習支援システム上で公開します．毎回の
講義の前に，その内容を確認しておくことが望ましい．

【テキスト（教科書）】
随時，資料を配布する
教科書が必要な学生には，栗原伸一『入門統計学（第２版）－検定か
ら多変量解析・実験計画法・ベイズ統計学まで－』オーム社：2021
年刊を勧める

【参考書】
山田剛史・杉澤武俊・村井潤一郎『Ｒによるやさしい統計学』オー
ム社：2008年刊（統計学の入門書としても最適）

Andrew P.他著・富永大介訳『Ｒをはじめよう生命科学のための
RStudio入門』羊土社：2019年刊（少し高度なＲの入門書）

【成績評価の方法と基準】
各回のレポート（20％）と期末試験の成績（80％）により評価する．
ただし，出席率６割以上の学生を評価の対象とする．

【学生の意見等からの気づき】
学生からの要望により，毎時間の最後に課している小レポートにつ
いて，翌週の講義冒頭にそれらの解説を行っている．具体的には，一
部の学生の提出内容を紹介し，正答・誤答の判定とその理由を紹介
するなどの時間を設けている．学生からは，毎回（前回）の講義内
容の理解の深化に役立っているという感想を得ている．

【学生が準備すべき機器他】
主に後半の講義において，教員の指示により，貸与ノートPCの持参
を求める

【その他の重要事項】
進捗の程度によって，EBPM（Evidence Based Policy Making）の
考え方，因果推論の分析手法についても，紹介する．

【Outline (in English)】
★Course outline
The fundamental theory of statistics for Bioscience and related
fields will be introduced. Lectures, practices and exercises with
"The R Statistical Computing Environment" on laptop PC are
adopted and used as a part of the education approaches in this
class.
★Learning Objectives
At the end of this course, students should be expected to do by
themselves the followings:
1. To understand the theory of a statistical test that is used to
find out if there is a real difference between the averages of two
different groups.
2. To apply this test by using R Statistical Computing
Environment
★Learning activities outside of classroom
During the period before next class, students will be expected
to work the challenges the lecturer ask them to do at the end
of each class
★Grading Criteria /Policy
Students are required to attend the class more than 60% of
all classes and their grade can be evaluated based on the
following:
Term-end examination: 80%, Short reports : 20%,
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

ホーティカルチャー論

津田　新哉、紺野　祥平、鈴木　栄、彦坂　晶子

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
園芸作物である果樹、野菜、花きは、人々に健康や豊かな生活をもたらすも
のとして、古くから栽培・利用されてきた。これら園芸作物の生産と消費に
とって重要な局面、特に育種・栽培・流通に関する研究と技術開発を行うのが
ホーティカルチャーサイエンス（園芸学）である。本授業では、園芸作物に
特徴的な成長と発育の仕組みと、それに基づく栽培管理技術、さらに、収穫
物の品質に関係する重要形質とその制御技術について、基礎的な知識を学ぶ。
【到達目標】
果樹、野菜、花きは、幅広い種から構成されており、品目ごとに様々な成長と
発育の特性を持つ。そのため、栽培体系、育種技術も非常に多岐にわたって
いる。しかし、その背景には共通のいくつかの要素があり、それらの組み合
わせで技術体系が成り立っていることを理解できるように努める。この理解
により、園芸作物が示す多種多様な現象に対して応用できる基礎的な知識と
考え方の習得を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
本授業は、パワーポイントによるスライド映写と配布資料等を用いて、講義
を行う。また、適度にグループディスカッション等も交え知識の醸成を図る。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ホーティカルチャーの

定義と野菜の分類
ホーティカルチャーおよび農業に関
する基本的な定義と、利用部位によ
る野菜の分類、成長ステージ別の特
徴などを解説する。

2 品種開発から流通まで
のプロセスと要素技術

野菜の品種開発から流通に関する現
状と、各要素技術などを解説する。

3 野菜生産１（施設栽培お
よび養液栽培）

野菜の生産方法に関して、露地と施
設の比較から、それらの目的と環境
制御の特徴を解説する。

4 野菜生産２（植物工場） 究極の施設園芸である植物工場の特
徴を解説し、野菜生産の現状と最新
の研究開発のトピックを紹介する。

5 果樹栽培と生理特性1 果樹の種類や主産地などについて触
れた後、果樹の休眠、開花、結実の生
理特性と栽培管理について解説する。

6 果樹栽培と生理特性2 果実の肥大や成熟の生理特性とそれ
らに対する光合成の影響、および果
実の収穫指標について解説する。

7 果樹生産と温暖化 地球温暖化の概要について触れた後、
温暖化の果樹への影響と対策につい
て解説する。

8 果樹の育種 果樹における各樹種の原産地や育種
の歴史について触れると共に、育種
方法や繁殖方法について解説する。

9 花き園芸学序論 花きにはどのような種類があり、ど
のような歴史を経て発展してきたか
について解説する。

10 花きの生育と開花 花き類に特徴的な成長と発育の仕組
みと、それに基づく，実際の品目の
栽培体系について解説する。

11 花きの品質と観賞性1 花きの品質を構成する3大要素であ
る形、色、香りがどのような仕組み
で発現し、観賞性にどのように貢献
するのかについて解説する。

12 花きの品質と観賞性2 前回の授業に引き続き、花きの品質の
基礎について各品目ごとに解説する。

13 花きの品質と観賞性3 前回の授業に引き続き、花きの品質
の基礎に加え，花き生産の将来につ
いても解説する。

14 まとめ これまでの授業内容の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業内容
を適宜復習するとともに、興味を惹かれる内容に関しては、関連する文献を
調べるなど積極的に理解を深める。もしも状況が許せば、果樹、野菜、花き
のうち、どれかひとつでもよいので自分で栽培してみる。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する。教科書は使用しない。
【参考書】
作物の生育と環境（西尾道徳著）農山漁村文化協会
施設園芸学植物環境工学入門（後藤英司／編）朝倉書店
農学基礎シリーズ　果樹園芸学の基礎 (伴野 潔, 山田 寿, 平 智編著), 農文協,
2013
農学基礎シリーズ　野菜園芸学の基礎　（篠原温編著），　農文協，2014
農学基礎シリーズ　花卉園芸学の基礎　（腰岡政二編著），　農文協，2014
このほか、より深く知りたい内容がある場合には、文献を紹介するので、お
問い合わせください。
【成績評価の方法と基準】
定期テスト（各分野30点、計90点）と平常点10点の合計により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本授業で扱う園芸植物は、果樹、野菜、花きの非常に広い範囲にわたります
が、限られた授業時間の中で、これらの植物の生産の基礎が理解できるよう
に努めたいと思います。
【その他の重要事項】
「授業計画」の開講順は変動することがある
【Outline (in English)】
Horticultural crops, i.e. fruit trees, vegetables and flowers, have
been cultivated and used for a long time as they bring healthy
and rich lives to people. Horticultural science is the research and
technology development concerning important aspects of production
and consumption of horticultural crops, especially breeding, cultivation,
and distribution. The aim of this course is to help students acquire
fundamental understandings about the mechanism of growth and
development of horticultural crops, cultivation management technology,
and control of important traits related to harvest quality. The standard
preparation and study time for this class is 4 hours each. In addition to
reviewing the contents of the class as necessary, students are expected
to actively research related literature to deepen their understanding of
the content of interest. If the situation permits, try to grow one of the
fruit trees, vegetables, or flowering plants by yourself. Evaluation will
be based on a total of 10 points for attendance and a regular test (30
points for each field, 90 points in total).
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BOA200YD（境界農学 / Boundary agriculture 200）

植物医科インフォマティクス演習

大島　研郎

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
・植物医科学の分野でも、ゲノムや遺伝子組換えなどの知識・技術が
必要である。また実験データを分析する機会も多いため、インフォマ
ティクス（データサイエンス）を身に着けておくことが重要である。
・本授業では植物や微生物を題材にして、DNAの切り貼り、遺伝子
組換えの方法などを学び、2年生の応用実験や3年生の専門実験で役
立つスキルを身に着けることを目的とする。

【到達目標】
DNAシークエンスや遺伝子組換えの手法を理解するとともに、表計
算ソフトや画像解析の基礎を学ぶ。また、ゲノムデータベースを閲
覧する方法や遺伝子の塩基配列を取得する方法など、ゲノム情報を
活用するためのスキルを身につける。さらに、DNAの切り貼りや系
統樹の作成法などを演習形式で学習することで、実験・実習や卒業
研究で役立つ技術の習得を目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
・対面授業とZoomを併用した「ハイフレックス形式」で講義を行う。
・講義資料の解説と、パソコンを使った演習によって授業を進める。
・各回の終わりに課題を提示し、学習支援システムを通して解答し
てもらう。
・授業内に前回の課題について解説する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業全体のガイダンス
第2回 植物病のデータを解

析しよう
Excelを使って、実験データを
解析する手法を学ぶ

第3回 実験データを比較解
析しよう

Excelを使って有意差を検定す
る

第4回 植物病の画像データ
を解析しよう

画像解析ソフトを使って植物の
病徴を解析する

第5回 ゲノムデータを見て
みよう

植物やヒトのゲノムデータベー
スを閲覧する

第6回 DNAの配列を読んで
みよう

塩基配列を決定する「DNAシー
クエンス」の手法を学ぶ

第7回 遺伝子の機能を予測
しよう

相同性検索を使って遺伝子の機
能を調べる

第8回 ゲノムを解読するに
は？

ゲノムDNAの中から遺伝子を
探す方法を学ぶ

第9回 生物の進化を解析し
よう

系統樹の描いて、生物の進化を
解析する

第10回 遺伝子組換え技術を
学ぼう

PCRや制限酵素の使い方など、
遺伝子組換えの手法を学ぶ

第11回 DNAを切り貼りする
方法を学ぼう

DNAを切り貼りする方法など、
遺伝子組換え技術の基礎を学ぶ

第12回 遺伝子組換え植物に
ついて学ぼう

どうやって遺伝子組換え植物を
作るのか？

第13回 ゲノムを解析して生
命を理解しよう

生物の生存戦略を最先端の手法
によって解析する

第14回 総括 講義内容の復習・確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする。

・授業内で提示された課題を解き、学習支援システムを使って解答
を提出する。

【テキスト（教科書）】
毎回、資料を配布する。

【参考書】
植物医科学第2版（養賢堂）
植物医科学実験マニュアル（大誠社）
植物たちの戦争病原体との5億年サバイバルレース（講談社ブルー
バックス）

【成績評価の方法と基準】
期末試験(50%)、各回の課題(36%)、平常点(14%)により総合的に評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
パソコンを活用した演習を取り入れるとともに、講義資料を穴埋め
式にするなど、効率的に学習できるように工夫している。

【学生が準備すべき機器他】
必要なソフトウェアについては、初回の授業内で説明する。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the bioinformatics associated to plants and
plant pathogenic bacteria. This course deals with the
principles of statistics, DNA sequencing, and DNA cloning.
This course also enhances the development of students’ skill
in dealing with genomic data. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Final grade will be decided based on short
reports after each class meeting (36%), a term-end examination
(50%), and in-class contribution (14%).
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

実践植物遺伝学

坂井　真、黒羽　剛

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
農業生産の生産性を高め、安定化させるための基盤、あるいは食生
活に豊かさをもたらす存在として各種作物の優良な品種は欠かせま
せん。本授業では、農業技術を支える品種を改良する手法としての
育種学（１～７回）や分子遺伝学（８～１４回）の基礎的な知識と
方法を学びます。

【到達目標】
水稲、麦類等の農作物の品種改良の基礎となる理論、手法とその発
達史について知る。
これにより育成された品種の農業への貢献を知る。
また、分子生物学的知見を活用した新しい育種法について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
対面授業またはオンライン授業を予定しており、授業では主に資料
を配布または画面共有してそれに基づいて進める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 育種とは 育種の歴史、農作物の品種改良

の意義、古典的な遺伝学、遺伝
子型と表現型について学習する。

第2回 遺伝資源 遺伝資源の重要性と農作物の栽
培化、組織的な品種改良を行う
以前の作物の歴史について学習
する。

第3回 育種組織と育種目標 公的機関の組織的な品種改良の
歴史と現況および実施されてき
た品種改良について学習する。
特に農作物に求められる収量性、
耐病性、ストレス耐性、品質成
分の改良について学習する。

第4回 育種操作 育種機関で実施されてきた人工
交配、組織培養、突然変異、遺
伝子組換え等の遺伝変異作出方
法について学習する。

第5回 圃場での選抜手法 生産力検定試験、特性検定試験、
地域適応性試験、現地試験につ
いて、生産現場での選抜や試験
の意味や必要性について学習す
る。

第6回 室内での選抜手法 遺伝子 (DNA)の変異を検出する
マーカー、種子成分の分析、品
質分析、加工試験、食味試験に
ついての意味や必要性について
学習する。

第7回 品種登録と品種の普
及

品種登録の意義や制度、種苗の
増殖、生産者や加工業者への普
及、流通制度、消費者に届くま
でについて学習する。

第8回 ＤＮＡ、遺伝子、染
色体、ゲノムの構造

育種・遺伝の基礎となる遺伝子
やゲノムの概念と構造について
学習する。

第9回 作物の遺伝子解析手
法

ＤＮＡシーケンシング、ハイブ
リダイゼーション、ＰＣＲなど、
分子生物学的解析法の歴史と原
理について学習する。

第10回 ＤＮＡマーカー 連鎖解析に用いるＤＮＡマー
カーの歴史と原理、応用例につ
いて学習する。

第11回 遺伝子の機能解析 「突然変異型の遺伝解析から原因
遺伝子を同定する手法（フォ
ワードジェネティクス）」と「対
象遺伝子の変異体を探索・作成
し、その機能を同定する手法
（リバースジェネティクス）」に
ついて学習する。また、研究対
象となる遺伝子の機能解析手法
についても紹介する。

第12回 遺伝子組換え作物お
よびゲノム編集技術

遺伝子組換え作物の作成手法に
ついて学習する。また、より新
しいアプローチとして注目され
ているゲノム編集技術について
学習する。

第13回 ゲノム解析の新技術 マイクロアレイや次世代シーケ
ンサーを用いた新しいゲノム解
析技術について学習する。

第14回 ゲノム研究における
新知見

サイレンシング、クロマチン修
飾等のエピジェネティクス、Ｒ
ＮＡやタンパク質の安定性制御
など、ゲノム科学における新知
見について学習する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
授業と関連する知識の習得に努める。

【テキスト（教科書）】
講義ごとに資料を配布する。

【参考書】
特に指定しない。

【成績評価の方法と基準】
平常点（５０％）と期末試験（５０％）により総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
引き続き、授業支援システムも活用しつつ、学生の理解を促進したい。
また、ポイントを把握できるように、専門用語をていねいに解説す
るとともに、板書の明確さやマイク音量、平易な言葉遣い等にも配
慮する。

【その他の重要事項】
小テストを行い、重要なポイントの確認に役立てる。また講義内容
に関する質問・感想・要望を随時受け付ける。

【Outline (in English)】
Excellent varieties of crops are essential for increasing and
stabilizing agricultural production and for providing food
diversity.In this class, we aim to study basic knowledge and
methods in breeding (#1 - #7)and molecular genetics(#8 - #14)
for crop improvement. Students will be expected to study the
relevant knowledge of this class. Grading will be decided based
on term-end examination (50%) and short reports (50%).
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COT200XG（計算基盤 / Computing technologies 200）

創生科学基礎演習 III

金沢　誠

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
プログラミング言語Haskellを通して，関数プログラミングの考え
方と，プログラミング全般に関する次のような基礎的事項を学ぶ。
・再帰的な関数の定義
・帰納的なデータ型の定義
・抽象的データ型
・アルゴリズムの効率

【到達目標】
・Haskellを使っていろいろな問題を解くプログラムを書くことがで
きる。
・QuickCheckを用いてプログラムの自動テストを行うことができる。
・高階関数などのプログラムの抽象化の手法を使うことができる。
・プログラムの効率の良さを比較することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行う。演習では，学生に対して個別に指
導する。課題の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通
じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 集合，型，簡単な計算 集合に関するおさらい，Haskell

における型，数式，関数の定義
2 ヴェン図と論理結合

子，リストと内包表
記

論理結合子，真理表の計算，リ
スト，リストに対する関数，文
字列，タプル，リスト内表表記，
列挙式

3 素性と述語，プログ
ラムのテスト

対象領域の表現，複雑な性質の
表現，テストによるバグの検出，
性質に基づくテスト，
QuickCheckを用いた自動テス
ト

4 リストと再帰 再帰的な関数の定義，リストの
整列，再帰とリスト内表表記の
対比

5 さらに再帰について 再帰的定義の停止性，無限リス
トと遅延評価，いろいろな再帰
関数，再帰と帰納法

6 高階関数 再帰的定義に共通なパターン，
map, filter, foldr/foldl,カリー
化と部分適用

7 さらに高階関数につ
いて

ラムダ式，関数合成，カリー化
とアンカリー化

8 代数的データ型 列挙型，タプル，リスト，
Maybe型，Either型

9 式木 木，数式，数式の評価，命題論
理式，命題論理式の評価，命題
論理式の充足可能性，構造的帰
納法，相互再帰

10 関係と量化子 量化子の表現，二項関係
11 木の探索 深さ優先探索，幅優先探索，最

良優先探索

12 組み合わせアルゴリ
ズム

重複の除去，部分リスト，デカ
ルト積，リストの置換，k個の要
素の選び方，数の分割

13 組み合わせアルゴリ
ズム（続き）

エイト・クイーン，組み合わせ
アルゴリズムに関する応用問題

14 総合演習 式木に関する応用問題，組み合
わせアルゴリズムに関する応用
問題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
テキストの該当箇所をあらかじめ読んでおく。
授業内で示された課題を完成させる。

【テキスト（教科書）】
Donald Sannella, Michael Fourman, Haoran Peng, and Philip
Wadler. 2022. Introduction to Computation: Haskell, Logic
and Automata. Springer.
https://doi.org/10.1007/978-3-030-76908-6（法政大学のネット
ワークからダウンロード可能）
https://www.intro-to-computation.com（著者によるこの本のサイ
ト）
テキストは英文だが，日本語による講義資料を用意する。

【参考書】
Graham Hutton著，山本和彦訳．2019. プログラミングHaskell
第2版．ラムダノート．
https://www.lambdanote.com/products/haskell

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題（80%）と期末試験（20%）による．毎回の出席が必須．

【学生の意見等からの気づき】
難しい事項については，学生の理解を確かめながら進める．

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン．

【その他の重要事項】
プログラミングの経験は必要としない。HaskellはJavaやPython
のような手続き型言語とは大きく異なるが，プログラミング初心者
にも修得可能である。
プログラミング能力を習得することがこの授業の目標である。課題
を解く際にChatGPTなどのツールを使ったり，他人の課題を丸写
しする（あるいは丸写しさせる）ことは剽窃行為である。

【Outline (in English)】
(Course outline)
The course introduces the students to functional programming
as well as to various fundamental notions in programming and
software development in general.
(Learning objectives)
The goal is to be able to do the following:
- to write programs in Haskell to solve various combinatorial
problems
- to test your program automatically using QuickCheck
- to use techniques of abstraction like higher-order functions
- to compare efficiencies of different programs for solving the
same task
(Learning activities outside of classroom)
Students are expected to read the relevant part of the textbook
prior to each class meeting, and to work on the assigned
homework.
(Grading Criteria)
The grade will be based on the submitted homework
assignments (100%).
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PLN400XG（地球惑星科学 / Earth and planetary science 400）

リモートセンシング科学

佐藤　修一

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
宇宙科学の基礎
【到達目標】
衛星を用いた宇宙からのリモートセンシングをテーマとし，その礎となる宇
宙科学の基礎を学ぶ．宇宙における科学の方法を概観するとともに，いくつ
かのミッションについて詳しく紹介する．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態の基本は講義とする．授業内で課題を出し，授業内でワークショッ
プ的に作業も行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ガイダンス
第2回 宇宙活動 宇宙活動とその歩み
第3回 日本の宇宙活動 日本の宇宙活動とJAXA
第4回 ロケット（１） ロケットの基礎知識
第5回 ロケット（２） 日本と世界のロケット、いろいろな

ロケット
第6回 人工衛星（１） 人工衛星の基礎知識
第7回 人工衛星（２） 姿勢と軌道の制御
第8回 月探査（１） 月探査の基礎知識
第9回 月探査（２） 有人月探査
第10回 惑星探査（１） 惑星探査の基礎知識
第11回 惑星探査（２） 科学衛星
第12回 宇宙環境利用（１） 宇宙環境利用の基礎知識
第13回 宇宙環境利用（２） 有人宇宙活動
第14回 まとめ まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・学習時間は，各4時間を標準とする．授業内で示される課題
（レポート、演習問題）に対応する．
【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
【参考書】
特に指定しない．
【成績評価の方法と基準】
平常点とレポート等（50%）および期末試験（50%）から総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートおよび日常的な意見や要望・実際の授業の状況などを踏
まえ，授業の進度・内容に適宜フィードバックする．
【Outline (in English)】
This class introduces the fundamentals of space science. This
course focuses on remote sensing from space using satellites and the
fundamentals of space science that form the cornerstone of such remote
sensing. The methods of science in space will be reviewed and several
missions will be introduced in detail. Students will be expected to
have completed the required assignments after each class meeting.
Evaluation will be based on the overall evaluation of the student’s
performance, including regular marks, reports, etc. (50%), and a final
examination (50%).
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MAN300XG（経営学 / Management 300）

流通経済システム

呉　暁林

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　経済のサービス化、デジタル化、DX（デジタルトランスフォーメーション）、
国際化など経済活動のありかたと経済環境が大きく変化しています。本授業
は生産と消費の媒介としての流通販売に焦点を当て、企業経営、マーケティン
グ、企業業績の評価などの視点からエコシステム、流通機構の構造変化、消
費者志向の経営販売活動を考えていきます。経営学、マーケティングの理論
に依拠して具体的な企業事例（主に製造小売企業、製造業などに大きな影響
を持つ流通企業）を取り上げて分析していきます。
【到達目標】
履修者が企業の経営活動を生産・流通・販売・消費の過程において把握でき、
企業の経営戦略、マーケティング、企業の経営活動を初歩的に分析できるこ
とを目指します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　本講義では，基礎知識と基本概念、事例、理論などの視点から，企業経営活
動とマーケティングの関係、流通システムの構成と変化、イノベーションと
企業業績評価（決算書の読み方など）について学習していきます。
教員による講義と事例分析で構成されます。事例について受講者が映像資料
を視聴し、整理分析を行う演習、全員討論、個別学習発表などの形で展開し
ます。
　提出された課題のうちいくつかを次回の授業で取り上げ、全体に対してフィー
ドバックを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

企業経営とマーケティ
ング

授業の紹介、企業の経営改革事例か
ら学習ポイントを考える。

2 ユニクロとしまむらの経
営業績を比較する（１）

企業の決算書
財務・会計の役割を理解する。

3 ユニクロとしまむらの経
営業績を比較する（２）

財務諸表の読み方を学ぶ。

4 『楽天の野望』からIT時
代のサービス・流通企業
と経営戦略を考える

経営者の役割、企業経営、経営理念
と経営戦略の基本概念と実践活動に
ついて考え、学ぶ。

5 企業の経営行動をどう
把握するか、分析するに
はどんな知識が必要か
について
考える

DX銘柄2020ー”デジタル時代を先
導する企業”トラスコ中山株式会社な
どの事例を取りあげる。

6 小松製作所、日立製作な
どの事例から市場戦略
を考える

マーケティングの定義、マーケティ
ングの考え方の時代的変遷、マーケ
ティングコンセプト、マーケティン
グと製品市場戦略

7 商社の事例から流通の
流れ・担い手の役割・販
売管理を考える

大塚商会・三井物産などを取り上げ
て• 消費財と生産財、小売りと卸売、
• 販売経路、販売管理を理解する。

8 ヤマト運輸・SBSの事
例から物流の役割と進
化を考える

物流企業の事例から宅配便と物流革
命、ロジスティックスのバージョン
アップなど物流システムの進化を学
ぶ。

9 小売製造業（SPA）と事
例（ユニクロ）からマー
ケティング環境の分析
を学ぶ

経営戦略・事業領域・競争戦略・
マーケティング戦略の分析概念と枠
組み競争分析、マーケティングリ
サーチ、消費者市場と消費者行動、
標的市場の選定

10 ユニクロの”妹分”の
ジーユーの事例から
マーケティングプログ
ラムを学ぶ

製品戦略とブランド戦略、価格戦略、
チャネル戦略

11 イノベーションとアパ
レルEC（ゾゾタウン・
メルカリ）

店舗ビジネスに依存したビジネスモ
デルとアパレル業界のECへの取り
組を比較し、インターネット販売と
効率性を学ぶ。

12 セブンイレブンの事例
から小売業の業態ライ
フサイクルを考える

小売業の分類、業種、業態、流通の
グローバル化などの視点から流通シ
ステムの変化を考察する。

13 期末学習発表 基本的概念に基づく調査と事例分析

14 期末学習発表 基本的概念に基づく調査と事例分析
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】参考書リ
スト①②③④から一冊選んで読んでください。Zoomクラウトにアップしてあ
る映像を視聴してください。
【テキスト（教科書）】
特に指定していませんが、配布するプリントの通読、映像資料の視聴などを
強く薦め,適時宿題を課します。
また、企業経営と業績を把握するために、会計の基本、決算書の見方などを
解説する本を一冊ぐらい読むことを勧めます。岩谷誠治[2017）『会計の基本』
（日本実業出版社）、川口宏之（2021）『決算書を読む技術』（かんき出版）、田
中道昭監修（2021）『比べる決算書図鑑』（宝島社）などが挙げられます。
【参考書】
小倉行雄・斉藤毅憲（2012）『新訂経営学入門』放送大学教材
経営学検定試験協議会（監修）経営能力開発センター（編）『経営学検定試験
公式テキスト③マーケティング』中央経済社
照井伸彦・佐藤忠彦（2013）『現代マーケティング・リサーチ』有斐閣
坂本英樹（2009）『ここから始める経営学』千倉書房
石原武明・竹村正明編著『１からの流通論』
石井淳蔵・廣田章光編著（2009）『１からのマーケティング』（第三版）、共に
中央経済社
渡辺達朗・原頼利・遠藤明子・田村晃二著 (2008)『流通論をつかむ』有斐閣
矢作敏行著『現代流通―理論とケースで学ぶ』有斐閣
石井淳蔵著 (2010)『マーケティングを学ぶ』ちくま新書
佐藤郁哉 (1992)『フィールドワーク』新曜社
佐藤善信監修 (2015)『ケースで学ぶケーススタディ』同文舘出版
田村正紀(2014)『セブンイレブンの足跡持続成長メカニズムを探る』千倉書房
田村正紀 (2006)『リサーチ・デザイン経営知識創造の基本技術』白桃書房
Yin, R. K.(2011)『新装版ケーススタディの方法（第2版）』千倉書房（近藤公
彦訳）
フィリップ・コトラー,ゲイリー・アームストロング,恩藏直人『コトラー、アー
ムストロング、恩蔵のマーケティング原理』丸善出版, 2014/3/4. ISBN-10:
4621066226
コトラー，フィリップ/ケラー，ケビン・レーン【著恩藏直人【監修】/月谷真
紀【訳】（2008）『コトラー＆ケラーのマーケティング・マネジメント　第１
２版』
柳原書店
【成績評価の方法と基準】
授業の宿題レポート40％、学習発表40%、期末分析レポート20％
【学生の意見等からの気づき】
受講者が自ら自分の関心を持つ業種と企業を見つけて取り組んでいくことは
重要です。指示した学習資料（PDF、映像資料など）を必ず読み、視聴しま
しょう。また理解を深めるためには内容の要約をしておいてください。
受講者の理解度に合わせて改善していきますので、随時、質問と意見を受け
付けます。
【学生が準備すべき機器他】
事例映像のメモを取ってレポートを授業終了後に提出してもらうので、ノー
トパソコンを必ず持参すること。
【その他の重要事項】
授業中の私語、スマートフォンのゲーム遊びは禁止
【Outline (in English)】
This course focuses on the mechanisms and role of distribution from the
viewpoint of corporate systems and corporate management. Case study
analysis will be used to deepen understanding of the course.
Before / after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
The assignments are graded based on: course material reading (40%),
presentation (40%) and short report (20%).
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MEC200XG（機械工学 / Mechanical engineering 200）

物理学基礎Ⅴ（熱統計力学Ⅰ）

梶田　雅稔

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マクロな熱力学とミクロな統計力学の入門部分について学ぶ。
熱現象から出発し、仕事、熱機関、熱力学法則、エントロピーに達する熱力学
の考え方を学習した上で、気体運動論から集団分布を扱う統計力学の基本を
学習する。また、歴史的な発展、変遷についても理解する。
【到達目標】
熱力学と統計力学の基本的入門部分を理解する。またそこに至る歴史的考察
を知識として持つ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を主として授業を進める。基本的な概念・法則の理解を重視して適宜レ
ポート課題を課す。レポート評価は基本概念を理解を重視する。最終回に最
終試験を行うが、その時は筆記用具以外の持ち込みは禁止することを念頭に
おいてほしい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 熱・統計力学と確率論 熱力学第一、第二法則とそれに関わ

る確率論を開設する
2 分子の2領域の分布比 容器内の2領域内の分子数分布を確

率論から紹介する
3 エネルギー分布と統計

力学的温度の定義
接触する2領域の確率最大のエネル
ギー分布とそこから導かれる温度の
定義

4 温度を決めたときのエ
ネルギー分布

統計力学的温度の定義に基づくエネ
ルギー分布を示す

5 平均エネルギー 統計力学から導かれる平均運動エネ
ルギー、位置エネルギー

6 熱力学入門 気体の状態方程式を紹介したうえで
与える熱エネルギーと期待が外部に
対して行う仕事。気体の比熱につい
ても議論する

7 断熱変化 断熱膨張、圧縮を行った時の温度変化
8 カルノーサイクル（理

想）
典型的な動力機関として絵のカル
ノーサイクルを紹介、熱陸学的エン
トロピーの紹介

9 カルノーサイクル（現
実）

理想的なカルノーサイクルではエン
トロピーは不変であるが現実は増大
することを示す

10 熱平衡状態 総エントロピー最大で示される熱平
衡状態とじゆうえねるぎーのかんっ
系を示す

11 独立事象が成り立たない
場合のエネルギー分布

原子分子の波束が広がって重なりが
生じたときの現象を紹介する。その
場合は、それまでの統計力学が成り
立たない

12 黒体輻射 量子論のさきがけとなったプランク
の黒体輻射を紹介する

13 エントロピーについて
の考察

レーザー光を用いた原子制御を紹介、
その場合エントロピー増大の法則が
破れていないか考察

14 まとめと評価 まとめと最終試験を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
前回の復習をしてから授業に臨むことが重要である。
【テキスト（教科書）】
power point資料を配布する
【参考書】
Fundamentals of Analysis in Physics法政図書館にあり
【成績評価の方法と基準】
授業期間中に数回のレポート90%、最終試験10 %で評価する。
レポート成績が良い人は試験免除する
ただし、基本概念の理解が不完全と思われるレポート、他人のレポートと酷
似したレポートは口頭試問を行ったうえで評価することがある
最終試験では筆記用具以外持ち込み禁止する
基礎事項が理解てきていない人は不可の評価にすることを認識してほしい

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
最低限の理解ができていない人は不可にするのでその旨認識してほしい
【Outline (in English)】
This course deals with the very beginning of thermodynamics and
statistical mechanics. The topics covered by this course include the
thermal phenomena, the formalism of thermodynamics, the statistical
mechanics from behaviors of micro gas particles, etc. The goals of this
course are to understand the basics of thermodynamics and statistical
mechanics, and to learn how these scientific fields have been developed.
Students will be expected to review the previous lecture before each
class meeting. Grading will be decided based on in-class contribution
(including in-class practice: 90 %).and term end examination 10 %. For
students with high score of in-class contribution, credit will be given
without term end examination.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ａ

小黒　一正

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は今、少子高齢化やグローバル化の進展で様々な課題を抱えて
いる。日本経済の今後の動向を理解するには、その内容を分析・考
察するための「ツール」が必要であり、とくに「マクロ経済学」「公
共経済学」の知識が必要不可欠となってくる。そこで、本講義では、
財政政策・金融政策との関係を含めて「マクロ経済学」の基礎的な
内容を学びつつ、日本経済を巡る課題をマクロ経済学の視点から見
ていく。

【到達目標】
日本経済論を学ぶことで、日本経済を巡る課題に対して経済学的な
ロジックに従って考え、評価する姿勢を身につけることを目指す。
日本経済の今後の動向を考えるうえで必要な諸理論を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には教科書に沿って講義を進めることを予定
している。教科書以外の参考文献がある時にはその都度指示する。
また、各回のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を
勘案し、必要に応じて授業スピードの変更を行う。
【留意事項】
なお、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い、教室での講義が
可能となるまでの期間の授業計画等は、学習支援システムでその都
度提示する。また、課題の提出等（フィードバックを含む）も「学
習支援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ガイダンス
第2回 日本経済を理解する

ためのマクロ経済学
(1)

マクロ経済学の基礎（マクロ経
済の循環・GDP・名目と実質）

第3回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(2)

古典派モデル (1)　基本モデル

第4回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(3)

古典派モデル (2)　拡張モデル
（恒常所得仮説、開放経済モデ
ル）

第5回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(4)

古典派モデル (3)　貨幣数量説、
失業と労働市場

第6回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(5)

ケインズ・モデル (1)　所得支出
モデル

第7回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(6)

ケインズ・モデル (2)　IS-LM
モデルと財政金融政策の効果

第8回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(7)

ケインズ・モデル (3)　IS-MP
モデル、開放経済モデル

第9回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(8)

消費関数・投資関数の理論

第10回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(9)

財政赤字（ドーマーの命題・リ
カードの等価定理）

第11回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(10)

経済成長論

第12回 現在の日本が抱える
課題 (1)

デフレ脱却、金融政策の効果と
限界

第13回 現在の日本が抱える
課題 (2)

財政政策の効果と限界、成長戦
略

第14回 期末試験と総括 試験等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
浅子和美・篠原総一『入門・日本経済第4版』有斐閣
麻生良文『マクロ経済学入門』ミネルヴァ書房
配布資料

【参考書】
マンキュー『マンキュー経済学II　マクロ編』東洋経済新報社
マンキュー『マクロ経済学I・II』東洋経済新報社
内閣府『経済財政白書』（経済企画庁『経済白書』）
小黒一正『日本経済の再構築』日本経済新聞出版社
山重慎二・加藤久和・小黒一正『人口動態と政策: 経済学的アプロー
チへの招待』日本評論社
その他は適宜授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
基本的に期末試験100%での評価を予定するが、場合によってはレ
ポート課題100%で対応する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
初回授業に必ず出席すること。

【Outline (in English)】
The Japanese economy is now facing multiple challenges due to
the declining birthrate and aging population and the progress
of globalization. In order to identify and understand the
future trends of the Japanese economy, we need a tool for
analyzing and assessing the trends, including the knowledge
of macroeconomics and public economics. Therefore, in this
course, while learning the basics of macroeconomics, we will
consider the issues surrounding the Japanese economy from
a macroeconomics perspective. At present, the evaluation for
students would be based on the score of the final exam (100%).
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ａ

小﨑　敏男

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「日本経済」の変遷を人口・経済成長・金融・財政・労働を中心とし
て講義する。
現在のわが国が置かれている位置を確認して欲しい。受講者は、ミ
クロ経済学とマクロ経済学の基礎を学んでいることが望ましい。

【到達目標】
日本経済の現状と将来展望を理解し、新聞やニュースの経済記事を興
味をもって読めるような基本的知識を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
オンデマンド形式のオンライン講義とする。学年暦に応じ毎週各ス
ライドにナレーションを挿入したパワーポイント・資料を、学習支
援システム（HOPPII）の教材フォルダーにアップロードしておく
ので、それをダウンロードし、受講生が適切な環境で学習してもら
う。授業内容に関し質問等がある場合は、学習支援システムの「掲
示板」内のスレッド「授業への質問コーナー」に投稿して欲しい。課
題等に対するフィ－ドバックは、授業中解説し学習支援システムを
通して返却する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、わが国

の人口減少（1）
わが国の総人口の動向について
考察する。

2 わが国の人口減少
（2）

わが国の人口を3区分して、そ
の動向を考察する。

3 日本経済の歴史：
1960～2018年

名目GDP、実質GDPの動向及
び、成長率の概念、成長率と複
利の計算

4 高度経済成長：理論
（成長会計）

経済成長の理論；生産関数と成
長会計に関して考察する。

5 日本経済の失われた
30年

1991年のバルブ崩壊から現在ま
で、5期に分けて考察する。

6 日本経済と国際経済
との関係

国際収支と貿易構造、企業の海
外進出、アジア経済の拡大と貿
易パタ－ンの変化

7 金融政策（1） 日本の金融の足取りの考察。
8 金融政策（2） 伝統的理論と非伝統的理論の考

察。
9 財政政策（1） 財政の現状と社会保障に関して

考察する。
10 財政政策（2） MMT理論に関して考察する。
11 労働政策（1） 人口減少と労働政策に関して考

察する。
12 労働政策（2） 解雇権・最低賃金に関して考察

する。
13 地域政策 人口減少と地域政策
14 小括1 第1回から13回までの講義に関

する質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各回4時間を標準とし、毎日の新聞、ニュー
スの経済欄を読み聞く習慣を身に付けること、および授業で使う資
料に必ず目を通すこと。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。毎回の講義内容は授業支援システム上にアップロー
ドする。

【参考書】
①鶴・前田・村田（2019）『日本経済のマクロ分析』日本経済新聞社。
②小﨑・牧野・吉田（2022）『キャリアと労働の経済学』日本評論社。
③内閣府『経済財政白書』（経済企画庁『経済白書』）
など。
その他は適宜授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
レポート（100％）を課し、それによって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
グラフを読みやすく改善しました。

【その他の重要事項】
現代経済学基礎、同応用、ミクロ経済学、マクロ経済学などの履修
を平行して進めること。

【Outline (in English)】
Lectures on the transition of the "Japanese economy" focusing
on population, economic growth, finance, finance, and labor.
I want you to confirm the current location of Japan.
Students should be learning the basics of microeconomics and
macroeconomics.
　 The goal is to understand the current state and future
prospects of the Japanese economy, and to acquire basic
knowledge to read economic articles in newspapers and news
with interest.
　Impose a report (100%) and evaluate accordingly.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ｂ

小黒　一正

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は今、少子高齢化やグローバル化の進展で様々な課題を抱えて
いる。日本経済の今後の動向を理解するには、その内容を分析・考
察するための「ツール」が必要であり、とくに「マクロ経済学」「公
共経済学」の知識が必要不可欠となってくる。そこで、本講義では、
財政や租税の諸理論を含む「公共経済学」の基礎的な内容を学びつ
つ、日本経済を巡る課題を公共経済学の視点から見ていく。

【到達目標】
日本経済論を学ぶことで、日本経済を巡る課題に対して経済学的な
ロジックに従って考え、評価する姿勢を身につけることを目指す。
日本経済の今後の動向を考えるうえで必要な諸理論を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には教科書に沿って講義を進めることを予定
している。教科書以外の参考文献がある時にはその都度指示する。
また、各回のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を
勘案し、必要に応じて授業スピードの変更を行う。
【留意事項】
なお、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い、教室での講義が
可能となるまでの期間の授業計画等は、学習支援システムでその都
度提示する。また、課題の提出等（フィードバックを含む）も「学
習支援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ガイダンス
第2回 日本経済を理解する

ための公共経済学 (1)
市場の失敗と政府の役割

第3回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (2)

財政、国債市場

第4回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (3)

公共財

第5回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (4)

外部性、共有地の悲劇、外部性
の解決方法

第6回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (5)

社会保障の全体像、年金・医
療・介護

第7回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (6)

情報の非対称性、逆選択、所得
分配

第8回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (7)

租税の理論、物品税の帰着

第9回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (8)

労働所得税の効果、利子所得税
の効果

第10回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (9)

課税が資本蓄積に及ぼす効果、
減税の効果

第11回 日本経済を理解する
ための公共経済学
(10)

公債の負担

第12回 現在の日本が抱える
課題 (1)

少子高齢化、社会保障、賦課方
式と積立方式

第13回 現在の日本が抱える
課題 (2)

財政赤字、世代間格差

第14回 期末試験と総括 試験等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
浅子和美・篠原総一『入門・日本経済第4版』有斐閣
林正義・小川光・別所俊一郎『公共経済学』有斐閣
麻生良文・小黒一正・鈴木将覚『財政学15講』新世社
配布資料

【参考書】
スティグリッツ『公共経済学上』東洋経済
スティグリッツ『公共経済学下』東洋経済
内閣府『経済財政白書』（経済企画庁『経済白書』）
小黒一正『日本経済の再構築』日本経済新聞出版社
山重慎二・加藤久和・小黒一正『人口動態と政策: 経済学的アプロー
チへの招待』日本評論社
その他は適宜授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
基本的に期末試験100%での評価を予定するが、場合によってはレ
ポート課題100%で対応する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
初回授業に必ず出席すること。

【Outline (in English)】
The Japanese economy is now facing multiple challenges due to
the declining birthrate and aging population and the progress
of globalization. In order to identify and understand the
future trends of the Japanese economy, we need a tool for
analyzing and assessing the trends, including the knowledge
of macroeconomics and public economics. Therefore, in this
course, while learning the basics of public economics, including
various theories of public finance and tax, we will consider the
issues surrounding the Japanese economy from the perspective
of public economics. At present, the evaluation for students
would be based on the score of the final exam (100%).
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ｂ

小﨑　敏男

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本経済論Bは、日本経済論Aをより深く経済学的に探究する。特
に、人口減少と日本経済の関係を深堀する。それにより、現在、日
本の置かれて位置関係が理解される。
学生は、この学びにより今、何が日本に求められているのか理解で
きることとなる。また、その成果として日本経済新聞などの経済記
事や週刊誌を体系的に理解できることを目的としている。

【到達目標】
個別の分野ごとに日本経済の抱える問題、解決への手段を考察する
ための基本知識、そして当然のことながら、新聞の経済記事等が理
解できるような基本知識を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
オンデマンド形式のオンライン講義とする。学年暦に応じ毎週各ス
ライドにナレーションを挿入したパワーポイント・資料を、学習支
援システム（HOPPII）の教材フォルダーにアップロードしておく
ので、それをダウンロードし、受講生が適切な環境で学習してもら
う。授業内容及び課題等に対するフィ－ドバックは、学習支援シス
テムの「掲示板」で返答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の概要とスケ－ジュル
2 少子化に関する基礎

理論（1）
結婚の経済理論、子どもの数の
決定理論

3 少子化に関する基礎
理論（2）

少子化対策の理論

4 既婚女性の働き方と
子どもの数（1）

理論的考察

5 既婚女性の働き方と
子どもの数（2）

既婚女性の働き方と出生数の実
証的考察

6 超高齢社会への対応
策（1）

高齢化のメカニズム、人口高齢
化の問題点

7 超高齢社会への対応
策（2）

高齢者就業対策

8 労働力不足の労働市
場（1）

わが国労働市場の趨勢と現状

9 労働力不足の労働市
場（2）

労働力人口の減少と失業率の低
下

10 労働力不足と外国人
労働（1）

外国人労働受入れの現状

11 労働力不足と外国人
労働（2）

外国人労働者受入れの経済学的
検討

12 労働力不足と日本的
雇用慣行（1）

日本的雇用慣行の理論

13 労働力不足と日本的
雇用慣行（2）

労働力不足と日本的雇用慣行

14 労働力不足と技術革
新

第4次産業は仕事を奪うのか

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各回4時間を標準とし、毎日の新聞、ニュー
スの経済欄を読み聞く習慣を身に付けること、および授業で使う資
料に必ず目を通すこと。

【テキスト（教科書）】
小﨑敏男（2018）『労働力不足の経済学』日本評論社。

【参考書】
関係省庁の発行する白書類。

【成績評価の方法と基準】
レポート (100%)を課し、それによって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
質疑応答の時間を積極的に活用したい。

【Outline (in English)】
Japanese economic theory B explores Japanese economic
theory A more deeply and economically. In particular, we will
deepen the relationship between population decline and the
Japanese economy. By doing so, the positional relationship of
Japan is now understood.
Students will be able to understand what is required of Japan
now through this learning. In addition, as a result, the purpose
is to be able to systematically understand economic articles and
weekly magazines such as the Nihon Keizai Shimbun.
The goal is to acquire the basic knowledge necessary to
consider the problems faced by the Japanese economy in
individual fields, the means to solve them, and, of course, the
basic knowledge necessary to understand economic articles in
newspapers.
Impose a report (100%) and evaluate accordingly.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ａ

小林　克也

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年DEFGHIJUVWXYZ組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本では、少子高齢化にともなう社会保障費の増大によって膨らん
でしまった政府債務残高や低成長に対する経済政策のあり方などの
問題が重なり、政府は難しい意思決定を迫られています。この講義
ではこれらの現状について考えるために、以下のふたつの内容を中
心に学びます。前半では政府の市場へ介入がどのようなときに必要
なのかについて学びます。後半では日本の財政制度と財政データを
見ることで、政府が直面している問題を理解します。

【到達目標】
経済における政府の役割について、どのような考え方があるのかを
理解するとともに、わが国の財政を取り巻く問題を理解します。そ
の上で、政府の役割と日本の財政がどうあるべきかを、自分自身で
経済学の観点から考えられるようになるための論理的思考力を身に
つけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講
義ノートと資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信しま
す。講義ノートと資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。
Hoppiiのテスト/アンケートを使って課題をほぼ毎回出します。採
点の際、全員向けと適宜個別にコメントを付けます。みなさんはそ
れらを読んで復習をして下さい。授業の質問や意見はHoppiiの掲示
板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私がお答えしま
す。なお対面で期末試験を実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学はどのような内容か
2 市場の働き 価格メカニズムの働き
3 市場の失敗・政府の

失敗
外部性、公共財、情報の非対称
性の問題など

4 財政の3つの機能 (1) 資源配分機能
5 財政の3つの機能 (2) 所得再分配機能
6 財政の3つの機能 (3) 経済安定化機能
7 政府の規模 政府が経済に占める大きさを

データで見る
8 一般会計歳入 (1)：

税収
税目と税収規模、直間比率、国
際比較

9 一般会計歳入 (2)：
国債

国債の発行額と政府債務残高の
規模

10 一般会計歳出 内訳と規模、一般歳出の考え方
11 プライマリーバラン

ス
プライマリーバランスの考え方

12 財政投融資 財政投融資の仕組みと規模
13 予算のしくみと編成

(1)
予算制度、予算原則、予算の形
式とその見方

14 予算のしくみと編成
(2)

予算編成と審議のプロセス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を
理解しているとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場
合は、授業で扱う概念について自分で1年次の講義ノート等を復習
して下さい。日経新聞なども使いながら日本の財政の現状を扱うの
で、日頃、新聞に目を通すことを推奨します。これらと本授業の準
備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ
等をまとめた資料を配布します。

【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ち
ます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』財経詳報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政
学15講』新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石
田和之 (2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実
施しますが詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題
をHoppiiのテスト/アンケート機能を使って締切が5回となるように
出します。期末試験で半分、課題で半分の合計100%の評価をしま
す。期末試験はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）と同じ問題で同じ時間に対面で実施します。

【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通
じて、みなさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心が
けます。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。
Hoppiiを利用します。Hoppiiで講義ノートと資料を配付し、音声
はgoogle driveを使って配信します。google上の音声再生機能は不
具合が多いので、PCにダウンロードして、自分の音声再生ソフトを
用いて聞いてください。

【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登
録して下さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録
を良く確認して下さい。授業についての変更や追加の情報はHoppii
の「お知らせ」で掲示しますので、お知らせを見るようにして下さ
い。この授業はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）とだいたい同じ内容を予定しています（異なる部分はあり
ます）。また、対面で筆記の期末試験を実施します。

【Outline (in English)】
Course outline:
At present, Japanese government must manage the several
issues of a huge government debt due to the huge social
security costs caused by the aging and low birth rate and the
economic policy against the low economic growth rate. In this
course, students understand these issues that the Japanese
government is facing and learn how to consider them from the
viewpoint of economics.
Learning objective:
The goal of this course is to understand the roles of the central
government in the national economy and the issues which our
government faces. Students should be able to consider these
roles and issues of Japanese government finance logically and
normatively.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand course contents and basic
concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five
homework 50% = 100%.
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財政学Ａ

天利　浩

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCKLMNOPQRST組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本では、少子高齢化にともなう社会保障費の増大によって膨らんでしまっ
た政府債務残高や低成長に対する経済政策のあり方などの問題が重なり、政
府は難しい意思決定を迫られています。この講義ではこれらの現状について
考えるために、以下のふたつの内容を中心に学びます。前半では政府の市場
へ介入がどのようなときに必要なのかについて学びます。後半では日本の財
政制度と財政データを見ることで、政府が直面している問題を理解します。
【到達目標】
経済における政府の役割について、どのような考え方があるのかを理解する
とともに、わが国の財政を取り巻く問題を理解します。その上で、政府の役
割と日本の財政がどうあるべきかを、自分自身で経済学の観点から考えられ
るようになるための論理的思考力を身につけます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」
「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。
【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講義ノート
と資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信します。講義ノートと
資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。Hoppiiのテスト/アンケー
トを使って課題をほぼ毎回出します。採点の際、全員向けと適宜個別にコメ
ントを付けます。みなさんはそれらを読んで復習をして下さい。授業の質問
や意見はHoppiiの掲示板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私
がお答えします。なお対面で期末試験を実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学はどのような内容か
2 市場の働き 価格メカニズムの働き
3 市場の失敗・政府の失敗 外部性、公共財、情報の非対称性の

問題など
4 財政の3つの機能 (1) 資源配分機能
5 財政の3つの機能 (2) 所得再分配機能
6 財政の3つの機能 (3) 経済安定化機能
7 政府の規模 政府が経済に占める大きさをデータ

で見る
8 一般会計歳入 (1)：税収 税目と税収規模、直間比率、国際比較
9 一般会計歳入 (2)：国債 国債の発行額と政府債務残高の規模
10 一般会計歳出 内訳と規模、一般歳出の考え方
11 プライマリーバランス プライマリーバランスの考え方
12 財政投融資 財政投融資の仕組みと規模
13 予算のしくみと編成 (1) 予算制度、予算原則、予算の形式と

その見方
14 予算のしくみと編成 (2) 予算編成と審議のプロセス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を理解してい
るとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場合は、授業で扱う概
念について自分で1年次の講義ノート等を復習して下さい。日経新聞なども使
いながら日本の財政の現状を扱うので、日頃、新聞に目を通すことを推奨し
ます。これらと本授業の準備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ等をまと
めた資料を配布します。
【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ちます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』財経詳報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政学15講』
新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石田和之
(2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実施します
が詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題をHoppiiのテスト/
アンケート機能を使って締切が5回となるように出します。期末試験で半分、
課題で半分の合計100%の評価をします。期末試験はもう1つの財政学のクラ
ス（小林先生担当）と同じ問題で同じ時間に対面で実施します。
【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通じて、み
なさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心がけます。
【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。Hoppiiで
講義ノートと資料、音声ファイルを配付します。音声ファイルは自分の音声
再生ソフトを用いて聞いてください。
【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登録して下
さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録を良く確認して下
さい。授業についての変更や追加の情報はHoppiiの「お知らせ」で掲示しま
すので、お知らせを見るようにして下さい。この授業はもう1つの財政学のク
ラス（小林先生担当）とだいたい同じ内容を予定しています（異なる部分は
あります）。また、対面で筆記の期末試験を実施します。
【Outline (in English)】
Course outline:
At present, Japanese government must manage the several issues of a
huge government debt due to the huge social security costs caused by
the aging and low birth rate and the economic policy against the low
economic growth rate. In this course, students understand these issues
that the Japanese government is facing and learn how to consider them
from the viewpoint of economics.
Learning objective:
The goal of this course is to understand the roles of the central
government in the national economy and the issues which our
government faces. Students should be able to consider these roles and
issues of Japanese government finance logically and normatively.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand course contents and basic concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five homework
50% = 100%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ｂ

小林　克也

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年DEFGHIJUVWXYZ組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
財政学Aの内容（財政の考え方や日本の財政の制度と現状）を前提
として、ミクロ経済学とマクロ経済学の理論に基づいて、さまざま
な財政上の政策を学びます。具体的には、課税や公債発行が家計に
与える影響、政府支出の増大がマクロ経済に短期的に及ぼす効果を
学びます。春学期に予定した内容で扱えなかったものがある場合は、
秋学期の最初で扱います。

【到達目標】
私たちの生活に密接な税から、国全体のマクロ経済政策まで、政府
が実施している様々な政策について、具体的にどのようなものがあ
るのかについて知るとともに、これらの経済上の効果を経済学の理
論を用いて理解します。その上で、これらの政策は私たちの生活に
どのような影響をあたえるのかについて、自分で考えられるように
なることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講
義ノートと資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信しま
す。講義ノートと資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。
Hoppiiのテスト/アンケートを使って課題をほぼ毎回出します。採
点の際、全員向けと適宜個別にコメントを付けます。みなさんはそ
れらを読んで復習をして下さい。授業の質問や意見はHoppiiの掲示
板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私がお答えしま
す。なお対面で期末テストを実施します。なお対面で期末試験を実
施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学Aの復習、財政学Bで扱

う内容の紹介
2 国と地方との関係 (1) 国から地方自治体への移転と規

模
3 国と地方との関係 (2) 地方交付税と国庫支出金
4 租税の転嫁と帰着 (1) 税の転嫁の紹介
5 租税の転嫁と帰着 (2) 需要曲線と供給曲線による余剰

分析
6 所得税と消費税 所得税と消費税の理論的比較
7 消費税のしくみ 付加価値税、日本の制度、長所

と問題点
8 国民所得決定の理論

(1)
有効需要の原理

9 国民所得決定の理論
(2)

経済政策（政府支出増大）の効果

10 国民所得決定の理論
(3)

ビルトイン・スタビライザー、
均衡予算定理

11 IS-LM分析 (1) 財市場の均衡
12 IS-LM分析 (2) 貨幣市場の均衡
13 IS-LM分析 (3) 財政政策・金融政策の効果

14 公債の経済学 公債負担についてのさまざまな
考え方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を
理解しているとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場
合は、授業で扱う概念について自分で1年次の講義ノート等を復習
して下さい。日経新聞なども使いながら日本の財政の現状を扱うの
で、日頃、新聞に目を通すことを推奨します。これらと本授業の準
備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ
等をまとめた資料を配布します。

【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ち
ます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』東洋経済新
報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政
学15講』新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石
田和之 (2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実
施しますが詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題
をHoppiiのテスト/アンケート機能を使って締切が5回となるように
出します。期末試験で半分、課題で半分の合計100%の評価をしま
す。期末試験はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）と同じ問題で同じ時間に対面で実施します。

【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通
じて、みなさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心が
けます。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。
Hoppiiを利用します。Hoppiiで講義ノートと資料を配付し、音声
はgoogle driveを使って配信します。google上の音声再生機能は不
具合が多いので、PCにダウンロードして、自分の音声再生ソフトを
用いて聞いてください。

【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登
録して下さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録
を良く確認して下さい。授業についての変更や追加の情報はHoppii
の「お知らせ」で掲示しますので、お知らせを見るようにして下さ
い。この授業はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）とだいたい同じ内容を予定しています（異なる部分はあり
ます）。また、対面で筆記の期末試験を実施します。

【Outline (in English)】
Course outline:
Students learn the roles of public policies on the basis of
"Public Finance A," microeconomics, and macroeconomics.
In particular, students understand the economic impact of
taxation, government bonds, and an increase in government
expenditure.
Learning objective:
The goal of this course is to understand various polices
implemented by the central government such as taxes in our
life and macroeconomic policies. Students should be able to
consider effects of these policies.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand course contents and basic
concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five
homework 50% = 100%.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ｂ

天利　浩

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCKLMNOPQRST組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
財政学Aの内容（財政の考え方や日本の財政の制度と現状）を前提
として、ミクロ経済学とマクロ経済学の理論に基づいて、さまざま
な財政上の政策を学びます。具体的には、課税や公債発行が家計に
与える影響、政府支出の増大がマクロ経済に短期的に及ぼす効果を
学びます。春学期に予定した内容で扱えなかったものがある場合は、
秋学期の最初で扱います。

【到達目標】
私たちの生活に密接な税から、国全体のマクロ経済政策まで、政府
が実施している様々な政策について、具体的にどのようなものがあ
るのかについて知るとともに、これらの経済上の効果を経済学の理
論を用いて理解します。その上で、これらの政策は私たちの生活に
どのような影響をあたえるのかについて、自分で考えられるように
なることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講
義ノートと資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信しま
す。講義ノートと資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。
Hoppiiのテスト/アンケートを使って課題をほぼ毎回出します。採
点の際、全員向けと適宜個別にコメントを付けます。みなさんはそ
れらを読んで復習をして下さい。授業の質問や意見はHoppiiの掲示
板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私がお答えしま
す。なお対面で期末テストを実施します。なお対面で期末試験を実
施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学Aの復習、財政学Bで扱

う内容の紹介
2 国と地方との関係 (1) 国から地方自治体への移転と規

模
3 国と地方との関係 (2) 地方交付税と国庫支出金
4 租税の転嫁と帰着 (1) 税の転嫁の紹介
5 租税の転嫁と帰着 (2) 需要曲線と供給曲線による余剰

分析
6 所得税と消費税 所得税と消費税の理論的比較
7 消費税のしくみ 付加価値税、日本の制度、長所

と問題点
8 国民所得決定の理論

(1)
有効需要の原理

9 国民所得決定の理論
(2)

経済政策（政府支出増大）の効果

10 国民所得決定の理論
(3)

ビルトイン・スタビライザー、
均衡予算定理

11 IS-LM分析 (1) 財市場の均衡
12 IS-LM分析 (2) 貨幣市場の均衡
13 IS-LM分析 (3) 財政政策・金融政策の効果

14 公債の経済学 公債負担についてのさまざまな
考え方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を
理解しているとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場
合は、授業で扱う概念について自分で1年次の講義ノート等を復習
して下さい。日経新聞なども使いながら日本の財政の現状を扱うの
で、日頃、新聞に目を通すことを推奨します。これらと本授業の準
備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ
等をまとめた資料を配布します。

【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ち
ます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』東洋経済新
報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政
学15講』新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石
田和之 (2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実
施しますが詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題
をHoppiiのテスト/アンケート機能を使って締切が5回となるように
出します。期末試験で半分、課題で半分の合計100%の評価をしま
す。期末試験はもう1つの財政学のクラス（小林先生担当）と同じ
問題で同じ時間に対面で実施します。

【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通
じて、みなさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心が
けます。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。
Hoppiiで講義ノートと資料、音声ファイルを配付します。音声ファ
イルは自分の音声再生ソフトを用いて聞いてください。

【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登
録して下さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録
を良く確認して下さい。授業についての変更や追加の情報はHoppii
の「お知らせ」で掲示しますので、お知らせを見るようにして下さ
い。この授業はもう1つの財政学のクラス（小林先生担当）とだい
たい同じ内容を予定しています（異なる部分はあります）。また、対
面で筆記の期末試験を実施します。

【Outline (in English)】
Course outline:
Students learn the roles of public policies on the basis of
"Public Finance A," microeconomics, and macroeconomics.
In particular, students understand the economic impact of
taxation, government bonds, and an increase in government
expenditure.
Learning objective:
The goal of this course is to understand various polices
implemented by the central government such as taxes in our
life and macroeconomic policies. Students should be able to
consider effects of these policies.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand course contents and basic
concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five
homework 50% = 100%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN200CA（経営学 / Management 200）

コーポレートガバナンス論Ａ

胥　鵬

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年、SDGsをテーマに高校の授業で学ぶことは増えている。企
業の持続的な長期成長にも、収益だけではなく、SDGs、すなわち、
ESG（環境・社会・ガバンス）を考慮することは欠かせないもので
ある。コーポレート・ガバナンス論Aのテーマは、株主総会、議決
権行使、スチュワードシップ・コード、機関投資家の議決権行使の
個別開示などの制度を学び、データから議決権行使と企業のガバナ
ンスの関連を理解する。

【到達目標】
　株式会社は株主によって所有され、株主は株主総会で議決権を行
使することで経営の重要事項に自らの意見を反映させる。最近、海
外ファンドなどの大株主が反対を表明したため、東芝が提案した会
社の2分割計画が臨時株主総会で株主の反対多数で否決されたケー
スは、コーポレートガバナンスの一例である。コーポレート・ガバ
ナンス論Aの学習目標は、株主総会と議決権行使との関連で、機関投
資家などの大株主の議決権行使の個別開示などのスチュワードシッ
プ・コード制度を学び、データから議決権行使とコーポレート・ガ
バナンスの関連を理解することである。
　学生諸君が各自にダウンロードしたデータや資料に基づく活発な
議論を行い、学生諸君が提示した具体例を取り上げつつ、学生参加
による学生のための授業を進める。課題等の提出・フィードバック
は「学習支援システム」を通じて行う予定。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　原則として対面授業を実施する。学生諸君が各自にダウンロード
したデータや資料に基づく活発な議論を行い、学生諸君が提示した
具体例を取り上げつつ、学生参加による学生のための授業を進める。
　インターネットやオンラインデータベースなどをを通じて、コー
ポレート・ガバナンスにかかわる株主総会制度や敵対的買収につい
てデータ資料を収集し、グループで議論し、課題解決型学習を行う、
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行
う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 長期的に利益を生み

出すためにコーポ
レート・ガバナンス
は重要

コーポレート・ガバナンスの基
礎概念と用語を解説する

第2回 所有と経営の分離 コーポレート・ガバナンスの原
点

第3回 株主の権限 ビジュアル資料を用いてわかり
やすく説明する

第4回 株主総会 ビジュアル教材で使って解説す
る

第5回 議決権行使 法律と実務を交えながら解説す
る

第6回 日本版スチュワード
シップ・コード

英国との比較で日本の制度の変
遷を説明する

第7回 機関投資家の議決権
行使の個別開示

公表されたデータに基づいて機
関投資家の議決権行使の実態を
把握する

第8回 取締役選任議案 賛成比率の低い議案を中心に、
所有構造と議決権行使の関連を
理解する

第9回 監査役選任議案 賛成比率の低い議案を中心に、
所有構造と議決権行使の関連を
理解する

第10回 敵対的買収対策 事例を交えながら説明する
第11回 敵対的買収防衛策導

入議案
なぜ海外機関投資家が反対票を
投じるかを理解する

第12回 ウォールストリー
ト・ルール

保有株式を売却して反対意思を
表明するメカニズムを解説する

第13回 株式持合 企業同士が株式を保有し合う日
本特有な所有構造と議決権行使
によるガバナンスの限界につい
て説明する

第14回 課題 今までのことをどれくらい理解
したかを確かめるために、各自
に収集した資料やデータに基づ
いて課題を試みる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　データダウンロードやエクセルによるデータ加工は、必ず自分の
手で行う。各自に収集した定時株主総会臨時報告書、機関投資家の
議決権行使の個別開示等の資料やデータに基づいてグループ課題を
試みるために、準備学習・復習・宿題などの授業時間外学習は各4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　テキストを特に使わないが、アップロードした講義ノートを学生
がダウンロードする。

【参考書】
宮島英昭［2007］(編著)『日本のM&A』、東洋経済新報社
宮島英昭編［2011］『日本の企業統治：システムの進化と危機後の
再設計』、東洋経済新報社
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹,芹田敏夫,胥鵬,佐々木隆文,鈴木健嗣,佐々木寿記白桃書房
2020年

【成績評価の方法と基準】
　成績評価には、課題レポート (40%)と学期レポート (60%)。

【学生の意見等からの気づき】
早口ですが、できるだけゆっくり講義したいです。

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン持参

【その他の重要事項】
　米国のビジネススクールにまさるとも劣らぬ講義を諸君に届ける。

【担当教員の専門分野等】
ＭＢＯ、株式持合、役員報酬、中小企業金融、コミットメント・ラ
イン、銀行ガバナンスと銀行リスク、会社法の経済分析
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹, 芹田敏夫, 胥鵬, 佐々木隆文, 鈴木健嗣, 佐々木寿記 (6,7章)
白桃書房 2020年
Strategic short selling around index additions: Evidence from
the Nikkei 225 Index,Shiomi, Naoya, Takahashi, Hidetomo,
Xu, Peng　International Review of Finance 2020年
Trading activities of short-sellers around index deletions:
Evidence from the Nikkei 225 Hidetomo Takahashi and Peng
Xu Journal of Financial Markets 27 132 - 146 2016

【Outline (in English)】
【Outline (in English)】
The theme of Corporate Governance Theory A is to learn voting
rights, the general shareholders’ meeting, the roles of the
Japan Stewardship Code, and the market for control. The goals
of this course are to understand how corporate governance
systems mitigate the conflicts between shareholders and
management. Before/after each class meeting, students will be
expected to collect the relevant materials. Your required study
time is about four hours for each class meeting. Short reports
(40%) and term report (60%) are both required for grading.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN200CA（経営学 / Management 200）

コーポレートガバナンス論Ｂ

胥　鵬

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年、SDGsをテーマに高校の授業で学ぶことは増えている。企
業の持続的な長期成長にも、収益だけではなく、SDGs、すなわち、
ESG（環境・社会・ガバンス）を考慮することは欠かせないもので
ある。コーポレート・ガバナンス論Bのテーマは、監査役会設置会
社、監査等委員会設置会社と指名委員会等設置会社の選択制、取締
役会、社外取締役、役員報酬、ストック・オプション、コーポレー
ト・ガバナンスコードである。

【到達目標】
　世間で上場企業の社長は偉いと思われているが、実際には社長な
どのトップ経営者は、株主総会の議決で選任される。社長やCEO
は、会社法上の代表取締役や代表執行役である。株主の最も重要な
権限は、取締役を選任することである。2021年6月25日、東芝の
定時株主総会で計１１人の取締役選任案のうち、取締役会議長ら２
人の再任が反対多数で否決されたケースは、コーポレート・ガバナ
ンスの一例である。また、経営者全体の報酬も株主総会の議決で決
議されることが多い。この授業の学習目標は、取締役選任や取締役
報酬との関連で、監査役会設置会社、監査等委員会設置会社と指名
委員会等設置会社の選択制、取締役会、社外取締役、役員報酬、ス
トック・オプション、日本版コーポレート・ガバナンス・コード及
びESGなどを理解することである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　インターネットや豊富なデータベースを利用して、監査役会設置
会社、監査等委員会設置会社と指名委員会等設置会社の選択制、取
締役会、社外取締役、役員報酬、ストック・オプションと日本版コー
ポレート・ガバナンス・コードについてわかりやすく説明する。
　原則として対面授業を実施する。学生諸君が各自にダウンロード
したデータや資料に基づく活発な議論を行い、学生諸君が提示した
具体例を取り上げつつ、学生参加による学生のための授業を進める。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行
う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 取締役の義務 取締役は会社のしもべ
第2回 取締役会 規模、構成と独立性
第3回 監査役の義務 監査役は目付役
第4回 監査役会設置会社 なぜ監査役は閑散役と揶揄され

る
第5回 指名委員会等設置会

社
監督と執行の分離、独立社外取
締役：米国の影響

第6回 取締役会の規模と執
行役員制度

スマート＝効率？

第7回 監査等委員会設置会
社

監査役会設置会社と指名委員会
等設置会社の中間的性格を帯び
た第三の会社形態

第8回 監査等委員である取
締役

監査等委員である取締役とその
他の取締役の相違

第9回 代表取締役の選任と
解任

誰が社長のくびをとるのか：監
査役と取締役の違い

第10回 取締役の多様性 女性取締役と女性の活躍推進

第11回 業績連動報酬 ストックオプション、譲渡制限
株式などの株価などの企業経営
業績と連動する役員報酬

第12回 1億円以上役員報酬
の開示

1億円（ミリオン）プレイヤーは
誰かを探してその是非を考える

第13回 日本版コーポレート・
ガバナンス・コード

コンプライ・オア・エクスプレ
イン

第14回 学期課題 今までの勉強の理解を確かめる
ために、収集した資料やデータ
に基づいてグループ課題を試み
る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　データダウンロードやエクセルによるデータ加工は、必ず自分の
手で行う。各自に収集した定時株主総会臨時報告書、機関投資家の
議決権行使の個別開示等の資料やデータに基づいてグループ課題を
試みるために、準備学習・復習・宿題などの授業時間外学習は各4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　テキストは使わないが、アップロードした講義ノートはネットか
ら各自でダウンロードする。

【参考書】
宮島英昭［2007］(編著)『日本のM&A』、東洋経済新報社
宮島英昭編［2011］『日本の企業統治：システムの進化と危機後の
再設計』、東洋経済新報社
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹,芹田敏夫,胥鵬,佐々木隆文,鈴木健嗣,佐々木寿記白桃書房
2020年
参考資料はネットから各自にダウンロードする。

【成績評価の方法と基準】
　成績評価には、課題レポート (40%)と学期課題レポート (60%)。

【学生の意見等からの気づき】
　早口ですが、できるだけゆっくり講義したいです。

【学生が準備すべき機器他】
　ノートパソコン持参

【その他の重要事項】
　米国のビジネススクールにまさるとも劣らぬ講義を諸君に届ける。

【担当教員の専門分野等】
ＭＢＯ、株式持合、役員報酬、中小企業金融、コミットメント・ラ
イン、銀行ガバナンスと銀行リスク、会社法の経済分析、来日観光
客の決定要因等々
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹, 芹田敏夫, 胥鵬, 佐々木隆文, 鈴木健嗣, 佐々木寿記 (6,7章)
白桃書房 2020年
Strategic short selling around index additions: Evidence from
the Nikkei 225 Index,Shiomi, Naoya, Takahashi, Hidetomo,
Xu, Peng　International Review of Finance 2020年
Trading activities of short-sellers around index deletions:
Evidence from the Nikkei 225 Hidetomo Takahashi and Peng
Xu Journal of Financial Markets 27 132 - 146 2016

【Outline (in English)】
The theme of Corporate Governance Theory B is to learn
the board of directors and the roles of the Japan Corporate
Governance Code. The goals of this course are to understand
how the board of directors works to mitigate the conflicts
between shareholders and management. Before each class
meeting, students will be expected to collect the relevant
materials. Your required study time is about four hours for
each class meeting. Short reports (40%) and term report (60%)
are both required for grading.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

CUA200CA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 200）

経済人類学Ａ

河野　正治

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界各地のローカルな社会において人々がいかに財やサービスをやり取りし
ているのかを紹介しながら、「経済とは何か」という大きな問いを人類学的な
視点から考察する。経済人類学Aでは、生業経済における人の暮らしや生き
方、ならびに経済人類学の基礎概念を実例の中で解説する授業を行う。
【到達目標】
1)経済人類学の基礎知識を身につける。2)経済人類学の視点とアプローチを
自分で説明できる。3)私たちにはあまり馴染みのない経済のあり方を学ぶこ
とを通して、人の暮らしや生き方の多様性を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式。各回のレジュメを授業支援システムに事前掲載するので、必ずダ
ウンロードやプリントアウトをして授業に臨むこと。授業当日にはパワーポ
イントを用いて講義を行う。毎回の授業の最後にリアクションペーパーを課
し、翌週の授業時にフィードバックを行う。また、講義形式による教員の解
説を基本としつつ、思考力を伸ばしてもらうためにディスカッションの場を
設けることもある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 人類学とはどのような

学問か？
人びとの暮らしとフィールドワーク

第2回 違和感から理解へ 人類学のアプローチ
第3回 贈与と禁止 互酬性の生成メカニズム
第4回 贈与と互酬性 一般交換と限定交換
第5回 禁止と分類 レヴィ＝ストロースの学説
第6回 贈与・循環・所有 モースの学説
第7回 贈与から考える人とモ

ノ①
モース派の人類学と譲渡不可能性の
概念

第8回 贈与から考える人とモ
ノ②

負債の人類学への入門

第9回 贈与から考える人とモ
ノ③

リーダーに負う／が負う社会

第10回 贈与から考える人とモ
ノ④

リーダーに負う社会のポリティクス

第11回 贈与から考える人とモ
ノ⑤

２人のフェミニストの議論から

第12回 贈与から考える人とモ
ノ⑥

マルクス主義フェミニストの見解

第13回 贈与から考える人とモ
ノ⑦

人格的所有論からみたジェンダーと
仕事

第14回 人類学者の仕事と現地
住民の仕事

モノの生産から人間の生産へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義や配布資料のなかで取り上げられる専門用語や個別社会について自ら
の手で調べることで理解を深める。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間
を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用せず、毎回の講義でオリジナルなレジュメを用意する。
【参考書】
授業内で文献を紹介するので、一冊でも多くの書籍を手に取ってほしい。
【成績評価の方法と基準】
学期末レポート（70%）に加え、毎回の授業で取り組んでもらう小課題（30%）
をもとに評価する。担当教員の講義内容を表面的になぞったレポートではな
く、自分自身の頭で思考した形跡のあるレポートを高く評価したいと考えて
いる
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを多用するので、授業開始時には仮登録を行うこと。学習
支援システムで配布する授業資料を毎回ダウンロードやプリントアウトをし
ておくこと。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course Outline）】

The purpose of this lecture is to consider the question "what is economy"
from an anthropological perspective, examining how people produce and
exchange goods and services in various local societies.
【到達目標（Learning Objectives）】
At the end of the course, students are expected to learn the way of life
in subsistent societies and the basic terms and concepts.
【授業時間外の学習（Learning Activities outside of Classroom）】
Students will be expected to conduct their own independent research on
the specialized knowledge of Economic Anthropology. Your study time
will be more than two hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria/Policy）】
Grading will be based on the end-of-term report (70%) and small
assignments (30%). Reports that show evidence of students’ own
thinking, rather than reports that superficially trace the lecture content,
will be highly evaluated.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

CUA200CA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 200）

経済人類学Ｂ

河野　正治

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界各地のローカルな社会において人々がいかに財やサービスをやり取りし
ているのかを紹介しながら、「経済とは何か」という大きな問いを人類学的な
視点から考察する。経済人類学Bでは、現代の事象に経済人類学の視角の応
用を図る。
【到達目標】
1)経済人類学のやや難度の高い知識を身につける。2)経済人類学の視点とア
プローチを自分で説明できる。3)経済人類学の概念を用いて過去の社会事象
や現代の社会事象を説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式。各回のレジュメを授業支援システムに事前掲載するので、必ずダ
ウンロードやプリントアウトをして授業に臨むこと。授業当日にはパワーポ
イントを用いて講義を行う。毎回の授業の最後にリアクションペーパーを課
し、翌週の授業時にフィードバックを行う。また、講義形式による教員の解
説を基本としつつ、思考力を伸ばしてもらうためにディスカッションの場を
設けることもある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 経済人類学の新展開 市場と非市場の二分法を超えて
第2回 互酬・再分配と市場交換

の接合①
贈与交換ともてなしの世界

第3回 互酬・再分配と市場交換
の接合②

首長国ビジネスの誕生

第4回 互酬・再分配と市場交換
の接合③

首長の金策と島民の金策

第5回 貨幣の人類学① 経済取引の短期秩序と長期秩序
第6回 貨幣の人類学② 貨幣の意味を変える方法
第7回 貨幣の人類学③ 国境を越える貨幣とその読み替え
第8回 グローバル時代の文化

研究①
SDGsのローカライゼーション

第9回 グローバル時代の文化
研究②

まなざしを活用する

第10回 社会に再度埋め込まれ
た経済？ ①

「いのちの贈与」をめぐって

第11回 社会に再度埋め込まれ
た経済？ ②

地域通貨のリアルをめぐって

第12回 負債論への招待 デヴィッド・グレーバーの人類学①
第13回 映像授業『ラ・デット／

負債』の鑑賞
デヴィッド・グレーバーの人類学②

第14回 商業経済から人間経済へ デヴィッド・グレーバーの人類学③
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義や配布資料のなかで取り上げられる専門用語や個別社会について自ら
の手で調べることで、当該主題についてさらなる理解を獲得する。本授業の
準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用せず、毎回の講義でオリジナルなレジュメを用意する。
【参考書】
授業内で文献を紹介するので、一冊でも多くの書籍を手に取ってほしい。
【成績評価の方法と基準】
学期末レポート（70%）に加え、毎回の授業で取り組んでもらうリアクション
ペーパー（30%）をもとに評価する。担当教員の講義内容を表面的になぞっ
たレポートではなく、自分自身の頭で思考した形跡のあるレポートを高く評
価したいと考えている。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを多用するので、必要な場合は仮登録を行うこと。学習支
援システムを通じて配布する授業資料については、毎回ダウンロードやプリ
ントアウトをしておくこと。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course Outline）】

The purpose of this lecture is to consider the question "what is economy"
from an anthropological perspective, examining how people produce and
exchange goods and services in various local societies.
【到達目標（Learning Objectives）】
At the end of the course, students are expected to understand modern
economies from the perspective of Economic Anthropology.
【授業時間外の学習（Learning Activities outside of Classroom）】
Students will be expected to conduct their own independent research on
the specialized knowledge of Economic Anthropology. Your study time
will be more than two hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria/Policy）】
Grading will be based on the end-of-term report (70%) and small
assignments (30%). (Reports that show evidence of students’ own
thinking, rather than reports that superficially trace the lecture content,
will be highly evaluated.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ａ

松波　淳也

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学の基礎理論・概念を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義は，標準的な環境経済学の基本概念，手法を習得する
ことを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
環境経済学にとって最重要であり，かつ，環境経済学の幅広い分野
に応用の効く3つの概念（外部性，環境の経済評価，持続可能な発
展）に絞って講義する。その際，特に，社会システムと環境の関係
についての基本的考え方，および，経済学的方法，政策的志向をも
とらえていきたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支援シ
ステム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第01回 環境経済学とは？ 環境経済学の誕生。環境か経済

か？ 　本講の立場と進め方。
第02回 環境問題の政策的整

理　
人類史と環境。近代化と環境問
題。環境問題と総合政策。

第03回 外部性①　 外部性の概念。外部性のモデル
分析。産業公害モデル。

第04回 外部性②　 課税政策。
第05回 外部性③　 ピグー税政策とボーモル=オー

ツ税政策
第06回 外部性④ たばこモデル～コースの定理
第07回 外部性⑤ 外部性のモデル分析再考
第08回 環境の経済評価①　 環境を価格付けする意義。非市

場財の価格付け。環境経済評価
手法。

第09回 環境の経済評価②　 需要曲線アプローチ　CVM。
第10回 環境の経済評価③　 需要曲線アプローチ　TCM，

HPM。非需要曲線アプローチ
　RCM。

第11回 環境の経済評価④　 環境価値の概念。CVMに関す
る論争。

第12回 持続可能な発展①　 持続可能な発展SDとは？ 　環
境経済学におけるSD。

第13回 持続可能な発展②　 デイリーの問題提起。経世済民
思想としてのSD。

第14回 持続可能な発展③ SDの視点からの経済政策目標。
環境マクロ経済学。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基礎を身に付けていることが望ましい（ミクロ経済学，マ
クロ経済学等，経済学の基礎学習）。本授業の準備・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房,2007年

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末レポート　100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of environmental economics. By the end of
course, students should be able to understand environmental
economics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spent 4 hours to understand the course content.
Final grade will be calculated according to the following
process: Term-end report(100%)
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ａ

松波　淳也

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学の基礎理論・概念を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義は，標準的な環境経済学の基本概念，手法を習得する
ことを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
環境経済学にとって最重要であり，かつ，環境経済学の幅広い分野
に応用の効く3つの概念（外部性，環境の経済評価，持続可能な発
展）に絞って講義する。その際，特に，社会システムと環境の関係
についての基本的考え方，および，経済学的方法，政策的志向をも
とらえていきたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支援シ
ステム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第01回 環境経済学とは？ 環境経済学の誕生。環境か経済

か？ 　本講の立場と進め方。
第02回 環境問題の政策的整

理　
人類史と環境。近代化と環境問
題。環境問題と総合政策。

第03回 外部性①　 外部性の概念。外部性のモデル
分析。産業公害モデル。

第04回 外部性②　 課税政策。
第05回 外部性③　 ピグー税政策とボーモル=オー

ツ税政策
第06回 外部性④ たばこモデル～コースの定理
第07回 外部性⑤ 外部性のモデル分析再考
第08回 環境の経済評価①　 環境を価格付けする意義。非市

場財の価格付け。環境経済評価
手法。

第09回 環境の経済評価②　 需要曲線アプローチ　CVM。
第10回 環境の経済評価③　 需要曲線アプローチ　TCM，

HPM。非需要曲線アプローチ
　RCM。

第11回 環境の経済評価④　 環境価値の概念。CVMに関す
る論争。

第12回 持続可能な発展①　 持続可能な発展SDとは？ 　環
境経済学におけるSD。

第13回 持続可能な発展②　 デイリーの問題提起。経世済民
思想としてのSD。

第14回 持続可能な発展③ SDの視点からの経済政策目標。
環境マクロ経済学。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基礎を身に付けていることが望ましい（ミクロ経済学，マ
クロ経済学等，経済学の基礎学習）。本授業の準備・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房,2007年

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末レポート　100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of environmental economics. By the end of
course, students should be able to understand environmental
economics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spent 4 hours to understand the course content.
Final grade will be calculated according to the following
process: Term-end report(100%)
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ｂ

松波　淳也

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
廃棄物・リサイクルの経済学を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義では，最近理論的発展の著しい「ごみ・リサイクルの
経済学」を取り上げ，標準的な環境経済学の基礎概念，手法の理解
をより深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現代の廃棄物問題の本質および「廃棄物経済学」の基礎概念を身に
つけてもらうことを目標として講義する。現実の廃棄物管理政策の
状況の理解も図りたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支
援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ごみ問題とリサイク

ルⅠ- 現代的課題と
理論的概観-

「ごみ問題」の構造分類.「ごみ」
の定義.経済学における「ごみ」
の扱い

第2回 ごみ問題とリサイク
ルⅡ- 経済学的定式
化に向けて-

廃棄物経済学の主要アプローチ.
廃棄物経済学の整備に向けて.最
近のトピック

第3回 ごみ問題とリサイク
ルⅢ- 廃棄物リサイ
クルの経済モデル-

廃棄物経済学の誕生.廃棄物リサ
イクルの線形生産モデル

第4回 廃棄物管理政策Ⅰ-
循環型社会の法体系
-

循環型社会形成推進基本法等.個
別リサイクル法.３Rの優先順
位.２つの基本理念

第5回 廃棄物管理政策Ⅱ-
代表的な経済手法-

家庭ごみの有料化.埋立税・産業
廃棄物税，有害物質への税・課
徴金.特定製品への税・課徴金.
デポジット・リファンド制度

第6回 廃棄物管理政策Ⅲ-
自治体の清掃行政-

３R＋適正処理の優先順位に即
した政策展開.短期的政策，中長
期的政策の位置づけ.地域特性に
即したきめ細かい政策.環境政策
の3手法

第7回 動脈産業と静脈産業
Ⅰ- 経済学の暗黒面
-

動脈経済と静脈経済.経済成長と
動脈部門・静脈部門.静脈経済と
潜在技術

第8回 動脈産業と静脈産業
Ⅱ- ゼロエミッショ
ンと循環型社会-

ゼロエミッション思想.逆工場の
考え方.「循環型社会」の考え方

第9回 動脈産業と静脈産業
Ⅲ- システム，規制
の効果-

市場リサイクルの条件.動脈と静
脈の相互関係.規制と公共関与.
企業のイニシャティブ

第10回 費用支払いと費用負
担Ⅰ- PPPと汚染者
負担原則-

汚染者支払い原則PPP.汚染者負
担原則.ピグー税と負担の帰着

第11回 費用支払いと費用負
担Ⅱ- PPPとEPR
-

廃棄物管理費用の支払いと負
担.EPRの物理的責任と金銭的
責任

第12回 不法投棄と不適切処
理

廃棄物管理と外部不経済.不法投
棄と不適切処理の経済的動機

第13回 個別リサイクル法と
EPRⅠ- 法体系と個
別リサイクル法-

法体系と個別リサイクル法：再
論.容器包装リサイクル法

第14回 個別リサイクル法と
EPRⅡ- E-Waste
のリサイクル-

家電リサイクル法.PCリサイク
ル・システム.携帯電話リサイク
ル・システム.小型家電リサイク
ル法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境経済論Aを既習であることが望ましい（環境経済学の基礎理論・
概念）。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
細田衛士：『グッズとバッズの経済学　第2版』東洋経済新報社

【参考書】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房

【成績評価の方法と基準】
期末レポート：100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of the economics of waste and recycling. By
the end of course, students should be able to understand
the economics of waste and recycling. Before/after each
class meeting, students will be expected to spent 4 hours to
understand the course content. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-end report(100%)
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ｂ

松波　淳也

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
廃棄物・リサイクルの経済学を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義では，最近理論的発展の著しい「ごみ・リサイクルの
経済学」を取り上げ，標準的な環境経済学の基礎概念，手法の理解
をより深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現代の廃棄物問題の本質および「廃棄物経済学」の基礎概念を身に
つけてもらうことを目標として講義する。現実の廃棄物管理政策の
状況の理解も図りたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支
援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ごみ問題とリサイク

ルⅠ- 現代的課題と
理論的概観-

「ごみ問題」の構造分類.「ごみ」
の定義.経済学における「ごみ」
の扱い

第2回 ごみ問題とリサイク
ルⅡ- 経済学的定式
化に向けて-

廃棄物経済学の主要アプローチ.
廃棄物経済学の整備に向けて.最
近のトピック

第3回 ごみ問題とリサイク
ルⅢ- 廃棄物リサイ
クルの経済モデル-

廃棄物経済学の誕生.廃棄物リサ
イクルの線形生産モデル

第4回 廃棄物管理政策Ⅰ-
循環型社会の法体系
-

循環型社会形成推進基本法等.個
別リサイクル法.３Rの優先順
位.２つの基本理念

第5回 廃棄物管理政策Ⅱ-
代表的な経済手法-

家庭ごみの有料化.埋立税・産業
廃棄物税，有害物質への税・課
徴金.特定製品への税・課徴金.
デポジット・リファンド制度

第6回 廃棄物管理政策Ⅲ-
自治体の清掃行政-

３R＋適正処理の優先順位に即
した政策展開.短期的政策，中長
期的政策の位置づけ.地域特性に
即したきめ細かい政策.環境政策
の3手法

第7回 動脈産業と静脈産業
Ⅰ- 経済学の暗黒面
-

動脈経済と静脈経済.経済成長と
動脈部門・静脈部門.静脈経済と
潜在技術

第8回 動脈産業と静脈産業
Ⅱ- ゼロエミッショ
ンと循環型社会-

ゼロエミッション思想.逆工場の
考え方.「循環型社会」の考え方

第9回 動脈産業と静脈産業
Ⅲ- システム，規制
の効果-

市場リサイクルの条件.動脈と静
脈の相互関係.規制と公共関与.
企業のイニシャティブ

第10回 費用支払いと費用負
担Ⅰ- PPPと汚染者
負担原則-

汚染者支払い原則PPP.汚染者負
担原則.ピグー税と負担の帰着

第11回 費用支払いと費用負
担Ⅱ- PPPとEPR
-

廃棄物管理費用の支払いと負
担.EPRの物理的責任と金銭的
責任

第12回 不法投棄と不適切処
理

廃棄物管理と外部不経済.不法投
棄と不適切処理の経済的動機

第13回 個別リサイクル法と
EPRⅠ- 法体系と個
別リサイクル法-

法体系と個別リサイクル法：再
論.容器包装リサイクル法

第14回 個別リサイクル法と
EPRⅡ- E-Waste
のリサイクル-

家電リサイクル法.PCリサイク
ル・システム.携帯電話リサイク
ル・システム.小型家電リサイク
ル法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境経済論Aを既習であることが望ましい（環境経済学の基礎理論・
概念）。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
細田衛士：『グッズとバッズの経済学　第2版』東洋経済新報社

【参考書】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房

【成績評価の方法と基準】
期末レポート：100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of the economics of waste and recycling. By
the end of course, students should be able to understand
the economics of waste and recycling. Before/after each
class meeting, students will be expected to spent 4 hours to
understand the course content. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-end report(100%)
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CD（経済学 / Economics 200）

経済地理Ａ

近藤　章夫

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

※経済学科生・国際経済学科生のみ履修できます。

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、世界の国・地域、アジアと日本、日本国内の都市と地
方などの地理的スケールを範囲とし、経済地理学的な思考方法や分
析枠組を用いて、人口構造と経済成長、産業の立地論、経済の空間
構造（都市経済）、国土政策と地域経済、の諸問題について多角的に
論じる。

【到達目標】
日本を中心とした世界の国・地域における経済活動の地理的側面に
ついて共通したメカニズムと実態を経済学的に理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
本講義はオンデマンド形式の動画配信をベースに進める。
経済地理学とは、多様な人間活動が立地をつうじて相互に補完する
ことで生じる、経済の諸事象の空間的配置を説明し、都市、地域、国
際間の空間経済システムのダイナミックな変遷を分析する分野であ
る。授業では経済地理学の基礎理論やモデルをベースにして国内外
の社会経済動向や研究事例を用いながら解説していく。講義に資す
る資料を適宜提示し、地図・統計を用いながら理解を深める。課題
等の提出、フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要とスケジュール、学

習のポイント
第 2 回オ
ンデマン
ド (以下、
OD)①

人口と地域格差① 人口構造と人口転換

第3回OD
②

人口と地域格差② 人口動態と人口問題

第4回 人口と地域格差③ 人口と経済成長
第5回OD
③

産業の立地① 立地論の基礎

第6回OD
④

産業の立地② 工業立地論と事例

第7回 産業の立地③ 組織論的立地論と事例
第8回OD
⑤

経済の空間構造① 都市化と都市構造

第9回OD
⑥

経済の空間構造② 都市発展と都市システム

第10回 経済の空間構造③ 都市の理論・モデルと実際
第 11 回
OD⑦

国土政策と地域経済
①

日本の地域構造と地域間格差

第 12 回
OD⑧

国土政策と地域経済
②

国土政策と地域政策の系譜と現
状

第 13 回
OD⑨

都市・地域開発と政
策

都市・地域問題の現状と新たな
政策

第14回 まとめ・総括 経済活動と地理的スケールの重
層性について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。特に、講
義後にノート、レジュメ、地図等で関心を持った点を中心に復習し
て欲しい。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。適宜、文献と資料を提示する。

【参考書】
河野稠果（2000）『世界の人口（第2版）』東京大学出版会
デイヴィッド・N・ワイル（2010）『経済成長（第2版）』ピアソン
桐原
松原宏編著（2002）『立地論入門』古今書院
山田浩之・徳岡一幸編（2018）『地域経済学入門（第3版）』有斐閣
竹内淳彦・小田宏信編著（2014）『日本経済地理読本（第9版）』東
洋経済新報社

【成績評価の方法と基準】
中間・期末レポート（60%）、各回の小テスト等の課題（40%）で評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
講義だけでなく関連する話題や発展的学習につながる資料や文献な
ども積極的に提示する。

【その他の重要事項】
本講義は全ての講義をオンラインで実施し、一部の授業回はオンデ
マンドシステムによる動画配信で実施する。
詳細は、第1回授業の際に説明する。学期中は学習支援システムを用
いて、課題の提示等を行うので、定期的に確認すること。なお、履
修者の関心や授業の進捗状況によって、授業計画を一部変更するこ
とがある。

【Outline (in English)】
Course outline and objectives:
From the perspective of economic geography, this lecture will
cover various issues such as economic growth and population,
urban and regional economies, industrial location theory,
spatial structure of the economy, national land planning, and
regional policy.
Learning activities outside of classroom：
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy:
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report and term-end report(60%), and each-class
requirements(40%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CD（経済学 / Economics 200）

経済地理Ｂ

近藤　章夫

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

※経済学科生・国際経済学科生のみ履修できます。

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、生産性と創造性に関わる経済活動の集積に注目し、産業
集積や都市集積の盛衰メカニズムに関する具体的かつ実践的な思考
力を身につけることを目的として、経済学における集積論の到達点
とその含意を論じる。

【到達目標】
日本を中心とした世界の都市・産業地域における経済活動の集積事
象について共通したメカニズムを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
本講義はオンデマンド形式の動画配信をベースに進める。
経済地理学とは、多様な人間活動が立地をつうじて相互に補完する
ことで生じる、経済の諸事象の空間的配置を説明し、都市、地域、国
際間の空間経済システムのダイナミックな変遷を分析する分野であ
る。授業では経済地理学の一分野である集積論を扱い、古典的な集
積論から新しい産業集積論までの系譜を理解するとともに、国内外
の事例にもとづいて講義に資する資料を適宜提示し、地図・統計を
用いながら理解を深める。課題等の提出、フィードバックは「学習
支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要と学習のポイント
第 2 回オ
ンデマン
ド (以下、
OD)①

集積論の系譜① A.WeberとA.Marshallの集積
論

第3回OD
②

集積論の系譜② 外部経済と集積の経済

第4回 集積論の系譜③ 現代経済における集積の意義
第5回OD
③

現代の集積論① 新しい集積論の潮流、サードイ
タリー

第6回OD
④

現代の集積論② クラスター論とネットワーク論

第7回 現代の集積論③ 空間経済学と集積
第8回OD
⑤

日本の都市・産業集
積①

産地と企業城下町

第9回OD
⑥

日本の都市・産業集
積②

都市集積とネットワーク型集積

第10回 産業集積のダイナミ
ズム

産業のグローカル化

第 11 回
OD⑦

自動車産業の集積① 系列、近接性、JIT生産システム

第 12 回
OD⑧

自動車産業の集積② 日本的生産システムの海外展開

第 13 回
OD⑨

ハイテク産業の集積 シリコンバレーモデルと産学連
携

第14回 講義の小括・まとめ 経済学における集積論の現在

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。特に、講
義後にノート、レジュメ、地図等で関心を持った点を中心に復習し
て欲しい。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。適宜、文献と資料を提示する。

【参考書】
石倉洋子ほか編著（2003）『日本の産業クラスター戦略』有斐閣
川端基夫（2013）『立地ウォーズ（改訂版）』新評論
アナリー・サクセニアン（2009）『現代の二都物語』日経BP社
藤田昌久・ジャック・F・ティス（2017）『集積の経済学』東洋経済
新報社
山本健兒（2005）『産業集積の経済地理学』法政大学出版局

【成績評価の方法と基準】
中間・期末レポート（60%）、各回の小テスト等の課題（40%）で評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
講義だけでなく関連する話題や発展的学習につながる資料や文献な
ども積極的に提示する。

【その他の重要事項】
本講義は全ての講義をオンラインで実施し、一部の授業回はオンデ
マンドシステムによる動画配信で実施する。
詳細は、第1回授業の際に説明する。学期中は学習支援システムを用
いて、課題の提示等を行うので、定期的に確認すること。なお、履
修者の関心や授業の進捗状況によって、授業計画を一部変更するこ
とがある。

【Outline (in English)】
Course outline and objectives:
The purpose of this lecture is to explain the achievements and
meaning of agglomeration theories in economics, focusing on
the geographical economic activities related to productivity and
creativity, and to develop concrete and practical thinking skills
regarding the rise and fall mechanisms of industrial and urban
agglomerations.
Learning activities outside of classroom：
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy:
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report and term-end report(60%), and each-class
requirements(40%).
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SES200CA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境科学Ａ

岡部　雅史

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義は，環境とはなにか？ 　私達と環境とのかかわりを受講
生諸君が科学的視点から理解できるようになることを目的としてい
ます。

【到達目標】
主として私たちの身の周りの様々な現象の環境学的理解ができるよ
うになることを目標にしています。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP4」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
講義は初回のガイダンスからスタートします。
講義概要としては，1－環境を構成する要因，2－環境の変動，3－
テクノロジーの進歩と環境に対する影響，4－環境ビジネス（エコ・
ビジネス）の展開と，その将来。以上の4つのサブテーマから構成
され，前半では環境の概念の理解，後半では環境調査・保全・改変
などの環境ビジネス（エコ・ビジネス）の最先端の紹介をもとに進
行いたします。環境問題に興味のある方，環境ビジネスに興味のあ
る方などの積極的参加を希望します。
履修希望者は必ず初回の講義ガイダンスに出席すること。
試験に対するフィードバックは授業支援システムにて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 科目テーマ・授業の進め方・テ

キスト・評価方法の解説
2 水と環境1 地球科学と水資源の総量・水資

源の特徴
3 水と環境2 上水道と下水道
4 水と環境3 浄水処理と汚水処理・BOD・

COD
5 空気と環境 清浄な空気組成・有毒ガス・室

内空気汚染・PM2.5
6 健康と空気環境 一酸化炭素中毒・酸欠事故・

シックハウス・シックスクール
7 生活と騒音 振動・騒音性難聴・ディスコ難聴
8 光線・放射線と環境 紫外線や放射線と発ガン・やけ

ど
9 恒常性 ホメオスタシスの概念と職業病
10 公害と疾病 水俣病・イタイイタイ病・四日

市喘息
11 体内環境 対外環境に対する生物の環境応

答
12 生活環境と健康 ライフスタイルと種々のストレ

ス・生活習慣病
13 環境・エコビジネス1 環境調査・コンサルタント・環

境修復ビジネス
14 環境・エコビジネス2 ESCO事業・ISOビジネス・環

境報告・環境会計
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日々の新聞・ニュース等　報道にて紹介される環境技術関連ニュー
ス等に注意しておく事。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
支援システムにてテーマに沿った資料・映像ファイルを配布する。

【参考書】
参考図書は授業内にて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
期末に試験を行う（100点満点）及び、授業内にて小試験（10点満
点）を複数回行う。　総合計点の60%以上得点した学生に単位を認
める。総合計点が評価基準配分100％となります。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコンまたはタブレット端末

【その他の重要事項】
毎週講義時刻に支援システムにて　その週の教材を配信します。
小テストは講義時間中に配信し、講義時間中に答えを回収します。
　
シラバスの内容は今後の状況次第で変化することもありますので注
意してください。

【Outline (in English)】
Course outline:
This lecture features the theme of pushing forward un-
derstanding based on a current scientific finding about
environmental science.
Learning objectives:
The goals of this course are to obtain correct knowledges on
modern environmental science.
Learning activities outside of classroom:
Should be keep knowledges on environmental science by
regularly reading major newspapers (ca.4hrs./week).
Grading criteria:
There will be an exam at the end of the term (maximum score
of 100 points) and a short exam (maximum score of 10 points)
will be given multiple times in class. Credits will be granted
to students who score 60% or more of the total score. The total
score will be 100% of the evaluation criteria allocation.
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SES200CA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境科学Ｂ

岡部　雅史

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義は，人間の活動がどのようにして自然環境と関わってきた
のか？ そのメカニズムと，現在の環境汚染の現状，さらには環境に
負荷をかけないシステムの紹介まで踏み込んだ内容を展開します。
生物と環境とのかかわりを生態科学的視点からも理解できるように
なることを目的としています。

【到達目標】
主として地球環境問題の理解ができるようになる事を目標にしてい
ます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP4」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体としては、1－自然環境を構成する因子、2－環境汚染の変
遷、3－現在の環境汚染、4－環境負荷低減テクノロジーの展開と，
その将来等　以上の4つのサブテーマから構成され，前半では今ま
での環境汚染（公害）の概念の理解，後半では地球規模にまで進ん
だ環境汚染・生態破壊のメカニズムを説明し，環境負荷低減のため
の技術の解説をおこないます。環境問題に興味のある方，環境ビジ
ネスに興味のある方などの積極的参加を希望します。履修希望者は
必ず初回の講義ガイダンスに出席すること。
試験に対するフィードバックは授業支援システムにて行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 講義ガイダンス： 科目テーマ・授業の進め方・テ

キスト・評価方法の解説
第2回 環境に対する概念の

変遷：
自然浄化・環境汚染・環境負
荷・環境影響範囲

第3回 地球環境問題： 特徴・公害問題との違い・加害
と被害

第4回 海洋汚染： エコトキシコロジー・プラス
チックペレット汚染・防止策

第5回 地球温暖化： 原因物質と発生メカニズム・影
響と被害の現状・防止策

第6回 酸性雨： 原因物質と発生メカニズム・影
響と被害の現状・防止策

第7回 砂漠化と都市気候： 発生メカニズム・ヒートアイラ
ンド現象・防止策

第8回 有害物質の越境移動
：

一般・産業・医療廃棄物・ダイ
オキシン・土壌汚染

第9回 生物多様性の減少： 生物種の経済的価値と遺伝子資
源・防止策

第10回 オゾン層の破壊： 原因物質と発生メカニズム・影
響と被害の現状・防止策

第11回 環境・エコビジネス
A：

ESCO事業1（概念・経済規模）

第12回 環境・エコビジネス
B：

ESCO事業2（適用実例）

第13回 環境・エコビジネス
C：

エコファンド・土地関連ビジネ
ス

第14回 海外の環境ビジネス
：

米国のグリーンニューディール
政策およびドイツの環境関連ビ
ジネスの紹介

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日々の新聞・ニュース等　報道にて紹介される環境技術関連ニュー
ス等に注意しておく事。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
授業支援システムにてテーマに沿った資料を配布する。

【参考書】
参考図書は授業内にて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
期末に試験を行う（100点満点）及び、授業内にて小試験（10点満
点）を複数回行う。　総合計点の60%以上得点した学生に単位を認
める。総合計点が評価基準配分100％となります。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコンまたはタブレット端末

【その他の重要事項】
毎週講義時刻に支援システムにて　その週の教材を配信します。
小テストは講義時間中に配信し、講義時間中に答えを回収します。
　
シラバスの内容は今後の状況次第で変化することもありますので注
意してください。

【Outline (in English)】
Course outline:
This lecture features the theme of pushing forward un-
derstanding based on a current scientific finding about
environmental science.
Learning objectives:
The goals of this course are to obtain correct knowledges on
modern environmental science.
Learning activities outside of classroom:
Should be keep knowledges on environmental science by
regularly reading major newspapers (ca.4hrs./week).
Grading criteria:
There will be an exam at the end of the term (maximum score
of 100 points) and a short exam (maximum score of 10 points)
will be given multiple times in class. Credits will be granted
to students who score 60% or more of the total score. The total
score will be 100% of the evaluation criteria allocation.
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

環境政策論Ａ

西澤　栄一郎

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業では、環境政策を主に経済学的視点から理論的に考察す
る。なぜ環境政策が必要なのか、どのような政策が効率的か、とい
う問いを中心に据える。

【到達目標】
①環境問題の経済学的な分析手法を身につける。
②環境政策のさまざまな手法について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　毎回、学習支援システムに資料をアップロードする。課題等の提
出・フィードバックは学習支援システムを通じて行う予定である。
　なお、経済学入門と現代経済学基礎を履修済みであることを想定
して授業を進める。また、経済政策論Aまたは公共経済論A・Bを履
修済みであるか、同時に履修することを強く希望する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション ガイダンス＆環境問題を考える
第2回 日本の環境問題の歴

史
江戸時代から20世紀末まで

第3回 地球温暖化問題 気候変動枠組条約、パリ協定
第4回 地球温暖化対策① エネルギー政策、カーボンプラ

イシング
第5回 地球温暖化対策② 省エネ対策、再生可能エネル

ギー
第6回 環境問題の経済分析

①
余剰分析、厚生経済学の基本定
理

第7回 環境問題の経済分析
②

市場の失敗、公共財、外部性

第8回 環境政策の目標 費用便益分析、費用効果分析、
リスク便益分析

第9回 環境政策の手段 政策手段の分類、経済的手法
第10回 環境税 ピグー税、汚染者負担原則
第11回 排出取引 税との比較、EUの制度
第12回 補助金・デポジット 長期効率性、税と補助金の組合

せ
第13回 環境経済統合勘定 環境指標、SEEA、NAMEA
第14回 国際的取り組み リオ・サミット、持続可能な発展

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　参考書と各回で示す参考文献を読む。配布資料を見直す。本授業
の準備・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
 テキストは指定しない。資料を配布する。

【参考書】
　栗山・馬奈木 (2020)『環境経済学をつかむ第4版』有斐閣
　一方井誠治 (2018)『コア・テキスト環境経済学』新世社
　その他の参考文献は、授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　期末試験 (70%)と各回の課題 (30％)で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　課題は各自で取り組むこと。授業の理解が深まるような課題を出
すように心がけたい。

【Outline (in English)】
This course outlines environmental policies from the viewpoint
of economic theory.
The goals of this course are to acquire methods of economic
analysis on environmental issues and to comprehend environ-
mental conservation measures.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on the final examination (70%)
and the assingnments (30%) from each class.
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

環境政策論Ｂ

西澤　栄一郎

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業では、環境政策論Aにつづき、主に法学または政治学の
視点から、環境に関する政策・制度の実態について学ぶ。

【到達目標】
①日本の環境政策の実態について理解する。
②環境政策の形成過程を理解する。
③環境政策の今後のあり方について議論ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　毎回、学習支援システムに資料をアップロードする。課題等の提
出・フィードバックは学習支援システムを通じて行う予定である。
　環境政策論Aを履修済みであることが望ましい。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境政策の諸原則 6つの原則
第2回 日本の環境政策の枠

組
基本法、基本計画、環境影響評価

第3回 大気保全政策 大気汚染防止法、アスベスト問
題

第4回 水質保全政策 水質汚濁防止法、閉鎖性水域
第5回 土壌汚染対策 土壌汚染対策法
第6回 有害化学物質対策 化学物質審査法、PRTR
第7回 生物多様性 生態系サービス
第8回 生物多様性の保全 種の保存法、鳥獣保護管理法、

外来生物法
第9回 自然保護地域の保全 自然公園法、自然環境保全法、

自然再生推進法
第10回 廃棄物対策 循環型社会形成推進基本法
第11回 環境政策の政策過程

①
温暖化対策の政策過程の各段階

第12回 環境政策の政策過程
②

政策ネットワーク

第13回 企業と環境問題① 環境マネジメント
第14回 企業と環境問題② サステナブルファイナンス、

ESG投資
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　参考書と各回で示す参考文献を読む。課題に取り組む。本授業の
準備・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　テキストは指定しない。資料を配付する。

【参考書】
　竹本和彦編 (2020)『環境政策論講義』東京大学出版会
　西尾哲茂 (2019)『わか～る環境法増補改訂版』信山社
　神山智美 (2018)『自然環境法を学ぶ』文眞堂
　その他の参考文献は、授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　期末試験 (70%)と各回の課題 (30％)で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　課題は各自で取り組むこと。授業の理解が深まるような課題を出
すように心がけたい。

【Outline (in English)】
This course overviews current environmental law, politics, and
policy in Japan.
At the end of the course, students are expected to understand
environmental policies and their policy process in Japan and to
discuss the future direction of environmental policies.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on the final examination (70%)
and the assingnments (30%) from each class.
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

経済政策論Ａ

濱秋　純哉

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政府は，ダムや道路の建設，教育サービスの提供，及び社会保障制度の整備
などの「経済政策（公共政策）」を行っている。民間企業の自由な活動に任せ
る分野がある一方で，このように政府が直接・間接に財・サービスの提供に関
与する分野があるのはなぜだろうか。このような疑問に対して，経済学の余
剰分析の考え方に基づき考察する。
【到達目標】
この講義では，受講者各人が，現実の経済政策を評価する力を身に付けるこ
とを目標とする。具体的には，経済学の余剰分析の考え方に基づき，外部性
の問題や望ましい公共財の供給について主体的に考察できるようになること
を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連
【授業の進め方と方法】
直感的な理解が進むように図表を使った説明を交えながら，講義形式で経済
政策に関するトピックを解説する。授業の途中や授業後に復習問題を解く時
間を設け，受講者が自分の頭で考える機会も作る。復習問題については，翌
週の授業までに解説資料をアップロードし，解答の説明と講評（多かった間
違いや興味深い解答の紹介など）を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学でどのように経済政策につい

て考えるか？
2 経済政策を分析するた

めの準備1
完全競争市場とは何か，需要曲線と
供給曲線

3 経済政策を分析するた
めの準備2

消費者余剰の図示

4 経済政策を分析するた
めの準備3

弾力性の概念

5 経済政策を分析するた
めの準備4

様々な費用の概念

6 経済政策を分析するた
めの準備5

企業の利潤最大化行動と供給曲線

7 経済政策を分析するた
めの準備6

生産者余剰の図示

8 経済政策を分析するた
めの準備7

経済政策の余剰分析

9 外部性への対処1 外部性の概念
10 外部性への対処2 外部性の存在と市場の効率性
11 外部性への対処3 指導・監督政策による外部性への対処
12 外部性への対処4 市場重視政策（ピグー税と排出権取

引）による外部性への対処
13 公共財の供給1 公共財の最適供給の条件，公共財の

自発的供給
14 公共財の供給2 国家公共財と地方公共財の供給
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習を行うこと。準備学習・復習時間は、各2時間を標準と
する。
【テキスト（教科書）】
八田達夫，2008，『ミクロ経済学Ｉ』東洋経済新報社
N・グレゴリー・マンキュー，2019，『マンキュー経済学Iミクロ編 [第4版]』
東洋経済新報社
【参考書】
小川光・西森晃，2022，『公共経済学［第2版］』中央経済社
【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題（30%）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で学生が受け身の学習にならないように，授業中に簡単な質問に
答えてもらったり，授業内容に即した復習問題を課したりする。また，経済
学の抽象的な概念の説明の際には，必ず具体例とセットで説明することで理
解を促す。
【Outline (in English)】
Course Outline

Governments conduct a wide range of economic and other public policies
including, for example, the construction of dams and roads, the provision
of education services, and the provision of a social security system.
While of course there are a large number of areas that are left to the
private sector, the question nevertheless is why there are areas in which
governments directly and indirectly contribute to the provision of goods
and services. This course considers this issue from a microeconomic
perspective using welfare analysis.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the ability to
evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend four
hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each class: 30%
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

経済政策論Ｂ

濱秋　純哉

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政府や中央銀行は，財政政策や金融政策などのマクロ経済政策を行っている
が，どのような目的で，さらには，どのような根拠に基づいて政策を実行し
ているのだろうか。このような疑問に対して，マクロ経済学のIS-LMモデル
を用いて考察する。また，GDP，物価指数，失業率といった経済政策立案の
際に参照される各種マクロ統計の作成方法とその計測上の課題，及び近年の
雇用問題についても検討する。
【到達目標】
この講義では，受講者各人が経済学の考え方に基づいて，現実の経済政策を
評価する力を身に付けることを目標とする。具体的には，各種マクロ統計の
作成方法と統計の読み方を理解すること，及び財政政策と金融政策が経済に
与える影響などについて主体的に考察できるようになることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連
【授業の進め方と方法】
直感的な理解が進むように図表を使った説明を交えながら，講義形式で経済
政策に関するトピックを解説する。授業の途中や授業後に復習問題を解く時
間を設け，受講者が自分の頭で考える機会も作る。復習問題については，翌
週の授業までに解説資料をアップロードし，解答の説明と講評（多かった間
違いや興味深い解答の紹介など）を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション マクロ経済と私たちの生活
2 経済政策のためのマク

ロ統計1
GDPの概念と作成方法

3 経済政策のためのマク
ロ統計2

名目GDPと実質GDP

4 経済政策のためのマク
ロ統計3

物価指数の概念と作成方法

5 経済政策のためのマク
ロ統計4

失業率の概念と作成方法

6 労働政策1 需要不足失業とミスマッチ失業
7 労働政策2 失業への政策的対処
8 労働政策3 最低賃金引き上げの影響
9 財政・金融政策1：

IS-LMモデルの構築1
ケインジアンの交差図，乗数効果

10 財政・金融政策2：
IS-LMモデルの構築2

IS曲線の導出

11 財政・金融政策3：
IS-LMモデルの構築3

貨幣量の測定とコントロール

12 財政・金融政策4：
IS-LMモデルの構築4

LM曲線の導出

13 財政・金融政策5：
IS-LMモデルの応用1

財政政策の効果とクラウディング・
アウト

14 財政・金融政策6：
IS-LMモデルの応用2

金融政策の効果と流動性の罠

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義を履修するにあたり，需要曲線・供給曲線と弾力性についての知識が
あることが望まれる。また，授業の準備学習・復習を行うこと。準備学習・復
習時間は，各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
N・グレゴリー・マンキュー，2017，『マクロ経済学 I（第4版）』東洋経済新
報社
【参考書】
福田慎一・照山博司，2016，『マクロ経済学・入門（第5版）』有斐閣
【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題（30%）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で学生が受け身の学習にならないように，授業中に簡単な質問に
答えてもらったり，授業内容に即した復習問題を課したりする。また，経済
学の抽象的な概念の説明の際には，必ず具体例とセットで説明することで理
解を促す。
【Outline (in English)】
Course Outline

Governments and central banks conduct macroeconomic policies such
as fiscal policy and monetary policy, but for what purpose and on what
basis do they implement such policies? This course considers these
questions from a macroeconomic perspective using IS-LM model. The
course also examines how various macroeconomic statistics such as GDP
statistics, price indexes (consumer price indexes and GDP deflators),
and unemployment rates are compiled as well as related measurement
issues, and moreover, investigates employment issues in recent years.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the ability to
evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend four
hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each class: 30%
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ａ

宮﨑　憲治

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年NOPQRSTUVWXYZ組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
一国の経済がどのように成長し、変動するかを理解するために、こ
の授業はマクロ経済学の基礎知識を講義する

【到達目標】
・今日の日本経済における問題が何か理解すること。
・日常的なマクロ経済学の問題を考察できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
テキストにしたがって,講義をする. パワーポイントを使用し、講義
形式の授業を行う。（パワーポイントのスライドは授業支援システム
よりダウンロード可）

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業で学ぶことを紹介
2 マクロ経済学とは

（１）
マクロ経済学の登場人物

3 マクロ経済学とは
（２）

市場均衡

4 マクロ経済を観察す
る（１）

国内総生産

5 マクロ経済を観察す
る（２）

名目と実質

6 マクロ経済を観察す
る（３）

消費者物価指数

7 マクロ経済を観察す
る（４）

労働に関する統計

8 マクロ経済学を支え
る金融市場（１）

金融市場の実際

9 マクロ経済学を支え
る金融市場（２）

金利（利子率）

10 貨幣の機能と中央銀
行の役割（１）

貨幣の機能

11 貨幣の機能と中央銀
行の役割（２）

中央銀行の役割

12 財政の仕組みと機能
（１）

財政の仕組み

13 財政の仕組みと機能
（２）

税制と国債

14 まとめ 授業で学んだことを総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前準備としてテキストを事前に読むことが求められている. 本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「マクロ経済学第3版」平口良司・稲葉大、有斐閣、2023年

【参考書】
「マクロ経済学・入門第5版」福田慎一・照山博司、有斐閣、2016年

【成績評価の方法と基準】
平常点 (10%)・宿題 (30%)・試験 (60%)

【学生の意見等からの気づき】
ゆっくり講義するよう心掛け、問題を解かせる時間を増やしたい。

【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを使用し講義資料をダウンロードすること。

【その他の重要事項】
秋学期の「マクロ経済学Ｂ」を履修する場合、春学期に「マクロ経
済学Ａ」を履修済みであることが望ましい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
To understand how a country’s economy grows and fluctuates,
　ｔhis class lectures on basic knowledge of macroeconomics.
（Learning Objectives）
When you take this course, you can explain introductory
macroeconomics and consider our society from an independent
perspective.
（Learning activities outside of the classroom）
Students are expected to read the textbook in advance as
preparation. There will be a report assignment. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy）
Usual performance score (10%), homework (30%), exam or
report (60%)
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ｂ

宮﨑　憲治

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年NOPQRSTUVWXYZ組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
一国の経済がどのように成長し、変動するかを理解するために、こ
の授業はマクロ経済学の基本モデルを講義する

【到達目標】
・今日の日本経済における問題が何か理解すること。
・日常的なマクロ経済学の問題を考察できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
テキストにしたがって,講義をする. パワーポイントを使用し、講義
形式の授業を行う。（パワーポイントのスライドは授業支援システム
よりダウンロード可）

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業で学ぶことを紹介
2 GDPと金利の決まり

方（１）
45度分析

3 GDPと金利の決まり
方（２）

ISLMモデル

4 総需要・総供給分析
（１）

物価とGDPの同時決定

5 総需要・総供給分析
（２）

経済政策の限界

6 インフレとデフレ
（１）

実質金利と名目金利

7 インフレとデフレ
（２）

インフレと失業

8 国際収支・為替レー
トとマクロ経済（１）

海外との取引を測る

9 国際収支・為替レー
トとマクロ経済（２）

金利平価

10 経済が成長するメカ
ニズム（１）

ソローモデル

11 経済が成長するメカ
ニズム（２）

経済成長の要因分解

12 資産価格の決まり方
（１）

資産価格の決まり方

13 資産価格の決まり方
（２）

資産価格バブル

14 まとめ 授業で学んだことを総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前準備としてテキストを事前に読むことが求められている. 本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「マクロ経済学第3版」平口良司・稲葉大、有斐閣、2023年

【参考書】
「マクロ経済学・入門第5版」福田慎一・照山博司、有斐閣、2016年

【成績評価の方法と基準】
平常点 (10%)・宿題 (30%)・試験 (60%)

【学生の意見等からの気づき】
ゆっくり講義するよう心掛け、問題を解かせる時間を増やしたい。

【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを使用し講義資料をダウンロードすること。

【その他の重要事項】
秋学期の「マクロ経済学Ｂ」を履修する場合、春学期に「マクロ経
済学Ａ」を履修済みであることが望ましい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
To understand how a country’s economy grows and fluctuates,
this class lectures on basic macroeconomic　models.
（Learning Objectives）
When you take this course, you can explain introductory
macroeconomics and consider our society from an independent
perspective.
（Learning activities outside of the classroom）
Students are expected to read the textbook in advance as
preparation. There will be a report assignment. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy）
Usual performance score (10%), homework (30%), exam or
report (60%)

— 258 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ａ

八木橋　毅司

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCDEFGHIJKLM組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では経済学の入門講座で学んだ知見を足がかりに、初・中
級向けのマクロ経済学の理論を学習します。また、マクロ経済デー
タの基礎知識を身につけ、最近の新聞記事などで取り上げられた経
済関連のトピックスを理論、データの両面から分析する視点を身に
つけます。

【到達目標】
・身近な問題を経済学的視点で捉えることができる
・短期と長期における経済問題の性質の違いについてグラフを用い
て説明できる
・初級レベルのマクロ経済モデルを使った金融・財政政策効果につ
いての分析ができる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
講義は基本的にパワーポイントの講義資料を学習支援システムから
ダウンロードし、課題を定期的に提出する形式で行います。
各回の講義ではトピック毎の鍵となる専門知識を習得することに集
中し、直後の復習では教科書の精読を通じ講義で学んだ知識の体系
化を図ります。さらには適宜、宿題、小テスト、およびクラス内課
題を通じ理解度のチェックを行います。それらについてのフィード
バックは主に学習支援システムを通じて行われます。
講義内容等に関する質問は随時メール・オフィスアワーにて幅広く
受け付けます。定期オフィスアワーのスケジュールは第１回の講義
前後にアナウンスします。
また授業形態につきましては対面・オンライン（各7回）の組み合
わせとし、各講義回の形態については学習支援システムを通じてそ
の都度事前に通知します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業のガイダンス、

科学としてのマクロ
経済学

オリエンテーション、マクロ経
済学概説

第2回 マクロ経済学のデー
タ

国内総生産、消費者物価指数、
失業率

第3回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

生産

第4回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

所得分配

第5回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

支出、財市場の均衡

第6回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

金融市場の均衡

第7回 開放経済 開放経済（小国）モデル
第8回 開放経済 為替レート：名目対実質
第9回 開放経済 為替レートの決定要因
第10回 貨幣システム 定義、銀行の役割、マネーサプ

ライ
第11回 インフレ 貨幣数量説、貨幣発行収入

第12回 インフレ インフレと利子率、名目利子率
と貨幣需要

第13回 インフレ 社会的コスト、ハイパーインフ
レ

第14回 期末試験 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義の学習時間は、１回につき４時間程度を標準とします。それ
以外でも日々の経済ニュースを各種メディアを通じて吸収するよう
心がけてください。

【テキスト（教科書）】
G.マンキュー（著）『マクロ経済学１：入門編』東洋経済新報社、2024
年、4000円+税

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末試験50％、小テスト20％、宿題20%、クラス参加10%

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン、タブレット、スマホのいずれかを常時持参してく
ださい。

【その他の重要事項】
『授業支援システム』で連絡したことは，全ての受講者に伝わったも
のとして取り扱いますので、頻繁にチェックする習慣を早いうちに
身につけてください。

【担当教員の専門分野等】
詳しくは下記ウェブサイトをご覧ください
https://sites.google.com/site/takeshiyagihashi/

【主要業績】
"Intertemporal Elasticity of Substitution with Leisure Margin”
(with Juan Du), Dec. 2023, Review of Economics of the
Household, 21, 1473-1504.
"How Do the Trans-Pacific Economies Affect the US? An
Industrial Sector Approach" (with David Selover), Oct. 2017,
The World Economy , 40(10), 2097-2124.
“Goods-Time Elasticity of Substitution in Health Production”
(with Juan Du), Oct. 2017, Health Economics, 26(11), 1474-
1478.
“Health Care Inflation and Its Implication for Monetary
Policy” (with Juan Du), Mar. 2015, Economic Inquiry, 53(3),
1556-1579.
“Are DSGE Approximating Models Invariant to Shifts in
Policy?” (with Timothy Cogley) Jan. 2010, The B.E. Journal
of Macroeconomics, 10(1) (Contribution), Article 27, 1-31.

【Outline (in English)】
This course is designed to introduce the entry～ intermediate-
level macroeconomic theory. These theories provide results
that, at times, contrast to the results you were exposed to
in day-to-day decisions. We mainly use basic diagrams as
the tool for generating predictions about aggregate prices,
market interest rates, and exchange rates. Methods on
how to interpret data on national income and other relevant
macroeconomic variables are also studied.
【Learning Activities Outside of Classroom】
Four hours per class
【Grading Criteria/Policy】
Final Exam: 50%, Quiz: 20%、Homeworks: 20%、Class
Participation: 10%
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マクロ経済学Ｂ

八木橋　毅司

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCDEFGHIJKLM組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では経済学の入門講座で学んだ知見を足がかりに、初・中
級向けのマクロ経済学の理論を学習します。また、マクロ経済デー
タの基礎知識を身につけ、最近の新聞記事などで取り上げられた経
済関連のトピックスを理論、データの両面から分析する視点を身に
つけます。

【到達目標】
・身近な問題を経済学的視点で捉えることができる
・短期と長期における経済問題の性質の違いについてグラフを用い
て説明できる
・初級レベルのマクロ経済モデルを使った金融・財政政策効果につ
いての分析ができる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
講義は基本的にパワーポイントの講義資料を学習支援システムから
ダウンロードし、課題を定期的に提出する形式で行います。
各回の講義ではトピック毎の鍵となる専門知識を習得することに集
中し、直後の復習では教科書の精読を通じ講義で学んだ知識の体系
化を図ります。さらには適宜、宿題、小テスト、およびクラス内課
題を通じ理解度のチェックを行います。それらについてのフィード
バックは主に学習支援システムを通じて行われます。
講義内容等に関する質問は随時メール・オフィスアワーにて幅広く
受け付けます。定期オフィスアワーのスケジュールは第１回の講義
前後にアナウンスします。
また授業形態につきましては対面・オンライン（各7回）の組み合
わせとし、各講義回の形態については学習支援システムを通じてそ
の都度事前に通知します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業のガイダンス、

失業と労働市場
オリエンテーション、マクロ経
済学概説

第2回 失業と労働市場 労働市場と賃金決定メカニズム
第3回 景気変動へのイント

ロダクション
景気変動に関するデータ、時間
的視野、総需要

第4回 景気変動へのイント
ロダクション

総供給、総需要・総供給モデル
を使った短長期分析

第5回 総需要１：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの構築

財市場とIS曲線

第6回 総需要１：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの構築

貨幣市場とLM曲線、均衡

第7回 総需要２：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの応用

財政、金融政策

第8回 総需要２：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの応用

総需要・総供給モデルの短長期
分析

第9回 総供給およびインフ
レーションと失業の
短期的トレードオフ

総供給曲線

第10回 総供給およびインフ
レーションと失業の
短期的トレードオフ

フィリップス曲線と自然失業率

第11回 開放経済再訪 マンデル＝フレミング・モデル、
変動相場制下の小国解放経済

第12回 開放経済再訪 固定相場制下の小国解放経済、
利子率格差

第13回 開放経済再訪 変動相場制と固定相場制のどち
らが良いか？ 短期から長期へ

第14回 期末試験 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義の学習時間は、１回につき４時間程度を標準とします。それ
以外でも日々の経済ニュースを各種メディアを通じて吸収するよう
心がけてください。

【テキスト（教科書）】
G.マンキュー（著）『マクロ経済学１：入門編』東洋経済新報社、2024
年、4000円+税

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末試験50％、小テスト20％、宿題20%、クラス参加10%

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン、タブレット、スマホのいずれかを常時持参してく
ださい。

【その他の重要事項】
『授業支援システム』で連絡したことは，全ての受講者に伝わったも
のとして取り扱いますので、頻繁にチェックする習慣を早いうちに
身につけてください。

【担当教員の専門分野等】
詳しくは下記ウェブサイトをご覧ください
https://sites.google.com/site/takeshiyagihashi/

【主要業績】
"Intertemporal Elasticity of Substitution with Leisure Margin”
(with Juan Du), Dec. 2023, Review of Economics of the
Household, 21, 1473-1504.
"How Do the Trans-Pacific Economies Affect the US? An
Industrial Sector Approach" (with David Selover), Oct. 2017,
The World Economy , 40(10), 2097-2124.
“Goods-Time Elasticity of Substitution in Health Production”
(with Juan Du), Oct. 2017, Health Economics, 26(11), 1474-
1478.
“Health Care Inflation and Its Implication for Monetary
Policy” (with Juan Du), Mar. 2015, Economic Inquiry, 53(3),
1556-1579.
“Are DSGE Approximating Models Invariant to Shifts in
Policy?” (with Timothy Cogley) Jan. 2010, The B.E. Journal
of Macroeconomics, 10(1) (Contribution), Article 27, 1-31.

【Outline (in English)】
This course is designed to introduce the entry～ intermediate-
level macroeconomic theory. These theories provide results
that, at times, contrast to the results you were exposed to
in day-to-day decisions. We mainly use basic diagrams as
the tool for generating predictions about aggregate prices,
market interest rates, and exchange rates. Methods on
how to interpret data on national income and other relevant
macroeconomic variables are also studied.
【Learning Activities Outside of Classroom】
Four hours per class
【Grading Criteria/Policy】
Final Exam: 50%, Quiz: 20%、Homeworks: 20%、Class
Participation: 10%
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財政学Ａ(市ヶ谷開講)

島澤　諭

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は現在、①少子化、高齢化の進展への対応、②財政再建への対
応、③金融システムの安定化、といった多くの課題を抱えている。本
講義では、政府や金融機関の経済活動に関する実態及び基礎的理論
について踏まえた後、現実の日本財政や金融についてデータを参照
しながら学習する。

【到達目標】
市場主義経済における政府の役割について、どのような考え方があ
るのかを理解する。また、日本の財政や金融を取り巻く問題を把握
する。その上で、政府の役割と日本の財政がどうあるべきかまた今
後どうあるべきかについて、自分なりの意見を持てるようになるた
めの論理的思考力、分析能力を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には講義資料に沿って講義を進めることを予
定している。参考文献がある時にはその都度指示する。また、各回
のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を勘案し、必
要に応じて授業スピードの変更を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

財政学の歴史
ガイダンス
財政学の歴史

第2回 外部性（１） 外部性の本質
第3回 外部性（２） ピグー税・補助金
第4回 外部性（３） コースの定理
第5回 公共財（１） 公共財、準公共財
第6回 公共財（２） 公共財の最適供給
第7回 公共選択（１） リンダールメカニズム、ただ乗

り
第8回 公共選択（２） アローの不可能性定理、直接民

主制
第9回 公共選択（３） 間接民主制、ログローリング
第10回 税の帰着（１） 租税原則
第11回 税の帰着（２） 税の帰着
第12回 最適課税（１） 超過負担
第13回 最適課税（２） 最適物品税
第14回 最適課税（３） 最適所得税

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
受講者が授業を補完するために勉強する場合は、以下の文献が参考
となる。
（１）井堀利宏『財政学（第４版）』新世社
（２）畑農鋭矢、林正義、吉田浩『財政学をつかむ』有斐閣
（３）釣雅雄、宮崎智視『グラフィック財政学』新世社
（４）小黒一正等『財政学15講』新世社

（５）林宜嗣等『財政学（第４版）』新世社
（６）Gruber Public Finance and Public Policy Worth Publishers
Inc.

【成績評価の方法と基準】
授業内の課題提出（40％）と期末試験（60％）により評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
官庁エコノミスト（経済企画庁（現内閣府））として様々な政策立案
や執行に携わった経験等も踏まえて講義する。

【Outline (in English)】
Japan is currently facing a number of challenges, including
(1) coping with the declining birthrate and aging population,
(2) dealing with fiscal reconstruction, and (3) stabilizing the
financial system. In this lecture, we will study the actual
situation and basic theories on economic activities of the
government and financial institutions, and then refer to data
on the actual Japanese fiscal and financial situation.
To understand the concept of the role of government in
a market-based economy. Also, understand the issues
surrounding Japan’s public finances and finance. Students will
then acquire the logical thinking and analytical skills to be able
to form their own opinions on the role of the government and
how Japan’s finances should be and will be in the future.
At present, we plan to basically follow the lecture materials. If
there is any reference literature, it will be indicated each time.
In addition, the following topics will be covered in each session,
but the speed of the class will be changed as necessary, taking
into account the level of knowledge and understanding of the
students.
Preparation and review time is estimated to be 4 hours each.
The plan is to evaluate the students on the basis of their in-
class assignments (40%) and a final exam (60%).
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財政学Ｂ(市ヶ谷開講)

島澤　諭

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は現在、①少子化、高齢化の進展への対応、②財政再建への対
応、③金融システムの安定化、といった多くの課題を抱えている。本
講義では、政府や金融機関の経済活動に関する実態及び基礎的理論
について踏まえた後、現実の日本財政や金融についてデータを参照
しながら学習する。

【到達目標】
日本財政や金融、社会保障制度・財源の現状と課題を理解し、経済
学の視点から財政・社会保障制度、金融政策の効果について考察す
るための基礎知識の習得を目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には講義資料に沿って講義を進めることを予
定している。参考文献がある時にはその都度指示する。また、各回
のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を勘案し、必
要に応じて授業スピードの変更を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

財政学の歴史
ガイダンス
財政学の歴史

第2回 日本の財政の歴史 日本の財政史
第3回 予算制度 財政と法律、予算制度
第4回 政府の大きさ 経済活動と政府、財政の役割、

大きな政府と小さな政府
第5回 財政金融政策の効果

（１）
景気循環、GDPギャップ

第6回 財政金融政策の効果
（２）

国民所得の決定、乗数、ビルト
インスタビライザー

第7回 財政金融政策の効果
（３）

IS-LM分析、財政・金融政策の
効果

第8回 所得再分配 ベンサム、ロールズ、ジニ係数
第9回 国債の負担（１） 国債の種類、新正統派
第10回 国債の負担（２） 新古典派
第11回 国債の負担（３） リカード＝バローの等価定理
第12回 財政の持続可能性

（１）
日本の財政再建の歴史

第13回 財政の持続可能性
（２）

ドーマーの条件、ドーマーの命
題

第14回 財政の持続可能性
（３）

ポンジスキーム、プライマリー
バランス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
受講者が授業を補完するために勉強する場合は、以下の文献が参考
となる。
（１）井堀利宏『財政学（第４版）』新世社

（２）畑農鋭矢、林正義、吉田浩『財政学をつかむ』有斐閣
（３）釣雅雄、宮崎智視『グラフィック財政学』新世社
（４）小黒一正等『財政学15講』新世社
（５）小塩隆士『社会保障の経済学（第 4版）』日本評論
（６）島澤諭『シルバー民主主義の政治経済学』日本経済新聞出版社

【成績評価の方法と基準】
授業内の課題（40％）と期末試験（60％）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
経済企画庁（現内閣府）の官庁エコノミストとして様々な政策立案
や執行に携わった経験等も踏まえて講義する。

【Outline (in English)】
Japan is currently facing a number of challenges, including
(1) coping with the declining birthrate and aging population,
(2) dealing with fiscal reconstruction, and (3) stabilizing the
financial system. In this lecture, we will study the actual
situation and basic theories on economic activities of the
government and financial institutions, and then refer to data
on the actual Japanese fiscal and financial situation.
The goal of this course is to acquire basic knowledge to
understand the current status and issues of Japanese public
finances, finance, and social security systems and financial
resources, and to examine the effects of fiscal and social
security systems and monetary policies from an economics
perspective.
At present, it is planned to basically follow the lecture
materials. If there is any reference literature, it will be
indicated each time. In addition, the following topics will
be covered in each session, but the speed of the class will
be changed as necessary, taking into account the level of
knowledge and understanding of the students.
Preparation and review time is estimated to be 4 hours each.
The plan is to evaluate the students on the basis of their in-
class assignments (40%) and a final exam (60%).
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経済政策論Ａ(市ヶ谷開講)

濱秋　純哉

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政府は，ダムや道路の建設，教育サービスの提供，及び社会保障制度の整備
などの「経済政策（公共政策）」を行っている。民間企業の自由な活動に任せ
る分野がある一方で，このように政府が直接・間接に財・サービスの提供に関
与する分野があるのはなぜだろうか。このような疑問に対して，経済学の余
剰分析の考え方に基づき考察する。
【到達目標】
この講義では，受講者各人が，現実の経済政策を評価する力を身に付けるこ
とを目標とする。具体的には，経済学の余剰分析の考え方に基づき，外部性
の問題や望ましい公共財の供給について主体的に考察できるようになること
を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連
【授業の進め方と方法】
直感的な理解が進むように図表を使った説明を交えながら，講義形式で経済
政策に関するトピックを解説する。授業の途中や授業後に復習問題を解く時
間を設け，受講者が自分の頭で考える機会も作る。復習問題については，翌
週の授業までに解説資料をアップロードし，解答の説明と講評（多かった間
違いや興味深い解答の紹介など）を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学でどのように経済政策につい

て考えるか？
2 経済政策を分析するた

めの準備1
完全競争市場とは何か，需要曲線と
供給曲線

3 経済政策を分析するた
めの準備2

消費者余剰の図示

4 経済政策を分析するた
めの準備3

弾力性の概念

5 経済政策を分析するた
めの準備4

様々な費用の概念

6 経済政策を分析するた
めの準備5

企業の利潤最大化行動と供給曲線

7 経済政策を分析するた
めの準備6

生産者余剰の図示

8 経済政策を分析するた
めの準備7

経済政策の余剰分析

9 外部性への対処1 外部性の概念
10 外部性への対処2 外部性の存在と市場の効率性
11 外部性への対処3 指導・監督政策による外部性への対処
12 外部性への対処4 市場重視政策（ピグー税と排出権取

引）による外部性への対処
13 公共財の供給1 公共財の最適供給の条件，公共財の

自発的供給
14 公共財の供給2 国家公共財と地方公共財の供給
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習を行うこと。準備学習・復習時間は、各2時間を標準と
する。
【テキスト（教科書）】
八田達夫，2008，『ミクロ経済学Ｉ』東洋経済新報社
N・グレゴリー・マンキュー，2019，『マンキュー経済学Iミクロ編 [第4版]』
東洋経済新報社
【参考書】
小川光・西森晃，2022，『公共経済学［第2版］』中央経済社
【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題（30%）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で学生が受け身の学習にならないように，授業中に簡単な質問に
答えてもらったり，授業内容に即した復習問題を課したりする。また，経済
学の抽象的な概念の説明の際には，必ず具体例とセットで説明することで理
解を促す。
【Outline (in English)】
Course Outline

Governments conduct a wide range of economic and other public policies
including, for example, the construction of dams and roads, the provision
of education services, and the provision of a social security system.
While of course there are a large number of areas that are left to the
private sector, the question nevertheless is why there are areas in which
governments directly and indirectly contribute to the provision of goods
and services. This course considers this issue from a microeconomic
perspective using welfare analysis.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the ability to
evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend four
hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each class: 30%
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経済政策論Ｂ(市ヶ谷開講)

前田　佐恵子

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マクロ経済政策を検討するにあたって、政策当局者は様々な統計や分
析を参照します。本授業では、さまざまなマクロ経済統計のデータ
の動きを確認し、また、IS-LMモデルなどの基本的なフレームワー
クを基に、過去の経済政策や経済状況を考察します。

【到達目標】
現実の経済政策を評価する力を身に着けることを目標にします。具
体的には、マクロ統計データの動きから経済の状態を説明し、財政
政策・金融政策が経済に与える影響を主体的に考察できるようにな
ることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP8」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
各種統計の概念を図表などを用いて説明し、経済政策に関するトピッ
クを紹介するなど講義形式で進めます。授業の途中、あるいは、授
業後に分析課題等を考える機会を設け、その解答の提出を求めます。
翌授業の際に課題の解説等を行い、関連資料をアップロードします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション マクロ経済と生活の変遷
2 経済政策のためのマ

クロ統計1
GDPの概念

3 経済政策のためのマ
クロ統計2

名目値と実質値、物価

4 経済政策のためのマ
クロ統計3

景気動向

5 経済政策のためのマ
クロ統計4

金利と貨幣

6 経済政策のためのマ
クロ統計5

設備投資と企業行動

7 経済政策のためのマ
クロ統計6

雇用と賃金

8 経済政策のためのマ
クロ統計7

所得と消費

9 マクロ経済政策１ 乗数理論とIS-LMモデル
10 マクロ経済政策２ 景気動向と経済政策
11 マクロ経済政策３ 財政政策の効果
12 マクロ経済政策４ 金融政策の効果
13 マクロ経済政策５ 構造変化と成長
14 期末試験 まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習時間は，各 2時間を標準的な目安とします。
復習問題では統計データをパソコンを用いて分析することが望まれ
ます。

【テキスト（教科書）】
N・グレゴリー・マンキュー，2017，『マクロ経済学 I（第4版）』東
洋経済新報社

【参考書】
福田慎一・照山博司，2016，『マクロ経済学・入門（第5版）』有斐閣

鶴光太郎・前田佐恵子・村田啓子，2019，『日本経済のマクロ分析』
日本経済新聞出版社

【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題の解答の提出（30%）によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で授業中に簡単な質問に答えていただくことがあります。
また、復習問題では、授業内容に即したデータを加工し、データの
動きを確認してもらう内容を含む予定です。

【学生が準備すべき機器他】
授業中は必ずしも必要ありませんが、復習問題について、パソコン
を利用した分析が行われることが望ましい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Policy makers consider economic and financial policies based
on a variety of statistics and analysis. In this class, we will look
back on past policies and macroeconomic conditions through
actual data and basic frameworks such as IS-LM model.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the
ability to evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend
four hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each
class: 30%
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Principles of Economics A

JESS DIAMOＮD

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearsonのミクロ経済学とマクロ経済学の基本を
カバーする理論Chapter5、Chapter6、Chapter8、Chapter9を取
り上げます。講義は英語で行われる。
In this class we use an English textbook to study core ideas in
microeconomics and macroeconomics. In particular, we cover
chapters 5, 6, 8 and 9 of Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
ミクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to introduce students to the
foundations of microeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Consumers and

Incentives
The Buyer’s Problem

3 Consumers and
Incentives

Putting It All Together

4 Consumers and
Incentives

The Demand Curve,
Consumer Surplus and
Demand Elasticities

5 Sellers and
Incentives

Sellers In A Perfectly
Competitive Market

6 Sellers and
Incentives

The Supply Curve

7 Sellers and
Incentives

From The Short Run To The
Long Run

8 Trade The Production Possibilities
Curve And The Basis for
Trade

9 Trade Trade Between Prefectures
and Countries

10 Trade Arguments Against Free
Trade

11 Externalities and
Public Goods

Externalities

12 Externalities and
Public Goods

Private Solutions to
Externalities

13 Externalities and
Public Goods

Government Solutions to
Externalities

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が必
要です。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. Economics: Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題：30%
期末試験：70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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Principles of Economics A

JESS DIAMOＮD

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火3/Tue.3 ｜ キャンパス：多摩 / Tama
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：Economics
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearsonのミクロ経済学とマクロ経済学の基本を
カバーする理論Chapter5、Chapter6、Chapter8、Chapter9を取
り上げます。講義は英語で行われる。
In this class we use an English textbook to study core ideas in
microeconomics and macroeconomics. In particular, we cover
chapters 5, 6, 8 and 9 of Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
ミクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to introduce students to the
foundations of microeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Consumers and

Incentives
The Buyer’s Problem

3 Consumers and
Incentives

Putting It All Together

4 Consumers and
Incentives

The Demand Curve,
Consumer Surplus and
Demand Elasticities

5 Sellers and
Incentives

Sellers In A Perfectly
Competitive Market

6 Sellers and
Incentives

The Supply Curve

7 Sellers and
Incentives

From The Short Run To The
Long Run

8 Trade The Production Possibilities
Curve And The Basis for
Trade

9 Trade Trade Between Prefectures
and Countries

10 Trade Arguments Against Free
Trade

11 Externalities and
Public Goods

Externalities

12 Externalities and
Public Goods

Private Solutions to
Externalities

13 Externalities and
Public Goods

Government Solutions to
Externalities

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が必
要です。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. Economics: Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題：30%
期末試験：70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

Principles of Economics B

JESS DIAMOＮD

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. 2015. Economics: Pearsonのマクロ経済学の基本をカバーす
るChapter23、Chapter24、Chapter25、Chapter26を取り上げま
す。講義を英語で行われる。
In this class we use an English textbook to continue our
study of core ideas in macroeconomics. In particular, we cover
chapters 23, 24, 25, and 26 of Acemoglu, D., Laibson, D., and
List, J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
マクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to study the foundations of
macroeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Employment and

Unemployment
Measuring Employment and
Unemployment

3 Employment and
Unemployment

Why Is There
Unemployment?

4 Employment and
Unemployment

Wage Rigidity and Structural
Unemployment

5 Credit Markets What Is the Credit Market?
6 Credit Markets Banks and Financial

Intermediation
7 Credit Markets What Banks Do
8 The Monetary

System
Money

9 The Monetary
System

Inflation

10 The Monetary
System

The Central Bank

11 Short-Run
Fluctuations

Economic Fluctuations and
Business Cycles

12 Short-Run
Fluctuations

Macroeconomic Equilibrium
and Economic Fluctuations

13 Short-Run
Fluctuations

Modelling Expansions

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が
必 要です。本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とし
ます。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. 2015. Economics:
Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題:30%
期末試験:70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

Principles of Economics B

JESS DIAMOＮD

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火3/Tue.3 ｜ キャンパス：多摩 / Tama
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：Economics
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. 2015. Economics: Pearsonのマクロ経済学の基本をカバーす
るChapter23、Chapter24、Chapter25、Chapter26を取り上げま
す。講義を英語で行われる。
In this class we use an English textbook to continue our
study of core ideas in macroeconomics. In particular, we cover
chapters 23, 24, 25 and 26 of Acemoglu, D., Laibson, D., and
List, J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
マクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to study the foundations of
macroeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Employment and

Unemployment
Measuring Employment and
Unemployment

3 Employment and
Unemployment

Why Is There
Unemployment?

4 Employment and
Unemployment

Wage Rigidity and Structural
Unemployment

5 Credit Markets What Is the Credit Market?
6 Credit Markets Banks and Financial

Intermediation
7 Credit Markets What Banks Do
8 The Monetary

System
Money

9 The Monetary
System

Inflation

10 The Monetary
System

The Central Bank

11 Short-Run
Fluctuations

Economic Fluctuations and
Business Cycles

12 Short-Run
Fluctuations

Macroeconomic Equilibrium
and Economic Fluctuations

13 Short-Run
Fluctuations

Modelling Expansions

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が
必 要です。本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とし
ます。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. 2015. Economics:
Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題:30%
期末試験:70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

BAB200EA（基礎生物学 / Basic biology 200）

生命の科学Ⅱ

鞠子　茂

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学をベースとして環境と生物の関わり，生態系サービス，環境問題につ
いて講義する。
【到達目標】
多種多様な環境問題の理解と解決に資する環境リテラシーを習得し、人類存
続を可能とする規範やライフスタイルを大胆に発想する能力を獲得できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DPについて
はこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
オンデマンド型授業を実施：講義動画と説明資料を配信。毎回，授業への参
加，理解度を確認するためのレポートを課し，次の授業でフィードバック。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと生態学が

できること
授業の進め方を説明し，生態学とは
どんな学問かを具体的に概説する

第2回 環境とは何か？ ～あな
たは説明できますか～

主体環境系の概念を解説し，環境要
因の分類と性質について学ぶ

第3回 ニッチの多様性と生物
の多様性

環境の空間変動が生物と生態系の多
様性をつくり出すしくみを解説する

第4回 20年後の多摩キャンパ
スは冬でも緑の森となる

生態系が時間とともに変化するパ
ターンとメカニズムについて解説す
る

第5回 雑草は本当は弱い存在
だが戦略をもって生き
ている

生物の環境適応戦略について具体例
を挙げて説明する

第6回 生態系からの恩恵と
しっぺ返し

生態系サービスの持続的享受の条件
を考える

第7回 公害から学ぶべきこと 公害の原点である水俣病を例にして
科学リテラシーの必要性について考
える

第8回 環境ホルモン再考 かつて社会問題となった内分泌かく
乱物質のについて改めて考える

第9回 外来生物は本当に悪者
なのか

外来種問題の本質を追究し，その是
非論について考究する

第10回 地球環境問題における
ウソとホント

地球環境問題の是非論について最新
のデータをもとに論述する

第11回 地球温暖化が生物およ
び生態系に与える影響

地球温暖化が生物と生態系に与える
影響について最新の成果を紹介する

第12回 環境生態学から社会問
題を考える

様々な社会問題に対する環境生態学
の見方，考え方を議論する

第13回 人類の存続のためにす
べきこと・試験範囲

環境生態学の視点から人類存続のた
めになすべきことを論じたあとに，
試験範囲を説明する

第14回 試験・まとめと解説 授業全体のまとめをした後，試験を
実施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義動画と配布資料の閲覧期間（2週間）中に４時間の予習・復習を行うこと。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
「生態学は環境問題を解決できるか? 」巌佐庸・伊勢武史著，（2020）
【成績評価の方法と基準】
〔配分〕期末試験（60％），平常点（40％）
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド型授業の配信方法およびアナウンス方法の効率化
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the basics of environmental ecology,
and should be able to acquire environmental-science literacy. Students
will be expected to spend four hours for preparation and review. Grading
policy: final exam (60%) and short-reports (40%).
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MAT100EA（数学 / Mathematics 100）

基礎数学Ⅱ

鈴木　麻美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然界の現象や，生活の中の現象の仕組みは，様々な「数学」のも
とに成り立っているものが多い．この講義では，高校数学で学んだ
基礎的な内容の中から数列と微分に関して，その基礎から経済・経
営学に関する具体的な問題への応用を学ぶ．

【到達目標】
数列に関しては高校で学んだ等差数列・等比数列さらに無限級数を
復習し「金利」のシステムへの応用を学ぶ．次に，変化する量を調べ
る際に多用される「微分」を応用して，経済活動の変化の様子を調
べることを学ぶ事を目的とする，ここで学んだ基礎的な内容を，専
門学習に役立ててほしい．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2 に関連。　 DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
Zoomによる講義では，具体的な問題を考えながら，その仕組みの
基礎を学ぶ．黒板で説明することをしっかりノートに記録し，授業
後に自己学習にて身につけて欲しい．この科目は、一つ一つの積み
重ねの学問であるので，前回までの復習を前提として授業を進める．
授業内で行うテストに関しては、採点した結果を返却し、授業内で
は問題の解説を行うので、間違えている部分は各自確認し、必ず復
習すること．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンスおよび数

列の基本
講義の進め方および成績評価に
ついての説明と、等差数列と等
比数列について学ぶ。

2 利息のお話 単利と複利の話し．
3 積み立て預金の話し 数列の和の存在性と積立預金へ

の応用を学ぶ．
4 物やお金は，時とと

もに価値が変わる？
現在価値と将来価値の概念を導
入する。

5 借金の仕組み 現在価値と将来価値の概念と．
借金の仕組みを学ぶ．

6 数列の極限と無限級
数

数列の極限値について，その概
念と極限値の求め方を学ぶ．

7 関数の極限 関数の極限値を学ぶ
8 極限値と微分 極限値の概念と，関数の微分可

能性について学ぶ．
9 導関数 簡単な関数について，その微分

と導関数の導出方法を学ぶ．
10 導関数の幾何学的意

味
導関数と関数の増減の関係を学
ぶ．

11 微分の応用（１） 一般の多項式関数について関数
の増減表・グラフの概形を学ぶ．

12 微分の応用（２） 経済に表れるいくつかの関数と
利潤関数について学ぶ．

13 微分の応用（３） いくつかの条件の下で，利潤最
大化を考える．

14 まとめ 前回までの講義内容のまとめと
総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
一つ一つ出てくる理論は易しくとも，それらをたくさん積み重ねる
と，煩雑なものに思えることと思う．授業の内容はすべてノートに
丁寧にきちんとまとめ，毎週教科書とノートを復習をしてから出席
して欲しい．毎回の授業の予習復習は、通常合わせ4時間程度と考
えるが、それ以外に試験の準備としては、授業の時間以上に十分な
準備を要すると考える。しっかりと自主学習をしなければ、試験で
得点をすることは難しいだろう。

【テキスト（教科書）】
「きちんとわかる経済経営数学入門（数列微分編）」鈴木麻美・内藤
敏機著，牧野書店．（現在廃刊になっているために、生協が授業内で
使用する部分のみを印刷し販売する）

【参考書】
1.「例題で学ぶ入門・経済数学〈上〉」エドワード・T.ドウリング (原
著),大住栄治 (著),川島康男 (著),シーエーピー出版.
2.「金利利息のしくみがわかる本」」小向宏美 (著),古橋隆之 (監修),
総合法令出版.

【成績評価の方法と基準】
期末試験 (100%)により評価する．

【学生の意見等からの気づき】
数列・微分はほとんどの学生が高校で学んだ経験があるようである
が，この講義のような具体的な問題との関連性を考えることは，初め
て学生が多い．また、高校では極限や微分の原理をきちんとは学ん
でいない様子。この講義の中ではこうした数学の原理・定義をしっ
かりと学ぶことを大切にしているために、既に高校で数列・微分・
積分を学習しているの学生も、新たな気持ちでしっかりと数学を学
び、さらに数学をより身近な学問として捉えてくれることを期待し
ている。

【Outline (in English)】
Many phenomena in nature and many mechanisms in life
are constructed on various "mathematics". Therefore, in this
lecture, especially we learn sequence and differential calculus,
furthermore we lean some examples in economic problems and
business problems.
The purpose of this lecture is to lean a system of interest
rate making use of sequences and to lean an economic activity
making use of differentiation of functions. Each student must
prepare and revise completely.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC100EA（社会学 / Sociology 100）

国際社会論

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、国際社会とは何か、現代の国際社会のさまざまな問題
について議論し、現代の国際社会についての理解を深め、議論する
ことを課題とします。とくに日本にいる私たちとのつながりや視点
を中心において議論していきます。

【到達目標】
現代の国際社会におけるさまざまな社会問題について、理解を深め、
構造的に議論することができるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉国境を越えたカネ、モノ、ヒト、サービスの移動や、エスニシティ、
ジェンダー、ナショナリズム、人権など、様々な問題を視野に入れ、
国際社会を構造的に議論することを課題とします。その際には、よ
その国のことではなく、日本の私たちに関わる問題として考え、行
動することに繋がること、また問題を構造的に捉える視点から議論
します。歴史的な説明と理論的な分析の視点も重要です。
◉授業のテーマの構成・編成は変更になる場合もあります。また最
終授業では、13回までの講義内容のまとめや復習に加え、授業内で
行った小レポート等，課題に対する講評や解説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに：国際社会

とは
国際社会、主権、国民、国民国家

第2回 戦争と平和 戦後の国際社会
第3回 先住民と歴史的不正

義
先住民の権利とアイデンティ
ティ

第4回 民族問題とエスニシ
ティ

公民権運動、アファーマティ
ブ・アクション　

第5回 国際社会とイスラー
ム

9.11以降のイスラーム

第6回 ヒトの移動 グローバル社会とヒトの移動
第7回 日本の移住労働と難

民問題
世界と日本の難民受入れ

第8回 地域統合と地域主義 EU、APEC、ASEAN、TPPな
ど

第9回 貧困と格差 貧困の構造
第10回 食料問題 飢餓の構造とフードロス
第11回 国際社会とジェン

ダー
グローバル化、開発、ジェンダー

第12回 国際社会と企業 経済進出と現地社会
第13回 国際社会と開発援助 国際援助と日本のＯＤＡ
第14回 まとめ 人間の安全保障とグローバル市

民社会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、文献を読むなど国際社会問題の勉強を必要とし、ま
た授業に関連する課題の提出も求められます。
◉授業でのグループ・ディスカッションやプレゼンテーションのた
めに、事前の課題の提出や準備をしてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しません。参考書は授業で適宜、紹介します。

【参考書】
西崎文子ほか編著『紛争・対立・暴力：世界の地域から考える』岩
波書店、2016。藤原帰一ほか編『平和構築・入門』有斐閣、2011。
宮島喬ほか編『国際社会学』有斐閣、2015。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなどの
課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント (20
％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
国際社会をめぐる学生の関心も含める形で議論を進めたいと思って
います。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study the global society and international
social issues with Japanese views. The global issues
include discussion on migration, ethnicity, gender, nationalism,
citizenship, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in the globalizing society.
Students are required to study global problems of International
Society and Japan with references, to submit comment sheets
each week, to write short papers, and to take a term-end
examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the global social issues with Japanese
views.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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BAB200EA（基礎生物学 / Basic biology 200）

環境生態学

鞠子　茂

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学をベースとして環境と生物の関わり，生態系サービス，環境問題につ
いて講義する。
【到達目標】
多種多様な環境問題の理解と解決に資する環境リテラシーを習得し、人類存
続を可能とする規範やライフスタイルを大胆に発想する能力を獲得できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DPについて
はこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
オンデマンド型授業を実施：講義動画と説明資料を配信。毎回，授業への参
加，理解度を確認するためのレポートを課し，次の授業でフィードバック。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと生態学が

できること
授業の進め方を説明し，生態学とは
どんな学問かを具体的に概説する

第2回 環境とは何か？ ～あな
たは説明できますか～

主体環境系の概念を解説し，環境要
因の分類と性質について学ぶ

第3回 ニッチの多様性と生物
の多様性

環境の空間変動が生物と生態系の多
様性をつくり出すしくみを解説する

第4回 20年後の多摩キャンパ
スは冬でも緑の森となる

生態系が時間とともに変化するパ
ターンとメカニズムについて解説す
る

第5回 雑草は本当は弱い存在
だが戦略をもって生き
ている

生物の環境適応戦略について具体例
を挙げて説明する

第6回 生態系からの恩恵と
しっぺ返し

生態系サービスの持続的享受の条件
を考える

第7回 公害から学ぶべきこと 公害の原点である水俣病を例にして
科学リテラシーの必要性について考
える

第8回 環境ホルモン再考 かつて社会問題となった内分泌かく
乱物質のについて改めて考える

第9回 外来生物は本当に悪者
なのか

外来種問題の本質を追究し，その是
非論について考究する

第10回 地球環境問題における
ウソとホント

地球環境問題の是非論について最新
のデータをもとに論述する

第11回 地球温暖化が生物およ
び生態系に与える影響

地球温暖化が生物と生態系に与える
影響について最新の成果を紹介する

第12回 環境生態学から社会問
題を考える

様々な社会問題に対する環境生態学
の見方，考え方を議論する

第13回 人類の存続のためにす
べきこと・試験範囲

環境生態学の視点から人類存続のた
めになすべきことを論じたあとに，
試験範囲を説明する

第14回 試験・まとめと解説 授業全体のまとめをした後，試験を
実施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義動画と配布資料の閲覧期間（2週間）中に４時間の予習・復習を行うこと。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
「生態学は環境問題を解決できるか? 」巌佐庸・伊勢武史著，（2020）
【成績評価の方法と基準】
〔配分〕期末試験（60％），平常点（40％）
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド型授業の配信方法およびアナウンス方法の効率化
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the basics of environmental ecology,
and should be able to acquire environmental-science literacy. Students
will be expected to spend four hours for preparation and review. Grading
policy: final exam (60%) and short-reports (40%).
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学への招待

天本　哲史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は社会政策科学科の学生にとって必要となる法学の基礎を
学ぶとともに、法と政策との関係も学びます。前半には法学の基礎
を学び、後半では法と政策の関係を学びます。

【到達目標】
・法学の基礎的な知識を身につける。
・法学の特徴について説明できる。
・法学の知識を基礎にして、社会政策を検討できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式で実施します。学生にはリアクションペーパー
を提出してもらい、次の授業でその内容に対するコメントをします。
なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の目的・法とは

何か
この授業の意義と授業進行を解
説する。法の社会規範としての
特質や法の目的等を学びます。

第2回 法の発展 近代法の発展や日本法への継受
等を学びます。

第3回 法と裁判 裁判制度の意義や裁判の流れ等
を学びます。

第4回 法源 裁判の基準となる法とは何かを
学びます。

第5回 法の適用と解釈 法的三段論法や訴訟手続等を学
びます。法の解釈と方法を学び
ます。

第6回 国家と法 国民主権、三権分立等を学びま
す。

第7回 統治と法①　三権分
立、立法権と国会

立法権とそれを担う国会等を学
びます。

第8回 統治と法②　行政権
と内閣

行政権とそれを担う内閣等を学
びます。

第9回 統治と法③　司法権
と裁判所

司法権とそれを担う裁判所等を
学びます。

第10回 人権と法①　人権と
限界

人権とは何か、人権の享有主体、
人権の限界等を学びます。

第11回 人権と法②　人権の
種類

幸福追求権、法の下の平等、自
由権、社会権等を学びます。

第12回 社会政策①　社会保
障と法

社会法の意義、社会保障法の体
系等を学びます。

第13回 社会政策②　労働と
法

労働法の体系等を学びます。

第14回 社会政策③　環境と
法

環境法の体系等を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は配布された資料で準備学習をします。学生は復習としてレポー
トを提出をしてもらいます。本授業の準備学習・復習時間は各2時
間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介しますが、差し当たり末川博編『法学入門』（有斐
閣、第6版補訂版、2014）を挙げます。

【成績評価の方法と基準】
レポート（86％)、平常点（14％）を総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容が難しいという意見がありましたので、解説を多くするこ
とにより平易な内容にするようにしたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
連絡、授業資料や課題提出等はHoppiiで行いますので、PC、タブ
レット、スマートフォン等の情報端末を準備してください。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
The aim of this lecturer is to learn the basics of law, as well as
the relationship between law and policy.
【到達目標（Learning Objectives）】
・Students acquire basic knowledge of law.
・Students can explain the characteristics of law.
・Students can consider social policy based on their knowledge
of law.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Reports : 86%, Usual performance score : 14%
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ｂ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
さまざま社会課題の分析のためには、経済の仕組みについて理解し、
分析できることが不可欠です。しかし経済分析については高校まで
に学ぶ機会が少なく、ニュースで登場する基本的な経済指標ですら
正しく理解していないことが多いと思います。この授業では、経済
情勢の読み解きに直結するマクロ経済分野について、やさしいテキ
ストを使いながら理解を深めます。

【到達目標】
まずGDP等の基本的なマクロ経済指標や、財市場・資産市場・労働
市場からなるマクロ経済循環を理解します。次に貨幣の役割・中央
銀行の役割や信用創造といった金融の基本的な仕組みを理解するこ
とによって、昨今の異次元金融緩和とは何かといった現実の経済政
策も分析します。同時に債権や株などの資産価格形成について学習
します。次に財やサービスの生産消費消費関数や乗数効果といった
財市場のマクロ均衡について理解し、IS-LMモデルについて学びま
す。最後に総需要関数・総供給関数で物価と国民所得や失業率との
関係について学び、アベノミクスについても分析します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
テキストとレジュメを使って講義し、最後に毎回簡単な小テストを
行う。授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 国民所得と三面等価
2 マクロ経済循環 経済のフローとストック、経済

循環（財市場・資産市場・労働
市場）

3 中央銀行と信用創造 金利・貨幣・中央銀行の役割・
信用創造

4 貨幣供給 マネタリーベースと貨幣供給、
異次元金融緩和とは。

5 貨幣需要 貨幣需要・金融政策・流動性の
わな

6 資産価格その１ 利子率と割引現在価値、債権価
格

7 資産価格その２ 株、土地などの価格形成と株価
8 中間試験 前半の内容についての試験
9 LM曲線 LM曲線
10 消費関数 消費関数・乗数効果
11 IS曲線 投資関数とIS曲線、IS-LM分析
12 総需要関数 物価と総需要関数
13 総供給関数 フィリップス曲線と総供給関数
14 まとめ まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストや参考書の該当箇所について、授業の前後に読んでおくと
授業内容の理解が深まるでしょう。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
平口良司・稲葉大著 (2023)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用まで』、有斐閣ストゥディア．

【参考書】
明石順平 (2017)『アベノミクスによろしく』，インターナショナル
新書．
野口悠紀雄 (2023)『日銀の責任』，ＰＨＰ新書．

【成績評価の方法と基準】
評価は毎回の小テストで1割、中間試験で4割5分、期末試験で4割
5分の割合で配分する

【学生の意見等からの気づき】
この科目の担当は5年ぶりなので、特になし。

【Outline (in English)】
In order to analyze various social issues, it is essential to be
able to understand and analyze the structure of the economic
society. However, students usually do not have enough
opportunities to learn about fundamental economic analysis
by high school. It often arises that students cannot properly
interpret even about the basic economic indicators that are
popular in our daily news. In this lecture, they will be able
to basically understand about the macroeconomic field directly
linked to real economic issues by studying in an elementary
textbook of macro economics.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学への招待

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会学とはいかなる学問領域かということを探求しながら、専門
学習に向けて自らの問題関心を醸成することを目的とする。

【到達目標】
　社会学という学問領域の特徴・特性を学び、専門学習のための手
がかりをつかむ。それは、2年次からの専門演習の選択（ゼミ選び）
の助けにもなるはずである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　毎回オムニバス形式で、社会学を専門とする講師陣が、それぞれ
の専門分野をベースに、いま一番おもしろいと感じている研究テー
マや研究方法等について講義する。社会学という学問は、何を対象
とするかというより、対象に対して向ける視線や姿勢、切り口にこ
そその特質がある。各講師の講義を聴くことで、社会学の多様性と
同時に、そこに一貫して流れるこの学問のもつ特質・特徴について
考えていく。
　なお、毎回授業の最後にリアクションペーパーを提出してもらう。
授業計画は下記の通り（但し、若干の変更可能性あり）。リアクショ
ンペーパーについては、各回の担当教員がそれぞれの方法でフィー
ドバックを行う（フィードバックの有無の方針も含む）。対面授業で
実施予定。学習支援システムの指示に注意すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 本科目の概要説明（堀川三郎）
2 我問う，ゆえに我あ

り：大学への招待，
社会学への入門

講師：堀川三郎

3 態度の社会学 講師：池田裕
4 記憶と語りの社会学 講師：鈴木智之
5 「ただしさ」を社会学

してみる
講師：斎藤友里子

6 社会問題へのアプ
ローチ

講師：三井さよ

7 若者の居場所におけ
る信頼の構造

講師：樋口明彦

8 社会心理学のまなざ
し

講師：土倉英志

9 国際移住の社会学を
考える

講師：田嶋淳子

10 地域文化の社会学 講師：武田俊輔
11 ＜歴史＞から問う社

会学
講師：鈴木智道

12 国籍について考える 講師：佐藤成基
13 社会システムをはみ

出す人間
講師：徳安彰

14 まとめ 各講義の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自、授業で紹介のあった文献等を読み、授業内容についての理
解を深め、発展させる。本授業の復習時間は各4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。

【参考書】
（1）舩橋晴俊（2012）『社会学をいかに学ぶか』（現代社会学ライブ
ラリー2）弘文堂。
（2）長谷川公一・浜日出夫・藤村正之・町村敬志（2019）『新版社
会学』（New Liberal Arts Selection）有斐閣。
（3）玉野和志編（2016）『ブリッジブック社会学〔第2版〕』（Bridgebook
Series）信山社。

【成績評価の方法と基準】
　授業内期末試験（100%）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　該当なし

【Outline (in English)】
　 This course introduces the nature of sociology to students
taking this course. At the end of this course, students will
be expected to be able to think sociologically. Students will
be expected to have the required assignments after each class
meeting. Your study time will be more than two hours for a
class.
　Your overall grade in the class will be decided based on the
term-end examination (100%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES100EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
100）

環境問題Ａ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は、社会政策科学科のサステイナビリティコースの入
門的な科目として、「サステイナビリティ：持続可能性」に関係する
社会問題を総覧することにある。サステイナビリティの基礎概念に
ついて学んだ上で、環境問題を中心にサステイナビリティに関わる
具体的事例を検討する。

【到達目標】
１：サステイナビリティの基礎概念や背景を理解する。
２：環境問題を中心にサステイナビリティに関わる社会問題の具体
的事例を考察できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppii上に掲載する
ので、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上に
ノートを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に考えてくること。受講生は積極的に発言
することが求められ、こちらから指名することもある。授業で扱う
様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 サステイナビリティ

とは何か？
サステイナビリティの定義、
様々な関連事例

第3回 サステイナビリティ
の概念

サステイナビリティの専門的・
発展的概念

第4回 自然環境のサステイ
ナビリティ

環境問題の構図と分類：公共財
と負の外部性

第5回 気候変動問題の構図 気候変動問題の背景、原因、被害
第6回 緩和策と気候変動枠

組条約
温室効果ガスの削減方法、カー
ボンプライシング、気候変動枠
組条約

第7回 エネルギー転換と再
生可能エネルギー

エネルギー転換、カーボン・
ニュートラル、再生可能エネル
ギー、原子力、水素

第8回 グループ討論 気候変動問題に関するグループ
討論

第9回 経済活動のサステイ
ナビリティ

環境経営、ESG投資

第10回 社会生活のサステイ
ナビリティ

社会保障、教育

第11回 調査発表Ⅰ （発表10分＋討論10分）×5名
第12回 調査発表Ⅱ （発表10分＋討論10分）×5名
第13回 サステイナビリティ

の展望
今後の課題と展望

第14回 授業の総括 授業のまとめ、期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・白井信雄『持続可能な社会のための環境論・環境政策論』（大学教
育出版、2020年）
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝23点（授業での発言・質問、クイズ・アンケート
回答等）
２：リアクションペーパー＝10点×1回以上（A4・1枚程度）
３：期末試験＝67点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
23年度の授業において、「授業内掲示板」に受講生に意見を記入し
てもらう発言方法について、他の学生の意見を聞ける、得点が付与
されるため発言意欲がわくなど、評価が高かった一方で、一部から
先着順であることへの不満が寄せられた。授業進行上先着順を変え
ることは難しいものの、24年度は更に機会均等を図るなどの対策を
講じる。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
　担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This is a lecture course about the notion of sustainability.
You will be able to understand the basic notion and
background of sustainability, and discuss concrete cases of
environmental problems. You will be graded by such criteria
as class-participation(23%), reaction papers(10%), and the final
exam(67%). Your study time will be about two hours for a class.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

コミュニティ・デザイン論Ａ

岡野内　正

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
男女ペアの近代家族に基づく国民経済の自立と国民国家の独立に基づいた諸
国家（ネイション）の連合体が、近代化を達成して人類を幸せに導くというの
が、20世紀の人類の夢であった。その夢はかなわず、21世紀の人類の大多数
は、テロリストを次々に生み出す人格形成の危機、女性への構造的暴力、激
しい民族対立、地球規模の環境破壊で苦しんでいる。この人類社会の危機を
乗り越える新しい夢として、グローバル市民社会という考え方が提唱されて
きた。この授業の目的は、この考え方の概略をつかむことだ。
【到達目標】
人類社会を常に男女ペアの近代家族に基づく国民国家の枠組みから捉えよう
とするやり方を、近代家族イデオロギーに基づく方法論的ナショナリズム、と
いう。一人当たりの生産物の量が絶えず増加することで人類社会が幸福にな
れるという考え方を、近代化論という。20世紀に支配的だったこの二つの考
え方の意義と限界を明確につかむこと。そのうえで、グローバル市民社会論
の意義と限界について議論できるようになることが、この授業の目標だ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に関連。
　 DP についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　グローバル市民社会に関する学術書を精読しつつ、今日の学問状況を批判
的に検討する。受講生は、毎回の授業までに全員がテキストの該当部文につ
いて、次の4点を含む「授業ノート」を作成し、授業支援システムの掲示板に
書き込む。①わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、④
みんなで話し合ってみたいこと。
　毎回の授業の前半部分では、少人数で全員がそれを共有しつつ報告・議論
し、その少人数分科会の座長になった人が、授業後半部分で、自分の分科会
の状況を報告し、それをもとに、講師を含む全員で問題を共有して、議論を
しながら、わからなかったことを解決して知識を増やすとともに、挙げられ
てきたさまざまな論点について、より深い問いを共有していく。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 近代家族イデオロギー、方法論的ナ

ショナリズム、近代化論、グローバ
ル市民社会論の概略。授業の進め方
についての説明。

2 グローバル化とプレカ
リアート

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

3 プレカリアートが増え
る理由

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

4 プレカリアートになる
のは誰か

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

5 移民論 分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

6 労働、仕事、時間圧縮 分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

7 プレカリアート増加の
政治的帰結

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

8 ガイ・スタンディングが
提起する政策的展望

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

9 グローバル市民社会と
ベーシック・インカム
（序論）

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

10 ベーシックインカムのナ
ミビア実験の概要と結果

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

11 ナミビア実験後の展望
と現状

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

12 ブラジルとインドでの
ベーシックインカム実
験について

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

13 アラスカとイランにつ
いて

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

14 ウクライナ、ガザ、…で
の戦争とグローバル市
民社会

分科会と全体討論による、受講生と
教員を交えた議論。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業について「授業ノート」を書き、掲示板に書き込
む。授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正他著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016
年、2000円＋税。
【参考書】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。
岡野内正研究室のサイト（https://takunseminar.ws.hosei.ac.jp/wp/）にある
諸論文。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提とする14回分の授業ノートの内容によって100%評価
します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業ノート」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。国際開発・人権NGOでの長年の
活動経験と観察を踏まえて、授業での討論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of Global Civil Society. Participants
are required to read the textbook on the issues. Presentation of
the outline and some points to discuss on each chapter followed by
discussion with the lecturer in the class will be a good occasion
to understand the main issues on the subjects from the sociological
perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.

— 277 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

コミュニティ・デザイン論Ｂ

谷本　有美子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では、人々の生活にもたらされるグローバル化の影響を幅
広いテーマから捉え、現代社会における市民社会組織と政府・国際機
関との関係に着眼しながら、多主体連携で公共課題を解決する可能
性を探る。具体的には、NPO・NGOに象徴される市民社会組織・非
政府組織が国内外で取り組む、あるいは問題を提起する多様なテー
マにアプローチしていく。ローカル/ナショナル/トランスナショナ
ルといったそれぞれの次元で、市民社会組織による政策提案が公的
な政策形成にインプットされる市民参加のプロセス、両者の連携・
緊張関係が政府や市民社会にもたらす作用等を検討した上で、公共
的な課題を解決するための方策を柔軟に考察する。

【到達目標】
・市民社会の現代的な概念と市民社会組織が課題解決に関わる多様
なテーマを理解する
・セクター間の関係や政府体系等にとらわれず、柔軟に社会課題の
解決主体を検討する思考性を身につける
・社会課題を解決するための手がかりを自ら見出していく能力を開
発する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は講義を基本としつつ、テーマに応じて受講生間の意見交換・
討議を行う時間を適宜設けます。前半は、主に国際政治や国家レベ
ルでの意思決定に関わるテーマ、中盤ではトランスナショナルな取
組みが求められるテーマを扱い、後半では、国内で見出されるグロー
バルな政策課題や地域課題を取り上げます。授業では、主体的に課
題解決策を検討するグループディスカッションを取り入れ、扱った
テーマに関して、適宜リアクションペーパーの提出を求めます。提
出されたリアクションペーパーについては、後日の授業内でいくつ
か取り上げコメントしながら、全体にフィードバックします。
なお、ゲストスピーカーの予定によっては、各回の順序変更があり
得るので、その際は、授業時と学習支援システムを通じ周知する予
定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスとイント

ロダクション
講義の進め方や講義で扱う言葉
の概念等、基本事項について説
明する

第2回 新しい「市民社会」
の概念と市民社会組
織の現況

「市民社会」概念の現代的潮流と
市民セクターを構成する組織に
ついて詳説する

第3回 NGOネットワーク
と国際政治

対人地雷禁止や核軍縮に関わる
条約締結までの過程を取り上げ、
そのプロセスにおいてNGO
ネットワークが果たした役割を
解説する

第4回 沖縄の自治と日本の
安全保障

歴史的な経緯から日本の国防・
外交政策で重視される沖縄の地
域特性を学んだ上で、地域の自
治（自己決定）の問題を考える

第5回 SDGsの理念と
NPO・NGOによる
取組み

「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」の策定過程におけ
るNGOの参画を踏まえて、
SDGsの理念に沿って
NGO/NPOが果たしている役割
について検討する

第6回 食品ロス削減とフー
ドセキュリティ

フードバンク・フードドライブ
活動から提起される貧困問題と、
海外からの農産物調達に関わる
食の安全保障等の問題を概説し、
討議を行う

第7回 「エシカル消費」の視
点と児童労働・人権
問題

開発途上国で調達される一次産
品と児童労働・人権問題との関
わりを概説した上で、「エシカル
消費」の観点から討議を行う

第8回 日本の水資源管理と
水ビジネスへの対応

日本の水源林管理の現状や水道
管理をグローバル企業に委ねる
動向等を概説し、人々の命に直
結する水資源管理の今後につい
て討議する

第9回 国境を超える廃棄物
と環境汚染の問題

海洋プラスチック問題をはじめ、
国境を超えて環境汚染をもたら
す可能性がある国内廃棄物の処
理問題について、排出規制の観
点から検討する

第10回 グローバルヘルス政
策と健康格差

日本の国家戦略として推進され
ている「グローバルヘルス戦略」
の動向等を概説し、健康格差の
観点から諸課題について討議す
る。

第11回 ジェンダー平等と多
文化共生

ジェンダーの国際規範「女性差
別撤廃条約」等の観点から、日
本の現状を検討するとともに、
日本社会において外国にルーツ
を持つ女性やこどもたちが抱え
る問題を認識し、それに対する
支援の可能性について討議する

第12回 人間の安全保障―自
殺対策の取組みから

自殺対策基本法の制定過程を取
り上げ、政府案とNPO提案との
法制化に求めるものの相違を検
討する

第13回 市民社会からの問題
提起

講義で扱うテーマと関連する活
動の実践者をゲストスピーカー
として招き、受講生が質疑を行
う

第14回 グローバル市民社会
の展望

振り返りの全体討議を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
授業内で取り上げたテーマについては、授業後に新聞記事や参考文
献等を自ら探索して、さらに理解を深めるようにしてください。
少なくとも週に２回程度は新聞の国際面に目を通し、掲載されている
記事と自分たちの生活とのつながりを調べる時間を作ってください。

【テキスト（教科書）】
テキストは特に使用しません。授業の際にレジュメとテーマに沿っ
た資料を配付します。

【参考書】
各回のテーマに沿った文献を授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（25％）と討議への参加状況（10％）、期末
の論述試験（65％）を併せて総合的に評価します。大学の授業実施
方針に応じ、期末はレポートに変更する可能性があります。変更の
際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質疑を踏まえ、後日の授業で補足説明や追加資料の提供
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。
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【Outline (in English)】
In this lecture, we will grasp the influence of globalization
on people’s lives from a wide range of themes. While
focusing on the relationship between civil society organizations
and governments and international organizations in modern
society, we will explore the possibility of solving public
issues through multi-center collaboration. Specifically, we
will approach a variety of themes that civil society and
non-governmental organizations, symbolized by NPOs and
NGOs, are working on or raising issues in Japan and
overseas. Civil society in each dimension such as local /
national / transnational. We will examine the process of civic
participation in which policy proposals by organizations are
input to public policy formation, and the effects of cooperation
and tension between the two on the government and civil
society. Through these, we will flexibly consider measures to
solve public issues.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To understand the modern concepts of civil society and
various themes related to problem solving by civil society
organizations.
-B. To acquire the thinking ability to flexibly consider the
solution of social issues regardless of the relationship between
sectors and the government system.
-C. To develop the ability to find clues to solve social issues
Before/after each class meeting, your study time will be about
two hours.
Students will be expected to search newspaper articles and
references for the themes taken up in the class by yourself after
the class to deepen your understanding. To read the foreign
news in the newspaper at least twice a week and make time to
find out the link with daily life.
Your overall grade will be decided based on the following,
Reaction papers (25%), participation in discussions (10%), and
term-end essay exam (65%).The term-end exam may change to
the report according to the university’s class implementation
policy. It will be informed by the learning support system of
any changes.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論〔EPC〕

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問
題の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活
型環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の
基礎概念、政策分析論と政策過
程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由
財、負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染
者負担原則と拡大生産者責任原
則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピ
グー税、コースの定理、合意的
手法、情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託
理論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境
NGO、地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境
権、気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変
動問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ
単位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.

— 280 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境自治体論〔EPC〕

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水

俣病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治
体と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環
型社会と3R、産廃処理事業と豊
島事件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モー
ダルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガス
と化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリー
ン成長、デカップリング、カー
ボンニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能
汚染と避難、事故責任と損害賠
償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力
の固定価格買取制度、メガソー
ラーの景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関
するテーマを取り上げ、グルー
プ別に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀
の環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ〔EPC〕

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社
会と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経
済とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破
壊の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性
について実証的・理論的に解き
明かす

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続
的な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグ
リビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル
企業・資源貿易（集合行為論、
グローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外
部不経済性を発生させる財の貿
易が各国の社会的厚生に与える
影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序に

ついて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES300EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
300）

環境経済学Ⅱ〔EPC〕

島本　美保子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
具体的な環境問題として気候変動やエネルギー選択を題材とし、前
半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環境
の関係について学びます。後半に環境の経済学的手法（環境税、排
出権取引）それぞれの理論的背景や歴史について学習します。

【到達目標】
前半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環
境の関係について学び経済と環境の両立について経済学的に論じる
ことができるようになることを目標とします。
　後半は環境の経済的手法について学びます。まずこれらの手法の
素材として地球温暖化問題について自然科学、社会科学の両方から
学習します。その後経済的手段である、環境税や排出権取引の理論
を理解し、地球温暖化を制御するために、どのような政策が適切か、
主体的に判断できるようになることが目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行いますが、経済学的な部分は教材の巻末の小
テスト問題を採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応
じた学修が行えるようにします。尚、授業計画は授業の展開によっ
て，若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 INTRODUCTION

気候変動問題１
気候変動問題とは

2　 気候変動問題２ 気候変動問題についての国際交
渉　気候変動枠組条約、京都議
定書

3　 気候変動問題３ パリ協定などの動向、民間の動
き、RE100、ESG投資

4　 マクロ経済学の基礎
１

国民経済計算

5　 マクロ経済学の基礎
２

消費関数、乗数効果

6　 グリーンニュー
ディール

先進国でのグリーンニュー
ディールへの動き

7　 気候変動問題４ 日本で脱炭素化が停滞する理由
（再エネ、発送電分離）

8　 気候変動問題５ 日本で脱炭素化が停滞する背景
（原発問題）

9　 ピグー税の理論と環
境税の基本

ピグー税理論の復習　環境税の
経済学的な説明、直接規制との
関係

10　 環境税の理論と排出
量取引の理論

環境税の弱点や補助金の関係、
排出量取引の理論

11　 環境税の実例 ドイツの排水課徴金、日本の環
境税等

12　 オンデマンド教材の
解説
排出量取引の実例

オンデマンド教材の解説
米国での萌芽、気候変動と排出
量取引

13　 資金問題の決着 規範的法人税
14　 まとめ まとめ及びディスカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
気候変動や廃棄物問題といった環境問題について幅広い知識を習得
しておくこと。またマクロ経済情勢について新聞記事などを読んで
おくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。毎回詳細なレジュメを配布し、それに基
づいて授業を行います。

【参考書】
主な参考書は、
明日香壽著 (2021)『グリーン・ニューディール』、岩波新書．
平口良司・稲葉大著 (2020)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用
まで』、有斐閣ストゥディア．など

【成績評価の方法と基準】
70％期末の試験、経済学に関する章末の小テスト30%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
実例についての動画の視聴が大いに理解を助けると改めて気づかさ
れたので、効果的な動画の視聴を授業に織りこもうと思っています。

【Outline (in English)】
【Course outline】
First, our aim of this course is to help students understand
about the relationship between macroeconomics and the
environment while focusing on the Green New Deal. Second,
we will learn about the theoretical background and history
of environmental tax and emission trading. Climate change
and energy selection are the subjects of specific environmental
issues.
【Learning Objectives】
In the first half, the goal is to learn about the relationship
between the macro economy and the environment while
focusing on the Green New Deal, and to be able to discuss
the balance between the economy and the environment
economically.
In the second half, the goal is to learn about the economic
methods of the environment. First, we will learn about global
warming issues from both the natural sciences and social
sciences as materials for these methods. After that, we will
expect to understand the theory of environmental tax and
emissions trading, which are economic means, and to be able
to independently judge what kind of policy is appropriate to
control global warming.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

環境社会学Ⅰ〔EPC〕

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会

学か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ〔EPC〕

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ〔CDC〕

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」
との含意を概説し、講義で扱う
内容を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた
欧米諸国の地方自治制度との比
較の中から、日本の地方自治制
度の特色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度
を学びながら、近代日本におけ
る国家と地方自治との関係性を
理解する

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治
の意義を踏まえつつ、講和期か
らの中央集権的な制度改革で構
築された行財政制度の特性を理
解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制
度と東京の都区制度を概説した
うえで、人口が集中した大都市
における自治体の役割や課題を
検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る
自治体統治機構について概説し、
その特色である首長（執行機関）
の優位性に着目して、自治体運
営で発揮される長のリーダー
シップを考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能
を果たす議会の活動を概説し、
二元代表制における議会の政治
的役割という観点から、議会に
よる政策形成の可能性と代表制
のあり方を考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の
直接請求権や自治体が独自に定
める市民参加のしくみを取り上
げ、市民が主人公となる地方自
治の民主主義的機能について検
討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制
度を基礎に成り立つ自治体財政
の特色を踏まえつつ、住民が負
担する税の側面に着目して、地
方自治の受益と負担という関係
性を検討する

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等
な国地方関係のもとで、国と自
治体との政策思考が対立した場
合の調停のしくみを概説した上
で、現実に自治体が直面してい
る課題について考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと
拡大するために導入された指定
管理者制度・ＰＦＩ、独立行政
法人制度等の諸制度や、自治体
レベルでＮＰＯや地域住民組織
とパートナーシップの名の下で
展開する事業を学びつつ、公民
の役割分担が大きく変化してい
る現状について理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住
民自治組織等の事例を取り上げ
ながら、地域社会における住民
の自治と地域コミュニティの問
題を自治体政策の観点から検討
する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は
３分の１に減少した。合併の功
罪には今もさまざまな論議があ
る中、国は行政サービス維持の
観点から、自治体間連携や公民
連携の可能性を提示している。
ここでは「住民自治」と「自治
体の規模」の観点から、自治体
の役割を検討する

第14回 「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として
運用するにはどのようなシステ
ムが必要か。自治基本条例や総
合計画など自治体運営の基本的
なルールの活用事例を参考にし
ながら、「市民」的な視点から今
後の可能性を考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
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・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

歴史社会学Ⅰ〔HSC〕

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフ

スタイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近

代社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家

族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC100ED（社会学 / Sociology 100）

メディア社会論Ⅰ〔MSC〕

大森　翔子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの生活と密接にかかわる「メディア」について、現実社会との
結びつきを理解するための基礎概念、基礎理論を学ぶ。加えて、各
回で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①メディアと社会の結びつきについて、基礎的な概念・理論を理解
し、様々な角度から説明・考察できるようになる。
②メディアと社会に関連する最新の研究について、その位置づけや
結果を説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 本講義で扱う「メディア社会」

の射程
第2回 メディアの登場と社

会 (1)
マスメディア登場以前の情報伝
達

第3回 メディアの登場と社
会 (2)

新聞の登場、発達

第4回 メディアの多様化と
社会 (1)

ラジオ放送、テレビ放送の開始、
発達

第5回 メディアの多様化と
社会 (2)

ケーブルテレビの発達・テレビ
ニュースの「娯楽化」

第6回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(1)

インターネット技術とメディア
の融合

第7回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(2)

伝統メディアのインターネット
進出

第8回 SNSメディアの登場
と社会

SNSメディアの登場が社会に与
えた影響を考える

第9回 地域とメディア 地域でのメディア活用を中心に
学ぶ

第10回 行政サービスとメ
ディア

行政サービスにおけるメディア
活用と問題について考える

第11回 副産物的学習とメ
ディア

メディア利用による副産物的学
習と現在のメディア環境につい
て考える

第12回 社会的リアリティと
メディア (1)　

「社会的リアリティ」の共有につ
いて考える

第13回 社会的リアリティと
メディア (2)

社会的分断とメディア

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を
確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
井川充雄・木村忠正編（2022）『入門メディア社会学』ミネルヴァ
書房.
辻泉・南田勝也・土橋臣吾編（2018）『メディア社会論』有斐閣．
津田正太郎（2016）『メディアは社会を変えるのか―メディア社会
論入門』世界思想社．
池田謙一（2013）「社会のイメージの心理学―ぼくらのリアリティ
はどう形成されるか」サイエンス社．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの内容紹介が好評のため、
今年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。また、毎回の授業で学習支援システムを通じてリア
クションペーパーを提出することが求められるので、提出可能な電
子機器を準備してください。

【Outline (in English)】
In this course, students learn the basic concepts and theories
of "media," which are closely related to our daily lives, in
order to understand their connection to the real world. In
addition, students will learn the latest findings on the topics
to be covered in each session.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. Understand the basic concepts and theories of the
connection between media and society, and be able to explain
and discuss them from various perspectives.
-B. Explain the position and results of current research related
to media and society.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

情報と民主主義〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテン

ツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

メディア産業論〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動

モデル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティン

グ
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサ

イト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議

大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

メディア経営論〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動

モデル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティン

グ
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサ

イト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議

大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

ウェブ・ジャーナリズム論〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテン

ツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%

— 293 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論〔MCC〕

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消
費者心理・消費者行動の位置付
け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決
定モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，そ
の調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消
費者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに
関する情報の探索と評価につい
て

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラ
ンド・商品情報に対する注意と
記憶について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程
およびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動
への影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の
意思決定について事例を基に
理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的な
セグメント分けと心理過程への
影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実
際について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行
動や意思決定にもたらす影響に
ついて

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤ
リティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論〔ISC〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の

学び方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視

点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始ま
り

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協
調できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのような
ときに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもた
らしたのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社
会的側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける
国連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係に
おいてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

南北問題〔ISC〕

岡野内　正

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際協力とは、南北問題の解決をめざす諸国家と諸国民のさまざまな活動のこ
とだ。南北問題とは、貧しい南の国々と豊かな北の国々との間での、貧富の
格差から起こるさまざまの問題のことだ。しかし、20世紀後半以降の国際協
力は、南北問題を解決できていない。この失敗の原因を探究するうえで、欠
かせない論点の概略をつかむ。
【到達目標】
①国際協力に関する学術書の内容を的確に理解する力をつける。②さらに批
判的に読解する力をつける。③学術的討論の流れをつかむ力をつける。④学
術的討論を批判的に評価する力をつける。⑤国際協力について問いをたて、質
問し、答えを聞き、さらに自分なりの問いを発展させる力をつける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
国際協力についての担当教員の新著を精読しつつ、今日の学問状況を批判的に
検討する。受講生は全員が、毎回の授業前までに、「授業日誌」を作成して、
掲示板に書きこんでいく。「授業日誌」は、テキストの該当箇所を読んで、①
わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、、④みんなで話し
合ってみたいこと、を含むこと。授業前半ではZOOMのブレークアウトセッ
ションを用いて、少人数分科会で全員が各自の授業日誌を共有しながら議論
し、後半では、少人数分科会の座長になった人が分科会の状況を報告し、講
師を含む全員で議論することで、どうしてもわからない問題を解決し、調べ
てきたことを共有し、さらにより深い問いをもてるようにする。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 国際協力をめぐる学問

状況
授業説明と受講生による自由討論。

2 批判開発論とグローバ
ル・ベーシック・インカ
ム構想

受講生の報告と教員を交えた議論

3 開発援助から民衆中心
開発戦略への転換―
コーテン

受講生の報告と教員を交えた議論

4 開発援助への再挑戦―
サックス

受講生の報告と教員を交えた議論

5 脱開発の世界秩序再編
―ザックス

受講生の報告と教員を交えた議論

6 グローバル企業支配の
告発―ジョージ

受講生の報告と教員を交えた議論

7 グローバル帝国転覆の
論理―ネグリ

受講生の報告と教員を交えた議論

8 グローバル資本主義学派
のグローバル企業権力論

受講生の報告と教員を交えた議論

9 国連SDGsの論理 受講生の報告と教員を交えた議論
10 コロナ・パンデミックと

宇宙開発
受講生報告と教員を交えた議論

11 グローバル・ベーシッ
ク・インカム構想

受講生報告と教員を交えた議論

12 歴史的不正義に関する
正義回復論

受講生報告と教員を交えた議論

13 グローバル企業資本の
植民地的起源

受講生報告と教員を交えた議論。授
業日誌の提出。

14 真の国際協力とは何か？ 受講生報告と教員を交えた議論
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業までに「授業日誌」を書く。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。

【参考書】
阪本公美子・岡野内正・山中達也編著『日本の国際協力　中東・アフリカ編』
ミネルヴァ書房、2021年、4000円+税。
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016年、
2000円＋税。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提に、掲示板に書き込まれた授業日誌の各項目について、
25%ずつ100%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業日誌」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。教室討論の中で、国際開発・人権
NGO活動への長年の参加経験と観察を踏まえた議論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of International Cooperation.
Participants are required to read the textbook on the issues.
Presentation of the outline and some points to discuss on each chapter
followed by discussion with the lecturer in the class will be a good
occasion to understand the main issues on the subjects from the
sociological perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.
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GDR200EC（ジェンダー / Gender 200）

国研：開発とジェンダー〔ISC〕

吉村　真子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、開発とジェンダーについて、開発途上国の開発や問題点、
ジェンダーをめぐる議論など、多様な観点から議論します。

【到達目標】
開発とジェンダーについて学び、ジェンダーという視点を入れると
問題がどう見えるか、具体的に考えていくこと、問題を構造的に議
論できるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、開発とジェンダーについて、様々な観点から議論、分
析することを目的とします。
◉開発とジェンダーについて構造的に考え、グループ・ディスカッ
ションも含めて深く議論していきます。最終授業では 13 回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業のテーマと目的
第2回 開発と「女性」「男

性」の視点
「女性」「男性」の視点から開発
途上国の社会と開発を見直す

第3回 「農村の近代化」：
「農民＝男性」か？

農村社会におけるジェンダーと
開発プロジェクトを考える

第4回 貧困、ジェンダー、
女性

開発途上国のケースから考える

第5回 開発途上国の女性の
生活

教育や妊娠・出産などについて
考える

第6回 開発途上国の伝統と
少女

伝統的慣習や「女子割礼」

第7回 イスラームとジェン
ダー

イスラーム・コミュニティにお
ける女性や「ヴェール論争」

第8回 開発政策とジェン
ダー

国連などの開発政策における
ジェンダーの議論

第9回 グローバル経済と
ジェンダー

多国籍企業の途上国進出と女性
労働者：「器用な指先」

第10回 ヒトの移動とジェン
ダー

移住（出稼ぎ）労働、ケア労働
など

第11回 セックス産業と人身
売買

人身売買とジェンダー

第12回 開発途上国の女性の
身体

生理の貧困、リプロダクティ
ブ・ヘルスなど

第13回 開発途上国のセク
シュアリティ

開発途上国のセクシュアル・マ
イノリティ

第14回 人間の安全保障と
ジェンダー

開発・貧困・ジェンダー、女性
のエンパワーメント

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもって開発とジェンダーについて調べ
てほしいと思います。授業でのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションのために、ミニ・レポートの事前提出など、課題に
ついて調べてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
吉村真子「開発とジェンダー」『性と文化』法政大学出版局 (2004);
宇田川妙子ほか編『ジェンダー人類学を読む』世界思想社(2007)；
田中由美子『はじめてのジェンダーと開発：現場の実体験から』新
水社 (2017)など。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
開発とジェンダー、国際社会問題など、授業以外の視点につながる
議論にしたいと思っています。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Gender and Development. The issues
include discussion on gender issues in politics, education, UN
programs, rural development, industrialization, reproduction
health, sexuality, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in developing countries in
globalization. Students are required to study gender issues in
developing countries, to submit comment sheets each week, to
write short papers, and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the gender issues with development.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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ARSe200EC（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 200）

地域研究（アジア）〔ISC〕

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、アジアにおける社会・経済・政治などの問題について、
様々な観点から議論していくことを課題とします。対象地域は、東
アジア（中国、朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。

【到達目標】
本講義で、アジア社会における様々な問題について学び、多角的な
視点で議論、分析することを身につけることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、アジアの社会や経済・政治について、様々な観点から
議論、分析することを目的とします。対象地域は、東アジア（中国、
朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。
◉アジア社会について構造的に考え、グループ・ディスカッション
も含めて深く議論していきます。またミニ・レポートではアジアに
関連してフィールド・ワークも求めます。最終授業では13回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業のテーマと目的
第2回 世界の中のアジア アジアとは何か
第3回 植民地支配と独立後 アジアの植民地化と現地社会
第4回 日本と「アジア」 日本と近隣アジア諸国との関係
第5回 アジア社会の多様性 エスニック集団（民族）、宗教、

言語
第6回 アジアの多民族社会 地域研究のケースから
第7回 アジアの政治問題 現代アジアの政治
第8回 農村社会の近代化 農村開発、農業、貧困
第9回 アジアにおける工業

化
グローバル化と新しい国際分業

第10回 アジアの都市化 アジアにおける都市問題
第11回 経済援助 開発援助、ＯＤＡ、ＮＧＯｓなど
第12回 アジアの環境問題 環境の諸問題とサステナビリ

ティ
第13回 グローバル化とアジ

ア
いまアジアで何が起こっている
のか

第14回 アジアの開発と市民
社会

アジア社会の視点から

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもってアジア社会について調べてほし
いと思っています。授業でのグループ・ディスカッションやプレゼ
ンテーションのために、ミニ・レポートを提出してもらうことも予
定しています。

◉またアジアに関する文献・資料のほか、ドキュメンタリー、シン
ポジウムや講演会、アジア映画や展覧会など、教室外でアジアに触
れる（フィールド・ワーク含む）ことを目的に、「ミニ・レポート」
は「文字メディア以外でふれたアジア」を課題にする予定です。
◉なお、本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
参考文献などは適宜、紹介します。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
アジア社会について深い分析と議論につながるようにしたいと思っ
ています。

【その他の重要事項】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Asian societies and economies. The
issues include discussion on history, politics, ethnicity, rural
development, industrialization, urbanization, environment,
human rights, and so on. The course is to analyze the structure
of problems in the globalizing Asian societies. Students are
required to study social problems in Asian countries, to submit
short papers and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able
to analyze and to discuss the social sciences issues on Asian
studies.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2)Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ〔ISC〕

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社
会と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経
済とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破
壊の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性
について実証的・理論的に解き
明かす

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続
的な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグ
リビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル
企業・資源貿易（集合行為論、
グローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外
部不経済性を発生させる財の貿
易が各国の社会的厚生に与える
影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序に

ついて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ〔ISC〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の

学び方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視

点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始ま
り

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協
調できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのような
ときに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもた
らしたのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社
会的側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける
国連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係に
おいてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学Ⅰ〔BT〕

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。
（機会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必
要な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説し
ます。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性

と公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論し

ます。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明しま

す。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解しま

す。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の

定理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ⅰ〔BT〕

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説し

ます。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目

として大事な消費について解説
します。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目
として大事な投資について解説
します。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を
示すIS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上
げ，利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しく
させる国民所得と利子率の関係
を示すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均
衡国民所得と均衡利子率を導出
します。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派
とケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線
を定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線
を定義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学Ⅰ〔PLP〕

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。
（機会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必
要な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説し
ます。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性

と公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論し

ます。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明しま

す。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解しま

す。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の

定理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ⅰ〔PLP〕

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説し

ます。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目

として大事な消費について解説
します。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目
として大事な投資について解説
します。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を
示すIS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上
げ，利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しく
させる国民所得と利子率の関係
を示すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均
衡国民所得と均衡利子率を導出
します。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派
とケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線
を定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線
を定義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

三井　さよ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は、質的データの収集と分析に基づいて調査報告論
文を執筆完成させるために必要な、基礎的な方法の習得です。基本
的な考え方をグラウンデッド・セオリーに学びつつ、具体的な調査
手法としては参与観察と聞き取り調査を中心に解説し、分析方法と
そこから理論的テーマを立ち上げる方法について解説します。

【到達目標】
質的データの収集と分析の基礎的な方法について理解し、実際に自
分で実施するだけの基礎的な力を身につけること。同時に、調査倫
理についても理解し、身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
量的調査と対比しつつ、質的調査と総称される手法にどのようなも
のがあるのかを解説し、具体的にデータ収集および分析の際に課題
となることについて、学生と討論しつつ理解させます。
この授業は，担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 質的調査研究の意義

と特色
仮説検証型と仮説提起型

第2回 フィールドワークの
流れと手法について

既存の調査研究の紹介から

第3回 問題設定と調査計画
の立て方

問いを立てるとはどのようなこ
とか／調査倫理とは

第4回 質的調査の手法 (1) 文献で知識のデータベースをつ
くる

第5回 質的調査の手法 (2) 調査依頼の方法、フィールドへ
の入り方

第6回 質的調査の手法 (3) 参与観察法
第7回 質的調査の手法 (4) インタビューの種類と特色
第8回 質的調査の手法 (5) 場を観察するということ
第9回 質的データの分析 (1) 調査に基づくデータベースをつ

くる
第10回 質的データの分析 (2) コーディング／KJ法／発見す

るということ
第11回 質的データの分析 (3) 比較と関連付け
第12回 質的データの分析 (4) 理論的テーマを立ち上げる
第13回 質的データの分析 (5) 妥当性とは何か／調査倫理ふた

たび
第14回 論文の作成に向けて 具体的な論文の書き方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された文献を事前に読む、授業内で示す演習課題を行う、授業中
の討論に参加することを求め明日。本授業の準備・復習時間は、各
4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
盛山和夫（2004）『社会調査法入門』有斐閣
小田博志（2023）『改訂版　エスノグラフィー入門：〈現場〉を質
的研究する』春秋社
三井さよ・三谷はるか・西川知亨・工藤保則編（2023）『はじめての
社会調査』世界思想社

【参考書】
授業中に適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
課題（50%),平常点（50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge needed to study based on social research.
Students will be expected to try to make a plan of social
research based on their interests. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-and reports 50%, in
class contribution 50%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学Ⅰ〔PSP〕

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。
（機会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必
要な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説し
ます。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性

と公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論し

ます。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明しま

す。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解しま

す。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の

定理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ⅰ〔PSP〕

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説し

ます。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目

として大事な消費について解説
します。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目
として大事な投資について解説
します。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を
示すIS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上
げ，利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しく
させる国民所得と利子率の関係
を示すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均
衡国民所得と均衡利子率を導出
します。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派
とケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線
を定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線
を定義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ〔PSP〕

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」
との含意を概説し、講義で扱う
内容を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた
欧米諸国の地方自治制度との比
較の中から、日本の地方自治制
度の特色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度
を学びながら、近代日本におけ
る国家と地方自治との関係性を
理解する

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治
の意義を踏まえつつ、講和期か
らの中央集権的な制度改革で構
築された行財政制度の特性を理
解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制
度と東京の都区制度を概説した
うえで、人口が集中した大都市
における自治体の役割や課題を
検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る
自治体統治機構について概説し、
その特色である首長（執行機関）
の優位性に着目して、自治体運
営で発揮される長のリーダー
シップを考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能
を果たす議会の活動を概説し、
二元代表制における議会の政治
的役割という観点から、議会に
よる政策形成の可能性と代表制
のあり方を考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の
直接請求権や自治体が独自に定
める市民参加のしくみを取り上
げ、市民が主人公となる地方自
治の民主主義的機能について検
討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制
度を基礎に成り立つ自治体財政
の特色を踏まえつつ、住民が負
担する税の側面に着目して、地
方自治の受益と負担という関係
性を検討する

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等
な国地方関係のもとで、国と自
治体との政策思考が対立した場
合の調停のしくみを概説した上
で、現実に自治体が直面してい
る課題について考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと
拡大するために導入された指定
管理者制度・ＰＦＩ、独立行政
法人制度等の諸制度や、自治体
レベルでＮＰＯや地域住民組織
とパートナーシップの名の下で
展開する事業を学びつつ、公民
の役割分担が大きく変化してい
る現状について理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住
民自治組織等の事例を取り上げ
ながら、地域社会における住民
の自治と地域コミュニティの問
題を自治体政策の観点から検討
する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は
３分の１に減少した。合併の功
罪には今もさまざまな論議があ
る中、国は行政サービス維持の
観点から、自治体間連携や公民
連携の可能性を提示している。
ここでは「住民自治」と「自治
体の規模」の観点から、自治体
の役割を検討する

第14回 「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として
運用するにはどのようなシステ
ムが必要か。自治基本条例や総
合計画など自治体運営の基本的
なルールの活用事例を参考にし
ながら、「市民」的な視点から今
後の可能性を考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
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・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論〔PSP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の

学び方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視

点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始ま
り

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協
調できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのような
ときに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもた
らしたのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社
会的側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける
国連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係に
おいてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
質的調査法を学ぶ。社会調査実習を履修する上で必要不可欠な知識
を習得する。

【到達目標】
インタビュー、参与観察などの質的社会調査に関する知識を習得し、
その知識を使って調査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・本講義では「質的調査法」、とりわけフィールドワークや参与観察、
半構造化インタビューといった手法を取り上げ、質的調査の方法論
と実際、可能性と限界について体系的に講義する。さらに、実習を
念頭に置いて、テーマに沿ったテキストの講読を行い、実際の分析
事例を検討する。
・授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
・この授業は、担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要である。受講者が一定人数を超える場合は選考
をおこなうことがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の目的と構成
第2回 質的調査の意味（１）社会理論と社会調査
第3回 質的調査の意味（２）量的調査と質的調査
第4回 質的調査の手法（１）フィールドワーク
第5回 質的調査の手法（２）参与観察
第6回 質的調査の手法（３）インタビュー
第7回 質的調査の手法（４）ドキュメント分析
第8回 質的調査の事例検討

（１）
フィールドワークによる先行研
究の講読

第9回 質的調査の事例検討
（２）

参与観察による先行研究の講読

第10回 質的調査の事例検討
（３）

生活史を用いた先行研究の講読

第11回 質的調査の事例検討
（４）

ドキュメント分析による先行研
究の講読

第12回 質的調査の実際（１）フィールドへの接近方法
第13回 質的調査の実際（２）調査結果の公開と調査における

倫理
第14回 質的調査の実際（３）質的調査に基づく論文の作成に

向けて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。文献講読、資
料収集レポートなど、毎回、講義で指定する必要な作業を行うこと。

【テキスト（教科書）】
講義中に適宜指示する。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
必ず、担当教員の「社会調査実習」とセットで履修すること。
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要となります。3月下旬に実施する社会調査実習ガイダ
ンスに必ず出席して、担当教員の指示を受けてください。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of qualitative social
research to students taking this course. The course also
introduces the fundamentals of qualitative data analysis. By
the end of the course, students should be able to evaluate
major studies in terms of their methods, results, conclusions
and implications. Grading will be decided based on in class
contribution:100%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ〔PSP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の

学び方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視

点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始ま
り

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協
調できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのような
ときに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもた
らしたのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社
会的側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける
国連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係に
おいてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は質的な社会調査の基礎と現実社会におけるその意
義や役割について理解する。国内外における質的社会調査の実例に
学びつつ、質的社会調査を主とする社会調査の方法について、イン
タビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法を実
践的に習得する。

【到達目標】
インタビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法
を習得し、実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義を中心とする。文献や統計データの検索、インタビュー調査の
依頼、質問項目の設定、インタビューの実践とデータの整理、校外学
習での参与観察のフィールドノーツの作成についてそれぞれレポー
トを課すほか、実際に授業内で課題を行ってもらう場合がある。授
業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
この授業は，担当教員が今年度に開講する「社会調査実習」と同時
に履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合
は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義の目的とスケジュール
2 問題意識の重要性 調査の目的と調査すべき問題意

識の明確化
3 「統計的・数量的」調

査と「事例的・質的」
調査

量的調査との対比において、質
的な社会調査の特徴

4 ライブラリーワーク テーマに関連する文献と先行研
究の検索、収集方法

5 調査対象・調査方法
の明確化

調査対象や調査方法の選定のプ
ロセス

6 内容分析・言説分析
の展開と方法

内容分析・言説分析についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

7 写真やビジュアルメ
ディアの分析

写真・映像などのメディアの分
析についての説明（研究例の紹
介と解説を含む）

8 聞き書きとインタ
ビュー

インタビュー調査の方法につい
ての説明（研究例の紹介と解説
を含む）

9 参与観察調査のプロ
セスとデータ化

参与観察調査の方法についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

10 ライフヒストリー研
究の方法論

ライフヒストリー研究について
の説明（研究例の紹介と解説を
含む）

11 ドキュメントと資料
（史料）批判

史資料を用いた分析についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

12 データの収集とデー
タベースの構築

質的な社会調査において収集し
たさまざまなデータをどう整
理・分類し、分析していくかに
ついて説明

13 データアーカイブと
その活用

さまざまな質的なデータのデー
タベースやアーカイブの具体例
とその活用方法について説明

14 社会調査をめぐる社
会関係と調査倫理

社会調査におけるインフォーマ
ントとの関係性とそこでの調査
倫理について説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。講義期間中
に、文献・統計データ検索レポート、インタビュー依頼文レポート、
インタビュー質問項目作成レポート、参与観察記録作成レポートを
課す。また最終レポートとしてインタビュー調査・参与観察調査の
記録の提出を課す。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
宮内泰介・上田昌文,2020,『実践　自分で調べる技術』岩波書店．
野村康,2017,『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手
法』名古屋大学出版会．
佐藤健二・山田一成編,2009,『社会調査論』八千代出版．
佐藤郁哉,2006,『フィールドワーク　増訂版：書を持って街へ出よ
う』新曜社．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの提出（26%）
講義期間中のミニレポート4回（50%）
最終レポート（24%）

【学生の意見等からの気づき】
少人数を前提とした授業であり、学生同士によるディスカッション
を積極的に行いつつ、講義を進めていく。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。この科目を受講したい場合は、3月
下旬に実施する社会調査実習ガイダンスに必ず出席して、担当教員
の指示を受けて下さい。社会調査士資格を取得するための必要なF
科目にあたり、同じくG科目にあたる社会調査実習とセットで履修
することが前提となっています。調査研究法Bだけを受講すること
はできません。

【Outline (in English)】
The purpose of this lecture is to understand the fundamentals
of qualitative social research and its significance. The course
will then focus on the practical application of qualitative social
research methods, such as interviews, participant observation,
and media analysis, through understanding of actual examples
of surveys in Japan and abroad and report assignments.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Submission of reaction papers (26%)
Four mini-reports during the lecture (50%)
Final report (24%)
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

田嶋　淳子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
 質的調査方法を学ぶ　

【到達目標】
調査方法に関する知識を学ぶと同時に、その知識を使って、自ら調
査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
質的調査方法は都市社会学領域におけるシカゴ学派などの古典的調
査研究から現代の都市地域社会を対象とする外国人居住調査まで幅
広く用いられてきた調査手法である。これら既往研究の調査方法に
ついて、本講義では、できる限り原点における方法と課題とを現実
の調査フィールドとの関係において、総合的な視点から論じていく。
こうした作業を通じて、データの収集方法（観察、インタビュー、参
与観察）ならびに分析方法について、それぞれの特徴と問題点を学
ぶ。課題は学習支援システムに設定します。提出されたレポートに
はコメントをつけて返却します。この授業は，担当教員が今年度開
講する「社会調査実習」と同時に履修することが必要です。なお、受
講者が一定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の概要と進め

方の説明
　調査方法上の特徴について説
明する。

2 都市社会学における
研究上の方法と課題
（シカゴ・シリーズの
概説）

　都市地域調査をとりあげ、具
体的にいかなる調査がおこなわ
れてきたのかを文献から学ぶ。

3 都市社会学における
研究上の方法と課題

日本の代表的な質的調査法の概
説

4 都市社会学における
質的分析法（1)

課題設定と調査方法

5 都市社会学における
質的分析法（2）

フィールドへの入り方

6 都市社会学における
質的分析法（3）

参与観察

7 都市社会学における
質的分析法（4）

フォーマル/インフォーマル・イ
ンタビュー

8 都市社会学における
質的分析法（5）

視覚データの収集方法と分析

9 都市社会学における
質的分析法（6）

データのコード化、カテゴリー
化、文章化

10 都市社会学における
資料分析の方法

ドキュメントの活用と分析

11 事例研究（1） 外国人居住調査の分析方法
12 事例研究（2） 外国人政策（国、市町村レベル）

の分析方法

13 エスニック研究の分
析方法

『ストリート・ワイズ』から学ぶ
こと

14 質的研究 分析から理論へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回講義で指定された参考文献を読み、必要な作業をこなすこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、必要な資料はコピーで配布する。

【参考書】
1.ウヴェ・フリック著小田他訳『質的研究入門』春秋社、2002年。
2.佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法』新曜社。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will study qualitative research methods.
Learning Objectives
Students will acquire knowledge of qualitative research
methods so that they can conduct their own research applying
these methods.
Learning Activities Outside Class
Students will do readings assigned in each class and carry out
tasks required. Standard duration for preparation and review
will be two hours each.
Assessment
Reports on assigned readings (20%), assigned work and
submission (30%) and the end-term report (50%)
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歴史社会学Ⅰ〔GSP〕

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフ

スタイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近

代社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家

族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).
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調査研究法Ｂ〔SRP〕

三井　さよ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は、質的データの収集と分析に基づいて調査報告論
文を執筆完成させるために必要な、基礎的な方法の習得です。基本
的な考え方をグラウンデッド・セオリーに学びつつ、具体的な調査
手法としては参与観察と聞き取り調査を中心に解説し、分析方法と
そこから理論的テーマを立ち上げる方法について解説します。

【到達目標】
質的データの収集と分析の基礎的な方法について理解し、実際に自
分で実施するだけの基礎的な力を身につけること。同時に、調査倫
理についても理解し、身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
量的調査と対比しつつ、質的調査と総称される手法にどのようなも
のがあるのかを解説し、具体的にデータ収集および分析の際に課題
となることについて、学生と討論しつつ理解させます。
この授業は，担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 質的調査研究の意義

と特色
仮説検証型と仮説提起型

第2回 フィールドワークの
流れと手法について

既存の調査研究の紹介から

第3回 問題設定と調査計画
の立て方

問いを立てるとはどのようなこ
とか／調査倫理とは

第4回 質的調査の手法 (1) 文献で知識のデータベースをつ
くる

第5回 質的調査の手法 (2) 調査依頼の方法、フィールドへ
の入り方

第6回 質的調査の手法 (3) 参与観察法
第7回 質的調査の手法 (4) インタビューの種類と特色
第8回 質的調査の手法 (5) 場を観察するということ
第9回 質的データの分析 (1) 調査に基づくデータベースをつ

くる
第10回 質的データの分析 (2) コーディング／KJ法／発見す

るということ
第11回 質的データの分析 (3) 比較と関連付け
第12回 質的データの分析 (4) 理論的テーマを立ち上げる
第13回 質的データの分析 (5) 妥当性とは何か／調査倫理ふた

たび
第14回 論文の作成に向けて 具体的な論文の書き方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された文献を事前に読む、授業内で示す演習課題を行う、授業中
の討論に参加することを求め明日。本授業の準備・復習時間は、各
4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
盛山和夫（2004）『社会調査法入門』有斐閣
小田博志（2023）『改訂版　エスノグラフィー入門：〈現場〉を質
的研究する』春秋社
三井さよ・三谷はるか・西川知亨・工藤保則編（2023）『はじめての
社会調査』世界思想社

【参考書】
授業中に適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
課題（50%),平常点（50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge needed to study based on social research.
Students will be expected to try to make a plan of social
research based on their interests. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-and reports 50%, in
class contribution 50%.
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田嶋　淳子

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本実習の目的は社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度のテーマは
『多文化共生のありかをもとめて』について考える。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。
　本実習においては、都市地域社会を対象とするフィールドワーク
を通じ、調査の流れに沿って、作業プロセスを体験します。地域へ
のアプローチの仕方から問題の析出とドキュメント分析およびイン
タビューなどの調査プロセスを通じ、調査報告書の作成に至る社会
調査の全プロセスを把握します。毎回の課題は学習支援システムの
課題で設定します。提出物はコメントをつけて返却します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 調査概要と調査地に

ついて
調査地についての文献検索及び
統計データの収集

2 調査報告書を読む 調査報告書を参考に調査報告の
書き方を学ぶ

3 既存データの収集お
よび講読

参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把
握する

4 調査対象のリスト作
成

データの収集と共有化

5 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成
作業、文献の講読を通じて、問
題意識の明確化をはかる

6 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研
究計画の立案

7 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の
収集と講読、レポート

8 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織へのインタ
ビューから把握する（地域似展
開する地域組織・同郷団体、外
国人学校など）

9 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

10 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

11 調査の準備作業 データの共有化
12 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の

検討

13 調査計画の立案 夏休み中の調査計画立案
14 夏休み調査の準備作

業
調査対象者へのアプローチとア
ポイントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
インタビューデータの確認

17 データの分析作業 分析作業を進める（各自の担当
部分と全体とのつながり）

18 データの分析作業 サブ・グループを作り、データ
分析作業

19 データの分析作業 データ分析から各自のテーマ化
20 補足調査実施 各自のテーマに必要な補足調査

を実施
21 既往文献の再検索 既往文献を再検索する
22 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
23 プリゼンテーション

の準備
PPTを使った発表の仕方

24 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論

文のテーマを調整
26 報告書の執筆作業 報告原稿の完成に向けたブラッ

シュアップ
27 報告書の執筆作業 論文の書き方
28 報告書の執筆作業 報告書の完成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加すること。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
各年度で作成した調査報告書（これらは配布または貸し出し予定）
社会調査実習報告書、2023『コミュニティとしての横浜中華街Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書、2022『市民としての貢献　PartⅡ』
社会調査実習報告書、2021『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅢ）』
社会調査実習報告書、2020『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅡ）』
社会調査実習報告書,2019『多文化共生のありかをもとめて　Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書,2018『コミュニティとしての横浜中華街　Part
Ⅲ』

【参考書】
田嶋ゼミ社会調査報告書,『多文化共生のありかをもとめてⅠ、Ⅱ、
Ⅲ』。
田嶋淳子「池袋・新宿調査からの20年」『社会と調査』第4号,2010年。
田嶋淳子、2010『国際移住の社会学ー東アジアのグローバル化を考
える』明石書店。
田嶋ゼミナール『グローバル化の中の池袋』2010年調査報告。

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will learn how to conduct qualitative social research.
The subject is to study Okubo Koreantown as a Community.
Learning Objectives
Students will learn the entire process of conducting social
research, including how to plan and carry it out.
Learning Activities Outside Class
Preparatory activities will be vital to do assignments given in
class, either on a group or individual basis. Standard duration
for preparation and review will be two hours in total.
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Assessment
Submission of assignments given at all research stages (30%),
compilation of research data including interview (30%) and the
final report (40%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習〔SRP〕

武田　俊輔

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この実習では近世以来の都市部が東京の郊外として再編され、旧住
民の減少と新住民が流入という状況するにおいて、地域社会のつな
がりやコミュニティがいかに再生産され、また新たに作り出されて
きたかを明らかにする。そのための具体的な手がかりとして、地域
社会における伝統的な文化や祭礼の継承、現代におけるその再編に
ついて、八王子市を事例に質的社会調査の方法（参与観察、インタ
ビュー、ドキュメント分析など）を駆使して解明することで、社会
調査の実践的な能力を培うことを目的とする。

【到達目標】
インタビューや参与観察、ドキュメント分析といった質的調査、ま
たデータ分析と論文の執筆に至るプロセスを実践的に習得すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
この授業は以下の4つの段階を経て進める。
１：社会調査を実施することの意味に関する基本認識を共有する。
２：社会調査を設計・計画する（「フィールドノーツ」の重要性と作
成法、基礎資料・基本情報の共有化、調査テーマの確定、調査地域の
選定、調査対象の確定、仮説の定立、調査方法の確定、質問項目の整
理と作成、インタビューマニュアルの作成、調査スケジュールの作
成、調査対象者とのアポイントメントの心得の共有、インタビュー
記録・観察記録のフォーマットの共有、収集した質的調査データの
処理・分析の手法、報告書の作成法、「調査倫理」としての対象者・
協力者への結果報告の心得）。
３：社会調査を実施する。２の設計・計画に応じて現地調査（イン
タビュー調査、フィールドワーク）を実践する。8月5日（土）・6日
（日）に調査する祭礼が実施されるため、この両日のフィールドワー
クに参加することは必須となる。
４；調査結果のまとめと報告書作成：調査結果をまとめて報告書を
作成し、また調査対象者・協力者に対して報告を行う。
授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション

と担当の決定
実習の目的と今後のスケジュー
ルについて説明する。

2 調査および調査地に
ついての概要の把握

調査地についての文献検索及び
統計データの収集調査

3 祭礼・伝統文化の社
会学的調査の実例

既存の伝統文化・祭礼に関する
調査の実例を学ぶ

4 学生による祭礼調査
の実例

学生による調査報告書を参考に
調査報告の書き方を学ぶ

5 既存データの収集お
よび講読

文献の検索方法および既存デー
タを読み、問題の所在を把握す
る

6 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成
作業、文献の講読を通じて、問
題意識の明確化をはかる

7 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研
究計画の立案

8 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の
収集と講読、レポート

9 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織や関係者へ
のインタビューから把握する
（祭礼の保存団体、郷土史家、教
育委員会）

10 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

11 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

12 参与観察調査の準備
作業

調査対象を参与観察するための
アプローチ方法の検討

13 参与観察の調査計画
の立案

夏休み中の参与観察調査の計画
立案

14 夏休み調査の準備作
業

夏休み中の参与観察調査とイン
タビュー調査対象者へのアプ
ローチとアポイントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
参与観察およびインタビュー
データの確認

17 データの分析作業の
方向性の確認

分析の方針を定め、作業を進め
る（各自の担当部分と全体との
つながり）

18 個々の地縁組織につ
いての分析作業

地縁組織ごとのデータ分析作業

19 各地縁組織に共通す
るテーマの析出

個々の地縁組織を超えて共通す
るテーマの発見

20 データの分析結果の
検討

データ分析の結果の報告と再検
討

21 既往文献とのつきあ
わせ

既存の文献との比較を通じて、
分析結果の位置づけを確認する

22 データの公表の仕方
の検討

倫理規定についての検討

23 プレゼンテーション
の準備

パワーポイントを用いた報告の
準備

24 論文の構成・内容の
検討

各自の論文化へ向けた報告

25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論
文のテーマを調整

26 報告書の執筆と内容
の検討

各自の原稿の完成に向けた作業

27 報告書の執筆作業 各自の原稿の報告と質疑を通し
たブラッシュアップ

28 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、準
備作業が重要となる。また、夏休み中の参与観察調査・インタビュー
調査に必ず参加することが前提であり、参加しない場合は単位を取
得できない。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
松平誠,1980,『祭の社会学』講談社．
松平誠,1990,『都市祝祭の社会学』有斐閣．
佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法：原理・方法・実践』新曜社．
高久舞,2017,『芸能伝承論：伝統芸能と民俗芸能の演者と系譜』岩
田書院．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．
武田俊輔,2019,『コモンズとしての都市祭礼：長浜曳山祭の都市社
会学』新曜社．
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米山俊直,1974,『祇園祭：都市人類学ことはじめ』中央公論社．

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%）、インタビュー記
録などの調査データの作成（30%）、および最終レポート（40%）

【学生の意見等からの気づき】
報告書作成に至るプロセスにおいて、過去の調査報告書の実例もふ
まえて、より具体的なテーマをこちらで設定する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイ
ダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。社会調査士
資格を取得するための必要なG科目にあたり、同じくF科目にあた
る調査研究法Bとセットで履修することが前提となっています。調
査研究法Bを受講せずに社会調査実習を受けることはできません。

【Outline (in English)】
In this exercise, we will clarify how local communities have
been transformed in a suburban city with a long history
since the Edo period. As a clue to this, we will focus on
traditional culture and festivals in the local community. By
using qualitative social research methods (e.g., participant
observation, interviews, document analysis, etc.) to clarify how
current social changes have affected the succession of festivals
and how festivals and local community have been reorganized,
we will cultivate practical skills in social research.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Submission of assignments for all phases of the research
exercise (30%), preparation of interview transcripts and other
research data (30%), and a final report (40%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習〔SRP〕

三井　さよ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、地域における市民活動団体への調査研究の仕方につい
て、その基礎的な事柄を学ばせるものです。授業の目的は、実際の
調査の流れに沿って、必要となる作業過程を体験することです。具
体的なテーマは、多摩地域における市民活動の分析を通して、そこ
で問われていた問題とは何かを明らかにすることとします。

【到達目標】
調査の事前準備や調査対象の確定、依頼、参与観察法や聞き取り調
査をはじめとした調査の実施、質的データの収集、それらデータの
分析、報告書の作成まで経験し、社会調査の全プロセスを把握する
ことで、現実から一定のテーマを引き出す力を身につけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法A」または「調
査研究法B」と同時に履修することが必要です。なお、受講者が一
定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。
夏休み期間を利用し、集中的に、調査対象となる団体への聞き取り
調査および参与観察を行います。秋学期以降に、調査から得られた
資料や聞き取りからデータベースをつくり、各自の論文の骨組みを
つくります。9月上旬の頃に時間的余裕を作っておいてください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 多摩地域について 対象地域の理解
2 調査を設計するとは 過去の調査事例から
3 調査の手法と課題 過去の調査事例から
4 調査テーマの決定 調査テーマに関する討論
5 仮説の構築 調査仮説の決定
6 調査対象の決定 各自の関心に基づく
7 先行研究の学習① 各自の関心に基づく
8 先行研究の学習② 各自の関心に基づく
9 先行研究の学習③ 各自の関心に基づく
10 関連する制度の学習

①
介護保険制度

11 関連する制度の学習
②

障害者自立支援法

12 プレ調査の実施 関連する団体へのインタビュー
調査を全員で実施

13 プレ調査の振り返り 実際のインタビューについて振
り返る

14 質問票の作成・アポ
取り

各自の関心に基づいて質問票を
作成、実際にアポイントメント
を取る

15 調査結果の整理① 資料の整理／最初の感想
16 調査結果の整理② 文字おこし
17 調査結果の整理③ 文字おこし
18 調査結果の整理④ 文字おこし

19 論文の素案① 各自の印象を出す
20 論文の素案② なぜ重要か、解説をつける
21 データの整理ふたた

び
不足の確認

22 論文の構成① 各自の構成案を出す
23 論文の構成② 各自の構成案を出す
24 論文の構成③ 各自の構成案を出す
25 追加データの検討 追加可能か確認する
26 報告書の執筆① 各自の執筆
27 報告書の執筆② 討論を踏まえて書き直し
28 報告書の確認 全体を確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各4時間を標準とします。また、夏休
み期間に調査を実施するので、秋学期の始まる前の3週間程度の期
間には時間的余裕を作っておいてください。なお、具体的にいつ調
査を実施することになるかは、調査対象者とのアポイント次第なの
で、現段階ではわかりません。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
三井さよ・三谷はるよ・西川知亨・工藤保則編2023『はじめての社
会調査』世界思想社
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美2016『質的社会調査の方法：他者の合
理性の理解社会学』有斐閣
金子淳2017『ニュータウンの社会史』青弓社

【成績評価の方法と基準】
調査と授業への参加 (50%)、報告書の執筆 (50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students experience the
process of social research. The students will go out from the
classroom and investigate how the civil activities in Tama
District have grown and what they have confronted. Your
overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end report: 50%、in class contribution: 50%.
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SOC300EB, SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology
300 ,社会学 / Sociology 300）

社会調査実習〔SRP〕

惠羅　さとみ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
主に質的社会調査の方法（フィールドワーク・参与観察・聞き取り
調査）の実践を通じて、社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度の
テーマは「労働とダイバーシティ」とする。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
年間の作業スケジュールは以下の通りである。4～6月は本テーマと
調査対象に関する下調べ、先行研究の検討、予備調査および各自の
テーマの設定を行う。7月は調査準備期とし、8～9月には調査を実
施する。10～11月は調査結果の整理分析を行い、12～1月には研
究論文の執筆を行う。年度末までに研究報告書を完成させる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 実習の概要の説明
第2回 調査対象についての

概要把握
文献検索及び統計データの収集

第3回 調査報告書の検討 調査報告書の概要と書き方を学
ぶ

第4回 既存データの収集及
び講読

参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把
握する

第5回 文献の収集・検討 人の移動と産業・労働に関する
既往研究を読み、問題意識の明
確化をはかる

第6回 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研
究計画の立案。

第7回 既往研究の批判的検
討

資料の収集と講読

第8回 調査対象へのアプ
ローチ

調査対象をインタビューから把
握（業界団体、企業、地域組織
など）

第9回 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成

第10回 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

第11回 調査の準備作業 データの共有化
第12回 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の

検討
第13回 調査計画の立案 夏休み中の計画立案

第14回 夏休み調査の準備 問題意識・問いの明確化と共有
第15回 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
第16回 データの確認 収集資料やインタビューデータ

の確認
第17回 データの分析 分析の方針、各自の担当と作業

課題を確認
第18回 データの分析 グループごとのデータ分析作業
第19回 データの分析 各自のテーマ化
第20回 補足調査 各自のテーマに必要な補足調査

の実施
第21回 既往研究の再検討 既往文献の再検索・収集・講読
第22回 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
第23回 プレゼンテーション パワーポイントによる発表
第24回 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
第25回 報告書構成の検討 調査報告書の構成を検討
第26回 報告書の執筆作業 各自の論文に向けた作業
第27回 報告書の執筆作業 各自の論文の報告と質疑
第28回 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加することが前提で、参加しない場合は単位を取得できない。本
授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
梅崎修・池田心豪・藤本真編著,2020,『労働・職場調査ガイドブッ
クー多様な手法で探索する働く人たちの世界』中央経済社.
惠羅さとみ,2021,『建設労働と移民ー日米における産業再編成と技
能』名古屋大学出版会.
駒井洋監修・津崎克彦編著,2018,『産業構造の変化と外国人労働者ー
労働現場の実態と歴史的視点』明石書店.
園田薫, 2023,『外国人雇用の産業社会学ー雇用関係のなかの「同床
異夢」』有斐閣.
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していない

【学生が準備すべき機器他】
各自がラップトップ・コンピューターを用意しておくことを推奨する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。3月下旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn how to conduct social research
primarily through practicing qualitative social research such
as fieldwork, participant observation, and interviews. The
main topic is "Labor and Diversity."
At the end of the course, students are expected to understand
the processes of social research, and be able to plan and conduct
their own research.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、class assignments: 30%、research
data such as interview records: 30%

— 322 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

環境社会学Ⅰ〔SRP〕

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会

学か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ〔SRP〕

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔SRP〕

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
質的調査法を学ぶ。社会調査実習を履修する上で必要不可欠な知識
を習得する。

【到達目標】
インタビュー、参与観察などの質的社会調査に関する知識を習得し、
その知識を使って調査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・本講義では「質的調査法」、とりわけフィールドワークや参与観察、
半構造化インタビューといった手法を取り上げ、質的調査の方法論
と実際、可能性と限界について体系的に講義する。さらに、実習を
念頭に置いて、テーマに沿ったテキストの講読を行い、実際の分析
事例を検討する。
・授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
・この授業は、担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要である。受講者が一定人数を超える場合は選考
をおこなうことがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の目的と構成
第2回 質的調査の意味（１）社会理論と社会調査
第3回 質的調査の意味（２）量的調査と質的調査
第4回 質的調査の手法（１）フィールドワーク
第5回 質的調査の手法（２）参与観察
第6回 質的調査の手法（３）インタビュー
第7回 質的調査の手法（４）ドキュメント分析
第8回 質的調査の事例検討

（１）
フィールドワークによる先行研
究の講読

第9回 質的調査の事例検討
（２）

参与観察による先行研究の講読

第10回 質的調査の事例検討
（３）

生活史を用いた先行研究の講読

第11回 質的調査の事例検討
（４）

ドキュメント分析による先行研
究の講読

第12回 質的調査の実際（１）フィールドへの接近方法
第13回 質的調査の実際（２）調査結果の公開と調査における

倫理
第14回 質的調査の実際（３）質的調査に基づく論文の作成に

向けて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。文献講読、資
料収集レポートなど、毎回、講義で指定する必要な作業を行うこと。

【テキスト（教科書）】
講義中に適宜指示する。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
必ず、担当教員の「社会調査実習」とセットで履修すること。
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要となります。3月下旬に実施する社会調査実習ガイダ
ンスに必ず出席して、担当教員の指示を受けてください。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of qualitative social
research to students taking this course. The course also
introduces the fundamentals of qualitative data analysis. By
the end of the course, students should be able to evaluate
major studies in terms of their methods, results, conclusions
and implications. Grading will be decided based on in class
contribution:100%
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武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は質的な社会調査の基礎と現実社会におけるその意
義や役割について理解する。国内外における質的社会調査の実例に
学びつつ、質的社会調査を主とする社会調査の方法について、イン
タビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法を実
践的に習得する。

【到達目標】
インタビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法
を習得し、実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義を中心とする。文献や統計データの検索、インタビュー調査の
依頼、質問項目の設定、インタビューの実践とデータの整理、校外学
習での参与観察のフィールドノーツの作成についてそれぞれレポー
トを課すほか、実際に授業内で課題を行ってもらう場合がある。授
業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
この授業は，担当教員が今年度に開講する「社会調査実習」と同時
に履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合
は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義の目的とスケジュール
2 問題意識の重要性 調査の目的と調査すべき問題意

識の明確化
3 「統計的・数量的」調

査と「事例的・質的」
調査

量的調査との対比において、質
的な社会調査の特徴

4 ライブラリーワーク テーマに関連する文献と先行研
究の検索、収集方法

5 調査対象・調査方法
の明確化

調査対象や調査方法の選定のプ
ロセス

6 内容分析・言説分析
の展開と方法

内容分析・言説分析についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

7 写真やビジュアルメ
ディアの分析

写真・映像などのメディアの分
析についての説明（研究例の紹
介と解説を含む）

8 聞き書きとインタ
ビュー

インタビュー調査の方法につい
ての説明（研究例の紹介と解説
を含む）

9 参与観察調査のプロ
セスとデータ化

参与観察調査の方法についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

10 ライフヒストリー研
究の方法論

ライフヒストリー研究について
の説明（研究例の紹介と解説を
含む）

11 ドキュメントと資料
（史料）批判

史資料を用いた分析についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

12 データの収集とデー
タベースの構築

質的な社会調査において収集し
たさまざまなデータをどう整
理・分類し、分析していくかに
ついて説明

13 データアーカイブと
その活用

さまざまな質的なデータのデー
タベースやアーカイブの具体例
とその活用方法について説明

14 社会調査をめぐる社
会関係と調査倫理

社会調査におけるインフォーマ
ントとの関係性とそこでの調査
倫理について説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。講義期間中
に、文献・統計データ検索レポート、インタビュー依頼文レポート、
インタビュー質問項目作成レポート、参与観察記録作成レポートを
課す。また最終レポートとしてインタビュー調査・参与観察調査の
記録の提出を課す。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
宮内泰介・上田昌文,2020,『実践　自分で調べる技術』岩波書店．
野村康,2017,『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手
法』名古屋大学出版会．
佐藤健二・山田一成編,2009,『社会調査論』八千代出版．
佐藤郁哉,2006,『フィールドワーク　増訂版：書を持って街へ出よ
う』新曜社．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの提出（26%）
講義期間中のミニレポート4回（50%）
最終レポート（24%）

【学生の意見等からの気づき】
少人数を前提とした授業であり、学生同士によるディスカッション
を積極的に行いつつ、講義を進めていく。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。この科目を受講したい場合は、3月
下旬に実施する社会調査実習ガイダンスに必ず出席して、担当教員
の指示を受けて下さい。社会調査士資格を取得するための必要なF
科目にあたり、同じくG科目にあたる社会調査実習とセットで履修
することが前提となっています。調査研究法Bだけを受講すること
はできません。

【Outline (in English)】
The purpose of this lecture is to understand the fundamentals
of qualitative social research and its significance. The course
will then focus on the practical application of qualitative social
research methods, such as interviews, participant observation,
and media analysis, through understanding of actual examples
of surveys in Japan and abroad and report assignments.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Submission of reaction papers (26%)
Four mini-reports during the lecture (50%)
Final report (24%)
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田嶋　淳子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
 質的調査方法を学ぶ　

【到達目標】
調査方法に関する知識を学ぶと同時に、その知識を使って、自ら調
査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
質的調査方法は都市社会学領域におけるシカゴ学派などの古典的調
査研究から現代の都市地域社会を対象とする外国人居住調査まで幅
広く用いられてきた調査手法である。これら既往研究の調査方法に
ついて、本講義では、できる限り原点における方法と課題とを現実
の調査フィールドとの関係において、総合的な視点から論じていく。
こうした作業を通じて、データの収集方法（観察、インタビュー、参
与観察）ならびに分析方法について、それぞれの特徴と問題点を学
ぶ。課題は学習支援システムに設定します。提出されたレポートに
はコメントをつけて返却します。この授業は，担当教員が今年度開
講する「社会調査実習」と同時に履修することが必要です。なお、受
講者が一定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の概要と進め

方の説明
　調査方法上の特徴について説
明する。

2 都市社会学における
研究上の方法と課題
（シカゴ・シリーズの
概説）

　都市地域調査をとりあげ、具
体的にいかなる調査がおこなわ
れてきたのかを文献から学ぶ。

3 都市社会学における
研究上の方法と課題

日本の代表的な質的調査法の概
説

4 都市社会学における
質的分析法（1)

課題設定と調査方法

5 都市社会学における
質的分析法（2）

フィールドへの入り方

6 都市社会学における
質的分析法（3）

参与観察

7 都市社会学における
質的分析法（4）

フォーマル/インフォーマル・イ
ンタビュー

8 都市社会学における
質的分析法（5）

視覚データの収集方法と分析

9 都市社会学における
質的分析法（6）

データのコード化、カテゴリー
化、文章化

10 都市社会学における
資料分析の方法

ドキュメントの活用と分析

11 事例研究（1） 外国人居住調査の分析方法
12 事例研究（2） 外国人政策（国、市町村レベル）

の分析方法

13 エスニック研究の分
析方法

『ストリート・ワイズ』から学ぶ
こと

14 質的研究 分析から理論へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回講義で指定された参考文献を読み、必要な作業をこなすこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、必要な資料はコピーで配布する。

【参考書】
1.ウヴェ・フリック著小田他訳『質的研究入門』春秋社、2002年。
2.佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法』新曜社。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will study qualitative research methods.
Learning Objectives
Students will acquire knowledge of qualitative research
methods so that they can conduct their own research applying
these methods.
Learning Activities Outside Class
Students will do readings assigned in each class and carry out
tasks required. Standard duration for preparation and review
will be two hours each.
Assessment
Reports on assigned readings (20%), assigned work and
submission (30%) and the end-term report (50%)
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諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年のIOT技術の急速な進歩やビッグデータが積極的な活用は、今後
マーケティング戦略の構築方法にも大きな変革をもたらすことが予
想される．従来よりもオンタイムに様々な消費行動に関係するデー
タが技術的に得られることは、一方でそのデータをどのように扱っ
て次のマーケティング戦略構築に利用するべきかを学ぶ必要が出て
きたことも意味する．本演習では、実際のマーケティングデータを
用い，統計的な手法によって様々な「消費者の行動」をどのように
モデル化し，シミュレーションを行えばよいのかを習得する．

【到達目標】
身近な消費者行動を観察し，そこから観測すべき変数を決定し，モ
デル化を行い，数値シミュレーションを行う一連の過程を行えるよ
うになること，および，そのシミュレーション結果から新しい提案
ができるようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は，各回前半の講義部分と後半の演習部分に分
かれており，消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得
する．
その上で第11回以降はグループに分かれ，グループワークによって
実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作成する．
各提出課題や，グループワークの途中成果については随時授業の中
でフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明
2． 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な

基礎を確認
3． 単回帰分析とモデル

化（１）
単回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

4． 単回帰分析とモデル
化（２）

単回帰分析による消費者行動の
分析

5． 重回帰分析とモデル
化（１）

重回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

6． 重回帰分析とモデル
化（２）

重回帰分析による消費者行動の
分析

7． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（１）

数量化Ⅰ類を用いたカテゴリー
データの利用について

8． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（２）

カテゴリーデータも利用した消
費者行動の予測モデルの構築

9． コンジョイント分析
とモデル化（１）

コンジョイント分析の説明とコ
ンジョイントカードの作成

10． コンジョイント分析
とモデル化（２）

コンジョイント分析の実施と消
費者行動モデルの構築

11． 最終課題制作（１） モデル化する消費者行動の探索
（グループワーク）

12． 最終課題制作（２） 調査の作成（グループワーク）

13． 最終課題制作（３） 分析とモデル化（グループワー
ク）

14． 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（60％）と最終課題（40％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います．

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング初級Ⅱ〔ICP〕

木暮　美菜

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オンラインを利用する消費者が増えるなかで、顧客データを分析・
活用したマーケティングが積極的に行われるようになっている。本
講義では、消費者の行動を分析する手法のひとつとして、消費者の
行動を統計的な手法によってモデル化し、シミュレーションを行う
手法を習得する。

【到達目標】
①身近な消費者行動をモデルで説明し、数値シミュレーションを行
えるようになること
②シミュレーション結果に基づいて、新しい提案ができるようにな
ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は、各回前半の講義部分と後半の演習部分に分か
れており、消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得す
る。その上で、第11回以降はグループに分かれ、グループワークに
よって実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作
成する。各提出課題や、グループワークの途中成果については随時
授業の中でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 実習内容の説明
2 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な

基礎を確認
3 単回帰分析とモ

デル化 (1)
単回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

4 単回帰分析とモ
デル化 (２)

単回帰分析による消費者行動の
分析

5 重回帰分析とモデル
化 (1)

重回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

6 重回帰分析とモデル
化 (2)

重回帰分析による消費者行動の
分析

7 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (1)

数量化I類を用いたカテゴリー
データの利用について

8 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (２)

カテゴリーデータも利用した消
費者行動の予測モデル
の構築

9 コンジョイント分析
とモデル化 (1)

コンジョイント分析の説明とコ
ンジョイントカードの
作成

10 コンジョイント分析
とモデル化 (２)

コンジョイント分析の実施と消
費者行動モデルの構築

11 最終課題制作 (1) モデル化する消費者行動の探索
(グループワーク)

12 最終課題制作 (２) 調査の作成 (グループワーク)
13 最終課題制作 (３) 分析とモデル化 (グループワー

ク)

14 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて適宜プリント配布を行う。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題 (60%)と最終課題 (40%)による総合評価

【学生の意見等からの気づき】
授業内で取り組んだ成果に対して、できる限りフィードバックを実
施します。

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います。

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN300ED（経営学 / Management 300）

モデル・シミュレーション： ICP

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
競争力のある商品開発や，訴求力のある広告活動を行うためには，消
費者心理に関する理論的な基礎と，妥当性の高いアンケート調査や
その分析の遂行に基づいたマーケティング戦略の立案が重要である．
そのため，本授業では，実際のマーケティング課題を題材に，同一
モジュールですでに履修した「消費者行動論」における消費者の心
理の理解と「消費者行動モデリング」で習得した消費者の分析技法
を駆使し，実践的なマーケティング戦略の構築を行う．

【到達目標】
消費者心理の理論と分析技法に基づいた，マーケティング戦略の企
画と発表を行えるようになること．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP2・DP3・DP4・DP12
に関連。DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
実際の商品開発やブランディング等の課題を題材に，消費者心理や
行動に関する理論や各種データ，シミュレーション手法などを使用
し，グループワークによりマーケティング戦略を構築し，発表を行
う．中間報告や最終報告に対し，講評を行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明，グルーピング

等
2． マーケティング戦略

の立案１
市場分析・ポジショニング分析

3． マーケティング戦略
の立案２

ニーズの把握

4． 課題のキックオフ 取り組む課題と制約条件の確認，
質疑応答（キックオフミーティ
ング）

5． 課題の分解 課題の客観的な分析
6． 戦略の構築活動１ 課題の分析（現状分析）
7． 戦略の構築活動２ ゴールの設定
8． 調査1 ヒアリング調査・アンケート調

査の実施
9． 調査2 調査結果の分析
10． 中間報告会 各グループ活動の中間報告と質

疑応答
11． 課題解決活動1 中間報告での質疑応答を受けた

戦略の再検討
12． 課題解決活動2 データの分析と効果考察
13． 課題解決活動3 提案資料の作成
14． 最終発表 構築した課題解決の戦略につい

て発表を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外にも，実地調査や分析など，進度によってグループワー
クの時間を一部確保する必要があります．本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
実践活動における平常点（50％）と最終発表（50％）による総合
評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to develop the students’ skill in
making marketing strategies.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end presentation:40%,In class contribution: 60%
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LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語文献講読AⅠ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語文献講読AⅠ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語文献講読AⅡ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と
学術論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際
関係の時事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリを
つけて読むことができるようになることを目指す。講読した文献の
簡単な要約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重
要・難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点
をつかみながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説
明を行う。提出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業
計画は授業の展開によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課

題（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意
をつかんでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み
終えた後、【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌『Ethics
＆International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布
する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメン
ト、ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高い
ようです。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけ
るかを模索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the
materials before the class and grasp the content and check the
vocabulary. After reading each material, students are asked to
submit a short summary in English. Students are assessed buy
submitted summaries and their class participation. The course
is for those with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語文献講読AⅡ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論〔BSC〕

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、
ウェーバー・アロンゾの工業立
地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企
画3.環境コストマネジメント4.
ライフサイクル・コスティング
5.ベンチマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには

第11回 縮小ニッポンの衝撃
夕張市

縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国
庫支出金（補助金）２．財政再
生団体となった夕張市が借金を
返済できる仕組み３．夕張市の
ように自主財源３割にも満たぬ
自治体は実は数多い４．福井県
の事例５．山口県の事例６．ソ
フトな予算制約７．学んでおい
た方が望ましいいくつかの概念
８．ポンチ絵で因果関係を整理
してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドラ
イブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.
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ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論Ⅰ〔BSC〕

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、
ウェーバー・アロンゾの工業立
地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企
画3.環境コストマネジメント4.
ライフサイクル・コスティング
5.ベンチマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには

第11回 縮小ニッポンの衝撃
夕張市

縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国
庫支出金（補助金）２．財政再
生団体となった夕張市が借金を
返済できる仕組み３．夕張市の
ように自主財源３割にも満たぬ
自治体は実は数多い４．福井県
の事例５．山口県の事例６．ソ
フトな予算制約７．学んでおい
た方が望ましいいくつかの概念
８．ポンチ絵で因果関係を整理
してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドラ
イブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.
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MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論〔BSC〕

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消
費者心理・消費者行動の位置付
け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決
定モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，そ
の調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消
費者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに
関する情報の探索と評価につい
て

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラ
ンド・商品情報に対する注意と
記憶について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程
およびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動
への影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の
意思決定について事例を基に
理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的な
セグメント分けと心理過程への
影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実
際について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行
動や意思決定にもたらす影響に
ついて

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤ
リティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング中級A〔IDP〕

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年のIOT技術の急速な進歩やビッグデータが積極的な活用は、今後
マーケティング戦略の構築方法にも大きな変革をもたらすことが予
想される．従来よりもオンタイムに様々な消費行動に関係するデー
タが技術的に得られることは、一方でそのデータをどのように扱っ
て次のマーケティング戦略構築に利用するべきかを学ぶ必要が出て
きたことも意味する．本演習では、実際のマーケティングデータを
用い，統計的な手法によって様々な「消費者の行動」をどのように
モデル化し，シミュレーションを行えばよいのかを習得する．

【到達目標】
身近な消費者行動を観察し，そこから観測すべき変数を決定し，モ
デル化を行い，数値シミュレーションを行う一連の過程を行えるよ
うになること，および，そのシミュレーション結果から新しい提案
ができるようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は，各回前半の講義部分と後半の演習部分に分
かれており，消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得
する．
その上で第11回以降はグループに分かれ，グループワークによって
実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作成する．
各提出課題や，グループワークの途中成果については随時授業の中
でフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明
2． 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な

基礎を確認
3． 単回帰分析とモデル

化（１）
単回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

4． 単回帰分析とモデル
化（２）

単回帰分析による消費者行動の
分析

5． 重回帰分析とモデル
化（１）

重回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

6． 重回帰分析とモデル
化（２）

重回帰分析による消費者行動の
分析

7． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（１）

数量化Ⅰ類を用いたカテゴリー
データの利用について

8． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（２）

カテゴリーデータも利用した消
費者行動の予測モデルの構築

9． コンジョイント分析
とモデル化（１）

コンジョイント分析の説明とコ
ンジョイントカードの作成

10． コンジョイント分析
とモデル化（２）

コンジョイント分析の実施と消
費者行動モデルの構築

11． 最終課題制作（１） モデル化する消費者行動の探索
（グループワーク）

12． 最終課題制作（２） 調査の作成（グループワーク）

13． 最終課題制作（３） 分析とモデル化（グループワー
ク）

14． 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（60％）と最終課題（40％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います．

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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MAN300ED（経営学 / Management 300）

ソーシャル・シミュレーション〔IDP〕

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
競争力のある商品開発や，訴求力のある広告活動を行うためには，消
費者心理に関する理論的な基礎と，妥当性の高いアンケート調査や
その分析の遂行に基づいたマーケティング戦略の立案が重要である．
そのため，本授業では，実際のマーケティング課題を題材に，同一
モジュールですでに履修した「消費者行動論」における消費者の心
理の理解と「消費者行動モデリング」で習得した消費者の分析技法
を駆使し，実践的なマーケティング戦略の構築を行う．

【到達目標】
消費者心理の理論と分析技法に基づいた，マーケティング戦略の企
画と発表を行えるようになること．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP2・DP3・DP4・DP12
に関連。DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
実際の商品開発やブランディング等の課題を題材に，消費者心理や
行動に関する理論や各種データ，シミュレーション手法などを使用
し，グループワークによりマーケティング戦略を構築し，発表を行
う．中間報告や最終報告に対し，講評を行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明，グルーピング

等
2． マーケティング戦略

の立案１
市場分析・ポジショニング分析

3． マーケティング戦略
の立案２

ニーズの把握

4． 課題のキックオフ 取り組む課題と制約条件の確認，
質疑応答（キックオフミーティ
ング）

5． 課題の分解 課題の客観的な分析
6． 戦略の構築活動１ 課題の分析（現状分析）
7． 戦略の構築活動２ ゴールの設定
8． 調査1 ヒアリング調査・アンケート調

査の実施
9． 調査2 調査結果の分析
10． 中間報告会 各グループ活動の中間報告と質

疑応答
11． 課題解決活動1 中間報告での質疑応答を受けた

戦略の再検討
12． 課題解決活動2 データの分析と効果考察
13． 課題解決活動3 提案資料の作成
14． 最終発表 構築した課題解決の戦略につい

て発表を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外にも，実地調査や分析など，進度によってグループワー
クの時間を一部確保する必要があります．本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
実践活動における平常点（50％）と最終発表（50％）による総合
評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to develop the students’ skill in
making marketing strategies.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end presentation:40%,In class contribution: 60%
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング中級A〔IDP〕

木暮　美菜

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オンラインを利用する消費者が増えるなかで、顧客データを分析・
活用したマーケティングが積極的に行われるようになっている。本
講義では、消費者の行動を分析する手法のひとつとして、消費者の
行動を統計的な手法によってモデル化し、シミュレーションを行う
手法を習得する。

【到達目標】
①身近な消費者行動をモデルで説明し、数値シミュレーションを行
えるようになること
②シミュレーション結果に基づいて、新しい提案ができるようにな
ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は、各回前半の講義部分と後半の演習部分に分か
れており、消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得す
る。その上で、第11回以降はグループに分かれ、グループワークに
よって実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作
成する。各提出課題や、グループワークの途中成果については随時
授業の中でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 実習内容の説明
2 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な

基礎を確認
3 単回帰分析とモ

デル化 (1)
単回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

4 単回帰分析とモ
デル化 (２)

単回帰分析による消費者行動の
分析

5 重回帰分析とモデル
化 (1)

重回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

6 重回帰分析とモデル
化 (2)

重回帰分析による消費者行動の
分析

7 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (1)

数量化I類を用いたカテゴリー
データの利用について

8 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (２)

カテゴリーデータも利用した消
費者行動の予測モデル
の構築

9 コンジョイント分析
とモデル化 (1)

コンジョイント分析の説明とコ
ンジョイントカードの
作成

10 コンジョイント分析
とモデル化 (２)

コンジョイント分析の実施と消
費者行動モデルの構築

11 最終課題制作 (1) モデル化する消費者行動の探索
(グループワーク)

12 最終課題制作 (２) 調査の作成 (グループワーク)
13 最終課題制作 (３) 分析とモデル化 (グループワー

ク)

14 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて適宜プリント配布を行う。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題 (60%)と最終課題 (40%)による総合評価

【学生の意見等からの気づき】
授業内で取り組んだ成果に対して、できる限りフィードバックを実
施します。

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います。

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

環境社会学Ⅰ

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会

学か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。
（機会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必
要な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説し
ます。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性

と公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論し

ます。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明しま

す。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解しま

す。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の

定理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).

— 343 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説し

ます。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目

として大事な消費について解説
します。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目
として大事な投資について解説
します。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を
示すIS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上
げ，利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しく
させる国民所得と利子率の関係
を示すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均
衡国民所得と均衡利子率を導出
します。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派
とケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線
を定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線
を定義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論Ⅰ

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、
ウェーバー・アロンゾの工業立
地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企
画3.環境コストマネジメント4.
ライフサイクル・コスティング
5.ベンチマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには

第11回 縮小ニッポンの衝撃
夕張市

縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国
庫支出金（補助金）２．財政再
生団体となった夕張市が借金を
返済できる仕組み３．夕張市の
ように自主財源３割にも満たぬ
自治体は実は数多い４．福井県
の事例５．山口県の事例６．ソ
フトな予算制約７．学んでおい
た方が望ましいいくつかの概念
８．ポンチ絵で因果関係を整理
してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドラ
イブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.
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SOC100ED（社会学 / Sociology 100）

メディア社会論Ⅰ

大森　翔子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの生活と密接にかかわる「メディア」について、現実社会との
結びつきを理解するための基礎概念、基礎理論を学ぶ。加えて、各
回で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①メディアと社会の結びつきについて、基礎的な概念・理論を理解
し、様々な角度から説明・考察できるようになる。
②メディアと社会に関連する最新の研究について、その位置づけや
結果を説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 本講義で扱う「メディア社会」

の射程
第2回 メディアの登場と社

会 (1)
マスメディア登場以前の情報伝
達

第3回 メディアの登場と社
会 (2)

新聞の登場、発達

第4回 メディアの多様化と
社会 (1)

ラジオ放送、テレビ放送の開始、
発達

第5回 メディアの多様化と
社会 (2)

ケーブルテレビの発達・テレビ
ニュースの「娯楽化」

第6回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(1)

インターネット技術とメディア
の融合

第7回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(2)

伝統メディアのインターネット
進出

第8回 SNSメディアの登場
と社会

SNSメディアの登場が社会に与
えた影響を考える

第9回 地域とメディア 地域でのメディア活用を中心に
学ぶ

第10回 行政サービスとメ
ディア

行政サービスにおけるメディア
活用と問題について考える

第11回 副産物的学習とメ
ディア

メディア利用による副産物的学
習と現在のメディア環境につい
て考える

第12回 社会的リアリティと
メディア (1)　

「社会的リアリティ」の共有につ
いて考える

第13回 社会的リアリティと
メディア (2)

社会的分断とメディア

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を
確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
井川充雄・木村忠正編（2022）『入門メディア社会学』ミネルヴァ
書房.
辻泉・南田勝也・土橋臣吾編（2018）『メディア社会論』有斐閣．
津田正太郎（2016）『メディアは社会を変えるのか―メディア社会
論入門』世界思想社．
池田謙一（2013）「社会のイメージの心理学―ぼくらのリアリティ
はどう形成されるか」サイエンス社．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの内容紹介が好評のため、
今年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。また、毎回の授業で学習支援システムを通じてリア
クションペーパーを提出することが求められるので、提出可能な電
子機器を準備してください。

【Outline (in English)】
In this course, students learn the basic concepts and theories
of "media," which are closely related to our daily lives, in
order to understand their connection to the real world. In
addition, students will learn the latest findings on the topics
to be covered in each session.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. Understand the basic concepts and theories of the
connection between media and society, and be able to explain
and discuss them from various perspectives.
-B. Explain the position and results of current research related
to media and society.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

情報と民主主義

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテン

ツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%

— 347 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」
との含意を概説し、講義で扱う
内容を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた
欧米諸国の地方自治制度との比
較の中から、日本の地方自治制
度の特色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度
を学びながら、近代日本におけ
る国家と地方自治との関係性を
理解する

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治
の意義を踏まえつつ、講和期か
らの中央集権的な制度改革で構
築された行財政制度の特性を理
解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制
度と東京の都区制度を概説した
うえで、人口が集中した大都市
における自治体の役割や課題を
検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る
自治体統治機構について概説し、
その特色である首長（執行機関）
の優位性に着目して、自治体運
営で発揮される長のリーダー
シップを考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能
を果たす議会の活動を概説し、
二元代表制における議会の政治
的役割という観点から、議会に
よる政策形成の可能性と代表制
のあり方を考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の
直接請求権や自治体が独自に定
める市民参加のしくみを取り上
げ、市民が主人公となる地方自
治の民主主義的機能について検
討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制
度を基礎に成り立つ自治体財政
の特色を踏まえつつ、住民が負
担する税の側面に着目して、地
方自治の受益と負担という関係
性を検討する

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等
な国地方関係のもとで、国と自
治体との政策思考が対立した場
合の調停のしくみを概説した上
で、現実に自治体が直面してい
る課題について考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと
拡大するために導入された指定
管理者制度・ＰＦＩ、独立行政
法人制度等の諸制度や、自治体
レベルでＮＰＯや地域住民組織
とパートナーシップの名の下で
展開する事業を学びつつ、公民
の役割分担が大きく変化してい
る現状について理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住
民自治組織等の事例を取り上げ
ながら、地域社会における住民
の自治と地域コミュニティの問
題を自治体政策の観点から検討
する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は
３分の１に減少した。合併の功
罪には今もさまざまな論議があ
る中、国は行政サービス維持の
観点から、自治体間連携や公民
連携の可能性を提示している。
ここでは「住民自治」と「自治
体の規模」の観点から、自治体
の役割を検討する

第14回 「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として
運用するにはどのようなシステ
ムが必要か。自治基本条例や総
合計画など自治体運営の基本的
なルールの活用事例を参考にし
ながら、「市民」的な視点から今
後の可能性を考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
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・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

歴史社会学Ⅰ

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフ

スタイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近

代社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家

族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の

学び方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視

点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始ま
り

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協
調できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのような
ときに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもた
らしたのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社
会的側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける
国連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係に
おいてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

GDR200EC（ジェンダー / Gender 200）

開発とジェンダー

吉村　真子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、開発とジェンダーについて、開発途上国の開発や問題点、
ジェンダーをめぐる議論など、多様な観点から議論します。

【到達目標】
開発とジェンダーについて学び、ジェンダーという視点を入れると
問題がどう見えるか、具体的に考えていくこと、問題を構造的に議
論できるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、開発とジェンダーについて、様々な観点から議論、分
析することを目的とします。
◉開発とジェンダーについて構造的に考え、グループ・ディスカッ
ションも含めて深く議論していきます。最終授業では 13 回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業のテーマと目的
第2回 開発と「女性」「男

性」の視点
「女性」「男性」の視点から開発
途上国の社会と開発を見直す

第3回 「農村の近代化」：
「農民＝男性」か？

農村社会におけるジェンダーと
開発プロジェクトを考える

第4回 貧困、ジェンダー、
女性

開発途上国のケースから考える

第5回 開発途上国の女性の
生活

教育や妊娠・出産などについて
考える

第6回 開発途上国の伝統と
少女

伝統的慣習や「女子割礼」

第7回 イスラームとジェン
ダー

イスラーム・コミュニティにお
ける女性や「ヴェール論争」

第8回 開発政策とジェン
ダー

国連などの開発政策における
ジェンダーの議論

第9回 グローバル経済と
ジェンダー

多国籍企業の途上国進出と女性
労働者：「器用な指先」

第10回 ヒトの移動とジェン
ダー

移住（出稼ぎ）労働、ケア労働
など

第11回 セックス産業と人身
売買

人身売買とジェンダー

第12回 開発途上国の女性の
身体

生理の貧困、リプロダクティ
ブ・ヘルスなど

第13回 開発途上国のセク
シュアリティ

開発途上国のセクシュアル・マ
イノリティ

第14回 人間の安全保障と
ジェンダー

開発・貧困・ジェンダー、女性
のエンパワーメント

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもって開発とジェンダーについて調べ
てほしいと思います。授業でのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションのために、ミニ・レポートの事前提出など、課題に
ついて調べてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
吉村真子「開発とジェンダー」『性と文化』法政大学出版局 (2004);
宇田川妙子ほか編『ジェンダー人類学を読む』世界思想社(2007)；
田中由美子『はじめてのジェンダーと開発：現場の実体験から』新
水社 (2017)など。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
開発とジェンダー、国際社会問題など、授業以外の視点につながる
議論にしたいと思っています。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Gender and Development. The issues
include discussion on gender issues in politics, education, UN
programs, rural development, industrialization, reproduction
health, sexuality, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in developing countries in
globalization. Students are required to study gender issues in
developing countries, to submit comment sheets each week, to
write short papers, and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the gender issues with development.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ARSe200EC（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 200）

地域研究（アジア）

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、アジアにおける社会・経済・政治などの問題について、
様々な観点から議論していくことを課題とします。対象地域は、東
アジア（中国、朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。

【到達目標】
本講義で、アジア社会における様々な問題について学び、多角的な
視点で議論、分析することを身につけることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、アジアの社会や経済・政治について、様々な観点から
議論、分析することを目的とします。対象地域は、東アジア（中国、
朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。
◉アジア社会について構造的に考え、グループ・ディスカッション
も含めて深く議論していきます。またミニ・レポートではアジアに
関連してフィールド・ワークも求めます。最終授業では13回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業のテーマと目的
第2回 世界の中のアジア アジアとは何か
第3回 植民地支配と独立後 アジアの植民地化と現地社会
第4回 日本と「アジア」 日本と近隣アジア諸国との関係
第5回 アジア社会の多様性 エスニック集団（民族）、宗教、

言語
第6回 アジアの多民族社会 地域研究のケースから
第7回 アジアの政治問題 現代アジアの政治
第8回 農村社会の近代化 農村開発、農業、貧困
第9回 アジアにおける工業

化
グローバル化と新しい国際分業

第10回 アジアの都市化 アジアにおける都市問題
第11回 経済援助 開発援助、ＯＤＡ、ＮＧＯｓなど
第12回 アジアの環境問題 環境の諸問題とサステナビリ

ティ
第13回 グローバル化とアジ

ア
いまアジアで何が起こっている
のか

第14回 アジアの開発と市民
社会

アジア社会の視点から

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもってアジア社会について調べてほし
いと思っています。授業でのグループ・ディスカッションやプレゼ
ンテーションのために、ミニ・レポートを提出してもらうことも予
定しています。

◉またアジアに関する文献・資料のほか、ドキュメンタリー、シン
ポジウムや講演会、アジア映画や展覧会など、教室外でアジアに触
れる（フィールド・ワーク含む）ことを目的に、「ミニ・レポート」
は「文字メディア以外でふれたアジア」を課題にする予定です。
◉なお、本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
参考文献などは適宜、紹介します。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
アジア社会について深い分析と議論につながるようにしたいと思っ
ています。

【その他の重要事項】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Asian societies and economies. The
issues include discussion on history, politics, ethnicity, rural
development, industrialization, urbanization, environment,
human rights, and so on. The course is to analyze the structure
of problems in the globalizing Asian societies. Students are
required to study social problems in Asian countries, to submit
short papers and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able
to analyze and to discuss the social sciences issues on Asian
studies.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2)Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消
費者心理・消費者行動の位置付
け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決
定モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，そ
の調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消
費者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに
関する情報の探索と評価につい
て

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラ
ンド・商品情報に対する注意と
記憶について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程
およびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動
への影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の
意思決定について事例を基に
理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的な
セグメント分けと心理過程への
影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実
際について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行
動や意思決定にもたらす影響に
ついて

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤ
リティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会

橋爪　絢子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーの発展と、それに伴う社会における課題に
ついて考えます。また、それらの諸課題を解決するための設計の基
礎として、ユーザ中心設計の基本概念と考え方について学びます。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の基本概念と設計プロセスにおける各活動の理解
（2）メディアテクノロジーの発展に伴う社会における諸課題の理解

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　以下のテーマについて、主に講義形式で授業を行いますが、内容
の理解を深めるために、適宜グループワーク等を入れたり、ゲスト
を招聘したりします。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザとインタ

フェース1
ユーザの多様性

3 ユーザとインタ
フェース2

インタフェースにおけるインタ
ラクション

4 生活の中のメディア
テクノロジー

コンピュータの浸透と生活の変
化

5 アンユーザブルなコ
ンピュータ

ユーザビリティの概念の誕生

6 設計プロセス1 設計プロセスの基本
7 設計プロセス2 ユーザ中心設計の活動の進め方
8 インタフェースデザ

イン1
デザインと設計、デザインアプ
ローチの基本

9 インタフェースデザ
イン2

人間工学、人間の身体・生理的
特性を考慮したデザイン

10 インタフェースデザ
イン3

認知工学、人間の認知的特性を
考慮したデザイン

11 テクノロジーとの共
生1

記憶の支援、情報へのアクセス

12 テクノロジーとの共
生2

人間の社会的側面を支援するテ
クノロジー

13 テクノロジーとの共
生3

ソーシャルネットワークの構造
とネット炎上

14 テクノロジーとの共
生4

VRとAR、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【参考書】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【Outline (in English)】
We will consider the development of media technology and the
resulting issues in society. We will also learn basic concepts
and ideas of the User Centered Design (UCD) as a basis for the
design so that we can solve related issues.
The final grade will be based on the final exam (50%) and the
usual performance score (50%). The usual performance score
includes contribution to the class, reaction papers, and small
reports.
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FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会分析

橋爪　絢子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーのユーザに着目しながら、ユーザ中心設計
の設計プロセスで用いられる手法について学び、それらの技法を習
得します。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の各活動で用いる手法の理解
（2）メディアテクノロジーのユーザを理解するためのスキルの習得

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業は、講義と実践のための個人ワークもしくはグループワーク
で行います。分析に関する理解を深めるために、見学やゲストによ
る講義を行うことがあります。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザ調査の流れ ユーザ中心設計におけるユーザ

調査、調査の準備
3 ユーザ調査で用いる

手法1
UXグラフを用いたUX評価

4 ユーザ調査で用いる
手法2

経験想起法の分析

5 ユーザ調査で用いる
手法3

ダイアリー法の記録

6 ユーザ調査で用いる
手法4

ユーザの特性やユーザの利用状
況をより理解するための工夫

7 ユーザ調査の実施1 実施時の注意点の学習
8 ユーザ調査の実施2 RQの作成
9 ユーザ調査の実施3 調査の実施、音声の録音
10 ユーザ調査の実施4 書き起こしデータの作成、提出
11 結果の分析1 KJ法による分析
12 結果の分析2 SCATによる分析
13 結果の分析3 要求事項の明確化、ペルソナと

シナリオの作成
14 分析のまとめ 分析の講評、その後の設計プロ

セス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【参考書】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
　パソコンとOffice系ソフトウェア (Word、Excel、PowerPoint)、
学習支援システム、電子メール、Google Classroomなどを使用し
ます。

【その他の重要事項】
　本授業は、春学期の｢メディアテクノロジーと社会」の受講を前提
としています。また、前の回での課題をその後の回での課題で使用
するため、全ての回への出席と課題の提出が求められます。

【Outline (in English)】
We will learn methods used in the User Centered Design
(UCD), and acquire these skills by taking into account of the
user of media technology.
In order to understand the content of the class, students are
expected to spend a total of four hours before and after each
class.
The final grade will be evaluated based on the usual perfor-
mance score (100%), including the attitude of participation in
the class, the contribution to the group, and the content of the
submission.

— 356 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア論

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテン

ツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア分析

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動

モデル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティン

グ
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサ

イト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議

大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%

— 358 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

国際協力論

岡野内　正

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際協力とは、南北問題の解決をめざす諸国家と諸国民のさまざまな活動のこ
とだ。南北問題とは、貧しい南の国々と豊かな北の国々との間での、貧富の
格差から起こるさまざまの問題のことだ。しかし、20世紀後半以降の国際協
力は、南北問題を解決できていない。この失敗の原因を探究するうえで、欠
かせない論点の概略をつかむ。
【到達目標】
①国際協力に関する学術書の内容を的確に理解する力をつける。②さらに批
判的に読解する力をつける。③学術的討論の流れをつかむ力をつける。④学
術的討論を批判的に評価する力をつける。⑤国際協力について問いをたて、質
問し、答えを聞き、さらに自分なりの問いを発展させる力をつける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
国際協力についての担当教員の新著を精読しつつ、今日の学問状況を批判的に
検討する。受講生は全員が、毎回の授業前までに、「授業日誌」を作成して、
掲示板に書きこんでいく。「授業日誌」は、テキストの該当箇所を読んで、①
わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、、④みんなで話し
合ってみたいこと、を含むこと。授業前半ではZOOMのブレークアウトセッ
ションを用いて、少人数分科会で全員が各自の授業日誌を共有しながら議論
し、後半では、少人数分科会の座長になった人が分科会の状況を報告し、講
師を含む全員で議論することで、どうしてもわからない問題を解決し、調べ
てきたことを共有し、さらにより深い問いをもてるようにする。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 国際協力をめぐる学問

状況
授業説明と受講生による自由討論。

2 批判開発論とグローバ
ル・ベーシック・インカ
ム構想

受講生の報告と教員を交えた議論

3 開発援助から民衆中心
開発戦略への転換―
コーテン

受講生の報告と教員を交えた議論

4 開発援助への再挑戦―
サックス

受講生の報告と教員を交えた議論

5 脱開発の世界秩序再編
―ザックス

受講生の報告と教員を交えた議論

6 グローバル企業支配の
告発―ジョージ

受講生の報告と教員を交えた議論

7 グローバル帝国転覆の
論理―ネグリ

受講生の報告と教員を交えた議論

8 グローバル資本主義学派
のグローバル企業権力論

受講生の報告と教員を交えた議論

9 国連SDGsの論理 受講生の報告と教員を交えた議論
10 コロナ・パンデミックと

宇宙開発
受講生報告と教員を交えた議論

11 グローバル・ベーシッ
ク・インカム構想

受講生報告と教員を交えた議論

12 歴史的不正義に関する
正義回復論

受講生報告と教員を交えた議論

13 グローバル企業資本の
植民地的起源

受講生報告と教員を交えた議論。授
業日誌の提出。

14 真の国際協力とは何か？ 受講生報告と教員を交えた議論
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業までに「授業日誌」を書く。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。

【参考書】
阪本公美子・岡野内正・山中達也編著『日本の国際協力　中東・アフリカ編』
ミネルヴァ書房、2021年、4000円+税。
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016年、
2000円＋税。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提に、掲示板に書き込まれた授業日誌の各項目について、
25%ずつ100%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業日誌」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。教室討論の中で、国際開発・人権
NGO活動への長年の参加経験と観察を踏まえた議論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of International Cooperation.
Participants are required to read the textbook on the issues.
Presentation of the outline and some points to discuss on each chapter
followed by discussion with the lecturer in the class will be a good
occasion to understand the main issues on the subjects from the
sociological perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社
会と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経
済とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破
壊の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性
について実証的・理論的に解き
明かす

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続
的な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグ
リビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル
企業・資源貿易（集合行為論、
グローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外
部不経済性を発生させる財の貿
易が各国の社会的厚生に与える
影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序に

ついて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES300EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
300）

環境経済学Ⅱ

島本　美保子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
具体的な環境問題として気候変動やエネルギー選択を題材とし、前
半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環境
の関係について学びます。後半に環境の経済学的手法（環境税、排
出権取引）それぞれの理論的背景や歴史について学習します。

【到達目標】
前半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環
境の関係について学び経済と環境の両立について経済学的に論じる
ことができるようになることを目標とします。
　後半は環境の経済的手法について学びます。まずこれらの手法の
素材として地球温暖化問題について自然科学、社会科学の両方から
学習します。その後経済的手段である、環境税や排出権取引の理論
を理解し、地球温暖化を制御するために、どのような政策が適切か、
主体的に判断できるようになることが目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行いますが、経済学的な部分は教材の巻末の小
テスト問題を採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応
じた学修が行えるようにします。尚、授業計画は授業の展開によっ
て，若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 INTRODUCTION

気候変動問題１
気候変動問題とは

2　 気候変動問題２ 気候変動問題についての国際交
渉　気候変動枠組条約、京都議
定書

3　 気候変動問題３ パリ協定などの動向、民間の動
き、RE100、ESG投資

4　 マクロ経済学の基礎
１

国民経済計算

5　 マクロ経済学の基礎
２

消費関数、乗数効果

6　 グリーンニュー
ディール

先進国でのグリーンニュー
ディールへの動き

7　 気候変動問題４ 日本で脱炭素化が停滞する理由
（再エネ、発送電分離）

8　 気候変動問題５ 日本で脱炭素化が停滞する背景
（原発問題）

9　 ピグー税の理論と環
境税の基本

ピグー税理論の復習　環境税の
経済学的な説明、直接規制との
関係

10　 環境税の理論と排出
量取引の理論

環境税の弱点や補助金の関係、
排出量取引の理論

11　 環境税の実例 ドイツの排水課徴金、日本の環
境税等

12　 オンデマンド教材の
解説
排出量取引の実例

オンデマンド教材の解説
米国での萌芽、気候変動と排出
量取引

13　 資金問題の決着 規範的法人税
14　 まとめ まとめ及びディスカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
気候変動や廃棄物問題といった環境問題について幅広い知識を習得
しておくこと。またマクロ経済情勢について新聞記事などを読んで
おくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。毎回詳細なレジュメを配布し、それに基
づいて授業を行います。

【参考書】
主な参考書は、
明日香壽著 (2021)『グリーン・ニューディール』、岩波新書．
平口良司・稲葉大著 (2020)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用
まで』、有斐閣ストゥディア．など

【成績評価の方法と基準】
70％期末の試験、経済学に関する章末の小テスト30%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
実例についての動画の視聴が大いに理解を助けると改めて気づかさ
れたので、効果的な動画の視聴を授業に織りこもうと思っています。

【Outline (in English)】
【Course outline】
First, our aim of this course is to help students understand
about the relationship between macroeconomics and the
environment while focusing on the Green New Deal. Second,
we will learn about the theoretical background and history
of environmental tax and emission trading. Climate change
and energy selection are the subjects of specific environmental
issues.
【Learning Objectives】
In the first half, the goal is to learn about the relationship
between the macro economy and the environment while
focusing on the Green New Deal, and to be able to discuss
the balance between the economy and the environment
economically.
In the second half, the goal is to learn about the economic
methods of the environment. First, we will learn about global
warming issues from both the natural sciences and social
sciences as materials for these methods. After that, we will
expect to understand the theory of environmental tax and
emissions trading, which are economic means, and to be able
to independently judge what kind of policy is appropriate to
control global warming.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅰ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問
題の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活
型環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の
基礎概念、政策分析論と政策過
程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由
財、負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染
者負担原則と拡大生産者責任原
則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピ
グー税、コースの定理、合意的
手法、情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託
理論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境
NGO、地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境
権、気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変
動問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ
単位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅱ

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水

俣病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治
体と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環
型社会と3R、産廃処理事業と豊
島事件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モー
ダルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガス
と化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリー
ン成長、デカップリング、カー
ボンニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能
汚染と避難、事故責任と損害賠
償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力
の固定価格買取制度、メガソー
ラーの景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関
するテーマを取り上げ、グルー
プ別に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀
の環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ｂ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
さまざま社会課題の分析のためには、経済の仕組みについて理解し、
分析できることが不可欠です。しかし経済分析については高校まで
に学ぶ機会が少なく、ニュースで登場する基本的な経済指標ですら
正しく理解していないことが多いと思います。この授業では、経済
情勢の読み解きに直結するマクロ経済分野について、やさしいテキ
ストを使いながら理解を深めます。

【到達目標】
まずGDP等の基本的なマクロ経済指標や、財市場・資産市場・労働
市場からなるマクロ経済循環を理解します。次に貨幣の役割・中央
銀行の役割や信用創造といった金融の基本的な仕組みを理解するこ
とによって、昨今の異次元金融緩和とは何かといった現実の経済政
策も分析します。同時に債権や株などの資産価格形成について学習
します。次に財やサービスの生産消費消費関数や乗数効果といった
財市場のマクロ均衡について理解し、IS-LMモデルについて学びま
す。最後に総需要関数・総供給関数で物価と国民所得や失業率との
関係について学び、アベノミクスについても分析します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
テキストとレジュメを使って講義し、最後に毎回簡単な小テストを
行う。授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 国民所得と三面等価
2 マクロ経済循環 経済のフローとストック、経済

循環（財市場・資産市場・労働
市場）

3 中央銀行と信用創造 金利・貨幣・中央銀行の役割・
信用創造

4 貨幣供給 マネタリーベースと貨幣供給、
異次元金融緩和とは。

5 貨幣需要 貨幣需要・金融政策・流動性の
わな

6 資産価格その１ 利子率と割引現在価値、債権価
格

7 資産価格その２ 株、土地などの価格形成と株価
8 中間試験 前半の内容についての試験
9 LM曲線 LM曲線
10 消費関数 消費関数・乗数効果
11 IS曲線 投資関数とIS曲線、IS-LM分析
12 総需要関数 物価と総需要関数
13 総供給関数 フィリップス曲線と総供給関数
14 まとめ まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストや参考書の該当箇所について、授業の前後に読んでおくと
授業内容の理解が深まるでしょう。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
平口良司・稲葉大著 (2023)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用まで』、有斐閣ストゥディア．

【参考書】
明石順平 (2017)『アベノミクスによろしく』，インターナショナル
新書．
野口悠紀雄 (2023)『日銀の責任』，ＰＨＰ新書．

【成績評価の方法と基準】
評価は毎回の小テストで1割、中間試験で4割5分、期末試験で4割
5分の割合で配分する

【学生の意見等からの気づき】
この科目の担当は5年ぶりなので、特になし。

【Outline (in English)】
In order to analyze various social issues, it is essential to be
able to understand and analyze the structure of the economic
society. However, students usually do not have enough
opportunities to learn about fundamental economic analysis
by high school. It often arises that students cannot properly
interpret even about the basic economic indicators that are
popular in our daily news. In this lecture, they will be able
to basically understand about the macroeconomic field directly
linked to real economic issues by studying in an elementary
textbook of macro economics.

— 364 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ｄ

天本　哲史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は社会政策科学科の学生にとって必要となる法学の基礎を
学ぶとともに、法と政策との関係も学びます。前半には法学の基礎
を学び、後半では法と政策の関係を学びます。

【到達目標】
・法学の基礎的な知識を身につける。
・法学の特徴について説明できる。
・法学の知識を基礎にして、社会政策を検討できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式で実施します。学生にはリアクションペーパー
を提出してもらい、次の授業でその内容に対するコメントをします。
なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の目的・法とは

何か
この授業の意義と授業進行を解
説する。法の社会規範としての
特質や法の目的等を学びます。

第2回 法の発展 近代法の発展や日本法への継受
等を学びます。

第3回 法と裁判 裁判制度の意義や裁判の流れ等
を学びます。

第4回 法源 裁判の基準となる法とは何かを
学びます。

第5回 法の適用と解釈 法的三段論法や訴訟手続等を学
びます。法の解釈と方法を学び
ます。

第6回 国家と法 国民主権、三権分立等を学びま
す。

第7回 統治と法①　三権分
立、立法権と国会

立法権とそれを担う国会等を学
びます。

第8回 統治と法②　行政権
と内閣

行政権とそれを担う内閣等を学
びます。

第9回 統治と法③　司法権
と裁判所

司法権とそれを担う裁判所等を
学びます。

第10回 人権と法①　人権と
限界

人権とは何か、人権の享有主体、
人権の限界等を学びます。

第11回 人権と法②　人権の
種類

幸福追求権、法の下の平等、自
由権、社会権等を学びます。

第12回 社会政策①　社会保
障と法

社会法の意義、社会保障法の体
系等を学びます。

第13回 社会政策②　労働と
法

労働法の体系等を学びます。

第14回 社会政策③　環境と
法

環境法の体系等を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は配布された資料で準備学習をします。学生は復習としてレポー
トを提出をしてもらいます。本授業の準備学習・復習時間は各2時
間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介しますが、差し当たり末川博編『法学入門』（有斐
閣、第6版補訂版、2014）を挙げます。

【成績評価の方法と基準】
レポート（86％)、平常点（14％）を総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容が難しいという意見がありましたので、解説を多くするこ
とにより平易な内容にするようにしたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
連絡、授業資料や課題提出等はHoppiiで行いますので、PC、タブ
レット、スマートフォン等の情報端末を準備してください。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
The aim of this lecturer is to learn the basics of law, as well as
the relationship between law and policy.
【到達目標（Learning Objectives）】
・Students acquire basic knowledge of law.
・Students can explain the characteristics of law.
・Students can consider social policy based on their knowledge
of law.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Reports : 86%, Usual performance score : 14%
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。
（機会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必
要な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説し
ます。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性

と公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論し

ます。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明しま

す。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解しま

す。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の

定理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説し

ます。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目

として大事な消費について解説
します。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目
として大事な投資について解説
します。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を
示すIS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上
げ，利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しく
させる国民所得と利子率の関係
を示すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均
衡国民所得と均衡利子率を導出
します。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM
曲線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派
とケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線
を定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線
を定義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論Ⅰ

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、
ウェーバー・アロンゾの工業立
地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企
画3.環境コストマネジメント4.
ライフサイクル・コスティング
5.ベンチマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには

第11回 縮小ニッポンの衝撃
夕張市

縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国
庫支出金（補助金）２．財政再
生団体となった夕張市が借金を
返済できる仕組み３．夕張市の
ように自主財源３割にも満たぬ
自治体は実は数多い４．福井県
の事例５．山口県の事例６．ソ
フトな予算制約７．学んでおい
た方が望ましいいくつかの概念
８．ポンチ絵で因果関係を整理
してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドラ
イブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.

— 368 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES100EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
100）

サステイナビリティ論Ａ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は、社会政策科学科のサステイナビリティコースの入
門的な科目として、「サステイナビリティ：持続可能性」に関係する
社会問題を総覧することにある。サステイナビリティの基礎概念に
ついて学んだ上で、環境問題を中心にサステイナビリティに関わる
具体的事例を検討する。

【到達目標】
１：サステイナビリティの基礎概念や背景を理解する。
２：環境問題を中心にサステイナビリティに関わる社会問題の具体
的事例を考察できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppii上に掲載する
ので、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上に
ノートを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に考えてくること。受講生は積極的に発言
することが求められ、こちらから指名することもある。授業で扱う
様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 サステイナビリティ

とは何か？
サステイナビリティの定義、
様々な関連事例

第3回 サステイナビリティ
の概念

サステイナビリティの専門的・
発展的概念

第4回 自然環境のサステイ
ナビリティ

環境問題の構図と分類：公共財
と負の外部性

第5回 気候変動問題の構図 気候変動問題の背景、原因、被害
第6回 緩和策と気候変動枠

組条約
温室効果ガスの削減方法、カー
ボンプライシング、気候変動枠
組条約

第7回 エネルギー転換と再
生可能エネルギー

エネルギー転換、カーボン・
ニュートラル、再生可能エネル
ギー、原子力、水素

第8回 グループ討論 気候変動問題に関するグループ
討論

第9回 経済活動のサステイ
ナビリティ

環境経営、ESG投資

第10回 社会生活のサステイ
ナビリティ

社会保障、教育

第11回 調査発表Ⅰ （発表10分＋討論10分）×5名
第12回 調査発表Ⅱ （発表10分＋討論10分）×5名
第13回 サステイナビリティ

の展望
今後の課題と展望

第14回 授業の総括 授業のまとめ、期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・白井信雄『持続可能な社会のための環境論・環境政策論』（大学教
育出版、2020年）
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝23点（授業での発言・質問、クイズ・アンケート
回答等）
２：リアクションペーパー＝10点×1回以上（A4・1枚程度）
３：期末試験＝67点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
23年度の授業において、「授業内掲示板」に受講生に意見を記入し
てもらう発言方法について、他の学生の意見を聞ける、得点が付与
されるため発言意欲がわくなど、評価が高かった一方で、一部から
先着順であることへの不満が寄せられた。授業進行上先着順を変え
ることは難しいものの、24年度は更に機会均等を図るなどの対策を
講じる。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
　担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This is a lecture course about the notion of sustainability.
You will be able to understand the basic notion and
background of sustainability, and discuss concrete cases of
environmental problems. You will be graded by such criteria
as class-participation(23%), reaction papers(10%), and the final
exam(67%). Your study time will be about two hours for a class.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社
会と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経
済とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破
壊の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性
について実証的・理論的に解き
明かす

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続
的な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグ
リビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル
企業・資源貿易（集合行為論、
グローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外
部不経済性を発生させる財の貿
易が各国の社会的厚生に与える
影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序に

ついて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES300EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
300）

環境経済学Ⅱ

島本　美保子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
具体的な環境問題として気候変動やエネルギー選択を題材とし、前
半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環境
の関係について学びます。後半に環境の経済学的手法（環境税、排
出権取引）それぞれの理論的背景や歴史について学習します。

【到達目標】
前半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環
境の関係について学び経済と環境の両立について経済学的に論じる
ことができるようになることを目標とします。
　後半は環境の経済的手法について学びます。まずこれらの手法の
素材として地球温暖化問題について自然科学、社会科学の両方から
学習します。その後経済的手段である、環境税や排出権取引の理論
を理解し、地球温暖化を制御するために、どのような政策が適切か、
主体的に判断できるようになることが目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行いますが、経済学的な部分は教材の巻末の小
テスト問題を採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応
じた学修が行えるようにします。尚、授業計画は授業の展開によっ
て，若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 INTRODUCTION

気候変動問題１
気候変動問題とは

2　 気候変動問題２ 気候変動問題についての国際交
渉　気候変動枠組条約、京都議
定書

3　 気候変動問題３ パリ協定などの動向、民間の動
き、RE100、ESG投資

4　 マクロ経済学の基礎
１

国民経済計算

5　 マクロ経済学の基礎
２

消費関数、乗数効果

6　 グリーンニュー
ディール

先進国でのグリーンニュー
ディールへの動き

7　 気候変動問題４ 日本で脱炭素化が停滞する理由
（再エネ、発送電分離）

8　 気候変動問題５ 日本で脱炭素化が停滞する背景
（原発問題）

9　 ピグー税の理論と環
境税の基本

ピグー税理論の復習　環境税の
経済学的な説明、直接規制との
関係

10　 環境税の理論と排出
量取引の理論

環境税の弱点や補助金の関係、
排出量取引の理論

11　 環境税の実例 ドイツの排水課徴金、日本の環
境税等

12　 オンデマンド教材の
解説
排出量取引の実例

オンデマンド教材の解説
米国での萌芽、気候変動と排出
量取引

13　 資金問題の決着 規範的法人税
14　 まとめ まとめ及びディスカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
気候変動や廃棄物問題といった環境問題について幅広い知識を習得
しておくこと。またマクロ経済情勢について新聞記事などを読んで
おくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。毎回詳細なレジュメを配布し、それに基
づいて授業を行います。

【参考書】
主な参考書は、
明日香壽著 (2021)『グリーン・ニューディール』、岩波新書．
平口良司・稲葉大著 (2020)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用
まで』、有斐閣ストゥディア．など

【成績評価の方法と基準】
70％期末の試験、経済学に関する章末の小テスト30%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
実例についての動画の視聴が大いに理解を助けると改めて気づかさ
れたので、効果的な動画の視聴を授業に織りこもうと思っています。

【Outline (in English)】
【Course outline】
First, our aim of this course is to help students understand
about the relationship between macroeconomics and the
environment while focusing on the Green New Deal. Second,
we will learn about the theoretical background and history
of environmental tax and emission trading. Climate change
and energy selection are the subjects of specific environmental
issues.
【Learning Objectives】
In the first half, the goal is to learn about the relationship
between the macro economy and the environment while
focusing on the Green New Deal, and to be able to discuss
the balance between the economy and the environment
economically.
In the second half, the goal is to learn about the economic
methods of the environment. First, we will learn about global
warming issues from both the natural sciences and social
sciences as materials for these methods. After that, we will
expect to understand the theory of environmental tax and
emissions trading, which are economic means, and to be able
to independently judge what kind of policy is appropriate to
control global warming.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問
題の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活
型環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の
基礎概念、政策分析論と政策過
程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由
財、負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染
者負担原則と拡大生産者責任原
則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピ
グー税、コースの定理、合意的
手法、情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託
理論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境
NGO、地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境
権、気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変
動問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ
単位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境自治体論

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水

俣病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治
体と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環
型社会と3R、産廃処理事業と豊
島事件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モー
ダルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガス
と化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリー
ン成長、デカップリング、カー
ボンニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能
汚染と避難、事故責任と損害賠
償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力
の固定価格買取制度、メガソー
ラーの景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関
するテーマを取り上げ、グルー
プ別に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀
の環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅰ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問
題の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活
型環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の
基礎概念、政策分析論と政策過
程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由
財、負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染
者負担原則と拡大生産者責任原
則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピ
グー税、コースの定理、合意的
手法、情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託
理論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境
NGO、地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境
権、気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変
動問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ
単位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅱ

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、

進め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水

俣病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治
体と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環
型社会と3R、産廃処理事業と豊
島事件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モー
ダルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガス
と化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリー
ン成長、デカップリング、カー
ボンニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能
汚染と避難、事故責任と損害賠
償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力
の固定価格買取制度、メガソー
ラーの景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関
するテーマを取り上げ、グルー
プ別に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀
の環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

グローバル市民社会論Ａ

岡野内　正

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
男女ペアの近代家族に基づく国民経済の自立と国民国家の独立に基づいた諸
国家（ネイション）の連合体が、近代化を達成して人類を幸せに導くというの
が、20世紀の人類の夢であった。その夢はかなわず、21世紀の人類の大多数
は、テロリストを次々に生み出す人格形成の危機、女性への構造的暴力、激
しい民族対立、地球規模の環境破壊で苦しんでいる。この人類社会の危機を
乗り越える新しい夢として、グローバル市民社会という考え方が提唱されて
きた。この授業の目的は、この考え方の概略をつかむことだ。
【到達目標】
人類社会を常に男女ペアの近代家族に基づく国民国家の枠組みから捉えよう
とするやり方を、近代家族イデオロギーに基づく方法論的ナショナリズム、と
いう。一人当たりの生産物の量が絶えず増加することで人類社会が幸福にな
れるという考え方を、近代化論という。20世紀に支配的だったこの二つの考
え方の意義と限界を明確につかむこと。そのうえで、グローバル市民社会論
の意義と限界について議論できるようになることが、この授業の目標だ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に関連。
　 DP についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　グローバル市民社会に関する学術書を精読しつつ、今日の学問状況を批判
的に検討する。受講生は、毎回の授業までに全員がテキストの該当部文につ
いて、次の4点を含む「授業ノート」を作成し、授業支援システムの掲示板に
書き込む。①わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、④
みんなで話し合ってみたいこと。
　毎回の授業の前半部分では、少人数で全員がそれを共有しつつ報告・議論
し、その少人数分科会の座長になった人が、授業後半部分で、自分の分科会
の状況を報告し、それをもとに、講師を含む全員で問題を共有して、議論を
しながら、わからなかったことを解決して知識を増やすとともに、挙げられ
てきたさまざまな論点について、より深い問いを共有していく。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 近代家族イデオロギー、方法論的ナ

ショナリズム、近代化論、グローバ
ル市民社会論の概略。授業の進め方
についての説明。

2 グローバル化とプレカ
リアート

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

3 プレカリアートが増え
る理由

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

4 プレカリアートになる
のは誰か

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

5 移民論 分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

6 労働、仕事、時間圧縮 分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

7 プレカリアート増加の
政治的帰結

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

8 ガイ・スタンディングが
提起する政策的展望

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論

9 グローバル市民社会と
ベーシック・インカム
（序論）

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

10 ベーシックインカムのナ
ミビア実験の概要と結果

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

11 ナミビア実験後の展望
と現状

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

12 ブラジルとインドでの
ベーシックインカム実
験について

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

13 アラスカとイランにつ
いて

分科会と全体討論による、受講生の
報告と教員を交えた議論。

14 ウクライナ、ガザ、…で
の戦争とグローバル市
民社会

分科会と全体討論による、受講生と
教員を交えた議論。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業について「授業ノート」を書き、掲示板に書き込
む。授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正他著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016
年、2000円＋税。
【参考書】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。
岡野内正研究室のサイト（https://takunseminar.ws.hosei.ac.jp/wp/）にある
諸論文。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提とする14回分の授業ノートの内容によって100%評価
します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業ノート」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。国際開発・人権NGOでの長年の
活動経験と観察を踏まえて、授業での討論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of Global Civil Society. Participants
are required to read the textbook on the issues. Presentation of
the outline and some points to discuss on each chapter followed by
discussion with the lecturer in the class will be a good occasion
to understand the main issues on the subjects from the sociological
perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.
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SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

グローバル市民社会論Ｂ

谷本　有美子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では、人々の生活にもたらされるグローバル化の影響を幅
広いテーマから捉え、現代社会における市民社会組織と政府・国際機
関との関係に着眼しながら、多主体連携で公共課題を解決する可能
性を探る。具体的には、NPO・NGOに象徴される市民社会組織・非
政府組織が国内外で取り組む、あるいは問題を提起する多様なテー
マにアプローチしていく。ローカル/ナショナル/トランスナショナ
ルといったそれぞれの次元で、市民社会組織による政策提案が公的
な政策形成にインプットされる市民参加のプロセス、両者の連携・
緊張関係が政府や市民社会にもたらす作用等を検討した上で、公共
的な課題を解決するための方策を柔軟に考察する。

【到達目標】
・市民社会の現代的な概念と市民社会組織が課題解決に関わる多様
なテーマを理解する
・セクター間の関係や政府体系等にとらわれず、柔軟に社会課題の
解決主体を検討する思考性を身につける
・社会課題を解決するための手がかりを自ら見出していく能力を開
発する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は講義を基本としつつ、テーマに応じて受講生間の意見交換・
討議を行う時間を適宜設けます。前半は、主に国際政治や国家レベ
ルでの意思決定に関わるテーマ、中盤ではトランスナショナルな取
組みが求められるテーマを扱い、後半では、国内で見出されるグロー
バルな政策課題や地域課題を取り上げます。授業では、主体的に課
題解決策を検討するグループディスカッションを取り入れ、扱った
テーマに関して、適宜リアクションペーパーの提出を求めます。提
出されたリアクションペーパーについては、後日の授業内でいくつ
か取り上げコメントしながら、全体にフィードバックします。
なお、ゲストスピーカーの予定によっては、各回の順序変更があり
得るので、その際は、授業時と学習支援システムを通じ周知する予
定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスとイント

ロダクション
講義の進め方や講義で扱う言葉
の概念等、基本事項について説
明する

第2回 新しい「市民社会」
の概念と市民社会組
織の現況

「市民社会」概念の現代的潮流と
市民セクターを構成する組織に
ついて詳説する

第3回 NGOネットワーク
と国際政治

対人地雷禁止や核軍縮に関わる
条約締結までの過程を取り上げ、
そのプロセスにおいてNGO
ネットワークが果たした役割を
解説する

第4回 沖縄の自治と日本の
安全保障

歴史的な経緯から日本の国防・
外交政策で重視される沖縄の地
域特性を学んだ上で、地域の自
治（自己決定）の問題を考える

第5回 SDGsの理念と
NPO・NGOによる
取組み

「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」の策定過程におけ
るNGOの参画を踏まえて、
SDGsの理念に沿って
NGO/NPOが果たしている役割
について検討する

第6回 食品ロス削減とフー
ドセキュリティ

フードバンク・フードドライブ
活動から提起される貧困問題と、
海外からの農産物調達に関わる
食の安全保障等の問題を概説し、
討議を行う

第7回 「エシカル消費」の視
点と児童労働・人権
問題

開発途上国で調達される一次産
品と児童労働・人権問題との関
わりを概説した上で、「エシカル
消費」の観点から討議を行う

第8回 日本の水資源管理と
水ビジネスへの対応

日本の水源林管理の現状や水道
管理をグローバル企業に委ねる
動向等を概説し、人々の命に直
結する水資源管理の今後につい
て討議する

第9回 国境を超える廃棄物
と環境汚染の問題

海洋プラスチック問題をはじめ、
国境を超えて環境汚染をもたら
す可能性がある国内廃棄物の処
理問題について、排出規制の観
点から検討する

第10回 グローバルヘルス政
策と健康格差

日本の国家戦略として推進され
ている「グローバルヘルス戦略」
の動向等を概説し、健康格差の
観点から諸課題について討議す
る。

第11回 ジェンダー平等と多
文化共生

ジェンダーの国際規範「女性差
別撤廃条約」等の観点から、日
本の現状を検討するとともに、
日本社会において外国にルーツ
を持つ女性やこどもたちが抱え
る問題を認識し、それに対する
支援の可能性について討議する

第12回 人間の安全保障―自
殺対策の取組みから

自殺対策基本法の制定過程を取
り上げ、政府案とNPO提案との
法制化に求めるものの相違を検
討する

第13回 市民社会からの問題
提起

講義で扱うテーマと関連する活
動の実践者をゲストスピーカー
として招き、受講生が質疑を行
う

第14回 グローバル市民社会
の展望

振り返りの全体討議を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
授業内で取り上げたテーマについては、授業後に新聞記事や参考文
献等を自ら探索して、さらに理解を深めるようにしてください。
少なくとも週に２回程度は新聞の国際面に目を通し、掲載されている
記事と自分たちの生活とのつながりを調べる時間を作ってください。

【テキスト（教科書）】
テキストは特に使用しません。授業の際にレジュメとテーマに沿っ
た資料を配付します。

【参考書】
各回のテーマに沿った文献を授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（25％）と討議への参加状況（10％）、期末
の論述試験（65％）を併せて総合的に評価します。大学の授業実施
方針に応じ、期末はレポートに変更する可能性があります。変更の
際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質疑を踏まえ、後日の授業で補足説明や追加資料の提供
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。
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【Outline (in English)】
In this lecture, we will grasp the influence of globalization
on people’s lives from a wide range of themes. While
focusing on the relationship between civil society organizations
and governments and international organizations in modern
society, we will explore the possibility of solving public
issues through multi-center collaboration. Specifically, we
will approach a variety of themes that civil society and
non-governmental organizations, symbolized by NPOs and
NGOs, are working on or raising issues in Japan and
overseas. Civil society in each dimension such as local /
national / transnational. We will examine the process of civic
participation in which policy proposals by organizations are
input to public policy formation, and the effects of cooperation
and tension between the two on the government and civil
society. Through these, we will flexibly consider measures to
solve public issues.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To understand the modern concepts of civil society and
various themes related to problem solving by civil society
organizations.
-B. To acquire the thinking ability to flexibly consider the
solution of social issues regardless of the relationship between
sectors and the government system.
-C. To develop the ability to find clues to solve social issues
Before/after each class meeting, your study time will be about
two hours.
Students will be expected to search newspaper articles and
references for the themes taken up in the class by yourself after
the class to deepen your understanding. To read the foreign
news in the newspaper at least twice a week and make time to
find out the link with daily life.
Your overall grade will be decided based on the following,
Reaction papers (25%), participation in discussions (10%), and
term-end essay exam (65%).The term-end exam may change to
the report according to the university’s class implementation
policy. It will be informed by the learning support system of
any changes.
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POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」
との含意を概説し、講義で扱う
内容を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた
欧米諸国の地方自治制度との比
較の中から、日本の地方自治制
度の特色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度
を学びながら、近代日本におけ
る国家と地方自治との関係性を
理解する

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治
の意義を踏まえつつ、講和期か
らの中央集権的な制度改革で構
築された行財政制度の特性を理
解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制
度と東京の都区制度を概説した
うえで、人口が集中した大都市
における自治体の役割や課題を
検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る
自治体統治機構について概説し、
その特色である首長（執行機関）
の優位性に着目して、自治体運
営で発揮される長のリーダー
シップを考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能
を果たす議会の活動を概説し、
二元代表制における議会の政治
的役割という観点から、議会に
よる政策形成の可能性と代表制
のあり方を考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の
直接請求権や自治体が独自に定
める市民参加のしくみを取り上
げ、市民が主人公となる地方自
治の民主主義的機能について検
討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制
度を基礎に成り立つ自治体財政
の特色を踏まえつつ、住民が負
担する税の側面に着目して、地
方自治の受益と負担という関係
性を検討する

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等
な国地方関係のもとで、国と自
治体との政策思考が対立した場
合の調停のしくみを概説した上
で、現実に自治体が直面してい
る課題について考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと
拡大するために導入された指定
管理者制度・ＰＦＩ、独立行政
法人制度等の諸制度や、自治体
レベルでＮＰＯや地域住民組織
とパートナーシップの名の下で
展開する事業を学びつつ、公民
の役割分担が大きく変化してい
る現状について理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住
民自治組織等の事例を取り上げ
ながら、地域社会における住民
の自治と地域コミュニティの問
題を自治体政策の観点から検討
する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は
３分の１に減少した。合併の功
罪には今もさまざまな論議があ
る中、国は行政サービス維持の
観点から、自治体間連携や公民
連携の可能性を提示している。
ここでは「住民自治」と「自治
体の規模」の観点から、自治体
の役割を検討する

第14回 「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として
運用するにはどのようなシステ
ムが必要か。自治基本条例や総
合計画など自治体運営の基本的
なルールの活用事例を参考にし
ながら、「市民」的な視点から今
後の可能性を考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
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・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

国際協力論

岡野内　正

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際協力とは、南北問題の解決をめざす諸国家と諸国民のさまざまな活動のこ
とだ。南北問題とは、貧しい南の国々と豊かな北の国々との間での、貧富の
格差から起こるさまざまの問題のことだ。しかし、20世紀後半以降の国際協
力は、南北問題を解決できていない。この失敗の原因を探究するうえで、欠
かせない論点の概略をつかむ。
【到達目標】
①国際協力に関する学術書の内容を的確に理解する力をつける。②さらに批
判的に読解する力をつける。③学術的討論の流れをつかむ力をつける。④学
術的討論を批判的に評価する力をつける。⑤国際協力について問いをたて、質
問し、答えを聞き、さらに自分なりの問いを発展させる力をつける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
国際協力についての担当教員の新著を精読しつつ、今日の学問状況を批判的に
検討する。受講生は全員が、毎回の授業前までに、「授業日誌」を作成して、
掲示板に書きこんでいく。「授業日誌」は、テキストの該当箇所を読んで、①
わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、、④みんなで話し
合ってみたいこと、を含むこと。授業前半ではZOOMのブレークアウトセッ
ションを用いて、少人数分科会で全員が各自の授業日誌を共有しながら議論
し、後半では、少人数分科会の座長になった人が分科会の状況を報告し、講
師を含む全員で議論することで、どうしてもわからない問題を解決し、調べ
てきたことを共有し、さらにより深い問いをもてるようにする。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 国際協力をめぐる学問

状況
授業説明と受講生による自由討論。

2 批判開発論とグローバ
ル・ベーシック・インカ
ム構想

受講生の報告と教員を交えた議論

3 開発援助から民衆中心
開発戦略への転換―
コーテン

受講生の報告と教員を交えた議論

4 開発援助への再挑戦―
サックス

受講生の報告と教員を交えた議論

5 脱開発の世界秩序再編
―ザックス

受講生の報告と教員を交えた議論

6 グローバル企業支配の
告発―ジョージ

受講生の報告と教員を交えた議論

7 グローバル帝国転覆の
論理―ネグリ

受講生の報告と教員を交えた議論

8 グローバル資本主義学派
のグローバル企業権力論

受講生の報告と教員を交えた議論

9 国連SDGsの論理 受講生の報告と教員を交えた議論
10 コロナ・パンデミックと

宇宙開発
受講生報告と教員を交えた議論

11 グローバル・ベーシッ
ク・インカム構想

受講生報告と教員を交えた議論

12 歴史的不正義に関する
正義回復論

受講生報告と教員を交えた議論

13 グローバル企業資本の
植民地的起源

受講生報告と教員を交えた議論。授
業日誌の提出。

14 真の国際協力とは何か？ 受講生報告と教員を交えた議論
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業までに「授業日誌」を書く。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。

【参考書】
阪本公美子・岡野内正・山中達也編著『日本の国際協力　中東・アフリカ編』
ミネルヴァ書房、2021年、4000円+税。
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016年、
2000円＋税。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提に、掲示板に書き込まれた授業日誌の各項目について、
25%ずつ100%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業日誌」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。教室討論の中で、国際開発・人権
NGO活動への長年の参加経験と観察を踏まえた議論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of International Cooperation.
Participants are required to read the textbook on the issues.
Presentation of the outline and some points to discuss on each chapter
followed by discussion with the lecturer in the class will be a good
occasion to understand the main issues on the subjects from the
sociological perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学への招待

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会学とはいかなる学問領域かということを探求しながら、専門
学習に向けて自らの問題関心を醸成することを目的とする。

【到達目標】
　社会学という学問領域の特徴・特性を学び、専門学習のための手
がかりをつかむ。それは、2年次からの専門演習の選択（ゼミ選び）
の助けにもなるはずである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　毎回オムニバス形式で、社会学を専門とする講師陣が、それぞれ
の専門分野をベースに、いま一番おもしろいと感じている研究テー
マや研究方法等について講義する。社会学という学問は、何を対象
とするかというより、対象に対して向ける視線や姿勢、切り口にこ
そその特質がある。各講師の講義を聴くことで、社会学の多様性と
同時に、そこに一貫して流れるこの学問のもつ特質・特徴について
考えていく。
　なお、毎回授業の最後にリアクションペーパーを提出してもらう。
授業計画は下記の通り（但し、若干の変更可能性あり）。リアクショ
ンペーパーについては、各回の担当教員がそれぞれの方法でフィー
ドバックを行う（フィードバックの有無の方針も含む）。対面授業で
実施予定。学習支援システムの指示に注意すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 本科目の概要説明（堀川三郎）
2 我問う，ゆえに我あ

り：大学への招待，
社会学への入門

講師：堀川三郎

3 態度の社会学 講師：池田裕
4 記憶と語りの社会学 講師：鈴木智之
5 「ただしさ」を社会学

してみる
講師：斎藤友里子

6 社会問題へのアプ
ローチ

講師：三井さよ

7 若者の居場所におけ
る信頼の構造

講師：樋口明彦

8 社会心理学のまなざ
し

講師：土倉英志

9 国際移住の社会学を
考える

講師：田嶋淳子

10 地域文化の社会学 講師：武田俊輔
11 ＜歴史＞から問う社

会学
講師：鈴木智道

12 国籍について考える 講師：佐藤成基
13 社会システムをはみ

出す人間
講師：徳安彰

14 まとめ 各講義の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自、授業で紹介のあった文献等を読み、授業内容についての理
解を深め、発展させる。本授業の復習時間は各4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。

【参考書】
（1）舩橋晴俊（2012）『社会学をいかに学ぶか』（現代社会学ライブ
ラリー2）弘文堂。
（2）長谷川公一・浜日出夫・藤村正之・町村敬志（2019）『新版社
会学』（New Liberal Arts Selection）有斐閣。
（3）玉野和志編（2016）『ブリッジブック社会学〔第2版〕』（Bridgebook
Series）信山社。

【成績評価の方法と基準】
　授業内期末試験（100%）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　該当なし

【Outline (in English)】
　 This course introduces the nature of sociology to students
taking this course. At the end of this course, students will
be expected to be able to think sociologically. Students will
be expected to have the required assignments after each class
meeting. Your study time will be more than two hours for a
class.
　Your overall grade in the class will be decided based on the
term-end examination (100%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

歴史社会学Ⅰ

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフ

スタイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近

代社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家

族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習

田嶋　淳子

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本実習の目的は社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度のテーマは
『多文化共生のありかをもとめて』について考える。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。
　本実習においては、都市地域社会を対象とするフィールドワーク
を通じ、調査の流れに沿って、作業プロセスを体験します。地域へ
のアプローチの仕方から問題の析出とドキュメント分析およびイン
タビューなどの調査プロセスを通じ、調査報告書の作成に至る社会
調査の全プロセスを把握します。毎回の課題は学習支援システムの
課題で設定します。提出物はコメントをつけて返却します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 調査概要と調査地に

ついて
調査地についての文献検索及び
統計データの収集

2 調査報告書を読む 調査報告書を参考に調査報告の
書き方を学ぶ

3 既存データの収集お
よび講読

参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把
握する

4 調査対象のリスト作
成

データの収集と共有化

5 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成
作業、文献の講読を通じて、問
題意識の明確化をはかる

6 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研
究計画の立案

7 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の
収集と講読、レポート

8 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織へのインタ
ビューから把握する（地域似展
開する地域組織・同郷団体、外
国人学校など）

9 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

10 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

11 調査の準備作業 データの共有化
12 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の

検討

13 調査計画の立案 夏休み中の調査計画立案
14 夏休み調査の準備作

業
調査対象者へのアプローチとア
ポイントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
インタビューデータの確認

17 データの分析作業 分析作業を進める（各自の担当
部分と全体とのつながり）

18 データの分析作業 サブ・グループを作り、データ
分析作業

19 データの分析作業 データ分析から各自のテーマ化
20 補足調査実施 各自のテーマに必要な補足調査

を実施
21 既往文献の再検索 既往文献を再検索する
22 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
23 プリゼンテーション

の準備
PPTを使った発表の仕方

24 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論

文のテーマを調整
26 報告書の執筆作業 報告原稿の完成に向けたブラッ

シュアップ
27 報告書の執筆作業 論文の書き方
28 報告書の執筆作業 報告書の完成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加すること。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
各年度で作成した調査報告書（これらは配布または貸し出し予定）
社会調査実習報告書、2023『コミュニティとしての横浜中華街Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書、2022『市民としての貢献　PartⅡ』
社会調査実習報告書、2021『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅢ）』
社会調査実習報告書、2020『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅡ）』
社会調査実習報告書,2019『多文化共生のありかをもとめて　Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書,2018『コミュニティとしての横浜中華街　Part
Ⅲ』

【参考書】
田嶋ゼミ社会調査報告書,『多文化共生のありかをもとめてⅠ、Ⅱ、
Ⅲ』。
田嶋淳子「池袋・新宿調査からの20年」『社会と調査』第4号,2010年。
田嶋淳子、2010『国際移住の社会学ー東アジアのグローバル化を考
える』明石書店。
田嶋ゼミナール『グローバル化の中の池袋』2010年調査報告。

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will learn how to conduct qualitative social research.
The subject is to study Okubo Koreantown as a Community.
Learning Objectives
Students will learn the entire process of conducting social
research, including how to plan and carry it out.
Learning Activities Outside Class
Preparatory activities will be vital to do assignments given in
class, either on a group or individual basis. Standard duration
for preparation and review will be two hours in total.
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Assessment
Submission of assignments given at all research stages (30%),
compilation of research data including interview (30%) and the
final report (40%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習

武田　俊輔

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この実習では近世以来の都市部が東京の郊外として再編され、旧住
民の減少と新住民が流入という状況するにおいて、地域社会のつな
がりやコミュニティがいかに再生産され、また新たに作り出されて
きたかを明らかにする。そのための具体的な手がかりとして、地域
社会における伝統的な文化や祭礼の継承、現代におけるその再編に
ついて、八王子市を事例に質的社会調査の方法（参与観察、インタ
ビュー、ドキュメント分析など）を駆使して解明することで、社会
調査の実践的な能力を培うことを目的とする。

【到達目標】
インタビューや参与観察、ドキュメント分析といった質的調査、ま
たデータ分析と論文の執筆に至るプロセスを実践的に習得すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
この授業は以下の4つの段階を経て進める。
１：社会調査を実施することの意味に関する基本認識を共有する。
２：社会調査を設計・計画する（「フィールドノーツ」の重要性と作
成法、基礎資料・基本情報の共有化、調査テーマの確定、調査地域の
選定、調査対象の確定、仮説の定立、調査方法の確定、質問項目の整
理と作成、インタビューマニュアルの作成、調査スケジュールの作
成、調査対象者とのアポイントメントの心得の共有、インタビュー
記録・観察記録のフォーマットの共有、収集した質的調査データの
処理・分析の手法、報告書の作成法、「調査倫理」としての対象者・
協力者への結果報告の心得）。
３：社会調査を実施する。２の設計・計画に応じて現地調査（イン
タビュー調査、フィールドワーク）を実践する。8月5日（土）・6日
（日）に調査する祭礼が実施されるため、この両日のフィールドワー
クに参加することは必須となる。
４；調査結果のまとめと報告書作成：調査結果をまとめて報告書を
作成し、また調査対象者・協力者に対して報告を行う。
授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション

と担当の決定
実習の目的と今後のスケジュー
ルについて説明する。

2 調査および調査地に
ついての概要の把握

調査地についての文献検索及び
統計データの収集調査

3 祭礼・伝統文化の社
会学的調査の実例

既存の伝統文化・祭礼に関する
調査の実例を学ぶ

4 学生による祭礼調査
の実例

学生による調査報告書を参考に
調査報告の書き方を学ぶ

5 既存データの収集お
よび講読

文献の検索方法および既存デー
タを読み、問題の所在を把握す
る

6 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成
作業、文献の講読を通じて、問
題意識の明確化をはかる

7 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研
究計画の立案

8 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の
収集と講読、レポート

9 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織や関係者へ
のインタビューから把握する
（祭礼の保存団体、郷土史家、教
育委員会）

10 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

11 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

12 参与観察調査の準備
作業

調査対象を参与観察するための
アプローチ方法の検討

13 参与観察の調査計画
の立案

夏休み中の参与観察調査の計画
立案

14 夏休み調査の準備作
業

夏休み中の参与観察調査とイン
タビュー調査対象者へのアプ
ローチとアポイントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
参与観察およびインタビュー
データの確認

17 データの分析作業の
方向性の確認

分析の方針を定め、作業を進め
る（各自の担当部分と全体との
つながり）

18 個々の地縁組織につ
いての分析作業

地縁組織ごとのデータ分析作業

19 各地縁組織に共通す
るテーマの析出

個々の地縁組織を超えて共通す
るテーマの発見

20 データの分析結果の
検討

データ分析の結果の報告と再検
討

21 既往文献とのつきあ
わせ

既存の文献との比較を通じて、
分析結果の位置づけを確認する

22 データの公表の仕方
の検討

倫理規定についての検討

23 プレゼンテーション
の準備

パワーポイントを用いた報告の
準備

24 論文の構成・内容の
検討

各自の論文化へ向けた報告

25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論
文のテーマを調整

26 報告書の執筆と内容
の検討

各自の原稿の完成に向けた作業

27 報告書の執筆作業 各自の原稿の報告と質疑を通し
たブラッシュアップ

28 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、準
備作業が重要となる。また、夏休み中の参与観察調査・インタビュー
調査に必ず参加することが前提であり、参加しない場合は単位を取
得できない。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
松平誠,1980,『祭の社会学』講談社．
松平誠,1990,『都市祝祭の社会学』有斐閣．
佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法：原理・方法・実践』新曜社．
高久舞,2017,『芸能伝承論：伝統芸能と民俗芸能の演者と系譜』岩
田書院．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．
武田俊輔,2019,『コモンズとしての都市祭礼：長浜曳山祭の都市社
会学』新曜社．
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米山俊直,1974,『祇園祭：都市人類学ことはじめ』中央公論社．

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%）、インタビュー記
録などの調査データの作成（30%）、および最終レポート（40%）

【学生の意見等からの気づき】
報告書作成に至るプロセスにおいて、過去の調査報告書の実例もふ
まえて、より具体的なテーマをこちらで設定する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイ
ダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。社会調査士
資格を取得するための必要なG科目にあたり、同じくF科目にあた
る調査研究法Bとセットで履修することが前提となっています。調
査研究法Bを受講せずに社会調査実習を受けることはできません。

【Outline (in English)】
In this exercise, we will clarify how local communities have
been transformed in a suburban city with a long history
since the Edo period. As a clue to this, we will focus on
traditional culture and festivals in the local community. By
using qualitative social research methods (e.g., participant
observation, interviews, document analysis, etc.) to clarify how
current social changes have affected the succession of festivals
and how festivals and local community have been reorganized,
we will cultivate practical skills in social research.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Submission of assignments for all phases of the research
exercise (30%), preparation of interview transcripts and other
research data (30%), and a final report (40%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習

三井　さよ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、地域における市民活動団体への調査研究の仕方につい
て、その基礎的な事柄を学ばせるものです。授業の目的は、実際の
調査の流れに沿って、必要となる作業過程を体験することです。具
体的なテーマは、多摩地域における市民活動の分析を通して、そこ
で問われていた問題とは何かを明らかにすることとします。

【到達目標】
調査の事前準備や調査対象の確定、依頼、参与観察法や聞き取り調
査をはじめとした調査の実施、質的データの収集、それらデータの
分析、報告書の作成まで経験し、社会調査の全プロセスを把握する
ことで、現実から一定のテーマを引き出す力を身につけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法A」または「調
査研究法B」と同時に履修することが必要です。なお、受講者が一
定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。
夏休み期間を利用し、集中的に、調査対象となる団体への聞き取り
調査および参与観察を行います。秋学期以降に、調査から得られた
資料や聞き取りからデータベースをつくり、各自の論文の骨組みを
つくります。9月上旬の頃に時間的余裕を作っておいてください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 多摩地域について 対象地域の理解
2 調査を設計するとは 過去の調査事例から
3 調査の手法と課題 過去の調査事例から
4 調査テーマの決定 調査テーマに関する討論
5 仮説の構築 調査仮説の決定
6 調査対象の決定 各自の関心に基づく
7 先行研究の学習① 各自の関心に基づく
8 先行研究の学習② 各自の関心に基づく
9 先行研究の学習③ 各自の関心に基づく
10 関連する制度の学習

①
介護保険制度

11 関連する制度の学習
②

障害者自立支援法

12 プレ調査の実施 関連する団体へのインタビュー
調査を全員で実施

13 プレ調査の振り返り 実際のインタビューについて振
り返る

14 質問票の作成・アポ
取り

各自の関心に基づいて質問票を
作成、実際にアポイントメント
を取る

15 調査結果の整理① 資料の整理／最初の感想
16 調査結果の整理② 文字おこし
17 調査結果の整理③ 文字おこし
18 調査結果の整理④ 文字おこし

19 論文の素案① 各自の印象を出す
20 論文の素案② なぜ重要か、解説をつける
21 データの整理ふたた

び
不足の確認

22 論文の構成① 各自の構成案を出す
23 論文の構成② 各自の構成案を出す
24 論文の構成③ 各自の構成案を出す
25 追加データの検討 追加可能か確認する
26 報告書の執筆① 各自の執筆
27 報告書の執筆② 討論を踏まえて書き直し
28 報告書の確認 全体を確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各4時間を標準とします。また、夏休
み期間に調査を実施するので、秋学期の始まる前の3週間程度の期
間には時間的余裕を作っておいてください。なお、具体的にいつ調
査を実施することになるかは、調査対象者とのアポイント次第なの
で、現段階ではわかりません。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
三井さよ・三谷はるよ・西川知亨・工藤保則編2023『はじめての社
会調査』世界思想社
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美2016『質的社会調査の方法：他者の合
理性の理解社会学』有斐閣
金子淳2017『ニュータウンの社会史』青弓社

【成績評価の方法と基準】
調査と授業への参加 (50%)、報告書の執筆 (50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students experience the
process of social research. The students will go out from the
classroom and investigate how the civil activities in Tama
District have grown and what they have confronted. Your
overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end report: 50%、in class contribution: 50%.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC300EB, SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology
300 ,社会学 / Sociology 300）

社会調査実習

惠羅　さとみ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
主に質的社会調査の方法（フィールドワーク・参与観察・聞き取り
調査）の実践を通じて、社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度の
テーマは「労働とダイバーシティ」とする。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
年間の作業スケジュールは以下の通りである。4～6月は本テーマと
調査対象に関する下調べ、先行研究の検討、予備調査および各自の
テーマの設定を行う。7月は調査準備期とし、8～9月には調査を実
施する。10～11月は調査結果の整理分析を行い、12～1月には研
究論文の執筆を行う。年度末までに研究報告書を完成させる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 実習の概要の説明
第2回 調査対象についての

概要把握
文献検索及び統計データの収集

第3回 調査報告書の検討 調査報告書の概要と書き方を学
ぶ

第4回 既存データの収集及
び講読

参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把
握する

第5回 文献の収集・検討 人の移動と産業・労働に関する
既往研究を読み、問題意識の明
確化をはかる

第6回 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研
究計画の立案。

第7回 既往研究の批判的検
討

資料の収集と講読

第8回 調査対象へのアプ
ローチ

調査対象をインタビューから把
握（業界団体、企業、地域組織
など）

第9回 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成

第10回 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

第11回 調査の準備作業 データの共有化
第12回 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の

検討
第13回 調査計画の立案 夏休み中の計画立案

第14回 夏休み調査の準備 問題意識・問いの明確化と共有
第15回 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
第16回 データの確認 収集資料やインタビューデータ

の確認
第17回 データの分析 分析の方針、各自の担当と作業

課題を確認
第18回 データの分析 グループごとのデータ分析作業
第19回 データの分析 各自のテーマ化
第20回 補足調査 各自のテーマに必要な補足調査

の実施
第21回 既往研究の再検討 既往文献の再検索・収集・講読
第22回 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
第23回 プレゼンテーション パワーポイントによる発表
第24回 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
第25回 報告書構成の検討 調査報告書の構成を検討
第26回 報告書の執筆作業 各自の論文に向けた作業
第27回 報告書の執筆作業 各自の論文の報告と質疑
第28回 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加することが前提で、参加しない場合は単位を取得できない。本
授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
梅崎修・池田心豪・藤本真編著,2020,『労働・職場調査ガイドブッ
クー多様な手法で探索する働く人たちの世界』中央経済社.
惠羅さとみ,2021,『建設労働と移民ー日米における産業再編成と技
能』名古屋大学出版会.
駒井洋監修・津崎克彦編著,2018,『産業構造の変化と外国人労働者ー
労働現場の実態と歴史的視点』明石書店.
園田薫, 2023,『外国人雇用の産業社会学ー雇用関係のなかの「同床
異夢」』有斐閣.
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していない

【学生が準備すべき機器他】
各自がラップトップ・コンピューターを用意しておくことを推奨する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。3月下旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn how to conduct social research
primarily through practicing qualitative social research such
as fieldwork, participant observation, and interviews. The
main topic is "Labor and Diversity."
At the end of the course, students are expected to understand
the processes of social research, and be able to plan and conduct
their own research.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、class assignments: 30%、research
data such as interview records: 30%
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ

武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は質的な社会調査の基礎と現実社会におけるその意
義や役割について理解する。国内外における質的社会調査の実例に
学びつつ、質的社会調査を主とする社会調査の方法について、イン
タビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法を実
践的に習得する。

【到達目標】
インタビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法
を習得し、実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義を中心とする。文献や統計データの検索、インタビュー調査の
依頼、質問項目の設定、インタビューの実践とデータの整理、校外学
習での参与観察のフィールドノーツの作成についてそれぞれレポー
トを課すほか、実際に授業内で課題を行ってもらう場合がある。授
業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
この授業は，担当教員が今年度に開講する「社会調査実習」と同時
に履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合
は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義の目的とスケジュール
2 問題意識の重要性 調査の目的と調査すべき問題意

識の明確化
3 「統計的・数量的」調

査と「事例的・質的」
調査

量的調査との対比において、質
的な社会調査の特徴

4 ライブラリーワーク テーマに関連する文献と先行研
究の検索、収集方法

5 調査対象・調査方法
の明確化

調査対象や調査方法の選定のプ
ロセス

6 内容分析・言説分析
の展開と方法

内容分析・言説分析についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

7 写真やビジュアルメ
ディアの分析

写真・映像などのメディアの分
析についての説明（研究例の紹
介と解説を含む）

8 聞き書きとインタ
ビュー

インタビュー調査の方法につい
ての説明（研究例の紹介と解説
を含む）

9 参与観察調査のプロ
セスとデータ化

参与観察調査の方法についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

10 ライフヒストリー研
究の方法論

ライフヒストリー研究について
の説明（研究例の紹介と解説を
含む）

11 ドキュメントと資料
（史料）批判

史資料を用いた分析についての
説明（研究例の紹介と解説を含
む）

12 データの収集とデー
タベースの構築

質的な社会調査において収集し
たさまざまなデータをどう整
理・分類し、分析していくかに
ついて説明

13 データアーカイブと
その活用

さまざまな質的なデータのデー
タベースやアーカイブの具体例
とその活用方法について説明

14 社会調査をめぐる社
会関係と調査倫理

社会調査におけるインフォーマ
ントとの関係性とそこでの調査
倫理について説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。講義期間中
に、文献・統計データ検索レポート、インタビュー依頼文レポート、
インタビュー質問項目作成レポート、参与観察記録作成レポートを
課す。また最終レポートとしてインタビュー調査・参与観察調査の
記録の提出を課す。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
宮内泰介・上田昌文,2020,『実践　自分で調べる技術』岩波書店．
野村康,2017,『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手
法』名古屋大学出版会．
佐藤健二・山田一成編,2009,『社会調査論』八千代出版．
佐藤郁哉,2006,『フィールドワーク　増訂版：書を持って街へ出よ
う』新曜社．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの提出（26%）
講義期間中のミニレポート4回（50%）
最終レポート（24%）

【学生の意見等からの気づき】
少人数を前提とした授業であり、学生同士によるディスカッション
を積極的に行いつつ、講義を進めていく。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。この科目を受講したい場合は、3月
下旬に実施する社会調査実習ガイダンスに必ず出席して、担当教員
の指示を受けて下さい。社会調査士資格を取得するための必要なF
科目にあたり、同じくG科目にあたる社会調査実習とセットで履修
することが前提となっています。調査研究法Bだけを受講すること
はできません。

【Outline (in English)】
The purpose of this lecture is to understand the fundamentals
of qualitative social research and its significance. The course
will then focus on the practical application of qualitative social
research methods, such as interviews, participant observation,
and media analysis, through understanding of actual examples
of surveys in Japan and abroad and report assignments.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Submission of reaction papers (26%)
Four mini-reports during the lecture (50%)
Final report (24%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ

田嶋　淳子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
 質的調査方法を学ぶ　

【到達目標】
調査方法に関する知識を学ぶと同時に、その知識を使って、自ら調
査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
質的調査方法は都市社会学領域におけるシカゴ学派などの古典的調
査研究から現代の都市地域社会を対象とする外国人居住調査まで幅
広く用いられてきた調査手法である。これら既往研究の調査方法に
ついて、本講義では、できる限り原点における方法と課題とを現実
の調査フィールドとの関係において、総合的な視点から論じていく。
こうした作業を通じて、データの収集方法（観察、インタビュー、参
与観察）ならびに分析方法について、それぞれの特徴と問題点を学
ぶ。課題は学習支援システムに設定します。提出されたレポートに
はコメントをつけて返却します。この授業は，担当教員が今年度開
講する「社会調査実習」と同時に履修することが必要です。なお、受
講者が一定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の概要と進め

方の説明
　調査方法上の特徴について説
明する。

2 都市社会学における
研究上の方法と課題
（シカゴ・シリーズの
概説）

　都市地域調査をとりあげ、具
体的にいかなる調査がおこなわ
れてきたのかを文献から学ぶ。

3 都市社会学における
研究上の方法と課題

日本の代表的な質的調査法の概
説

4 都市社会学における
質的分析法（1)

課題設定と調査方法

5 都市社会学における
質的分析法（2）

フィールドへの入り方

6 都市社会学における
質的分析法（3）

参与観察

7 都市社会学における
質的分析法（4）

フォーマル/インフォーマル・イ
ンタビュー

8 都市社会学における
質的分析法（5）

視覚データの収集方法と分析

9 都市社会学における
質的分析法（6）

データのコード化、カテゴリー
化、文章化

10 都市社会学における
資料分析の方法

ドキュメントの活用と分析

11 事例研究（1） 外国人居住調査の分析方法
12 事例研究（2） 外国人政策（国、市町村レベル）

の分析方法

13 エスニック研究の分
析方法

『ストリート・ワイズ』から学ぶ
こと

14 質的研究 分析から理論へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回講義で指定された参考文献を読み、必要な作業をこなすこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、必要な資料はコピーで配布する。

【参考書】
1.ウヴェ・フリック著小田他訳『質的研究入門』春秋社、2002年。
2.佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法』新曜社。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will study qualitative research methods.
Learning Objectives
Students will acquire knowledge of qualitative research
methods so that they can conduct their own research applying
these methods.
Learning Activities Outside Class
Students will do readings assigned in each class and carry out
tasks required. Standard duration for preparation and review
will be two hours each.
Assessment
Reports on assigned readings (20%), assigned work and
submission (30%) and the end-term report (50%)
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三井　さよ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は、質的データの収集と分析に基づいて調査報告論
文を執筆完成させるために必要な、基礎的な方法の習得です。基本
的な考え方をグラウンデッド・セオリーに学びつつ、具体的な調査
手法としては参与観察と聞き取り調査を中心に解説し、分析方法と
そこから理論的テーマを立ち上げる方法について解説します。

【到達目標】
質的データの収集と分析の基礎的な方法について理解し、実際に自
分で実施するだけの基礎的な力を身につけること。同時に、調査倫
理についても理解し、身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
量的調査と対比しつつ、質的調査と総称される手法にどのようなも
のがあるのかを解説し、具体的にデータ収集および分析の際に課題
となることについて、学生と討論しつつ理解させます。
この授業は，担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 質的調査研究の意義

と特色
仮説検証型と仮説提起型

第2回 フィールドワークの
流れと手法について

既存の調査研究の紹介から

第3回 問題設定と調査計画
の立て方

問いを立てるとはどのようなこ
とか／調査倫理とは

第4回 質的調査の手法 (1) 文献で知識のデータベースをつ
くる

第5回 質的調査の手法 (2) 調査依頼の方法、フィールドへ
の入り方

第6回 質的調査の手法 (3) 参与観察法
第7回 質的調査の手法 (4) インタビューの種類と特色
第8回 質的調査の手法 (5) 場を観察するということ
第9回 質的データの分析 (1) 調査に基づくデータベースをつ

くる
第10回 質的データの分析 (2) コーディング／KJ法／発見す

るということ
第11回 質的データの分析 (3) 比較と関連付け
第12回 質的データの分析 (4) 理論的テーマを立ち上げる
第13回 質的データの分析 (5) 妥当性とは何か／調査倫理ふた

たび
第14回 論文の作成に向けて 具体的な論文の書き方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された文献を事前に読む、授業内で示す演習課題を行う、授業中
の討論に参加することを求め明日。本授業の準備・復習時間は、各
4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
盛山和夫（2004）『社会調査法入門』有斐閣
小田博志（2023）『改訂版　エスノグラフィー入門：〈現場〉を質
的研究する』春秋社
三井さよ・三谷はるか・西川知亨・工藤保則編（2023）『はじめての
社会調査』世界思想社

【参考書】
授業中に適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
課題（50%),平常点（50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge needed to study based on social research.
Students will be expected to try to make a plan of social
research based on their interests. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-and reports 50%, in
class contribution 50%.
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惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
質的調査法を学ぶ。社会調査実習を履修する上で必要不可欠な知識
を習得する。

【到達目標】
インタビュー、参与観察などの質的社会調査に関する知識を習得し、
その知識を使って調査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・本講義では「質的調査法」、とりわけフィールドワークや参与観察、
半構造化インタビューといった手法を取り上げ、質的調査の方法論
と実際、可能性と限界について体系的に講義する。さらに、実習を
念頭に置いて、テーマに沿ったテキストの講読を行い、実際の分析
事例を検討する。
・授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
・この授業は、担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要である。受講者が一定人数を超える場合は選考
をおこなうことがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の目的と構成
第2回 質的調査の意味（１）社会理論と社会調査
第3回 質的調査の意味（２）量的調査と質的調査
第4回 質的調査の手法（１）フィールドワーク
第5回 質的調査の手法（２）参与観察
第6回 質的調査の手法（３）インタビュー
第7回 質的調査の手法（４）ドキュメント分析
第8回 質的調査の事例検討

（１）
フィールドワークによる先行研
究の講読

第9回 質的調査の事例検討
（２）

参与観察による先行研究の講読

第10回 質的調査の事例検討
（３）

生活史を用いた先行研究の講読

第11回 質的調査の事例検討
（４）

ドキュメント分析による先行研
究の講読

第12回 質的調査の実際（１）フィールドへの接近方法
第13回 質的調査の実際（２）調査結果の公開と調査における

倫理
第14回 質的調査の実際（３）質的調査に基づく論文の作成に

向けて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。文献講読、資
料収集レポートなど、毎回、講義で指定する必要な作業を行うこと。

【テキスト（教科書）】
講義中に適宜指示する。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
必ず、担当教員の「社会調査実習」とセットで履修すること。
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要となります。3月下旬に実施する社会調査実習ガイダ
ンスに必ず出席して、担当教員の指示を受けてください。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of qualitative social
research to students taking this course. The course also
introduces the fundamentals of qualitative data analysis. By
the end of the course, students should be able to evaluate
major studies in terms of their methods, results, conclusions
and implications. Grading will be decided based on in class
contribution:100%
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環境社会学Ⅰ

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会

学か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の

学び方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視

点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始ま
り

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協
調できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのような
ときに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもた
らしたのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社
会的側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける
国連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係に
おいてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

GDR200EC（ジェンダー / Gender 200）

開発とジェンダー

吉村　真子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、開発とジェンダーについて、開発途上国の開発や問題点、
ジェンダーをめぐる議論など、多様な観点から議論します。

【到達目標】
開発とジェンダーについて学び、ジェンダーという視点を入れると
問題がどう見えるか、具体的に考えていくこと、問題を構造的に議
論できるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、開発とジェンダーについて、様々な観点から議論、分
析することを目的とします。
◉開発とジェンダーについて構造的に考え、グループ・ディスカッ
ションも含めて深く議論していきます。最終授業では 13 回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業のテーマと目的
第2回 開発と「女性」「男

性」の視点
「女性」「男性」の視点から開発
途上国の社会と開発を見直す

第3回 「農村の近代化」：
「農民＝男性」か？

農村社会におけるジェンダーと
開発プロジェクトを考える

第4回 貧困、ジェンダー、
女性

開発途上国のケースから考える

第5回 開発途上国の女性の
生活

教育や妊娠・出産などについて
考える

第6回 開発途上国の伝統と
少女

伝統的慣習や「女子割礼」

第7回 イスラームとジェン
ダー

イスラーム・コミュニティにお
ける女性や「ヴェール論争」

第8回 開発政策とジェン
ダー

国連などの開発政策における
ジェンダーの議論

第9回 グローバル経済と
ジェンダー

多国籍企業の途上国進出と女性
労働者：「器用な指先」

第10回 ヒトの移動とジェン
ダー

移住（出稼ぎ）労働、ケア労働
など

第11回 セックス産業と人身
売買

人身売買とジェンダー

第12回 開発途上国の女性の
身体

生理の貧困、リプロダクティ
ブ・ヘルスなど

第13回 開発途上国のセク
シュアリティ

開発途上国のセクシュアル・マ
イノリティ

第14回 人間の安全保障と
ジェンダー

開発・貧困・ジェンダー、女性
のエンパワーメント

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもって開発とジェンダーについて調べ
てほしいと思います。授業でのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションのために、ミニ・レポートの事前提出など、課題に
ついて調べてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
吉村真子「開発とジェンダー」『性と文化』法政大学出版局 (2004);
宇田川妙子ほか編『ジェンダー人類学を読む』世界思想社(2007)；
田中由美子『はじめてのジェンダーと開発：現場の実体験から』新
水社 (2017)など。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
開発とジェンダー、国際社会問題など、授業以外の視点につながる
議論にしたいと思っています。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Gender and Development. The issues
include discussion on gender issues in politics, education, UN
programs, rural development, industrialization, reproduction
health, sexuality, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in developing countries in
globalization. Students are required to study gender issues in
developing countries, to submit comment sheets each week, to
write short papers, and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the gender issues with development.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ARSe200EC（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 200）

地域研究（アジア）

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、アジアにおける社会・経済・政治などの問題について、
様々な観点から議論していくことを課題とします。対象地域は、東
アジア（中国、朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。

【到達目標】
本講義で、アジア社会における様々な問題について学び、多角的な
視点で議論、分析することを身につけることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、アジアの社会や経済・政治について、様々な観点から
議論、分析することを目的とします。対象地域は、東アジア（中国、
朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。
◉アジア社会について構造的に考え、グループ・ディスカッション
も含めて深く議論していきます。またミニ・レポートではアジアに
関連してフィールド・ワークも求めます。最終授業では13回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業のテーマと目的
第2回 世界の中のアジア アジアとは何か
第3回 植民地支配と独立後 アジアの植民地化と現地社会
第4回 日本と「アジア」 日本と近隣アジア諸国との関係
第5回 アジア社会の多様性 エスニック集団（民族）、宗教、

言語
第6回 アジアの多民族社会 地域研究のケースから
第7回 アジアの政治問題 現代アジアの政治
第8回 農村社会の近代化 農村開発、農業、貧困
第9回 アジアにおける工業

化
グローバル化と新しい国際分業

第10回 アジアの都市化 アジアにおける都市問題
第11回 経済援助 開発援助、ＯＤＡ、ＮＧＯｓなど
第12回 アジアの環境問題 環境の諸問題とサステナビリ

ティ
第13回 グローバル化とアジ

ア
いまアジアで何が起こっている
のか

第14回 アジアの開発と市民
社会

アジア社会の視点から

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもってアジア社会について調べてほし
いと思っています。授業でのグループ・ディスカッションやプレゼ
ンテーションのために、ミニ・レポートを提出してもらうことも予
定しています。

◉またアジアに関する文献・資料のほか、ドキュメンタリー、シン
ポジウムや講演会、アジア映画や展覧会など、教室外でアジアに触
れる（フィールド・ワーク含む）ことを目的に、「ミニ・レポート」
は「文字メディア以外でふれたアジア」を課題にする予定です。
◉なお、本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
参考文献などは適宜、紹介します。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
アジア社会について深い分析と議論につながるようにしたいと思っ
ています。

【その他の重要事項】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Asian societies and economies. The
issues include discussion on history, politics, ethnicity, rural
development, industrialization, urbanization, environment,
human rights, and so on. The course is to analyze the structure
of problems in the globalizing Asian societies. Students are
required to study social problems in Asian countries, to submit
short papers and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able
to analyze and to discuss the social sciences issues on Asian
studies.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2)Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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SOC100ED（社会学 / Sociology 100）

メディア社会入門Ⅰ

大森　翔子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの生活と密接にかかわる「メディア」について、現実社会との
結びつきを理解するための基礎概念、基礎理論を学ぶ。加えて、各
回で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①メディアと社会の結びつきについて、基礎的な概念・理論を理解
し、様々な角度から説明・考察できるようになる。
②メディアと社会に関連する最新の研究について、その位置づけや
結果を説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 本講義で扱う「メディア社会」

の射程
第2回 メディアの登場と社

会 (1)
マスメディア登場以前の情報伝
達

第3回 メディアの登場と社
会 (2)

新聞の登場、発達

第4回 メディアの多様化と
社会 (1)

ラジオ放送、テレビ放送の開始、
発達

第5回 メディアの多様化と
社会 (2)

ケーブルテレビの発達・テレビ
ニュースの「娯楽化」

第6回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(1)

インターネット技術とメディア
の融合

第7回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(2)

伝統メディアのインターネット
進出

第8回 SNSメディアの登場
と社会

SNSメディアの登場が社会に与
えた影響を考える

第9回 地域とメディア 地域でのメディア活用を中心に
学ぶ

第10回 行政サービスとメ
ディア

行政サービスにおけるメディア
活用と問題について考える

第11回 副産物的学習とメ
ディア

メディア利用による副産物的学
習と現在のメディア環境につい
て考える

第12回 社会的リアリティと
メディア (1)　

「社会的リアリティ」の共有につ
いて考える

第13回 社会的リアリティと
メディア (2)

社会的分断とメディア

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を
確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
井川充雄・木村忠正編（2022）『入門メディア社会学』ミネルヴァ
書房.
辻泉・南田勝也・土橋臣吾編（2018）『メディア社会論』有斐閣．
津田正太郎（2016）『メディアは社会を変えるのか―メディア社会
論入門』世界思想社．
池田謙一（2013）「社会のイメージの心理学―ぼくらのリアリティ
はどう形成されるか」サイエンス社．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの内容紹介が好評のため、
今年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。また、毎回の授業で学習支援システムを通じてリア
クションペーパーを提出することが求められるので、提出可能な電
子機器を準備してください。

【Outline (in English)】
In this course, students learn the basic concepts and theories
of "media," which are closely related to our daily lives, in
order to understand their connection to the real world. In
addition, students will learn the latest findings on the topics
to be covered in each session.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. Understand the basic concepts and theories of the
connection between media and society, and be able to explain
and discuss them from various perspectives.
-B. Explain the position and results of current research related
to media and society.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消
費者心理・消費者行動の位置付
け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決
定モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，そ
の調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消
費者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに
関する情報の探索と評価につい
て

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラ
ンド・商品情報に対する注意と
記憶について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程
およびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動
への影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の
意思決定について事例を基に
理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的な
セグメント分けと心理過程への
影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実
際について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行
動や意思決定にもたらす影響に
ついて

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤ
リティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

消費者行動モデリング

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年のIOT技術の急速な進歩やビッグデータが積極的な活用は、今後
マーケティング戦略の構築方法にも大きな変革をもたらすことが予
想される．従来よりもオンタイムに様々な消費行動に関係するデー
タが技術的に得られることは、一方でそのデータをどのように扱っ
て次のマーケティング戦略構築に利用するべきかを学ぶ必要が出て
きたことも意味する．本演習では、実際のマーケティングデータを
用い，統計的な手法によって様々な「消費者の行動」をどのように
モデル化し，シミュレーションを行えばよいのかを習得する．

【到達目標】
身近な消費者行動を観察し，そこから観測すべき変数を決定し，モ
デル化を行い，数値シミュレーションを行う一連の過程を行えるよ
うになること，および，そのシミュレーション結果から新しい提案
ができるようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は，各回前半の講義部分と後半の演習部分に分
かれており，消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得
する．
その上で第11回以降はグループに分かれ，グループワークによって
実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作成する．
各提出課題や，グループワークの途中成果については随時授業の中
でフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明
2． 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な

基礎を確認
3． 単回帰分析とモデル

化（１）
単回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

4． 単回帰分析とモデル
化（２）

単回帰分析による消費者行動の
分析

5． 重回帰分析とモデル
化（１）

重回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

6． 重回帰分析とモデル
化（２）

重回帰分析による消費者行動の
分析

7． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（１）

数量化Ⅰ類を用いたカテゴリー
データの利用について

8． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（２）

カテゴリーデータも利用した消
費者行動の予測モデルの構築

9． コンジョイント分析
とモデル化（１）

コンジョイント分析の説明とコ
ンジョイントカードの作成

10． コンジョイント分析
とモデル化（２）

コンジョイント分析の実施と消
費者行動モデルの構築

11． 最終課題制作（１） モデル化する消費者行動の探索
（グループワーク）

12． 最終課題制作（２） 調査の作成（グループワーク）

13． 最終課題制作（３） 分析とモデル化（グループワー
ク）

14． 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（60％）と最終課題（40％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います．

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

消費者行動モデリング

木暮　美菜

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オンラインを利用する消費者が増えるなかで、顧客データを分析・
活用したマーケティングが積極的に行われるようになっている。本
講義では、消費者の行動を分析する手法のひとつとして、消費者の
行動を統計的な手法によってモデル化し、シミュレーションを行う
手法を習得する。

【到達目標】
①身近な消費者行動をモデルで説明し、数値シミュレーションを行
えるようになること
②シミュレーション結果に基づいて、新しい提案ができるようにな
ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は、各回前半の講義部分と後半の演習部分に分か
れており、消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得す
る。その上で、第11回以降はグループに分かれ、グループワークに
よって実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作
成する。各提出課題や、グループワークの途中成果については随時
授業の中でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 実習内容の説明
2 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な

基礎を確認
3 単回帰分析とモ

デル化 (1)
単回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

4 単回帰分析とモ
デル化 (２)

単回帰分析による消費者行動の
分析

5 重回帰分析とモデル
化 (1)

重回帰分析による消費者行動の
予測モデルの構築

6 重回帰分析とモデル
化 (2)

重回帰分析による消費者行動の
分析

7 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (1)

数量化I類を用いたカテゴリー
データの利用について

8 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (２)

カテゴリーデータも利用した消
費者行動の予測モデル
の構築

9 コンジョイント分析
とモデル化 (1)

コンジョイント分析の説明とコ
ンジョイントカードの
作成

10 コンジョイント分析
とモデル化 (２)

コンジョイント分析の実施と消
費者行動モデルの構築

11 最終課題制作 (1) モデル化する消費者行動の探索
(グループワーク)

12 最終課題制作 (２) 調査の作成 (グループワーク)
13 最終課題制作 (３) 分析とモデル化 (グループワー

ク)

14 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて適宜プリント配布を行う。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題 (60%)と最終課題 (40%)による総合評価

【学生の意見等からの気づき】
授業内で取り組んだ成果に対して、できる限りフィードバックを実
施します。

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います。

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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MAN300ED（経営学 / Management 300）

マーケティング実践

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
競争力のある商品開発や，訴求力のある広告活動を行うためには，消
費者心理に関する理論的な基礎と，妥当性の高いアンケート調査や
その分析の遂行に基づいたマーケティング戦略の立案が重要である．
そのため，本授業では，実際のマーケティング課題を題材に，同一
モジュールですでに履修した「消費者行動論」における消費者の心
理の理解と「消費者行動モデリング」で習得した消費者の分析技法
を駆使し，実践的なマーケティング戦略の構築を行う．

【到達目標】
消費者心理の理論と分析技法に基づいた，マーケティング戦略の企
画と発表を行えるようになること．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP2・DP3・DP4・DP12
に関連。DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
実際の商品開発やブランディング等の課題を題材に，消費者心理や
行動に関する理論や各種データ，シミュレーション手法などを使用
し，グループワークによりマーケティング戦略を構築し，発表を行
う．中間報告や最終報告に対し，講評を行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明，グルーピング

等
2． マーケティング戦略

の立案１
市場分析・ポジショニング分析

3． マーケティング戦略
の立案２

ニーズの把握

4． 課題のキックオフ 取り組む課題と制約条件の確認，
質疑応答（キックオフミーティ
ング）

5． 課題の分解 課題の客観的な分析
6． 戦略の構築活動１ 課題の分析（現状分析）
7． 戦略の構築活動２ ゴールの設定
8． 調査1 ヒアリング調査・アンケート調

査の実施
9． 調査2 調査結果の分析
10． 中間報告会 各グループ活動の中間報告と質

疑応答
11． 課題解決活動1 中間報告での質疑応答を受けた

戦略の再検討
12． 課題解決活動2 データの分析と効果考察
13． 課題解決活動3 提案資料の作成
14． 最終発表 構築した課題解決の戦略につい

て発表を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外にも，実地調査や分析など，進度によってグループワー
クの時間を一部確保する必要があります．本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
実践活動における平常点（50％）と最終発表（50％）による総合
評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to develop the students’ skill in
making marketing strategies.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end presentation:40%,In class contribution: 60%
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FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会

橋爪　絢子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーの発展と、それに伴う社会における課題に
ついて考えます。また、それらの諸課題を解決するための設計の基
礎として、ユーザ中心設計の基本概念と考え方について学びます。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の基本概念と設計プロセスにおける各活動の理解
（2）メディアテクノロジーの発展に伴う社会における諸課題の理解

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　以下のテーマについて、主に講義形式で授業を行いますが、内容
の理解を深めるために、適宜グループワーク等を入れたり、ゲスト
を招聘したりします。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザとインタ

フェース1
ユーザの多様性

3 ユーザとインタ
フェース2

インタフェースにおけるインタ
ラクション

4 生活の中のメディア
テクノロジー

コンピュータの浸透と生活の変
化

5 アンユーザブルなコ
ンピュータ

ユーザビリティの概念の誕生

6 設計プロセス1 設計プロセスの基本
7 設計プロセス2 ユーザ中心設計の活動の進め方
8 インタフェースデザ

イン1
デザインと設計、デザインアプ
ローチの基本

9 インタフェースデザ
イン2

人間工学、人間の身体・生理的
特性を考慮したデザイン

10 インタフェースデザ
イン3

認知工学、人間の認知的特性を
考慮したデザイン

11 テクノロジーとの共
生1

記憶の支援、情報へのアクセス

12 テクノロジーとの共
生2

人間の社会的側面を支援するテ
クノロジー

13 テクノロジーとの共
生3

ソーシャルネットワークの構造
とネット炎上

14 テクノロジーとの共
生4

VRとAR、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【参考書】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【Outline (in English)】
We will consider the development of media technology and the
resulting issues in society. We will also learn basic concepts
and ideas of the User Centered Design (UCD) as a basis for the
design so that we can solve related issues.
The final grade will be based on the final exam (50%) and the
usual performance score (50%). The usual performance score
includes contribution to the class, reaction papers, and small
reports.
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FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会分析

橋爪　絢子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーのユーザに着目しながら、ユーザ中心設計
の設計プロセスで用いられる手法について学び、それらの技法を習
得します。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の各活動で用いる手法の理解
（2）メディアテクノロジーのユーザを理解するためのスキルの習得

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業は、講義と実践のための個人ワークもしくはグループワーク
で行います。分析に関する理解を深めるために、見学やゲストによ
る講義を行うことがあります。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザ調査の流れ ユーザ中心設計におけるユーザ

調査、調査の準備
3 ユーザ調査で用いる

手法1
UXグラフを用いたUX評価

4 ユーザ調査で用いる
手法2

経験想起法の分析

5 ユーザ調査で用いる
手法3

ダイアリー法の記録

6 ユーザ調査で用いる
手法4

ユーザの特性やユーザの利用状
況をより理解するための工夫

7 ユーザ調査の実施1 実施時の注意点の学習
8 ユーザ調査の実施2 RQの作成
9 ユーザ調査の実施3 調査の実施、音声の録音
10 ユーザ調査の実施4 書き起こしデータの作成、提出
11 結果の分析1 KJ法による分析
12 結果の分析2 SCATによる分析
13 結果の分析3 要求事項の明確化、ペルソナと

シナリオの作成
14 分析のまとめ 分析の講評、その後の設計プロ

セス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【参考書】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
　パソコンとOffice系ソフトウェア (Word、Excel、PowerPoint)、
学習支援システム、電子メール、Google Classroomなどを使用し
ます。

【その他の重要事項】
　本授業は、春学期の｢メディアテクノロジーと社会」の受講を前提
としています。また、前の回での課題をその後の回での課題で使用
するため、全ての回への出席と課題の提出が求められます。

【Outline (in English)】
We will learn methods used in the User Centered Design
(UCD), and acquire these skills by taking into account of the
user of media technology.
In order to understand the content of the class, students are
expected to spend a total of four hours before and after each
class.
The final grade will be evaluated based on the usual perfor-
mance score (100%), including the attitude of participation in
the class, the contribution to the group, and the content of the
submission.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア論

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテン

ツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題

解決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア分析

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動

モデル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャン

ペーン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティン

グ
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサ

イト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議

大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語講読ＡⅠ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語講読ＡⅠ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語講読ＡⅡ

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と
学術論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際
関係の時事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリを
つけて読むことができるようになることを目指す。講読した文献の
簡単な要約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重
要・難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点
をつかみながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説
明を行う。提出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業
計画は授業の展開によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課

題（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意
をつかんでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み
終えた後、【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌『Ethics
＆International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布
する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメン
ト、ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高い
ようです。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけ
るかを模索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the
materials before the class and grasp the content and check the
vocabulary. After reading each material, students are asked to
submit a short summary in English. Students are assessed buy
submitted summaries and their class participation. The course
is for those with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語講読ＡⅡ

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

Content-Based English BⅠ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

Content-Based English BⅠ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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LANe300EA（英語 / English language education 300）

Content-Based English BⅡ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と
学術論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際
関係の時事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリを
つけて読むことができるようになることを目指す。講読した文献の
簡単な要約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重
要・難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点
をつかみながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説
明を行う。提出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業
計画は授業の展開によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課

題（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意
をつかんでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み
終えた後、【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌『Ethics
＆International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布
する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメン
ト、ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高い
ようです。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけ
るかを模索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the
materials before the class and grasp the content and check the
vocabulary. After reading each material, students are asked to
submit a short summary in English. Students are assessed buy
submitted summaries and their class participation. The course
is for those with intermediate and advanced English level.
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LANe300EA（英語 / English language education 300）

Content-Based English BⅡ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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SOC100EA（社会学 / Sociology 100）

Globalization and Japanese Society

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1 ｜ キャンパス：多摩
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：社会Social Sciences
備考（履修条件等）：

その他属性：〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course is to study the global society and international
social issues with Japanese views. The global issues
include discussion on migration, ethnicity, gender, nationalism,
citizenship, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in the globalizing society.
Students are required to study global problems of International
Society and Japan with references, to submit comment sheets
each week, to write short papers, and to take a term-end
examination.
※This course is held every other year. It is the same course as
"International Society(「国際社会論」Or Kokusai-shakai-ron)"
at the Faculty of Social Sciences for 2022. The languages used
in the class will be English and Japanese for 2024.

【到達目標】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the global social issues with Japanese
views.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
◉ This course is to study the international issues on
globalization and Japan. The issues are various and those
include migration, ethnicity, refugees, gender, nationality,
citizenship, historical injustice, human rights, human security,
civil society, and so on. When we discuss the issues, it should be
with historical perspectives and theoretical approaches. Also,
it is crucial to include the Japanese views since we should see
them as "our issues."
◉Students are required to present their own opinions in the
classroom.
◉ Students 　 essays 　 and 　 presentation 　 at 　 group 　
discussion will be provided feedback in classroom.
◉The topics and schedule might be changed.
◉ This course will be conducted as a face-to-face (in-person)
lecture on Tama Campus. Attendance in the classroom is
required each week.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 Introduction International Society, Global

Society, and Nation and
Nation-States

第2回 Wars and Peace Post-WWII International
Society

第3回 Ingenious People
and Historical
Injustice

Rights and Identity of
Ingenious People

第4回 Ethnic Groups and
Ethnicity

Civil Movements and
Affirmative Actions

第5回 Islam and
International
Society

Islam after 9.11

第6回 Migration Globalized Society and
Migration

第7回 Migrant Labor and
Refugee issues in
Japan

Migrants and Refugees in
International Society and
Japan

第8回 International
Integration and
Regionalism

EU, APEC, ASEAN, TPP, etc.

第9回 Poverty and
Economic Gap

Structure of Poverty

第10回 Food Problems Structure of Hunger and Food
Shortage

第11回 Gender and
International
Society

Globalization, Gender and
Development

第12回 International
Society and
Multi-National
Corporations

Japanese Companies’ Global
Operations and Local
Societies

第13回 Development
Assistance and
International
Society

International Assistance and
Japanese ODA

第14回 Reviews Human Security and Global
Civil Society

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are required to study before/after a class each week.
It is required to study to prepare for presentations and
discussion in the class, to submit short papers and to take a
term-end examination. Your study time will be more than four
hours for a class.

【テキスト（教科書）】
Textbooks are not assigned as various materials will be used
for each topic.

【参考書】
References will be introduced in the class.

【成績評価の方法と基準】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).

【学生の意見等からの気づき】
The course will be organised with the students interests on
international society.

【学生が準備すべき機器他】
◉This course will be a face-to-face lecture on Tama campus for
2022.
◉Yet, group discussion and presentation might be conducted
by on-line (Zoom, etc.) when it is necessary by COVID-19
situation. Students should be able to use PC and Wi-Fi
for on-line (such as Zoom) discussion/presentation for some
mid-term occasion.
◉ Information and notice will be announced by Hosei
University system, Hoppii. And students should submit the
assignments and short papers through the Hoppii system.

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study the global society and international
social issues with Japanese views. The global issues
include discussion on migration, ethnicity, gender, nationalism,
citizenship, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in the globalizing society.
Students are required to study global problems of International
Society and Japan with references, to submit comment sheets
each week, to write short papers, and to take a term-end
examination.
【Learning Objectives】

— 416 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the global social issues with Japanese
views.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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SOC100EA（社会学 / Sociology 100）

Globalization and Japanese Society

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、国際社会とは何か、現代の国際社会のさまざまな問題
について議論し、現代の国際社会についての理解を深め、議論する
ことを課題とします。とくに日本にいる私たちとのつながりや視点
を中心において議論していきます。

【到達目標】
現代の国際社会におけるさまざまな社会問題について、理解を深め、
構造的に議論することができるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉国境を越えたカネ、モノ、ヒト、サービスの移動や、エスニシティ、
ジェンダー、ナショナリズム、人権など、様々な問題を視野に入れ、
国際社会を構造的に議論することを課題とします。その際には、よ
その国のことではなく、日本の私たちに関わる問題として考え、行
動することに繋がること、また問題を構造的に捉える視点から議論
します。歴史的な説明と理論的な分析の視点も重要です。
◉授業のテーマの構成・編成は変更になる場合もあります。また最
終授業では、13回までの講義内容のまとめや復習に加え、授業内で
行った小レポート等，課題に対する講評や解説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに：国際社会

とは
国際社会、主権、国民、国民国家

第2回 戦争と平和 戦後の国際社会
第3回 先住民と歴史的不正

義
先住民の権利とアイデンティ
ティ

第4回 民族問題とエスニシ
ティ

公民権運動、アファーマティ
ブ・アクション　

第5回 国際社会とイスラー
ム

9.11以降のイスラーム

第6回 ヒトの移動 グローバル社会とヒトの移動
第7回 日本の移住労働と難

民問題
世界と日本の難民受入れ

第8回 地域統合と地域主義 EU、APEC、ASEAN、TPPな
ど

第9回 貧困と格差 貧困の構造
第10回 食料問題 飢餓の構造とフードロス
第11回 国際社会とジェン

ダー
グローバル化、開発、ジェンダー

第12回 国際社会と企業 経済進出と現地社会
第13回 国際社会と開発援助 国際援助と日本のＯＤＡ
第14回 まとめ 人間の安全保障とグローバル市

民社会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、文献を読むなど国際社会問題の勉強を必要とし、ま
た授業に関連する課題の提出も求められます。
◉授業でのグループ・ディスカッションやプレゼンテーションのた
めに、事前の課題の提出や準備をしてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しません。参考書は授業で適宜、紹介します。

【参考書】
西崎文子ほか編著『紛争・対立・暴力：世界の地域から考える』岩
波書店、2016。藤原帰一ほか編『平和構築・入門』有斐閣、2011。
宮島喬ほか編『国際社会学』有斐閣、2015。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなどの
課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント (20
％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
国際社会をめぐる学生の関心も含める形で議論を進めたいと思って
います。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study the global society and international
social issues with Japanese views. The global issues
include discussion on migration, ethnicity, gender, nationalism,
citizenship, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in the globalizing society.
Students are required to study global problems of International
Society and Japan with references, to submit comment sheets
each week, to write short papers, and to take a term-end
examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the global social issues with Japanese
views.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

BLS100JA（生物科学 / Biological science 100）

生命の科学Ⅱ

鞠子　茂

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：社会学部主催科目。社会学部科目名称【環境
生態学】
その他属性：〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学をベースとして環境と生物の関わり，生態系サービス，環境問題につ
いて講義する。
【到達目標】
多種多様な環境問題の理解と解決に資する環境リテラシーを習得し、人類存
続を可能とする規範やライフスタイルを大胆に発想する能力を獲得できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
オンデマンド型授業を実施：講義動画と説明資料を配信。毎回，授業への参
加，理解度を確認するためのレポートを課し，次の授業でフィードバック。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと生態学が

できること
授業の進め方を説明し，生態学とは
どんな学問かを具体的に概説する

第2回 環境とは何か？ ～あな
たは説明できますか～

主体環境系の概念を解説し，環境要
因の分類と性質について学ぶ

第3回 ニッチの多様性と生物
の多様性

環境の空間変動が生物と生態系の多
様性をつくり出すしくみを解説する

第4回 20年後の多摩キャンパ
スは冬でも緑の森となる

生態系が時間とともに変化するパ
ターンとメカニズムについて解説す
る

第5回 雑草は本当は弱い存在
だが戦略をもって生き
ている

生物の環境適応戦略について具体例
を挙げて説明する

第6回 生態系からの恩恵と
しっぺ返し

生態系サービスの持続的享受の条件
を考える

第7回 公害から学ぶべきこと 公害の原点である水俣病を例にして
科学リテラシーの必要性について考
える

第8回 環境ホルモン再考 かつて社会問題となった内分泌かく
乱物質のについて改めて考える

第9回 外来生物は本当に悪者
なのか

外来種問題の本質を追究し，その是
非論について考究する

第10回 地球環境問題における
ウソとホント

地球環境問題の是非論について最新
のデータをもとに論述する

第11回 地球温暖化が生物およ
び生態系に与える影響

地球温暖化が生物と生態系に与える
影響について最新の成果を紹介する

第12回 環境生態学から社会問
題を考える

様々な社会問題に対する環境生態学
の見方，考え方を議論する

第13回 人類の存続のためにす
べきこと・試験範囲

環境生態学の視点から人類存続のた
めになすべきことを論じたあとに，
試験範囲を説明する

第14回 試験・まとめと解説 授業全体のまとめをした後，試験を
実施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義動画と配布資料の閲覧期間（2週間）中に４時間の予習・復習を行うこと。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
「生態学は環境問題を解決できるか? 」巌佐庸・伊勢武史著，（2020）
【成績評価の方法と基準】
〔配分〕期末試験（60％），平常点（40％）
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド型授業の配信方法およびアナウンス方法の効率化
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the basics of environmental ecology,
and should be able to acquire environmental-science literacy. Students
will be expected to spend four hours for preparation and review. Grading
policy: final exam (60%) and short-reports (40%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAT100JA（数学 / Mathematics 100）

基礎数学Ⅱ

鈴木　麻美

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：社会学部主催科目。
その他属性：〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然界の現象や，生活の中の現象の仕組みは，様々な「数学」のも
とに成り立っているものが多い．この講義では，高校数学で学んだ
基礎的な内容の中から数列と微分に関して，その基礎から経済・経
営学に関する具体的な問題への応用を学ぶ．

【到達目標】
数列に関しては高校で学んだ等差数列・等比数列さらに無限級数を
復習し「金利」のシステムへの応用を学ぶ．次に，変化する量を調べ
る際に多用される「微分」を応用して，経済活動の変化の様子を調
べることを学ぶ事を目的とする，ここで学んだ基礎的な内容を，専
門学習に役立ててほしい．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
Zoomによる講義では，具体的な問題を考えながら，その仕組みの
基礎を学ぶ．黒板で説明することをしっかりノートに記録し，授業
後に自己学習にて身につけて欲しい．この科目は、一つ一つの積み
重ねの学問であるので，前回までの復習を前提として授業を進める．
授業内で行うテストに関しては、採点した結果を返却し、授業内で
は問題の解説を行うので、間違えている部分は各自確認し、必ず復
習すること．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンスおよび数

列の基本
講義の進め方および成績評価に
ついての説明と、等差数列と等
比数列について学ぶ。

2 利息のお話 単利と複利の話し．
3 積み立て預金の話し 数列の和の存在性と積立預金へ

の応用を学ぶ．
4 物やお金は，時とと

もに価値が変わる？
現在価値と将来価値の概念を導
入する。

5 借金の仕組み 現在価値と将来価値の概念と．
借金の仕組みを学ぶ．

6 数列の極限と無限級
数

数列の極限値について，その概
念と極限値の求め方を学ぶ．

7 関数の極限 関数の極限値を学ぶ
8 極限値と微分 極限値の概念と，関数の微分可

能性について学ぶ．
9 導関数 簡単な関数について，その微分

と導関数の導出方法を学ぶ．
10 導関数の幾何学的意

味
導関数と関数の増減の関係を学
ぶ．

11 微分の応用（１） 一般の多項式関数について関数
の増減表・グラフの概形を学ぶ．

12 微分の応用（２） 経済に表れるいくつかの関数と
利潤関数について学ぶ．

13 微分の応用（３） いくつかの条件の下で，利潤最
大化を考える．

14 まとめ 前回までの講義内容のまとめと
総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
一つ一つ出てくる理論は易しくとも，それらをたくさん積み重ねる
と，煩雑なものに思えることと思う．授業の内容はすべてノートに
丁寧にきちんとまとめ，毎週教科書とノートを復習をしてから出席
して欲しい．毎回の授業の予習復習は、通常合わせ4時間程度と考
えるが、それ以外に試験の準備としては、授業の時間以上に十分な
準備を要すると考える。しっかりと自主学習をしなければ、試験で
得点をすることは難しいだろう。

【テキスト（教科書）】
「きちんとわかる経済経営数学入門（数列微分編）」鈴木麻美・内藤
敏機著，牧野書店．（現在廃刊になっているために、生協が授業内で
使用する部分のみを印刷し販売する）

【参考書】
1.「例題で学ぶ入門・経済数学〈上〉」エドワード・T.ドウリング (原
著),大住栄治 (著),川島康男 (著),シーエーピー出版.
2.「金利利息のしくみがわかる本」」小向宏美 (著),古橋隆之 (監修),
総合法令出版.

【成績評価の方法と基準】
期末試験 (100%)により評価する．

【学生の意見等からの気づき】
数列・微分はほとんどの学生が高校で学んだ経験があるようである
が，この講義のような具体的な問題との関連性を考えることは，初め
て学生が多い．また、高校では極限や微分の原理をきちんとは学ん
でいない様子。この講義の中ではこうした数学の原理・定義をしっ
かりと学ぶことを大切にしているために、既に高校で数列・微分・
積分を学習しているの学生も、新たな気持ちでしっかりと数学を学
び、さらに数学をより身近な学問として捉えてくれることを期待し
ている。

【Outline (in English)】
Many phenomena in nature and many mechanisms in life
are constructed on various "mathematics". Therefore, in this
lecture, especially we learn sequence and differential calculus,
furthermore we lean some examples in economic problems and
business problems.
The purpose of this lecture is to lean a system of interest
rate making use of sequences and to lean an economic activity
making use of differentiation of functions. Each student must
prepare and revise completely.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ARSk100JB,ARSk200JC（地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional
comparison) 100 ,地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional comparison)
200）

地域問題入門

野田　岳仁

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、地域社会が抱えるさまざまな社会的な課題に対して、現場に暮ら
す人びとの立場からの解決を模索することを目的とする。地域づくり、観光、
地域福祉、災害、環境問題をテーマにしたケーススタディを扱うなかで、人
びとの創造性や地域社会の志向性を捉えながら、問題解決につながる政策論
を構想していく。
【到達目標】
地域社会が抱える諸課題に対して、現場の人たちが考える問題の本質とはど
のようなものであるのかを見極める力を養うこと。そのうえで、現場に暮ら
す人びとが納得し、満足できるような政策論を構想する力を身につけること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は知識を覚えることよりも、地域問題を理解する際の”考え方”を身に
つけることに重点をおいた実践的な講義である。受講生には、理想論や常識
的な考え方にとらわれることなく、現場の人びとの立場に立って問題の本質
を見極めることを求める。DVDなどの視覚資料を積極的に活用する。授業の
展開によって若干の変更がありうる。授業計画に変更がある場合は学習支援
システムにて適時提示する。リアクションペーパーや課題等のフィードバッ
クは講義や学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域問題を捉える視座 現場に暮らす人びとの立場から
第2回 地域社会を理解する視

点①
むらの暮らしと生活文化

第3回 地域社会を理解する視
点②

むらの共同性と社会関係

第4回 地域社会が担ってきた
教育と福祉

社会的親と平凡教育

第5回 地域問題としての環境
汚染

水はなぜ汚れるのか？

第6回 水辺空間管理と地域づ
くり

コモンズと弱者生活権

第7回 地域社会の合意形成は
いかにして可能か？

住民参加と地域づくり

第8回 コミュニティづくりはな
ぜうまくいかないのか？

地域コミュニティとNPO・NGO

第9回 自然災害と災害文化 なぜ人びとは雪崩が予測できると語
るのか？

第10回 原発災害とコミュニティ 被災者にとっての”被害”とは？
第11回 魅力ある景観形成と地

域づくり
町並み保全と地域づくり

第12回 環境と観光はどのよう
に両立されるのか？

ローカル・ルールを守る観光まちづ
くり

第13回 地域問題の理論と実践 生活環境主義の立場から
第14回 講義のまとめと試験 本講義の知見と有効性の確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の振り返りは不可欠となる。毎回配布するレジュメには参考文献を記載
しておくので必要に応じて参照すること。本授業の準備学習・復習時間は各2
時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
毎回資料を配布する。
【参考書】
配布資料に参考文献を紹介する。
【成績評価の方法と基準】
講義内のコメントやリアクションペーパー（10%）と期末試験（90%）の総合
評価。到達目標が達成されているかを確認する。
【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパー等を通じて学生からのコメントを適宜授業内容に反映
させていく。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを積極的に活用する。

【その他の重要事項】
担当教員は環境保全活動や地域づくり活動などの地域問題の現場における実
務経験を有しており、その経験に基づいてより有効性のある政策論を議論し
ていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to help students master
the basic concepts of environmental sociology and sociology of local
community. 【Learning Objectives】At the end of the course, students
are expected to describe major methods and theories of environmental
sociology and sociology of local community, discuss the role of local
community policy and apply the treatment of local community problems.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend four hours to understand
the course content. 【Grading Criteria /Policy】Grading will be decided
based on reaction papers(10%) and term-end examination（90%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ARSx100JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 100）

コミュニティマネジメント入門

水野　雅男、図司　直也、土肥　将敦、佐野　竜平、野田
　岳仁、杉浦　ちなみ
配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2021年度以降入学者のみ受講可能。2020年
度以前入学者は「N6002まちづくりの思想」を受講すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コミュニティマネジメント（まちづくり）とは何か、その原則や方策、あるい
は農山村、都市、地域、コミュニティの捉え方について、市民活動やソーシャ
ルビジネスの実践事例を通じて理解する。
【到達目標】
日本国内や海外のコミュニティマネジメント（まちづくり）、地域再生の取り
組みとその実態を把握し、それらが内包する意味と現代的意義について幅広
く理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
教員6名がオムニバス形式で講義を担当する。実践事例やケーススタディで
は、関連スライドやＤＶＤ等を活用して紹介する。
リアクションペーパー等における良いコメントは授業内で紹介し、さらなる
議論に活かす。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス（図司） 「自分ごと」から地域を感じる
第2回 「地域／まち」をつくる

とは？（図司）
地域づくりを実践する現場に触れる

第3回 若者は「地域」で何がで
きるのか？（図司）

地域づくりに動き出した仲間の姿に
触れる

第4回 なぜ人びとは地域の自
然を守るのか？（野田）

地元の人びとの生活の立場から考え
る

第5回 ツーリズムによる地域
再生（野田）

大衆的な観光地を目指さない観光ま
ちづくり

第6回 コミュニティ×企業
（土肥）

地域固有の企業とステイクホルダー

第7回 コミュニティ×社会問
題×企業（土肥）

ソーシャル・ビジネスの可能性

第8回 グローバル社会のまち
づくり（佐野）

広い視野からみるまちづくり

第9回 グローバルなまちづく
り人材になるために（佐
野）

共生社会に生きる視点

第10回 学びがつくる地域（杉
浦）

学校外での学びの空間

第11回 地域で文化を学び伝え
る（杉浦）

暮らしの中にある豊かさ

第12回 アート＆クラフトとま
ちづくり（水野）

アート＆クラフトによる地域資源の
発掘

第13回 地域資源の保全活用に
よるまちづくり（水野）

歴史的建造物の保全活用の意義と実
践事例

第14回 住民主体のまちづくり
（水野）

ＮＰＯと行政のパートナーシップの
必要性と実践事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞、雑誌、書籍等によるまちづくり関連報道、論文等に関心を持つ。旅行
等の機会、出身市町村、居住地等、身近な地域について調べる。講義で示し
た実例等について、より詳しく調べ自らの関心を深める。本授業の予習・復
習時間は各2時間程度を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、授業中に資料を配布する。
【参考書】
授業中に随時示す。
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーのコメント）100％で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケート結果を反映して改善する。
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて、学習支援システムを利用して教材を掲載する。

【その他の重要事項】
授業を担当する6名の教員がそれぞれ地域プランニング、ソーシャルビジネ
ス、まちづくり活動などのフィールドワークに基づいてコミュニティマネジ
メント（まちづくり）の考え方を具体的に紹介する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire what community
management is, its principles and measures, or how to understand
agricultural and mountain villages, cities, regions, and communities
through practical examples of civic activities and social business.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Understand the community management in Japan and overseas, the
efforts for regional revitalization and their actual conditions, and
broadly understand the meaning and modern significance of them.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 100%
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SOW100JB,SOW200JC（社会福祉学 / Social Welfare 100 , 社会福祉学 / Social
Welfare 200）

社会問題論

髙良　麻子

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代の日本における社会問題を中心に、多様な視点から理解するとともに、問
題解決に向けた様々な活動を学ぶ。
【到達目標】
・それぞれの社会問題の概要を説明できる。
・様々な社会問題は相互に関連していることを説明できる。
・社会問題の解決に向けた活動を考えられる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と
「DP3」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、講義とともに、少人数でのディスカッション等を行う。また、
映像やゲストスピーカーからの講義によって理解を深める。授業ごとにリア
クションペーパーを提出してもらい、次の回の授業でフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回　 オリエンテーション 授業内容の概要と目標の確認
第2回 社会問題とは何か① 状態からの理解
第3回 社会問題とは何か② 活動からの理解
第4回　 社会問題① 少子高齢化・人口減少
第5回　 社会問題② ヤングケアラー
第6回　 社会問題③ ワーキングプア
第7回 社会問題④ 子どもの貧困
第8回　 社会問題⑤ ひきこもり
第9回　 社会問題⑥ 性暴力とDV
第10回　 社会問題⑦ 特定妊婦
第11回　 社会問題⑧ 難民
第12回　 社会問題⑨ 孤独・孤立
第13回　 社会問題⑩ 自殺
第14回　 総括 社会問題の全体像　　　　まとめと

解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を活用して、予習および復習をすることで、理解を深めてほしい。ま
た、日頃から社会問題に興味をもち調べることを期待する。本授業の準備・復
習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
必要に応じて、適時紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・平常点 60%
・レポート 40%

【学生の意見等からの気づき】
昨年度の学生のフィードバックをもとに、今年度もゲストスピーカーからの
講義を予定している。
【Outline (in English)】
This course is designed to explore contemporary social problems in
Japan. The design of this course provides students with an opportunity
to develop knowledge of current social problems. Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand the
course content. Grading will be decided based on term-end report (40%)
and in-class contribution (60%).
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ENG200JB（その他の工学 / Engineering 200）

社会的包摂論

水野　雅男

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
バリアフリーあるいは社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）を多様な
観点から把握することで、すべての人びとが健康で文化的な生活をおくる地
域社会のあり方について理解を深める。特に、その実現に向けた各セクター
（行政・民間・市民）の役割分担と連携について注目する。
【到達目標】
バリアフリーやユニバーサルデザイン、ソーシャル・インクルージョンが出
現してきた社会的背景ならびにそれらの概念の違いを理解できるようにする。
さらに、国内外の政策の変遷を辿り、市民セクターの地域づくり現場での関
わり方や今後の在り方を理解し、自ら行動する意識付けを行う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回のテーマに関するデータを参考書から引用紹介する。
国内外の近年の動向を理解しやすいように、参考となる映像資料を紹介する。
映像資料を視聴した後、毎回のテーマについてペアワークを行い、意見交換
の結果をリアクションペーパーにまとめる。
講義の感想や質問、意見を毎回リアクションペーパーで提出、翌週に素晴ら
しいコメントを抽出し紹介することで、受講生相互の理解の違いと多様性を
共有する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 社会的包摂の概念の紹介
第2回 バリアフリー政策①国内 バリアフリー、国内の政策の変遷
第3回 バリアフリー政策②米国 日米のバリアフリー政策の相違
第4回 移動とUD① 国内の交通施設や公共交通機関
第5回 移動とUD② 欧州の交通政策とトラム
第6回 包摂的なまちづくり① 海外の交通計画・土地利用計画にお

ける社会的包摂
第7回 包摂的なまちづくり② 住まいにおける社会的包摂
第8回 障害者の能力① エイブルアート
第9回 障害者の能力② めだかの育成プログラムによる障害

者の就労支援事業
第10回 障害者のシゴト① 障害者の実態と障害者差別解消法
第11回 障害者のシゴト② 我が国のホームレス政策とNPO活動
第12回 ホームレス支援① 国内外のホームレス政策の相違
第13回 ホームレス支援② 学生によるホームレス支援アプロー

チ
第14回 試験・まとめと解説 レポートの授業内提出
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回翌週のテーマを提示するので、授業の前に授業内容に関連する書籍、文
献や資料のレビューを充分に行った上で、明確な問題意識を持って参加する
こと。
学習支援システムに当日の教材を掲載するので、充分に復習すること。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、適宜資料として紹介する。
【参考書】
「ユニバーサル・デザインの仕組みをつくる」川内美彦、学芸出版社、2007年
「インクルーシブデザイン　社会の課題を解決する参加型デザイン」ジュリア・
カセム他編、学芸出版社、2014年
「人間都市クリチバ」服部圭郎、学芸出版社、2004年
「ストラスブールのまちづくり」ヴァンソン藤井由実、学芸出版社、2011年
「フライブルクのまちづくり」村上敦、学芸出版社、2007年
「英国発グラウンドワーク」渡辺豊博・松下重雄、春風社、2010年
【成績評価の方法と基準】
①平常点　70％　②レポート　30％　　①と②を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケートは現在集計中、結果を活用していく。
【学生が準備すべき機器他】
授業の教材（パワーポイントデータ）は、授業終了後に学習支援システムに
教材として掲載する。

【その他の重要事項】
まちづくりプランナーとして地域社会のデザイン・コーディネートに27年間
関わった中で、バリアフリータウン計画を策定した経験に基づき、プランニ
ングの視点を授業に導入する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire understanding of the
community in which all people live a healthy and cultural life.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Understand the social background of barrier-free, universal design, and
the emergence of social inclusion, as well as the differences in their
concepts.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
①Normal score 70%② Report 30% Comprehensive evaluation of① and
②.
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ENG200JB（その他の工学 / Engineering 200）

地域計画論

杉浦　ちなみ

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域を計画するとはどういうことか。誰が、どのように計画するのか。これ
らの問いを地域の中で私たちが豊かに生きるためにはどうしたらよいか、と
いう生活者の目線から、その歴史をたどりつつ深める。本講義は、地域計画
の中でも地域の教育・文化に関わる計画にもとづいて展開する。
【到達目標】
地域・社会の抱える課題に対して地域計画に携わる主体がどのように向き合
うことができるか、基本的な視点をもつ。また、私たち一人ひとりが生活者
として、それぞれ暮らす地域をよくしていくことにどう関わっていくか、と
いう当事者意識を育む。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
主に講義形式で進める。回によって、グループワークによるリアクションペー
パーの作成を求めるほか、各自に小レポートを課すこともある。それらのフィー
ドバックは授業時間中に行い、授業内容に活かしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概略および進め方を確認する。
第2回 私たちはどのような地

域に生きているのか
地域をめぐる状況を俯瞰する

第3回 生活の中の「計画」 都市計画、教育振興基本計画、文化
振興計画

第4回 一人ひとりの学びがつ
くる地域

個人の学びと地域づくりの関わりに
ついて考える

第5回 地域計画の歴史（１）
1940年代後半（１）

地域社会の教育計画

第6回 地域計画の歴史（２）
1940年代後半（２）

地域の拠点としての公民館

第7回 地域計画の歴史（３）
1950年代

「村の古さ」をめぐって

第8回 地域計画の歴史（4）
1960～1970年代

住民運動と地域課題の学習

第9回 地域計画の歴史（5）
1980～1990年代

「豊かさとは何か」を問い直す

第10回 地域計画の歴史（6）
2000年代

少子高齢化社会の中で

第11回 地域計画の歴史（7）
2010年代

東日本大震災を経て

第12回 地域計画の歴史（8）
2020年代～

コロナ禍を経た現在

第13回 地域計画をつくり支え
る仕事

自治体職員、民間、市民団体など

第14回 まとめ 講義全体をふりかえる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業や各回のテーマについて、日頃から関心をもって国・自治体の情報や新
聞・雑誌等に積極的に触れる。授業後には内容を振り返り、自ら応用的に情
報を収集することを期待する。また、課題が示された際にはそれに取り組む
こと。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めない。
【参考書】
佐藤一子編『地域学習の創造ー地域再生への学びを拓く』東京大学出版会、
2015ほか授業時間中に適宜示す。
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー、小レポートを含む平常点50％、最終レポート50%

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規担当科目につきアンケートを実施していません。
【その他の重要事項】
上述の計画は若干変更する場合がある。

【Outline (in English)】
【Course outline】What does it mean to plan a community? Who plans
and how? In this course, we will consider these questions through an
overview of the history of regional planning, especially as it relates to
education and culture.
【Learning Objectives】 At the end of the course, students are expected
to have a basic perspective on how regional planners can be involved in
regional issues. In addition, students will also gain a new perspective on
how each of us, as a citizen, can be involved in improving the community
in which we live.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend four hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
short report and in-class contribution (50%), term-end report (50%)
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MAN200JB（経営学 / Management 200）

コミュニティビジネス論

土肥　将敦

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域における経済的・社会的問題の解決を求めて、革新的なアイデアを持つ
社会的企業者が地域の資源を生かして活動する事業体＝コミュニティ・ビジ
ネスが求められている。政府・行政の活動、大企業の活動からは漏れ落ちる
ような地域の多様で個別的なニーズや価値に柔軟に応えようとするコミュニ
ティ・ビジネスは、コミュニティの再生という目的と事業活動をつなげていく
社会的企業者たちによって担われるものであり、ソーシャル・ビジネスの一
部分とみなすことができる。本講義では、こうしたコミュニティ・ビジネス
やソーシャル・ビジネスの意義や経営課題を、国内外の事例やゲストスピー
カーとの対話を通して明らかにする。
【到達目標】
①コミュニティ・ビジネスとソーシャル・ビジネスの定義や要件を理解する。
②コミュニティ・ビジネスとソーシャル・ビジネスの意義や経営課題につい
て理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態は対面授業による講義形式である。毎回講義内でのディスカッショ
ンやミニレポートの提出を求める。各回の授業計画の変更については、学習
支援システムでその都度提示する。リアクションペーパーやミニレポート等
における優れたコメントは授業内で紹介し、さらなる議論に活かしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義概要、テキストの紹介、成績評

価方法について。
第2回 コミュニティ・ビジネ

ス/ソーシャル・ビジネ
スとは何か①

「コミュニティ・ビジネス」とは何か
を理解する。

第3回 コミュニティ・ビジネ
ス/ソーシャル・ビジネ
スとは何か②

「ソーシャル・ビジネス」とは何かを
理解する。

第4回 事業型NPOによる取り
組み①

病児保育の事例を通して理解する。

第5回 事業型NPOによる取り
組み②

病児保育事業の取り組みを通して理
解する。

第6回 事業型NPOによる取り
組み③

貧困問題と健康問題の事例を通して
理解する。

第7回 事業型NPOによる取り
組み④

貧困問題と健康問題を解決する事業
活動事例を通して理解する。

第8回 事業型NPOによる取り
組み⑤

アメリカの事業型NPOの事例を通じ
て理解する。

第9回 株式会社による取り組
み①

女性起業家の事例を通して理解する。

第10回 株式会社による取り組
み②

女性起業家の事例を通して理解する。

第11回 株式会社による取り組
み③

大企業とコミュニティの関係を理解
する。

第12回 株式会社による取り組
み④

大企業の具体的なコミュニティ/ソー
シャル・ビジネスを通して理解する
（1）。

第13回 株式会社による取り組
み⑤

大企業の具体的なコミュニティ/ソー
シャル・ビジネスを通して理解する
（2）。

第14回 講義全体のまとめ これまでの講義を通して得られた知
見を整理する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日頃から新聞・雑誌・書籍などを通じて、コミュニティ・ビジネスやソーシャ
ル・ビジネスに関するニュースに積極的に触れることが必要である。本授業
の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
土肥将敦（2022）『社会的企業者ーCSIの推進プロセスにおける正統性』千倉
書房
谷本寛治編（2015）『ソーシャル・ビジネス・ケース：少子高齢化時代のソー
シャル・イノベーション』中央経済社
【参考書】
講義中に適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
講義内でのミニレポートとプレゼンテーション 70％、期末レポート 30％。
具体的な講義方法と基準等は、授業開始日までに学習支援システムで提示する。
【学生の意見等からの気づき】
なるべく多くのゲストスピーカーをお招きし、彼らとの対話を通してダイナ
ミックな講義を目指す。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to develop students’ business skills and
knowledge in problem solving, community business, social business and
for-profit/non-profit organizations. Students will be expected to have
completed the required assignments after each class meeting.Your study
time will be more than four hours for a class. Finally, Your overall grade
in the class will be decided based on the following; Short reports and
presentations(70%), term-end report(30%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ARSx200JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 200）

ローカルイノベーション論

野田　岳仁、水野　雅男、図司　直也、土肥　将敦

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2021年度以降入学者のみ受講可能。2020年
度以前入学者は「N6055地域の歴史と文化」を受講すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ローカルイノベーションが立ち現れる社会的な背景や新たな社会変革を創出
する仕組みとはどのようなものであるのかを各地の実践事例を通じて理解す
ることを目的とする。
【到達目標】
ローカルイノベーションの基本的な考え方をマスターし、自らがローカルイ
ノベーションを創出するプレイヤーになるための知識や技能について理解を
深めることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
教員４名（水野・図司・土肥・野田）が具体的な事例を取り上げ、オムニバス
形式で講義を担当する。１地域を２回の講義で構成し、１回目では、地域の
概要やイノベーターについて担当教員がレクチャーを行う。２回目は、当該
地域からゲストスピーカーを招いてのレクチャー、担当教員、受講生を交え
てディスカッションを行う。リアクションペーパーや課題等のフィードバッ
クは講義や学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／イントロ

ダクション（水野・図
司・土肥・野田）

ローカルイノベーションとは何か

第2回 半島先端におけるロー
カルイノベーション①
（水野）

世界農業遺産の環境保全活用につい
ての概要と社会的背景についてのレ
クチャー

第3回 半島先端におけるロー
カルイノベーション②
（水野・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第4回 多様なライフスタイル
でローカルイノベー
ション①

ライフスタイル研究と移住推進の市
民事業についてのレクチャー

第5回 多様なライフスタイル
でローカルイノベー
ション②（水野・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第6回 景観まちづくりにおけ
るローカルイノベー
ション①（野田）

景観まちづくりについての概要と社
会的背景についてのレクチャー

第7回 景観まちづくりにおけ
るローカルイノベー
ション②（土肥・野田）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第8回 地域ツーリズムにおけ
るローカルイノベー
ション①（野田）

地域ツーリズムについての概要と社
会的背景についてのレクチャー

第9回 地域ツーリズムにおけ
るローカルイノベー
ション②（土肥・野田）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第10回 若者と地域をつなぐ
ローカルイノベーショ
ン①（図司）

地域に向かう若者の動向と社会的背
景についてのレクチャー

第11回 若者と地域をつなぐ
ローカルイノベーショ
ン②（図司・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第12回 農山村再生に向けた
ローカルイノベーショ
ン①（図司）

農山村における地域づくりの概要と
社会的背景についてのレクチャー

第13回 農山村再生に向けた
ローカルイノベーショ
ン②（図司・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第14回 総括（水野・図司・土
肥・野田）

６事例からの学びと提言

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
関心のある分野や領域でどのようなローカルイノベーションが創出されてい
るのか事前に調べておく。講義で取り上げた地域やゲストスピーカーの活動
については、メディアの記事、論文、書籍等を通じて、より詳しく探求するこ
と。本講義の予習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義内で資料を配布する。
【参考書】
講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーへのコメント）100%で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
2023年度授業改善アンケートの結果を反映させるとともに、リアクションペー
パー等を通じて学生の意見や要望には積極的に応えていく。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布や課題提出等に学習支援システムを積極的に活用する。
【その他の重要事項】
講義を担当する４名の教員は、それぞれ地域プランニング、まちづくり活動
等の豊富なフィールド経験を有している。それらの経験に基づいてローカル
イノベーションの考え方を示していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to master the basic
concept of local innovation through various case studies. 【Learning
Objectives】The goal of this course is to understand the knowledge and
skills needed to become a player in creating local innovation.【Learning
activities outside of classroom】Before/after each class meeting, students
will be expected to spend four hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be decided based on reaction
papers(100%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOW200JB（社会福祉学 / Social Welfare 200）

アジア地域開発論（2021年度以降入学者）

佐野　竜平

配当年次／単位数：福コミ：1～4・臨心：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
東南アジアを中心にアジアの現代福祉に関する最新事情を日本と対比しつつ
理解する。
【到達目標】
東南アジアを中心としたアジアの最新事情を政治、経済、社会・文化の視点
から学ぶとともに、現代福祉に関連した基礎情報・傾向を網羅的に把握する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
東南アジアを中心にアジアの最新事情をインプットとアウトプットを繰り返
しつつ触れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。
本講義の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックにつ
いては、講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム
等でその都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 アジアの全体像 アジア全体を俯瞰的に紹介
第3回 中国の最新事情 中国の今を学ぶ
第4回 韓国・台湾の最新事情 韓国・台湾の今を学ぶ
第5回 インドの最新事情 インドの今を学ぶ
第6回 タイ・ラオスの最新事情 タイ・ラオスの今を学ぶ
第7回 アジアの実際を学ぶ① アジアと日本を結んで実況中継①
第8回 カンボジア・ミャンマー

の最新事情
カンボジア・ミャンマーの今を学ぶ

第9回 インドネシア・マレーシ
アの最新事情

インドネシア・マレーシアの今を学ぶ

第10回 フィリピン・ベトナムの
最新事情

フィリピン・ベトナムの今を学ぶ

第11回 アジアの実際を学ぶ② アジアと日本を結んで実況中継②
第12回 ブルネイ・シンガポール

の最新事情
ブルネイ・シンガポールの今を学ぶ

第13回 課題発表 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】Good practices and important trends in community
development in Asia, particularly Southeast Asia, will be the main focus
for a better understanding.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain basic knowledge of Asian regional development in the context of
social policy and administration.
【Learning Activities Outside of Classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours to understand the course
contents.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%), reports, and presentations (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOW200JB（社会福祉学 / Social Welfare 200）

アジア地域開発論（2020年度以前入学者）

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
東南アジアを中心にアジアの現代福祉に関する最新事情を日本と対比しつつ
理解する。
【到達目標】
東南アジアを中心としたアジアの最新事情を政治、経済、社会・文化の視点
から学ぶとともに、現代福祉に関連した基礎情報・傾向を網羅的に把握する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
東南アジアを中心にアジアの最新事情をインプットとアウトプットを繰り返
しつつ触れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。
本講義の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックにつ
いては、講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム
等でその都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 アジアの全体像 アジア全体を俯瞰的に紹介
第3回 中国の最新事情 中国の今を学ぶ
第4回 韓国・台湾の最新事情 韓国・台湾の今を学ぶ
第5回 インドの最新事情 インドの今を学ぶ
第6回 タイ・ラオスの最新事情 タイ・ラオスの今を学ぶ
第7回 アジアの実際を学ぶ① アジアと日本を結んで実況中継①
第8回 カンボジア・ミャンマー

の最新事情
カンボジア・ミャンマーの今を学ぶ

第9回 インドネシア・マレーシ
アの最新事情

インドネシア・マレーシアの今を学ぶ

第10回 フィリピン・ベトナムの
最新事情

フィリピン・ベトナムの今を学ぶ

第11回 アジアの実際を学ぶ② アジアと日本を結んで実況中継②
第12回 ブルネイ・シンガポール

の最新事情
ブルネイ・シンガポールの今を学ぶ

第13回 課題発表 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】Good practices and important trends in community
development in Asia, particularly Southeast Asia, will be the main focus
for a better understanding.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain basic knowledge of Asian regional development in the context of
social policy and administration.
【Learning Activities Outside of Classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours to understand the course
contents.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%), reports, and presentations (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

医療政策論

小磯　明

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2024年度の授業実施日は、9月13日（金）・
17日（火）・18日（水）。
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業での意見交換を通じて、医療政策の重要性を認識する。
【到達目標】
医療政策とは何か、を理解するとともに、日常生活の中で、医療政策・制度が
どのような役割を果たしているか、を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は対面で実施する学生の。授業への積極的参加を促すために、毎回の授
業終了後にリアクションペーパーを提出してもらう。リアクションペーパー
での質問・意見については、翌週の授業の冒頭で答えるようにする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 講義のねらい、授業の進め方など
2 医療政策の定義と周辺

学問
「医療政策とは何か」ということと周
辺領域の学問について検討する

3 医療提供体制 現在の医療提供体制について設立主
体や他国との違いを検討する

4 医療保険のしくみ 日本の医療保険制度のしくみについ
て理解するとともに他国との違いを
検討する

5 診療報酬制度 日本の診療報酬制度について理解す
るとともに他国との違いを検討する

6 医療費の動向 日本の医療費について理解するとと
もに他国と比較検討する

7 医療の質 医療の質とは何かについて理解する
とともに質向上の取り組みを検討す
る

8 保険者の役割 日本の保険者の役割について理解す
るとともに他国との違いを検討する

9 高齢者医療制度 高齢者医療制度の歴史と現在の仕組
みを理解する

10 医療費の患者負担 医療費における患者負担について理
解するとともに他国との違いを検討
する

11 医療改革 日本の医療改革について理解する
12 医療の患者満足 医療の患者満足について理解する
13 国民皆保険制度 国民皆保険制度について理解すると

ともに、他国との違いを検討する
14 地域包括ケアシステム 地域包括ケアシステムについて理解

する
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
特に必要ないが、医療や社会保障に関する新聞報道等に注目してほしい。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しない。毎回、教材資料を配布する。
【参考書】
小磯明『医療機能分化と連携』御茶の水書房,2013年.
小磯明『高齢者医療と介護看護』御茶の水書房,2016年.
小磯明『イギリスの認知症国家戦略』同時代社,2017年.
小磯明『フランスの医療福祉改革』日本評論社,2019年.
小磯明『イギリスの医療制度改革』同時代社,2019年.

【成績評価の方法と基準】
授業平常点60％、レポート提出40％。レポートは1回とし、内容を総合的に
判断する。履修者は必ず、レポートを提出すること。毎回の授業は対面授業
のため、出席を重視することに注意のこと。
【学生の意見等からの気づき】
諸外国の医療制度や事例を紹介するとともに、日本の医療保険制度について
の理解も深める。
【学生が準備すべき機器他】
パワーポイントを使用する。

【その他の重要事項】
受講生の関心に応じて、授業計画が若干変更される可能性がある。
【Outline (in English)】
Recognize the importance of health policy through exchange of ideas in
class.The aim of this course is to help students acquire knowledge of
medical policy.
At the end of the course, students are expected to knowledge of medical
system and policy.
Before each class meeting, students will be expected to have read the
relevant chapters from the text. Your required study time is a least two
hour for each class meeting.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 40%, in class contribution: 60%.
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ENG300JB（その他の工学 / Engineering 300）

都市住宅政策論

水野　雅男

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生活に深く関わり、地域景観や社会福祉の面でも重要な住宅について、住宅
政策がどのように取り組まれてきたのか、国内外の比較ならびに市民活動事
例を通じて学ぶ。
【到達目標】
都市住宅政策が社会背景の中でどのように変遷してきたのか、国内外ではど
のように異なるのかを認識できるようにする。さらに、都市の歴史資産とし
て木造住宅が残存する金沢と京都において、その歴史的な木造住宅を保全活
用する市民活動を学習する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回のテーマに関するデータを参考書から引用紹介する。
国内外の近年の動向を理解しやすいように、参考となる映像資料を紹介する。
授業の冒頭で、毎回のテーマについてペアワークを行い、意見交換の結果を
リアクションペーパーにまとめるとともに、いくつかの意見を紹介し合う。
講義の感想や質問、意見を毎回リアクションペーパーで提出、翌週に素晴ら
しいコメントを抽出し紹介することで、受講生相互の理解の違いと多様性を
共有する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の枠組みとスケジュール、住宅

政策の問題提起
第2回 我が国の住宅政策① 住宅所有の政策推進と社会変化
第3回 我が国の住宅政策② 社会的変容と若年層の住宅条件
第4回 我が国の住宅政策③ 持ち家社会のグローバル化
第5回 我が国の住宅政策④ 住宅セーフティネット
第6回 我が国の住宅政策⑤ シェアする生活
第7回 歴史的住宅の保全活用① 金澤町家の保全活用
第8回 歴史的住宅の保全活用② 金澤町家の現状と課題
第9回 歴史的住宅の保全活用③ 木造建物のコンバージョン活用
第10回 歴史的住宅の保全活用④ 京町家の実態と再生方策
第11回 海外の住宅政策① アメリカの住宅政策とNPO
第12回 海外の住宅政策② 英国ドイツ・スウェーデンの住宅政

策とまちづくり事業体
第13回 被災地の住宅政策 在来工法と大工職人の継承
第14回 試験・まとめと解説 授業内レポート提出
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の前に授業内容に関連する書籍、文献や資料のレビューを充分に行った
上で、明確な問題意識を持って参加すること。
学習支援システムに前週の教材を掲載しているので、充分に復習すること。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、適宜資料として紹介する。
【参考書】
「住宅政策のどこが問題か」平山洋介、光文社新書、2009年
「居住の貧困」本間義人、岩波新書、2009年
「空き家問題」牧野知弘、祥伝社、2014年
「欧米の住宅政策―イギリス・ドイツ・フランス・アメリカ」小玉徹他、ミネ
ルヴァ書房、1999年
「町家再生の論理」宗田好史、学芸出版社、2009年
「生活景」社団法人日本建築学会編、学芸出版社、2009年
「これからの日本のために「シェア」の話をしよう」三浦展、NHK出版、2011年
【成績評価の方法と基準】
①平常点　70％　　②レポート　30％　①と②を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケート結果を反映する。
【学生が準備すべき機器他】
授業の教材（パワーポイントデータ）は、授業終了後に学習支援システムに
掲載する。

【その他の重要事項】
まちづくりプランナーとして地域社会のデザイン・コーディネートに27年間
関わった中で、NPO法人金澤町家研究会、NPO法人輪島土蔵文化研究会など
の市民活動を企画運営してきた経験に基づき、フィールドレベルからの住宅
政策の課題について授業で言及する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire how housing policies
have been tackled through domestic and international comparisons and
examples of civic activities.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Recognizing how urban housing policies have changed in the social
background and how they differ at home and abroad.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
①Normal score 70%② Report 30% Evaluate① and② comprehensively.
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CUM300JB（文化財科学・博物館学 / Cultural assets study and museology 300）

地域文化政策論

杉浦　ちなみ

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：旧「地域文化政策」を修得した者は履修不可
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域の文化をつくり、支える制度と人はどのようなものか。その歴史と現状に
ついて、日本の歴史やいくつかの地域に即して学んでいく。さらには地域の
文化活動をどう支援するかについて、現代的課題と可能性についても考える。
【到達目標】
地域文化を支える教育・文化政策の歴史と現状についての基本的な理解を得
る。また、地域文化の継承や創造に直接・間接的に関わることの意味、具体的
な職業などについても学ぶことで、日々の生活の中で文化を身近に感じ、自
分自身もその作り手として意識し行動できるような関心を育む。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式によるが、適宜ディスカッションを交えながら進める。可能であれ
ば、ゲストスピ
ーカーによる講義も設ける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業のガイダンス、評価の方法など
第2回 地域文化の継承と創造

(1)
鹿児島県奄美群島の島唄文化

第3回 地域文化の継承と創造
(2)

東日本大震災後の東北地方での継承
活動

第4回 地域文化とはなにか 私達の身の回りにある文化に目を向
ける

第5回 地域文化を支える政策
(1)

公教育の原理と理念

第6回 地域文化を支える政策
(2)

社会教育・生涯学習

第7回 地域文化を支える政策
(3)

文化行政 (文化財保護を含む)

第8回 地域文化をつくる場所
(1)

地域の中の学校、文化の中の学校

第9回 地域文化をつくる場所
(２)

公民館・図書館・博物館・劇場

第10回 地域文化を支える人 (1) 生活者としての私たち
第11回 地域文化を支える人 (２) 社会教育職員、文化行政職員
第12回 地域文化を学ぶ (1) 生涯学習の実際
第13回 地域文化を学ぶ (2) 地域の再創造に向けて
第14回 まとめ 授業全体の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考文献や小さな課題をその都度提示するので、授業計画に示されたテーマ・
内容にもとづき予習・復習を行うこと。また、地域文化に関連する報道や博
物館展示等に関心を持ち、身近な事例や展示などに積極的に足を運んでほし
い。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
佐藤一子『地域文化が若者を育てるー民俗・芸能・食文化のまちづくり』農山
漁村文化協会、2016
畑潤・草野滋之『表現・文化活動の社会教育学―生活の中で感性と知性を育
む』学文社、 2007
ほか適宜示す。
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー、小レポートを含む平常点50％、最終レポート50%

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規担当科目につきアンケートを実施していません。
【その他の重要事項】
上述の計画は若干変更する場合がある。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course discusses the history and current state
of Japan’s policies related to regional culture. It also addresses
contemporary challenges and prospects in supporting local cultural
activities.

【Learning Objectives】At the end of the course, students are expected
to gain a basic understanding of the history and current status of
educational and cultural policies that support local culture.
【Learning activities outside of classroom】Students will be expected to
be interested in news reports and museum exhibitions related to local
culture, and to actively visit there. Your study time will be more than
four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following:
short report and in-class contribution (50%), term-end report (50%)
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ENV300JB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境政策論

藤澤　浩子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模で発生しているさまざまな環境問題の解決のために必要とされる環
境政策の形成と実施には、市民の主体的な関与と自発的な実践活動が不可欠で
す。身近な環境を知り、そこで生じている問題について学ぶことは、そうした
取り組みの基礎として極めて重要です。この授業では、環境および環境政策に
関する基礎的な内容や取組み事例、初歩的な体験を通して理解を深め、身近な
環境を愛し環境問題の解決に自ら取組む市民を育成することを目的とします。
【到達目標】
学習や発表、実践体験が、受講者自身の気づきや継続的な取組みの契機とな
ることを目標とします。受講生には、身のまわりの環境にふれ、そこから何
かを感じとり自ら動く姿勢、自分で調べ正しい情報を判断する力、それを他
者に伝える力、仲間の発表に耳を傾け共有する力を、身につけ高めていこう
とする姿勢を求めます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
環境政策はＰＤＣＡサイクルの各段階で市民による関与が重要であり、そのた
めには市民レベルでの学習・実践活動が不可欠です。そこで本講座は、市民に
よる環境学習を柱に、環境政策及び環境教育の理念・歴史的経緯・基礎知識・
方法論等、基本的事項について解説していく予定です。課題等の提出・フィー
ドバックは、講義時または「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション１

講義の進め方等の確認
とミニフィールドワー
ク（FW）

ガイダンス及び環境学習経験の確認、
キャンパス周辺を歩き、身近な自然
的・歴史的環境にふれる。宿題：
FW後、フィールドノートを作成提
出する。

第2回 オリエンテーション２
身近な環境に関するイ
メージの共有

フィールドノート及び「人間をとり
まく環境のイメージ」を共有する

第3回 SDGsについて SDGs関連情報（国際的取組み経過・
現状、日本の環境政策における位置
づけ等）の解説及び関心共有ワーク

第4回 環境・環境政策の理念 環境とは、環境政策とはどのような
ものか、環境問題への取組みの歴史
的経緯等を踏まえて解説する

第5回 環境に関する基礎知識 地球規模の環境問題とその対策を知
る上で必要な、地球に関する基礎知
識と問題となっている諸テーマにつ
いて概説する

第6回 環境問題を知る１ 温暖化、エネルギー問題
第7回 環境問題を知る２ 生物多様性、地球環境問題
第8回 環境問題を知る３ 循環型社会、地域環境問題
第9回 環境問題を知る４ 化学物質、震災関連の問題等
第10回 環境政策の原則・手法 環境政策の原則・手法、環境学習、

環境アセスメント等に関する概説
第11回 各主体の役割・活動１ 各主体の役割、参加・協働の手法、

国際機関・政府セクターの取組み、
企業の取組み

第12回 各主体の役割・活動２ 市民（個人、NPO等）の取組み、身
近な環境に関する市民の取組み事例
（DVD視聴等）

第13回 身近な環境保全の取組み
実践体験　全体ワーク１

かるた制作（読み札づくり）

第14回 身近な環境保全の取組み
実践体験　全体ワーク２

かるた制作（絵札づくり）と試用（場
合によっては、読書レポート発表会）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
現在までに受けた環境教育や関心をもった環境問題等を整理しておく。
関心のあるテーマとその背景について、新聞や書籍、インターネット等から
情報を得る。多摩キャンパス周辺の環境に目を向ける。関心のあるテーマや
フィールドでの行事や活動に、積極的に参加してみる。本授業の準備学習・復
習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
東京商工会議所（2023）『環境社会検定試験eco検定公式テキスト　改訂９版』。
その他、必要に応じ講義時にプリントを配布します。

【参考書】
倉阪秀史(2014)『環境政策論（第3版）』信山社、竹本和彦編（2020）『環境政
策論講義：SDGs達成に向けて』東京大学出版会、日本環境教育学会編(2013)
『環境教育辞典』教育出版、藤澤浩子著（2011）『自然保護分野の市民活動の
研究』芙蓉書房出版、他、講義時に必要に応じて紹介します。
【成績評価の方法と基準】
1.出欠確認：毎回リアクションペーパーをとります。
2.試験方法：随時行う小テストと読書レポート
3.採点基準：リアクションペーパー及び小テスト、かるた制作への参加等で
把握する平常点70％、提出課題（フィールドノート、読書レポート）30％と
します。
【学生の意見等からの気づき】
過去10年間、受講生との話し合いをもとにキャンパス周辺でのフィールドワー
クとグループやクラス単位でのワークショップを行ってきました。全回オン
ライン形式となった2020年度以外、全体ワークでは、かるた制作を行い大変
好評でした。長年通学しているキャンパスの周辺をあらためて見つめ、受講
者間で共有する機会をもつことは、地に足のついた取り組みにつながるため、
対面でのアクティブラーニングが可能な状況であれば、受講者数に応じた形
式で実施する予定です。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出及び資料配布等のために学習支援システムを活用する予定です。
【その他の重要事項】
受講者数および授業の展開により若干の変更があり得ます。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces basic knowledge of the
environment/environmental problem and policy to students taking this
course. The aim of this course is to help students acquire the knowledge
necessary for solving familiar environmental problems. Please refer to
the schedule for detailed information.
【Leaning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-understand the importance of each citizen’s efforts.
-understand the significance of actually touching and feeling the
environment around us.
-get the right information, make wise decision, and tell others, listen
and share with others.
-willing to do good activities for the familiar/global environment.
【Learning activities outside of classroom】
1.Find out about environmental issues of your interest.
2.Try participating in environmental activities, if possible.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【Grading Criteria/Policy】
・Normal point 70% : Preparations, reaction papers, approaches,
contribution to group work
・Report (Field-note, Mid-term, Final ) 30%

— 433 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

POL300JB（政治学 / Politics 300）

政策評価論

倉根　明徳

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2024年度の授業実施日は、8月5日（月）・6
日（火）・7日（水）。
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　政策評価の理論だけではなく、政策立案や評価プロセスの実例を学ぶこと
で、行政経営や政策の意義について理解することを目的とする。
【到達目標】
　日本に政策評価が導入された背景や政策評価の理論と手法、政策立案のプ
ロセスを把握した上で、政策評価が政策のマネジメントサイクルの中で果た
す役割について理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　本講義は３日間の集中講義となります。前半は政策評価と政策立案の理論、
後半は事例紹介とワークシートを使った施策立案及び評価指標設定の演習（各
自またはグループ）、最終日の午後には立案された施策をいくつかピックアッ
プしてディスカッションを行います。また、授業の初めに、前日の授業で提
出されたリアクションペーパーからいくつか取り上げ、全体に対してフィー
ドバックを行います。
　各回のテーマに応じて適宜資料を提供しながら講義を進めますが、可能な
限り具体的な事例を紹介しながら、短期間で理解できる内容にします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 全体概要、講義の進め方について
2 政策評価の概要 政策評価導入の背景や評価の類型等

について
3 政策評価の手法① 事業評価方式、実績評価方式、総合

評価方式の概要と評価手順について
4 政策評価の手法② 実際に行われている政策評価につい

て（ケーススタディ）
5 政策立案の手法① 目標設定から政策立案の流れについ

て
6 政策立案の手法② 2018年度以降、主流になりつつある

EBPM（エビデンスに基づく政策立
案）について

7 政策立案の手法③ 海外との比較について（NZの震災復
興計画等を事例に）

8 政策立案と評価の実例① 政策・評価の実例紹介（健康福祉政
策）

9 政策立案と評価の実例② 政策・評価の実例紹介（まちづくり
政策）

10 政策立案と評価の実例③ 政策・評価の実例紹介（官民連携政
策）

11 政策立案と評価の実践
①（演習）

各自（またはグループ）で施策の立
案と評価指標設定を実施

12 政策立案と評価の実践② 第11回で提出された施策をいくつか
ピックアップしてディスカッション

13 政策立案と評価の実践③ 第11回で提出された施策をいくつか
ピックアップしてディスカッション

14 講義のまとめ 全体の振り返りと修得内容の共有
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。関心のあるテーマ
に関わる施策について国や地方自治体のHPなどを調べてみてください。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義の際に紹介します。
【参考書】
必要に応じて講義の際に紹介します。
【成績評価の方法と基準】
平常点50%、演習及びディスカッション50％で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
　令和４年度の学生から「講師や学生同士でのディスカッションが良かった」
と意見をいただいたため、令和５年度はディスカッションの時間を増やすよう
に改善しました。結果、受講した全学生から肯定的な感想をもらうことがで
きました。また、令和５年度の学生からは「自分に身近な政策（食や健康、ま
ちづくり、利用したことのある公園整備など）が分かりやすく理解が深まっ
た」という意見をいただいたことから、令和６年度については、学生に身近
な政策を事を多く取り入れて進めたいと思います。
【その他の重要事項】
県庁で20年間の実務経験があり、特にまちづくり分野に関わる政策立案や評
価を数多く担当してきました。学生が利用する公共施設（公園や図書館など）
がどのような背景でつくられ、評価され、運営されているかなど、具体的な
事例を参考にしながら、政策評価や政策のマネジメントを学びます。特に行
政職員を目指している学生の受講を奨励します。
【Outline (in English)】
This course introduces students to policy evaluation, policy making, and
public management. The objective of this course is the role of policy
evaluation. Students are expected to spend four hours before/after each
class meeting to understand the course content.
Your overall grade in the course will be based on the following
Class participation: 50%, Exercises and Discussions: 50%

— 434 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ECN300JB（経済学 / Economics 300）

地域経済論

図司　直也

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、積極的に地域づくりを進める上で不可欠な視点である「地域経
済」に焦点を当て、地域資源をもとにした産業基盤（とりわけ農山村地域の
主要産業である第１次産業）への理解を深め、グローバル化に直面する中で
の地場産業の変化と課題、また対応する試みを学ぶ。
【到達目標】
講義を通して、まず、グローバル化に直面する地域経済の状況、また今日に
至る地域経済の展開過程とそこで生じた諸問題についての基礎を理解できる。
その上で、地域資源をもとにした産業形成として第１次産業である農林業を
中心に、関連するテーマを通して、経済活動と地域との関係を捉えることが
できる。日本の地域経済や地場産業における歴史的背景を踏まえ、グローバ
ル経済と密接な現状を理解し、地域を核とした経済循環のあり方を考えるこ
とができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で進め、リアクションペーパーを通じて、受講生の捉え方を全体で
も共有するとともに、質疑にも応えていく。なお、講義は以下の内容で進め
る予定であるが、進度やゲスト講師によって変更もあり得る。リアクション
ペーパー等のフィードバックは授業内で行い、さらなる議論に活用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 地域問題を考える糸口としての地域

経済を理解する。
第2回 地域経済の形成過程（戦

後）
地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (戦後)
を理解する。

第3回 地域経済の形成過程（高
度経済成長期）

地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (高度成
長期)を理解する。

第4回 地域経済の形成過程（低
成長期）

地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (低成長
期)を理解する。

第5回 地域経済の形成過程（ﾊﾞ
ﾌﾞﾙ期期以降）

地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (ﾊﾞﾌﾞﾙ
期以降)を理解する。

第6回 農業・農村の現場から 第１次産業である農業と地域との関
係を学ぶ。

第7回 林業・山村の現場から 第１次産業である林業と地域との関
係を学ぶ。

第8回 経済のグローバル化と
地域インパクト

1980年代以降の地域経済が直面する
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の背景を学ぶ。

第9回 産業構造の転換と地域
経済構造

1980年代以降の地域経済が直面する
産業構造転換の背景を学ぶ。

第10回 地域再生の理論と農山
漁村

地域間格差が生じる背景について学
ぶ。

第11回 内発的発展の道筋を考
える

農山漁村地域の自立に向けたプロセ
スを学ぶ。

第12回 コミュニティ政策の潮流 コミィニティ政策の展開を学ぶ。
第13回 コミュニティと地域経

済の再生
地域資源管理の担い手形成を考える。

第14回 まとめ 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習には、各２時間程度を確保してもらいたい。日頃から、地
域に内在する様々な問題に関心を寄せ、その課題を乗り越える取り組みや知
恵に着目しておく。講義後に、授業内容について復習し、改めてテーマにつ
いて考えることが望ましい。
【テキスト（教科書）】
講義内において配布・紹介する資料を用いる。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点60%，期末レポート40%

【学生の意見等からの気づき】
VTRなども交えて、時代や地域性の観点からも地域経済の実態が視覚的にも
理解できるよう工夫を重ねていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】In this lecture, we will focus on the local economy,
deepen our understanding of the industrial base that utilizes local
resources, and learn about changes in local industries and new attempts
in the face of globalization.
【Learning Objectives】Understand the current situation closely related
to the global economy, based on the historical background of Japan’s
regional economy and local industry, and understand the ideal economic
cycle centered on the region.
【Learning activities outside of classroom】Two hours will be secured
for each preparation and review of this class. It is desirable to take an
interest in various regional issues on a daily basis and review the lesson
contents after the lecture.
【Grading Criteria /Policy】60% of reaction papers every time, 40% of
year-end reports.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

国際協力論

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2018年度以降入学者のみ受講可能。2017年
度以前入学者は「N6116国際支援論」を受講すること。

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代福祉に関連したインクルーシブな国際協力・開発の理論および実践の基
礎を学ぶ。
【到達目標】
学生が将来何らかの形で国際社会に関わることを前提に、現代福祉とインク
ルーシブ開発に関する基礎知識とスキルを習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
現代福祉と国際協力について、インプットとアウトプットを繰り返しつつ触
れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。本講義
の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックについては、
講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム等でその
都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 SDGsと現代福祉① SDGsと国際社会に関する学び①
第3回 SDGsと現代福祉② SDGsと国際社会に関する学び②
第4回 国際機関と国際協力① 国連による現代福祉に関する学び①
第5回 国際機関と国際協力② 国連による現代福祉に関する学び②
第6回 国際協力の現場から① 海外の現場から実際を学ぶ①
第7回 日本政府と国際協力① 日本政府による国際協力に関する学

び①
第8回 日本政府と国際協力② 日本政府による国際協力に関する学

び②
第9回 国際協力と人材 国際協力に必要な人材と職種
第10回 国際協力の現場から② 海外の現場から実際を学ぶ②
第11回 NGO/民間企業と国際協

力①
NGO/民間企業による現代福祉に関
する実践①

第12回 NGO/民間企業と国際協
力②

NGO/民間企業による現代福祉に関
する実践②

第13回 国際協力に関する課題 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本講義の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
外務省　開発協力白書。必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】With a focus on inclusive development, basic theories,
practices, and important findings on international cooperation and
development in the developing world are to be introduced.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain a foundational understanding of international cooperation in the
context of social policy and administration.
【Learning activities outside of classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours each to understand the course
contents.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%) and report and presentation (50%).
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

Community Based Inclusive Development

佐野　竜平

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2 ｜ キャンパス：多摩
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.

【到達目標】
This course aims to provide practical and applicable knowledge and
skills related to the mentioned subject.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview the planned sessions
No.2 SDGs and

Well-being(1)
Concept of inclusive
development(1)

No.3 SDGs and
Well-being(2)

Concept of inclusive
development(2)

No.4 SDGs and
Well-being(3)

Concept of inclusive
development(3)

No.5 Good Practice on
CBID(1)

Initiatives in a community(1)

No.6 Good Practice on
CBID(2)

Initiatives in a community(2)

No.7 Good Practice on
CBID(3)

Initiatives in a community(3)

No.8 Human rights
issues(1)

Challenges in inclusive settins (1)

No.9 Human rights
issues(2)

Challenges in inclusive settins (2)

No.10 Human rights
issues(3)

Challenges in inclusive settins (3)

No.11 Going into the
unknown(1)

Exploring the world(1)

No.12 Going into the
unknown(2)

Exploring the world(2)

No.13 Going into the
unknown(3)

Exploring the world(3)

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time for the
preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
Sustainable Development Goals https://sdgs.un.org/
World Health Orgzniation https://www.who.int/health-topics/disability

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction papers through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.
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佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.

【到達目標】
This course aims to provide practical and applicable knowledge and
skills related to the mentioned subject.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview the planned sessions
No.2 SDGs and

Well-being(1)
Concept of inclusive
development(1)

No.3 SDGs and
Well-being(2)

Concept of inclusive
development(2)

No.4 SDGs and
Well-being(3)

Concept of inclusive
development(3)

No.5 Good Practice on
CBID(1)

Initiatives in a community(1)

No.6 Good Practice on
CBID(2)

Initiatives in a community(2)

No.7 Good Practice on
CBID(3)

Initiatives in a community(3)

No.8 Human rights
issues(1)

Challenges in inclusive settins (1)

No.9 Human rights
issues(2)

Challenges in inclusive settins (2)

No.10 Human rights
issues(3)

Challenges in inclusive settins (3)

No.11 Going into the
unknown(1)

Exploring the world(1)

No.12 Going into the
unknown(2)

Exploring the world(2)

No.13 Going into the
unknown(3)

Exploring the world(3)

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time for the
preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
Sustainable Development Goals https://sdgs.un.org/
World Health Orgzniation https://www.who.int/health-topics/disability

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction papers through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

地域経営論

松本　昭

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6151」を選択
すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
２１世紀社会の底流となる「人口減少社会」「少子高齢化社会」における地域
社会の望ましい経営（マネジメント）のあり方について、自治、分権、コミュ
ニティ、まちづくり、公共施設の維持更新、住宅政策等の観点から理解を深
めるとともに、市民、NPO等の市民団体、民間事業者、行政等の多様な地域
主体の連携、協働、協創のあり方について考察する。
【到達目標】
次の事項について基本的な理解を得るとともに、テーマごとの課題とその対
応方針についても問題意識を高めることを到達目標とする。
・地域経営に関する基本的な法制度及び代表的諸制度のあらましと特性
・地域経営に関する国と地方の関係、法律と条例の関係
・地域経営に関する市民（住民）、事業者、行政等の連携・協力・分担の考え方
・地域空間の整序ルール、公共空間と私有施設の関係、公共施設の維持更新等
に関する
　仕組みと課題
・空き家・空き店舗等の既存の地域資源を活用した地域経営のあり方
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、原則、「講義」と「講義テーマに応じた全体討議又はミニワークショッ
プ等のワーク作業」により進める。授業は、各回のテーマの本質が何かという
ことを常に問いかけ、その問いに対して受講生が、具体的に思考できるよう
な工夫を施して楽しく進めたい。各回講義に関する課題提起については、次
回講義のはじめにに、リアクションペーパーの紹介や参考事例等を紹介して
課題解決型の進め方を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

地域経営論の全体像
・講義ガイダンス、
・「地域経営」の今日的　
　意義と視点
・各回講義の要点解説

第2回 自治・分権と地域経営 ・「地方自治」「地方分権」の今日的
課題
・憲法、地方自治法、個別法に基づく
公共の福祉と財産権

第3回 住民参加と地域経営 ・参加、参画、協働、協創（共創）と
地域経営　・参加型まちづくりから
協働・協創（共創)型地域経営へ

第4回 地域経営と合意形成 ・まちづくり、地域経営
　における合意形成
・具体的課題から合意形
　成を考える

第5回 まちづくり条例と地域
経営①

・まちづくり、地域経営における法律
と条例の関係　・まちづくり条例の
系譜と展望

第6回 まちづくり条例と地域
経営②

・まちづくり紛争の実態　・まちづく
り紛争の予防と調整

第7回 まちづくり条例と地域
経営③

・まちづくりのルールと　
　特性
・協議調整型まちづくり
　とは

第8回 地域経営と公民連携ま
ちづくり①

公共施設、公共空間の更新と魅力化
（道路、公園、広場、河川等を
魅力化する取り組み）

第9回 地域経営と公民連携ま
ちづくり②

公共建築物整備の民間活用（PFI制
度等の民間活用の施設整備）

第10回 地域経営と公民連携ま
ちづくり③

まちづくり会社と地域経営（長浜、
高松、紫波等のまちづくり会社を対
象に）

第11回 住宅地経営とまちづく
り①

・戸建て住宅地…高齢化社会におけ
る郊外住宅地のこれから　・マン
ション住宅地…管理組合と自治会

第12回 住宅地経営とまちづく
り②

空き家、空き地問題と地域経営
・ストック活用のまちづくり/リノ
ベーションまちづくり

第13回 講義の総括① レポート提出と個別指導
第14回 講義の総括② ・レポート評価とプレゼンテーション

・学生諸君からの感想と意見/講義の
総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・人口減少社会、少子高齢化社会における都市や地方のまちづくりや地域経営
に関する広範な書籍、新聞記事等の通読を薦める。本授業の復習時間は各2時
間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。毎回、パワーポイント資料を事前にアップします。
【参考書】
講義において適宜紹介しますが、次の書籍を参考図書として薦める。
　「市民がまちを育む－現場に学ぶ住まいまちづくり－」　　建築資料研究社
　「社会的処方－孤独という病を社会のつながりで治す方法」西智弘
【成績評価の方法と基準】
①講義とその後の全体討議・ミニワークショップを踏まえたリアクションペー
パー50%
②選択課題に基づくレポートとプレゼンテーション50％（レポート課題は６
月前半に提示）
【学生の意見等からの気づき】
・具体的事例の紹介と考察が、講義の理解度を高めるため、講義は具体的事例
を豊富に
　盛り込んで行います。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The purpose of this course will understand the desirable management
of local communities in "population declining society" and "declining
birthrate and aging society" from the viewpoints of autonomy,
decentralization, community, town planning, maintenance of public
facilities, housing policy, etc.
【Learning Objectives】
The objective of this course is to provide students with a basic
understanding of the following issues and to raise their awareness of
the issues and policies for dealing with each theme.
・Basic legal systems related to regional management, and an overview
and characteristics of representative systems
・The relationship between national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・How to manage local communities by utilizing existing local resources
【Learning activities outside of classroom】
Students will be required to read a wide range of books and articles
related to urban and regional planning and regional management in a
society with a declining population, low birthrate and aging society. In
this class, we will review a wide range of articles on urban and regional
development and regional management in a declining population and
an aging society. The standard review time for this class is two hours
each.
【Grading Criteria/Policy】
(1) Reaction papers based on the lecture and subsequent plenary
discussions and mini-workshops 50%.
(2) Reports and presentations based on selected assignments 50%
(Report assignments will be presented in the first half of June)

— 439 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN300JB（経営学 / Management 300）

ソーシャルイノベーション論

土肥　将敦

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球環境、貧困、少子高齢化、障害者雇用といった社会的課題の解決に向け
てビジネスとしてそれらに取り組む動きが2000年代以降世界的に広まってき
た。こうした事業体はソーシャル・エンタプライズもしくはソーシャル・ビ
ジネスと呼ばれる。また近年では、従業員や地域社会、環境へ配慮した事業
活動を行なっている企業に与えられる国際的なB Corp認証も増加してきてい
る。本講義では、こうした事業やビジネスモデルがなぜ必要とされるのか、誰
がどのように生み出したのか、そしてそれはどこが革新的でどのようなイン
パクトがもたらされるのかについて、国内外の事例をもとに検討する（なお、
過去数年は、数多くの社会的企業者や実務家にゲスト講師としてお越しいた
だいている）。また講義後半では、企業の社会的責任（CSR）についても概観
し、CSRの枠組みの中で大企業が取り組むさまざまなソーシャル・ビジネス
の意義についても考えていく。
【到達目標】
本講義では、以下の3点を履修者の到達目標とする。
①グローバル/ローカルなソーシャル・ビジネスの動向を理解すること、②社
会的企業者によるソーシャル・イノベーションの創出と普及のプロセスを理
解すること。③企業のCSR活動の本質を理解すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
社会的課題にビジネスとして取り組むソーシャル・ビジネスは、さまざまな
事業形態やスタイルで、市場や社会から資源を動員し、新しい仕組みを構築
し、新たな社会サービスを提供している。本講義では、まずこうした多様な
事業分野、事業スタイルの存在を理解し、一般的なビジネスとの相違点等を
明らかにしていく。その上で、事業化してきた社会的企業者にも注目し、彼
らの存在意義やその機能などについても考えていく。今年度はB Corp認証を
取得している国内外のゲストスピーカーも招聘する予定である。リアクショ
ンペーパーやミニレポート等における優れたコメントは授業内で紹介し、さ
らなる議論に活かしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義概要、成績評価、テキスト等につ

いて。履修希望者は必ず出席のこと。
第2回 ソーシャル・ビジネスと

は何か①
社会福祉領域のソーシャル・ビジネ
スを通して、3つの要件、活動する事
業領域を理解する。

第3回 ソーシャル・ビジネスと
は何か②

社会福祉領域のソーシャル・ビジネ
スを通して、多様な組織形態を理解
する。

第4回 ソーシャル・ビジネスと
は何か③

海外の事例を通して、多様な組織形
態と事業スタイルの違いを理解する。

第5回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する①

国際協力領域のソーシャル・エン
タープライズを通して、ソーシャル・
イノベーションを理解する。

第6回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する②

海外の事例を通して、ソーシャル・
イノベーションを理解する。

第7回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する③

ソーシャル・イノベーションの創出
について理解する。

第8回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する④

ソーシャル・イノベーションの普及
について理解する。

第9回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する⑤

ソーシャル・イノベーションの創出
と普及の課題

第10回 大企業におけるCSR① 企業と社会の関係を理解する。
第11回 大企業におけるCSR② 古典的モデルと近年の考え方を理解

する。
第12回 B Corporationについ

て理解する①
各種事例を通してB Corpについて理
解する（A事例）。

第13回 B Corporationについ
て理解する②

各種事例を通してB Corpについて理
解する（B事例）。

第14回 B Corporationについ
て理解する③

各種事例を通してB Corpについて理
解する（C事例）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に指示するテキスト・資料や関連するウェブサイトに目を通し、講義
中のディスカッションや掲示板へのコメント記入に備えて欲しい。本授業の
準備学習・復習時間は合計4時間を標準とします。特に、毎回の講義後に掲示
板などへのコメントの書き込みが必須となり、これが成績評価の基準となる
予定ですので注意してください。
【テキスト（教科書）】
講義中に指示します。
【参考書】
土肥将敦（2022）「社会的企業者ーCSIの推進プロセスにおける正統性」千倉
書房
Marquis, C（2020）Better Business, Yale University Press（土肥将敦監
訳・保科京子訳（2022）『ビジネスの新形態 B Corp入門』ニュートンプレス）
鈴木良隆編（2014）『ソーシャル・エンタプライズ論』有斐閣
谷本・大室・大平・土肥・古村著（2013）『ソーシャル・イノベーションの創
出と普及』NTT出版
【成績評価の方法と基準】
講義掲示板へのコメント入力課題及びショートプレゼンテーション課題（60％）、
平常点（40％）を総合的に判断する。
【学生の意見等からの気づき】
本講義はオンラインで展開し、履修者とのコミュニケーションを大切にし、講
義がより良いものとなるように努める。市ヶ谷キャンパスや小金井キャンパ
スからの受講生は、キャンパスごとに時間割が異なっているため、各学部が
定めるルールや時間割を必ず確認した上で履修するようにしてほしい。
【Outline (in English)】
This course goes far beyond the innovation theory and academic aspect
of developing social businesses or social responsible business.The goal of
this course is to understand the concept of SOCIAL INNOVATION, and
the various aspects of Corporate Social Responsibilities in the MNC.
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting.Your study time will be more than four hours
for a class. Finally, Your overall grade in the class will be decided
based on the following; Short reports and presentations(60%), in class
contribution(40%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN300JB（経営学 / Management 300）

ソーシャルマネジメント論

樋口　邦史

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
企業および企業が行う事業と社会の関わりを考える。企業と社会の関わりは、
多様な形が可能である。企業の社会への関わり方、関わる対象、内容、組織
形態の多様さを理解する。また、なぜ企業の社会的側面を考えることが大切
なのかを考え、理解する。
【到達目標】
本講義の受講生は、企業が社会的課題を捉えて、解決するまでのプロセスと論
理を理解する。また、このプロセスと論理を学ぶことを通じて、企業と社会
の関係性を、社会学或いは経営学的観点から考えられるようになる。さらに、
企業の社会への影響を理解できるようになる。以上のことを本講義のゴール
とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
企業と社会の関係は、多様かつ多面的な側面を内包している。そのため、学
際的かつ実践的に講義を行う。例えば、企業や社会の仕組みを理解するため
に、経営学や社会学の観点を取り入れて講義をすすめる。また、企業活動と
その社会への影響を考察するために、実践例としてのケーススタディやゲス
トによるセッションを取り入れる。事前課題に対する議論とグループ討議を
中心に講義をすすめる。予習を求めるが、講義の展開によって若干の変更が
あり得る。事前課題には講師が学生個別にフィードバックをし、講義での論
点などの指摘や記述方法への指導を行う。対面での開講を前提とするが、ゲ
ストセッションや、社会状況によってはオンラインでの双方向型講義となる
場合もある。それにともなう各回の講義計画の変更については、学習支援シ
ステムでその都度提示する。また、本講義の開始日や授業の方法なども、学
習支援システムで随時提示する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入と概要 講義の進め方について

講義で取り扱う内容の概要を紹介
2 CSR経営における

SDGsの主流化
企業CSR経営を起点としたソーシャ
ルマネジメントとSDGsの位置づけ
について議論

3 ソーシャルマネジメン
トに必要なコミュニ
ケーション技術①

企業組織におけるコミュニケーショ
ンとその活性化いついて議論

4 ソーシャルマネジメン
トに必要なコミュニ
ケーション技術②

企業組織において「相手」に届くコ
ミュニケーションとプレゼンテー
ションを実践

5 企業におけるプロジェ
クト活動

プロジェクト型マネジメントを知る

6 行政とコミュニティ組織 行政組織の特色とコミュニティの役
割を知る

7 今年度の地域活性化プ
ロジェクト先の選定と
グルーピング

学生に身近な地域の選定とプロジェ
クトの進め方に関する議論

8 事例研究①官民連携 特定地域の官民連携事例について議
論

9 事例研究②企業組織の
光と陰

企業の不正（不正開示不正会計）は
なぜ起きてしまうのかについて議論

10 演習① ローカルなフィールドでのプロジェ
クトの進め方を議論

11 演習② 同フィールドでのマネジメントを進
める

12 演習③ 特定地域での活性化企画の立案
13 演習④ 特定地域での活性化計画の設計
14 最終発表、まとめと展望 Final Presentation

講義のまとめ、最終レポート提出に
ついて

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義では、全5回の事前課題レポート（A4 1枚以内）の提出を求める。講義で
紹介する事例のほかに、日頃からニュース等の情報および自身の日常生活を、
企業と社会の関係性から観察し、企業の社会的行動の事例として考える癖を
身につけること。なお、毎回幾つかの課題レポートを取り上げ、講義の冒頭
で全員で議論する。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
遠野みらい創りカレッジ編著「SDGsの主流化と実践による地域創生」水曜社
；まち創り叢書
【参考書】
講義の中で随時紹介する
【成績評価の方法と基準】
課題レポート10点×5回、最終レポート50点で評価し、グループワークでの
貢献度によって加点する（最高10点）。オンラインでのセッションとなった場
合でも、評価方法や基準は変更しない。より具体的な方法と基準は、講義開
始日に案内する。
【学生の意見等からの気づき】
昨年度の講義参加者からの要望に基づき、学生にとって身近な地域を選んだ
演習を実施します。今年度も、2年生から4年生まで「学部横断型」の多様な
参加者によるコミュニケーションとグループワークを中心に「実践型」の講
義を実施します。経済学部、社会学部からの参加者も期待しています。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】In this course,the students will think about relation-
ship for Enterprise and Society by some discussion or dialog. Because
it’s a available for diversification between Enterprise and Society. We
will communicate the variety of relationship, the domain, contents
and organization among us. And we will be able to identify why the
Enterprise have to consider about the social dimension.
【Learning Objectives】The goals of this course are to undustand logic
and process of Social Management. Indeed, at the end of the course,
students are expected to identfy social responsiblity of te company
organization and the meaning of the mainstream for SDGs.
【Learning activities outside of classroom】Before the every session,
students will be expected to have read the relevnat case study on web
site or news paper. And some text will be intoroduced in the session for
refarence of group discussion.
【Grading Criteria /Policy】Final grade will be calculated according to
the following process Mid-term report (50%), term-end report (50%), and
additional point by in-class contribution and leader-ship on work shop.
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

ソーシャルファイナンス論

徳永　洋子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
少子高齢化、経済格差、震災からの復興といった社会の課題を民間の力で解
決していく、NPO法人、公益法人、社会福祉法人などのソーシャルセクター
が注目されています。しかし、こうした団体の多くが活動資金の調達に苦労
しています。一般に金融（ファイナンス）とは、資金余剰者から資金不足者
へ資金を融通することを意味します。本講では、ソーシャルファイナンスを
「社会的価値を生むための金融」と捉えて、日本のソーシャルセクターを支え
る資金の概要とその調達手法を学びます。
【到達目標】
社会の課題解決に必要な資金の調達について具体的なノウハウを体得します。
加えて、身近な寄付やクラウドファンディングへの理解を深めることで社会
貢献意欲が高まることも期待されます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式。スライドは学習支援システムを通じて配布。理
解度や関心の把握には毎授業提出してもらうリアクションペーパーを活用し、
各授業の初めにフィードバックします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 プロローグ 本講の概要、目的
第2回 非営利団体の資金源 各種資金源とその特徴
第3回 日本の寄付文化の歴史 奈良時代から現代の事例
第4回 日本の寄付市場 各種調査結果から考察
第5回 ドナージャーニー 寄付者の心理と行動
第6回 ドナーピラミッド 団体の寄付者の構造的把握
第7回 心理学と寄付集め 寄付者心理を事例から考察
第8回 遺贈寄付 その定義と実態
第9回 クラウドファンディング その概要と成功の秘訣
第10回 会員拡大 新規会員拡大と継続率向上
第11回 企業からの支援獲得 支援のステップアップ戦略
第12回 助成金 助成金の獲得方法と活用
第13回 事業収益 非営利団体らしい事業収益の上げ方
第14回 エピローグ まとめとテスト
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
宿題はありませんが、授業に関連するニュースや話題については、さらに調
べたり、自分の意見を持つように努めてください。本授業の準備・復習時間
は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
「改訂新版　非営利団体の資金調達ハンドブック」　徳永洋子著　時事通信社
https://www.amazon.co.jp/dp/4788718820/

【成績評価の方法と基準】
平常点（20％）、期末テスト（80％)※期末テストはマークシート形式。資料
持ち込み可。
【学生の意見等からの気づき】
卒業後に、社会福祉法人などのソーシャルセクターに就職するとは限らない
ことから、本講座の共感を軸とした資金調達の学びを、一般企業に就職した
際にも役立てられるようにします。
【Outline (in English)】
1) Course Outline
In today’s Japanese society, there are many problems, such as the aging
population and declining birthrate, economic disparity, post-earthquake
restoration, domestic violence, and lack of public nursery school places.
Everyone feels that these problems cannot be solved by the work of
national and local government organizations alone. Hoping that they
can therefore be solved by efforts in the private sector, the work of
social sector organizations, such as social welfare corporations, NPOs,
and public-service corporations has been gaining attention. However,
most of these organizations have difficulty raising the funds required in
order to tackle these issues. In general, “financing” refers to the funding
of those who lack required funds by those with surplus funds.
In this course, we will see how “charitable funding” can be raised from a
diverse range of groups in order to support social sector work in Japan.

2) Learning Objectives
The goals of this course is to know how to fundraise.
3) Learning activities outside of class room
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content by checking relevant contents
from newspapers, TV news, online materials, etc.
4) Grading Criteria/Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.Term-end examination: 80% In class contribution: 20%
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

NPO論

渡真利　紘一

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6155」を選択
すること。旧「非営利組織の運営」修得者は不可。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「NPO/非営利組織」は単に行政サービスを補完する組織ではなく、新しい未
知なる価値を生み出し、市民社会を創造する主体であることを理解し、その
実践のための方法を学びます。併せて、NPOの成立した歴史的背景やその社
会的役割をはじめ、運営上の課題や他の主体（ボランティア、行政、民間企業
(CSR)、助成財団など）との関係から、今後の社会のあり方を考えていきます。
【到達目標】
・NPOの社会的意義を理解し、実践の方法について具体的にイメージするこ
とができる
・自らの関心分野のNPO活動の考案や授業のなかで気になったテーマに関す
る研究を通じ、社会との主体的な関わり方、他者との協力の仕方がわかる
NPOを論じる過程で、受講者自らが、自分らしく在ること／他者に対して寛
容であること／仲間を持つこと／社会と本音で向き合うこと等の重要性を認
識する機会につながればと思います。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の前半は、NPOに関する基本的な内容（歴史的背景や社会的意義、運営
方法や他の社会資源との関係等）について、映像資料や参考書等を交えて紹
介します。後半は、NPO活動実践者によるゲストスピーチを取り入れ、体験
的に実践を把握できる機会をつくるとともに、自らの関心分野のNPO活動の
考案や授業のなかで気になったテーマに関する研究に取り組みます。授業形
態は講義を主とします。受講者各々が授業を通じて感じたことや考えたこと
を言葉にし、共有するなかでの学びも大切にします。
各回の授業計画の変更については、学習支援システムでその都度提示します。
なお、授業では、リアクションペーパー等を予定しています。リアクション
の内容には、講師からもできる限りフィードバックを行います。また、各回
の授業で幾つかリアクションを取り上げる等により、授業内容の一層の理解
につなげる予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーショ

ン/NPOのイメージ
NPOのイメージや昨今の社会情勢を
共有し、本講義の目的や目標、進め
方を受講生と決定する。

第2回 NPOの活動分野 映像資料等を活用しながら、NPOの
活動分野について知るとともに各々
の関心分野について話し合う。

第3回 NPOの歴史的背景と社
会的意義

非営利な活動の歴史的背景やNPO法
設立経緯等から、NPOの文脈を辿る
とともに、行政や企業と比較し、
NPOの社会的意義について考察す
る。

第4回 NPOの組織運営と他の
主体との関係

NPO組織の立ち上げや運営方法につ
いて基本的な内容を理解するととも
に、他の主体（ボランティア、行政、
民間企業 (CSR)、助成財団など）と
の関係について把握する。

第5回 関心分野におけるNPO
活動の調査／自由研究
のテーマ検討

受講者自らの関心分野におけるNPO
活動を調べるとともに、NPOに関連
する自由研究のテーマを検討する。
（必要に応じNPO論受講生OBOGの
協力を得る）

第6回 NPOの活動事例紹介１
「公園管理における多様
な里山保全と市民の関
わり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第7回 NPOの活動事例紹介２
「アートを通じた居場所
をつくる実践」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第8回 NPOの活動事例紹介３
「学校以外で育つ子が豊
かに育つことのできる
環境づくり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第9回 NPOに関する自由研究
進捗フォローアップ

第5回授業で検討した自由研究の進捗
を共有・フォローする。（必要に応じ
NPO論受講生OBOGの協力を得る）

第10回 実践から考えるシリー
ズ「協力関係をつくる」

コミュニティ・オーガナイジングや
協力のテクノロジー等の理論や具体
例を取り上げ、協力関係をつくる方
法について考察する。

第11回 実践から考えるシリー
ズ「資金を調達する」

クラウドファンディングや会費によ
る基金創設、助成金申請など、NPO
の多様な財源確保策を取り上げ、各
手段の特徴や資金調達の際に配慮す
べきことについて考察する。

第12回 NPOに関する自由研究
発表会１

第5回授業で検討したテーマ作成し
たテーマについて、個人又はグルー
プ毎に自由研究の成果発表を行う。

第13回 NPOに関する自由研究
発表会２

第5回授業で検討したテーマ作成し
たテーマについて、個人又はグルー
プ毎に自由研究の成果発表を行う。

第14回 最終講義「これからの市
民社会とわたしたち」

授業の振り返りやまとめを行うとと
もに、これからの社会を生きる私た
ちにとって大切な観点とは何か、議
論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の振り返りの時間を大切にしてください。振り返りには、リアクション
ペーパーや講師から受講者へ共有されたフィードバック等の時間を活かして
ください。
また、授業で気になったキーワードや考え方について本やネット、新聞記事や
映画等から更なる情報をインプットしたり、学んだ内容を周囲に話す等、言葉
によるアウトプットを心がけ、自らの「観」を養っていくことを期待します。
授業で紹介したNPOの主催するイベント等へ参加したり、NPO活動にボラ
ンティア等を通じて主体的に関わることを推奨します。本授業の準備・復習
時間は1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて適宜紹介します。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
（１）平常点（出席・リアクション）50点、（２）中間レポート（NPO活動計
画書）10点、（３）期末試験（自由研究企画書及び発表）40点。
平常点については、授業ごとのリアクションペーパーによって評価・採点し
ます。また、優れたものについては加点を行います。
なお、成績評価の観点の例は以下のとおりです。
・NPOを論じることで社会の捉え方がどのくらい多様になったか
・受講者自らの関心分野の活動や研究テーマにどのくらい主体的に理解を深め
る関わりができたか
・クラスメイトが関心分野への理解を深めることにどのくらい協力して取り組
めたか
（注）実習や就職活動、部活動や健康上の理由などで授業への出席があまりで
きない人は、出来るだけ早く教員に知らせてください。
【学生の意見等からの気づき】
・受講者同士のリアクションの共有や講師からのフィードバックの時間をつく
ります。
・授業内容の理解の手助けとなる書籍や映像、記事等を紹介します。
・NPO活動の企画立案を具体的に検討する内容や実践からNPO活動を考察す
る内容の充実を図ります。
【学生が準備すべき機器他】
なし
（注）オンラインでの実施となった場合は、パソコン又はタブレット、スマー
トフォンとwifiが必要です。
【その他の重要事項】
授業計画の内容は、社会情勢や授業の展開によって、変更があり得ることを
申し添えます。
【Outline (in English)】
NPO/Non Profit Organization is not just organizations to cover
government services, but it provides new values and creates civil
societies proactively.
Throughout the class, we understand methods of cooperation with NPOs
and the future of our society learning historical background of its
establishment, its social roles, operational challenges and relations of
other social resources such as volunteers, public administrations, CSRs
and grant making foundations.
The goals of this course are to “To understand Social significance of Non
Profit Organization”.
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- Being yourself.
- Being tolerant of others.
- Facing society in earnest.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
hour to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、Short reports : 10%、in class contribution:
50%
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

協同組合論

西井　賢悟

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、協同組合が人々のくらしの中で果たしてきた役割、そして現在
果たしている役割を学ぶ。特に、その役割を社会・経済的な動きと関連付け
ながら見ていくことにより、さまざまな企業形態の経営組織が存在する中で
の、協同組合の存在意義を学ぶ。また、農協や生協などの実際の取り組みか
ら、実社会をよりよりものにしていく方策を学ぶ。
【到達目標】
・協同組合の経営組織としての特徴を説明できる
・協同組合の展開過程を社会・経済的背景を踏まえて説明できる
・農協と生協が地域社会に果たしている役割を説明できる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態は講義形式とするが、適宜質疑やグループワークの時間を設けるこ
とにより、受講生が主体的に講義に関われるようにする。また、講義後のリ
アクションペーパーの作成を通じて、講義内容を自らの知識や実際の生活と
結びつけながら考察することを求める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 協同組合とは 協同組合の多様なタイプ、協同組合

と株式会社の違いなど、協同組合の
概要を把握する

第2回 世界の協同組合－誕生の
歴史と協同組合原則－

イギリス産業革命と協同組合の誕生、
協同組合原則の制定・改定など、世
界的な協同組合の原理・原則と動向
を学ぶ

第3回 日本の協同組合の歴史① 二宮尊徳の思想・実践、産業組合法
の制定など、戦前の日本の協同組合
の歴史を学ぶ

第4回 日本の協同組合の歴史② 戦時中の協同組合の再編、戦後の多
様な組合の設立・発展など、戦時・
戦後の日本の協同組合の歴史を学ぶ

第5回 日本の農協① 総合事業の構成と内容、連合会と中
央会の機能など、農協・ＪＡグルー
プの概要を把握する

第6回 日本の農協② 正・准組合員の相違、組合運営の仕
組みなど、農協の特徴を協同組合ら
しさの観点から学ぶ

第7回 日本の農協③ 自己改革の実践、農業振興の応援団
づくりなど、近年のＪＡにおける改
革の動向を学ぶ

第8回 日本の農協④ 農協の実務者をゲストスピーカーと
して招き、農協が地域農業や地域社
会に果たしている役割の実際を学ぶ

第9回 日本の生協① 生協の多様なタイプ、購買生協の事
業構成と内容、供給事業の仕組みな
ど、生協の概要を把握する

第10回 日本の生協② 組合員組織と組合員活動の概況、組
合運営の仕組みなど、生協の特徴を
協同組合らしさの観点から学ぶ

第11回 日本の生協③ 生協の実務者をゲストスピーカーと
して招き、生協が個々の家庭や地域社
会に果たしている役割の実際を学ぶ

第12回 新たな協同の動向 労働者協同組合法の制定、協同組合
間連携の拡大など、日本における新
たな協同の動向を把握する

第13回 期末試験 小論文中心の試験を通じて、これま
で学んだことの到達状況を確認する

第14回 まとめ これまで学んだことをもとに、協同
組合の進むべき途や、協同の実社会
での可能性を考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
・毎回、復習として講義内容を考察してリアクションペーパーを作成する。
・毎回、事前に提供する資料や視聴資材を用いて準備学習する。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない
【参考書】
参考書は指定しない
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（70％）、期末試験（30％）。
リアクションペーパーは、毎回の講義内容を自らの知識や実際の生活と結び
つけながら考察できているかを評価する。
期末試験は、小論文中心の構成とし、本講義の到達目標に対する到達状況を
評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回、講義の開始時にその回のポイント、終了時にポイントを踏まえたまと
めを行う。
【その他の重要事項】
本講義では農協・生協の実務者をゲストスピーカーとして招く予定としてい
る。農業振興、食品流通、地域づくり、環境問題への対応や、そこで働く職員
などをリアルに学ぶことができるようにする。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this lecture, students will learn the roles that cooperatives have
played in people’s lives and the roles they are playing today. In
particular, students will learn about the significance of the existence
of cooperatives in the presence of various types of management
organizations, and how to improve the real world.
【Learning Objectives】
・Be able to explain the characteristics of cooperatives as management
organizations
・Be able to explain the development process of cooperatives based on
the social and economic background
・Be able to explain the role that agricultural cooperatives and consumer
cooperatives play in the local community.
【Learning activities outside of classroom】
・The standard time for preparation and review of this class is 2 hours
each.
・Every time, as a review, consider the contents of the lecture and create
a reaction paper.
・Prepare for each lesson using materials and audio-visual materials
provided in advance.
【Grading Criteria /Policy】
・Reaction paper (70%), final exam (30%).
・Reaction papers are evaluated based on whether students are able to
consider the content of each lecture while connecting it with their own
knowledge and actual life.
・The final exam will be composed mainly of short essays and will be
evaluated on the achievement status of the goals of this course.
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

災害支援論

青木　信夫、正谷　絵美、松井　正雄

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
災害が発生した後に余儀なくされる避難生活や生活再建などへの支
援の在り方また、災害発生後の支援を効果的に行うために必要な事
前の備えなどについて総合的に学び実践するための知識や技術を習
得して、年々繰り返され巨大化する自然災害の被災者に必要な支援
とは何か、支援のあるべき姿を探求していく。

【到達目標】
被災者に必要とされる支援や支援の方法について知り、実践的な支
援のあり方について理解を深める。
・我が国における災害支援の体制を知り、日常生活でどのような備
えが必要であるか考える。
・一方的な支援だけでなくお互いに支援し合えるコミュニティの形
成と共助を通して人々が地域を支えて行くことの大切さを知る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義のほかに、グループ討議や図上演習を実施することで学生自身
が考え、災害をイメージして支援のあり方について気づかせる。ま
た、被災者と交わる支援のあり方として、体験型の授業を取り入れ
る。レポート等の提出、フィードバックはメールあるいは「学習支
援システム」を通じて行い、最終授業では13回までの各講義内容の
まとめやレポート等の講評、解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ①授業のオリエン

テーション
②ワークショップ

・授業の概要や目的及び進め方、
理解すべき点や評価方法等につ
いて知る。
・災害支援のあり方について、
グループ討議を行い被災者が本
当に必要とする支援のあり方に
ついて知る。

2 体験学習
・震動体験（起震車）
・煙避難体験（煙体
験ハウス）
・初期消火（訓練用
消火器）

・東北地方太平洋沖地震（東日
本大震災）の実際の地震観測
データを基に３次元で再現され
た震動を体験する。
・人体に無害な煙を充満させた
テント内に入り、火災時におけ
る煙の怖さと避難方法などを体
験する。
・初期消火の必要性を学び、消
火器の操作手順を体験する。

3 気象災害と避難支援 ・近年発生した大規模な気象災
害を引き起こした気象条件、及
び被害の現状と生活に及ぼす影
響、支援などについて理解する。

4 ロープワーク
・結びの基本と応用

・日常生活では勿論のこと、災
害発生時には人命救助や避難生
活にも役立つロープの結び方の
基本を体験する。

5 災害の種類と災害心
理

・地震、津波、水害、火災など各
災害の原因、特徴、対策と共に
逃げ遅れの原因となる災害心理
について学ぶ。

6 クロスロード ・災害発生後に行う支援のあり
方について出された質問にYES
またはNOで答え、自分ならど
のように対応するかを考える。

7 心肺蘇生法
・胸骨圧迫／AED
操作
応急手当
・止血法・災害時の
手当

・救命の重要性を理解する。
・心肺蘇生に必要な胸骨圧迫と
AED操作を体験し、実施手順を
知る。
・災害時の傷病者に対して身の
回りにあるものを利用して一時
的に施す手当の方法を知る。

8 防災講話
・東日本大震災に学ぶ
（大川小学校、釜石の
奇跡）

・東日本大震災の教訓を学び、
避難計画や避難行動のあり方に
ついて知り、避難に必要な支援
とはなにかを考える。

9 災害ボランティアセ
ンター実施訓練

・災害ボランティアセンターの
仕組みを理解し、運営に必要な
技術を実施訓練により習得する。

10 避難所HUG ・避難所の開設、運営を模擬的
に体験することにより、避難所
で起こる様々な問題にどう対応
するかまた、避難所で生活する
被災者への支援をどのようにす
るかについて考える。

11 防災グッズの作成 ・災害時に身の回りにあるもの
を利用して避難生活などに役立
つ防災グッズを作成する。

12 防災講話
・地域防災
（自助、共助、公助）

・地域防災を、「自助」「共助」「公
助」の視点から考え、平常時及
び発災時の行動について考える。

13 図上演習DIG ・災害発生後に行う、「避難行動
要支援者」への支援のあり方と
事前に必要な体制づくりについ
て考える。

14 ①授業のまとめ
②春学期定期試験

・各授業の要点をまとめ、レ
ポート等の講評、質疑応答、
ディスカッションを通して災害
支援を掘り下げる。
・本授業を終えた後の理解度を
確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
災害支援に関する学問は、「災害支援学」などのように決められた枠
組みの中だけに存在するのではなく、日常生活の中にこそ多くのヒ
ントが潜在していることから、自身が日常生活を送る中で防災や減
災とどう取り組んで行くべきか考えることが大切であり、人と交わ
ることで多くの気づきを得ることができるので積極的に情報を得て
人と共有するようにする。
本授業の準備・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
授業時に参考となる資料を配布する。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
春学期定期試験50%、平常点30%、レポート20%
演習や体験型授業を行うので継続的な出席を求める。単位取得の前
提条件となる出席回数については、オリエンテーション時（初回授
業）に明示する。

【学生の意見等からの気づき】
授業では、講師陣の防災啓発活動の現場や被災地での活動体験を基
に、学生が災害の当事者として支援のあり方を自ら考え理解できる
ような内容に心がける。

【Outline (in English)】
[Course outline] Knowledge of how to provide comprehensive
support for evacuation and rebuilding of life after a disaster
occurs, as well as the necessary preparation for effective
support after a disaster occurs. They will acquire skills and
explore what kind of support is needed for victims of natural
disasters that are repeated and huge every year.
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[Learning Objectives] Learn about the support and support
methods needed by disaster victims and deepen their under-
standing of practical support.
—Learn about the disaster support system in Japan and think
about what kind of preparations are necessary in daily life.
—Learn the importance of people supporting the community
not only through one-sided support but also through the
formation and mutual assistance of communities that can
support each other.
[Learning activities outside of classroom] The study of disaster
relief does not exist only within a fixed framework such as
"disaster support studies", but because many hints are latent
in daily life, oneself has a lot of hints in daily life. It is
important to think about how to tackle disaster prevention
and mitigation while sending a message, and since you can
get a lot of awareness by interacting with people, actively
obtain information and share it with people. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria /Policy] Fall semester regular exam 50%,
normal score 30%, report 20%
Since we will hold exercises and hands-on lessons, we request
continuous attendance. The number of attendances, which is
a prerequisite for earning credits, will be clearly stated at the
time of orientation (first class).
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

人権活動論

寺中　誠

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
【授業概要】
人権は、実社会の問題の解決のための手段として使ってこそ、意味のある概
念です。多くの社会事象の中から「人権問題」として対象化された問題の解
決手法を学びます。
【授業の目的・意義】
人権問題の構造や主なテーマを把握するための方法の習得を目的とし、人権
活動を担う団体や組織のマネジメントの基礎についても考えます。
【到達目標】
・法や権利を理解するための基礎知識を身につけ、国内的・国際的人権なシス
テムがどのように機能しているかを理解する。
・上記で得た法や権利の知識を日常生活の上で使えるようになる。
・実際に人権に関わる活動の現場で役立つ基礎知識と技術を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は主として講義形式で行い、必要に応じてディスカッション形式も取り
入れます。関係する資料等を紹介し、外部の経験者の声なども紹介しながら、
理論的な仕組みを勉強します。毎回リアクションペーパーを提出してもらい
ます。
学生は、各自受講用のノートを準備し、毎回ノートに講義内容を記録します。
このノートを充実させることにより、自分自身の人権活動論を習得するよう
にします。
課題に対しては、授業内やHoppii等を活用してフィードバックを行う予定に
しています。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 人権論基礎 I

人権における権利義務
関係論

権利義務関係論で基本的人権概念を
再考する。

第2回 人権論基礎 II
人権を構成する要素

社会資本（ソーシャルキャピタル）
としての人権と依存

第3回 人権論基礎 III
福祉と人権

多義的な平等概念とポジティブアク
ション：配分の平等と結果の平等

第4回 人権基礎論 IV
権利の優先順位

絶対的自由と調整可能な権利：自由
権と社会権、そして人権の不可分性・
相互依存性

第5回 人権基礎論 V
権利制約の原理

調整可能な権利の具体的な調整にお
ける手順：比例原則、LRA等

第6回 依存と人権 I
依存症の構造

依存症という概念の理解とその実態

第7回 依存と人権 II
ハームリダクション

依存症におけるハームリダクション
政策：公衆衛生か刑罰か？

第8回 性産業と人権 I
性産業論

性産業政策の歴史と近年のハームリ
ダクション政策

第9回 性産業と人権 II
「慰安婦」問題の構造

性産業論と植民地主義（戦争責任）
の狭間で

第10回 移民問題 I
移民排斥という構造的
暴力

移民をめぐる意識や「テロ」不安、
「体感治安」。

第11回 移民問題 II
「在日」問題と「ヘイト」

植民地支配に伴う「在日」問題と
「ヘイト犯罪」の状況。

第12回 移民問題 III
移住労働者問題が表す
グローバルな変化

移民を政策的に受け入れたり、締め
出したりした政策のブレについて。

第13回 企業と人権 I
ビジネスと人権

国連指導原則の誕生と企業の社会的
責任（CSR）の流れ

第14回 企業と人権 II
企業や非国家主体の統
制のための制度

ソフトローの重要性と国内人権機関、
差別禁止法制の必要性

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ノートに、授業等で知りえた参考情報や文献の内容を記録します。その内容
を見直し、次回授業では必要な点を確認します。本授業の準備学習・復習時
間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は特に定めませんが、山崎・川島・菅原「国際人権法の考え方」（法律
文化社）を参照することが多いと思います。
【参考書】
申惠ボン「友だちを助けるための国際人権法入門」（影書房）、阿部浩己「国際
法を物語る」三分冊（朝陽会）ほか
http://www.teramako.jp/housei.html上で紹介する。
【成績評価の方法と基準】
「知る」「理解する」「日常的に使える」「活動できる」という各段階をどの程度
習得したかを確認する。
期末レポートないし試験の評価（60％）
リアクションペーパーの内容も含めた平常点評価（40％）
【学生の意見等からの気づき】
「理念的」「抽象的」と捉えるという先入観を壊し、日常の具体的な事例に即
したところから、実際の問題解決に役立てるための発想を養うことに注力し
たい。
【Outline (in English)】
[Outline]
Human Rights are to solve problems within the real life and in the
community. The class shall explore ways to find out how to design ’social
problems’ adaptable to human rights.
[Learning Objectives]
Obtaining methods to understand themes and mechanisms of human
rights problems as "social problems", while getting some thoughts of
organising and managing human rights movements.
[Learning activities outside of classroom]
Each students are required to spend three to four hours before and after
the class meetings. They are also invited to make questions regarding
contents.
[Grading Criteria]
60% are considered for ordinal attendance attitude and performances
provided during the class (including response sheets). 40% are counted
from term-end essays/reports.
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ASS300JB（社会経済農学 / Agricultural science in society and economy 300）

農山村とコミュニティ

図司　直也

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、農山村の地域構造の原型ともいえる「家と集落（むら）の関係」
を理解し、農山村地域が今日に至るまで直面してきた社会的諸問題を考えな
がら、その解決手段として試みられてきた地域づくりの展開を探っていく。
【到達目標】
講義を通して、まず、農村の家と集落（むら）との関係を通して、農山村地域
構造の原型を理解できる。その上で、農と食の変化や、環境・開発、農村女性
や高齢者などの担い手、都市と農山村との関係性、「小さな自治」の試みなど
多様な切り口から、農山村地域が直面する問題の背景と、そこで展開する新
たな取り組みを知る。授業で学んだ内容を、食をはじめとする日常生活との
繋がりから意識したり、ゼミ活動や実習等の農山村地域における現場での実
践に活かすことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で進め、リアクションペーパー等のフィードバックは、授業内で行
い全体で共有するとともに、質問にも応えていく。なお、講義は以下の内容
で進める予定であるが、進度やゲスト講師によって変更もあり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 村落空間とむらの構造 農山村の地域構造の原型とその変化

を学ぶ。
第2回 むらの変化―過疎化 農山村の地域構造変化である過疎化

を学ぶ。
第3回 むらの変化―都市化・混

住化
農山村の地域構造変化である都市
化・混住化を学ぶ。

第4回 変わりつつある農村の
家・家族・世帯

農山村の家族・世帯の変化を学ぶ。

第5回 農村自治とむらづくり 農山村の自治の仕組みを学ぶ。
第6回 「農」の変化と地域 「農業」から農山村地域での取り組み

を捉える。
第7回 「食」の変化と地域 「食」から農山村地域での取り組みを

捉える。
第8回 農の担い手―農村女性

や高齢者
農村女性や高齢者など多様な主体に
よる農の取り組み

第9回 開発と環境―景観形成・
コモンズ

景観形成・コモンズに関する取り組み

第10回 消費される農村と地域
づくり

ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑの展開と課題

第11回 都市農村交流から協働へ 外部人材の役割と活用
第12回 新しいコミュニティづく

りの試み―地域運営組織
地域運営組織の役割と立ち上げプロ
セス

第13回 新しいコミュニティづ
くりの試み―「小さな経
済」

「小さな経済」を生み出す実践

第14回 まとめ 全体のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習には、各２時間程度を確保してもらいたい。日頃から、地
域に内在する様々な問題に関心を寄せ、その課題を乗り越える取り組みや知
恵に着目しておく。講義後には、授業内容について復習し、改めてテーマに
ついて考えることが望ましい。
【テキスト（教科書）】
講義内において配布・紹介する資料を用いる。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点60%，期末レポート40%

【学生の意見等からの気づき】
VTRなども交えて農山村の地域社会の様子が視覚的にも理解できるよう工夫
を重ねていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】In this lecture, we will understand the prototype of the
regional structure of agricultural and mountain villages, think about
regional issues, and explore the development of regional development.

【Learning Objectives】You can be aware of what you have learned in
class from the connection with daily life such as food, and you can apply
it to practice in the field in agricultural and mountain village areas.
【Learning activities outside of classroom】Two hours will be secured for
each preparation and review of this class. It is advisable to take an
interest in various issues in the area on a daily basis and review the
lesson content after the lecture.
【Grading Criteria /Policy】60% of reaction papers every time, 40% of
year-end reports.
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CMF300JB（その他の複合領域 / Complex systems(Others) 300）

コミュニティアート

吉野　裕之

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6162」を選択
すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多くの事例を通して、アートは単に芸術作品のことではなく、まち＝
コミュニティを豊かに耕す日常的な実践であることを理解し、その
実践のための方法を学ぶとともに、これからのまちづくりのあり方
を考えていく。

【到達目標】
まち＝コミュニティは最も身近な社会であり、私たちの生活の現場
であることの意味を理解し、コミュニティアートとは住民がそれぞ
れの立場でまち＝コミュニティの価値を高めていく行為であるとい
う視点から、こうした実践の分析や評価、企画を行うことができる
ようになることが目標である。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業でいうアートとは、いわゆる美術だけでなく、文芸、音楽、
演劇など、さらに暮らしに根づいた生活文化をも含めたもの／こと
を指し、こうしたアートをまちづくりにおいてどのように活用する
かについて学ぶ。前半では「まちづくりとは何か」「アートとは何か」
について、後半では「まちづくりにおけるよりよいアートの活用の
しかた」について学ぶ。
方法としては、講義形式が中心にはなるが、ワークシートを活用し
た思考のトレーニングやグループでのディスカッションなども取り
入れていく。また、リアクションペーパーなどにおける優れたコメ
ントは授業内で紹介し、さらなる議論に活かしていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容全般の説明。
第2回 ＮＰＯ・市民主体の

まちづくりの意義
ＮＰＯ・市民主体のまちづくり
の意味や意義についての説明。
（授業の展開によって、若干の変
更があり得る。以下同）

第3回 市民主体のまちづく
りの事例（１）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづ
くりの事例（学生が主体となっ
た活動の事例）の紹介と解説。

第4回 市民主体のまちづく
りの事例（２）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづ
くりの事例（中高齢者が主体と
なった活動の事例）の紹介と解
説。

第5回 生活の現場としての
まちをめぐる考察

実体験に基づくまちをめぐる考
察とＮＰＯ・市民主体のまちづ
くりの意味の考察。

第6回 アートの意味 アートの意味（意味の歴史的変
遷や芸術家のことばなど）の説
明。

第7回 コミュニティアート
の要件と機能

コミュニティアートの要件と機
能の説明。

第8回 都市空間・まちなか
のアートの変遷

都市空間・まちなかのアート
（パブリックアートやコミュニ
ティアートなど）の変遷の説明。

第9回 コミュニティアート
の事例（１）

コミュニティアートの事例（基
本的な考え方を理解するための
事例）の紹介と解説。

第10回 コミュニティアート
の事例（２）

コミュニティアートの事例（大
都市／拠点型）の紹介と解説。

第11回 コミュニティアート
の事例（３）

コミュニティアートの事例（大
都市／まちなか展開型）の紹介
と解説。

第12回 コミュニティアート
の事例（４）

コミュニティアートの事例（地
方都市／地域密着型）の紹介と
解説。

第13回 コミュニティアート
の事例（５）

コミュニティアートの事例（地
方都市／地域交流型）の紹介と
解説。

第14回 これからのまちづく
りとアート

これからのまちづくりとアート
の関係のあり方についての解説。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、必ず授業の復習をすること。また、授業に関連する新聞記事
や文献などに関心をもつとともに、日々の生活のさまざまなもの／
ことを、授業との関連で捉え直していくように心掛けること。さら
には、まちづくりやアートに関わるイベントなどには積極的に参加
することが望ましい。本授業の準備学習・復習時間は1回につき4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。（必要に応じて適宜配布する。）

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーなど）：30点　期末レポート：70点
平常点におけるリアクションペーパーなどでは、1回～数回の授業
の内容の理解度について確認する。
期末レポートでは、コミュニティアートの意味の理解度やその分析・
評価などの習得度について確認する。

【学生の意見等からの気づき】
これまでと同様だが、応用力、思考力がついた、新しい発見があっ
たなどの感想をもつ学生が多い。自分が大きく変化できたというこ
とだろう。今年度も引き続きこうした授業を展開していきたい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
We will understand that art is a powerful way to revitalize the
community, learn methods for practicing it, and think about
the way of community design in the future.
（Learning Objectives）
By the end of the course, students will be able to do the
followings:
－Analysis and evaluation of cases about community art
－Planning of community art
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
－Reviewing the class meeting
－Reading literature related to the class meeting
－Participating in events related to community design and art
（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be calculated according to the following
process.
Short reports : 30%、Term-end report : 70%
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CMF300JB（その他の複合領域 / Complex systems(Others) 300）

コミュニティスポーツ

深野　聡

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：抽選科目。2024年度の授業実施日は、9月17
日（火）・18日（水）・19日（木）。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人類の長年のパートナーである「馬」について、その歴史やコミュニティ
スポーツとしての活動を含む今日の多岐にわたる活用事例について実馬
を用いた体験活動を組み入れながら実践的に学ぶ。
加えて本学多摩キャンパスが有する「馬」資源を用いて、この場所と地
域において目指すべき「人馬のウェルビーイング」の形は何かを共に考
え、その実現を目指す。

【到達目標】
・人と馬の歴史、コミュニティスポーツとしての活動を含む国内外の馬
の多様な利活用を理解できる。
・馬の性格と特徴を理解できる。
・馬とのふれあいにより、その感触、大きさ、体温などを実感する。
・馬を用いた活動における基礎知識と注意事項を理解し、安全に馬にさ
われるようになる。
・高齢者、障がい者を対象とするホースセラピーや教育における馬活用
の事例を学ぶ。
・馬のいる場所が人の暮らしと地域にどのように繋がるべきか、人馬の
ウェルビーイングを検討できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
・フィールドワーク実施時の安全性確保のため、受講希望者数が制限を
超えた場合は事前アンケートでの記載事項に基づく選抜を行います。
・講義にて小レポート（リアクションペーパー）の提出を求め、授業内
やHoppii等を活用してフィードバックを行う予定です。
・教室では講義形式が中心、多摩キャンパス馬場では実馬を用いたフィー
ルドワークを実施します。
・全講義終了後にレポートの提出を求めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本授業の概要と目的、到達目標を

確認し、フィールドワーク実施時
の注意事項を理解する。

2 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅰ

見る、近づく、さわるの実施。活
動を通じて馬の身体を観察し、大
きさ、体温、性質を理解する。

3 人と馬の関係学① 人と馬の歴史や馬の進化について
理解する。

4 人と馬の関係学② 馬の性格や生態、品種や特徴につ
いて理解する。

5 人と馬の関係学③ 国内外における馬事産業および馬
事文化の全般を理解する。

6 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅱ

厩舎における馬の世話を体験し、
各種馬具の使い方等を理解する。

7 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅲ

ブラッシングを体験し、その際に
必要となる注意事項を理解する。

8 人と馬の関係学④ コミュニティスポーツとしての活
用を含む馬の多様な利活用の事例
を理解する。

9 人と馬の関係学⑤ ホースセラピーの概要について理
解する。

10 人と馬の関係学⑥ 馬を用いた活動実施時の課題を学
び、その解決には何が必要かを考
える。

11 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅳ

馬と一緒に歩く体験をする。馬の
表情や動作からその心理の感じ取
り方を学ぶ。

12 人馬のウェルビーイン
グを考える①

競走馬の一生と引退競走馬の活用
策について国内事例を紹介し理解
する。

13 人馬のウェルビーイン
グを考える②

高齢者や障がい者を対象とした
ホースセラピーの活動事例を紹介
し、その内容について理解する。

14 総括 本授業を振り返り、受講者相互の
ディスカッションを通じて、この
場所での人馬のウェルビーイング
の展望を考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
提示するテキストを元に準備学習を行うこと。配布資料やノートを復習
して小レポート（リアクションペーパー）を作成すること。
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『フレンドリーホース』　編集：（公社）全国乗馬倶楽部振興協会　880円
　
※このテキストの購入方法は全国乗馬倶楽部振興協会からの直接購入の
みです。
　購入方法については、後日学習支援システムを通じて案内します。
※必要に応じて、その他の資料は配布します。

【参考書】
『ホースセラピーサポートブック』　発行元：うまJAM
　https://www.umajam.com/pages/35/
『絵でわかる馬の本』WAVE出版
　https://www.wave-publishers.co.jp/books/9784872906677/

【成績評価の方法と基準】
①講義の平常点およびリアクションペーパー：５０％（５点×１０回）
②フィールドワークでの平常点と取り組み姿勢：４０％（１０点×４回）
③最終レポート：１０％（１０点×１回）

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーでの聴講生の興味、関心に応じ、授業で扱うテー
マ以外の馬事関連テーマに関しても提供できるようにします。

【学生が準備すべき機器他】
フィールドワーク時は帽子と動きやすい服装を着用してください。
※半ズボン、スカート、サンダル着用は不可。

【その他の重要事項】
本科目は、オータムセッション（９月１７日から１９日まで）の集中講
義です。
初回のガイダンスは、多摩キャンパス馬場にて行います。ガイダンス終
了後はそのままフィールドワークとなりますので注意してください。

【Outline (in English)】
Lecture outline.
This lecture treats the horse as a partner of Humans, learning
about its history, characteristics and diverse uses. Time will be
set aside for interaction with horses to deepen understanding.
Consider the wellbeing of people and horses in the region.
Learning objectives
By the end of the course, students will be able to:
-A. Understand the history of people and horses and examples of
diverse uses of horses in different regions.
-B.Understand the character and characteristics of horses.
-C.Know the temperature of horses and handle them safely.
-D.Be able to consider the links between horses and local
communities.
Learning activities outside the classroom
Students should have completed the prescribed assignments at the
end of each lesson.
Grading criteria
The overall class grade will be determined according to the
following criteria.
Reports in lectures: 50% (5 points x 10 times)
Fieldwork: 40% (10 points x 4 times)
Final report: 10% (10 points x 1 time)
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CUM300JB（文化財科学・博物館学 / Cultural assets study and museology 300）

地域遺産マネジメント論

須田　英一

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　地域の歴史や文化の中から生成されてきた地域遺産（歴史的町並み、歴史
的建造物、民俗芸能、史跡など）を活かした地域づくりが、日本各地で取り組
まれています。そこには地域住民をはじめNPOなどが担い手として活躍して
います。授業では、さまざまな地域遺産に関する基礎的な知識や、地域遺産
を活かし、Well-being（健康で幸福なくらし）を地域の中に実現していくた
めの方法について幅広く解説します。
【到達目標】
さまざま地域遺産に関する基礎的な知識をはじめ、地域遺産の活用と地域の
ネットワークづくりに向けた能力を身につけます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
地域遺産の多くを占める文化財の保護の歴史をふりかえり、地域遺産のマネ
ジメントに関わる人々の仕事や役割、地域遺産に関わるボランティア活動や
地域遺産の活用例を映像や画像などにより紹介します。なお、授業の展開に
よって、授業テーマに若干の変更があり得ます。講義形式の授業形態です。
授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからいくつか
を取り上げ、全体に対してフィードバックを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス　 授業のガイダンス、評価の方法、関

連映像
第2回 地域遺産とは、地域遺産

マネジメントとは
地域遺産、地域遺産マネジメント

第3回 地域遺産の生成と保護
の現状

地域の歴史と地域遺産の生成、文化
財の保存・管理と活用

第4回 文化財保護の歴史 明治期の文化財保護、大正期・昭和
戦前期の文化財保護

第5回 今日の文化財の保護制度 文化財保護法、文化財保護法の改正
と文化財の拡大

第6回 地域遺産保護と専門家
(1)

文化財担当専門職員、学芸員の仕事
と役割

第7回 地域遺産保護と専門家
(2)

文化財保護修理技術者の仕事と役割

第8回 さまざまな地域遺産、世
界遺産

全国のさまざまな地域遺産の紹介、
世界遺産

第9回 地域遺産とボランティ
ア活動

博物館ボランティア、文化遺産ボラ
ンティア

第10回 地域遺産の再生と活用
(1)

地域遺産としての建造物の修復と活
用

第11回 地域遺産の再生と活用
(2)

地域遺産としての史跡の修景と活用

第12回 地域遺産の再生と活用
(3)

地域遺産としての名勝・天然記念物・
食文化

第13回 地域遺産の再生と活用
（4）

地域遺産としての伝統的建造物群

第14回 まとめ 地域遺産と地域づくりまとめ、課題
レポートのフィードバック

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　自分の住む地域にはどのような地域遺産があり、それらは私達の生活とど
のような関わりがあるのでしょうか。きっとすごい身近に何かしらの地域遺
産があるはずですし、どこかに眠っているかもしれません。見つけてみて下
さい。また、博物館や美術館の展覧会にも是非行ってみましょう。
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は特に選定しません。資料を毎授業時に配布します。
【参考書】
馬場憲一『地域文化政策の新視点－文化遺産保護から伝統文化の継承へ－』（雄
山閣、3000円）、川村恒明監修・著『文化財政策概論－文化遺産保護の新たな
展開に向けて－』（東海大学出版会、3500円）。その他については、必要に応
じて講義の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
①成績評価方法
・平常点：毎回リアクションペーパーの提出を求めます。
・試験方法：中間に1回と期末に課題レポート提出。

・評価方法：平常点（リアクションペーパー）40%、課題レポート60％によ
り総合的に評価します。2種類の課題レポート提出は単位の修得に不可欠とし
ます。
②評価基準
・平常点：授業態度、学習への意欲、リアクションペーパーの内容によって評
価します。
・レポート：課題に適切に答え、現地を訪れるなど積極的に取り組んだもので
あるかどうかを評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
質疑応答を積極的に行い、双方向での授業運営を図ります。
【その他の重要事項】
地方自治体での文化財調査・実務経験、大学文化財調査機関での調査・研究
経験を活かして、実際の経験にも重きを置きながら授業を展開したいと思い
ます。
【Outline (in English)】
This lecture explain broadly about the basic knowledge on various
regional heritage and the way to make use of community heritage and
to realize Well-being Society in the area.The goals of this course are
to acquire the ability to utilize regional heritage and build regional
networks.Students will try to find a community heritage　that is related
to our lives in their area.　 Students should also visit museums and
museum exhibitions.　Your study time will be more than four hours for
class. Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report,　 term-end report（70%）,and in-class
contoribution（30％）.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

TRS300JB（観光学 / Tourism Studies 300）

地域ツーリズム

野田　岳仁

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6165」を選択
すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、地域ツーリズムの論理とその仕組みを理解することを通じて、地域
社会における持続的な観光のあり方を模索することを目的としている。地域
ツーリズムとは、観光の本質にある“大衆性”を相対化し、地域課題の解決や現
場に暮らす人びとの幸せ（ウェルビーイング）の実現を目指す新しい観光実
践である。それゆえ本講義では、地域ツーリズムの典型として、”水辺空間の
観光化”、”伝統文化の観光化”、”生活空間の観光化”の３つのテーマのケース
スタディを扱う。地域ツーリズムという新しい観光実践を理解するうえで大
切なことは、現場に暮らす人びとの立場に立って、問題の本質を理解し、そ
の解決に応えようとする視点を持つことである。従来の大衆的な観光とは異
なる特徴を持つからこそ、地域ツーリズムを理解する新しい方法論を構想し
ていく必要があるからである。本講義では、現場の人びとの立場からの持続
可能な観光のあり方を探究していく。
【到達目標】
大衆的な観光との差異に注目しながら、地域ツーリズムの基本的な考え方を
理解し、地域ツーリズムを捉える視点を養うこと。そのうえで、現場の人び
とが抱える課題に対して、本講義の知見を活かして有効性のある政策論を構
想する力を身につけることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では”いくら儲かるか”、”いかに集客を伸ばせるのか”といった大衆的な
観光のイメージを相対化して、現場の人びとの立場から観光という現象を捉
え直していく。DVDなどの視覚資料を積極的に活用する。授業の展開によっ
て若干の変更がありうる。授業計画に変更がある場合は学習支援システムに
て適時提示する。リアクションペーパーや課題等のフィードバックは講義や
学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域ツーリズムとは？ 地域づくりの手段としての「観光」論
第2回 地域ツーリズムをとら

える視点
人びとの「生活」を捉える方法から

第3回 大衆的な観光地は本当
に稼げるのか？

マスツーリズムの功罪

第4回 観光地化を目指さない
美しいむらづくり

競争から共創の観光まちづくり

第5回 地域ツーリズムにおけ
る成功とは？

水辺空間の観光化①

第6回 生活保全としての地域
ツーリズム

水辺空間の観光化②

第7回 地域の自治とツーリズム 前半のまとめ
第8回 なぜ地元の人びとは踊

りの観光資源化を望ま
ないのか？

伝統文化の観光化

第9回 水を愛でる自然観から
みたアクアツーリズム

生活空間の観光化①

第10回 アクアツーリズムの担
い手論

生活空間の観光化②

第11回 アクアツーリズムの論
理と価値

生活空間の観光化③

第12回 銀座のローカル・ルール
とアクアツーリズム

生活空間の観光化④

第13回 地域ツーリズムの理論
と実践

観光の大衆性を相対化する新しい観
光論の構想

第14回 講義のまとめと試験 本講義の知見と意義の確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
適宜アナウンスするが、各回の振り返りは不可欠となる。配布資料に記載さ
れた参考文献を参照すること。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とする。
【テキスト（教科書）】
毎回資料を配布する。
【参考書】
毎回の配布資料に参考文献を紹介する。

【成績評価の方法と基準】
講義内のコメント・リアクションペーパー（10%）、期末試験（90%）の総合
評価。到達目標が達成されているかを確認する。
【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパー等を通じて学生からのコメントを適宜授業内容に反映
させていく。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを積極的に活用する。
【その他の重要事項】
担当教員は地域づくり活動の現場における実務経験を有しており、その経験
に基づいてより有効性のある政策論を議論していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to help students master
the basic concepts of community tourism studies.【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to describe major
methods and theories of community tourism studies, discuss the role
of local community policy and apply the treatment of community
tourism problems.【Learning activities outside of classroom】Before/after
each class meeting, students will be expected to spend four hours to
understand the course content.【Grading Criteria /Policy】Grading will
be decided based on reaction papers(10%) and term-end examination
（90%).
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ENG300JB（その他の工学 / Engineering 300）

住民参加の手法

杉崎　和久

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域づくりの現場では、住民等の地域の多様な主体が地域の資源や課題、各
主体の思いやニーズなどを共有し、それらを踏まえて効果的な活動を検討し、
それを実施するプロセスが重要である。
この講義では、これらのプロセスを実施する際に必要となる対話手法（住民
参加手法）の特徴を理解し、運用できる能力を獲得する。
【到達目標】
住民参加が求められる社会背景を理解し、地域の多様な主体がプロジェクト
の中で適切に住民参加手法の選択・開発、そして運用ができる能力を習得す
ることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
住民参加の役割・効果、具体的な活用事例、基本的な考え方等の基本事項に
ついては、講義形式で理解を深める。さらに、代表的な住民参加手法につい
ては、効果等の特徴を把握するために講義の中で体験する。また、地域の多
様な主体による対話の重要となる社会的背景等の理解をするために基本文献
を講読し、概要等を報告するレポート課題を出題する。
授業は、原則として対面で行う。対面の講義の中でオンラインツールを活用
した手法を体験する。なお、レポートについては、その内容を用いたグルー
プワークを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義の進め方、目標等を説明する

（オンラインでの実施）。
第2回 住民参加の事例紹介１ 事例を通じて、住民参加全体をデザ

インする考え方を紹介する。
第3回 住民参加の事例紹介２ 事例を通じて、地域住民等が対話を

するワークショップのねらい・手法
等について紹介する。

第4回 住民参加の事例紹介３ 事例を通じて、ステークホルダーの
特徴に合わせた意向収集の手法等に
ついて紹介する。

第5回 意見表出を促す手法 参加者からの意見表出を促す手法を
体験する。

第6回 意見整理のための手法 参加者から出た意見を整理するため
の手法を体験する。

第7回 意見を誘発するフレー
ムワーク

参加者からの意見を誘発するフレー
ムワークを用いた対話を体験する。

第8回 コロナ禍におけるオンラ
インを用いた対話手法

オンラインツールを用いた対話の体
験する。

第9回 対話の空間（場）づくり 創造的な対話を促す空間のあり方を
学ぶ。

第10回 対話を可視化させる手法 議論経過を共有するための手法
（ファシリテーショングラフィック
等）を体験する。

第11回 多様な参加者の知恵を
共有する手法（レポート
発表）

レポート内容（関係する文献の内容・
感想）を受講者間で共有する体験を
する。

第12回 現場の情報を共有する
手法

即地的な地域情報を共有する手法
（まちあるき）を定見する。

第13回 ファシリテーターの役
割と聴く姿勢

創造的な会議を生み出す役割（ファ
シリテーター）と技術、聴く姿勢に
ついて体験を通じて学ぶ。

第14回 総括 授業全体を振り返り、住民参加を実
施する上でのポイントを再確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業では適宜レジュメを配布する
【参考書】
中野民夫「ワークショップ」（岩波新書）
世田谷トラストまちづくり「参加のデザイン道具箱」
その他、講義の中で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・授業への貢献（７０％）、中間レポート（３０％）

・授業への貢献は、講義ごとにワークへの参加状況やリアクションペーパーの
内容などを踏まえて行う。
・レポートは住民参加の手法に関する文献を読み、その概要を整理し、自分の
意見をまとめて提出する。なお、レポート内容を用いて行う授業回がある。
【学生の意見等からの気づき】
地域づくりの現場での参加手法を体験するだけでなく、その背景となる理論
や経緯等についても適切に解説していく。
【学生が準備すべき機器他】
授業は、原則として対面で行う。
しかし、オンラインツールを用いたグループワークを行うこともある。その
際には、タブレットあるいはパソコンが用いる。
【その他の重要事項】
・受講者の人数等により、授業内容、方法等を変更する場合がある。
・講義では対話手法の体験を重視している。そのため、事例紹介等をのぞけば、
グループワークを多用行う。
・担当教員は、複数の地方自治体の現場において、行政と地域住民をつなぐま
ちづくりコーディネーターとして勤務経験を有する教員が地域での実践事例
を交えながら、市民参加の手法に関する実習をする。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to help students acquire the citizen
participation method.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to understand the characteristics of the
citizen participation method and to acquire the ability to operate.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than two hours
for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on mid-term report (30%), and in-class
contribution (70%)
In-class contribution is evaluated by attendance at the lesson and the
contents of the reaction paper of each lesson.
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

ARSx300JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 300）

地域交通マネジメント論

吉田　樹

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2024年度の授業実施日は、9月17日（火）・
18日（水）・19日（木）。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市や地域のウェルビーイングを実現するうえで，市民の「暮らし」と
「交流」を支える「地域交通マネジメント」の実践が必要です。本授業
では，地域の鉄道や乗合バス，タクシーといった在来の公共交通を基本
に，自家用車の新たな活用やMaaS（Mobility as a Service：統合的移
動サービス）の構築，自動運転をはじめとした次世代モビリティにも対
象を拡げます。そのうえで，多様なモビリティツールをどのように計画
し，マネジメントしていけばよいかに焦点をあて「地域交通マネジメン
ト」を推進するための見方・考え方を獲得することを目的とします。

【到達目標】
①日本における交通政策の変遷を理解していること
②交通産業のしくみや課題を理解していること
③公共交通やモビリティツールを地域づくりに活かすための方法論を提
案できること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は，オータムセッションの集中講義で行います。担当教員による
講義を基本に，2～3回の授業ごとにリアクションペーパーの提出を求め
るほか，講義内容の理解を高めるためのワークシートを提示し，次回の
講義で振り返りを行います。また，授業計画のうち「実践編」にあたる
授業では，地域交通に関する具体的な課題や取り組み事例を素材とした
グループワークや発表を行っていただく予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション：

「地域交通マネジメン
ト」とは何か

地域交通に関わる今日的課題と
「地域交通マネジメント」の意義を
概観する

第2回 理論と技術編①：現代
の交通問題と交通政策
の立案プロセス

現代の交通問題を概観したうえで，
交通政策の立案プロセスを学ぶ

第3回 理論と技術編②：交通
に関わる調査手法

交通政策を立案する際の調査手法
（パーソントリップ調査等）を学ぶ

第4回 政策編①：地域公共交
通の諸問題と事業制度

地域内の公共交通が抱える諸問題
を日本の事業制度とともに概観す
る

第5回 政策編②：日本の地域
交通政策と国際比較

地域交通分野の政策や法制度につ
いて，日本と諸外国の比較を行い，
受講者と討議する

第6回 政策編③：交通のユニ
バーサルデザイン

高齢者・障がい者をはじめとした
移動困難者のウェルビーイングを
高める方法論を学ぶ

第7回 実践編①：「くらしの
足」をどう守る？（１．
事例紹介と課題設定）

日常生活に欠かせない移動手段
（くらしの足）を確保するうえでの
典型的課題を紹介する

第8回 実践編②：「くらしの
足」をどう守る？
（２．施策立案）

第７回で設定した課題の対応策に
ついて，受講者からの発表を求め，
討議を行う

第9回 政策編④：コンパクト
シティと公共交通ネッ
トワーク

持続可能な都市と交通を実現する
ための政策やプロジェクトの国内
外事例を紹介する

第10回 実践編③：「まちづく
り」と「公共交通」と
の連携（１．事例紹介
と課題設定）

持続可能な都市を実現するための
公共交通政策について，事例と典
型的課題を紹介する

第11回 実践編④：「まちづく
り」と「公共交通」と
の連携（２．施策立
案）

第10回で設定した課題の対応策に
ついて，受講者からの発表を求め，
討議を行う

第12回 交通と産業編①：モビ
リティを変革する「情
報」

移動手段（モビリティ）と情報通
信技術との融合の現状や課題を概
観する

第13回 交通と産業編②：次世
代モビリティとMaaS
への期待

国内におけるMaaSの取組事例か
ら，その期待と課題を考える

第14回 まとめ：都市のウェル
ビーイングを実現する
交通のあり方

都市のウェルビーイングを実現す
るための地域交通マネジメントを
受講者と考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に提示するワークシートへの解答や，授業計画のうち「実践編」に
関わる準備が必要です。また，最近では，運転士不足による路線バスの
廃止・減便のほか，ローカル鉄道の存廃問題，自家用車を活用した「ラ
イドシェア」の制度化など，地域交通に関わる報道が多くあります。是
非，関心を持っていただき，本授業の内外でいろいろ質問してください。
本授業の準備・復習時間は，各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。各回の講義資料に基づき授業を進めます（講
義資料はオンライン上で提供します）。

【参考書】
宿利正史・軸丸真二編『地域公共交通政策論　第2版』（東京大学出版
会）※ 2024年4月発刊予定
秋山哲男・吉田樹編著『生活支援の地域公共交通』（学芸出版社）
野村実著『クルマ社会の地域公共交通－多様なアクターの参画によるモ
ビリティ確保の方策－』（晃洋書房）

【成績評価の方法と基準】
平常点（40％）：リアクションペーパー（10％），ワークシート（20％），
実践編での討議・発表内容（10％）
レポート課題（60％）：講義内容に関わるレポートを作成していただき
ます（内容は，授業時間中に提示します）

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。

【学生が準備すべき機器他】
本授業の受講にあたり，ノートパソコンやタブレット端末をお持ちくだ
さい。講義資料の閲覧やリアクションペーパーの提出，および「実践編」
におけるグループワークのために必要です。なお，本授業は，朝から夕
方までの集中講義です。バッテリー容量に不安がある場合は，講義資料
をプリントアウトしてお持ちください。

【その他の重要事項】
交通政策審議会地域公共交通部会などの委員に参画し，地域交通の「現
場」に数多く関わってきました。自身の経験談（成功も失敗も）を交え
ながら，愉しく学べるように心がけます。

【Outline (in English)】
Course outline
The objective of this class is to understand the concept of local
public transportation planning methods and management.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
－A. Understanding of transportation policy in Japan
－ B. Understanding of the characteristics of the transportation
industry
－ C. To be able to propose methodologies for utilizing transport
services for community development
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting day. Your study time will be
more than four hours for a class.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end report: 60%, in-class contribution: 40%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

ボランタリーアクション（2020年度以前入学者）

髙井　大輔

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ボランタリーアクションとは、奉仕的な活動にとどまらず、地域や社会課題
に対し様々な手法でその解決や新しい価値創造を図る自発的で主体的な取り
組みです。本授業は、ボランタリーアクションについての全体的な講義を行
うとともに，さまざまな現場での実践的な取り組みを必要に応じゲストを招
きながら具体的に紹介することで，ボランタリーアクションについての理解
を深め、これについて学生それぞれが考える機会とします。
【到達目標】
1.ボランティア及びNPOの意味、役割、これまでの歴史について理解する
2.ボランタリーアクションの意義について学問的見地および実践的立場の両
面から学び、その可能性を考える
3.現代社会や地域が抱える課題を認識し、自身の体験等も踏まえながら、そ
の解決方法を検討することができるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義はボランタリーアクションに関連する各回ごとに設定したテーマに沿っ
て行います。受講者にはリアクションペーパー及びミニレポートを提出して
もらい、記載された内容や質問については、次の講義で紹介・回答し、前回の
講義の振り返りとします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方や全体の流れについて

の説明
第2回 ボランティアの概念 -ボ

ランタリーアクション
とは何か-

ボランティアという言葉の概念、ボ
ランタリーアクションの意味と意義
を理解する

第3回 NPO・ボランティアの
歴史

ＮＰＯ・ボランティアの歴史的な背
景やその特徴的な事例を学ぶ

第4回 SDGsの意味と意義
　-SDGsとは何か-

SDGs（Sustainable Development
Goals：持続可能な開発目標）の内
容と意義を理解する

第5回 現代社会におけるボラン
タリーアクションの概要

現代社会におけるボランタリーアク
ションの種類と分類からその特徴を
理解する

第6回 事例から学ぶ① -福祉
サービスとボランタ
リーアクション-

福祉事業の中で活躍するボランティ
アの事例を取り上げ、ボランタリー
アクションの意義を考える

第7回 事例から学ぶ② -営利事
業とボランタリーアク
ション-

営利事業と結びつけて実践されてい
るボランタリーアクションの事例を
取り上げ、その意義を考える

第8回 ＮＰＯ法人制度の内容
とその歴史

ＮＰＯ法人制度の内容や制定過程、
その他の法人制度との比較から、そ
の役割を理解する

第9回 事例から学ぶ③ -個人的
な活動から組織化へ-

社会課題の解決に取り組む個人レベ
ルの活動から組織化するまでのプロ
セスを、事例から理解する

第10回 事例から学ぶ④ -NPO
法人の組織運営-

実際のNPO法人を事例として、
NPO法人の特徴や意義、運営の仕組
みを理解する

第11回 企業や行政とボランタ
リーアクション

企業における社会貢献活動・CSRや
行政に関わるボランティアの現状と
特徴を学ぶ

第12回 中間支援組織の役割と
その歴史

中間支援組織の概要やその役割を学
び、ボランタリーアクションの発展
にとって、それらが持つ意味につい
て理解する

第13回 事例から学ぶ⑤ -多様な
市民・組織の協働による
ボランタリーアクショ
ン-

多様な市民や組織が連携して実践さ
れているボランタリーアクションの
事例から、“協働”の可能性を考える

第14回 授業の振り返りと補足 全体を通しての授業の振り返りと補
足

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で配布する資料及び紹介する文献を使用したり、関心のある活動や講義
で扱う分野の事例をインターネット等で調べたりすることで予習・復習をし
てください。レポートは、文献を講読し、概要・感想をまとめる他、実体験を
もとに意見を述べられるようにする必要があるため、授業内で紹介する市民
活動等への参加も推奨します。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定せず、適宜資料を配布します。
【参考書】
必要なものを随時紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・期末レポート（50％）
・平常点（授業の出席、授業内課題の提出など）（50％）
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【Outline (in English)】
【Course outline】
"Voluntary action” is not just a service activity, but a voluntary and
proactive effort to solve local and social issues by various methods
and create new value. This class will deepen the understanding of
“Voluntary action” by giving an overall lecture and various practical
efforts by inviting guests as needed and be an opportunity for each
student to think about.
【Learning Objectives】
1.Understand the meaning and role of volunteers and NPOs, and their
history.
2.Learn the significance of “Voluntary action” from both an academic
and practical standpoint.
3.Recognize the problems faced by modern society and the region, and
consider how to solve them while taking into account student’s own
experiences.
【Learning activities outside of classroom】
Prepare and review by using books to be introduced and handouts,
and by researching the Internet etc. for examples of activities you are
interested or fields taken in the lecture. In addition, recommend that
you participate in the civic activities introduced in the lecture. The
standard time to prepare and review is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
・Report (50%)
・Attendance and submission of assignments (50%)
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

ボランタリーアクション（2021年度以降入学者）

髙井　大輔

配当年次／単位数：福コミ：2～4・臨心：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ボランタリーアクションとは、奉仕的な活動にとどまらず、地域や社会課題
に対し様々な手法でその解決や新しい価値創造を図る自発的で主体的な取り
組みです。本授業は、ボランタリーアクションについての全体的な講義を行
うとともに，さまざまな現場での実践的な取り組みを必要に応じゲストを招
きながら具体的に紹介することで，ボランタリーアクションについての理解
を深め、これについて学生それぞれが考える機会とします。
【到達目標】
1.ボランティア及びNPOの意味、役割、これまでの歴史について理解する
2.ボランタリーアクションの意義について学問的見地および実践的立場の両
面から学び、その可能性を考える
3.現代社会や地域が抱える課題を認識し、自身の体験等も踏まえながら、そ
の解決方法を検討することができるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義はボランタリーアクションに関連する各回ごとに設定したテーマに沿っ
て行います。受講者にはリアクションペーパー及びミニレポートを提出して
もらい、記載された内容や質問については、次の講義で紹介・回答し、前回の
講義の振り返りとします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方や全体の流れについて

の説明
第2回 ボランティアの概念 -ボ

ランタリーアクション
とは何か-

ボランティアという言葉の概念、ボ
ランタリーアクションの意味と意義
を理解する

第3回 NPO・ボランティアの
歴史

ＮＰＯ・ボランティアの歴史的な背
景やその特徴的な事例を学ぶ

第4回 SDGsの意味と意義
　-SDGsとは何か-

SDGs（Sustainable Development
Goals：持続可能な開発目標）の内
容と意義を理解する

第5回 現代社会におけるボラン
タリーアクションの概要

現代社会におけるボランタリーアク
ションの種類と分類からその特徴を
理解する

第6回 事例から学ぶ① -福祉
サービスとボランタ
リーアクション-

福祉事業の中で活躍するボランティ
アの事例を取り上げ、ボランタリー
アクションの意義を考える

第7回 事例から学ぶ② -営利事
業とボランタリーアク
ション-

営利事業と結びつけて実践されてい
るボランタリーアクションの事例を
取り上げ、その意義を考える

第8回 ＮＰＯ法人制度の内容
とその歴史

ＮＰＯ法人制度の内容や制定過程、
その他の法人制度との比較から、そ
の役割を理解する

第9回 事例から学ぶ③ -個人的
な活動から組織化へ-

社会課題の解決に取り組む個人レベ
ルの活動から組織化するまでのプロ
セスを、事例から理解する

第10回 事例から学ぶ④ -NPO
法人の組織運営-

実際のNPO法人を事例として、
NPO法人の特徴や意義、運営の仕組
みを理解する

第11回 企業や行政とボランタ
リーアクション

企業における社会貢献活動・CSRや
行政に関わるボランティアの現状と
特徴を学ぶ

第12回 中間支援組織の役割と
その歴史

中間支援組織の概要やその役割を学
び、ボランタリーアクションの発展
にとって、それらが持つ意味につい
て理解する

第13回 事例から学ぶ⑤ -多様な
市民・組織の協働による
ボランタリーアクショ
ン-

多様な市民や組織が連携して実践さ
れているボランタリーアクションの
事例から、“協働”の可能性を考える

第14回 授業の振り返りと補足 全体を通しての授業の振り返りと補
足

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で配布する資料及び紹介する文献を使用したり、関心のある活動や講義
で扱う分野の事例をインターネット等で調べたりすることで予習・復習をし
てください。レポートは、文献を講読し、概要・感想をまとめる他、実体験を
もとに意見を述べられるようにする必要があるため、授業内で紹介する市民
活動等への参加も推奨します。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定せず、適宜資料を配布します。
【参考書】
必要なものを随時紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・期末レポート（50％）
・平常点（授業の出席、授業内課題の提出など）（50％）
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【Outline (in English)】
【Course outline】
"Voluntary action” is not just a service activity, but a voluntary and
proactive effort to solve local and social issues by various methods
and create new value. This class will deepen the understanding of
“Voluntary action” by giving an overall lecture and various practical
efforts by inviting guests as needed and be an opportunity for each
student to think about.
【Learning Objectives】
1.Understand the meaning and role of volunteers and NPOs, and their
history.
2.Learn the significance of “Voluntary action” from both an academic
and practical standpoint.
3.Recognize the problems faced by modern society and the region, and
consider how to solve them while taking into account student’s own
experiences.
【Learning activities outside of classroom】
Prepare and review by using books to be introduced and handouts,
and by researching the Internet etc. for examples of activities you are
interested or fields taken in the lecture. In addition, recommend that
you participate in the civic activities introduced in the lecture. The
standard time to prepare and review is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
・Report (50%)
・Attendance and submission of assignments (50%)
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

Disability and Development in Asia

佐野　竜平

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2 ｜ キャンパス：多摩
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.

【到達目標】
Basic knowledge and skills on disability and development in Asia are to
be acquired based on input from local perspectives.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview of the planned sessions
No.2 Comparative Study(1) Persons with disabilities in

Pakistan
No.3 Comparative Study(2) Persons with disabilities in Nepal
No.4 Comparative Study(3) Persons with disabilities in

Afghanistan
No.5 Comparative Study(4) Persons with disabilities in India
No.6 Comparative Study(5) Persons with disabilities in

Bangladesh
No.7 Comparative Study(6) Persons with disabilities in

Vietnam
No.8 Comparative Study(7) Persons with disabilities in

Cambodia
No.9 Comparative Study(8) Persons with disabilities in

Malaysia
No.10 Comparative Study(9) Persons with disabilities in

Thailand
No.11 Comparative

Study(10)
Persons with disabilities in
Myanmar

No.12 Comparative
Study(11)

Persons with disabilities in the
Philippines

No.13 Comparative
Study(12)

Persons with disabilities in
Indonesia

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time allotted
for the preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
United Nations Convention on the Rights of Persons with
Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
ConventionRightsPersonsWithDisabilities.aspx
States parties reports of the Convention on the Rights of Persons
with Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
CRPDIndex.aspx

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction paper through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

Disability and Development in Asia

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.

【到達目標】
Basic knowledge and skills on disability and development in Asia are to
be acquired based on input from local perspectives.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview of the planned sessions
No.2 Comparative Study(1) Persons with disabilities in

Pakistan
No.3 Comparative Study(2) Persons with disabilities in Nepal
No.4 Comparative Study(3) Persons with disabilities in

Afghanistan
No.5 Comparative Study(4) Persons with disabilities in India
No.6 Comparative Study(5) Persons with disabilities in

Bangladesh
No.7 Comparative Study(6) Persons with disabilities in

Vietnam
No.8 Comparative Study(7) Persons with disabilities in

Cambodia
No.9 Comparative Study(8) Persons with disabilities in

Malaysia
No.10 Comparative Study(9) Persons with disabilities in

Thailand
No.11 Comparative

Study(10)
Persons with disabilities in
Myanmar

No.12 Comparative
Study(11)

Persons with disabilities in the
Philippines

No.13 Comparative
Study(12)

Persons with disabilities in
Indonesia

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time allotted
for the preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
United Nations Convention on the Rights of Persons with
Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
ConventionRightsPersonsWithDisabilities.aspx
States parties reports of the Convention on the Rights of Persons
with Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
CRPDIndex.aspx

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction paper through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.
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ENG300JB（その他の工学 / Engineering 300）

都市とコミュニティ

髙嶺　翔太

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、都市の発生・拡大から今日の縮退に至る流れを、コミュニ
ティを初めとした住民・市民の社会関係の変化とともに理解する。また、
様々な主体が都市計画、まちづくり、場づくりといった形で都市の弊害
や困難の克服を試みてきたことを理解する。さらにそれら試みの限界を
考えながら、今後の社会に求められる施策像を探っていく。

【到達目標】
都市形成・発展・縮小およびその課題解決のための都市計画・まちづく
り・場づくりについての基礎的知識を得る。現代都市に潜む課題の概要
と解決に向けたアプローチの例を学ぶことで、受講者それぞれが自分な
りの課題意識とアプローチ方法を見出すことを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める。毎回リアクションペーパーを提出してもらう。授業
の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからいくつか取
り上げ、全体に対してフィードバックする。また質問にも答える。なお
講義は以下の内容で進める予定であるが、進度によって変更もありえる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション、

都市・コミュニティの
現代的課題

都市・コミュニティの現代的課題
について俯瞰的な視座を学ぶ

第2回 都市の歴史―近代まで
の都市形成

現代的課題のルーツを探るため都
市の歴史を古代から近代まで学ぶ

第3回 都市計画の発展と限界 近代以降の都市の発展と、都市計
画が抱えた課題を学ぶ

第4回 都市居住者の社会関係
の変化

現代に至る都市の変化を、そこに
暮らす人々の社会関係の視点から
学ぶ

第5回 郊外のコミュニティ醸
成

高度経済成長期以降の都市郊外部
のコミュニティにおける社会関係
の変化を学ぶ

第6回 住民主体のまちづくり
の発展

コミュニティを主体とした居住環
境形成・改善活動を中心としたま
ちづくりの取り組みの変遷につい
て学ぶ

第7回 都市が迎えた変革の時
―コモニングへの注目

近年注目を集める、都市の小規模
な共有空間づくりの取り組みにつ
いて学ぶ

第8回 認知に着目した場所の
意味の編み直し

人々の環境認知に着目した包摂的
な都市づくりの取り組みについて
学ぶ

第9回 公／私空間の編み直し 空間の管理・所有権利の柔軟な運
用による包摂的な都市づくりの取
り組みについて学ぶ

第10回 身近な人間関係・近隣
の編み直し

身近な人間関係を構築する居場所
づくりによる包摂的な都市づくり
の取り組みについて学ぶ

第11回 自然環境と人間社会の
編み直し

自然との密接な関係を構築する環
境づくりによる包摂的な都市づく
りの取り組みについて学ぶ

第12回 コモニングの刹那性と
排他性

都市の小規模な共有空間づくりの
取り組みを通じた、包摂的な都市
づくりの限界について学ぶ

第13回 コモニングの調和と連
帯

包摂的な都市づくりに向けた、小
規模な共有空間づくりの取り組み
の課題を克服する方法について学
ぶ

第14回 まとめ- 都市とコミュ
ニティの未来

全体のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習には、各２時間程度を確保してもらいたい。日頃か
ら、都市に内在する様々な問題に関心を寄せ、その課題を乗り越える取り
組みや知恵に着目しておく。講義後には、授業内容について復習し、改
めてテーマについて考えることが望ましい。

【テキスト（教科書）】
講義内において配布・紹介する資料を用いる。

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点60%，期末レポート40%

【学生の意見等からの気づき】
質疑応答を積極的に行い、双方向での授業運営を図る

【Outline (in English)】
Outline(in English)必須
【授業の概要 (Course outline)】
This course introduces the flow from the emergence and expansion
of cities to their shrinkage today, along with the changes in social
relations among residents and citizens, such as local communities.
Various attempt to overcome difficulties of cities such as urban
planning, town planning, and placemaking are also introduced.
【到達目標 (Learning Objectives)】
The goals of this course are to obtain basic knowledge of urban
planning, town planning, and placemaking for urban formation,
development, and shrink, as well as solutions to these issues.
By learning an overview of issues latent in modern cities and
examples of approaches to solving them, discovering his or her own
awareness of the issues and approaches to solving them is also
aimed.
【授業時間外の学習 (Learning activities outside of classroom)】
Students are expected to set aside approximately two hours each
for preparation and review of this class. Students are expected to
pay attention to various problems inherent in cities daily, and to
focus on efforts and knowledge to overcome such problems.
and the wisdom to overcome these challenges. After the lecture, it
is advisable to review the contents of the class and think about the
theme again.
After the lecture, it is advisable to review the contents of the class
and think about the themes again.
【成績評価の方法と基準 (Grading Criteria /Policy)】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
In class contribution: 60%, term-end report: 40%
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SOW300JB,SOW300JC（社会福祉学 / Social Welfare 300 , 社会福祉学 / Social
Welfare 300）

セルフヘルプグループ

横川　剛毅

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人が生活するうえで、さまざまな困難や生きづらさがあります。同じような生
きづらさをもつ人たちの集まりがセルフヘルプグループ（SHG=自助グルー
プ）です。その意義を理解することがこの科目の目的です。
【到達目標】
次の2点を目標とします。
①さまざまな困難や生きづらさを理解することによって、支え合いについて
の考えを他者に伝えることができる。
②SHGの役割と意義を言語化できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は学生同士が協働しながら学びます。講義形式と併せて、視聴覚教
材・ゲストスピーカーの声や姿をもとに、毎回、小グループでのディスカッ
ションを取り入れます。そのため受講者には、相応の主体性と協調性を求め評
価にあたってはそれらを平常点として重視します。併せて、基本的に「休ま
ない」「遅刻しない」心構えを求めます。課題のフィードバックについては、
①前週の授業のリアクションペーパーを授業冒頭に匿名で全体に対して紹介
して共有を図ります。②発表に関しては、教員が評価コメントを授業内で伝
えます。なお、履修者数、授業の進度などを考慮し、下記の授業計画を若干
変更することがあり得ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション　

SHGとは何か
この授業の全体像を把握する。また
SHGの定義を学ぶ

第2回 知的障がいのある人の
地域生活

障がいを隠さない生き方について学
ぶ

第3回 摂食障がいの困難 摂食障がいについて学ぶ
第4回 摂食障がいの SHG 摂食障がいのSHGについて学ぶ
第5回 パニック障がいの理解

とSHG
パニック障がいのある当事者の手記
から学ぶ

第6回 精神障がいの理解 精神障がいを理解しSHGについて学
ぶ

第7回 ゲストスピーカーから
学ぶ①

精神障がいのある親をもつ子どもの
SHGから、実践を学ぶ

第8回 依存症とは　ゲーム依存 多様な依存症を知り、特にゲーム依
存について学ぶ

第9回 アルコール依存症の困難 アルコール依存症について学ぶ
第10回 ゲストスピーカーから

学ぶ②
ゲストスピーカーの語りから依存症
と回復について考える

第11回 アルコール依存症者の
SHG

アルコール依存症者のSHGについて
学ぶ

第12回 学びの振り返りと、発表
テーマ設定、及び発表準
備

発表テーマを設定し、プレゼンテー
ション資料を作成する

第13回 学びの成果の共有① 一人ひとりが履修者全体に、学びの
成果をプレゼンテーションする

第14回 学びの成果の共有② 一人ひとりが履修者全体に、学びの
成果をプレゼンテーションする

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
グループ内でのシェアや、全体への発表・レポート作成に向け、授業内容だ
けでなく、自分自身が関心のあるSHGについて調べたり情報収集したりして
学びを深めましょう。本授業の準備学習・復習時間は4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。基本的に毎回プリントを配布します。
【参考書】
「セルフヘルプ・グループ　―当事者へのまなざし―」（久保紘章著）相川書
房　2004他、授業内で適宜伝えます。
【成績評価の方法と基準】
ディスカッション参画度合いなどの平常点（20％）、
リアクション（30％）、レポート課題（50％）。
【学生の意見等からの気づき】
一昨年度の授業改善アンケートや、グループワーク、ディスカッション、プ
レゼンテーションなどを通した学びの意義が見出されました。そのため、こ
の科目の本質である「語り合いと共有」を大切にしていきたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
授業配布プリント収納用にクリアファイル（A4サイズ・20シート以上）を準
備しておく。
【Outline (in English)】
【Course outline】
When a person lives, there are various difficulty and difficulty in living.
　 People’s gathering with difficulty in living equally is a self-helping
group (SHG).It’s the purpose of this classroom to understand the
significance of SHG.
【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to about following two.
① By understanding various difficulty and difficulty in living, it’s
possible to tell ideas about mutual support.
②Can be put into words about The role and the significance of SHG.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policies】
The posture overlooked in this class meeting:20%、Reaction paper:30%、
Report:50％
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SOW300JB,SOW300JC（社会福祉学 / Social Welfare 300 , 社会福祉学 / Social
Welfare 300）

スクールソーシャルワーク

岩田　美香

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スクールソーシャルワークの実際について、現場である学校と社会状況、ま
た児童生徒と家族の理解も含めて検討していく。
【到達目標】
・スクールソーシャルワーカー導入の背景として、学校現場と子どもと家族の
現状を理解する。
・海外の動向も含めた、スクールソーシャルワーカーの歴史と発展過程を理解
する。
・スクールソーシャルワークの視点と実践モデルを理解し、それが実際にどの
ように活用されているのかを考察する。
・学校現場におけるスクールソーシャルワーカーの展開と、今後の可能性につ
いて考察する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・上記の目標を達成するために、①社会的な背景とともに様々な状況にある子
どもと家族、および教育と学校の現状を理解する。②スクールソーシャルワー
カーとは何かを諸外国の歴史的発展過程も含めて理解し、実践での独自性につ
いて考察する。③学校現場でのスクールソーシャルワーク実践について、事
例の検討も含めながら考察を深めていく。
・講義形式を中心とするが、視聴覚教材の活用やゲストスピーカーからの学び
も得る。授業では必要に応じて、ディスカッションや課題、リアクションペー
パーの提出を求める。
・ゲストスピーカーの日程等により、授業計画が前後することがあり得る。
・リアクションペーパーは、次回以降の授業の中で、名前等を伏せて紹介して
いく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 子どもと家族の理解１ 教育と福祉について、貧困と不平等、

社会問題と家族
第2回 子どもと家族の理解２ 現代の子育てと子育ち、多様化する

家族
第3回 学校・教育の現状１ 教育費、学校現場と教育の現状
第4回 学校・教育の現状２ 学校現場に福祉援助が入るというこ

と
第5回 スクールソーシャル

ワーカーの歴史と展開
日本および海外における動向

第6回 スクールソーシャル
ワークの価値と倫理

ソーシャルワークの価値と倫理、子
どもの権利条約

第7回 スクールソーシャルワー
クの視点と実践モデル

スクールソーシャルワークで用いら
れる視点とモデルの検討

第8回 スクールソーシャル
ワーク実践１

不登校、いじめ、校内暴力と支援

第9回 スクールソーシャル
ワーク実践２

子どもの虐待、多国籍の子どもと親
支援

第10回 スクールソーシャル
ワーク実践３

発達の課題と特別支援

第11回 スクールソーシャル
ワーク実践４

非行問題と多様な課題をもつ生徒へ
の支援

第12回 ゲストスピーカー スクールソーシャルワーカーによる
講義

第13回 連携の実際とスクール
ソーシャルワーカー

学校内外の社会資源、地域での連携
の実際、チーム学校、スーパービ
ジョンの必要性と実際

第14回 スクールソーシャル
ワークのこれから

スクールソーシャルワークの限界と
今後の展開

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業の復習を行い、期末試験に備えること。
・本授業の準備・復習時間は各回４時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
講義内で資料を配布する。
【参考書】
・山野則子・野田正人・半場利美佳編（2016）『よくわかるスクールソーシャ
ルワーク（第２版）』ミネルヴァ書房

・門田光司（2010）『学校ソーシャルワーク実践　国際動向とわが国での展開』
ミネルヴァ書房
・大塚美和子・西野緑・峯本耕治（2020）『「チーム学校」を実現するスクール
ソーシャルワーク』明石書店
他の参考文献は、講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（20％）、講義内課題（30％）、定期試験（50％）
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。
【Outline (in English)】
This course will examine major issues in schools. We will consider
the main problems of school, families, and society. This course will
also examine how social work can intervene to address these problems.
Students will be enhancing their necessary knowledge and skills in
school social work.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content. Grading will be decided based
on reports (30%), term-end examination (50%), and in-class contribution
(20%).
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ARSx100JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 100）

まちづくりの思想

水野　雅男、図司　直也、土肥　将敦、佐野　竜平、野田
　岳仁
配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者のみ受講可能。2021年
度以降入学者は「N1002コミュニティマネジメント入門」を受講
すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コミュニティマネジメント（まちづくり）とは何か、その原則や方策、あるい
は農山村、都市、地域、コミュニティの捉え方について、市民活動やソーシャ
ルビジネスの実践事例を通じて理解する。
【到達目標】
日本国内や海外のコミュニティマネジメント（まちづくり）、地域再生の取り
組みとその実態を把握し、それらが内包する意味と現代的意義について幅広
く理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
教員6名がオムニバス形式で講義を担当する。実践事例やケーススタディで
は、関連スライドやＤＶＤ等を活用して紹介する。
リアクションペーパー等における良いコメントは授業内で紹介し、さらなる
議論に活かす。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス（図司） 「自分ごと」から地域を感じる
第2回 「地域／まち」をつくる

とは？（図司）
地域づくりを実践する現場に触れる

第3回 若者は「地域」で何がで
きるのか？（図司）

地域づくりに動き出した仲間の姿に
触れる

第4回 なぜ人びとは地域の自
然を守るのか？（野田）

地元の人びとの生活の立場から考え
る

第5回 ツーリズムによる地域
再生（野田）

大衆的な観光地を目指さない観光ま
ちづくり

第6回 コミュニティ×企業
（土肥）

地域固有の企業とステイクホルダー

第7回 コミュニティ×社会問
題×企業（土肥）

ソーシャル・ビジネスの可能性

第8回 グローバル社会のまち
づくり（佐野）

広い視野からみるまちづくり

第9回 グローバルなまちづく
り人材になるために（佐
野）

共生社会に生きる視点

第10回 学びがつくる地域（杉
浦）

学校外での学びの空間

第11回 地域で文化を学び伝え
る（杉浦）

暮らしの中にある豊かさ

第12回 アート＆クラフトとま
ちづくり（水野）

アート＆クラフトによる地域資源の
発掘

第13回 地域資源の保全活用に
よるまちづくり（水野）

歴史的建造物の保全活用の意義と実
践事例

第14回 住民主体のまちづくり
（水野）

ＮＰＯと行政のパートナーシップの
必要性と実践事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞、雑誌、書籍等によるまちづくり関連報道、論文等に関心を持つ。旅行
等の機会、出身市町村、居住地等、身近な地域について調べる。講義で示し
た実例等について、より詳しく調べ自らの関心を深める。本授業の予習・復
習時間は各2時間程度を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、授業中に資料を配布する。
【参考書】
授業中に随時示す。
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーのコメント）100％で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケート結果を反映して改善する。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて、学習支援システムを利用して教材を掲載する。
【その他の重要事項】
授業を担当する6名の教員がそれぞれ地域プランニング、ソーシャルビジネ
ス、まちづくり活動などのフィールドワークに基づいてコミュニティマネジ
メント（まちづくり）の考え方を具体的に紹介する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire what community
management is, its principles and measures, or how to understand
agricultural and mountain villages, cities, regions, and communities
through practical examples of civic activities and social business.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Understand the community management in Japan and overseas, the
efforts for regional revitalization and their actual conditions, and
broadly understand the meaning and modern significance of them.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 100%
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ARSx200JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 200）

地域の歴史と文化

野田　岳仁、水野　雅男、図司　直也、土肥　将敦

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者のみ受講可能。2021年
度以降入学者は「N1055ローカルイノベーション論」を受講する
こと。
その他属性：〈実〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ローカルイノベーションが立ち現れる社会的な背景や新たな社会変革を創出
する仕組みとはどのようなものであるのかを各地の実践事例を通じて理解す
ることを目的とする。
【到達目標】
ローカルイノベーションの基本的な考え方をマスターし、自らがローカルイ
ノベーションを創出するプレイヤーになるための知識や技能について理解を
深めることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
教員４名（水野・図司・土肥・野田）が具体的な事例を取り上げ、オムニバス
形式で講義を担当する。１地域を２回の講義で構成し、１回目では、地域の
概要やイノベーターについて担当教員がレクチャーを行う。２回目は、当該
地域からゲストスピーカーを招いてのレクチャー、担当教員、受講生を交え
てディスカッションを行う。リアクションペーパーや課題等のフィードバッ
クは講義や学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／イントロ

ダクション（水野・図
司・土肥・野田）

ローカルイノベーションとは何か

第2回 半島先端におけるロー
カルイノベーション①
（水野）

世界農業遺産の環境保全活用につい
ての概要と社会的背景についてのレ
クチャー

第3回 半島先端におけるロー
カルイノベーション②
（水野・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第4回 多様なライフスタイル
でローカルイノベー
ション①

ライフスタイル研究と移住推進の市
民事業についてのレクチャー

第5回 多様なライフスタイル
でローカルイノベー
ション②（水野・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第6回 景観まちづくりにおけ
るローカルイノベー
ション①（野田）

景観まちづくりについての概要と社
会的背景についてのレクチャー

第7回 景観まちづくりにおけ
るローカルイノベー
ション②（土肥・野田）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第8回 地域ツーリズムにおけ
るローカルイノベー
ション①（野田）

地域ツーリズムについての概要と社
会的背景についてのレクチャー

第9回 地域ツーリズムにおけ
るローカルイノベー
ション②（土肥・野田）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第10回 若者と地域をつなぐ
ローカルイノベーショ
ン①（図司）

地域に向かう若者の動向と社会的背
景についてのレクチャー

第11回 若者と地域をつなぐ
ローカルイノベーショ
ン②（図司・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第12回 農山村再生に向けた
ローカルイノベーショ
ン①（図司）

農山村における地域づくりの概要と
社会的背景についてのレクチャー

第13回 農山村再生に向けた
ローカルイノベーショ
ン②（図司・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第14回 総括（水野・図司・土
肥・野田）

６事例からの学びと提言

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
関心のある分野や領域でどのようなローカルイノベーションが創出されてい
るのか事前に調べておく。講義で取り上げた地域やゲストスピーカーの活動
については、メディアの記事、論文、書籍等を通じて、より詳しく探求するこ
と。本講義の予習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義内で資料を配布する。
【参考書】
講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーへのコメント）100%で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
2023年度授業改善アンケートの結果を反映させるとともに、リアクションペー
パー等を通じて学生の意見や要望には積極的に応えていく。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布や課題提出等に学習支援システムを積極的に活用する。
【その他の重要事項】
講義を担当する４名の教員は、それぞれ地域プランニング、まちづくり活動
等の豊富なフィールド経験を有している。それらの経験に基づいてローカル
イノベーションの考え方を示していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to master the basic
concept of local innovation through various case studies. 【Learning
Objectives】The goal of this course is to understand the knowledge and
skills needed to become a player in creating local innovation.【Learning
activities outside of classroom】Before/after each class meeting, students
will be expected to spend four hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be decided based on reaction
papers(100%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOW200JB（社会福祉学 / Social Welfare 200）

現代福祉特講（国際地域開発）

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2017年度以前入学者のみ履修可能。2018年
度以降入学者は「N1059アジア地域開発論」を受講すること。
その他属性：〈実〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
東南アジアを中心にアジアの現代福祉に関する最新事情を日本と対比しつつ
理解する。
【到達目標】
東南アジアを中心としたアジアの最新事情を政治、経済、社会・文化の視点
から学ぶとともに、現代福祉に関連した基礎情報・傾向を網羅的に把握する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
東南アジアを中心にアジアの最新事情をインプットとアウトプットを繰り返
しつつ触れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。
本講義の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックにつ
いては、講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム
等でその都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 アジアの全体像 アジア全体を俯瞰的に紹介
第3回 中国の最新事情 中国の今を学ぶ
第4回 韓国・台湾の最新事情 韓国・台湾の今を学ぶ
第5回 インドの最新事情 インドの今を学ぶ
第6回 タイ・ラオスの最新事情 タイ・ラオスの今を学ぶ
第7回 アジアの実際を学ぶ① アジアと日本を結んで実況中継①
第8回 カンボジア・ミャンマー

の最新事情
カンボジア・ミャンマーの今を学ぶ

第9回 インドネシア・マレーシ
アの最新事情

インドネシア・マレーシアの今を学ぶ

第10回 フィリピン・ベトナムの
最新事情

フィリピン・ベトナムの今を学ぶ

第11回 アジアの実際を学ぶ② アジアと日本を結んで実況中継②
第12回 ブルネイ・シンガポール

の最新事情
ブルネイ・シンガポールの今を学ぶ

第13回 課題発表 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】Good practices and important trends in community
development in Asia, particularly Southeast Asia, will be the main focus
for a better understanding.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain basic knowledge of Asian regional development in the context of
social policy and administration.
【Learning Activities Outside of Classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours to understand the course
contents.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%), reports, and presentations (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

国際支援論

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2017年度以前入学者のみ履修可能。2018年
度以降入学者は「N1116国際協力論」を受講すること。
その他属性：〈実〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代福祉に関連したインクルーシブな国際協力・開発の理論および実践の基
礎を学ぶ。
【到達目標】
学生が将来何らかの形で国際社会に関わることを前提に、現代福祉とインク
ルーシブ開発に関する基礎知識とスキルを習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
現代福祉と国際協力について、インプットとアウトプットを繰り返しつつ触
れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。本講義
の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックについては、
講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム等でその
都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 SDGsと現代福祉① SDGsと国際社会に関する学び①
第3回 SDGsと現代福祉② SDGsと国際社会に関する学び②
第4回 国際機関と国際協力① 国連による現代福祉に関する学び①
第5回 国際機関と国際協力② 国連による現代福祉に関する学び②
第6回 国際協力の現場から① 海外の現場から実際を学ぶ①
第7回 日本政府と国際協力① 日本政府による国際協力に関する学

び①
第8回 日本政府と国際協力② 日本政府による国際協力に関する学

び②
第9回 国際協力と人材 国際協力に必要な人材と職種
第10回 国際協力の現場から② 海外の現場から実際を学ぶ②
第11回 NGO/民間企業と国際協

力①
NGO/民間企業による現代福祉に関
する実践①

第12回 NGO/民間企業と国際協
力②

NGO/民間企業による現代福祉に関
する実践②

第13回 国際協力に関する課題 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本講義の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
外務省　開発協力白書。必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】With a focus on inclusive development, basic theories,
practices, and important findings on international cooperation and
development in the developing world are to be introduced.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain a foundational understanding of international cooperation in the
context of social policy and administration.
【Learning activities outside of classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours each to understand the course
contents.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%) and report and presentation (50%).
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN300JB（経営学 / Management 300）

地域経営論（SSI）

松本　昭

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1151」を選択すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
２１世紀社会の底流となる「人口減少社会」「少子高齢化社会」における地域
社会の望ましい経営（マネジメント）のあり方について、自治、分権、コミュ
ニティ、まちづくり、公共施設の維持更新、住宅政策等の観点から理解を深
めるとともに、市民、NPO等の市民団体、民間事業者、行政等の多様な地域
主体の連携、協働、協創のあり方について考察する。
【到達目標】
次の事項について基本的な理解を得るとともに、テーマごとの課題とその対
応方針についても問題意識を高めることを到達目標とする。
・地域経営に関する基本的な法制度及び代表的諸制度のあらましと特性
・地域経営に関する国と地方の関係、法律と条例の関係
・地域経営に関する市民（住民）、事業者、行政等の連携・協力・分担の考え方
・地域空間の整序ルール、公共空間と私有施設の関係、公共施設の維持更新等
に関する
　仕組みと課題
・空き家・空き店舗等の既存の地域資源を活用した地域経営のあり方
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、原則、「講義」と「講義テーマに応じた全体討議又はミニワークショッ
プ等のワーク作業」により進める。授業は、各回のテーマの本質が何かという
ことを常に問いかけ、その問いに対して受講生が、具体的に思考できるよう
な工夫を施して楽しく進めたい。各回講義に関する課題提起については、次
回講義のはじめにに、リアクションペーパーの紹介や参考事例等を紹介して
課題解決型の進め方を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

地域経営論の全体像
・講義ガイダンス、
・「地域経営」の今日的　
　意義と視点
・各回講義の要点解説

第2回 自治・分権と地域経営 ・「地方自治」「地方分権」の今日的
課題
・憲法、地方自治法、個別法に基づく
公共の福祉と財産権

第3回 住民参加と地域経営 ・参加、参画、協働、協創（共創）と
地域経営　・参加型まちづくりから
協働・協創（共創)型地域経営へ

第4回 地域経営と合意形成 ・まちづくり、地域経営
　における合意形成
・具体的課題から合意形
　成を考える

第5回 まちづくり条例と地域
経営①

・まちづくり、地域経営における法律
と条例の関係　・まちづくり条例の
系譜と展望

第6回 まちづくり条例と地域
経営②

・まちづくり紛争の実態　・まちづく
り紛争の予防と調整

第7回 まちづくり条例と地域
経営③

・まちづくりのルールと　
　特性
・協議調整型まちづくり
　とは

第8回 地域経営と公民連携ま
ちづくり①

公共施設、公共空間の更新と魅力化
（道路、公園、広場、河川等を
魅力化する取り組み）

第9回 地域経営と公民連携ま
ちづくり②

公共建築物整備の民間活用（PFI制
度等の民間活用の施設整備）

第10回 地域経営と公民連携ま
ちづくり③

まちづくり会社と地域経営（長浜、
高松、紫波等のまちづくり会社を対
象に）

第11回 住宅地経営とまちづく
り①

・戸建て住宅地…高齢化社会におけ
る郊外住宅地のこれから　・マン
ション住宅地…管理組合と自治会

第12回 住宅地経営とまちづく
り②

空き家、空き地問題と地域経営
・ストック活用のまちづくり/リノ
ベーションまちづくり

第13回 講義の総括① レポート提出と個別指導
第14回 講義の総括② ・レポート評価とプレゼンテーション

・学生諸君からの感想と意見/講義の
総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・人口減少社会、少子高齢化社会における都市や地方のまちづくりや地域経営
に関する広範な書籍、新聞記事等の通読を薦める。本授業の復習時間は各2時
間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。毎回、パワーポイント資料を事前にアップします。
【参考書】
講義において適宜紹介しますが、次の書籍を参考図書として薦める。
　「市民がまちを育む－現場に学ぶ住まいまちづくり－」　　建築資料研究社
　「社会的処方－孤独という病を社会のつながりで治す方法」西智弘
【成績評価の方法と基準】
①講義とその後の全体討議・ミニワークショップを踏まえたリアクションペー
パー50%
②選択課題に基づくレポートとプレゼンテーション50％（レポート課題は６
月前半に提示）
【学生の意見等からの気づき】
・具体的事例の紹介と考察が、講義の理解度を高めるため、講義は具体的事例
を豊富に
　盛り込んで行います。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The purpose of this course will understand the desirable management
of local communities in "population declining society" and "declining
birthrate and aging society" from the viewpoints of autonomy,
decentralization, community, town planning, maintenance of public
facilities, housing policy, etc.
【Learning Objectives】
The objective of this course is to provide students with a basic
understanding of the following issues and to raise their awareness of
the issues and policies for dealing with each theme.
・Basic legal systems related to regional management, and an overview
and characteristics of representative systems
・The relationship between national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・How to manage local communities by utilizing existing local resources
【Learning activities outside of classroom】
Students will be required to read a wide range of books and articles
related to urban and regional planning and regional management in a
society with a declining population, low birthrate and aging society. In
this class, we will review a wide range of articles on urban and regional
development and regional management in a declining population and
an aging society. The standard review time for this class is two hours
each.
【Grading Criteria/Policy】
(1) Reaction papers based on the lecture and subsequent plenary
discussions and mini-workshops 50%.
(2) Reports and presentations based on selected assignments 50%
(Report assignments will be presented in the first half of June)
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

MAN300JB（経営学 / Management 300）

NPO論（SSI）

渡真利　紘一

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学
部SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1155」を選択するこ
と。旧「非営利組織の運営」修得者は不可。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「NPO/非営利組織」は単に行政サービスを補完する組織ではなく、新しい未
知なる価値を生み出し、市民社会を創造する主体であることを理解し、その
実践のための方法を学びます。併せて、NPOの成立した歴史的背景やその社
会的役割をはじめ、運営上の課題や他の主体（ボランティア、行政、民間企業
(CSR)、助成財団など）との関係から、今後の社会のあり方を考えていきます。
【到達目標】
・NPOの社会的意義を理解し、実践の方法について具体的にイメージするこ
とができる
・自らの関心分野のNPO活動の考案や授業のなかで気になったテーマに関す
る研究を通じ、社会との主体的な関わり方、他者との協力の仕方がわかる
NPOを論じる過程で、受講者自らが、自分らしく在ること／他者に対して寛
容であること／仲間を持つこと／社会と本音で向き合うこと等の重要性を認
識する機会につながればと思います。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の前半は、NPOに関する基本的な内容（歴史的背景や社会的意義、運営
方法や他の社会資源との関係等）について、映像資料や参考書等を交えて紹
介します。後半は、NPO活動実践者によるゲストスピーチを取り入れ、体験
的に実践を把握できる機会をつくるとともに、自らの関心分野のNPO活動の
考案や授業のなかで気になったテーマに関する研究に取り組みます。授業形
態は講義を主とします。受講者各々が授業を通じて感じたことや考えたこと
を言葉にし、共有するなかでの学びも大切にします。
各回の授業計画の変更については、学習支援システムでその都度提示します。
なお、授業では、リアクションペーパー等を予定しています。リアクション
の内容には、講師からもできる限りフィードバックを行います。また、各回
の授業で幾つかリアクションを取り上げる等により、授業内容の一層の理解
につなげる予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーショ

ン/NPOのイメージ
NPOのイメージや昨今の社会情勢を
共有し、本講義の目的や目標、進め
方を受講生と決定する。

第2回 NPOの活動分野 映像資料等を活用しながら、NPOの
活動分野について知るとともに各々
の関心分野について話し合う。

第3回 NPOの歴史的背景と社
会的意義

非営利な活動の歴史的背景やNPO法
設立経緯等から、NPOの文脈を辿る
とともに、行政や企業と比較し、
NPOの社会的意義について考察す
る。

第4回 NPOの組織運営と他の
主体との関係

NPO組織の立ち上げや運営方法につ
いて基本的な内容を理解するととも
に、他の主体（ボランティア、行政、
民間企業 (CSR)、助成財団など）と
の関係について把握する。

第5回 関心分野におけるNPO
活動の調査／自由研究
のテーマ検討

受講者自らの関心分野におけるNPO
活動を調べるとともに、NPOに関連
する自由研究のテーマを検討する。
（必要に応じNPO論受講生OBOGの
協力を得る）

第6回 NPOの活動事例紹介１
「公園管理における多様
な里山保全と市民の関
わり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第7回 NPOの活動事例紹介２
「アートを通じた居場所
をつくる実践」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第8回 NPOの活動事例紹介３
「学校以外で育つ子が豊
かに育つことのできる
環境づくり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第9回 NPOに関する自由研究
進捗フォローアップ

第5回授業で検討した自由研究の進捗
を共有・フォローする。（必要に応じ
NPO論受講生OBOGの協力を得る）

第10回 実践から考えるシリー
ズ「協力関係をつくる」

コミュニティ・オーガナイジングや
協力のテクノロジー等の理論や具体
例を取り上げ、協力関係をつくる方
法について考察する。

第11回 実践から考えるシリー
ズ「資金を調達する」

クラウドファンディングや会費によ
る基金創設、助成金申請など、NPO
の多様な財源確保策を取り上げ、各
手段の特徴や資金調達の際に配慮す
べきことについて考察する。

第12回 NPOに関する自由研究
発表会１

第5回授業で検討したテーマ作成し
たテーマについて、個人又はグルー
プ毎に自由研究の成果発表を行う。

第13回 NPOに関する自由研究
発表会２

第5回授業で検討したテーマ作成し
たテーマについて、個人又はグルー
プ毎に自由研究の成果発表を行う。

第14回 最終講義「これからの市
民社会とわたしたち」

授業の振り返りやまとめを行うとと
もに、これからの社会を生きる私た
ちにとって大切な観点とは何か、議
論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の振り返りの時間を大切にしてください。振り返りには、リアクション
ペーパーや講師から受講者へ共有されたフィードバック等の時間を活かして
ください。
また、授業で気になったキーワードや考え方について本やネット、新聞記事や
映画等から更なる情報をインプットしたり、学んだ内容を周囲に話す等、言葉
によるアウトプットを心がけ、自らの「観」を養っていくことを期待します。
授業で紹介したNPOの主催するイベント等へ参加したり、NPO活動にボラ
ンティア等を通じて主体的に関わることを推奨します。本授業の準備・復習
時間は1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて適宜紹介します。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
（１）平常点（出席・リアクション）50点、（２）中間レポート（NPO活動計
画書）10点、（３）期末試験（自由研究企画書及び発表）40点。
平常点については、授業ごとのリアクションペーパーによって評価・採点し
ます。また、優れたものについては加点を行います。
なお、成績評価の観点の例は以下のとおりです。
・NPOを論じることで社会の捉え方がどのくらい多様になったか
・受講者自らの関心分野の活動や研究テーマにどのくらい主体的に理解を深め
る関わりができたか
・クラスメイトが関心分野への理解を深めることにどのくらい協力して取り組
めたか
（注）実習や就職活動、部活動や健康上の理由などで授業への出席があまりで
きない人は、出来るだけ早く教員に知らせてください。
【学生の意見等からの気づき】
・受講者同士のリアクションの共有や講師からのフィードバックの時間をつく
ります。
・授業内容の理解の手助けとなる書籍や映像、記事等を紹介します。
・NPO活動の企画立案を具体的に検討する内容や実践からNPO活動を考察す
る内容の充実を図ります。
【学生が準備すべき機器他】
なし
（注）オンラインでの実施となった場合は、パソコン又はタブレット、スマー
トフォンとwifiが必要です。
【その他の重要事項】
授業計画の内容は、社会情勢や授業の展開によって、変更があり得ることを
申し添えます。
【Outline (in English)】
NPO/Non Profit Organization is not just organizations to cover
government services, but it provides new values and creates civil
societies proactively.
Throughout the class, we understand methods of cooperation with NPOs
and the future of our society learning historical background of its
establishment, its social roles, operational challenges and relations of
other social resources such as volunteers, public administrations, CSRs
and grant making foundations.
The goals of this course are to “To understand Social significance of Non
Profit Organization”.
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- Being yourself.
- Being tolerant of others.
- Facing society in earnest.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
hour to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、Short reports : 10%、in class contribution:
50%

— 467 —
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CMF300JB（その他の複合領域 / Complex systems(Others) 300）

コミュニティアート（SSI）

吉野　裕之

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1162」を選択すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多くの事例を通して、アートは単に芸術作品のことではなく、まち＝
コミュニティを豊かに耕す日常的な実践であることを理解し、その
実践のための方法を学ぶとともに、これからのまちづくりのあり方
を考えていく。

【到達目標】
まち＝コミュニティは最も身近な社会であり、私たちの生活の現場
であることの意味を理解し、コミュニティアートとは住民がそれぞ
れの立場でまち＝コミュニティの価値を高めていく行為であるとい
う視点から、こうした実践の分析や評価、企画を行うことができる
ようになることが目標である。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業でいうアートとは、いわゆる美術だけでなく、文芸、音楽、
演劇など、さらに暮らしに根づいた生活文化をも含めたもの／こと
を指し、こうしたアートをまちづくりにおいてどのように活用する
かについて学ぶ。前半では「まちづくりとは何か」「アートとは何か」
について、後半では「まちづくりにおけるよりよいアートの活用の
しかた」について学ぶ。
方法としては、講義形式が中心にはなるが、ワークシートを活用し
た思考のトレーニングやグループでのディスカッションなども取り
入れていく。また、リアクションペーパーなどにおける優れたコメ
ントは授業内で紹介し、さらなる議論に活かしていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容全般の説明。
第2回 ＮＰＯ・市民主体の

まちづくりの意義
ＮＰＯ・市民主体のまちづくり
の意味や意義についての説明。
（授業の展開によって、若干の変
更があり得る。以下同）

第3回 市民主体のまちづく
りの事例（１）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづ
くりの事例（学生が主体となっ
た活動の事例）の紹介と解説。

第4回 市民主体のまちづく
りの事例（２）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづ
くりの事例（中高齢者が主体と
なった活動の事例）の紹介と解
説。

第5回 生活の現場としての
まちをめぐる考察

実体験に基づくまちをめぐる考
察とＮＰＯ・市民主体のまちづ
くりの意味の考察。

第6回 アートの意味 アートの意味（意味の歴史的変
遷や芸術家のことばなど）の説
明。

第7回 コミュニティアート
の要件と機能

コミュニティアートの要件と機
能の説明。

第8回 都市空間・まちなか
のアートの変遷

都市空間・まちなかのアート
（パブリックアートやコミュニ
ティアートなど）の変遷の説明。

第9回 コミュニティアート
の事例（１）

コミュニティアートの事例（基
本的な考え方を理解するための
事例）の紹介と解説。

第10回 コミュニティアート
の事例（２）

コミュニティアートの事例（大
都市／拠点型）の紹介と解説。

第11回 コミュニティアート
の事例（３）

コミュニティアートの事例（大
都市／まちなか展開型）の紹介
と解説。

第12回 コミュニティアート
の事例（４）

コミュニティアートの事例（地
方都市／地域密着型）の紹介と
解説。

第13回 コミュニティアート
の事例（５）

コミュニティアートの事例（地
方都市／地域交流型）の紹介と
解説。

第14回 これからのまちづく
りとアート

これからのまちづくりとアート
の関係のあり方についての解説。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、必ず授業の復習をすること。また、授業に関連する新聞記事
や文献などに関心をもつとともに、日々の生活のさまざまなもの／
ことを、授業との関連で捉え直していくように心掛けること。さら
には、まちづくりやアートに関わるイベントなどには積極的に参加
することが望ましい。本授業の準備学習・復習時間は1回につき4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。（必要に応じて適宜配布する。）

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーなど）：30点　期末レポート：70点
平常点におけるリアクションペーパーなどでは、1回～数回の授業
の内容の理解度について確認する。
期末レポートでは、コミュニティアートの意味の理解度やその分析・
評価などの習得度について確認する。

【学生の意見等からの気づき】
これまでと同様だが、応用力、思考力がついた、新しい発見があっ
たなどの感想をもつ学生が多い。自分が大きく変化できたというこ
とだろう。今年度も引き続きこうした授業を展開していきたい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
We will understand that art is a powerful way to revitalize the
community, learn methods for practicing it, and think about
the way of community design in the future.
（Learning Objectives）
By the end of the course, students will be able to do the
followings:
－Analysis and evaluation of cases about community art
－Planning of community art
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
－Reviewing the class meeting
－Reading literature related to the class meeting
－Participating in events related to community design and art
（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be calculated according to the following
process.
Short reports : 30%、Term-end report : 70%
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カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

TRS300JB（観光学 / Tourism Studies 300）

地域ツーリズム（SSI）

野田　岳仁

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1165」を選択すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、地域ツーリズムの論理とその仕組みを理解することを通じて、地域
社会における持続的な観光のあり方を模索することを目的としている。地域
ツーリズムとは、観光の本質にある“大衆性”を相対化し、地域課題の解決や現
場に暮らす人びとの幸せ（ウェルビーイング）の実現を目指す新しい観光実
践である。それゆえ本講義では、地域ツーリズムの典型として、”水辺空間の
観光化”、”伝統文化の観光化”、”生活空間の観光化”の３つのテーマのケース
スタディを扱う。地域ツーリズムという新しい観光実践を理解するうえで大
切なことは、現場に暮らす人びとの立場に立って、問題の本質を理解し、そ
の解決に応えようとする視点を持つことである。従来の大衆的な観光とは異
なる特徴を持つからこそ、地域ツーリズムを理解する新しい方法論を構想し
ていく必要があるからである。本講義では、現場の人びとの立場からの持続
可能な観光のあり方を探究していく。
【到達目標】
大衆的な観光との差異に注目しながら、地域ツーリズムの基本的な考え方を
理解し、地域ツーリズムを捉える視点を養うこと。そのうえで、現場の人び
とが抱える課題に対して、本講義の知見を活かして有効性のある政策論を構
想する力を身につけることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では”いくら儲かるか”、”いかに集客を伸ばせるのか”といった大衆的な
観光のイメージを相対化して、現場の人びとの立場から観光という現象を捉
え直していく。DVDなどの視覚資料を積極的に活用する。授業の展開によっ
て若干の変更がありうる。授業計画に変更がある場合は学習支援システムに
て適時提示する。リアクションペーパーや課題等のフィードバックは講義や
学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域ツーリズムとは？ 地域づくりの手段としての「観光」論
第2回 地域ツーリズムをとら

える視点
人びとの「生活」を捉える方法から

第3回 大衆的な観光地は本当
に稼げるのか？

マスツーリズムの功罪

第4回 観光地化を目指さない
美しいむらづくり

競争から共創の観光まちづくり

第5回 地域ツーリズムにおけ
る成功とは？

水辺空間の観光化①

第6回 生活保全としての地域
ツーリズム

水辺空間の観光化②

第7回 地域の自治とツーリズム 前半のまとめ
第8回 なぜ地元の人びとは踊

りの観光資源化を望ま
ないのか？

伝統文化の観光化

第9回 水を愛でる自然観から
みたアクアツーリズム

生活空間の観光化①

第10回 アクアツーリズムの担
い手論

生活空間の観光化②

第11回 アクアツーリズムの論
理と価値

生活空間の観光化③

第12回 銀座のローカル・ルール
とアクアツーリズム

生活空間の観光化④

第13回 地域ツーリズムの理論
と実践

観光の大衆性を相対化する新しい観
光論の構想

第14回 講義のまとめと試験 本講義の知見と意義の確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
適宜アナウンスするが、各回の振り返りは不可欠となる。配布資料に記載さ
れた参考文献を参照すること。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とする。
【テキスト（教科書）】
毎回資料を配布する。
【参考書】
毎回の配布資料に参考文献を紹介する。

【成績評価の方法と基準】
講義内のコメント・リアクションペーパー（10%）、期末試験（90%）の総合
評価。到達目標が達成されているかを確認する。
【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパー等を通じて学生からのコメントを適宜授業内容に反映
させていく。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを積極的に活用する。
【その他の重要事項】
担当教員は地域づくり活動の現場における実務経験を有しており、その経験
に基づいてより有効性のある政策論を議論していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to help students master
the basic concepts of community tourism studies.【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to describe major
methods and theories of community tourism studies, discuss the role
of local community policy and apply the treatment of community
tourism problems.【Learning activities outside of classroom】Before/after
each class meeting, students will be expected to spend four hours to
understand the course content.【Grading Criteria /Policy】Grading will
be decided based on reaction papers(10%) and term-end examination
（90%).
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CUA300LA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 300）

文化人類学方法論Ｂ

菊池　真理

授業コード：Q6212 ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
秋学期授業/Fall・2単位 ｜ 配当年次：地理学科2～4年
備考（履修条件等）：定員制（30）
地理学科生は選択科目として履修する
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
民族誌を書くこと、民族誌に感応すること、民族誌を再演すること
に関する議論や実践について学ぶとともに、授業内での体験（書く、
感応、再演）を通して、人類学を問い直し、その可能性を探究する。
民族誌の読み手として「わからないまま」他者に圧倒され、他者と
の新たな関係性に自分を見いだすという、他者理解の可能性を知る。
また、民族誌の再演を通じて、フィールドワークの経験を再現し、
人々の生き方について考えると同時に彼らの生が自らの生をどのよ
うに映し見せてくれるかを学ぶ。

【到達目標】
・民族誌を書くことをめぐる、人類学内外の議論について理解できる。
・オートエスノグラフィーという方法論について理解できる。
・民族誌の読解だけでなく、それに揺さぶられる経験や、それを再演
することを通じて、人々の生が自らの生にどのように引き合わされ
ていくか、自分なりに考えることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・本授業では、基本的に毎回発表者を立てる（主に履修者による発
表・輪読の形式で授業を進めるが、適宜講義も取り入れる）。発表者
はレジュメに基づいて発表、又は演じ、それを受けて履修者全員で
討論を行う。よって全ての履修者は文献を熟読の上で授業に参加す
ること。
・履修者から出された興味深いコメントや質問等を授業内で取り上
げ、全体に対してフィードバックを行うとともに、さらなる議論に
活かす。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方とスケジュール、

履修上の注意、発表・再演順の
決定

第2回 民族誌を書くⅠ
「民族誌」批判

（文献の発表・討論）
『文化を書く』とその後

第3回 民族誌を書くⅡ
人類学者の日記

（文献の発表・討論）
『マリノフスキー日記』をめぐっ
て

第4回 民族誌を書くⅢ
オートエスノグラ
フィー

（文献の発表・討論）　
その方法論

第5回 民族誌を書くⅣ
オートエスノグラ
フィー

（記述の発表・討論）　
その実践

第6回 民族誌に感応するⅠ
「わかる」

（文献の発表・討論）
他者を迎え入れる

第7回 民族誌に感応するⅡ
「知る」

（文献の発表・討論）
他者理解と自己変容

第8回 民族誌を演じるⅠ
（概念と民族誌的記述
の説明）

（講義・討論）
V.ターナーの社会劇とパフォー
マンス論

第9回 民族誌を演じるⅡ
（再演する民族誌につ
いて）

（講義・討論）
ギリシア悲劇「アンティゴネ―」
と、北米先住民作家の戯曲「ア
ンティコニ」の解説

第10回 民族誌を演じるⅢ
（再演の下準備）

（文献の発表・討論）
北米先住民についての民族誌

第11回 民族誌を演じるⅣ
（実践①）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第12回 民族誌を演じるⅤ
（実践②）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第13回 民族誌を演じるⅥ
（実践③）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第14回 総括 秋学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・輪読に使用する文献の予習・復習を行う（発表担当者かどうかに
関わらず文献を熟読）。
・図書館などで関連文献を探し、授業の理解を深める。
・発表のための資料作成やプレゼンテーションの練習を行う。
・本授業の準備学修・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書はとくに指定せず、必要に応じて関連資料を配布する。

【参考書】
・石原真衣2020『＜沈黙＞の自伝的民族誌―サイレント・アイヌの
痛みと救済の物語』北海道大学出版会.
・クリフォード,J.2003『文化の窮状―二十世紀の民族誌、文学、芸
術』太田好信ほか（訳）人文書院.
・クリフォードJ./マーカスG.（編）1996『文化を書く』春日直樹ほ
か（訳）紀伊國屋書店.
・初見かおり2021『ハレルヤ村の漁師たち―スリランカ・タミルの
村　内戦と信仰のエスノグラフィー』左右社.
・パイアトート,B.2024『アンティコニ―北米先住民のソフォクレス』
初見かおり（訳）春風社.
（以上の他、授業時に適宜紹介する。）

【成績評価の方法と基準】
討論・発表内容、授業への参加態度など平常点（70％）を重視する
とともに、授業内で課す予定のレポートやレジュメの内容（30％）
も評価対象とする。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目
標の60％以上を達成した者を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システムを利用。

【その他の重要事項】
・第１回目授業には必ず出席すること。事前の連絡や相談もなく第
１回目授業を欠席した場合は原則、履修を認めない。
・毎回の授業で履修者全員に「文献へのコメント」の提出を課す。こ
の点を承知のうえで履修すること。
・対面をオンラインで同時配信するハイフレックス型授業は実施し
ない。
・履修者数の多寡やその他の事由により授業計画等に変更が生じる
こともある。その場合は、授業内もしくは学習支援システムで周知
する。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students learn writing,
feeling and performing ethnography to explore possibilities
of anthropology. The goals of this course are to understand
controversial discussion on “Writing Culture” and the method-
ology of autobiography, and to learn how one’s life would be
connected with other’s one. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on briefing
paper and report (30%) and in class contribution (70%).
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CUA300LA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 300）

文化人類学方法論Ｂ 2017年度以降入学者

菊池　真理

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
民族誌を書くこと、民族誌に感応すること、民族誌を再演すること
に関する議論や実践について学ぶとともに、授業内での体験（書く、
感応、再演）を通して、人類学を問い直し、その可能性を探究する。
民族誌の読み手として「わからないまま」他者に圧倒され、他者と
の新たな関係性に自分を見いだすという、他者理解の可能性を知る。
また、民族誌の再演を通じて、フィールドワークの経験を再現し、
人々の生き方について考えると同時に彼らの生が自らの生をどのよ
うに映し見せてくれるかを学ぶ。

【到達目標】
・民族誌を書くことをめぐる、人類学内外の議論について理解できる。
・オートエスノグラフィーという方法論について理解できる。
・民族誌の読解だけでなく、それに揺さぶられる経験や、それを再演
することを通じて、人々の生が自らの生にどのように引き合わされ
ていくか、自分なりに考えることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・本授業では、基本的に毎回発表者を立てる（主に履修者による発
表・輪読の形式で授業を進めるが、適宜講義も取り入れる）。発表者
はレジュメに基づいて発表、又は演じ、それを受けて履修者全員で
討論を行う。よって全ての履修者は文献を熟読の上で授業に参加す
ること。
・履修者から出された興味深いコメントや質問等を授業内で取り上
げ、全体に対してフィードバックを行うとともに、さらなる議論に
活かす。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方とスケジュール、

履修上の注意、発表・再演順の
決定

第2回 民族誌を書くⅠ
「民族誌」批判

（文献の発表・討論）
『文化を書く』とその後

第3回 民族誌を書くⅡ
人類学者の日記

（文献の発表・討論）
『マリノフスキー日記』をめぐっ
て

第4回 民族誌を書くⅢ
オートエスノグラ
フィー

（文献の発表・討論）　
その方法論

第5回 民族誌を書くⅣ
オートエスノグラ
フィー

（記述の発表・討論）　
その実践

第6回 民族誌に感応するⅠ
「わかる」

（文献の発表・討論）
他者を迎え入れる

第7回 民族誌に感応するⅡ
「知る」

（文献の発表・討論）
他者理解と自己変容

第8回 民族誌を演じるⅠ
（概念と民族誌的記述
の説明）

（講義・討論）
V.ターナーの社会劇とパフォー
マンス論

第9回 民族誌を演じるⅡ
（再演する民族誌につ
いて）

（講義・討論）
ギリシア悲劇「アンティゴネ―」
と、北米先住民作家の戯曲「ア
ンティコニ」の解説

第10回 民族誌を演じるⅢ
（再演の下準備）

（文献の発表・討論）
北米先住民についての民族誌

第11回 民族誌を演じるⅣ
（実践①）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第12回 民族誌を演じるⅤ
（実践②）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第13回 民族誌を演じるⅥ
（実践③）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第14回 総括 秋学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・輪読に使用する文献の予習・復習を行う（発表担当者かどうかに
関わらず文献を熟読）。
・図書館などで関連文献を探し、授業の理解を深める。
・発表のための資料作成やプレゼンテーションの練習を行う。
・本授業の準備学修・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書はとくに指定せず、必要に応じて関連資料を配布する。

【参考書】
・石原真衣2020『＜沈黙＞の自伝的民族誌―サイレント・アイヌの
痛みと救済の物語』北海道大学出版会.
・クリフォード,J.2003『文化の窮状―二十世紀の民族誌、文学、芸
術』太田好信ほか（訳）人文書院.
・クリフォードJ./マーカスG.（編）1996『文化を書く』春日直樹ほ
か（訳）紀伊國屋書店.
・初見かおり2021『ハレルヤ村の漁師たち―スリランカ・タミルの
村　内戦と信仰のエスノグラフィー』左右社.
・パイアトート,B.2024『アンティコニ―北米先住民のソフォクレス』
初見かおり（訳）春風社.
（以上の他、授業時に適宜紹介する。）

【成績評価の方法と基準】
討論・発表内容、授業への参加態度など平常点（70％）を重視する
とともに、授業内で課す予定のレポートやレジュメの内容（30％）
も評価対象とする。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目
標の60％以上を達成した者を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システムを利用。

【その他の重要事項】
・第１回目授業には必ず出席すること。事前の連絡や相談もなく第
１回目授業を欠席した場合は原則、履修を認めない。
・毎回の授業で履修者全員に「文献へのコメント」の提出を課す。こ
の点を承知のうえで履修すること。
・対面をオンラインで同時配信するハイフレックス型授業は実施し
ない。
・履修者数の多寡やその他の事由により授業計画等に変更が生じる
こともある。その場合は、授業内もしくは学習支援システムで周知
する。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students learn writing,
feeling and performing ethnography to explore possibilities
of anthropology. The goals of this course are to understand
controversial discussion on “Writing Culture” and the method-
ology of autobiography, and to learn how one’s life would be
connected with other’s one. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on briefing
paper and report (30%) and in class contribution (70%).
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

島野　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
単位数：2単位
定員制（20）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　最終的には，自然と私達の関係を見つめ直すことが目的である．
生物としての人間を知るために，地球史における自然の形成プロセ
ス（生命史）と生物の進化を学ぶ（自然史）．
　用いる教科書は内容的に難しく感じるが，これまで生物学に触れ
たことがなくても理解できるように平易に説明する．
　生物学の観点から生命とは何か，進化とは何かを考え、地球上に
見られる生物の多様性がどの様に生み出されてきたのかを考える．
　また，現在，生物進化の結果，維持されている生態系と人間との
関係は，水産業，農業，林業などの産業によって結びついているこ
とについても考える．
　オータムセッション（秋学期として：9月13日～9月19日）では．
春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史博物館でのフィール
ドワークを実際におこない，展示などの調査に基づいて，博物館の
展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．

【到達目標】
生命（生きていること）を考えるための基礎としての自然と人間に
ついての価値観を考え，社会活動・社会生活の中に活かすことの出
来るように説明できること．年度の最後に，種々の資料や調査を付
き合わせて，各自の成果を発表にまとめる．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業およびゼミ形式で行う。生物学の観点から，生命とは何か，進
化とは何かを考え、地球上に見られる生物の多様性がどの様に生み
出されてきたのかを講義し，レポートをまとめ，討議してもらう．
オータムセッション（秋学期として：9月13日～9月19日）では．
春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史博物館でのフィール
ドワークを実際におこない，展示などの調査に基づいて，博物館の
展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．事後には討議，ゼミ形式
でレポートに年度の最後としてまとめる．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス．進化の

概念の歴史
博物館フィールドワークについ
て；調査の進め方；
自然発生説；ダーウインの自然
選択説；DNAの変異

第2回 無機物から有機物・
原始生命体への化学
進化

生物とは何か；43億年前に海が
形成された証拠；熱水噴出孔で
の化学進化，など．

第3回 生命の誕生 原始独立栄養生物の誕生；高熱
性アーキアと高熱性細菌；超高
熱性菌のDNA2本鎖が解離しな
い仕組み

第4回 光合成生物と好気性
生物の出現

光合成細菌の光合成；好気性生
物の出現；シアノバクテリアの
光合成，など．

第5回 真核生物の出現 酸素呼吸する真核生物の出現；
真核生物がアーキアに由来する
証拠；真核生物の起源となった
原核生物，など．

第6回 多細胞かと有性生殖
の獲得

単細胞時代に分岐していた植物・
菌類・動物；多細胞生物の出現
；有性生殖のはじまり，など．

第7回 遺伝的多様性と新規
遺伝子の獲得をもた
らす有性生殖

遺伝子の多様性をもたらす有性
生殖；有性生殖は新規遺伝子の
獲得を促進した；遺伝子ファミ
リーの形成，など．

第8回 動物の多様化 全球凍結が多細胞生物を多様化
させた；脊椎動物の出現；エ
ディアカラ生物群の絶滅とカン
ブリア爆発，など．

第9回 陸上植物の出現と多
様化

陸上植物の起源；コケ植物が先
か；前維管束植物が先か，など．

第10回 動物の陸上進出 節足動物の陸上進出；哺乳類の
出現；鳥類の出現，など

第11回 進化を促進する仕組
み

塩基配列の変異はランダムにお
こる；ウニとヒトはほとんど同
じ遺伝子を持つ；タンパク質は
自律的に細胞を形成する，など．

第12回 エボデボー体制の進
化ー

ダーウインフィンチの嘴の進化
；節足動物の付属肢の進化；鳥
エンハンサーが鳥類を進化させ
た，など

第13回 エボデボー特異体制
の進化ー

ヘビの特異な形態をもたらした
進化機構；フグの特異な形態を
つくるしくみ，など．

第14回 まとめ．重要用語の
振り返り．博物学に
ついて，生物の名前
の付け方．

まとめと振り返り．ホモサピエ
ンスの7万年前の大発明；博物
学について；生物の名前の付け
方．など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
疑問などはそのままにせず，まず自分で解決するよう努力して下さい．
事前につたえるので，討議に必要な事前の調査，あるいは，授業に
必要な必要な知識などを予習していただきます（その方法などお知
らせします）．
また，レポートは授業の内容に沿って作成するようにしてください。
インターネットからのcopy & pasteは、容易に判明することが可能
ですので行わないように．

【テキスト（教科書）】
超圧縮地球生物全史　ヘンリー・ジー (著),竹内　薫 (翻訳)，ダイ
ヤモンド社，2022年出版，定価：2200円（本体2000円＋税10％）

【参考書】
必要に応じて，その都度指示する．

【成績評価の方法と基準】
毎回行う授業内の小レポート（60%）および，授業への積極的な貢
献度（出席状況を含む）(30%)も加え，総合的に評価する．この成
績評価の方法をもとに，本授業の到達目標の60%以上を達成した者
を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
積極的に疑問点などについては，自分で調べることが大切である．

【学生が準備すべき機器他】
適宜パワーポイント資料の作成をおこなってもらう．適宜パソコン
を使用できるようにしておくこと．

【その他の重要事項】
1)現地調査（フィールドワーク）のための，交通費（宿泊はしませ
ん）が必要です（5,000~9,000円程度：入館料，ガイド料，交通費
など，金額は前後することがあります．）．ガイダンスに必ず出席し
て下さい．
2) 選抜を行いますので最初の授業には必ず出席して下さい。また，
受講希望者が定員（最大20名程度）を超えた場合にも、再度，選抜
を行います．
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3) 2017年度以降入学生： [半期科目「教養ゼミⅠ」、「教養ゼミ II」
として履修する学生]半期のみの履修登録が可能となる方．教養ゼミ
Ⅰ「自然史」と教養ゼミII「自然史」を両方とも履修すること．　
※どちらか一方だけの授業は履修できません．
4) 2016年度以前入学生：年間科目「自然史」または哲学科専門科
目「人間学４（自然史）」として履修する方．年間科目として履修す
る方は、9月のオータムセッション（9月13日～9月19日）での，
フィールドワークへの参加が可能であることを前提とし、履修登録
を行うこと．
5)授業の初めに、その日に必要な事項の説明を行いますので、くれ
ぐれも遅刻しないようにご注意下さい。正当な理由のある遅刻を除
き、１０分以上の遅刻は、イエロー・カードとなります。累積カー
ド２枚で１回欠席となります。
6) 9月の初旬（オータムセッション：9月13日～9月19日）に，東
京・神奈川でのフィールドワークを実施予定とし、台風等により実
施不可となった場合は、再スケジュールとする。

【Outline (in English)】
Eventually, the objective is to reconsider our relationship
with nature. To learn about the formation process of nature
and the evolution of organisms in the history of the earth
(natural history) in order to understand human beings as living
organisms.
The textbook to be used may seem difficult in terms of content,
but it will be explained in a simple manner so that students
who have never been exposed to biology before can understand
it.
From the viewpoint of biology, we will consider what life is and
what evolution is, and how the diversity of life on the earth has
been created.
We will also consider the relationship between humans and
the ecosystems maintained as a result of biological evolution,
which are currently linked by industries such as fisheries,
agriculture, and forestry.
In the Autumn Session (as the Fall Semester: September 13
- 19). Based on the knowledge of natural history acquired
in the spring semester, fieldwork will be conducted at a
natural history museum to study the significance and contents
of museum exhibits and their display techniques, based on
surveys of exhibits and other materials.
Students are expected to complete the required assignments
(class tests, assignment reports) at the end of each class.Your
study time will be more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents
to be submitted in the lecture (impressions of videos, etc.,
quizzes, etc.) (40%) will also be added, and students will be
evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of
the class will be graded on the basis of this grading system.
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

島野　智之

開講時期：オータムセッション/Autumn Session ｜ 曜日・時限：
集中・その他/intensive・other courses
単位数：2単位
定員制（20）
※履修登録は学部事務にて行います。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教養ゼミIIでは，オータムセッション（秋学期として：9月13日
～9月19日）では．春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史
博物館でのフィールドワークを実際におこない，現地調査に基づい
て，博物館の展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．
　最終的には，自然と私達の関係を見つめ直すことが目的である．
生物としての人間を知るために，地球史における自然の形成プロセ
ス（生命史）と生物の進化を学ぶ（自然史）．
　生物学の観点から生命とは何か，進化とは何かを考え、地球上に
見られる生物の多様性がどの様に生み出されてきたのかを考える．
　また，現在，生物進化の結果，維持されている生態系と人間との
関係は，水産業，農業，林業などの産業によって結びついているこ
とについても考える．

【到達目標】
生命（生きていること）を考えるための基礎としての自然と人間に
ついての価値観を考え，社会活動・社会生活の中に活かすことの出
来るように説明できること．年度の最後に，種々の資料や調査を付
き合わせて，各自の成果を発表にまとめる．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　オータムセッション（秋学期として：9月13日～9月19日）で
は．生物学の観点から，生命とは何か，進化とは何かを考え、地球
上に見られる生物の多様性がどの様に生み出されてきたのかを討議
し，社会活動・社会生活の中に活かすことの出来るように説明発表
してもらう．
　つぎに，春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史博物館で
のフィールドワークを実際におこない，展示などの調査に基づいて，
博物館の展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．事後には討議，ゼ
ミ形式でレポートに年度の最後としてまとめる．命を考えるための
基礎としての自然と人間についての価値観を考え、できること。年
度の最後に、種々の資料を付き合わせて、各自の成果を発表にまと
める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 フィールドワークI

（1）．
博物館学と博物学．博物館
フィールドワークについて【講
義】

第2回 フィールドワークI
（2）

フィールドワークについてテー
マの設定と討議

第3回 フィールドワークII
（1）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと
博物館の展示形態を調査する
（1）

第4回 フィールドワークII
（2）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと
博物館の展示形態を調査する
（2）

第5回 フィールドワークII
（3）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと
博物館の展示形態を調査する
（3）

第6回 フィールドワークII
（4）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと
博物館の展示形態を調査する
（4）

第7回 フィールドワークIII
（1）【現地フィールド
ワーク：神奈川県立・
生命の星地球博物館】

館の特徴である「地球史（地質）
と組み合わせた生物の進化」と
いう展示を理解し博物館の展示
形態を調査する（1）

第8回 フィールドワークIII
（2）【現地フィールド
ワーク：神奈川県立
生命の星地球博物館】

館の特徴である「地球史（地質）
と組み合わせた生物の進化」と
いう展示を理解し博物館の展示
形態を調査する（2）

第9回 フィールドワークIII
（3）【現地フィールド
ワーク：神奈川県立
生命の星地球博物館】

館の特徴である「地球史（地質）
と組み合わせた生物の進化」と
いう展示を理解し博物館の展示
形態を調査する（3）

第10回 フィールドワークIV
（1）【現地フィールド
ワーク：目黒寄生虫
館】

館の特徴である「寄生虫の進化
と適応」という展示を理解し博
物館の展示形態を調査する（1）

第11回 フィールドワークIV
（1）【現地フィールド
ワーク：目黒寄生虫
館】

館の特徴である「寄生虫の進化
と適応」という展示を理解し博
物館の展示形態を調査する（2）

第12回 フィールドワークV
（1）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館，付属自然教育
園】

館の特徴である「自然や生態系
を理解する」という展示を理解
し，園の展示の工夫を調査する
（1）

第13回 フィールドワークV
（2）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館，付属自然教育
園】

館の特徴である「自然や生態系
を理解する」という展示を理解
し，園の展示の工夫を調査する
（2）

第14回 フィールドワークVI
討議・まとめ

各自で作成したレポートについ
て発表と討議をおこなう．
フィールドワークのまとめ．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
疑問などはそのままにせず，まず自分で解決するよう努力して下さい．
事前につたえるので，討議に必要な事前の調査，あるいは，授業に
必要な必要な知識などを予習していただきます（その方法などお知
らせします）．
また，レポートは授業の内容に沿って作成するようにしてください。
インターネットからのcopy & pasteは、容易に判明することが可能
ですので行わないように．

【テキスト（教科書）】
進化生物学－ゲノミクスが解き明かす進化－，赤坂甲治（著），裳
華房，2021年出版，定価3520円（本体3200円＋税10％）

【参考書】
必要に応じて，その都度指示する．

【成績評価の方法と基準】
毎回行うフィールドワーク後のレポート（60%）および，授業への
積極的な貢献度（出席状況を含む）(30%)も加え，総合的に評価す
る．この成績評価の方法をもとに，本授業の到達目標の60%以上を
達成した者を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
積極的に疑問点などについては，自分で調べることが大切である．

【学生が準備すべき機器他】
適宜パワーポイント資料の作成をおこなってもらう．適宜パソコン
を使用できるようにしておくこと．
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【その他の重要事項】
1)現地調査（フィールドワーク）のための，交通費（宿泊はしませ
ん）が必要です（5,000~9,000円程度：入館料，ガイド料，交通費
など，金額は前後することがあります．）．ガイダンスに必ず出席し
て下さい．
2) 選抜を行いますので最初の授業には必ず出席して下さい。また，
受講希望者が定員（最大20名程度）を超えた場合にも、再度，選抜
を行います．
3) 2017年度以降入学生： [半期科目「教養ゼミⅠ」、「教養ゼミ II」
として履修する学生]半期のみの履修登録が可能となる方．教養ゼミ
Ⅰ「自然史」と教養ゼミII「自然史」を両方とも履修すること．　
※どちらか一方だけの授業は履修できません．
4) 2016年度以前入学生：年間科目「自然史」または哲学科専門科
目「人間学４（自然史）」として履修する方．年間科目として履修す
る方は、9月のオータムセッション（9月13日～9月19日）での，
フィールドワークへの参加が可能であることを前提とし、履修登録
を行うこと．
5)授業の初めに、その日に必要な事項の説明を行いますので、くれ
ぐれも遅刻しないようにご注意下さい。正当な理由のある遅刻を除
き、１０分以上の遅刻は、イエロー・カードとなります。累積カー
ド２枚で１回欠席となります。
6) 9月の初旬（オータムセッション：9月13日～9月19日）に，東
京・神奈川でのフィールドワークを実施予定とし、台風等により実
施不可となった場合は、再スケジュールとする。

【Outline (in English)】
In the Autumn Session (as the Fall Semester: September 13
- 19). Based on the knowledge of natural history acquired
in the spring semester, fieldwork will be conducted at a
natural history museum to study the significance and contents
of museum exhibits and their display techniques, based on
surveys of exhibits.
Eventually, the objective is to reconsider our relationship
with nature. To learn about the formation process of nature
and the evolution of organisms in the history of the earth
(natural history) in order to understand human beings as living
organisms.
From the viewpoint of biology, we will consider what life is and
what evolution is, and how the diversity of life on the earth has
been created.
We will also consider the relationship between humans and
the ecosystems maintained as a result of biological evolution,
which are currently linked by industries such as fisheries,
agriculture, and forestry.
Students are expected to complete the required assignments
(class tests, assignment reports) at the end of each class.Your
study time will be more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents
to be submitted in the lecture (impressions of videos, etc.,
quizzes, etc.) (40%) will also be added, and students will be
evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of
the class will be graded on the basis of this grading system.
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

人間と地球環境 2017年度以降入学者

宇野　真介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在、国連の持続可能な開発目標（SDGs）が注目され日本も含め、
世界各地で様々な取り組みがされています。これは人間社会が、多
種多様な環境問題に加え飢餓や貧困の問題に直面し、自然環境、社
会環境共に危機的状況にあるとの認識によるものです。本講座では、
「持続可能性」をキーワードに人間と自然の関係、人間同士の関係の
あり方を考察すべく、環境問題に関連する科学的な基礎に加え社会
的要素を含めた広い視野から学習していきます。これにより、現代
社会が直面する問題の複雑さを理解するとともにより明確な考え・
意見を持つための視点を得る機会を提供します。

【到達目標】
本授業では以下の３点を最終的到達目標とします。１）種々の環境
問題を理解する上で不可欠な科学的基礎知識を取得すること。２）
環境問題の科学的側面だけでなく、関連する社会的問題を理解する
こと。３）各種問題の関連性を理解し、人間社会が直面している問
題について個人としての考え・意見を形成すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントを使った講義形式を標準としますが、参加型
の学習機会として演習（グループワーク）も行う予定です。また、各
講義へのリアクションや質問を集約し、次回の授業で補足・フィード
バックを行うことで学習内容の理解度をはかりつつ授業を進めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境科学と持続可能

性
導入として、持続可能性の概念
および生態系の基本的特徴につ
いて学びます。

第2回 大気の変化と生態系 地球環境における大気の組成、
その変化にともなう影響を考え
ます。

第3回 水の循環と水資源利
用

生態系や生命の維持に重要な物
質である水の観点から物質の循
環や資源の問題を考えます。

第4回 エネルギーの供給 生態系におけるエネルギーの供
給と人間社会におけるエネル
ギーの供給について考えます。

第5回 「土」というもの 日頃目を向けない「足元の世界」
に注目し、土の成り立ちや関連
する環境問題について考えます。

第6回 生物多様性はなぜ重
要か？

生物多様性の基本的特徴、その
現状と保全の重要性を学びます。

第7回 演習１：持続可能な
資源利用のための応
用生態学

これまでの授業内容の振り返り
と資源管理における問題解決へ
の応用を目的としたグループ
ワークを行います。

第8回 近代農業の功罪 近代農業の成果と環境負荷につ
いて解説します。

第9回 食糧生産と環境保全 食糧供給と環境保全の両立へ向
けての取り組みについて、事例
に基づいて学びます。

第10回 開発は持続可能か？ 鉱物資源に注目しつつ、自然資
源に対する需要・供給に関わる
問題を解説します。

第11回 「望まれぬ開発」とい
う問題

発展途上国における「開発」が
もたらす環境・社会問題を、現
在起きている現場の状況を見な
がら考えます。

第12回 演習２：多角的問題
解決への挑戦

異なる立場の「当事者」の視点
を考察しつつ、グローバル経
済・開発をテーマとしたグルー
プワークを行います。

第13回 持続可能な社会へ向
けて

グローバル社会におけるオルタ
ナティブな発展モデルについて、
事例に基づいて考えます。

第14回 地球環境の現状とこ
れから

学習内容のまとめ。持続可能性
の観点から見た現状と将来的展
望を含めた全体像の把握を試み
ます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料の通読、授業内容の復習と他の回の学習内容との関連性の
確認など、本授業の準備・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書はなし。配布される資料を使用。

【参考書】
適宜提示します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は小テスト（40%）、期末レポート（40%)、平常点（20%)
を基本とします。小テストは、学習内容の理解度（到達目標１、２）
を定期的に評価するため2回実施する予定です。期末レポートは、学
習内容の理解度を評価すると同時にそれに基づく個人的意見の展開
（到達目標３）を評価するものです。平常点は、各回の学習状況や
ディスカッションでの参加度などを評価するものです。

【学生の意見等からの気づき】
映像資料の利用やグループワークは好評でもあり、学習内容の定着
にも効果があるものと思われる。これに加え、各種Hoppiiの機能を
より効果的に活用したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスの確保。

【その他の重要事項】
30名の定員制です。必要に応じて選抜を行います。

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] Objectives of the course are: to acquire
basic scientific understanding of various environmental prob-
lems; to understand related social problems; and to develop
a personal opinion about various problems the human species
faces with a holistic understanding of the human impact on the
global environment.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly utilize distributed materials
and the online learning support system. Standard amounts
of time to be spent for this purpose are two hours each for
preparation and review.
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[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

人間と地球環境

宇野　真介

授業コード：Q6335 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
春学期授業/Spring・2単位 ｜ 配当年次：地理学科2～4年
備考（履修条件等）：定員制（30）
地理学科生は選択科目として履修する
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在、国連の持続可能な開発目標（SDGs）が注目され日本も含め、
世界各地で様々な取り組みがされています。これは人間社会が、多
種多様な環境問題に加え飢餓や貧困の問題に直面し、自然環境、社
会環境共に危機的状況にあるとの認識によるものです。本講座では、
「持続可能性」をキーワードに人間と自然の関係、人間同士の関係の
あり方を考察すべく、環境問題に関連する科学的な基礎に加え社会
的要素を含めた広い視野から学習していきます。これにより、現代
社会が直面する問題の複雑さを理解するとともにより明確な考え・
意見を持つための視点を得る機会を提供します。

【到達目標】
本授業では以下の３点を最終的到達目標とします。１）種々の環境
問題を理解する上で不可欠な科学的基礎知識を取得すること。２）
環境問題の科学的側面だけでなく、関連する社会的問題を理解する
こと。３）各種問題の関連性を理解し、人間社会が直面している問
題について個人としての考え・意見を形成すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントを使った講義形式を標準としますが、参加型
の学習機会として演習（グループワーク）も行う予定です。また、各
講義へのリアクションや質問を集約し、次回の授業で補足・フィード
バックを行うことで学習内容の理解度をはかりつつ授業を進めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境科学と持続可能

性
導入として、持続可能性の概念
および生態系の基本的特徴につ
いて学びます。

第2回 大気の変化と生態系 地球環境における大気の組成、
その変化にともなう影響を考え
ます。

第3回 水の循環と水資源利
用

生態系や生命の維持に重要な物
質である水の観点から物質の循
環や資源の問題を考えます。

第4回 エネルギーの供給 生態系におけるエネルギーの供
給と人間社会におけるエネル
ギーの供給について考えます。

第5回 「土」というもの 日頃目を向けない「足元の世界」
に注目し、土の成り立ちや関連
する環境問題について考えます。

第6回 生物多様性はなぜ重
要か？

生物多様性の基本的特徴、その
現状と保全の重要性を学びます。

第7回 演習１：持続可能な
資源利用のための応
用生態学

これまでの授業内容の振り返り
と資源管理における問題解決へ
の応用を目的としたグループ
ワークを行います。

第8回 近代農業の功罪 近代農業の成果と環境負荷につ
いて解説します。

第9回 食糧生産と環境保全 食糧供給と環境保全の両立へ向
けての取り組みについて、事例
に基づいて学びます。

第10回 開発は持続可能か？ 鉱物資源に注目しつつ、自然資
源に対する需要・供給に関わる
問題を解説します。

第11回 「望まれぬ開発」とい
う問題

発展途上国における「開発」が
もたらす環境・社会問題を、現
在起きている現場の状況を見な
がら考えます。

第12回 演習２：多角的問題
解決への挑戦

異なる立場の「当事者」の視点
を考察しつつ、グローバル経
済・開発をテーマとしたグルー
プワークを行います。

第13回 持続可能な社会へ向
けて

グローバル社会におけるオルタ
ナティブな発展モデルについて、
事例に基づいて考えます。

第14回 地球環境の現状とこ
れから

学習内容のまとめ。持続可能性
の観点から見た現状と将来的展
望を含めた全体像の把握を試み
ます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料の通読、授業内容の復習と他の回の学習内容との関連性の
確認など、本授業の準備・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書はなし。配布される資料を使用。

【参考書】
適宜提示します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は小テスト（40%）、期末レポート（40%)、平常点（20%)
を基本とします。小テストは、学習内容の理解度（到達目標１、２）
を定期的に評価するため2回実施する予定です。期末レポートは、学
習内容の理解度を評価すると同時にそれに基づく個人的意見の展開
（到達目標３）を評価するものです。平常点は、各回の学習状況や
ディスカッションでの参加度などを評価するものです。

【学生の意見等からの気づき】
映像資料の利用やグループワークは好評でもあり、学習内容の定着
にも効果があるものと思われる。これに加え、各種Hoppiiの機能を
より効果的に活用したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスの確保。

【その他の重要事項】
30名の定員制です。必要に応じて選抜を行います。

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] Objectives of the course are: to acquire
basic scientific understanding of various environmental prob-
lems; to understand related social problems; and to develop
a personal opinion about various problems the human species
faces with a holistic understanding of the human impact on the
global environment.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly utilize distributed materials
and the online learning support system. Standard amounts
of time to be spent for this purpose are two hours each for
preparation and review.
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[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

Human Impact on the Global
Environment

2017年度以降入学者

宇野　真介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The UN 2030 Agenda for Sustainable Development (Sustain-
able Development Goals: SDGs has come to be recognized
as a common challenge for the human society, which is a
manifestation of the severity of various problems we as a
species are faced with. In light of this current situation, this
course focuses on the concept of "sustainability" so as to provide
students with an opportunity to learn about basic scientific
aspects of environmental problems and also to learn about
relevant social issues in an attempt to provide a holistic view
of human impact on the global environment.

【到達目標】
This course is designed to teach about ecological and social
issues. Therefore, the course objectives are: 1) to understand
basic scientific concepts required to comprehend various
environmental problems; 2) to understand social problems
related to the environmental problems addressed in this
course; and 3) to form personal perspective and opinion about
the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
The course will be taught mainly in a face-to-face lecture
format, however, there will also be opportunities for students
to actively participate in class through, for example, group
activities and discussions. In addition to in-class interactions,
students will submit their opinions about/reactions to the
materials presented in each class, and the instructor will give
feedback/answer questions, as needed.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Understanding

sustainability and
basic features of
ecosystem

As an introduction to the
course, the concept of
sustainability and the basic
features of ecosystem will be
discussed.

Week 2 Atmospheric
changes and their
consequences

In light of the ongoing
"climate crisis", the
composition of the Earth’s
atmosphere and
consequences of atmospheric
changes will be discussed.

Week 3 Water cycle and the
use of water
resource

As an essential matter for
sustaining life and ecosystem,
the water cycle and use of
water resource will be
discussed.

Week 4 Energy supply Energy supply in ecosystem
and energy issue in the
human society will be
discussed.

Week 5 What is "soil"? The importance of soil in an
ecosystem will be discussed in
relation to ongoing
environmental problems.

Week 6 What is
biodiversity and
why is it
important?

Basic features and current
state of biodiversity will be
discussed in relation to its
importance for the human
society.

Week 7 Applied ecology for
sustainable
resource
management

Group activity is used to
integrate the concepts
learned in the previous
lectures and apply them to
ecological problem solving.

Week 8 Ecological issues of
modern agriculture

Positive and negative impacts
of agricultural modernization
will be discussed.

Week 9 Food production
and environmental
conservation

Approaches to achieving food
security without degrading
environment will be discussed
with concrete examples.

Week 10 Is development
sustainable?

Focusing on mineral
resources, issues related to
demand and supply of natural
resources will be discussed.

Week 11 Consequences of
"unwanted"
development

Environmental and social
problems caused by
"development" in the
developing world will be
discussed.

Week 12 Understanding
multi-stakeholder
problem solving

Group work will be used to
integrate the concepts
learned in the previous
lectures and apply them to
socio-ecological problem
solving.

Week 13 Toward a
sustainable society

Alternative models that may
help build a sustainable
society will be discussed.

Week 14 What is happening
in the global
environment and
where do we go
from here?

The course contents will be
reviewed to grasp the current
state of the global
environment, and future
prospects will be discussed.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review contents of individual lectures,
thoroughly read distributed materials, and utilize the online
learning support system, as needed. Standard amounts of time
to be spent for this purpose are two hours each for preparation
and review.

【テキスト（教科書）】
None. Reading materials will be distributed as needed.

【参考書】
To be announced as needed.

— 480 —



カーボンニュートラル　発行日：2024/5/1

【成績評価の方法と基準】
Student performance will be graded based on quizzes (40 %), a
final assignment (40 %), and participation/in-class contribution
(20%). Quizzes will be used to evaluate understanding of
course materials (Course objectives 1 and 2). The final
assignment will be an opportunity for students to demonstrate
their understanding of the course material by presenting
their personal analysis/opinion about the current state of
human society (Course objective 3). Participation will be used
to evaluate student performance in each class and in-class
activities.

【学生の意見等からの気づき】
Providing opportunities for students to interact with other
students and exchange their opinions proved to be effective in
enhancing their learning.

【学生が準備すべき機器他】
Students will need to have access to Hoppii. Online format
may be used, as needed, and students are expected to prepare
necessary devices in such a case.

【その他の重要事項】
There is an enrollment limit of 30 students. There will be
selection, if the limit is exceeded. Details will be announced
on Hoppii prior to the first class.

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] The course objectives are: 1) to
understand basic scientific concepts required to comprehend
various environmental problems; 2) to understand social
problems related to the environmental problems addressed in
this course; and 3) to form personal perspective and opinion
about the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly read distributed reading
materials, and utilize the online learning support system, as
needed. Standard amounts of time to be spent for this purpose
are two hours each for preparation and review.
[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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